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近世 文藝 叢書 第 一 名所 記 1 

緖 言 

一 、題して 近世 文藝 叢書 、こ い ふ 。江戸時代 中、 元 祿期を 中心 ，： し て、 其 

前後に 現れた る 輕文學 書 を 集めて 十册、 こ し、 遂次 刊行 せ ん 、こ す。 

これ 曩に本 が 第 一 期に 於て 刊行した る 所 の、 新 群 書類 從の 遣 

漏 を 稀 へ る ものに 外なら ず。 

一、 本 叢 誓の 第 一 編 、こ し て、 名 所 圖繪の 先 驅、、 J も 謂 ふ ベ き、 江 戶 時代 

初期に 於け る 名所 記 頸 中、 最 も 珍奇に して 且つ 優秀なる もの 十 

三 種 A 十二 卷を選 び、 更 に 之 を 上下 二 卷に分 ち、 上 卷には 三 都の 

名 所 記、 即 ち江 戶雀 以下 六 種 四十 三 卷、 下 卷には 諸國の 名所 記即 

ち 鎌 倉 物語 以下 七 種 三十 九 卷を收 めたり。 

一、 本編收 むる 所の 名所 記 は、 悉 く寶永 以前に 出版せられ たる 刊本 


な り。 而 して 此 時代に 於け る此 種の 刊本 は、 槪 ね 文章に 假名 を 用 

ふるこ 、、」 多 く、 甸 讀 亦 一定せ ず。 さ れば今 之 を 校訂す るに 當り て、 

本文の 意義 を 害 はざる 程度に 於 て、 假 名 を 漢字に 改 め、 又 句 讀 を 

訂正せ る所少 から ず。 こ れ讀 者の 讀み 易から んが爲 なり。 、 

一、 原本 載す る 所の 揷 畫、 多 く は 各地の 風俗 を 描寫せ る 者 なれ ば、 當 

時の 風俗 研究め 好 資料な り。 故に 大半 之 を縮寫 して 收 載せり。 

一 、江 戶 雀、 京 雀、 難 波 雀の 三 書 は、 俗 に 三 雀，、」 稱 して i に暄傳 せらる 

れ ビ kw  雀 はた、、 名所 舊蹟の 名 寄た るに 、こ 、、まる を以 て、 今 

之 を 除け り。 

一、 江戶 名所 記、 蘆 分 船の 二 書 は 當然本 編 中に 收む ベ き 者 なれ ざ も、 

本會第 一 期 刊行の 續々 群 書類 從 地理 部 已に之 を 載せた るを以 

て、 今 これ を 除け り。  . 

一、 本 編 上卷收 むる 所の 三 都 名所 記 類 左の 如し。 
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に 住 す。 北 村季 t- の 門に 入り、 山 櫻 子ご號 す。 著 番、 京 童 及 跡 追の 外 

に 縑倉物 語、 案 內者等 あ り。 寳 永 一 K 牛 十 月 三 日、 歳 七十に して 残す。 

一 、京 童 跡 追 六卷 亦 中 川 喜 雲 の 著に し て、 京 童の 遣 漏 を 補 ひたる 

も の。 寬文七 年 の 開 版な り。 

一 京 雀七卷 著者 詳 ならず。 寛 文 五 年の 開 版に して、 三 雀 中の 先驅 

た り。 

一、 難 波 鑑六卷 一 無 軒 道 冶の 著に して、 延寳 A 年の 開 版 な り。 本 書 

一は 其跌 文に 難波鑑 年中行事、、」 名 づけたり 云 々 、、」 あるが 如 く、 他 

の 名所 記 ぐ J いさ、 --か 其 趣 を 異 に し て、 年 中 行事 體に記 せ り。 著 者 

道 冶は紀 陽の 人、 藤 原 氏。 醫 を 業 ，二 す。 著 書、 難 波鑑の 外に 蘆 分 船、 高 

0 山 通 念 集 等 あり。 

明治 四十 三年 七月  校訂 者識 
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江戸 雀 序 

竊に极 門 を閉て ひビ， 0 年月 を 送る 事、 此江府 に 良久 

しか， 5 し、 抑 今の 治世 を考 ふるに、 誠に 和漢の 聖代に 

超て 其 政すな ほ なれば、 上 明君より 下 萬 民に いたる 

まで、 快樂 のお も ひ をな さす マ」 云 事な し、 されば 東南 

西北 之 内 いづく か 豊饒せ ざらん や、 あるひ は 高 砂の 

尾 上の 松 も 後々 百歲 にも 色替ら す、 蓬 萊宮の 鶴龜は 

こ ビ ぶき 

千秋 一 S 歳の 祝言 をな せ..^、 かゝる めでたき 御代 なれ 

ば、 國 富民豊 にして、 歌人 は 山頂の 花に 詠 じ、 詩人 は 

池邊の 月に 題 をな せば、 武家 は 弓 を 囊に藏 め、 干戈 は 

凾に容 て 靜謐の 代を猶 守護せ り、 商人 百姓 は 己々 が 

所作 をい W なみ、 五穀 成就に 圓滿 たる 事 あげて かぞ 

ふ ベ から や、 春夏秋冬の 遊山 見物 唯此時 にゃあら む、 


且は 神社 佛閣の 繁昌ます く 也、 僧侶 は 二 六の 勤行 

をな せば、 社 人 は諷々 の聲 をす かしめ、 其 威儀 正しく 

せ- 5、 是 武運 長久たら まし ゝ かば、 愛に 自ら 國 本の 

人、 柴の扉 を尋て 來れ， 9、 うれしぐ もな つかしぐ も 有 

て、 々の ものがたり を 問 聞に こそ、 つれ < ^の 慰 VJ 

もな， 9 けらし、 暫く 時 移って 後、 國の 人我に 問て いわ 

く、 我 はるぐ の 道す がら、 うき 難所 を 越 過て、 汝に 

今 逢 ふ 事 は、 偏に 上 君の 御 政道たい しき ゆへ ならす 

や、 そ も），.^ 過つ る 中頃まで は、 此地 へ來 なん 人 あれ 

ば、 皆人愁 ふる 事堪に 忍びが たし、 今 はいつ しか ひき 

か へて、 隣 步のご VJ  くにして 往還の 煩 ひなく、 みな 人 

此武 江に 着..^、 然るに 我に 等しき 旅人の 下着して 後、 

寺社 名所 武家屋敷 町 小路 を 一見 仕： i& らん ビ云 Vj も、 

,  rj や らど  すなほ 

第一 方角 を しらす、 殊に 道筋 唱斜 どして. 竪潢 K なら 

すじが.^^がみ 

す、 去る に 依て 往來 しがた し、 汝我 ために 是を敎 へて 

んゃビ 云、 予答 て 云、 我 も ビ 當 地の 者に あらす 貴邊 VJ 

同國 たり、 此 地へ 來て 星霜 を ふる 事十餘 年に 及べ. 5、 

故に 有 まし 所々 の 順 道 を しれ. o、 我 朋友の 案內 に、 武 

家屋敷 民家の 町 等 をし るさん、 又寺瓧 名所 舊跡を 入 

て、 見ぬ 世の 友に なり もやせん ど、 雜牴 のし わ を ひき 
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,w 戶雀 

のばして、 をづ- (-筆 を 取 そめて、 大略 をし るすに 

ぞ、 心お そろし くも 恥 かしき 事に や 侍る ベ き、 漸々 か 

きつ けて こそ 一部の 書 ど なし てんげ り、 國の 人い 

へ る は、 汝 よくしれ， 5、 . 江 ITl 雀に ゃビ いひて ければ、 

去ば 燕雀 鴻鵲の 心 を 知ら やどい ひて、 はかなき 縱に 

上 たれば、 百に なれ ざ も 踊 忘れす して、 よしなき 笑 草 

をつ くり、 しか あれば 此題號 を、 1 の 言葉に 付て 江 

In. 雀 ど 名 付 てん どて、 傍に さし 置、 又 重ねて 國の 人い 

へ る は、 此 書江府 の案內 なれば、 花^ぬ 埋木 どくち を 

かん も むげ なれば、 此 たび 板 行に させて 世に 弘 めば 

やどい へ り、 予が いわく、 是智 有人の 見る べき 物に あ 

らす、 又 當地案 內の人 はしかな り、 君が ご，、」 くなる 人 

にこ そ、 あた ふ べき 物 VJ い へれば、 いや VJ よ、 諸國の 

人々 日々 に此 地へ 入 こむ 事 布 を ひくが ひどし、 然れ 

ば斯の 人に 道 しるべの ためなら んビ いふ、 むさし 鎧 

さすがに こど やさしく も、 かぐ 人の すゝ めけ る を、 取 

上ん も 其 甲斐なければ V」 て、 是非な く 梓に ち. y ばめ 

てけ る、 これ 唯 諸人の 嘲 を まねけば、 狂人の わざに し 

て 人に 措 をさゝ れん 毛の なり、 我 大方の 順路 を 知る 

ビぃ へ ざ も、 あるひ は おぼえち が ひ 亦 は 書お.、」 しあ 


らめ、 名所 舊跡 はいに しへ より 云 傅へ 聞 おぼえた る 

を 書付ければ、 是以 珍しから す、 兎角 淺心 愚癡 にして 

文 學を得 ざれば、 敢 へて 見る 亊 なかれ ど 云レ爾 

治まれる 時 W や 知りて 江戸す いめ 

さへ づ る 聲も萬 歲》 


江戸 雀目錄 

1 羽卷 

御城 之初幷 年中 御 親 式 之 事 

方角 順 道 之 事 

追手 下^より、 錢龜 橋、 常 盤 橋、 神 田 御門 二 ッ橋御 

s: 、竹 橋 御門、 雑 子 橋 御門、 淸水 御門、 田 安 御門、 11 

町 御門、 鼠穴までの 內、 やしき 付 之 事 

龍 之 口より、 道 三が し、 錢 がめ 橋、 吳服 橋、 鍛冶 橋、 

すきや 橋、 口 比 谷 御門、 和 田 倉 御門 迄 之內、 屋敷 付 

之 事 

和 田 倉 御門より、 內櫻田 御門、 喰 違 御門までの 之 

內、 やしき 付 之 事 

櫻 田 御門より、 H 比 谷 御門、 山 下町、 御成 橋 御門、 虎 

之 御門まで 之內、 やしき 付 之 事 

ニ卷目 

雜町 御門より、 四ッ谷 御門 迄 之內、 屋敷町 付 之 事 

挑 御門よ. 5、 赤 坂 御門、 溜池、 虎之 御門まで 之內、 

やしき 付 之 事 

霞 ケ關の 事 

扛戶雀 


山王權 現の 事 

•2.  I  5 し&み 

靴 町 御門より、 四ッ谷 御門、 牛 込 御門、 田 安 御門、 番 

町筋、 やしき 町 付 之 事 

田 安 御門より、 淸水 御門、 雜子橋 御門、 壹ッ橋 御門、 神 

田 橋 御門、 鎌 倉が し、 駿河臺 、筋 違 橋 御門、 相 生 橋、 水 

道 橋、 小石 川 見 付、 牛 込 御門 迄 之內、 やしき 町 付 之 事 

三卷目 

常 盤 橋より、 筋 違 橋、 新 敷 橋、 淺草見 付、 大 5^、 三 俣、 

< づれ  わざく  L  お 

崩 橋、 高 橋、 溪橋、 靈巖 橋、 思案 橋、 態暮 橋、 親父 橋、 

だ 5 ちゃ 5 

あらめ 橋、 道場 橋、 江戶 橋、 本 橋、 一 石橋 迄 之內、 

寺 趾地內 屋敷町 小路 之 事 

爾 宜町淨 瑠璃 幷 歌舞伎 1 初 之 事 

三 俣 船 あそびの 事 

戶越 橋よ 、北 八 町 堀、 稻荷 橋、 高 橋、 靈巖 橋、 將監 

橋、 江 戶橋迄 之內、 屋敷町 小路 之 事 

きのく：，. i  つ、，.； f 

紀伊國 橋より、 南 八 町 堀、 眞福寺 橋、 鐵炮圖 、^地、 

鰱留 橋まで 之內、 屋敷町 小路 付 之 事 

西本願寺 之 事 

四卷目 

江戶 橋より、 日本 橋、 一 石橋 、奥 服 橋、 鍛冶 橋、 すき 


I  江戶雀  

や 橋、 山 下町、 御成 橋、 新橋、 紀 國橋、 眞福寺 橋、 高 

ばし、 III 越 橋 迄 之內、 やしき 町 小路 之 事 

ため 池 を 限て、 虎之 御門 外、 櫻 田 御成 橋、 新橋、 鹽留 

橋、 愛宕 之 下、 增上 寺？ 5r.<i 杉 橋、 同 新 掘 を かぎり、 

西 之 窪/長 坂、 日 ケ窪、 校槳 橋、 澀谷、 靑山宿 近邊、 赤 

坂、 築地 之內、 寺社 地內 屋敷町 付 之 事 

增上寺 之 事 

神明 之 事 

愛 岩 由 來之事 

五卷目 

金 杉 橋よ. 0 品 川まで、 金 杉 新 堀 を 限て、 淺府ー 本 

松、 白銀 村 六本 极 、目黑 村、 高繩 手まで 之內 、寺社 地 

內 やしき 町 付 之 事 

大佛幷 閻魔 堂 之 事 

水 月 觀音堂 之 事 

池 上 本 門 寺 之 事 

目黑 不動明王 之 事 

六卷目 

赤 坂より、 靑山宿 、長者み 丸、^ 屋 之邊、 權田 原幷四 

-ソ屋 近邊、 よいぎ 迄 之內、 寺社 地內 屋敷町 付 之 事 


 1  

永 川 之 明 神 之 事 

四 谷よ. 5、 內藤 宿、 市 谷 近邊、 1 一本 複迄 之內、 寺社 地 

內、 市 谷 ふ 大久保 迄 之內、 寺瓧 地內、 屋敷町 付 之 事 

七卷目 

牛 込よ， 5 、ざん ざ 橋、 りうけ い 橋、 北 は 此河筋 を 限 

にして、 南 は 川 田ケ久 保、 ど いめき、 早稻 田、 土 嫁 村 

まで 之內、 寺社 地內 やしき 町 付 之 事 

右 衞門ざ くらの 事 

穴 八まん の 社 之 事 

八卷目 

小石 川 見 付よ. 5、v- ん V- 橋、 りうけ い 橋、 小 H 向、 關 

口、 すい Vj う 村、 高 田、 雜司 谷、 東 は 水道 橋 筋 を 限に 

して 、傅 通院 近所、 すが も 村まで 之內、 寺 瓧地內 や 

しき 町 付 之 事 

目白 不動明王 之 事 

傳 通院 之 事 

白山 權現之 事 

九卷目  ， 

水道 橋より、 神 田 相 生 橋、 筋 違 橋、 和 泉 橋、 新 敷 橋 * 

俊 草 近邊、 下 谷、 谷 中、 三 崎、 千駄 木、 駒 込 むら、 に つ 
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御城 之初幷 年中 御 規式之 事 

抑 武州江 戶之府 ど 申 奉る は、 多景 一 入 かぎりなし、 先 

東南 は 蒼海 滿々， .」 して 果も なし、 北に も 海 を かた V- 

,9 隅 田 川 どい ふ 大河の 流つ よく、 西 は 七重 八重の 堀 

を かまへ、 其 外關々 山河 難所な り、 扨 御 本丸 奉る 

は、 縱廣甚 有ビぃ へ V- も 知る 人な し、 御門々 番所 やぐ 

ら には數 百の 人番 をつ W め、 御 本 九に 相つ^き、 紅葉 

山 御佛殿 有、 その 景 世に かくれな しどい へ V- も 1^ 人 

の 目に 及ばす、 同じ つ^きに 西 之 丸 あり、 此 御城の 起 

り 申 は、 中頃 長祿 年中に 太 田 道眞築 一一 立 之； 同道 灌ま 

で 二 代、 その、 ち 上 杉 定正之 手に わたり、 子息 五郎 朝 

rt^ 又 二 代、 それよ. 5 朝 興 在 城 之 時、 北 城 氏 綱 入 か は， 0 

て 四 代 相つ^く、 氏 直の 時に あたって、 御 當家之 元 

司此地 へ 入らせられ、 亦々 御城 池 御 見 立 之 節、 西 之 九 

より 本； 方へ いづく  もな く 鶴 來て舞 遊び、 龜は 

陸地に：^ 行 出て 萬 歳の しるし を顯は せり、 是 繁昌 之 

地 どして 則 御 本丸 城レ 之、 代々 の 御 在 城ビ遊 さる ゝ、 


去に よって 國々 の 大小 名 御在番 怠らす、 されば 年々 

の 御 親 式 相變ら す、 先 年始 之 御沙汰、 元日 二日 御 一 門 

の 御 方、 國生 城主 之 人々、 三 献の御 祝、 其 外 諸侯 昵近 

の 面々、 御 詰 衆 番頭 物 頭 諸 役人 諸番の 健士、 御 流 を 頂 

戴す、 且又 大中納 言 參議中 將侍從 四 品 五位 之 諸大夫 

まで は、 美服 二 頷づ、 下し 給り、 家祿の 輕重 VJ 官位 の 

淺深 によって、 あるひ は臺 或は 廣蓋 もって 是 を拜頜 

し、 三日 は 諸 大名の 息子、 無位 無官 諸家 中の 證人、 京 

都 大坂奈 良 堺伏見 淀に および、 過 害 銀座 朱 座の 輩 ま 

で 落 綠に群 候し、 品々 進物 是を さ、 げ 奉る、 御 禮のそ 

の 親 式、 目 を 驚す 所 也、 同じ 夜 は 御謠初 どして、 酉 之 

刻より 御大 廣 間へ 御 出 座 有、 祗 候の 大名 は 皆 長 袴 を 

着し 装 を 刷 ふ、 四 座の 猿 樂板綠 に 群集し、 御 拍子 三 

番、 所謂 老松 東北 高砂是 也、 折々 小謠 順々 うた ひ、 諸 

侯より 所レ献 の御盃 臺銘々 に 披露 有て 御酒 宴な. 5、 其 

夜 は、 乘物下 場、 追手 下馬に おひて 篝火 をた く 事、 實 

に 白晝か うたが はる、 四日 御 詰 衆ば か， 5 登城せ し 

む、 五日 は 御門 跡 方 近 里 遠 墟之諸 寺 諸 山の 出家 社 人 

山 臥 等數百 人、 充 一一 滿營中 H  口 顏を拜 し 奉る、 七 H は 七 

種の 御 粥 献レ之 、十一 日 は 御 具足 御 鏡 開、 幷に 連歌 御 


輿 行、 十五 日 恒例の 諸 御禮、 十七 H 東 叙 山御參 堂、 廿 

日 同所 御 參宮、 廿 四日 增上寺 へ 御 佛詣、 別して 此 三日 

は 御 装束 を あらためられ、 長柄の 御輿 をめ ぐらされ、 

供奉の 勇士 二 行に つらな， 9 あゆむ、 その 出た ち 或は 

衣冠 衞府の 太刀 は き、 又は 大紋風 折 烏帽子、 布 衣 以下 

16. 侍頗 その 數を 量が たし、 辻々 門々 屋々 の警 固、 ゑ ぼ 

し 素 飽袴を 着し 大路に ひれふし、 還 御の 砌は、 御兩典 

御 一門 方 其 外 諸 大夫諸 役人 無 役の 面々 拜し 奉る、 彌 

生 三日 は 諸 大名 已下 御觼、 卯月 朔日御 初物 を さし 上 

る、 五月 五 H は 端午 之 御 祝 ひ 同じく 御 さ ゝげ物 奉る、 

六月 朔 ai 富士山の 御 氷 召 上らる ゝ、 此 氷の ひや、 か 

さ實に 大寒の 中に ビづる 氷に ひ し、 是た. 禁裏へ 

氷室より さゝげ 奉る 例かビ 見えし、 同 十五 日 は 御 氏 

神 山 王權現 御祭 禮、 御 矢 倉に 出御 まし まし 御 一 覽有 

に、 その まつ， 5 の 美々 しさ、 或は 引山 足 屋體錦 金襴 を 

張 廻して、 小歌 三昧 線 笛つ  > み 、太鼓 かね をう ちなら 

し、 神慮 を なぐさめ 奉. 5、 又は 笠 鉢 母 衣 負 人、 おも ひ 

おも ひの 出立 其粧 花やかに、 羅 綾の 缺錦繡 の 裔をひ 

るが へし、 見物の 老若 梭敷を かまへ、 土民 は 筵 をし 

みこし 

き、 群集な ゝ めなら す、 神輿 は是三 社な， 5、 隔年に 祭 

扛戶 雀初卷  ^ 


江戶 雀窃卷 

是 あり、 同月 十六 日 は 御 加 堦；： ： 、七月 七日 七夕の 御 祝 

儀、 諸 大名 已下 御禮 也、 同 十五 に は 御 詰 衆ば か. 9 登 

城有レ 之、 八月 朔 H 八朔の 御 祝、 御 禮同斷 、九月 九日 重 

陽の 御 祝儀、 御 鷉同斷 、十月 豕 子の 祝 ひ、 申 之 下 刻 御 

譜代大名 其 外 以下 登城せ しむ、 その 夜 門々 にたく か 

が...^ 火 は 天津 星に こ VJ ならす、 水に 映 じて おびた》 

し、 さて 霜月に いたって は、 御 魔 野に 出御 あ. 5、 極月 

に はかな らす忠 勤に したが ひて 官祿仰 付ら れ候 也、 

毎月 朔： ：！ 十五 H 廿 八日、 諸 大名 其 外 番頭 物 頭 諸 役 等 

御 出仕 無， 一 怠慢， 御 登城お， 之 は、 誠 目出度 御 事 也、 穴 

賢 穴 賢、 

武士の 出入 かげ は 花の 江戶 

ひら 3 'しゃら w 

左 行 右 行 VJ 寄る は大 下馬 

凡 大厦の 御 構へ 方 二十 餘町 也、 郭 外より 東の 方 は 八 

町 堀に □□ 木 挽 町 鐵炮律 女 木 三 谷靈巖 島に いたり、 

僅に 十 町 にたら す、 是 海岸 據な i§ ゆ へな り、 西 は 市 谷 

四- ソ谷中 野牛 込 小 H 向 小石 川 髙田雑 司 谷 千駄木 村に 

いたって 二 里餘、 南 は 赤 坂 靑山宿 一木 村 樱田愛 岩 之 

下 西 久保淺 府^ 谷 白銀 目 黑池上 芝 品 川神奈 川に いた 

\-七 里、 東海 JaJ^ 観鎭是 i:?,9;L 北：^ 後草 錢， 茅 原 隅お 
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川 千 壽板橋 越 谷 王子 午 柳まで 四 里な り、 都て 東西 三 

四 里 南北 十餘 里、 大小 名の 家々、 思々 の營 作、 以こ金 

銀 一 築地 どし 珠玉 を 以て 砂 石 どす、 泉水 築山 眺望、 日 

夜 佳 遊の 宴 を 催し、 此外所 々 の 神社 佛閣、 逼 々 の 民家 

小屋、 軒端 を 繼で建 っ^け、 雜を 立べき 31 地な し、 草 

原の むさし 野 は 名のみ 殘 りて、 有 明の 月 も 家より 出 

てい ゑに 入 か，/」 あやしまる、 然る 程に 繁昌 豊饒の 體、 

想像せ しめた まふな り、 

たま ぼ この 道の みちた る 時 なれば 

むさし の 原 は 名のみ な hN け .9 

御 本丸 廻り やしき 名 付 之 事 

追手 下馬より 錢龜 橋、 常 盤 橋、 神 田 御門、 一 -ソ橋 

御門、 竹 橋 御門、 維子 橋 御門、 淸水 御門、 田 安 御 

門、 挑 町 御門までの 分 

一 、追手 御門より 右、 下馬 腰かけ 有、 右 龍 之 口 へ の 道、 

左 壹ツ橋 御門 へ の 道、 左 角 御 家老 酒 井 雅樂頭 殿、 此ゃ 

しき 百 間 程 有、 右 角 土屋伹 .af 守 殿、 此兩 やしき をす ぎ 

て 行 あたり 御 破損 小屋、 左右に 道 有、 左 へ の 道 神 田 へ 

の 道、 左へ 少し 付て 同 かざ 館 林 宰相 樣、 右 か/御 破損 

御 小細工 小屋、 此間百 間お かくすぎ て 行 あた hv 土屋 


$: 豫守 殿よ こや、 左右に 道 有、 右に 彥ニ郎 橋へ 行、 但 

廿 ii あま.. >  行て かし、 左 角土屋 平八郎 殿、 右に 彥次郞 

橋 有、 左 酒 井 了 庵 佐 田 玉 川 山 本道 勺 伊 阿彌角 之丞殿 

水 野 監物殿 竹 田 道 庵町 奉行 島 田 出 雲 守 殿よ こや、 此 

間 二 町 あまり 過て 右に 錢龜 橋、 左 常 盤 橋の 方へ 壹町 

行て 西へ 行、 脇に 稻荷 小宮 有、 土手 下 協 也、 右 角 酒 

井河 內守 殿、 左 か V-, 松 平 佐 渡 守殿幷 に土屋 伊豫 守 殿、 

右 東 かど は 小 笠 原 遠 江 守 殿、 此間ニ 町 過て 行 あたり 

館 林 宰相 樣、 左右に 道 あ. 0-、 右へ 半 町 行て 西へ 行ば、 

角 土 井能 登 守 殿幷水 野中 務 殿よ こや 也、 左 館 林 宰相 

樣 やしき じり、 此問ニ 町、 行 あたり 井上 相 摸 守 殿、 左 

右に 道 有、 右へ 付て 北へ 行に、 左 早 和 泉 守 殿、 右水 

野中 務殿行 あたり、 それより 西へ 付て 行ば 松 和 泉 

守殿ょこゃ、本田土佐守殿、此間ニ町行て左に道ぁ..^ 

追手 へ 行、 前の 通. 0 西北 へ ひお 廻りて 1 1 町 程 行ば、 右 

角 极平伢 豫守殿 表門 有 、横手に 壹-ソ 橋 御門、 前の 通 西 

へ 行ば 右 かど 御つ きゃ藏 六十 問餘り あり、 よこてに 

酒 井 = 向 守 殿、 此 やしき 六十 間 程 有、 行 あた， 5 雑 子 

橋 御門、 前 を； り 行 あたり 竹 橋 御 門 に 入て、 右に 屮丸 

樣御 やしき 跡 壹町餘 有、 此橫て 北へ 行ば、 左 典 壽院樣 


飽 やしき 跡の よこて、 壹 町の 餘 j:^ 、行 あた. 5 堀 有、 右 

へ 十四 五 問 行て 北へ 行ば、 行 あたり 淸水 御門、 堀に 付 

て 西 へ 行ば右秋本攝津守殿、此ゃしき^^!-町の餘有、橫 

手に 道 有、 北へ 行ば 左 山 高 宇 右衞門 殿よ こや、 つ いき 

石 川 美 作 守 殿、 よこてに 道 有、 前の つ いき、 小 笠 原 山 

城 守 殿、 右 增山兵 部 殿、 行當 たやす 御門、 此問ニ 町の 

餘ぉ、 前の 通 ほりばた、 山 高 宇 右 衞門殿 志 良 平兵衞 

殿、 此間壹 町^、 行 あたり 安藤 內藏殿 火 沿 屋敷、. M に 同 

與カ 衆の 家 有、 此間壹 町、 此邊 代官 町 どい ふ、 それよ 

り 南東へ 付て 二 町 半 行、 左 典 壽院樣 御 やしき 跡、 右 御 

藏、 左右に 道 有、 右 西へ 付て 行ば 御米藏 七十 間 程 あ 

,9、 左右に 通有、 左の 道 西が はに 石 谷 七 之 助 殿 同 長 門 

守 殿よ こや を ま を. て、 西へ 半 町 行ば 左 角へ 道 有、 右 

は 酒 井 大學頭 殿幷に 大久保 山城 守 殿、 續て西 尾 右京 

殿よ こや、 左 明 地、 此間三 町、 すぐ 道、 左右に 道 あり、 

右 之 道 西へ 付て ゆけば 西 尾 右京 殿 西 愿隱岐 守 殿、 此 

問 二 町 程お、 行 あたり 挑 町 御門、 右 北へ 道お、 此 通り 

を 行に、 左 角 筒井 內藏殿 朝 倉 伊 右衞門 殿、 右 ® 尾隱岐 

守 殿よ こや、 倉 橋內匠 殿、 つ  >  いて 江 原 甚右衞 門 殿 酒 

井 大學殿 地 じり、 左が は 中 條左京 殿中 根 助 殿^ 澤 
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源 右衞門 殿、 右に 道 有、 行 當北條 右近 殿、 東つ 3. き 池 

田 備中守 殿 火 消 屋敷、 北條 右近 殿よ こや を 北へ 行ば 

今 忠右衞 門 殿 松 卒次郎 兵 衞殿大 岡 次 郞兵衞 殿 木 田 

五郎 右衞門 殿.、」 なる 也、 左 矢 野 忠兵衞 殿 伊澤 主 水 殿 

行 あた， 5  、此邊 を 鼠穴 VJ いふ、 

龍 之 口より、 道 三が し、 錢龜 橋、 吳服 橋、 鍛冶 橋、 

すきや 橋、：：： 比 谷 御門、 和 田 倉 御門まで 之內 

一 、龍 之 口 まへ に 板 倉 石 見守 殿 やしき 有、 ならびに 疊 

小屋 有、 

一 、八重 數 がし 通 南へ 行ば、 右に 和 田 倉 橋、 左 は 酒 井 

修狸 殿よ こや、 平 伊豫 殿 裏 長 星、 此間ニ 町 有て 左に 

道 有、 前の かし 通 同 か V- 获玄正 高 倉 屋敷、 新 庄民部 殿 

明 やしき、 久世 三十 郎殿火 消 やしき、 山 口 } ^兵衞 殿、 

此間 1 一町 有て 右に 喰 違 御門の 橋、 左 へ の 道 南に 織 田 

左衞門 殿、 西よ こやつ いき 松 平 相 摸 守 殿よ こや、 此間 

二 町ば かり 有、 左に 道 有、 前の かし 通 南へ 行ば、 ひだ 

,9 角 伊達 遠 江 守 殿 奥 平 小一 一郎 殿、 是 まで 貳町有 、右に 

日 比 谷 御門 有、 幷に岡 田豐前 殿、 行 あたり 极平 ほ 向 守 

殿. 九 鬼 和 泉 守 殿、 是 まで 二 町 あまり、 左に 奥 平 小 次 

郞 殿よ こや、 靑山大 膳 殿よ こや、 是 まで 二 町 程 有、 行 


當 すきや 橋 御門へ 出る、 是ょ. 9 大名 小路 中道 通、 左靑 

山 大膳殿 大久保 出 羽 殿、 右 は 堀 周 防 守 殿 併 井 兵 部 殿、 

すぢ かいに 左右に 道 有、 前の 通 右 か.，、」 坂 部 三十 郞殿 

毛 利 勢 守 殿 极平土 佐 守 殿、 左 角 松 平 相 摸 守 殿靑山 

因幡 守 殿、 右左に 道 有、 前 通 右 角 松 平 遠 江 守 殿 酒 井 左 

衞門督 殿 安藤 對馬守 殿、 左 八重 數 がしの やしき じり、 

右左に 道 有、 左右に 松， 平 $,豫 守 殿 表門 有、 右左に 道 あ 

り、 右 は 极 平 阿波 守 殿よ こや、 左 は 酒 井 修理 殿よ こや 

也、 左 かざ 典奏 屋敷、 御 評定 所 幷に伴 宗悅、 酒 井 伯ー兀 

よこ や、 右 細 川 越 中 守 殿よ こや、 同 若狹守 殿、 行 あた 

り 左右に 道 有、 是 まで 十 町 程 有、 和 田 倉 橋 通り 右 角 松 

年 阿波 守 殿、 森內記 殿、 松 平 丹 波 守 殿 、左側 は 細 川 越 

中 守 殿 前 田 右近 殿 戶田釆 女 正殿 小 笠 原 土 佐 守 殿よ - J 

や、 左右に 道 あ， 5、 是 まで 三 町 あり、 

1 、 すきや 橋より、 錢龜 橋までの 土手 前、 堀 周 防 守 殿 

表 長屋 幷 伊丹 兵 部 殿 表 長屋、 左遨 有、 前の 通、 右 か \レ 

水野右衞門督殿伊丹大隅守殿松^！-土佐守殿极：牛山城 

守 殿、 右 鍛冶 橋 御門、 左に 道 有、 前の 通 左 かざ 保 科 越 

前 守 殿 橫屋幷 に 吉良上 纤守殿 ^ 左に 道 有、 右の 角に 松 

浦 伊右衛門 殿幷 安：. i 壹岐 殿、 よこて を 行ば 蝝須資 飛 
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驊守 殿よ こや、 左に 道 有、 同 侧同飛 It 守 殿、 右 は 岡 部 

左 近 殿、 森內記 殿、 左 山 名主 殿 頭 殿 安藤 對 .iT 守 殿よ こ 

や、 右松 年 伊豫 殿、 此間貳 〈町 半、 行 あた. 9 同 伊豫 守 殿、 

左右に 道 有、 前の 土手 通 北へ 行に、 岡 部 左 近 殿 近藤彥 

九 郎殿松 半 丹 波 守 殿よ こや、 左に 道 有、 前の 道 左 か V- 

小 笠 原 土 佐 守 殿 宮崎若 狹守殿 町奉行 所 也、 右に 吳服 

橋- 是 より 道 三-かし 川 添 金左衞 門 殿、 右 は 餞が め 橋 

有. - 前の つ いき 戸田 釆女 正殿 幷米津 出 羽 守 殿 淸水喜 

庵同道祐幷に道三細川^.1?狹守殿切、右に彥ー ー郞橋 有、 

和 田 倉 御門よ b 內、 樱田 御門、 あかす 御門まで 之 

內 

一 、和 田 倉 御門より 西南へ 壹町 行ば 阿部 播磨守 殿 よ 

こや、 此間壹 町， 過て かぎの て に 西南. へ 壹町程 ゆけば 

阿部 對馬守 殿よ こや、 壹町 右に 腰憑塲 有、 左に 道 有、 

行 あた b 久世 大和 守 殿よ こや、 それより 西へ 壹町行 

て 南 へ 行に 掘 田 備中守 殿、 此問壹 町 半 行、 右 は 紅葉 山 

へ の 御門 有、 幷に 戮訪部 彥衞門 殿御 馬屋な. 5、 西 之 九 

下馬 追手 御門 左 かど 永 井 伊賀 守 殿、 此 屋敷 壹 町の 餘、 

よこて 道 有、 前の つ. V き 保 利 筑前守 殿、 行 あた b 掘 

有、 右 櫻 田 御門 也、 
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一 、樱田 御門の 內保利 筑前守 殿よ こや、 壹町 過て 右に 

道 有、 右 か ざ朽 木^ 豫守 殿、 左 久世出 雷 守 殿 淼川出 羽 

守 殿、 右松 縫 頭 殿よ こや、 行 あたり 稻葉美 濃 守 殿、 

左右に 道 有、 前の 通 東へ 行ば 右 石 川 齋阿彌 佐 野 福 阿 

彌、 左 かざ 朽木 豫守 殿よ こや、 森 川攝， 律 守 殿、 此間 

壹町 半、 それより よこて 北へ 出る 道 有、 右 か V- 土 井 兵 

庫 頭 殿よ こや、 ^のて に壹町 半に 行て 右に くいちが 

ひ 御門 有、 左の 道 右の 側 大久保 右京 殿、 稻薬美 濃 守 

殿， 堀 田 備中守 殿よ こや、 左側 松 _ 牛驗河 守 殿 松 平 縫 頭 

殿、 よこて 道お、 前の 續き森 河 出 羽 守 殿よ こや、 永 井 

伊賀 守 殿 、是ま で 三 ^有、，；^ は 西 之 九、 左右に 道 あ.^、 

前 土手 筋 北へ 行に 大久保 右京 殿よ こや、 水 野 監物殿 > 

左に 道 有、 前の 通 北へ 行ば、 左 か V- 阿部 播磨守 殿、 右 

てに- 場 二 町の 餘有、 是 まで 七 町 計、 ゆきあた，^ 和 田 

倉 御門な. 5、 

櫻 田 御門より、 n: 比 谷 御門、 山 下 御 門 、御成 御門、 

虎之 御門 迄之內 

一 、櫻 田 御門より 虎の 御門までの 通、 左上 杉 喜； 牛 次 殿 

よこ や、 板 倉 隱岐殿 土方 河內守 殿、 右が わ 永 井 市 正殿 

本 多對^ 守 殿 松 年 安藝 守 殿、 すぢか い に 左右に 道お、 


十二 

前の 通 角へ 行に、 左 か V- 相： at 長 門 守 殿 金 森 万 之 助 殿 

右松： 牛 右 衞門督 殿、 左右に 道 有、 前 之 通 南へ 行に 左 か 

r 松 平. 伊賀 守 殿、 右 か V- 松 平 周 防 守 殿、 是 まで 五町の 

餘有、 行 あたり 虎之 御門な り、 櫻 ffl 御門よ b 御成 橋 へ 

の 通り ほ b 通 上 杉 喜 平 次 殿、 右に 道お、 前の つ 3. き 松 

大膳 殿、 此ま へ の ほり 辨慶 ぼ. 5 どい ふな-. >  、甲府 宰 

相樣、 是迄四 町、 それより 南へ 行ば、 堀ば た 右が は 甲 

府樣 よこ て 鍋 島 丹 後 守 殿、 是 まで 三 町、 向に 本 多 越 前 

守 殿、 橫通ニ 町 行ば 山 下 御門 有、 又 鍋 島 御門 共い ふ、 

是 より 土手に 付 南へ 行ば、 右 かど 土岐 山城 守 殿 松 平 

大隅守 殿 鍋 島 加賀守 殿、 是 まで 貳町 半、 行 あたり 御成 

橋、 又 幸 橋 VJ もい ふ、 此 御成 橋 左り か V- に极平 大和 守 

殿、 此 やしき 六十 問 程 有、 よこてに 付て 西へ 行ば、 右 

東 角 松 平 大隅守 殿、 右に 道 有、 左が は 秋 田 安房 守 殿 本 

田 伯 耆守殿 松 平 大和 守 殿、 此 問 一 町 宇、 右が わ 极平大 

隅 守 殿よ こや、 本 田 越 前 守 殿、 此間ニ 町の 餘、 前の 通 

西へ 行て、 左 渡 部 越 中 守 殿 伊藤 出 雲 守 殿 南部 大膳殿 

龜 井能 登 守 殿、 右 秋 田 安房 守 殿よ こや、 南部 大膳 殿、 

橫山內 記 殿. 是 まで 三町、 左右に 道 有、 左 之 道！ E 侧龜 

井能 登 守 殿よ こや、 板 倉 市 正殿、 是 まで 壹 町の 餘、 す 


ぐ 道久保 町へ 出る前に 小ば し 有、 市 正殿よ こて 築地 

のき わに 柳 生 飛 騍守殿 やしき 有、 行 あたり どらの 御 

門、 此間壹 町な り、 前の 通よ， 5 右 之 道化へ 行に、 左 水 

野 谷 右京 殿 水 野 民 部 殿、 右 は 橫山內 記 殿よ こや、 又 水 

野 谷 右京 殿 松-牛 主 殿 頭 殿、 此所 過て 左右に 道 有、 前 道 

北へ 行ば、 左 稻葉美 濃 守 殿 板 倉 隱岐守 殿上 杉 喜 _牛 次 

殿 よ - ,- や、 右 は 大關信 濃 守 殿 松 大膳 殿よ， J や、 行 あ 

たり 辨慶 堀、 左右に 道 あり、 是 まで 四 町の 餘 あ..^、 

一 、右 之內、 极平主 殿 頭 殿よ こて を 東へ 行に、 左大關 

信 濃 守 殿よ こや、 大 ffl 原 山城 守 殿 鍋 島 丹 後 守 殿よ こ 

や、 右は眞 S 右 衞門督 殿 松： 牛 大和 守 殿よ こや、 此 間貳ハ 

町 半、 行 あた. 0 本 田 越 前 守 殿、 左右に 道 有、 
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桃 町 御門より 四ッ谷 御門 迄 之內、 町 十 一 町^ 

雜町壹 町 目 諸 商人 諸 職人 有レ 之、 is^ 町 目 左 横町 第 町へ 

出 る 、右橫 町 五番 町 へ 出 る、 三 町 目 右 橫町六 番町通 へ 

出る、 左 横町 天神 へ の 道な り、 四 町 目 右 橫町は 1 一番 町 

へ 出る、 左に 道な し、 五町目 左 橫町赤 坂 御門へ 出る、 

六 町 目 右 横町 六番 町へ 出る、 左 道な し、 七 町め 右橫 

町 六番町 へ 出る、 左 橫町淸 水 谷 へ 出る、 此町 左が は に 

內 藤若狹 守殿戶 賀守殿 表門 有、 八 町 目 右に 長 福 

寺 有， 橫町 左右に なし、 九 町 目 左 横町 尾 張 中 納言樣 御 

裏門へ 出る、 右橫町 五番 町へ 出る、 右に 具 法 寺 有、 十 

町 目 右 横町 二番 町へ 出る、 左に 横町 •  なし、 十 一 町 目 四 

ツ谷 御門 外に 有、 右町內 商人 諸 職人 有レ 之、 見 付 之 前 

に 一 番町 通の 道 有、 又 見 付よ. 5 市 谷 御門 へ の 道 土手 

筋よ し、 見 付より 右手に 道 あ..^、 赤 坂へ 行な h^、 

1^ 町 御門よ， り、 赤 坂 御門、 山 王、 永 田 町、 ため^、 

虎之 御門、 櫻 田 御門まで 之內、 付 龍 ケ關、 幷山王 

權 現の 事 
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一 、雜町 壹町目 南側 西 橫手日 极半助 殿、 よこてに 道 

有、 前の 通 南へ 行、 左角天野孫助殿幷に极^^越後守 

殿、 是 まで 四 町、 左右に 道 有、 

一 、右 之內、 日 根 半 助 殿橫手 西へ 行ば、 左 天 野 孫 助 殿 

よこ や、 ついき 天 野 彥右衞 門 殿 牧野 七 左 衞門殿 長 田 

宇 右衞門 殿、 向 角 小 粟 1^ 右衞門 殿、 右に 道 有、 挑 町贰町 

目へ 出る、 前の 道 西へ 行ば、 右 西 角 三 宅 三十 郞殿、 續て 

新 見 五郎太夫 殿 横 山 五兵 衞殿を 限、 左 加 藤 六 左衞門 

殿 伴 野^ 左 衞門殿 伊藤 養 春、 此問貳 町、 左右に 道 有、 

右 は 縱町三 町 目へ 出る、 此道 gl 側 橫山半 左 衞門殿 榊 

原權七 殿、 左の 道西侧 天神の 宫、 此間壹 町餘行 西へ 道 

有、 壹町半 行て 右に 調訪 因幡 守 殿 之， 門 有、 左に 道 有、 

前の っレ き 伊野 子 左 太夫 殿、 左 小 崎 半 六 殿よ こや、 服 

部 右衞門 殿よ こや、 ^|1„|町程行ゅきぁた.9紀州中納 

言樣、 左右に 道 有、 右の 道 北へ 行ば 伊野 子 左 太夫 殿よ 

- J や、 半 町 程す ぎて 左 西 へ 道 有、 前の つ レ き 加賀爪 宇 

之 一 殿徵訪 因幡 守 殿、 左 武田越 前 守 殿、 此問賫 町お 

かく、行當..^かぅじ町五町目に出る、 

一 、右 之內、 武田越 前 守 殿よ こて を 西へ 行に、 左紀州 

中納 言よ こや 二 町 半 有、 右側 三 牧長兵 衞殿鈴 木彌次 


右衞門 殿、 內藤若 狹守殿 うら 門な， 5、 先に 四- ソ辻ぁ 

り、 すぐ 道 二 町 半 行ば 紀國 坂へ 出る、 此道左 井伊. 1^: 蕃 

殿、 右 尾 州 中 納言樣 、此 あた， 5 を淸水 谷.、」 いふ、 左 南 

への 道 赤 坂 御門へ 行な. >、 

一 、紀州 中 納言樣 表門 向に 服 部！^ 右 衞門殿 今 川大學 

頭 殿 伊藤 勘五郞 殿黑. 之 丞殿相 小 次郞殿 諷訪. 備 

前 守 殿 堀 三 介 殿よ こや、 右に 菅沼越 中 守 殿、 此 やしき 

に稻 荷の 宫有. 貳間 四面、 あらたなる 御社 也、 むさし の 

國ー 國之稻 荷の 根源 どか や、 菅沼主 水 殿、 此問三 町、 

右に 赤 坂 御門 有、 行 あたり 核 平 出 羽 守 殿 屋敷 有、 東方 

壹町 行て 左右に 道 有、 右 之 道 西側 fel^ 出 羽 守 殿う 

ら門、 齋江 若狹守 殿！： 部內膳 正殿 柴田 七九郞 殿、 此間 

貳町半 程、 此通山 王 うら 門 通 也、 左 之 道 右 かど は 駒 井 

右兵衞 殿よ こや、 つ > き 山 本 六 右 衞門殿 高木 喜左衞 

門 殿 久保卒 左 衞門殿 小 薬 市 左 衞門殿 玉. Si 十 左 衞門殿 

坂 井 極 之 助 殿 左側 角 堀 三四郞 殿よ こや、 徵訪備 前 守 

殿 沖 津內記 殿 小 笠 原 吉兵衞 殿 同源 六 殿 長 木 宇 六 殿 

切、 是 まで 三 町 有 * 

1 、右 之內、 酒 井 極 之 助 殿よ こて 通 東へ 行ば、 左側 角 

米 浦 半 左 衞門殿 川 內源五 左 衞門殿 松 早出 羽 守 殿松浪 


十 左 衞門殿 福 王 半 右 衞門殿 加 藤 勘 右衛門 殿、 右に 花 

房 喜 太夫 殿、 此間壹 町 宇 行 ゆきあた り极 平 越後 守 殿、 

左右に 道 有、 右 之 道 壹町半 行て 行 あた b 核 傅左衞 

門 殿、 此間三 拾 間 程 過て 南へ 道 有、 前の 通 東へ 行ば、 

左に 日 下部 半 之 ー殿柴 新兵 衞殿三 好 石 見守 殿 遠山 忠 

三 郞殿を 限、 右 石 川 源 五左衛門 殿 内 藤 天 王 三 上次郞 

兵衞殿 出 五 左 衞門殿 田 村 助 太夫 殿 榊 原 兵 左 衞門殿 

此間壹 町 宇、 左右に 道 有、 行 あた b 菅沼次 郞右衞 門 

殿、 北つ  >  き 深 澤三郎 左衞門 殿、 此間 町 程 行て よこ 

てに 付て 行ば、 半 町 過て 左に 道 有、 前の 道 東へ 行に、 

右 は 建 部 宇 右 衞門殿 梶三郞 兵衞殿 井伊 ま蕃 殿、 此 問 

三 町 程す ぎ 右 南へ 道 有、 前の 通 東へ ゆけば、 右 は 井上 

太 左 衞門殿 小 出 瀨兵衞 殿 永 井 市 正殿よ こや、 此間ニ 

町 半 行き 行 あたり 櫻 田 御門へ 出るな り、 

一 、赤 坂 御門 通 東へ 行ば、 右松 平 出 羽 守 殿、 左 堀 三 四 

郞殿 やしき、 此間壹 町 行て ゆきあたり 駒 井 右京 殿よ 

こや、 左右に 道 有、 右の 方へ 少し ゆきて 東へ 道 あり、 

同 右京 殿 同 次 郞左衞 門 殿 松 波 五 郞右衞 門 殿 武田與 左 

衞門 殿、 右側 誠 訪右衞 門 督殿片 桐 主 膳 殿 石 野 八兵衞 

殿 高木 藤 兵 翁 殿、 是 まで 壹町 半、 北 へ 半 町 行て 草 野 半 
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之丞殿 やしき、 左右に 道 有、 

一 、右 之內、 松 平 出 羽 守 殿 うら 門 通、 左 誠 訪右衞 門 殿、 

此間 四十 間 通りて 左 東へ 道 有、 よこ やつ， > き 柴田和 

泉 守 殿 高 力 左 京 殿 天 野 佐 左 衞門殿 內田出 羽 守 殿大久 

保 三 太夫 殿 を 限、 右 永 井 彌右衞 門 殿 永 井 傳八殿 牧野 

淸兵衞 殿 を 限、 右に 道 有、 山 王 へ の 道 也、 前の ク> 

き 永 田 善十郎 殿中 山 伊 右衞門 殿よ こや、 此間三 町、 左 

右に 道 有、 行 あたり 井伊 玄蕃 殿、 右 北へ 四十 間 行ば、 

右 西 かざ 中 山 伊 右衞門 殿淺纤 因幡 守 殿よ こや、 左 井 

-蕃 殿よ こや、 此問壹 町 ゆきて すぐみち 一 一町 行ば、 

虎之 御門 筋 相 iJiT 長 門 守 殿に て 行 あたりて、 此間を 霞 

ケ關 どい ふ、 名所な り、 續 千載 集 春の 上前 大納言 爲世 

卿 歌に 

おなじく は そらに 霞の せき もがな 

雲 路の臈 をし ばし ど > めん 

有人 此こ、 ろを發 句に、 

通すな よ 霞 ケ關を か へる 臈 

去年 如月の 頃、 此所を 通り 侍しに、 驚の 鳴 を 聞て、 

ヾ」 がむ る は 霞の 關の金 衣 鳥 

一 、四ッ 、辻より 南へ 道 あり、 東 かざ 井上 兵 部 頭 殿幷に 

十五 
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岡 邊三之 1^ 一 殿坪內 惣兵衞 殿、 此間壹 町の 餘、 右 西側 淺 

野 因^ 守 殿！： 邊次郎 兵 衞殿永 井 彥兵衞 殿、 すぐ 道 山 

王へ 行、 左 柬へ道 有、 左坪內 惣兵衞 殿、 右 東 は 加 藤 三 

衞門殿、神谷長五郞殿井上.？^<兵衞殿、右に道有、 前の 

ついき 金 极又四 郎殿小 出 宮內殿 松 平 因幡 守 殿、 左 核 

右 衞門督 殿よ こや、 此問三 町 半 、すお かいに 右左に 

道 あ. o、 虎之 御門す じなり、 

一 、虎之 御門より 山 王まで 左 人 込、 內藤左 京 殿 村 瀬 伊 

左 衞門殿 高木 次 郞八殿 坪內源 五郎 殿 ，15 田作 右衞門 殿、 

右松； 牛 周 防 守 殿よ こや、 高木 勘 解 由 殿、 右に 道 二 筋 

有、 前の 通、 左 吉田喜 庵 保 科 主 水 殿 成 瀨宗右 衞門殿 加 

藤 1^ 右衞門 同權七 殿、 右がゎゃしきの地ょ，.^是まで 

三 町、 行 あた，. > 坪內 左衞門 殿、 左右に みち、 左 西の 

方へ 半 町 行て 行 あた. 9 永 井 彥兵衞 殿、 左右に 道 有、 左 

西へ つきて 一 町 ゆきて 行 あたり 丹 羽 左 京 殿、 南つ い 

き 城 野 半 左 衞門殿 內藤璺 前 守 殿、 左 かざ 設樂 甚三郞 

殿 极半外 記 殿、 此間壹 町、 行 あたりた め 池、 丹 羽 左 京 

殿よ. 0 北 へ の 右 か V- 小 倉 孫太郎 殿門奈 助左衞 門殿淺 

野 幡守殿 永 田 宇 左 衞門殿 同 淸兵衞 殿 同 善十郞 殿、 

是 まで 1 一 町 半、 向か V- 松 平 左 近 殿、 南 つ 3- き 阿部 丹 波 
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守 殿 内 藤^ 勢 守 殿大久 保す； 蕃殿、 よこてに 付て 面へ 

行ば 山 王 也、 表門に 入て 石の 鳥居 貳ッ 有、 壹町半 行て 

右 うら 門 通な り、 前の 通 西へ 行ば、 右 は 茶 や 坊舍ぁ 

.5、 鳥居 左 か VJi 溝院、 右 日 吉大膳 神主な り、 二王門 

有、 石檀 五十二 段 有、 隨身門 有、 それよ 內に 又. s: 有、 

山 王の 宫銅！ ^ぶき 也、 宮 地の 內に 神社 あまた まし ま 

す、 

永 田 山 山 王 權現之 事 

一 、御 當社山 王 權現は 、叙 山 第二 世の 座主 慈覺 大師 之 

開基な り、 是江府 の 鎮守 どして 和 光 同麈の 利益 淺か 

らす、 八 相 成 道 を 示し 給 ふ、 然るに 慈覺 大師^ 法弘通 

のために、 むさし の國川 越に いた， 5 て、 今の 星 野 山 を 

ひらき、, 羽て 圓頓の 敎法を ひろめ 給 ふ 時、 且は佛 法 永 

ぐ傳 へん-かため、 又は 和 光の 利益 を 普く 東國に ほざ 

こさんが ために どて、 我た つ そまの 山 王權現 を、 上 の 

七 社中の 七 社、 下の 七 社の 內各 一社 づ、 をぬ き 給 ひ 

て、 三 所の 靈祌 を勸 請し 給 ひぬ、 抑 三 所の 神，、」 申 奉る 

は、 第一 に は 上 七 社の 內ニ之 宮の權 現、 本 地 藥師如 

來、 東方 淨 瑠璃 世界の 敎主 也、 二 六の 大願 を かな へ 給 

ひて、 衆病悉 除の 別意 は洩 さす、 參詣の 輩 をす くひ 給 
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ふ、^  二に は 中の 七 社の 内 きびの 宫、 木地 は 則 疆觀昔 

なり、 七難 三 毒の 春の 霞 は 十九 說 法の 風に きえ、 三 

十三 身の 秋 月 は 五， 湖の 水に 影き よ やか 也、 第三に は 

下 七 社のう ち 王子 之宫、 本 地は是 文殊 大士 也、 三世 覺 

每の智 ，0 は 三 障 四 魔の 第 を 破り、 獨步無 爲の妙 用 は 

四徳 三味の 光 を ほざ こした まふ、 愛に 依て 國家 豊饒 

せ.^、 關 八州 之 内に は 誰か 仰し 舉ら ざらん、 かくて 

星霜 を 累て後 花 圓院の 御宇 長祿 三年に、 太 田 道灌江 

府の 城に 住け る 時、 文明 年中に 始て此 御 神 を 星 野 山 

より 城 內に勸 請せ り、 さるに よって 近き 比まで、 山の 

ての 城の 西に 御社 あ b ける 時 は、 再興 修造の 其 奇麗 

なる 事 善つ くし 美つ ぐせ り、 又承應 三年に 回祿の 後、 

今の 溜池の 築山 無双の 勝地た るに よって、 上 命 を 蒙 

-.^ 此 所に うつし 奉る、 月 H 幾度なら やして 造 營の功 

を 立ら る、 金 殿玉樓 天に か 3- やき、 廣楝朱 簾 地に 映せ 

り、 されば 御當 家の 御 氏神.、」 なさせら る ゝも其 故な 

きに あらす、 御先！ g 六 孫 王 經基公 は、 坂 本の 山 王 氏神 

也、 然れば 殊更 御 崇敬 有べき 也、 神事 は 六月 十五： 》 な 

,9、 江戶 中の 大神事 W して、 諸大 名大 かたは 氏神 どし 

て あがめ 車ら せらる、 ま っりは隔年にぉ こなはれ：}^1=- 


るな，. 9 


ひやせ 山 王の 場の 眞桑瓜 

挑 町 御門、 四， ン谷 御門、 市 谷 御門、 牛 込 御門、 田 安 

御門、 番 町筋、 やしき 付 之 事 

一 、縱町 札の 辻より 五番 町まで よこて 通、 札の 辻 前に 

右 かざ 沼 野 新 五郎 殿 火^ 屋敷な り、 向に 町屋 有、 幷に 

花房 大膳殿 加 藤 淸兵衞 殿、 左に 道 有、 ま へのつ レき中 

根 平 三 郞殿石 川 太 郞右衞 門 殿、 }^ 井 三 右衞門 殿、 左に 

I   *   
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道 有、 うら 五番 町 前の 通、 右 長 谷川 刑 部 殿 小 粟 市 右 

衞門殿 井上 孫 兵 衞殿米 律 千 之 一 殿 榊 原 一 郞右衞 門 殿 

柴山 小兵 衞 殿の 究 合に 极 1^ 助 之 一 殿、 向が は 小 薬 八 

十 郞殿宮 重 作兵衞 殿，： S 村 市 庵、 前の 通 左 條柳木 三 左 

衞門 殿上 村庄 右 衞門殿 小 野 介 右 衞門殿 太 田 善 太夫 殿 

塚 原 四 郎右衞 門殿是 まで 四 町、 左への 道 本 五番 町 通 

な..^、 此邊 地獄 谷 VJ いふ、 すぐ 道 之 分 やしき 横てば か 

.0 なり、 

一 、縱町 二 町め 橫&、 左 核 キ內藏 之 介 殿 柳 田 隱岐守 殿 

よこ やにて、 行當 四ばん 町、 大橋五 左衞門 殿よ こや、 

此間萱 ^、左右に 道 有、 すぐ 道な り、 右 安藤 喜兵衞 殿、 

ゆきあた， 0 うら 五番 町へ 出る、 

一 、同 三 町め 右橫 町、 右 鈴 木 九 左 衞門殿 岡 部. 壹岐守 殿 

よこ や、 左 岡 田 長 五 郞殿永 井 左兵衞 殿、 此間壹 町、 左 

右に 道^、 前の 通 北へ 行ば、 左 かざ 樂助 兵衞殿 山高甚 

右 衞門殿 宮崎彌 五兵 衞殿、 右 佐々 木 利 介 殿よ こや、 小 

見 山 傅九郞 殿よ こや、 此間壹 町の 餘、 行 當り松 波大藏 

殿、 西へ 道 あり、 

I  、同 四 町 目右橫 町、 左 服 部 十右衞 門殿畏 谷川 久三郞 

殿. 右が わか 石 谷 市 右 衞門殿 • 入 込 に 渡邊左 衞門督 
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殿、 辻 忠兵衞 殿 江 原 三 右衞門 殿、 橫 手に 道 有、 前の つ 

づき かど 藤傳 五郎 殿、 是迄壹 町 半、 左右に 道 有、 前 

のす ぐ 道 通 やしきの 橫手故 しるさす、 一 一番 町へ 出る、 

一 、同 六 町 目 右よ こ 町、 右 深 津甚左 衞門殿 河 久保三 左 

衞門 殿よ こや、 此 一  町、 左右に 道 あり、 前の 通 北 へ 

行ば、 右 小川 淸左衞 門 殿よ こや、 大 久保甚 五左衛門 殿 

杉 田 九兵衞 殿よ こや、 左 は 水 野 傳兵衞 殿 三 原 又左衞 

門 殿よ こや、 此間壹 町、 左右に 道 有、 前の 通 北へ 行ば、 

ゆきあた， 9 六ばん 町へ 出る、 

一 、同 七 町 目 右よ こ 町、 左 赤 井 七 郞兵衞 殿 岡 野 孫九郎 

殿よ こや、 右久保 三十 郎殿近 藤 三 郞兵衞 殿 羽 地賀傳 

右衞門 殿よ こや、 此問登 町 半、 前の 通 北へ 三 町 行て ゆ 

き あたり 六ばん 町へ 出る 也、 

一、 九 町 目 右よ こ 町 は、 五ばん 町 通、 十 町め よこ 町 は 

二ばん 町逋、 四、 ソ谷見 付に 二筋道 有、 壹ッは 一ばん 町 

へ 出る、 今 一 ッは市 谷 御門へ 出 申 候、 

i  、描 町 北 後 之 通 うら 五番 町 マ」 いふ、 沼 野 新 五郎 殿よ 

, - てよ b 書付 申 候、 左 加 藤 淸兵衞 殿よ- ^ や、 大橋五 左 

衞門 殿、 右 中极： 牛三郞 殿よ こや、 安藤 次 右衞門 殿、 左 

右に 道 有、 前の 通り 西へ 行ば 梁 田 隱岐守 殿 岡 部外 記 


殿、 右 新 見 彥左衞 門 殿 佐々 木理 助 殿、 左右に 道 有、 前 

の 通 西 へ 行ば、 左 永 井 左 京 殿よ- 』 や、 大橋七 郞右衞 i: 

殿 松 下 三 郎左衞 門 殿門奈 市十郎 殿、 右岸 勘兵衞 殿よ 

こ や 、市 岡 五 左 衞門殿 小澤兵 太夫 殿 市 岡 左 太夫 殿、 左 

右に 道 有、 行 あたり 長 谷川 久三郞 殿 やしき 也、 此間三 

町 半な り、 

一 、右 之 通よ， り 北 後 通 同 左り うら 五番 町 通、 左. -平井 

三 右衞門 殿よ こや、 鎌 田 藤 右 衞門殿 飛 田 庄左衞 門 殿、 

右鄉三 左衞門 殿よ こや、 勝邊 五兵 衞殿 木幡七 郞右衞 

門 殿、 森 川 六 之 助 殿 賀 fl^ 庄右衞 門 殿 松 波 六 藏殿坂 

本 小 左衞門 殿、 左 小滿田 傅左衞 門殿貌 E: 牛 左 衞門殿 

小 見 山 傅九郎 殿、 左右に 道； 1?、 右へ 少し 行て 右は宮 崎 

彌 五兵 衞 殿よ こやつ かき、 町 少し 有て、 鈴 木 七 右衞門 

殿つ いき はやしき の 地 尻、 右 もやしき の 地 尻な り、 壹 

町餘 b 有て 宮崎彌 五兵 衞殿、 左右に 道 有、 前の 通 西 へ 

行に 長 谷川 久三郞 殿 橫屋、 左 は 小川 彥右衞 門 殿川久 

保 三 左衞門 殿、 右 は 願 照 寺、 小川 淸左衞 門 殿、 左右に， 

道 有、 前の 通 西 へ壹町 行て 行 あたり 赤 井 七 郞兵衞 殿、 

左右に 道 有、 是 まで 七 町、 又壹町 さきに 左右に 道 有、 

むかひ は ゆきあたり やしきな- 9、 

1 扛戶 雀ニ卷 E 


一 、右 之 通よ.^ 北 うら 通、 掘ば たよ 左 塚 股 四 郞右衞 

門 殿よ こや、 小 林； 牛十郞 殿！ t 涌 喜左衞 門殿橫 田次郞 

左 衞門殿 小 田 切 太 郞左衞 門 殿、 右 やしきの 地 尻少有 

て 石 川 助 之 進 殿 須田與 左 衞門殿 加 it 源 四郎殿 飯田宗 

左 衞門殿 松浦彌 jZ- 郎殿 遠山 久四郞 殿、 左右に 道 有、 前 

の 通 西へ 行ば、 左り 田 澤久左 衞門殿 永 井 金 左 衞門殿 

多久間 伊織 殿 神 保^ 衞門殿 柴田牛 之 助 殿 * 右 靑木乂 

右衞門 殿^ 淵 巿太夬 殿 坂 本 一.：： 助 殿 戶田又 太郎殿 面 山 

喜 兵 衞殿本 田 彌五右 衞門殿 荒浪友 右衞門 殿、 左右に 

道 有  >  南の 通 西へ 行ば、 左 太 田 太 郎左衞 門 殿 本 間忠左 

衞門殿 本 間 五 郞左衞 門 殿 高 出 七 左 衞門殿 杉 m 九兵衞 

殿、 右門 奈惣兵 衞殿山 岡 五郎作 殿 羽太 權兵衞 殿內藤 

源 左衞門 殿、 左右に 道存、 前の 通 西へ 行に、 左 三 浦 又 

左 衞門殿 高木 甚兵衞 殿 蜂 須賀傳 右衞門 殿、 右 筧權右 

衞 1： 殿、 左 野 與八 ig 殿 を 限、 左右に 道 有、 前 通 西へ 

行ば、 左 岡 野 孫 九 郎殿同 內藏之 助 殿、 右 は 高木 忠右衞 

門 殿 深 和 六 郎衞門 殿 本 W 作 右衞門 殿、 行^ 寺まで 行 

あたり、 かう じ 町 九 町 目 ど 十 町 目へ 出る、 此間九 町 あ 

り、 本 五 群 町 通な り、 

1 、右 之 通より 北 後 通 二ばん 町、 みな やしきの 地 尻な 
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る へしる すに 及ば-^*'、 

一 、右 之 通より 北 後 通 本 表 二番 町 通、 堀ば たよ 左 長 

屋長十 郞殿松 平 伊右衞 門 殿、 又 宇田 野 作兵衞 殿、 入 込 

极來五 左 衞門殿 柳 原 五兵 衞 殿よ こや、 右松 1^ 助 之 進 

殿よ こや、 石 川 與次衞 門 殿よ こや、 左右に 道 有、 左 之 

道 同 側 >v，、」 榊 原 五兵 衞殿佐 野 傅 右 衞門殿 武尾佐 五 右 

衞門殿 佐 橋 2： 藏之助 殿、 右側 かど 三 宅 太兵衞 殿极： 牛 

1^ 右 衞門殿 三 浦 五郎左衛門 殿 寛 三 郞左衞 門 殿、 行 あ 

た 掘 有、 此問壹 町、 前の 通より、 右 への 道 同 側か V -、 

石 川與次 衞門殿 成； g 吉兵衞 殿 大岡佐 渡 守 殿、 左側 か 

ざ、 篦助兵 衞殿朝 比 奈彥右 衞門殿 榊- 源 兵衞 殿、 是ま 

で 登 町、 行 あた. り 牛 込 御 g: の 土手へ 出る まへの 二ば 

ん町通 西へ 行に、 左 西 山 十 右 衞門殿 伊勢！^ 左 衞門殿 

よこ や、 南つ い きに 山寺 彌 太夫 殿、 右筧 助兵衞 殿よ - J 

や、 遠山 三 太夫 殿 千 葉 太郎兵 衞殿德 庵、 左右に 道 有、 

前の 通 西へ 行に、 左 岡 邊左兵 衞殿伏 見 勘 七 殿中 根權 

六 殿 小 笠 原 八 右 衞門殿 都 筑又兵 衞殿板 橋與五 右衞門 

殿 服 部 五郎右衛門 殿、 よこてつ いき 長 野 源 助 殿、 右松 

1^ 甚五左 衞門殿 恒岡新 左 衞門殿 松 浪甚左 衞門殿 加々 

見 金 右 衞門殿 多 S 見 四 郎兵衞 殿： i 井 勘 兵衞殿 井柄甚 


四 郎殿小 笠 原 源 四 郞殿杉 浦 久太郞 殿、 左右に 道 有、 前 

の 通 西へ ゆけば、 左 靑山善 兵 衞殿西 山 八 兵 衞殿高 w 

庄右衞 門 殿 大岡吉 十 郎殿石 川 四 郞兵衞 殿 笠 井 四郞左 

衞門殿 塚 子 又 十郎殿 * 右 杉 浦 九 郞兵衞 殿 近 藤 五郎助 

殿 筒井 七 左 衞門殿 窪 田 又 右 衞門殿 佐 波 瀨忠左 衞門殿 

石 野 兵 左 衞門殿 近 山 七 郎左衞 門 殿 小 見 山 伊 右 衞門殿 

朝 田 十 右 衞門殿 長 田 装 右衞門 殿、 左 本 田 九 藏殿小 保 

六 左 衞門殿 鈴 木 市 郎左衞 門 殿、 左右に 道 有、 前の 通 西 

へ 行ば、 左り は 逸見 八 左 衞門殿 本 田 生 膳 殿、 右高 林 又 

兵衞殿 高木 安 右 衞門殿 三 枝 八 郎左衞 門 殿、 左右に 道 

あ b 、前の 通 西 へ 行ば、 左 原田彌 右衛門 殿久 §H 六郎右 

衞門殿 本 田 介 左 衞門殿 永 井 勘兵衞 殿、 それより 寺の 

地 尻よ こや、 右 豐島重 左 衞門殿 笠 原！^ 六 殿 三 田 佐 兵 

衞殿成 瀨箄人 殿、 行 あた. 町 十 町 目 也、 是 まで 十一 一 

町た f  、 

一 、右 之 通 北う しろ 通 うら 一番 町、 いづれ もやしき の 

地 尻なる ゆ へしる すに 及す、 

一 、右 之 通より 北う しろ 通 表 一 番町、 土手 際の やしき 

朝 比 奈佐兵 衞殿松 卒助之 進 殿、 是迄壹 町、 一 番町西 へ 

行ば、 左 朝比奈 左兵衞 殿よ こや、 大岡佐 渡 守 殿よ こ 


や、 右 大岡宇 右 衞門殿 深 瀬 左 門 殿、 左右に 道 有、 前の 

通 西 へ 行ば 、左 榊 原 源 兵衞殿 よこ や 、又 雨野宮 權左衞 

門 殿 大久保 三十 郞殿大 岡 忠右衞 門 殿、 右松 下 淸左衞 

門 殿 多 田 三 八 郎殿太 田 半 九 郞殿小 林 太 郎左衞 門 殿、 

左右に 道 有、 前の 通 西へ 行ば、 左 三 浦 八 兵 衞殿恒 岡 左 

太夫 殿 松 波^ 左 衞門殿 加々 見 權七殿 西 山 與兵衞 殿 福 

井 淸藏殿 .ft 瀬 內藏之 助 殿、 右 は 伊丹 勘 兵 衞殿跡 部 茂 

兵 衞殿稻 垣 淸右衞 門 殿 一 =2 木 茂 右 衞門殿 伊藤 七 郞右衞 

門 殿原 科 孫 九 郞殿今 村 佛藏殿 長 田： 牛 右衞門 殿、 左右 

に 道 有 、前の 通 西へ 行ば、 左 山 出 庄兵衞 殿關市 郎左衞 

門 殿 天 野 市 郞兵衞 殿 小 梂角右 衞門殿 同 角 助 殿 大久保 

半 右 衞門殿 伊藤 九 郞右衞 門 殿、 右 は 渡 部 介 三 郞殿山 

田 重 右 衞門殿 安藤 太 郞兵衞 殿 森 川 藏主殿 粟 林 甚左衞 

門 殿 杉？^ 與七郞 殿 松 卒七左 衞門殿 大川內 善 左 衞門殿 

佐々 木庄 五郎 殿 太 田 加 兵衞殿 後藤 淸兵衞 殿、 左右に 

道お、 前の 通 西へ 行ば、 左 小 野 淺右衞 門 殿 林 藤 四郞殿 

押 m 五 郞 太夫 殿、 右 は银貝 五右衛門 殿 藤 長 五郎 殿 

久保半 右衞門 殿" 左右に 道 有、 前の 通 西へ 行に、 左り 

押 上 左 衞門殿 錢部權 之 助 殿 靡 田 四 郎五郞 殿、 右 中島 

孫 兵 衞殿高 林 1 一郎 兵 衞殿小 林 庄之助 殿 農 目 ま • 右衞門 
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殿 組、 蜷川喜 左 衞門殿 組、 岡 野 內藏之 助 殿 組、 左り 成 

瀨集人 殿 地 尻、 行 あたり 四ッ 谷の 見 付へ 出る、 此間十 

二 町 有、 

一 、右 之 通より 柬 うしろ 通 襄 六ばん 町、 みな やしきの 

地 尻なる ゆへ しるす に 及す、 此邊に 法眼 坂 VJ いふ あ 

り、 

一 、右 之 通より 北う しろ 通 表六番 町、 土手 まへ 森 川 小 

左 衞門殿 山 岡 十 兵 衞殿同 忠右衞 門 殿、 是 まで 壹 町な 

り 、六 番， 町 西へ 行ば、 右が はか ざ大 塚： 牛 右衛門 殿 よ *  J 

や、 近 藤 五 左 衞門殿 松 平 次郎 太夫 殿 鈴 木 四 郎左衞 門 

殿、 左り 森 川 小 左衞門 殿よ こや、 岩瀨吉 左衞門 殿同與 

左 衞門殿 西 山 嘉左衞 門 殿^ 場 一 郞右衞 門 殿 坂 寄 九 兵 

衞殿小 栗 三 右衞門 殿、 左右に 道^、 前の 通 西へ 行ば、 

左 朝 比 奈六右 衞門殿 筧助十 郎殿同 勘 右衞門 殿、 右朝 

岡 又 四 郎殿靑 木 與兵衞 殿 細 井 左 次 右 衞門殿 森 本惣兵 

衞殿、左右に道^?^、前の通西へ行ば、 左 小奈谷 次郎兵 

衞殿 駒 井- 4i 四 郞殿同 喜 -re 次 殿 武藏八 郎右衞 門 殿南條 

小兵 衞殿市 川 小 左 衞門殿 久保傳 兵 衞殿淺 1： 八 太夫 殿 

落 合 源 右 衞門殿 大河 內 in 左 衞門殿 、よ- J てに 道；；：：、 

の 道 通、 右 は^ 達 庄兵衞 殿 朝 比奈勘 右衞門 殿中 野キ； 
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稅殿市 川 權之助 殿 小川 新九郞 殿、 よこてに 道 有、 前 の 

ついき 永 田 巿左衞 門 殿 li 孫 十郞殿 揖斐半 右衞門 殿， M 

坂眞 五郎 殿 金 E 左 兵 衞殿高 林 g: 五左衛門 殿 飯 村與兵 

衞殿 有賀長 三郞殿 加き 長 三. ぼ 「殿 川野庄 太；； - 殿- よこ 

てに 道^、 前の 通、 左 金 田 宗颇溝 子左衞 門殿須 a 巿兵 

衞殿. K 木 監物殿 氷 木 藤 右 衞門殿 竹 島 七 郞左衞 門 殿 小 

田 切 新 右 衞門殿 永 井 源太郎 殿、 よこてに 道 有、 前の 

通、： 右 大田助 之 丞殿小 奈谷權 右衞門 殿上 田 萬 五郎 殿 

權六殿 名 取 十 左 衞門殿 久留善 右衛門 殿、 よこて 

に 道 有、 前の 道、 左り 岩 手 } ^左衞 門 殿 竹 島 勘 右 衞門殿 

山 出 九 郎右衞 門 殿 、よこてに 道 有、 前 の 通、 右 は 渡 部 

八 郞右衞 門 殿御 洗 太 兵 衞殿小 林 太 兵 衞殿杉 原 又兵衞 

殿 大野 麥右衞 門 殿、 左り 山 田 太 郞右衞 門 殿 沖， 律吉左 

衞 門殿須 S 次郎 太夫 殿 小 野淺之 f 水 一 殿、 それより つ J- 

き はやしき の 地 尻、 行 あたり 四ッ 谷 見 付 へ 出るな り、 

此 問 十二 町な り、 

一 、右 之 通より 北う しろ 通 三番 町、 土手よ. り 左， 0 揖斐 

與右衞 門殿大 塚： 牛 右衞門 殿、 此間壹 町、 三番 町 通 を 西 

へ 行ば 揖斐 與右衞 門殿橫 や、 大久保 荒 之 助 殿 同 新 八 

郎殿曲 淵 重 右 衞門殿 松： 牛 三次 郎殿黑 川 八 左衞門 殿、 
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右松 丹 後 守 殿 油 川 源 兵 衞殿齋 藤 久右衞 門 殿； 二 宅彌 

次兵衞 殿阿郃 伊勢 守 殿、 左右に 道^、 前の 通 西へ 行 

に、 ひだ.. > は 天 野 甚左衞 門 殿 小 見 山 喜 左衞門 殿廣戶 

半 十 郎殿堀 內甚左 衞門殿 小 野 左兵衞 殿、 右 は 島 次 左 

衞 門殿戶 S 余： 五郎 殿 鈴 木 甚左衞 門 殿 矢 部 伊織 殿祌谷 

與七郞 殿、 左右に 道； 5^、 前の 通 西へ 行ば、 左 内 膝半彌 

殿 渡 部 傳藏殿 佐 野次 郎兵衞 殿 深津畏 右衞門 殿、 右柘 

植小左 衞門殿 土星 勘 介 殿 間 宮忠左 衞門殿 前 島 十左衞 

門殿大^2キ八殿、左右に道有、前の通西へ行ば、 左 深 

、津大 膳 殿 御手洗 五郎兵衛 殿 山中 市兵衞 殿中 奧七 太夫 

殿 丸 藤 兵 左 衞門殿 靑木大 助 殿 早見 七兵衞 殿上 村 五郞 

兵衞 殿、 右 榊 原 八 兵衞殿 大木 七 郎右衞 門 殿 ^見 半 左 

衞門殿 橫地太 左 衞門殿 岡 部 半 九 郞殿南 條喜兵 衞殿蓑 

部 彥左衞 門 殿 三 浦 半 助 殿 蓑 部 源右衞 i: 殿、 右に 市 谷 

御門 有、 左に も 道 有、 前の 道 西へ 行ば、 右に 馬場 一 町 

っレき 土手 也、 左三牧 lis! 右衛門 殿 駒 井 孫 四 郞殿小 笠 

原 久左衞 門 殿大橋 源兵衞 殿、 よ - て に 道 有、 前の つ レ 

き板戶 1^ 八郞 殿、 それより つ いき はやしき の 地 尻、 四 

ッ 谷の 御門 あり、 此間 十四 町 也、 

一 、右 之 通より 北う しろ 表 四番町 通、 花房 外 記 殿 火 消 


屋敷より 左 大久保 右 衞門七 殿 高林彌 一 郎殿山 ft- 文 右 

衞門殿 雨宫勘 兵衞殿 ra 中 三 郞右衞 門 殿 小 i§ 太 郎左衞 

門 殿、 右 は 大賀沼 三 五郎 殿、 よこてに 道 有、 前の つ V 

き 五味 藤 九 郎殿小 笠 原 七 郎左衞 門 殿、 左右に 道 有、 前 

の 通 西へ 行に. 左 內藤與 左 衞門殿 服 部 備後守 殿 阿部 

次 郎左衞 門 殿 佐 脇 右衞門 殿、 よこてに 道、 前の つ V 

き 前 H 新 八 殿 岡 部 傳八殿 次 郎殿邡 藤 勘 右衛門 殿 

sjH 澤兵介 殿、 右高 木 又 兵 衞殿森 川 淸+. 郞殿坂 部次郞 

太夫 殿 戸 m 七 2 殿 沖 彥十郞 殿； 原 十 左 衞門殿 内 藤 

權 右衛門 殿 勝 野 金 右 衞門殿 高 室 四 郎兵衞 殿、 左右に 

道 有、 前の 通 西へ ゆけば、 左 山 角 四 郞兵衞 殿 岡戶半 兵 

衞殿本 間 甚太郎 殿 土 屋次郞 左衞門 殿、 ついき やしき 

地 尻、 右 宫崎助 右衞門 殿中 垣 善 兵衞殿 伊鄉善 左衞門 

殿中 山祐 半、 行 あたり 市 谷 土手 也、 是 まで 八丁な り、 

一 、右之通ょ^^北ぅしろ通ぅら四番町ど云、但五味藤 

九 郞殿橫 が は を壹町 通て、 左 西 へ 道 あり、 ま へ の 道 北 

へ 行ば、 右手に 菅沼 藤十郎 殿宇 殿 藤 助 殿、 是 より やし 

きの 地 尻を萱 町 ほざ 通りて、 右 東 へ 道 有、 ま へのつ い 

き 极山七 左 衞門殿 坪 內藤介 殿 地 尻 へ 駒 件 長 右衛門 殿 

白 坂 淸左衞 門 殿 黑田信 濃 守 殿 襲 部 一 學殿橫 山 甚三郞 
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殿まで 三 町、 左右に 道 有、 右 菅沼藤 十郎殿 表門 通 西へ 

行ば、 左 は 島 藤 左 衞門殿 大竹源 太 郎殿根 岸 長 兵衞 殿、 

右 駒杵長 右衞門 殿よ こや、 井鄕 新右衞 門 殿 H や， I- 郞太 

夫 殿 、すお かいに 左右に 道 有、 右の 近 侧覧 五郎太夫 

殿よ こや、 渡 部 六 左 衞門殿 榊 原 四 郞兵衞 殿 大久保 次 

郞兵衞 殿中 根彌五 左衞門 殿、 よこて 向に 藤 市 兵衞殿 

河 上 九 郎左衞 門 殿、 左り 側菅沼 新三郞 殿よ こや、 极" 平 

新 九 郞殿松 田 六 郎左衞 門 殿 松田彌 五郎 殿、 此間壹 町 

半、 左右に 道 有、 前 通 西へ 行に、 左 服 部 與左衞 門殿權 

田 市 右 衞門殿 安西 六 郎右衞 門 殿 水上 五兵 衞殿松 W 市 

兵 衞殿大 岡 八 郎左衞 門 殿 本 m 淸兵衞 殿 松； 牛 九 郎右衞 

門 殿、 よこてに 道 有、 前の つ いき 淺井傳 八 殿、 ■ 右 菅沼 

新 三 郞殿岡 戶權左 衞門殿 本 田 左 太夫 殿 山形.^ 郎右衞 

門 殿 引田 彥兵衞 殿 水 野 十 兵衞殿 i 世 山 甚右衞 門 殿、 是 

まで 四 町、 行 あたり 土手、 左右に 道 有、 

一 、牛 込 御門より 市 谷 御門までの 土手 筋、 左側 石 "e- 甚 

兵 衞殿三 島 五左衛門 殿澤瀬 治 郞左衞 門 殿 河 村 善七郞 

殿 千 葉 市 左衞門 殿上 村庄 兵衞 殿、 左右に 造お、 前の 道 

西へ 行ば 長 坂， 彥兵衞 殿、 入 こみ 內藤 金左衞 門殿須 3 

久兵衞 殿 朝 比 奈喜介 殿^ 部 彥石衞 門 殿， 是 まで 四^ 

i  二. 3 
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之餘、 すぐ 道 ゆけば 市 谷 御門 へ 出るな り、 

一、 表 四ばん 町 入口に、 右ての 通 北へ 行ば、 右が は： g 

井釆女 正殿 水 野 甲斐 守 殿 大久保 七 兵 衞殿內 藤 六 之 助 

殿、 橫 手に 道 有、 まへの ついき、 新 見 半 左衞門 殿よ こ 

や、 同 東つ レき鈴 木 甚之助 殿、 前の つ 3- き 加 藤 加 兵 新 

殿 松 平 與右衞 門 殿、 左側 大加沼 三 五郎 殿よ こや、 本鄉 

庄 五郎 殿 石 川彥五 郞殿末 高 半 左 衞門殿 毛 利數； t|< 殿 天 

野 仁 右 衞門殿 同 淸左衞 門 殿 坂 寄 長 兵 衞殿大 久保新 右 

衞門 殿简井 權兵衞 殿-よ- J て に 道 有、 前 のつ 3- き 山 下 

長兵衞 殿よ こや、 坪 內藤七 殿、 此間三 町 半、 左に 道 有、 

田 安 御門より、 淸水 御門 、維子 橋 御門、 豐ッ橋 御 

門、 祌 田 橋 御門、 かま ぐらが し、 驗河 、筋 違喬御 

. 門、 相 生 橋、 水道 橋、 小石 川 御門、 牛 込 御門まで 之 

內 . 

一 .-田 安 御門より 牛 込 御門まで 之內、 土手 ま へ 左 花房 

外 記 殿 火^: 11^ 敷、 右 渡 部 半三郞 殿、 左右に 道 有、 それ 

より 西の方へ 半 町 ゆけば 留永孫 左衞門 殿、 それより 

北へ ゆけば、 右松 下 十 郞左衞 門 殿宫崎 若狹守 殿蜂屋 

七 兵衞殿 布施 孫 兵衞殿 筒井 次 左 衞門殿 布施 五左衛門 • 

r 幷に 右手に 道 有 * ま へ の 通 左 酒 井 采女殿 地 尻 也、 


水 野 甲斐 守 殿う しろ を 通て 知 地 伊左衛門 殿靑 木^ 助 

殿 松 fa- 千 之 助 殿 坂 寄 六 右衞門 殿、 幷に 左て に 道 有、 前 

の 通 右が は 大久保 勘 三郞殿 渡部權 太夫 殿 河 村 惣十郞 

殿 万年 佐 右 衞門殿 野 間 九 郞右衞 門 殿、 行 あたり 牛 込 

見 付 也、 左 小 粟 友 之 助 殿 引田 喜 右 衞門殿 山 本 八十 郞 

殿、 向 見 付、 是 まで 六 町 有" 

1 、たやす 御門より 渡 部 半 三郎殿 やしき を 通て、 右て 

に 道 有、 左 か V- 小 粟庄ー 一郎 殿、 よこてつ いきに •： 十殿惣 

右 衞門殿 渡 部 吉左衞 門 石 谷 織 部 殿 石 川 六左衞 門殿豊 

西 九 郎左衞 門 殿 永 見權七 殿、 右 大久保 • 牛兵衞 殿 新 2- 

勘 左衞門 殿大久 保吉之 一 殿、 よこてに 道 あり、 前の つ 

づ き 靑山七 右 衞門殿 花 井 庄右衞 門 殿 榊 原 四 郎左衞 門 

殿、 入 込 石 川 作 十 郎殿帶 十 郎左衞 門 殿、 行 あた b 長 谷 

川 庄ニ郎 殿、 左右に 道 あ-り、 

一 、維子 橋より 小石 川 土手 迄 之內、 きじ 橋 右に 舟 着 借 

船 有、 右に 御米藏 有、 幷 に揖斐 五左衛門 殿、 左に 淸水 

御門、 左へ 少 行き 北へ 行ば、 右 かざ 稻垣藏 主 殿 永 見 新 

右衛門 殿 加 藤 太 郎左衞 門 殿 奥山 藤十郞 殿よ こや、 左 

か.，、」 御 比丘尼 方、 幷秋本 半 左衞門 殿、 左右に 道 有、 左 

飯 田 町 諸 商 諸 職人 有レ 之、 右 之 道 右 同が わ 奥山 藤十郞 


殿 森 新兵 衞殿、 左が は 牧野 半三郎 よこ や、 此間壹 町 

斗、 向に 小 橋 有. 北に 道 あ b  、則. ま へ に ほ 有、 水 野 主 

水 殿 内 藤 上野 介 殿、 此間壹 町、 左右に 道、 前の 雑 子 橋 

通 北へ 行ば、 左に 少し 町 有、 幷に淺 岡 發三郞 殿 小 野次 

郞右衞 門 殿 永 井 五郎八 殿關兵 左衞門 殿， 右 牧野 半 三 

郎殿成 瀨吉右 衞門殿 荒 川 又 七 殿、 左右に 道 有、 左の 道 

右手 北見久 太夫 殿 山 本 安 兵 衞殿贵 山 七 右衞門 殿よ こ 

や、 左關兵 右衞門 殿よ こや、 次に 三 橋 兵 太郞殿 大久保 

吉之 f 水 一 殿よ こや、 此問壹 町、 前の 道より 右の 道 左手に 

土 岐縫殿 殿 細 井 金 五 郞殿水 野 周 防 守 殿、 右 荒 川 又 七 

殿よ こや、 內藤 上野 守 殿、 此間 きじ 撟通 北へ 行ば、 右 

土 岐縫殿 殿よ こや、 酒 井 兵 部 殿、 橫 手に 道 有、 右て に 

林 權左衞 門 殿、 此 道筋 水道 橋 へ も 出 申 候、 前の きじ 橋 

通、 左 北見久 太夫 殿よ こや、 閬本左 京 殿 戶塚金 左衞門 

殿 阿部 虎之助 殿 极平豐 前 守 殿、 よ- ^ て に 道 有、 鍋島帶 

刀 殿 杉 浦八郎 五郎 殿 長 谷川 庄次郞 殿 大久保 甚藏殿 池 

田 勘兵衞 殿、 横手 を 半 町 行て 東 道 有、 遠山 半 九 郎殿酒 

井 市 右衛門 殿、 此間 四十 四 間 程、 行 どまり 也、 前 はき 

じ 橋 通、 右側 戶田七 之 助 殿 建 部 與兵衞 殿 長 ra 六左衞 

門 殿、 橫 てに 道 有、 東へ 行ば 鈴 木甚五 左衞門 殿、 東よ 
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こてに 道 有、 前の つ ^き 夏 EE 傳右衞 門 殿よ こや、 廣田 

源 右 衞門殿 榊 原 熊 之 助 殿、 右 淸水權 之 助 殿よ こや、 北 

へ 道 有、 前の つ  > き 御毫所 衆、 是 まで 壹町 半、 左右に 

道 有、 左 小石 川へ 出る、 前の 雑 子 橋 通. 右が は 鈴木甚 

五左衛門 殿よ こや、 內藤筑 後 守 殿 秋 山 十右衞 門殿大 

河内 重 右衞門 殿、 右手に 道 有、 同 侧竹村 九 郎右衞 門 殿 

平野 次 郎左衞 N 殿 问與左 衞門殿 ^根 金 五郞殿 山中 彌 

八郎 殿、 左 三 郞左衞 門 殿. M 藤 重 左衞門 殿、 此問壹 

町、 行 あた b  土手、 左右に 道 有、 前の 雑 子 橋 通、 左 鍋 島 

帶刀殿 松： 牛 孫 太夫 殿 I- 藤 庄左衞 門 殿 戶田藤 兵 衞殿稻 

垣 信 濃 守 殿 土て ぎ は 也、 右 .ii? 塌三郞 左衞門 殿よ こや 

地 尻、 右て に 道お、 前のっ ^き大友內„滅殿；^5=1;^!忠右 

衞門 殿大久 保^ 兵衞 殿、 向か V- 長 谷川 長 五郎 殿、 是迄 

壹町、 行 あたり 左右に 道 あり、 まへの 雑 子 橋 通、 右大 

友內藏 殿よ こや、 猪 飼 五郎太夫 殿 水 野 吉兵衞 殿雜子 

橋、 茇迄十 町 宇、 行 あたり 土手、 左右に 道 有、 是 より 土 

手 はたに 付、 小石 川 見 付 迄の 內四 町、 右側 水 野 吉兵衞 

殿よ こや、 高 島 右 衞門八 殿、 大久 保^ 兵衞 殿よ こや、 

南へ 道お、 前の つ》 き、 山中 彌八郞 殿よ こや、 -平岡 源 

兵衞 殿よ こや、 南へ 道 有、 まへの つ ャき榊 原 熊 之 助 
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一 、小石 川 見 付より 壹町 西う しろ 通、 平 岡 源 兵 衞殿表 

門 筋、 右 同人 やしき =S 淵 友 右 衞門殿 井出 岩 松 殿武藤 

庄右衞 門 殿 加 藤 牛 之 助 殿 鈴木甚 五左衛門 殿。 よこて 

夏 目 傅 右衛門 殿、 是迄ー 一町 半、 行 あたり 淸水權 之 助 殿 

よこ や、 表つ ゥき本 田 權兵衞 殿 やしき 有、 ま へ の 通 左 

右に 道 有、 

一 、壹ッ 橋よ..^ 半 町 行て" 行 あたり 核！^ 肥 前 守 殿、 よ 

こや 三十 間 程、 左右に 道^、 左 堀に 付て 北へ 行ば、 右 

酒 井 伊豫 守 殿、 それよ. 5 よこ やに 付 北へ 行ば 左 堀、 半 

町 程 行て 右に 道 有、 ま への 通 北へ 行に、 右大岡 彌右衞 

門 殿 久貝惣 左 衞門殿 小 笠 原 丹齋榊 原釆女 殿、 左り 大 

久保； 牛 左衞門 殿よ こや、 中 根 十 左衞門 殿、 よこてに 

道 有、 前の 通、 左 島 田 藤 十 郎殿竹 田 法 印 宇 殿 十 郎左衞 

門 殿 蜂 尾 源左衞 門殿大 it 五郎 右 衞門殿 一一 一枝 對. 取 守 殿、 

右 永井卒 兵衞 殿中 山 主 at 殿 H 下部 兵 左衞門 殿、 此間 

過て 左右に 道 有、 前の 通 北へ 行ば、 右 酒 井 作 兵 衞殿堀 

田 五郎左衛門 殿、 左 三 好 備前殿 同 久三郞 殿、 此間 過て 

左右に 道 有、 前の 通 北へ 行ば、 右 小 栗 長 右 衞門殿 三輪 

三 左 衞門殿 久貝彌 右 衞門殿 矢 代 越 中 守 殿、 左 加藤彥 


右 衞門殿 前 田 八 郞左衞 門 殿 前 il- 久三郞 殿、 よこて 道 

有、 前の つ V さ 高木 新 左衞門 殿よ こや、 木多數 S=T 殿， 

是 まで 十 町、 行 あたり 小石 川 土手、 左右に 道 あ. o、 右 

水道 橋、 左 小石 川へ 出ろ、 

一 、右 之內、 大久保 平 左衞門 殿よ こて 通 西へ 行ば、 す 

ぐ 道 ゆかす、 北の 通 を 行ば 大久保 • 牛左衞 門 殿 鈴 木 喜 

左衞門 殿、 左 堀、 此 問 四十 間、 礎 貝 市 助 殿よ こや、 右に 

道 有、 前の 通、 左 御臺所 衆、 左に 道^、 ま への 通 右吉 村 

七 郞右衞 門 殿よ こや、 一 m 山 權左衞 門 殿 土星 巿之丞 殿 

同 權之丞 殿武尾 四 郎兵衞 殿 村 霜兵衞 殿" よこてに 

道 有、 前の 通 左 織 田 藤十郎 殿、 尻 合に 梁 瀨庄左 衞門殿 

戶田半 六 殿下 河 部次郞 太夫 殿 戸田 六 郎右衞 門 殿 神 谷 

傳兵衞 殿、 よこてに 道 有、 前の 通 北へ 行ば、 右 天野廣 

八 殿 橫屋、 東つ かき 小； 典忠太 殿、 前 通行 あたり 水 野 周 

防 殿、 西へ 十 問 程 行ば、 北へ ゆけば、 右 赤 井 五郎作 殿、 

左に 又 水 野 周 防 守 殿、 伍よ こや、 織 田 小 左衞門 殿、 此 

^過て 左右に 道 有、 行 あた b 三 宅 宇 右衞門 殿よ こや、 

左 西へ 廿間程 行に、 右久保 S 兵 介 殿よ こやへ 付て 北 

へ 行ば、 左 御臺所 衆、 此間壹 町 過て 左右に 道 有、 ま へ 

の 通 北へ 行に、 右の やしきの 地 尻、 左 榊-股 熊 之 助 殿よ 
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こや、 行 あたり 小石 川 見 付 也、 此間七 町、 

一 、小石 川 見 付より 土手に 付 水道 橋まで 逍有、 東へ 行 

に、 左 室 賀源七 殿 撗ゃ半 町、 表門^ 左野瀨 庄三郞 殿宇 

殿 新 三郞殿 、高木 新 左衞門 殿よ こや、 右 室 賀源七 殿 堀 

屋平左 衞門殿 新 庄宇兵 衞殿大 久保彌 五郎 殿、 此間壹 

町 半、 左右に 道 有 、前， の 通 南へ 行に、 左 井 衾 三 郞右衞 

門 殿 長 谷川 三 郞兵衞 殿 久世宇 右衞門 殿、 右 室 賀下總 

守 澱 大森彌 七 殿 三 宅 宇 右衞門 殿、 此間登 町の 餘行、 ゆ 

き 當赤井 五郎作 殿 やしき、 左右に 道 有、 前の 土手 筋 書 

付 可レ申 候へ 共、 やしきの よこて ゆへ しるし 不レ申 候、 

伹道四 町^、 

一 、右の 通より 二 町 東う しろ 通 南へ ゆけば、 但 土手ぎ 

はより、 左 六 尻 六 兵 衞殿長 谷川 久兵衞 殿 近 山 五郎 右 

衞門 殿下 51? 巿兵衞 殿 曾 根源 左衞門 殿、 右 坪 井 小左衞 

門 殿 水 野 源 右 衞門殿 岡 部 庄左衞 門 殿 太 田 新 左 衞門殿 

間 宮左次 右衞門 殿、 此 問 一 一町 過て 左右に 道 有、 前の 通 

西 へ 行ば、 左 河 村 善 次郎殿 松： 牛 K 部 殿上 杉 伊勢 守 殿 

日 根 長 左 衞門殿 山門 藤 兵 衞殿作 問 與右衞 門 殿 安藤 久 

左 衞門殿 朝 比 奈市平 殿.' 右 大森半 七 殿 察 佐 又 兵衞殿 

溝 江 半 左衞門 殿、 尻 星に 高木 左兵衞 殿、 右て に 道お、 
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前の 續き淺 野 權之助 殿 柴田三 右 衞門殿 神 尾 まー郞 殿， 

此問三 町 過て 左右に 逬有、 ：t: あた... 牛 奥甚五 左衞門 

殿、 右の 道 西つ いき、 佐 藤 傅 助 殿松浪 權兵衞 殿原 田彌 

之 助 殿中 根 十 左衞門 殿よ こや、 右側 神 尾 三郞 殿よ 

こや、 此 ii 壹町、 行 あたり 竹 田 法 印、 左右に 道 有、 牛奧 

甚五 左衞門 殿より 東つ いき、 齋藤勘 右 衞門殿 飯山甚 

兵衞 殿よ こや、 左 朝 比 六 小 逸？^ 殿よ こや、 一 關藤 五郞殿 

安藤 彌右衞 門 殿 杉 才兵衞 殿、 此間壹 町、 左右に 道お、 

まの 通 東へ 行に、 左 水 野 藤 右 衞門殿 松 長三郞 殿、 入 

込に 小 堀 與十郞 殿 新 見 七 右 衞門殿 水 野 半 左 衞門殿 地 

冗、 此問壹 町 半、 左右に 道 有、 鷹 帥 町 通 也、 ま へ の通柬 

へ 行に、 左梶川 十兵衞 殿よ こや、 松 平 傳兵衞 殿 朝比奈 

孫兵衞 殿、 右 阿部 助 之 進 殿よ- ^ や、 萩原 長 左 衞門殿 夏 

目 長 右衞門 殿よ こや、 此間壹 町、 左方に 道 有、 同^-ゎ 

長 崎 彌左衞 門 殿 曾 我 權之丞 殿 村 上 孫 八 殿、 右 夏 目 長 

右 衞門殿 大棚半 之 助 殿. 松 平 下 總守殿 地 尻、 愛 を猿樂 

町 ど 云、 まへの 通 東へ 行ば、 左 中 坊長兵 衞殿柬 條伊兵 

衞殿赤 井 六兵衞 殿よ こや、 右 東南 かざ 長 崎 天 方 主； SJ^ 

殿、 此問赍 町、 左右に 道^、 左の 方 への 道に、 同が わ 赤 

井 六 兵 衞殿水 野 九 左衞門 殿、 右 石 川 彌左衞 門 殿 布施 
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屋甚助 殿 長 田 金 左衞門 殿、 よこ て に 道 有、 壹町程 過て 

左右に 道 あり、 左 へ の 方， 同侧 高山 年 左 衞門殿 夏目權 

左衞門 殿つ レき やしきの 地 尻 行 Vj まり、 それより 歸 

る 道に、 和 田 新 五兵 衞殿赤 井 彌三兵 衞殿川 勝 左衞門 

殿 井上 藏主 殿^ 邊 甚六 殿、 右ぶ 道 有、 前 通り 也、 幷堀 

田 賴母殿 村 越 權三郎 殿 小倉忠 右衛門 殿、 左. 5 がわ 笹 

邊 甚六 殿 三 宅 内藏殿 高山 彌左衞 門 殿 鈴 木 友 之 助 殿 太 

久保六 右衞門 殿、 此問ニ 町 半、 左右に 道 有、 前の 通 東 

へ 行に、 左 水 野 彌兵衞 殿 内 田 六 之 一 殿柳澤 左太郞 殿、 

右极 m 五郎三郎 殿 島 角 左 衞門殿 池 3 權太郞 殿、 此間 

左右に 道 有、 右方へ 十 間 程 行て、 東へ 行に すぐ 道、 左 

原 田 金 兵衞殿 橫屋、 水纤 十兵衞 殿、 火 沿 屋敷，^ 右淺； 某 

孫 f ニ郞 殿よ こや、 屮极 十藏殿 間 宮新左 衞門殿 太 田 宇 

兵衞殿^^^野三五郞殿、此間壹町平、 左右に 道 有、 水 野 

十兵衞 殿よ こや、 三十 間 程 行て 西へ 行に、 右が わ 館 林 

宰相 樣， 幷宇 才藏殿 藤 堂 }^ 右衞門 殿 极. 牛 次 郎左衞 

門 殿 拓植傳 兵 衞殿小 西 助 右 衞門殿 富 永 甚四郞 殿、 左 

水 野 十 兵 衞殿地 尻、 和 田 淸左衞 門 殿 加 藤 淸兵衞 殿、 此 

間壹町 半、 行 あたり 武井八 郞兵衞 殿よ こや、 左右に 道 

有、 


一 、費 ッ撟 御門より 水道 橋まで 之內、 爱ッ 橋より 北へ 

行に、 左 土 屋兵部 殿撗屋 、右手に 道 有、 ま へ の 通、 右 中 

根 平十郎 殿よ - 」 や、 高 井 作 右衞門 殿よ - .- や、 左 松 le 肥 

前 守殿襄 長屋、 左右に 道 有、 左の 道 北が わに 井上 宫內 

少輔殿 大岡彌 右衞門 殿、 左洒井 豫守殿 地 尻 也、 此間 

壹町、 行 あたり 堀、 左右に 道 有、 前の 通より 右の 道、 左 

が は 池 田 備中守 殿 高 井 作 左 衞門殿 幸 田 次 郞兵衞 殿 松 

平 三十 郞殿大 草 主 膳 殿 新 見 備中守 殿、 右高 井 作左衞 

門 殿 內田十 左 衞門殿 西 川 淸左衞 門 殿、 よ こてに 道 有、 

前の つ 3- き 11^ 田 土 佐 守 殿お 林 六 郞左衞 門 殿、 此間ニ 

町 半、 左右に 道 有、 左 は 极}^ 下 總守殿 9- 門 有、 右への 

道、 左が は 倉 橋 長 右 衞門殿 建 部 十 郎左衞 門 殿、 右お 林 

六 郎左衞 門 殿よ こや、 堀 三左衞 門殿撗 や、 此問壹 町、 

左右に 道 有、 前の 通 南へ 行ば、 左 は 富 田 庄兵衞 殿 鳴 海 

宗悅 阿部 豊三郞 殿、 右原 田 利 齋大久 保 彥左衞 門 殿 松 

雲よ こや、 此間覺 町 過て 左右に 道 有、 前 壹ッ橋 筋 北 へ 行 

に、 左 飯 高 七 兵衞殿 H 比野彌 -m 殿、 右 池 S 備中 殿よ こ 

や、 田 右京 殿よ こや、 此間壹 町、 左右に 道 有、 左への 

道 右側 大草彌 右 衞門殿 朝 比 奈源六 殿^ 奈丹次 郞左衞 

門 殿 板 橋 三 郞兵衞 殿 大久保 藤 右衞門 殿、 左 野 村彥太 


夫殿關 五郎 右 衞門殿 山 田 十 右 衞門殿 榊 原 采女疋 殿よ ： 

こや、 此間壹 町 半、 すぐ 道、 左右に も 道 有、 前の 通よ. y 一 

右 へ の 道、 同侧 戸田 右京 殿 本 庄平七 殿 稻紫石 見守 殿、 

左 根 來新之 f ポー 殿 武藤庄 兵 衞殿水 野 半 左衞門 殿、 此間 

二 町、 左右に 道 有、 鷹師町 通な り、 前 は 一 ッ橋 通、 北へ 一 

行ば、 左 野々 山 新兵 衞殿、 右 は 根 來新之 f 水 一 殿 撗屋な 一 

り、 此間半 町" 左右に 道 有、 愛 は 先 紙に 有レ 之、 前の 通 一 

北 へ 行ば 鈴 木才兵 衞殿橫 屋、 水 野 伊豫 守 殿 大森信 濃 一 

守 殿 大草三 郞兵衞 殿 柳 十 左 衞門殿 松 1^ 民 部 少輔殿 松 一 

下 與兵衞 殿 毛 利 六兵衞 殿、 右水 野 藤 右 衞門殿 橫歷、 下 _ 

山 十 郞右衞 門 殿 佐 藤 景庵殿 朝 比 奈源六 殿 近 藤 勘右衞 一 

門 殿 蜷川喜 左 衞門殿 本 田 丹下齋 藤宮內 大河 內又 兵衞 _ 

殿、 此 ii 三 町 半、 左右に 道 有、 前の 通 北へ 行ば、 左 曾 根 

源 左 衞門殿 橫屋、 小 林 十 兵 衞殿近 山 五郎右衛門 殿柘 

楠-牛 兵衞 殿、 右 大河 內善 兵衞 殿よ こや、 小 林 半 助殿廣 

戶三郎 右 衞門殿 松笠 權右衞 門 殿 細 屋彌次 右 衞門殿 福 一 

村長 右衞門 殿、 小 坂 まへ に 有、 是 まで 一町、 左右に 道 i 

有、 行 あたり 土手、 右て へ 十 間ば かり 行て 水道 橋 有 >ー 

右 相 生 橋、 左 小石 川 見 付 へ 出る、 

一 、水道 橋より 筋 違 橋まで 之內、 此 東へ 行ば、 福 村 
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長 右衞門 殿よ こや、 淺原又 左 衞門殿 宫毛傳 左 衞門殿 

よこ や、 此間壹 町 有て 前の 通 東へ 行ば、 右側 屋敷の 地 

尻 壹町程 有て、 小 幡又左 衞門殿 山 口 四 兵衞殿 山中 入 

藏殿石 丸 權右衞 門 殿 靑木彥 兵 衞殿杉 原 四 郎兵衞 殿 新 

m 內藏殿 山 本 七 郞殿鈴 木 兵 九 郞殿同 三 右衞門 殿同權 

兵 衞：！ 同 次 郞右衞 門 殿、 同 九 太夫 殿、 瀧 川 A 郞右衞 門 

殿、 左 は 上田 彌右衞 門 殿 火 消 屋敷 有、 右に 道 有、 十 間 

程 行て 東へ 行に、 左 石 野 五 郞兵衞 殿 M 權之助 殿原 田 

權右衞 門 殿 萬 三 左 衞門殿 西 川 淸兵衞 lis 七 右衞門 

殿、 右 は $： 賀忠兵 衞殿西 一?^ 嘉兵衞 殿 山上 五郎 左衞門 

殿 藤 川 孫 十 郞殿竹 井 八 郞兵衞 殿、 撗 手に 道 有、 行 あた 

り 穴 河 十 右衞門 殿、 左手へ 十 間 程 行て 東へ 行ば、 同 や 

しきの 橫屋、 若 林 八 兵 衞殿淺 井 善 左 衞門殿 鈴 木淡路 

守 殿、 それより 館 林 宰相 樣裏 長屋、 其 外 屋敫之 地 尻 を 

通て 相 生 橋へ 出る、 是 まで 十 町、 先す おか い 橋 也、 

一 、あいお ひ 橋- 迪 南へ 行ば 戶田采 女 正殿よ こや、 右 西 

かど 佐 野內藏 殿、 よこてに 入江 有、 左が は 天 野 五郎八 

殿 松 永 太 郞右衞 門 殿、 左 永 井信 濃 守 殿よ - J や、 此間壹 

町ぢ かく、 前め 南へ 行ば、 右手に 永 并信濃 守 殿 やしき 

有、 左橫 右衞 門 殿 天 野 彥三郞 殿內藤 權九郎 殿、 右 


西へ 道、 前の 南へ 行に、 左 やしきの 地， 尻、 右內 藤飛驊 

守殿、是まで三町、行ぁた.^^北條安_ぉ守殿* 左右に 道 

あり、 

一 、筋 違 橋 手 まへ に、 連 雀 町西侧 中程に 西へ 道 有、 此 

通 を 西へ 行ば、 右が は 田 釆女殿 大澤 右近 殿、 右 に 町 

貳十 間口 程 有て 南へ 道 有、 須田 町の 新道な り、 前の 通 

又 二十 問 斗 行て 南へ 道 有、 めった 町へ 出る、 此道 一 町 

町 尾 也、 前の 通 西へ 行ば、 左 伊勢 作 十 殿、 安西 彌十郞 

殿、 左 町の よこ ゃ少 有て 永 井 甲斐 守 殿よ こや、 此間 ； 

町 有、 南へ 道 有、 前の つ  > き久永 源兵衞 殿よ こや、 右 

石 九 伊 右 衞門殿 西 尾 小 左衞門 殿、 よ- 3 て に 道 有、 相 生 

橋 筋 ま へ の 通 西 へ 行に、 左北條 阿波 守 殿 地 尻、 近 藤 織 

殿 地 尻、 右 內藤飛 驟 殿よ こや、 此問 一 町ば か. 0 行 

て、 左 南の 方へ 道 有、 前の 通 西へ 行に、 左 石 川 三左衞 

門 殿 橫屋、 舟 越 左 門 殿よ こや、 此間ー 町、 右 津輕越 中 

守 殿 、此ゃ し き 過て 筋 違に 左右に 道 有、 前の 通 西へ 行 

ば、 左 薛田權 之 助 殿よ こや 四十 間 程^り、 右松： 牛下總 

守 殿、 此 やしき 三十 間 程 行て 左 南の 方へ 行 也、 左稻葉 

石 見守 殿よ こや、 一 町 過て 左 西へ 道 有、 前の 通 北へ 行 

ば、 右 內藤千 之丞殿 阿部 助 之. 逝 殿、 左 水 野 竿 左 衞門殿 


よこ や、 此間半 町 過て 左右に 道 有、 前の 通 北へ 行ば、 

左 町 野 壹岐守 殿よ こや、 右 梶川十 兵 衞殿小 泉 次 太夫 

殿 富 永 源 太 左衞門 殿、. よ， ^ て に 道 有、 同 侧萬年 傅兵衞 

殿 朝 比 奈藤左 衞門殿 八 木 次 郞右衞 門 殿 近 江 角 助 殿 葛 

23- 木工 頭 殿 滴 井 赖ゅ殿 神 保 左 京 殿 戶田權 兵 衞殿夏 目 

木工 右衛門 殿 水 野 彥兵衞 殿、 西て に 付て 川 野 權右衞 

門 殿 山 高 孫兵衞 殿よ こや、 左が は 內藤主 511 殿 地 尻、 土 

岐大膳 殿 同 縫 殿 殿、 それより やしきの 地 尻、 但 伊藤 信 

濃 守 殿 神 保 左 京 殿、 西て に 付て よこ や 也、 此間ニ 町 

半、 此通 を- フら 廳師町 VJ いふ、 前の 本 通 北へ 行ば、 左 

山 崎 四 郞左衞 門 殿 由 良 新 六 殿 淺井勘 兵 衞殿溝 口 源 右 

衞門殿 佐 藤 勘 右 衞門殿 瀧 川 相 摸 守 殿 拓植！ ^右 衞門殿 

大久保 八 郞左衞 門 殿 大河 內又兵 衞殿地 尻、 右が は內 

藤 主 Sil 殿 遠 野 喜 太郎殿 伊東 信 濃 守 殿 神 保 左衞門 殿、 

此間三 町、 よこてに 道 有、 前の 通 北へ 拾 間 程 行て、 左 

西へ 道 有， 前の 通 北へ 行ば、 左 服 部 八 郞左衞 門 殿大窪 

與右衞 門 殿 三 宅 傳右衞 門 殿、 右山 高 孫 兵 衞殿水 野 小 

左衞門 殿、 行 あたり 土手、 左右に 道 有、 伹 左の 方へ 壹 

町 行ば 水道 橋 へ 出る、 右 之 通 本 鷹師町 W いふ、 此間十 

三 町な り、 
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i  、右 之 內津輕 越 中 守 殿 平 下 總守殿 やしきの 橫< 口 

の 通 を 北へ 壹町程 行て、 右に 小 堀 和， M 守 殿、 それよ. 9 

十間ロ程西へ行て、左村上孫八郞殿ょこゃ、市^;^-$:織 

殿、 右 は 大久保 兵九郞 殿、 此間 一 町 過て 左右に 道 有、 

左の 道 右が は飛驟 半兵衞 殿よ こや、 渡 部 九 郞殿山 本 

^:郞兵衞殿、左が は市i^^伊絨殿ょ - 」 や、 水 淵 縫 殿 殿 天 

方 主 Sit 殿よ こや、 此間壹 町、 すぐ 道、 左右に 道 有、 前の 

通より 右 之 道、 左が は 佐 野 主縣殿 津波 主 .ill 殿 久保金 

左 衞門殿 小 野 宗賀間 宫三郞 五郎 殿、 右が は 大久保 兵 

九郞 殿よ こや、 堀 八 郞右衞 門 殿 織 田 彌十郞 殿 北條新 

藏殿声 滞觀昔 堂、 入 込 小 堀 三 郞兵衞 殿、 此間壹 町 半、 

すぐ 道、 又 左 南へ 道 有、 前の 通に 南へ 道 有、 され ざ も 

やしきの よこて ゆへ 略い 之、 

一 、白銀 町 土手より 一 ッ 橋までの 道、 此 かし 鎌 倉が し 

ど いふ、 米問屋 まき 問 や 有、 右 南 之 道 三 河 町 通 也、 前 

の 通に つ  >  ぃて廿 間近く 町 也、 此所 過て 又 右、 此通道 

有、 左祌田 御門な り、 前の かし 通 西へ 行ば、 半 町町屋 

有、 是を 過て 又 右 北へ 道 有、 左に 神 田 御門 有、 右 かざ 

加 藤 伊織 殿、 っ^いて 中 山勘 解 由 殿 、よこてに 道 有、 

前の かし 通 西 へ 行ば、 右 宮崎織 部 殿 坂 壽三郎 殿久保 
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五兵 衞殿 同吉 右衞門 殿、 よこてに 道 有、 ま への か し 通 

西 へ 行に 桑 島 孫 六 殿、 よこてに 道 有、 前の かし 通 西 へ 

行ば、 右 か V- 三 浦 志 摩 守 殿 土星 兵 部 殿、 左 一 ッ橋、 是 

まで 七 町 半 程な り、 

一 、右 之 內土屋 兵 部 殿 橫ゃを 通て 東へ 行ば、 うら 通、 

左 中 根 十 郞殿内 藤 勘 之 丞殿土 屋兵部 殿 地 尻、 三 島 

志 摩 守 殿 地 尻、 此問 一 町の 餘、 すぢ かいに 左右に 道 

有、 前の 通 東へ 行に、 左 荒 k^.^ 八 殿 堀 三 左衞門 殿、 右 

吉田意 庵 橫屋、 後藤 八 郞左衞 門 殿 大久保 喜 六 殿原 田 

利齋 よこ や、 此間 一 町、 左右に 道 有、 前の 通 東へ 行ば、 

やしきの よこ や 雨侧ー 町、 行 あた b 林弘 文院、 左右 

に 道 有、 

一 、神 田 御門より 一 町 西に、 北の方へ 通りた る 道 有、 

右 中 山勘 解 由 殿よ こや、 左 宮崎織 部 殿よ こや、 林 又 助 

殿よ こや 、すお かひに 左右に 道 有、 同 側 渡；； jl 七 郞右衞 

門 殿 岩 船檢校 久保吉 右衞門 殿、 右側 榊 原 左衞門 殿よ 

こや、 阿部 屮三郎 殿よ こや、 此間 一 町、 右 北へ 道 有、 ま 

へ の っ^き 核 雲 桑 鳥 孫 六 殿、 此間 一 町、 すぐ 道 有、 ま 

への 通、 左 榊 原 左 衞門殿 戶川主 水 殿、 よこてに 道 有、 

前の つ いき 川口 源 左 衞門殿 前 田 權左衞 門 殿 蒔 權之助 


殿 1 右朝 倉 織 部 殿 水 淸庵 伊藤 信 濃 守 殿、 幷弘 文院渡 

部 孫 三 郞殿石 九 五 左 衞門殿 芹川庄 一一 一郎 殿 舟 越 左 門 殿、 

此？ i 三 町、 左右に 道 有、 向に^ 輕越中 守 殿、 右の 方へ 

一町 行て 南へ ゆけば、 右 石 河 三 右 衞門殿 石 河 喜左衞 

門 殿中 川 久太郞 殿 坂 上 峰智院 阿部 四 三 郞殿山 田 十 太 

夫 殿 志 保 木 長 庵、 よこて 道 有、 まへの 通 南へ ゆけば、 

右 彥坂壹 岐守殿 加 藤 伊織 殿よ こや、 左 近 藤 織 部殿撗 

屋 一 町 • 表門 通、 左 須田町 近道 有、 近 藤 織 部 殿、 東 隣 北 

條 阿波 守 殿、 三 河 町への 道 有、 前の 通 南へ ゆけば、 左 

西 尾 藤 兵衞殿 牧野 太 兵 衞殿山 本 三 郞右衞 門 殿、 よこ 

てに 道 有、 三 河 町へ 出る、 まへの 通 南へ 行ば、 左 中 川 

勘 三 郎殿渡 部 筑後守 殿 小 笠 原 上野 介 殿よ こや、 左手 

に 道 有、 佐 竹 殿 前へ 出る、 まへの 通 南へ 行に、 左 木 原 

賴母 殿、 行 あたり 神 田 御門な り、 左右に 道 有、 此邊殿 

河 臺.、 J いふ、 此間四 町な り、 售安院 、神 田 御門より 右 

に 町 少し 有、 きぐすり だな な， 9、 橫 通有、 左 養 安院地 

尻な b  、鈴 木 修理 殿よ こや、 左右に 道 有、 前の 通 北へ 

行ば、 左 志賀金 五郎 殿 阿部 豊五郞 殿 渡 部 筑後守 殿 小 

島 久左衞 門 殿 人 見 玄德、 左右に 道 有、 前の 通 北へ 行 

ば、 左， 佐 合 半 右 衞門殿 酒 井 雅樂頭 殿中 やしき、 幷に町 


有、 さいぎ 町 ど 云、 右側 三 河 町 地 尻、 此間四 町、 行 あた 

,9 北 條新藏 殿、 左右に 道 有、 

一 、神 田 御門 右三 河 町、 新 小 田 原 町 共 云、 一 町 目兩町 

屋、 左右に 道 有、 右への 造、 左り 极平將 監殿佐 竹 右京 

太夫 殿、 右 is: (田 伊賀 守 殿 神 -H^ 彌右衞 門 殿、 幷に町 有、 

佐 竹 右京 太夫 殿 まへ 也、 佐 竹 殿 まへ VJ 云、 よこてに 

道 有、 鎌 倉 町 堀ば たへ 出る、 三 河 町 二 町目片 町、 左 金 

棚 うら 通 龍 慶町ど 云、 右 通 町 への 道ら うそく 町、 兩町 

色々 商人 あり、 三 河 町 三 町目片 町、 同 四 町目片 町、 行 

あたり 北條 阿波 守 殿、 左右に 道 あり、 右 へ の道廿 間口 

計 行 て 街へ 行 ば 、雑 子 町 新 白銀 町、 兩町 商人 いろく 

有、 うしろ 町に いな. 0 の宮 有、 同町 も片 町な， 9、 

一 、白銀 町 一 町 目 土手より 北に 町 あり、 新 かわや 町つ 

づ いて 新 石 町 大工 町 新道 あり、 片町、 次に めった 町 一 

町 目 1^ ハ町 目、 行 あたり 町、 左右に 道 あり、 左 橫町は 土 

物 だな 也、 右 五町 之內 新道 横町 有， 之、 
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常 盤 橋、 すじ か い 橋、 新橋、 淺草見 、大梳 、三 侯、 

くづれ 橋、 高 橋、 湊橋、 靈厳 橋、 思案 橋、 わざ くれ 

橋、 親父 橋、 あらめ 橋、 道塲 橋、 江戶橋 、日本 橋、 一 

石橋までの 內 屋敷、 付 町 小路の 事、 幷爾宜 町淨瑠 

瑠、 歌舞の-初 りの 事、 

1 、本 誓願 寺の 內、 筋 違 橋よ. 9  土手に 付 東へ 四 町 ゆけ 

ば、 左手に 和 泉 橋 有、 それより 十 間 程 行ば 南へ 道 有、 

右大澤 兵 部 殿よ こや、 黑川 與兵衞 殿、 此間半 町、 それ 

より 西へ 付て 行ば、 左 依 W 內藏殿 本 多中務 殿、 右 太 田 

相 摸 守 殿 本 田 中 務殿松 1^ 伊豆守 殿 土 井 周 防 守 殿、 左 

瀧 川 長 門 守 殿 地 尻、 土 井信 濃 守 殿 地 尻な り、 よこて 道 

通 町 通、 左な ベ 町、 右 新 石 町 へ 出る、 此間四 町 半 有、 

一 、右の 內、 土 井 周 防 守 殿 表門 通 南へ 行に、 左 土 井信 

濃 守 殿よ こや、 右 西 尾 八兵衞 殿、 幷に町 少し 有、 すじ 

か い に 左右に 道 有、 前の 通 南 へ 行に、 左 かざ 石 川八郎 

左 衞門殿 加 藤 織 部 殿、 此 屋敷 表門 通 白 か ベ 町、 すぐ 

道、 通 町へ 出る、 左 緞冶町 一町め 二 町め な. -、 前 本 通 
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はこん や 町へ 出る、 此間ニ 町 あり、 

1 、右の 內、 土 井信 濃 守 殿 表門 通 東へ 行に、 な b 瀧 

川 長 門 守 殿巿橋 下總守 殿、 それよ..^ 尾 敷地 尻 一 町 有 

て、 六 江 伊賀 守 殿、 右 石 川 八 郎左衞 門 殿よ こや、 扨 遠 

藤 備前守 殿よ こや、 南つ いき 西北 かど、 甲斐 庄喜衞 

門 殿、 前の 通 東へ 行に、 右 德山又 右衞門 殿よ こや、 加 

藤 半 内殿 井戶 三十 郞殿山 田 左兵衞 殿、 すじかいに 左 

右に 道 有， 前の 通 東へ 行に、 內藤 右近 殿 細 川 豊前守 殿 

植村土 佐 守 殿彥坂 壹岐守 殿、 左 細 川 豐前守 殿 水 野中 

務殿巿 橋 三 四郎殿 一宮 右京 殿、 此間 六^、 左右に 道 有、 

左 へ 新 敷 橋 へ 出る 、此道 南東 か ざ 外 山 膝 右衞門 殿、 右 

の 道 南東 へ ふ， 0 て ゆ けば 安田^ 狹守殿 雠訪部 文九郞 

殿中 山勘 兵 衞殿橫 や、 右彥坂 壹岐守 殿よ こや、 廿間計 

右 西へ 道 有、 前の 通 南へ 行に、 右 森 勘 右衞門 殿、 願 行 

寺ょこゃ、行ぁたh^馬堪、左右に道有、此間 一 町 半 有、 

一、 右の 內、 森 勘 右衞門 殿よ こて を 西へ 行に、 どな. 5 

酒 井 壹岐守 殿 勝 屋庄兵 衞殿橫 や、 右 はやしき の 地 尻 

なり、 一 町 半 有て 稻葉七 左衞門 殿、 左手に 道 有、 前の 

通 西へ 一 丁の 餘 過て 左右に 道；^、 左の 方の 道に 東が 

わ 町 少し 有、 前の 通 西へ 行に、 右三 沛越中 守 殿 松 前 兵 


庫 頭 殿 市 橋 傅 右衞門 殿よ こや、 廿 間ば かり 行て 南へ 

道 有、 前の 通 西へ 行に、 左 大久保 彥左衞 門 殿よ こや、 

渡 部 孫三郞 殿、 此間ー 間 過て 左右に 道^、 半 町 行て 西 

へ 行に、 右津田 } ^左衞 門 殿、 春 H 左衞門 殿、 左 町、 此間 

j 町 行て 行 あた，. > 有 、甲斐 庄喜 右衞門 殿な. 5、 左右に 

道 有、 

1 、 右の 內、 三 浦 越 中 守 殿 表門 通 南へ 行に、 左 巿橋傳 

右 衞門殿 山 本 養 仙 •E- のよ こや、 右 大久保 彥左衞 門 殿 

建 部 宗右衞 門 殿よ こや、 此間 一町、 行 あた. 5  土手、 左 

右に 道 有、 右への 道 西へ 行に、 同が わ 建 部 宗右衞 門 殿 

智足院 御祈禱 所な り、 是 まで 一 町、 左に 道 有、 すぐ 道 

通 町へ 出る、 智足院 よこ や を 半 町 行ば、 西へ 道 有、 鮒 

屋町 通、 但 西の方より 一 町め 三 町め まで 有、 

1 、 常 盤 橋より 堀ば たに 付、 左へ 二 町 半 行ば、 東へ 道 

有、 本 白銀 町 通 也、 左 ざて、 右が は 町、 此間半 町、 右に 

よこ 町 有、 本阿彌 小路，.」 いふ、 前の 通 東へ ゆく に、 白 

銀 町  一 丁め よ. 5 四 丁め まで 有、 四 丁め につ .5- きて 鹽 

町、 同つ 3- きひ だ， 0 籠屋、 此間 四十 間ば か， 9 存、 同つ 

づき 藥師 堂の 前の 町、 その上 藥師 堂な り、 今は淺 草に 

有レ 之、 此 m 左が わ 土手 、右が はに 町 有、 諸 商人 諸 職人 


有レ之 候、 又 新道よ こ 町に も 色々 う. 9 物 有、 右の 通行 

あたり 彌勒寺 雲 光院 門前 通に 道 あり、 又よ こてに 道 

有、 前の 通 東へ ゆく に、 左 g 寺、 願 行 寺、 よこてに 道 

有、 此分裏 寺町ビ いふ、 前の 通 東へ ゆく に、 左 中 山勘 

兵衞 殿、 伊奈 半十郎 殿、 右 追 廻し の 馬場 二 町 有、 それ 

よ b 右手に 道 有、 則 淺草見 付へ 出る、 此間 十二 町の 餘 

なり、 

一 、右の 通より 一 町 南う しろ 通、 堀ば たより 東へ 行に、 

本 石 町 通 一 町め に、 左右に 橫町 有、 右よ こ 町 は 金 吹 町 

、さいふ、 右 石 町 は  一丁目より 四 丁め まで 有、 又つ  >  き 

わ！；^ hr めで 4, ま 有ぜ/ ズ％ 町  一丁め よ. り 四 町め ま で 有、 

行 あた b 淺草見 付、 是 まで 以上 十二 町 有、 又 新道よ こ 

町 有、 

一 、右の 通より 一 町 南う しろ 通、 札の： j;- よ. 0 東へ 行：、 

本 町 通  一丁め より 四 丁め 迄 有、 つ > き大傳 馬 町  一丁 

め、 此辻ー 一町の 間に、 每年 六月 五 H より 十日の 內か り 

屋を しつら ひ、 牛 頭 天皇 御輿 をう つし、 祌事を 行 ふ、 

つ . ^き 二 丁め 三 丁め、 又 旅籠 町 共い ふ、 此 よこ 町筋 大 

門通ビ いふ、 大炼： 町つ  >  き 油 町、 同つ J 'きし ほ 町、 

又つ V きて 橫山町  一 丁め 二 丁め 三 丁め まで 有、 是ま 
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で 以上 十一 一町、 左右に 道 有、 左 へ 半 町 行ば 淺草見 付 へ 

出る、 右兩國 橋へ 出る、 此道ー 丁 まち や、 右て つ  >  き 

に 矢 之 御米藏 有、 左 小 堀、 小 橋 有 * 御 同朋 衆 やしき 一 

町 程 有、 前の 通行 あた. 5 大橋、 此道半 町、 前の 通 新道 

よこ 町に も 色々 う， 5 物 有、 以上 十二 町な り、 

一 、右の 通よ. り  一 丁 南う しろ 通 東へ 行に、 本 雨が へ 町、 

左右よ こ 町 有、 左皮屋 町、 右靑物 町、 兩替 町に つかき 

て驗河 町.、 又つ いきて 瀨卢物 町、 猶っ いきて 次 は 伊勢 

町、 行 あたり 堀、 左右に 道 有、 左道塌 橋へ 行、 右の 町以 

上 四 町、 新道. 横町 有レ 之な り、 

一 、右の 通より 十 間ば かり 南う しろ 通 東へ 行に、 北 さ 

や 町、 ついいて 品 川 町、 次に 小 田 原 町  一 丁め 二 丁め 行 

ぁたりな.：^、左右に道有、又新道ょこ町ぉ、 

一、 右の 內、 品 川 町う しろ 通、 北が し を 東へ 行て 尼ケ 

崎 棚、 橫通 は： ：！ 本 橋 筋、 此所を 尼ケ崎 だな VJ いふ 事 

は、 攝津 國尼ケ 崎より 商人 來 りて、 此所 にて 商せ しゅ 

へ 、あまが 崎 店 VJ いひなら はせ り、.^ つ ， ^きて 小船 町 

一 丁め 二 丁め、 行當り あらめ 橋、 左右の 道 江 戶橋 筋、 

以上 三 丁 新道よ こ 町有レ 之、 

一、 日本 橋より 筋 違 橋 迄 十二 町、 南より 北へ ゆく に、 
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室町  一 丁め 二 丁め 三 丁め へ 行 手 まへ に、 右 東へ 道 有、 

うきよせ うじ ど いひて 町屋 有、 室町 三 丁め につ .i- き 

て 十 間 棚 通、 白銀 町、 土手 を こして 乘物 町、 ついき か 

ぢ町ー 丁め 二  丁め、 又つ いきて なべ 町、 新 石 町、 須田 

町、 連 雀 町、 右が わう しろに 肴 棚、 左 北よりに、 入 込に 

6, 田釆女 正殿、 行 あた b すじかい 橋 見 付、 左右に 道 あ 

'、又 新道よ こ 町 有、 右 町中に 諸 商人 諸 職人 其數 はか 

.5 がた し、 

一 、うきよせ うじ の 通 を 東 へ 一 一 町 半 行て、 南 へ 行 道 有、 

小船 町  一 丁め 二 丁め 三 丁め まで あり、 かしば た 也、 干 

物が し 新道よ こ 町有レ 之、 

一 、右の 通 一 町 東う しろ 通、 堀江 町！  丁め 二 丁め 三 丁 

め 四 丁め まで あ. 5、 佴三 丁め- yj 四 丁め の あ ひ、 東の 方 

に おやお 橋 有、 右 丁 かしば た 諸 商人 有， 之 、 

一 、堀江 町  一 丁め の內 へ、 六月 八 に 神 田 祇圓牛 頭 天 

皇の 御輿 を、 此所 にか. 9 屋 をし つら ひう つ し 奉り 、祭 

禮 をい、、」 なむ、 但十 二日まで なり、 右 小船 町 ほり 江 町 

はう しろ あわせ 也、 但 小船 町 西が し、 ほ， 0 江 町 は 東が 

し 也、 

一 、おやお 橋よ. 9 西へ 行に、 せき だ 町、 又て り ふり 町 
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共い ふ、 諸 職人お ほし、 行當. り 商人の 土藏、 左右に 道 

有、 右 へ 十 間 計 行て 西へ 行に、 左 十 間 程の 間の 土藏の 

内に して あらめ を あきな ふ、 行 あたり 橋な り、 あらめ 

橋 VJ 云、 すぐ 道 大船 町 行 也、 

一 、小船 町 三 丁め につ 》 きて、 小 網 町 一 町め にし あん 

橋 有、 次に わざ ぐれ 橋 左手に 有、 此 しあん 橋い にしへ 

. は さかい 町、 又 元よ し 原 傾城 町への 道 也、 みな 人 あれ 

にや 是に やゆかん V. -、 しあんす る ゆへ しあん 橋 VJ い 

ふ、 又 わざ くれ 橋 VJ いふ は、 爱に てわざ くれの 是非 を 

定る ゆへ、 世話に よせて S へる，、」 聞え し、 傾城 町 はさ 

ん ゃ新吉 原へ ひけて 今 は 愛に なし、 さかい 町い にし 

へに かわらす、 見物 繁昌す る 也、：^ しあん 橋 を わたり 

て 小 網 町 二  丁め、 是 より 向へ 舟 渡 有、 いにしへ 此所は 

東海道の よし、 爱 をば よろ ひが わた bvj いひ、 又 かぶ 

ヾ」 石 VJ て、 かぶ VJ にに た る 石 ありし よし なれ V- 、今 は 

なし、 さだかに しる 人 もまれな り、 小 あみ 町 三 丁め ゆ 

き あた. 5 くづれ ばし なり、 

一 、ほり 江 町より 半 町 東 かし 通、 新 材木 町 一 町め 二 丁 

めまで 有 、ついきて 六 Si 町、 右に を ゃぢ橋 有、 前の つ 

づ きょし 町、 南よ こ 通 本 大坂町 VJ いふ、 前の かし 通 南 
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へ ゆく に、 御藏 左手に 有、 行 あた. 9 わざ ぐれ 橋、 かし 

に 付て 行ば 安藤 對 島守 殿 やしき 有、 四ケ 所有、 

1 、 大傅 •i! 三 丁め より 一町、 南う しろ 通 田 所 町、 つ. V 

きて 新大坂 町、 又 花町 A ハ云、 行 あた.. > ほり 左右に 有、 

濱町 まきが しな. o、 向に 松 兵 部 殿 やしき 有、 

一 、新 材木 町  一 丁目 ビニ 町め の 間より 東へ 道 有、 新の 

り 物 町. 右， S よこ 町 有 * 右よ こ 町人 形 町 V」 いふ、 新乘 

物 町、 つ いき 長 谷川 町、 富澤 町、 行 あたり ほり、 左右に 

道 有、 ふるぎ 布 毎朝た つ、 つ 3- き濱町 まきが しな. o、 

一 、六 間 町よりか しに 付て 北へ 半 町 程 行ば、 東へ 道 有、 

ふきや 町、 つ きて さかい 町、 また 禰宜 町ビ もい ふ、 

此所 あやつり、 島 原 狂言、 其 外め づ らしき 見せ物 有、 

其 外商 人 も 有、 さかい 町に つ^きて、 新 いづみ 町、 つ 

づ きて 高 砂 町、 行 あたり ほ. 9、 左右に 道 有、 はま 町な 

り、 

一 、右の 内 新 いづみ 町より 一 町、 南う しろ 通、 つ いき 

てな に は 町、 行 あた， 5 はし、 左右に 道 あるな. o、 

禰 宜町淨 瑠璃 付 歌 舞妓 之 事 

それ 淨^ 璃の 根元 は、 いにしへ 左 馬頭 篛朝 公の 八 男 

御曹司 牛 若 丸 は、 常 盤 腹に は 三男な， 9、 父 は-牛 治の 亂 
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に 討 まけて、 尾 張國^ 間のう つみ 迄 落下り て、 長 田の 

庄司 を賴暫 休息し 給 ふ に、 忽に 心が はりして、 湯 入に 

こ よせて 腹 を きらせけ り、 是 によって 源 家の 一 類 

身の i;^ 所 をう しな ふ、 然るに 牛 若 は 鞍 SiT 山に かくれ 

居 給 ふに、 十五 歲の 春の 頃、 兄の 賴朝 伊豆の 國 にて 義 

兵 を あぐる ビきゝ て、 其 ま、 鞍馬 を 忍びて 出、 其 名 を 

九 郞篛經 ど か へて、 奥 羽に くだりし に、 或：" 矢 矧の宿 

に つ き：^ ふ、 愛に 長者が 娘に 淨瑞璃 御前 W い ふ 有、 此 

娘 藥師の 申 子 なれば 其 名を淨 るり VJ いふ、 世に 限り 

なき 美人に て、 殊にな さけの 心 深 か. 5 ける、 然るに 牛 

若 は ひま をもビ めて 忍び入て、 ひたすら <VJ いて 戀 

られ しに、 さすが 岩 木に あら ざれば、 いもせ のかたら 

ひなした まふ、 此事を 面白く こ，、」 ばに つ  > りて、 ふし 

を 付かたり ける、 それより 此 かた、 さま  の 事 をつ 

くり 出しけ るを淨 るり どい ひなら はせ り、 愛に 御當 

地 御 繁昌に 付て、^ る.^ 太夫 あまた 有、 大ざ つま、 伊 

勢大椽 肥前掾 兄弟、 丹 波掾、 土 佐 少掾な ざ、 て 有、 又 

說經 にに 石見掾 なり、 芝居に きら をつ く，， -て 結構せ 

... '、草木 形 有の つくり 物、 金 欄の 色、 金物の 光、 目 を 驚 

かす； 举 共な.^、 


 H 十八 

一 、歌 舞妓の 始ど申 は、 その上 後鳥羽院の 御宇に 通憲 

入道 どい ふ 者、 礎の 禪師 どい へる 女に 敎 へて 舞 はせ 

ける、 是ょ、 り 裂 起り て、 遊女み な此 ふう を學 びて、 笛 

鼓 もなくて 今樣 をうた ひて まひ かなでけ る を、 白拍 

子 ど 名 付たり、 後に は 笛鈹を 入て ま はせ ける、 歌 をう 

た ひて まひけ る妓女 なれば どて、 歌 舞妓 VJ はい へり 

VJ かや、 ， 近頃まで は 遊女 共 芝居 を 構て 歌 舞妓 をし け 

り、 皆人是 にめ で 迷 ひて、 世の 妨ど なりければ、 程な 

く 禁制せ ら る 、若衆 か ぶき い ふ 事 を 初 め け.， り 、又ぞ 

や 少年の 子どもに 魂 を 奪 はれけ る、 靈て其 かたち を 

見に くき やうに して、 人の 戀を さません にし かじ VJ 

て、 ひた ひ髮を どらせ たる、 此ゅ へ にぐ、 り 頭巾 をな 

せ， o、 狂言に 出る 時には 付 J ^浚 をす る 也、 此江戶 にして 

は 中 村 勘三郞 根元な り、 今 は 巿村竹 之 丞どニ 芝居な 

り、 また 木 挽 町に も 二 芝居、 舞 豪の 軒端に 玉 を つら 

ね、 芝居 の 砂 に 珊瑚 を 敷く か ビぅ たが はる、 しら ベ 合 

する 糸竹の 聲、 うら、 かに 梅の 香 をな して、 鶯の羽 か 

せに も亂れ ぬべ し、 歌うた ひかな でる さま、 紅葉 を 

かざす 世界 は、 天津 を VJ めの 雲の 通路に 缺を かへ せ 

し釉 ふる 山の #« もよ そに は あら じ VJ 忠 はる ゝ 、 狂言 


しづみ し V- やかに、 三ばん 四ばん の續 にして、 或は 哀 

れ なる 事、 いかる 事、 またはし のび わかれの 事、 男女 

の 戯れい ろ， （》 に、 ゑん まにあらざる つくり 麓、 しゃ 

うづが はのう ばのに せば ば、 旁 ど， 9>;(\ のしな を も 

しめし、 名人の 役者 を 揃 へたれば 理りビ も 思 はる ゝ、 

花の ぶたい へす \ む 姿、 金銀る り をち りば めて 綾羅 

錦 維 を 飾り た る 風情、 太鼓 のばち の 音に き く 驪 山宫 

の いにし へ 、かく やらん，/」 思 ひ しられけ る、； n 々の 見 

物 は つ くば 山の 麓の ご VJ し、 閒し はげに さる 物に て、 

山鳥の なが- しぐ、 筧の 水の た ゆる 事な ぐ、 さもい 

さぎよ き 口上 は、 柳の 糸の 亂れ なく、 窓の 吳竹 すぐな 

る わた 道の みちた る 狂言 は、 いかなる 人 丸の あねむ 

こも 難 や ベ き 事 かた からん や 

一 、此 所に 來 たりて 見物す るに も 色々 有、 棧敷 にいる 

有、 芝居に いる 有、 辨當を 持た る 有、 さゝ へ を こしに 

つくる も 有、 然る に棧 敷に いる 方々 は、 上より 舞臺を 

見お ろせば、 又 芝居の VJもがらは、前なるはもゝじ-^^^ 

になり、 うしろ 成 は のびあが りて、 耳 もど 迄 口 を あ 

け、 诞を 流しう ちゑみ て、 さも 大きなる 聲を あげ、 何 

樣 たれ 樣 おで やつ ャ"、 やう /\ つか ひ 申な V -、、  V- よ 

1  ぉ戶 ^ 111 ^  S  — 


めき 渡る 者 あ. 9、 是は貧 福の 人に も よら や、 たいひ や 

うきん のよ たくれ ものが いへ る 物 行 や、 或 ひ は笛鈹 

しゃみ せんな V- を しらべ 合せ、 歌 をうた ひ、 舞の なか 

ば 又はせ. 9 ふの 最中に、 わけなき 口 をた ゝくゅ へ 、物 

音 もさ だかに ii へや、 然るに 己れば かりが 面白き VJ 

て、 人の 嘲り か へり 見す、 是 なん， お： fuM の 馬鹿者なら 

ん、 哀れ 止させた やく、 

あやつ hs も かぶき もお なじた はふれ の 

うき を わする ゝなぐ さみの たね 

一 〔はま 町极 1^ 兵 部 殿 屋敷の かし 通 六 町 之 間、 右兵 部 

殿 やしき 八十 間 程 有、 南 橫屋， 東へ 道 有、 右に 多田豊 

前 守 殿よ こや、 伊勢 權右衞 門 殿 南條勘 右衞門 殿、 橫キ 

に 道 有、 前の 通 東へ 行に、 右が はか V」 由 井 長 右衛門 殿 

洒井甚 之丞殿 野瀨武 右衞門 殿、 此間 1 一町、 左 兵 部 殿よ 

こや、 左右に 道 有、 左 同朋 町、 行 あたり 甲斐 庄右衞 門 

殿、 前の かし 通 南へ 行に、 本 田 豐前守 殿、 よこてに 道 

有、 前の かし 通 南へ 行に、 左 材木 手代 衆、 長 坂 七 之 助 

殿 堀 長 門 守 殿 吉野喜 之 助 殿 簑部與 藤 次 殿、 よこてに 

道 有、 前 の か し 通 南 へ 行に 、左 松 } ^備前 守 殿 本田彈 正 

殿 內藤志 摩 守 殿 古田 兵 部 殿、 右に 橋 有、 橫 手に 道 有、 

1 一 1 十九 
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右 秋 本 攝捧守 殿、 左 稻葉丹 後 守 殿、 行 あた. 0 酒 井 日向 

守 殿 水！ IU 辛 相樣御 やしき 有、 前 本 通へ 出る、 井上 相 摸 

守 殿、 愛 を 三 侯 VJ いふ、 右 之 通 かし 也、 

一 、同朋 町 色々 う- > 物 有 也、 此 同朋 町 一 町 南へ 行て、 

それよ， 9 西へ 少し 行ば、 南へ 道 有、 すぐ 道濱 町へ 出 

る、 南への 通、 左 甲斐 庄右衞 門 殿 萩原 十 助 殿よ こや、 一 

町 過て 同 かざ 萩原 十 助 殿 金 丸 喜 右 衞門殿 鈴 木 庄右衞 

門 殿よ こや、 向 阿部 甚 五郎 殿 成 瀬 三 右 衞門殿 設樂七 

左 衞門殿 武藤庄 五郎 殿、 此間 一町、 左右に 道 有、 行 あ 

たり 三 上 市 右衞門 殿、 南つ いき 小 泉 茂 右衞門 殿設樂 

勘 右衞門 殿、 それより 屋 しきの 地 尻な， 9、 向に 屋敷の 

橫屋 なり、 右の 三 上 市 右衞門 殿より 北つ いき 富本武 

兵衞 殿、 向に 石 律 九 右衞門 殿、 南つ レき鈴 木 庄右衞 門 

殿、 此分 一 町 有、 前の 本 通へ 出て、 左 酒 井 作 右衞門 殿、 

右 河 合 甚五右 衞門殿 横屋、 太 田 六 右衞門 殿よ こや、 此 

所 を 過て 右の 方へ 道 有、 同が はかざ 太 田 六 右 衞門殿 

長 谷川 佐 太 郎殿竹 田 五 右衞門 殿、 左が はかど 志賀權 

右衞 門殿靑 木金 五郎 殿 靑山五 右 衞門殿 山 本 忠右衞 門 

殿、 此間 左右に 道 有、 前の 通り 南へ 行ば、 左 森 川 助 右 

衞門殿 志賀權 右衞門 殿よ ， ^ や 、梶治 郞兵衞 殿よ- J や 、 


此所を 一 町 過、 右に 道 有、 同が は 片側な り、 梶治郞 兵 

衞殿櫻 井藤 兵 衞殿小 西 九 右衞門 殿、 此間 一 町、 左が は 

中程に 南への 道 有、 右 か V- 靑山善 右 衞門殿 橫屋、 此間 

四十 間、 行 當り美 濃 部 與藤次 殿 地 尻、 左右に 道 有、 

一 、松！^ 兵 部少殿 向が し濱町 ごい ふ、 眞木 がし 也、 四 

丁の 餘 過て 小 橋 渡りて、 右が は 板 倉 倂 豫守 殿大 32德 

十 郞殿朝 倉 新 十 郞殿永 井信 濃 守 殿 同 伊賀 守 殿 洒井修 

理殿 阿部 對 it 守 殿よ こや、 此間四 町、 行 あた， 9 三 俣の 

落 合、 左に 小 橋 有、 井上 相 摸 守 殿 やしき、 右 之 通 川ば 

た、 阿部 對 i=T 守 殿 酒 井 修理 殿、 小 橋 わた， 9 て 同 雅樂^ 

殿， うしろに 安藤 對馬守 殿 土 井 周 防 守 殿 やしき 有、 前 

雅樂頭 殿 通 を參り 候へば くづれ 橋へ 出る、 是 まで 四 

町、 左に 小 網 町な- 5、 右の 方く づれ橋 を 渡りて 左り 箱 

崎 町、 すぐ 道 三 町 行ば 大 渡しへ 出る、 前の 箱 崎 町の か 

し を 通りて 南へ 行に、 左に 久世 大和 守 殿 やしき 有、 此 

間 半 町 過て 東へ 行に、 左久世 大和 守 殿よ こや 半 町 有、 

右松 1^ 伊豆守 殿朽木 伊豫 守 殿 阿部 播磨守 殿、 行 あた 

り 堀 田 對馬守 殿、 右 皆 はまやし き 也、 此間四 町 あ.. y、 

三 侯 

一 、此所 を 三俣ビ いふ 事 は、 淺草新 堀靈厳 島、 此 三方 


より 通じて 水の ながれ 分る ゝ ゆへ、 三 俣 ビは申 也、 ま 

こビに その 景 はか. 0 なし、 北に は淺 草、 深 川、 新田 島、 

東 叙 山、 待 乳 山、 眼の まへ にさへ ぎりて、 西の方に は 

當御 城下 榮々 棺繁 く、 愛宕の 山の 權現堂 霞 を わけて 

見 へ わたり、 辰 巳の 方に は 伊豆の 大島、 ひつじ さるに 

あた. 5 て は、 三國 無双の 富士の 山、 半 を 雲の 打蔽 ひ、 九 

夏 三 伏の あっき 日も絕 せぬ 雪の 峯 白く、 夏 あっき を 

もしら 波の、 か へらん 事 も 忘る 也、 東 は遙に 安房 かづ 

さ、 南 は， 澄 海滿々 た. 9、 いつに まさりて 望月の、 三 五 

の暮の 船遊び、 こビに 勝れて ゅゝ しけれ、 贵 きも 賤し 

きも、 釉を つらね 裳 を そめ、 思 ひ.^ \ に 出船の、 うき 

にう きたる 有樣 を、 かの 金 岡 も 筆 を捨、 繪に うつす VJ 

も かきが たし、 さて 又 ふねの たは ふれ は、 歌 をうた ひ 

舞 を まひ、 琴 さみせんに 笛 太鼓、 波 もろ 共に さいめ か 

せ、 さて 船々 の ふなじる し、 ふじおろ しに もませ つ ゝ、 

色^ (.» の花 火の てい、 流 泉 は 雲 を わけ、 玉 火 は 波に う 

つろ いて、 しだり 柳に 絲ざ くら、 風に 亂る ゝ有樣 は、 

吉野龍 田の 花 もみお、 是に はいかで まさるべし、 

さあ 御座れ 月 も 見つ また 船遊び 

一 、く づれ 橋よ..^ 南へ 半 町 ゆけば、 右て に溪橋 有、 此 
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橋 を わたりて 右に 靈巖 橋、 左に かし 通 二 町、 町屋 有、 

大 渡しへ 行、 右の 橋 筋 半 町 ゆきて、 左て に 道 有、 東へ 

行ば 新濱 町、 つ 3- きにし ほ 町、 行 あた， 0 町屋、 左右に 

道 有、 前の 淺橋筋 を、 それより 壹町 行て、 左手に 道 有、 

かしば た 新 四日 市、 壹 町め 二 町め 三 丁め 四 丁め まで 

有、 う b 物色々 有レ 之、 行 あた b 川、 左手に 川ば た 一 町 

半町屋 有、 前 の 溪橋筋 南 へ 行に、 小 橋 わたりて 左手 に 

町 有、 かしば た 也、 半 町 行て 南へ 道 有、 長 崎町壹 町め、 

東行ぁたh^川、ぅしろ同ニ丁め、 前の 通壹町 行て、 右 

て に 道 有、 松 1^ 兵 部 殿 やし き へ 行、 前 のかし 道 東へ 行 

に、 白銀 町 一 町め 二  丁め 三 丁め まで 諸 商人 諸 職人 有 

レ之、 行 あた， 5 川 也、 前の 溪橋 筋の かし 南へ 壹町 ゆけ 

ば、 左 井上 宮內 少輔 殿、 此 やしき 壹町半 過て、 よこて 

に 道 有、 かし 端壹町 過て 小 橋 有、 渡りて 東 は 淺町壹 町 

め 二  丁め まで 有、 材木が し 也、 壹 町め 二  丁め の 間、 南 

の 方に 高 橋 有、 前の 通行 あたり、 左 松 } ^兵 部 殿 戶田釆 

女 正殿、 天 野 孫 右 衞門殿 やしき 有、 向に 石 川大隅 殿つ 

き；^ やしき 見 ゆる 也、 

越 橋より、 北 八 町 堀、 稻荷 橋、 高 橋、 靈巖 橋、 將 

監橋、 江戶 橋までの tS  、屋敷町 小路 之 事 

四十 一 


(し は 本 日） 
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四十 二 


一 、江戸 橋、 此 所に 借 船 有、 土て まへ に 四：：： 市廣 小路、 

中道 通に いろ./,^ うり 物有レ 之、 日々 此 所へ 持 出て 營 

み どす、 すぐ 道 本 材木 町 通壹町 目よ. 0 八 町め まで あ 

、行 あたり 左戶越 橋な，^、 右の 町に 諸 商人 諸 職人 有 

レ之、 かし 端な り、 小 橋 あ. 5、 但壹町 目/, ^に 一 つづ、 

橋 八つ 有、 材木 町 壹町目 將監橋 を 渡 向 へ 越、 牧野 佐 

渡 守 殿、 橋の 前 右 向井 將監 殿、 それより すぐ 道へ ゆか 

や、 南へ かし 通間宮 造酒 之 助 殿、 橫 手に 道 有、 前の かし 

通、 左 九 鬼 式部 殿 小濱孫 n 一郎 殿 小 笠 原 安灘守 殿、 よ - J 

てに 道 有、 前の かし 通 南 < ^行ば、 左 松 }^ 越 中 守 殿、 前 

に 橋 有、 越 中 橋 どい ふ、 越 中 殿 やしき を 過ぎて 橫 手に 

道 有、 前の 通 南 へ か し 通 を 行ば 、鳥 井 兵 部 殿、 よこて 

に町少 有、 兵 部 殿 前に 材木 町 へ 橋 有、 南 へ 行 あたり 八 

町 堀な. 、是 まで 以上 八 町 也、 石 を あきな ふ、 北 八 町 

堀  一 丁め より 五町め 迄 有、 行 あたり 高 橋、 左に いなり 

橋 有、 いな， *y の宮 有、 四 丁め VJ 五 丁め .ヒ の 間に 今村傳 

三郎殿 やしき 有、 

一 、北 八丁 堀壹 丁め W  二 丁目の 間より、 かやば 町まで 

通 道 有、 北へ 行に 右 前 田 左 兵衞殿 H 向 半 右衞門 殿よ 

こや、 左 鳥 井 兵 部 殿 うら 長 や、 右 宫崎若 狹守殿 組六ケ 


所有、 左 松 1^ 越 中 殿 裏 長 や、 右島 田 出 雲 守 殿 組 五ケ 

所、 左 小 笠 原 安藝 守 殿 小 濱孫三 郞殿九 鬼 式部 殿 裏-良 

や、 間宮 造酒 之 助 殿 向井 將監 殿、 此衆 やしき 尻な り、 

右島田出雲守殿^堀ぎはに山王御たび所有、 左 牧野 

佐 渡 守殿襄 門、 是 まで 七 町、 右て に 道 有、 東へ 行に か 

やば 町壹 町め 二  丁め まで かし 端 也、 此 所に 藥師堂 有、 

行 あたりれ いがん 橋へ 出る、 

一 、北 八 町 堀 三 丁め 四 丁め の 問より 北へ 道 有、 此通壹 

町の 餘、 行 あたり 秋 田 淡路守 殿、 それより 西へ 行に、 

右 溝 口 左 近 殿、 左 加賀井 兵部少 殿、 つ  >  き 松 } ^丹 後 守 

殿、 是 まで 壹町、 左右に 道 あ. 9、 

1 、北 八 町 堀 二  丁目 ビ三 町め の 間に 通 道 有、 北へ 行に 

左 三 宅 甚右衞 門 殿、 ついき 宫 崎若狹 殿、 伹し 右松！^ 丹 

波 守 殿よ こや、 溝 口 左 近 殿、 入 込 島 田 五郎 兵 衞殿舯 尾 

市 右衞門 殿、 左 b 島 田 出 雲 守 殿 組 又 一 ケ 所有、 左り 山 

王お たび 所、 行 あたり 小 橋 有、 渡ば 左右に 道 有、 此間 

六 町な り、 

紀伊國 橋より、 眞福寺 橋、 南 八丁 掘、 稻荷 橋、 鐵炮 

津、 幷に 築地、 齷留 橋までの 內、 やしき 町 小路 付 

の 事、 付 西本願寺 之 事 
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一 、紀 伊國橋 まへ、 紀州中 納言樣 御屋敷 有、 是ょ. 0 し 

ほざめ 橋まで かしに 付、 木 挽 町  一 丁目 同 二  丁目、 うし 

ろに 坂 倉 隱岐守 殿 小 出 甚右衞 門 殿、 道 二  丁の 右左り 

に有レ 之、 木 挽 町 三 丁め 南 横 通に、 左 朽木彌 五兵 衞殿 

京 極 主^ 殿、 右松 1^ 美 作 殿 うら 長 や、 此間ニ 町、 まへ 

のかし 通 南へ 行に、 木 挽 町 五 丁 め 、此所 に き やう げん 

づ くし、 あやつり、 其 外見せ 物色々 有、 南 横 通行 あた 

b 松 平 久之丞 殿、 南つ いき 山 岡 三 郞兵衞 殿、 左右に 道 

有、 木 挽 町 七 丁め、 行 あた h- しほ V- め 橋な. o、 右 町中 

に 諸 商人 諸 職人 あり、 かしば たなり、 

一 、きの 國橋右 木 挽 町 通 左 か V- 、紀州 中 納言樣 御藏 屋 

敷、 それよ. 0 橫 手に 付 東へ 道 有、 かしば た 一 町の 餘行 

て 右て に 入 込 有， 右が は 松 1^ 權左衞 門 殿 加々 美治郞 

右衞門 殿、 左 新 庄長門 殿、 それより 前の かし 通へ 出て 

又 東の 方 へ 廿間程 行ば、 左 北 へ 道 有、 前の すぐ 道 半 丁 

程 行ば、 右伊 達宮內 殿よ こや、 行 あたり 本 田 兵 部少輔 

殿、 右 南 へ 道 ありて つぼう 律へ 出る 、前の 通 ふ 左 北 へ 

道 有、 是を 行ば 左手に 眞福寺 橋、 愛に 借 船 有、 東へ 行 

道 かしば たは 南 八丁 堀壹 丁め 二 丁目 三 丁め、 同 うら 

通に 牧野 八 太夫 殿 松 1^ 和 痰 守 殿、 五目め 左， 0 稻 荷の 

四十 111  I, 


—  江戶雀 一 11 卷 目  

宫有、 同 橋 有り、 此所 にかし ぶね あり、 

1 、 濱通表 筋の 分、 いなり 橋 南橋づ めより、 少し 東へ 

出て 本溪町  一 丁め 二 丁め、 此 間によ こ 道 有、 前の 通 南 

へ 行 Li  、小 橋 を わたりて ふな まつ 町  一丁め 二 丁め、 此 

間に 道 有、 ならび あかし 町、 右に 小 橋 有 • 西本願寺の 

道な， 5、 

1 、右の 通 うら 筋い なり 橋 通 南へ 行に、 半 町 過て 行 あ 

た h ノ松 }^ 和 守 殿、 それより 東へ 十 間 程 行て 南へ 行 

ば、 左 石 川 八 兵 衞殿久 治 本內藏 殿、 小 橋 わたりて 本 田 

越 前 殿 よこ や、 右に 表門 有、 前 のっ^ き 井伊 兵部少 殿 

松 } ^山城 守 殿 } ^井 卜 養 橫屋、 行 あた. 9 海、 右に 橋 有、 

此間七 町 半お、 

一 、右の 內本田 越 前 守 殿 表門 を 四十 間ば かり 通りて、 

小 橋 有、 渡りて 左 小 笠 原箄人 殿、 右松 近 江 守 殿、 行 

あたり 堀な り、 此間ニ 町、 左に 道 有、 南へ 行に 左 か，，、」 

加々 美 甲斐 殿、 前に 橋 有、 加々 美 橋 ど 云、 VJ^ り淺野 

釆女殿 堀ば た 也、 行 あたりに 橋 有、 西本願寺 へ の 道な 

り、 此間三 町 あり、 

一 、加々 美 橋 筋、 橋 を 渡りて 左り に 道 有 、ほりばた 也、 

前の 加々 美 橋 筋 を 西へ 行に 掘な り、 左 荒 川 右近 殿 松 


SI 十四 

1^ 木工 殿 岡 部 主 水 殿、 左に 道 有、 前の かし 通 西へ 行に、 

左 森 助 十郎殿 一 柳權之 1^ 一 殿 安藤 内藏 殿、 此間 1 一町、 右 

てに 橋 有、 左 b 手の 道 南へ 行に、 堀ば た 左が は 安藤 內 

藏 殿よ こや、 水口 內記 殿、 此間壹 町. よこてに 道 有、 同 

が は 雨 宫對； iil 守 殿 渡 部 半 右衞門 殿よ こや、 右が は 松 

1^ 與右衞 門 殿よ こや、 丹羽權 右衛門 殿よ こや、 右て に 

道 有、 前の 通り 東へ 行に、 右が は 織 田 生計 頭 殿、 左手 

に 道 有、 前の つ V き 溝ロ甚 五右衛門 殿 地 尻、 右手に 道 

有、 前の 通 左が はかど 松 下 加 兵 衞殿朽 木 隼 人 殿 极1^ 

大藏 殿、 右 戶澤能 登 守 殿 うら 長 や、 此間三 町、 行 あた， 5 

堀な b/ 左右に 道 有. 前の 堀ば たへ 歸 りて 南へ 行ば、 左 

かざ 松； 牛 與右衞 門 殿 靑山藤 右 衞門殿 5, 田 相 摸 守 殿、 

よこてに 道 有、 前の かし 通 南へ 行に 、左 かど 木 下內匠 

頭 殿 龜井貞 右衞門 殿、 ま へ に 小 橋 有、 前の つ い き 掘^ 

吉 殿よ こや、 此間三 丁半、 行 あたり 掘な. 5、 右に 小 橋 

有、 木 挽 町への 道、 左 西本願寺への 道、 濱ば たまで 道 

有、 

一 、右の 內 堀長吉 殿つ^き 山 口 出 雲 守 殿よ こや、 此間 

一 町、 表門 通 を 北 へ 行に、 左 山 口 出 雲 守 殿靑山 藤藏殿 

田 中 作 右 衞門殿 佐 野 喜兵衞 殿、 右山 田淸 太夫 殿よ こ 


や、 花房 宇右衛門 殿 內田傳 右 衞門殿 內藤八 之丞殿 

藤 出 雲 守 殿、 左右に 道 有、 前の 通 北へ 行に、 左 佐野吉 

之 丞殿溝 口 孫 右衞門 殿、 靑山藤 右衞門 殿、 右 土 岐左門 

殿よ こや 、播與 右門 殿よ， 」 や 、續き 富 永 源 太夫 殿 飯 高 

傳八 殿、 左 藤 懸六郞 右 衞門殿 駒 井 三 郞殿溝 口 甚五右 

衛門 殿、 此間 一 町、 左右に 道 有、 前の 通 左 戶澤能 登 守 

殿、 右 本願 寺 寺內、 行 あた.^ 大隅 橋へ 出る 也、 此間又 

一 町の 通、 靑山藤 右衞門 殿、 北つ かき 丹 羽 權兵衞 殿、 

右 藤 褂六郎 右衞門 殿よ こや、 行 あたり 多宫對 守 殿、 

左右 道 有、 此間三 町 半 有、 

一、 加々 美 橋西づ めより 南への 道 三 町、 かし 通行ば、 

大隅 橋に て 行 あた.^ 也、 加々 美 橋よりか し 通 を 南へ 

半 町 行ば、 右て に 西へ 行 道 有、 此道を さして 行に、 左 

後藤 民 部 殿よ こや、 久保 五兵 衞殿、 勢 八 右衞門 殿よ 

こや、 右惣 やしきの 地 尻、 此間三 町、 左右に 道 有、 行 あ 

た 堀 助 右衞門 殿、 南つ^き 渡 部 }^ 右衞門 殿、 前の か 

し 通 一町 ゆけば、 右手に 道 有、 西 を さして 行に、 左 Irt- 

澤能登 守 殿、 此 やしき 一 町、 右が は 极1^ 大內藏 殿朽木 

集 人 正殿 松 下 加兵衞 殿、 是 より 南 へ 行 道 有、 左戶澤 能 

登 守 殿よ こや、 右 溝 ロ甚五 右衞門 殿よ こや、 此間壹 町 

ぉ戶雀 )11 老 OS  —  I 


すぎ て 左右に 道 有、 前 の 通 南 へ 行 に 、右 飯 高 傅 八 郞 殿 

よこ や、 小 笠 原 七 右衛門 殿よ こや、 左 西本願寺、 此間 

壹町 ゆきて 右て に 道 有、 前の 通 南へ 行に 中 山 平右衞 

門 殿 藤 主 殿 殿 戸川 主 膳 殿仝內 藏殿橫 や、 左 本願 寺 

ま へ 、此 間貳町 半、 行 あたり 左右に 道 有、 

徵砲^^西本願寺 

一 、此寺 はいに しへ 淺草 御門のう ちに 有し を、 酉の 年 

の 廻祿以 來は此 地に うつされ、 海 を つき出して 地形 

V, せり、 其 頃 は 人家 も 立 離れて ぃビ さびし かりけ る 

が、 御當家 御繁榮 いやまし、 か ゝる築 島の はてまで も 

軒に 軒 を かさね、 今 は 江府滿 中に な. 5 ぬ、 堂 は 東 向に 

建ら れた り、 前に は海づ らまん-/, ^見お くり 、つくば 

の 山に 安房 かづ さ、 伊豆の 大島 1 目に 見や. 5、 右手に 

ふじの 山 を か、 へ、 さながら 庭に うつし をき、 一 詠 句 

吟 たね VJ せ hs  、誠に 行か ふつり 小ぶ ね、 ながめに あか 

ぬ有樣 な. 、また 發 句に 

時 を かへ す さくや 本願 寺の 花 

一 、大隅 橋 西より 東へ わたりて、 行 あたり 渡 部 大隅守 

殿よ こや、 南へ 堀に 付て 道 有、 左 水 野 民 部 殿、 此町ー 

町 過て 小 田 原 町 一 町め 二 町め、 行 あた -5 堀、 右に はし 
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四十 ふ J; 


有、 左に も 道 有、 

一 、大隅 守 殿 表門 通、 潘 島本鄉 町つ > き 町 二 町 有、 小 

田 原 町 新道な り、 行 あたり 堀、 左右に 道 あり、 

一 、大隅 守 殿 表門 を 一 町 東 へ 行て 南 へ 道 有、 上 柳 町、 

ついきて 淸水谷 町、 水上町、 行 あたり 掘な り、 左右に 

道 あり、 

一 、大隅 守 殿 東よ こや を 一 町 通て 又 東へ 半 町 行て、 南 

へ 行に はま 筋、 江 tl^ 町、 飯 田 町、 川口 町、 橋 を わた b て 

左 松- re 安 ま 守 殿 稻葉类 濃 守殿演 屋敷な り、 此問 一 町、 

行 あた. 0 なり、 

1 、西本願寺 南橫通 かしに 付て 西へ 一 町 ゆけば、 左に 

橘 有 、わたりて 南 へ ゆく に 堀ば た 也、 左 仙 石 長 五郎 殿 

櫻 井 宗玄、 よこてに 道^、 前の 通 南へ 行に、 左龜 井能 

登 守 殿土岐 伊豫 守 殿、 少し ま はりて 山 名 集 人 正殿、 よ 

こてに 道 有、 前 の か し 通 南 へ 行に、 左 尾 張 中 納言樣 御 

やしき、 一 町 半 過て 右て 橋 有、 しほ V- め 橋へ 出る、 前の 

通行 あた トメに も 橋 有、 此橋 わたりて 甲斐 宰相 樣御ゃ 

し き 、 行 V- まり 也、 是ま で 四 町 ほ ど 有、 

一 、右の 內仙石 長 五郎 殿よ こや、 堀ば た を 一 町 ゆけば 

南へ 道 有、 右が は 本 田 源 右 衞門殿 森 兵吉殿 米倉 半 左 


衞門 殿、 よこてに 道 有、 前の 通 西へ 行に、 川 勝 主 水 殿 

妻 木 源 治郎殿 有； 三 五郎 殿大島 左兵衞 殿、 よこてに 

道存、 是 まで 二 町の 餘ぁ り、 
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江戸 橋、 日本 橋、 一 石橋、 吳服 橋、 鍛冶 橋、 すきや 

橋、 山 下 御門、 御成 橋、 新橋、 紀伊國 橋、 眞福寺 橋、 

6S 越 橋までの 內、 町 小路の 事 

一 、 一 石橋 は 日本 橋より 二 町 西に 有、 此 一 石檢 ど いふ 

は、 北に 金 後藤 やしき あり、 南. に^ 服 後藤 家^、 去に 

よって 兩方 合せて 一石な， 9、、J て、 江 わら はべの い 

ひなせ るせ わな. 0 し を、 今に 此橋を 一 石橋，/」 いふな 

り、 

1 、 一石 橋 南橋づ めよ. 9 東へ 行に、 西 川ぎ し 町  一 丁目 

二 丁め、 左右の 道 通 町、 左 H 本 橋、 前の ついき 萬 町、 左 

右の 通 中 通 VJ いふ、 前の っ^き 靑物 町、 行 あたり 左右 

の 通 材木 町、 左 江 戶 橋へ ゆ/、、 是 まで 四 丁 あり、 

一 、-右 之 町より、 一 町 南う しろ 通吳服 橋、 東西に 橋 を 

かけたり、 西 は 見 付、 東へ 行に 吳服町  一 丁め 同 二 丁め 

平 松 町、 つ  >  きて 左 內町、 行 あたり 材木 町 通、 

一 、右 之 町より 半 町、 南う しろ 通 かしょり 東へ 行に、 

大工 町 I  丁め 二  丁め、 ついきて 向 あぶら 町、 川 瀨石町 

！ 、江 —戶 雀，， 四— 卷— Is, 


行 あた. 0 材木 町 通、 

一 、右 之 町より 半 町 南う しろ 通、 大工 町廣 小路 三 町、 

殘る 一 町 は 入 込な り、 左右に 町有レ 之な り、 

一 、右廣 小路より 半 町 南う しろ 通、 かしょり 東へ 行に、 

ひもの 町  一丁め 二 丁め、 つ 5 'きて 下 まき 町  一丁め 同 

二  丁め、 行 あた， 9 材木 町 通、 新道よ こ 町、 右の 町 かし 

より 東へ 行に、 南 まき 町  一 丁め 二  丁、 ついきて 雜町 一 

丁め 二  丁め、 行 あた. 0 小 橋 有、 材木 町へ 出る、 

一、 右の 町より 一 町 半 南う しろ 通、 かしょり 東へ 行に、 

一 丁め 稀 町、 二  丁め さや 町  一 丁め 二  丁め、 行 あた. 0 材 

木 町 通へ 出る、 

一、 右 之 町より 半 町 南う しろ 通、 かしょ. 9 東へ 行に、 

長 崎町廣 小路 二 町；^、 殘る 一 町 入 込、 是 までな. o、 

一 、右 之 町よ， り 半 町 南う しろ 通 、かしより 南、 かお 町 

一 丁め 二  丁め 、すいき 町、 いなば 町、 行 あた. 0 小 橋 有、 

材木 町 通 へ 出る、 但ょ こ 町 新道 有、 

一 、右 之呀 よ..^ 一  町 南う しろ 通、 かしよりから 橋 東西 

に 有. 西 は 見 付、 東の 町 少し 南へ ふりたり、 五 郞兵衞 

町、 疊町 、つ きて 具足^、 すみ 町、 行 あた. 0 材木 町 通 

へ 出る、 
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一 、右 之 町より 半 町 南う しろ 通、 かしょ..^ 東へ 行に、 

新道 二 丁 有て、 左右の 道 通 町筋、 右京 梳、 前の つかき 

竹 屋町ー 丁め 二 丁め、 かしば に 也、 右 小 橋 有、 行 あた 

眞福寺 橋、 すぐ 道 八丁 堀 通、 材木 町筋 へ 出るな り、 

石 を あきな ふ、 

一 、右 之 町よ b 半 町 南. r しろ 通、 北 紺屋 町 I  丁め 二 丁 

め、 此ニ町 かし 也、 右て に 小 橋ニッ 有、 京 橋へ まがり 

て 出る 道な り、 

一 、北 紺屋 町  一 丁め の 西が しの 小 橋 を わた.^ て 南へ 

行に、 かしば た 筋 南 紺屋 町  一 丁め よ 四 丁め まで 有、 

右に すきや 橋 南北に かけたり、 西 見 付、 是 より 少し 西 

へ ふ. y て ゆぐ に、 かしば た 筋 日影 町、 右に 山 下 御門、 

橋 あり 東西に かけた. 5、 西 見 付、 東に 町 二 町 あり、 山 

下町、 鍋町是 なり、 前の かし 通 を 南へ 行に、 山 下町 撗 

了、 つ  >  き 山城 町、 左兵衞 町、 丸 や 町、 行 あた. -幸 町廣 

小路、 左右に 道 有、 

一 、右 之內 すきや 橋 之 通 を 南へ 行に、 すきや 町橫 町、 

左な ベ 町、 右山 下町、 前の 通.^ 南へ 行に、 さがみ 町 か 

が 町 八く わん 町 寄 合 町、 左 新橋への 道、 右 かぎのてに 

御成 橋へ 出るな り、 


四十 八 

一 、南 紺屋 町 二  丁め 東う しろ を 南 へ 行に、 弓 町 新 肴 町 

彌左衞 門 町 新 右 衞門町 竹 屋町惣 十 郞町山 王 町 >  つ い 

きて 大坂 町、 行 あた， -橋 有、 左 新橋、 右 御成 橋への 道 

有 

1 、日本 橋より 新橋まで 通 町つ^き、 南  一 丁め より 四 

丁め まで、 南 傳馬町  一 丁め 二  丁め、 南 かお 町  一 丁め 二 

丁め、 右 W 過て 京 橋、 此 所に 借 船 有、 此橋を 渡..' て 銀 

座 町、 又 新 兩替町 共 云 二  丁め よ b 四 丁め 有、 尾 張 町 

i  丁め 二  丁め、 竹 川 町 出 雲 町、 行 あたり 新橋、 此 所に 

も かし 舟 有、 是 より 品 川 道つ^き 候 ゆ へ 、新橋よ hs 南 

はしば 筋に 人、 先にし るすな hN、 

一、 京 橋 を 渡りて 左に 道、 かし 通 金 六 町  一 丁め 二  丁め、 

行 あたり 眞福寺 橋、 左右の 通 本 材木 町な り、 

一 、右 之 町より 半 町う しろ 通 かしば た、 水 谷 町  一 丁め 

二  丁め、 行 あたりて 左 眞福寺 橋な り 、 

一、 通 銀座 町 東う しろ 三 拾 間 ぼり、 此通を 南へ 行に、 

一 丁め よ b 八丁め まで 有、 材木 町が し 也、 一 丁め にき 

のく に 橋 有、 四 丁め 五 丁め に 橋^、 木 挽 町 VJ 向 ひ 合 

也、 右 之 分 町人の 家お な. 5、 新道よ こ 町に も 諸 商人 諸 

職人 有レ 之、 しるす に 及す、 
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四十. K 


溜池 を 限て、 虎之 御門 外、 櫻 田 御成 橋、 しほ V 'め 

橋 並に 愛 il5 之 下增上 寺邊、 金 杉 橋、 新 堀 を 限り 

て、 西 之 窪、 長 坂、 E ケ窪、 かう が い 橋、 溢 谷、 靑山 

{ 伯 近邊、 赤 坂、 築地 之邊、 增上寺 之 事、 神明 之 事、 

愛 il5 山 之 事、 金 王 樱の事 

I  、 新橋 を 南へ 渡りて 左手に 道 有、 左し ほざめ 橋 • 同 

かしば た薩留 町、 此町を 出て 南へ 道 有、 通 町 新道な 

b^、 左が は 脇 坂 中務殿 松： 牛 陸 奧守殿 保 科筑前 殿よ こ 

や、 又 入 込 有、 神 尾 若 狭 守 殿 森內紀 殿、 左右に 道 有、 右 

增上寺 表門 通、 左濱 ばた、 かし 船 有、 前の 通 南へ 行に、 

左 加 藤內藏 殿、 よこてに 道 有、 前の 通 南へ 行に、 松 1^ 

大隅守 殿 秋 月 佐 渡 守 殿、 左右に 道 有、 右 之 通 通 町 へ 出 

る、 左の 道 fele 讃岐守 殿 表門へ 出る、 但此道 一 丁半、 

前の 通へ 出て 左右に 堀 有、 行 あたり 金 杉 橋 新 堀 筋な 

り、 此問 十二 町 半な b、 

一 、新橋 筋 通 W を 南へ 行に、； n 比 谷 一 丁め より 三 丁め 

迄、 西 新道に 稻 荷小宮 有、 源 助 町 露 月 町 芝居 町 宇田川 

町， 此町は 殊の外 長き 町 也、 小 橋 は 宇田河 橋 ど 云、 此 

橋 を 渡りて 南へ ゆく に 神明 町、 右ての 道 神明へ 行、 前 

の 通 南へ 行に、 久右衞 門 町  一 丁め、 右手 增上寺 表門み 


ゆる、 久右衞 門 町 二 丁め 同 三 丁め、 行 あたり 金 杉 橋、 

右に 道 有 十 一 町が 間に 新道 横町、 諸 商人 諸 職人 有， 之、 

芝 三 綠山增 上 寺 

1 、三 綠山增 上 寺の 開山 は、 上 總國之 住人 千 葉 之 助の 

末孫 千代 どい ひし 少人 也、 幼稚の 時より 出家 を， y」 

げ 、後 は 其 名 を 聖 聰 ビ 申け る、 然る に 眞言 の 宗流を 汲 

て、 秘密 金剛の 妙 用 を 仰ぎ、 遍照舍 那の實 際 を 求め 給 
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ひて、 のちに は 江府の 貝塚の 臺 光明寺に 住せら る、 今 

此地は 松 1^ 伊豫 守 殿、 其 比 ほひ 人 王 百 一 代 後小松 院 

の 御宇に 當れ り、 其 時 至徳ー 一年 乙 巳の 夏、 光明寺に し 

て論義 有、 讃題は 善導 大師の 四 帖の疏 に、 長 時 起行果 

極 菩提 W いふ 釋 文な， 5、 然るに 此聖聰 一山の 能 化 

して、 諸 化の 楚問者 答 者 互に 法 問の 扉 を 開き、 疑 難の 

石を碎 かん VJ す 、愛に 源 1 仝 上人よ， 七 世、 酉遝 社了譽 

聖冏 上人 は、 托鉢の 體 にて 彼講席 法文の 場に 立て、 つ 

くぐ 是を 開きた まひて 莞爾 VJ 笑て 歸， 9 給 ふ、 塞聰 

此. H を 兒て、 みづ から 座 を 立て 跡 を 追 ふて 尋給 ふ、 や 

う，/ \淺 草の 邊 にて 追 付、 終に 其 笑 を ふみくて 返く 

事 を 問 ひ 給 ふに、 了 譽其故 を 答 給 ふ、 それより 耳に 口 

に  <1 戟を ふくみ、 身に 妙 道の 錢を きて、 釋福 文の 利に 

勝ん ど展々 問答し 給 ふに、 淨 土の 奧 儀に 舌 を まき、 聖 

聰 深く 此法 を 念 じ て 、今迄 の惡念 名利の 鋒銳を 折て、 

忽我法 をす て ゝ了赛 上人の 弟子-/」 なり、 則 我 寺を改 

て 三 綠山增 上 寺ど號 して、 今に 大逮社 酉 春塞聰 上人 

ど拜し 奉る、 第二 代 をば 明 蓮 赴 II 仰 上人な り、 第三 世 

は定速祉！^-觀音譽上人ど號す、 此和尙 は 心に 大願 を 

發し給 ひて、 億々 の 衆生 を 度 せんど は 志た まへ V- も、 


五十  . 

末世の 故にて、 皆 人 邪見 放逸に して、 十 惡の繩 にから 

めら れ、 三 毒の 海に 沈め. 9、 いかにもして 誠の 心 ざし 

を 起さし めん VJ 、みづ から 誓願 をお こして、 臨終の 時 

節に いた. 5 て 火 車の むかひに 得 給 ふ、 其 時の 辞世 詠 

歌是 あるよ し、 或 人の 曰、 此上 人前の 年に 火 車の むか 

ひ を 得 給 ひけ る に、 我 今す- ^ し 衆生 を 引導し て 、弟子 

同宿に も 一 勺の 舟 をな さん、 來 年の 今月 今 =1 にむ か 

ひ に ビ 仰ければ、 火 車 は 行方 しらす うせに け る、 震動 

雷電 も その まゝ やみに ける、 又 ぞゃ月 も ：《 も 違 は ざ 

るに、 權 者の 上 VJ はい ひながら、 ふしぎ成ける-^5-共 

也、 誠佛 在^の 提 我 朝の 守屋 も皆是 衆生の 見せし 

め 也、 今の 昔 譽 もさの ごビ く、 方便の ためなる べし、 

又道號 戒名 を ひどつ に 合すれば 、垂觀 音 V」 見へ たり、 

有難し，/^、 なん ぞ疑を 起さん や、 其 後 時代 愛に 推移 

りて、 第 十二 代の 和 尙を貞 連 社源譽 上人 ど號 す、 是ょ 

ト>  柬 權現 台徳院 殿、 將軍家 二 代の 戒師 たり、 慶長十 

五 年 庚 戌に 當て、 普 光 觀智國 師の號 を 賜. y ぬ、 今に 至 

てい やましに 繁昌して、 一 天 四海に かくれな く、 諸國 

より 寄 集まる 所 化 多ければ、 寮 を 作りて 立った へ、 本 

堂の 右に 御魂屋 有、 その 美麗なる 事 金銀 を 以ての ベ 


付たり、 七寶^ 嚴も かく や あらん VJS はる ゝ、 山の 上 

に五重の塔有、銅1^^造なり、^婆則寂光の淨土.、」はか 

かる 事 を や 申べ し、 又當 寺の 院號を 廣度院 v> も 申す 

ビ かや、 

まさるら への てら 

ゑ V- なれ V- 淨 土に 增上寺 

增上寺 表門 通に 町 有、 又 南の 方つ いぢ 道に 町 一 一町 有、 

新 堀へ 出る、 行 あたり 橋な， 9、 すぐ 道 西應寺 前へ 出 

る、 增上寺 表門 通 を 半 町 ほ V- 過て、 左右に 道 有、 是は 

神明の 鳥居より 新 堀まで 道 有、 二 町の 餘な 、左右に 

付て 北へ 行に、 半 町 程 雨が は 町 、神明へ 出る、 左齋藤 

修理、 右 かざ 金剛 院な. o、 

芝 E 比 谷 神明 之 事 

1 、當社 神明 は、 人 王 六十 六 代 一 條院 御宇 寬弘ニ 年 乙 

巳 九月 十六 H に、 御 神幣幷 に大牙 1 枚此 所に ふりく 

だ， 9 給 ふ、 邑 中の 者 共 驚きて、 是 いかさま にも 神明 

の此 地に 跡 を 垂れ 給 はんしる し 成べ しど、 みな/ \ 

あやしみ をな す 所に、 いづく ごもな く 年 七つば かり 

の 女子、 其 所に 步み來 たれり、 忽ち 眼 色 か はり 狂 ひ 出 

て 口ば しりけ る は、 我 は是、 神風 や 伊勢の 內 外の 兩宮 

の 神 也、 是 より 東に あたって 軍の 事 有 ゆ へ に、 常陸國 

お 戶 雀 四卷目 


鹿 島 の 地に 降臨し、 そ の 惡軍を 返 治し て 、今歸 座 の 道 

に 赴く、 然るに 我此 所に 跡をビ 3. めんた め、 一 一 稲の し 

るし を顯 はして 先汝 等に 示す、 早く 宮所を 造る ベ し、 

丹誠 を拓て 信心に 崇敬す るなら ば、 末の世まで も此 

所榮 ふべ し、 我 又 守の 神，、」 なりて 惡事 災難 を 他方に 

しりぞけん、 五穀 は ゆたかに 納 らん、 相 摸 國の內 に 藤 

原 氏の 者齋 藤氏の 者 あらん、 是を 招き 寄て 神職の 長 

VJ あがめ、 宮仕 へ せ させよ VJ て、； p: は あがらせ 拾 へ ば 

彼兒 女もう せに け. 5、 村 中の 者 は 不思議の 思 ひ をな 

し、 先 告げに まかせん どて 小宮 をし つら ひ、 御祌 |2  VJ 

大牙を 納め 奉る， 又齋 藤氏の 人を尋 しに、 相 州 足 柄よ 

り 下しよ せて、 彼 旨 をい ひふくめ、 家 を 造りて 神職 を 

つ か さ V- らしめ たり 、靈 驗實 にあら たにして 、祈り 舉 

るに かな はす どい ふ 事な し、 かくて 數 百年 を 過て 後、 

後鳥羽院の 御宇 建久四 年努の 巳の 年、 右 大將賴 朝 公 

下總 國奈須 野へ 發 向の 時、 當 地の 宇田川に 至て、 賴 

朝 公の 帶給 へ る 御太刀み づ からぬ けて 水底に 沈みけ 

b  、水練の 上手に 仰せ て も ど め 給 ふ 、其う し ろの 方に 

瀬 ありて 水底に 光る 物 有、 是 定て尋 させ 給 ふ 御魏な 

らん，，」 申す 者お、 则 かの 男 を案內 者に して 神明に 御 

1 1 
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參宫 あり、 頓 てうし ろの 瀬に して 太刀 を も，/」 め 得 給 

ふ、 直に 御寶 殿に 納め 給 ふ、 宮 ゐは祌 さびて 何 どなく 

たう どくお ぼしめ して、 御 尊敬 淺 から や、 一 千 三百 餘 

貫の 田 を もって 御 寄附 あり、 それよ. 0 社頭 賑ひ つ 、 、 

次の 年 ふ 神キ； 社僧 彌梵 等まで 軒 をば 並べ 家 を 建て、 

神前の 祈念 怠る 寧な く、 香 花 灯明た ゆる 事な し、 其 後 

星霜 推移り て、 人 王 一 百 二 代 後土御門 院の 御宇 明應 

三年の 頃、 伊勢の 新 九郞氏 KVJ いふ 人 有、 小 田 原の 城 

主大森 實赖を 返 治して 城を乘 取り、 是をー 初て あまね 

く關東 を打從 ふ、 後に は髮を そりて 早 雲ど號 す、 此 

時に あたって 當 社の 御頜を 削. 0 取って 我 知行 W なし 

ける、 是に 依て 社 人 V- も飢に 望み、 宮居 悉く 大破に 及 

で、 霧に 朽 風に 倒れて 修理す る 便 を 失 ふ、 夫よ. 0 數十 

年が 間 諸國亂 世し ければ、 おの づか ら參詣 する 人な 

し、 然る 所に、 正 親 町院の 御宇 天 正 年中に、 東 照權現 

關東御 在 城の 頃よ. 5、 絕 たる をつ ぎ廢れ たる を 興し、 

神社 領額 いにしへの ごどく、 此宮も 同じく、 昔に は M 

す どい へ V- も 形の ご W  ( 再 典 を營 み 、宮領 御 寄附 有 

ける、 此故 にや 社 人 等 安堵の 眉 を 開き、 漸く 祌前賑 ひ 

て、 灯明の 光 を 和 光の 月に なぞら へ 、利 物の 花房 ひ 
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明 


を 施し 給 ふ、 寬永十 一 年 甲 戌、 大將軍 家 光 公 御 信 敬 を 

以て、 當宮は 古 へ に 變らゃ 奇麗に 修造 有け り、 又每年 

九月 十六：：！ に 御祭 禮 V> 號し て 、臨時 の 神 樂を行 ふ、 十 

四 H より 十六 H まで 此 所に 市 を 立て、 いろ， （-の 物 

を 商 ふ 也、 

祌 風の 今にた えせぬ 宮； QVJ て 

かげす > し くもお がむ 諸人 

一 、此 神明の 宫を 出て 東へ 半 町 行ば、 左右に 道 有、 通 


町の 新道な り、 左の 方へ 付て 半 町 ゆけば、 左 南 かざに 

藥師堂 有、 此通 をす ぐに ゆけば H 比 谷 横町へ 出る、 佴 

し 右手 は 町、 左 は 屋敷の 地 尻な. 9、 此ゅ へに 記さす、 

右藥師 堂に 横道 有、 行 あたりて 右に 付 北へ 行に、 三 島 

町 有、 片町 也、 行 あたり 又 町 有、 それより 西 を さして 行 

ば、 右て 東 かざ 平帶 刀殿橫 屋、 一 町 程 行て 橫 てに 道 

有、 前の 通 西へ 行に、 西 か V」 藤 堂 庄右衞 門 殿 ： 牛 野 丹 波 

守 殿、 此間 一 町、 橫 手に 道 有、 前の 通 西 へ 行に、 左が は 

增上寺 うら 門 有、 右 西 角お 谷川 五 左 衞門殿 横屋、 川 勝 

孫 介 殿靑木 甲斐 守 殿よ こや、 此 問  一 丁半、 右て に 道 

有、 愛宕への 道 也、 前 S 通 左增上 寺つ いぢな h -、 南へ 

よこた はりて 行に、 右に 少し 町 有、 片^な り、 右て に 

道 有、 前の 通 南へ 一 町 行て 西へ 行、 左片 町、 右 供奈長 

右衞門 殿、 此問壹 町、 右て に 道 有、 前の 通 西へ 行に、 左 

金 地院、 右 加 藤內藏 殿、 金地院 にっ^きて 片町 有、 此 

問 一 町、 それより 南へ 付て 行、 右 牧野 飛 11 守 殿、 此間 

壹町、 それより 橫屋に 付て 西へ 行、 左 牛 込 太左衞 門 

殿、 此問壹 町 行て 左右に 道 有、 左 金 杉 新 堀、 か はらけ 

町 三 ra 臺 町へ 出る、 右 西の 久 保への 道、 西へ 行に、 左 

信 長 寺よ こや、 右戶田 九兵衞 殿よ こや、 此間半 町の 

E 戶 雀四卷 ： 


餘、 左右に 道 有、 前の 通 西 へ 行に 、右 稻葉能 登 守 殿、 此 

間壹町 、横手に 道 有、 右高 龍 寺 門前に 町 少し 有、 德元 

寺つ いきに 町 少し 有、 高徳 寺 又 門前に 町 有、 左 极平伊 

豫守 殿、 是 まで 二 町、 それより 少 まがりて 南へ 行に、 

左 京 極備中 殿よ - や、 右甲府 宰相 様よ- ^ や、 此問登 町 

半、 行 あたり 新 堀、 左右に 道 有、 前の 通 西へ 行に 上 杉 

喜 次 殿、 ル町 有て 甲府 宰相 樣、 又片 町^、 此間ニ 町 

半 ほど 行て、 右て に 道 有、 前の 通 西へ 行に、 左 太 ra 原 

山城 守 殿よ こや、 右 鍋 島 信 濃 守 殿よ こや、 此間壹 町 行 

て、 左て に 太 ra 原 山城 守 殿、 片町 少し 有て、 大長^ 門 

前 に 町 有、 金 淼帶刀 殿、 又片町 有、 入 込に 甲府 宰相 樣、 

それより 西へ ふ-.^ て 行に 兩がは 町、. 右が はかど 有 

和， M 守 殿 橫屋、 大久保 出 羽 殿、 よこてに 道 有、 前の 通 

西へ 行に、 あき 地 半 町 有， II； 田 孫十郞 殿、 それより 西 へ 

ふ， りて 行ば 雨が は 町 一町、 行 あた. 0 新 堀、 左右に 道 

有、 愛 を 長 坂 ど いふ、 此 問 四 町 半、 前の 通へ 歸. て 西 

へ 行ば、 右 鍋 島 信 濃 守 殿よ こや、 左 有：！ i|> 和， M 守 殿、 此 

間四町程行て右に道有、前の通西へ行に、左有：^^^左衞 

門 殿、 三十 間.^ 餘 行て 左手に 道 有、 南へ 行に 右 大久保 

出 羽 守 殿 戶川土 佐 守 殿、 左 東へ 道 有、 此間 一 町餘、 前 
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の 通へ 出て 西へ 行に、 右 長 谷川 半 介 殿、 片町 有、 左大 

久保出 羽殿撗 liT 此間 四十 間 計 行て 左手に 道 有、 又 十 

間 計 行て 右手に 道、 宗願 寺へ 行、 前の 通 西へ 行に、 左 

が は 元 痰 寺 地 尻、 少し 町 有て、 勝 泉 寺 門前に 町 有、 光 

泉 寺 同じく. 町 有、 舯高寺 門前に 町 有、 板 倉^ 豫守殿 組 

やしき 有、 右 內藤左 京 殿、 此間ニ 丁 宇、 此邊六 木木 ど 

いふ、 左右に 道 有、 前の 通 西へ 行に、 左 梅 龍院、 西へ 付 

て 道 有、 右 少し 町 有て、 法 安寺 門前に 町 有、 長徳寺 ：！：^ 

勝 寺、 同じく 町 有、 長 泉 寺 門前に 町 有、 左町屋 、中程 に 

道 有、 此間ニ 町、 行 あた. 0 鍋 島 攝津守 殿、 左&に 道ぎ、 

前の 通 か へ. 9 て 北 へ ふりて 行に、 右 极平大 膳 太夫 殿、 

左 寺 町 屋の地 尻、 又 少し 撗屋 有、 此間 一 町 半、 同 南へ 

道 有、 左町屋 のよ こて、 右 鍋 島 攝津守 殿、 此間 一 町の 

餘 行て、 行 あた， 0 伊達 遠 江 守 殿、 それよ. >  南へ 行に、 

左 京 極賴母 殿、 右 阿部 美 作 守 殿、 此間 一 町 半、 夫より 

東へ 行て、 左 京 極 頼 母 殿、 右 极平縫 殿 殿よ こや、 此間 

一町 過て 左右に 道 有、 右 の 方 南へ 行に 、左 核 本 伊賀 守 

殿、 町の 地 尻、 右松 平 縫 殿 殿 大久保 助 左衞門 殿、 入 込 

阿部 美 作 殿、 此間 一 町、 左に 道 有、 又す ぐ 道 も 有、 前の 

通 北へ ふりて 行に、 左 鍋 島 攝津守 殿、 敎雲寺 幷觀昔 
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有、 右に 谷 出 羽 守 殿、 此間ニ 町、 右て に 道 有 * 前の 通 北 

へ ふりて 行に 、左 井上 相 摸 守 殿 靑山大 膳 太夫 殿、 右 

}^ 安藝 守 殿よ こや、 宵 山 丹 後 守 殿よ こや、 此間五 丁 

半、 左右に 道 有、 此邊靑 山棺， /」 いふなり、 

一 、虎の 門 向に 伏 見 町、 兼 房 町 又お なり 町、 左に 御 

成 橋 有、 是を幸 橋 VJ い ふ 、見 付の 名 は H 比 谷 御門 ど い 

ふ、 夫より 東へ 行 道に、 右廣 小路 左に 有、 前の 通 壹町程 

行て、 ふきで 町、 左 新橋、 右 日 比 谷 一 町 目、 橫町 有、 

一 、右の 町より 宇 町、 南う しろ 通、 久保 町う しろより 

右が は 京 極備中 守殿撗 や、 表門 通 は あたご へ ゆく、 前 

の 通 東へ 行に 稻葉 右京 殿橫 崖、 同 庄右衞 門 殿 分 部 若 

狭 殿よ こや、 同 向 极平求 女 殿橫屋 、大村 Ml 幡殿秋 月 佐 

渡 守 殿よ こや、 同 向有严 T 周 防殿橫 や、 井上 支鐵山 n 次 

郞太央 殿よ こや、 同 向 巾 川 佐 渡 守よ こや、 左： n 比谷撗 

町、 此 所に 喜 多 七 太夫 家 有、 行 あたり 通 町へ 出る、 是 

まで 七 町 半 程 有、 

1 、 ふきで 町橫通 南へ 行に、 左 中 川 佐 渡 守 殿、 右山 內 

次郞 太夫 殿、 岡 部 丹 波 守 殿、 此間壹 町 ゆけば 左手に 道 

有、 前の ついき 木 下 長 右衞門 殿よ こや、 右て に 道 有、 

前の 通 南 へ 行に、 左 岡 部 志 摩 守 殿 片桐新 之 一 殿 、右高 


木 伊勢 守 殿、 此間平 町 行ば 左手に 道 有、 前の 通 西 へ 行 

に、 右 片桐主 膳 正殿、 是ょ h- 西へ 付て 道 有、 左 本 田 源 

七 殿 見 勝 孫 四 郞殿仙 石 因幡 守 殿よ こや、 右高 木 伊勢 

守 殿よ こや、 野 瀨八左 衞門殿 同 ：11 向 守 殿よ - ,- や、 行 あ 

たり 永 井 式部 少殿、 左右に 道 有、 此間ー 一町 有、 

一 、兼 房 町う しろに 南へ 付て 小路 有、 左 有； HI 周 防 守 殿 

野 尻 了 意 盛 法院、 右 秋 月 佐 渡 守 殿 松； 牛 久米之 助 殿、 左 

右に 道 有、 前の 通 南へ 行に、 左 野 瀨近江 守 殿 ほ 向 守 

殿 、右内 田 安 勝 佐 久間五 右 衞門殿 永 井 式部 少殿、 筋 違 

に 左右に 道 有、 前の 通 南へ 行に、 左 仙 石 因幡 守 殿、 南 

橫 てに 佐々 木 源 右 衞門殿 桑 山 主 水 殿、 此間ニ 町、 前の 

通 南へ 行に、 右田 村 右京、 よこてに 道 有、 前の 通、 左 堀 

飛驟守 殿、 南橫 手に 桑 山 修狸亮 殿、 前の 通 南へ 行に、 

右 內藤三 左 衞門殿 神 尾 五太 夫 殿、 左 极平陸 奥 守 殿、 此 

問 半 町 行ば、 右て に 道 有、 前の 通 南へ 行に、 左 溝 口 土 

佐 守 殿 桑 山 丹 後 守 殿 藤 堂 主馬 殿 同 庄兵衞 殿よ こや、 

左手に 道 有、 极平帶 刀 殿、 行ぁた.=^は增上寺っぃぢ、 

左右に 道 有、 此間七 町 有、 

一 、增上 寺 裏門 筋、 南よ. >  北へ 行に、 左 長 谷川 五左衞 

門 殿 藤 掛釆女 殿 本 田 美 作 守 殿、 是 まで 壹町 半、 右 1^ 野 

扛. 戶雀， 1 卷. お . 


丹 波 守 殿よ こや、 それよりか どまで 屋敷の 地 尻 也、 右 

之 内 美 作 守殿橫 手筋 西へ 行、 左 野 瀨庄左 衞門殿 松 平 

丹 後 守 殿 同 但馬守 殿、 右 核 平淡 路守殿 地 尻、 片桐主 膳 

殿、 此間ニ 町、 行 あたり あたご、 左右に 道 有、 右 愛宕の 

左に 藥師堂 有、 左 同が は 极平伹 馬 守 殿 靑木仁 右衞門 

殿同甲斐守殿、右淸性寺、行ぁた..^增上寺っぃぢ、 左 

右に 道 有、 此間ニ 町 有、 

愛 i 右山 此 所の 石 だん 六十 八 有 

一 、そ も- 山城 國愛 {右 山 朝 H の峯勝 軍地藏 W 申 は、 

百 濟國： "羅の 塞な り、 敏達 天皇 十一 一年に、 帝 H 羅は寶 

にして 勇 有事 を 開 召 及ばれ、 彼國に 勅使 を 下して 日 

羅を めしけ るに、 百 濟王惜 みて 渡されす、 重て 勅使 を 

たてられければ、 是非な く 其時來 朝せ り、 帝政 を 問 は 

しめ 給 ふに 、甲お 被て 馬に のり、 廳 前に 進んで ひざ ま 

づ いて、 天下 を 治る 所以 を顯 はせ. 9、 又 德 太子 諸の 

童子に 交りて 共に H 羅の舘 に まみえ 給 ふに、 あまた 

の 中よ. 9 太子 を さして、 是 神人な-^ ビ て三拜 す、 其 後 

日 羅の御 弟子に ならせら るゝ事 有、 文德 天皇の 御宇 

大寶 年中に、 役の 行 若 W 雲遍 上人 VJ 同行に て、 淸 瀧に 

至れる に、 雲 起り 雷な り 雨 ふる 事 車軸の 如し、 もろ も 

^  半玉 
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五十六 


わ 


ろの 天狗 大 杉の 上に 現す、 時に 二人 秘 密言を 以て 

祈らる ゝに、 天晴れか^ やきて、 まのあたりに 地藏、 

龍榭、 窝 奥那、 ffi 沙門、 愛染、 光り を はなち 給 へ ば、 天狗 

は いづく  VJ もな ぐうせぬ、 二人 やがて 山に 入、 神廟 を 

に 立て 、彼大 杉 を淸瀧 の 明祌 ど あがめ 給 ふ、 開山 第 

一. 祖 は雲遍 上人、 ゆ その後 光仁 帝の 御 時、 河 

內國の 住人 藤 井氏慶 俊、 I 聽； s:^ 勅使 を 蒙り 中興せ 

しむ、 和 氣淸丸 建立な り、 又椬武 天皇の 御 時、 岩の 宇 


を改て 護の 字に なさせら るゝ、 太 郞房ど 聞え し は、 文 

徳 天皇の 御 時、 洛 陽の 人 正 六 位上紀 朝臣 御國の 子な 

.5、 名 を眞濟 W 云、 |§總 弘法 大師に 密敎 をう け、 承 和 

の 1 利めに 入！？ 有て、 程 もな く歸 朝しての ち、 高 雄の 峰 

にわけ 入て、 十一 一年が 問 出られ ざり ける に、 いつの 頃 

なる ぞゃ 眞濟染 殿の 后 を 見て 心 迷 ひ、 思 ひの 火 を 胸 

にたき、 終に 貞觀ニ 年 二月に 死せ り、 年 六十 I  、 その 

執心 靑き 鬼，/」 なりて 后 を かし 給 ふ 事 有、 終に は 其 

靈魂大天狗どな.^給ひぬ、 誠に 此山は Ssf を まもり 火 

難 をのが し 給へば、 誰れ か渴 仰の 敬拜 なさ  >  らん や、 

此 故に 東都 江府の 地に 勸請 有、 いよ，^ 其 徳高 くし 

て、 參詣の 人：：：々 にたえ す、 まこ ビに 殊勝の 靈 地な 


こ VJ 寄て かくなん 

風 ぐ」 に 花 を ちらす や 勝 軍 

一 、襲 房 町う しろ 通、 堀 飛 驟守殿 表門 通、 西へ 付て ゆ 

く 道、 左 內藤三 左衞門 殿よ こや、 右田 村 右京 殿よ こ 

や、 谷 內藏殿 堀 三 六 殿 長 谷川 又七郞 殿上 田 彌右衞 門 

殿 跡 部宮內 殿、 左 松： 牛 淡 路守殿 名 子 藏主殿 片桐乂 七 

郞殿、 此間三 町、 左右に 道 有、 左 愛 il? の 道、 前の 通よ b 


少し 北へ 行て すぐ 道 有、 左 大久保 市 左 衞門殿 岡部隱 

岐守殿 天徳寺 表門、 多羅 尾 權右衞 門 殿よ こや、 右片桐 

三 郞左衞 門 殿 戸田 權九郎 殿 山 岡 傅 五郎 殿 山形 市左衞 

門 殿 小 出 斗 右 衞門殿 德永賴 母 殿、 行 あたり 牧野 半 右 

衛門 殿、 左右に 道 有、 此間ー 一町 有、 

一 、右 北う しろ 通、 兼 房 町う しろ 筋、 仙 石 SI^ 殿 表門 

筋 西へ 付ての 道、 左 田 村 右京 殿よ こや、 丹 羽內記 殿、 

三 雲 平 左 衞門殿 赤 井 五 }^ 次 殿 秋 山 六 左 衞門殿 張 部 金 

右 衞門殿 野 瀨市十 郞殿渡 部 大隅守 殿、 右 永 井 式部 殿 

よこ や、 花房 勘 右 衞門殿 岡 本す： 陳大江 次 郞左衞 門 殿 

多賀三 郎左衛 門 殿 11^ 田 市 郞右衞 門 殿 田 村 右京 殿 牧野 

大膳亮 殿、 此間ー 一町 半、 左右に 道 有、 少し 北 へ 行ば、 西 

へ すぐ 道 有、 左 朝 倉 藤 九郞殿 大同 寺 孫十郞 殿、 並 堀 勘 

右 衞門殿 富 永 彥四郎 殿 同源 右衞門 殿、 右 細 川 丹 後 守 

殿 加 藤 源 左衛門 殿、 遠山 與三 右衞門 殿、 並 下 曾 根 三十 

郎殿、 此問六 町、 左右に 道 有、 南へ 少し 行て 西へ 付て 

道 有、 左 竹 中 左 京 殿 11^ 川. W 蕃 殿よ こや、 右多賀 吉左衞 

門 殿 土方 宇右衛門 殿 奥 村 八 郞右衞 門 殿よ こや、 行 あ 

た. 5 は 水 野 民 部 殿、 左右に 道 有、 此間壹 町の 餘 あり、 

一 、右 北う しろ 通、 ふきで 町よ こ 町筋、 岡 部 志 摩 守 殿 
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一 表門 筋、 左 高木 伊勢 守 殿よ こや、 大島雲 八 殿 能 湘近江 

守 殿よ こや、 右 木 下 長 右 衞門殿 池 田 釆女殿 盛 法院ょ 

こや、 此 ill 一町、 左右に 道 有、 前の 通 西 へ 行に、 左內田 

玄 勝よ こや、 一 柳 山城 守 殿上 村 右 衞門殿 毛 利 主 膳 殿 

妻 木 傳藏殿 土方 備中 守殿撗 や、 右 fe, 牛 久米之 助 殿よ 

こや、 水 野 左 近 殿： id 久間備 中 守 殿、 橫 てに 道 有、 前の 

つ いき 山 崎 勘 解.^ 殿 荒木 十 左 衞門殿 一 柳對 島守 殿 島 

律 飛 驛 守 殿、 此間三 町 半 程、 左右に 道 有、 前の 通 西へ 

行に、 左 細 川 丹 後 守 殿 地 尻、 木 下 左 近 殿 杣木彌 五左衞 

門 殿 近 藤 九 左衞門 殿、 右は木下右衞門殿相^:!^遠江守 

殿 谷 出 羽 守 殿 谷藏主 殿よ こや、 左 內藤權 之 助 殿よ こ 

や 也、 野瀨惣 十郞殿 同市 十郎 殿よ こや、 此間三 町、 左 

右に 道 有、 行 あたり 中 西圖書 殿よ こやな. 5、 

一 、右の 內谷出 羽 守 殿 表門 通 筋、 西久 保へ 出ろ、 此通 

南 へ 行に、 左 近 藤 九. 左衞 門殿橫 や、 下 曾 根 三十 郎殿撗 

や、 右 內藤權 之 助 殿下 曾 根 長 次郞殿 多賀吉 左 衞門殿 

よこ や、 筋 違に 左右に 道 有、 前 の 通 南 へ 行に、 左 富 永 

源 右衛門 殿よ こや、 德永頼 ゆ 殿よ こや、 右 竹 巾 左 京 殿 

ょこゃ、牧野半右衞門殿朽木監物殿石}^^-七兵衞殿、右 

に 道 有、 前の 通 左 多羅 尾 權左衞 門 殿つ  >  き ±- 町 有、 天 

玉 十七 
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徳寺 うら 門、 同町 圆照寺 左手に 道 有、 同が は片 町、 淸 

龍 寺、 右遠 山 半 左 衞門殿 同 半 右 衞門殿 野 瀬 山城 守 殿 

齊圓寺 加 藤內藏 殿よ こや、 左 伊奈 三 右衞門 殿よ こや、 

行ぁた.^^金地院、左右に道有、此間三町、 前の 通へ 歸 

りて、 手前より 右 金 彌五 左衞門 殿、 よこてに 道 有、 

右側 北 條左近 殿、 左大 井新 右 衞門殿 极平甚 三 郞殿佐 

久問備 中 守 殿 吉田長 庵 北 條左京 殿、 行 あたり 大久保 

甚 右衛門 殿よ こや、 左右に 道 有、 此間四 町、 前の 通へ 

歸 りて 南へ 行に 右片 町、 仙 石 主稅殿 大要 寺、 町 少し 

有、 時の 鐘つ く 所有、 西久保 八幡 有、 鳥居 を 過て 石段 

有、 四十 九 段 也、 八幡 前より 績 きて 町、 片 町な..^、 西 手 

に 長 遠 寺、 橫 てに 本 田 忠右衞 門 殿設樂 市左衞 門 殿、 向 

に 井上 太 左 衞門殿 組 有、 前の 通へ 歸 りて、 左手 北より 

光明寺、 次 泉 光寺、 門前に 町 有、 加 藤內藏 殿、 少し 町 有 

て、 明 敎寺本 田 一 ^右衛門 殿 岡 部 隱岐守 殿 山 民 部 殿、 

少し 西へ 付て、 それよ. り 南東 ふりて 道 有、 右 かど 戶田 

九 左衞門 殿よ こや、 片町 少し 有、 四- ソ 辻へ 出る、 左右 

に 道 有、 南へ 付て ゆく 道 か はらけ 町な り、 兩側町 也、 

右て に 道 有 、南が は 須磨露 水、 岡 本 玄陳、 曾 高 白 庵、 右 

信 長 寺よ こや、 左 入 込 天 德寺隱 居、 花房 助之丞 殿、 此 


間 一 町 有、 前の 通へ 出て 南へ 行に、 右 須磨露 水よ こ 

や、 熊 野權， 現 堂 有、 つ いき 竹 中監物 殿、 町 少し 有、 池 田 

忠右衞 門 殿、 又 町 少し 有、 大連 寺、 入 込に 秘平 伊豫 守 

殿、 前の 通へ 出て 同が は 町 有、 但兩側 也、 靑木 甲斐 守 

殿 を 限、 左 瑠璃 光寺 石 川 七 左衞門 殿、 つ .5- き兩側 町、 

入 込に 熊 瀨攝津 守 殿 同市 十郎 殿、 前の 通 出て 南へ 行 

に片町 有て、 入 込に 永 井 彥左衞 門 殿、 前の 通へ 出て 南 

へ 半 町 行に、 行 あたり 新 堀 橋 有、 三田臺 町へ 出る、 右 

てに 道 有、 是 まで 十四 丁の 餘、 右の 道 金 杉 新 堀に 付て 

西 へ 行に、 右靑木 甲斐 守 殿よ こや、 京 極 信 濃 守 殿同備 

中 守 殿、 是 まで 四 町、 右て に 道 有、 前 通 右側 甲府 宰相 

樣、 此御 やしき 三 町 過て、 右て に 道 有、 長 坂へ 行、 前の 

通す ぐ 道、 右側 稻 荷の 宮有、 ついきに 片 町、 入 込に 鳥 

居 兵 部 殿、 前の 通へ 出て 西北へ ふ. 9 て 行に、 右片 町、 

向の 入 込 內田出 羽 守 殿、 愛 を H ケ久 保ビ いふ、 前の 通 

へ 出て 北へ 行、 雨が は 町 屋壹町 程 有て、 右 森 甲斐 守 

殿、 左 伊東 宗春、 大橋宗 有、 明 照 寺、 善心 寺、 續 きに 稻 

荷の 宮 有て 淸德 寺、 入 込長耍 寺、 片町 有、 右 大久保 出 

羽 守 殿 うらながや、 此問六 町の 餘、 行 あた. 0 玄泉 寺、 

左右に 道 有、 左 西 を さして ゆく 道に、 右 平 伊賀 守 殿 


片町 有、 左 寺町屋 のよ こや、 此間三 町 行て、 南 を さし 

て ゆく 道に 、左側 森 甲斐 守 殿、 つ い き片 町、 西 光寺、 つ 

づき 誓專 寺、 門前に 町 少し 有、 右 阿部 美 作 守 殿よ こ 

や、 並に 町 有、 左大寶 寺、 妙壽 寺、 右に 長 光寺、 それよ 

り 西側 町 や 少し 有、 右妙專 寺、 左 光明寺、 橫 手に 道 有、 

右 長 福 寺、 左 東北 寺 圓福寺 明 泉 寺、 此問壹 町 也、 二 町 

程 南東へ ゆけば 內田出 羽 守 殿 屋敷へ 出る、 前の 通へ 

出て すぐ 道、 櫻 W 町，、」 いふ、 右手 前に 稻 荷の 宫有、 此 

町まで 1 一町 半 有、 櫻 ffl 町 を 過て 右て に 道 有、 前の 通 南 

へ 行に、 左側 三光院 、ついきに 町 少し 有、 燈 光寺 門前 

に 町 少し 有、 正覺院 ついきに 町 少し 有、 右 町の よこ 

や、 朽木監 物 殿、 左 松 平織 部 殿、 雨 側 町 少し 有て、 十 問 

ばか.^ 西 へ 付て 又 南 へ 行に、 右遠 山 主 殿 殿、 左 多賀左 

近 殿、 右に 稻荷 有、 左片 町、 右 は あき 地な り、 此間三 丁 

程、 左に 廿 間の 餘 東西に 道 有、 此間前 へ の 通 南 へ 行に 

西側 町、 左右に 道 有、 右への 道 南侧、 遠山 主 殿 殿よ こ 

や、 北條 伊勢 守 殿 井上 左 太夫 殿、 右 明 地 はたけ、 此間 

二 町、 行 ざまり な. o、 左への 道に 左側 秋 月 佐 渡 守 殿、 

右 南部 大膳 太夫 殿よ こや、 此間半 町、 前の 通 南へ 行 

に 、左 南部 大膳 太夫 殿、 右遠 山 生 殿 頭 殿 木 下 淡 路守殿 
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岡 部 丹 波 守 殿、 此間三 丁半 程 行て 左に 道 有、 前 之 通 南 

へ 行に、 右片 町、 左 町の よこ や、 此問半 町 過て 左右に 

道 有、 左 之 道 少し 行て 南へ 行に、 一町の 餘 過て、 行 あ 

たり 本 多 越 前 守 殿、 うしろに 京 極 頼^ 殿、 左右に 道 

有、 是迄は 新 堀の 順 道より 道 七 八 町 南 へ 行、 

一 、右 之 內櫻田 町 南に 右手へ 道 有、 此通 西へ 行に、 左 

片町半 丁、 っ^き 畠 有、 入 込に 遠山 主 殿 殿、 右 向に 阿 

部 美 作 守 殿、 是 より 二 町 ほざ 行て かう がい 橋 有、 此所 

狼 谷 VJ いふ 也、 左右に 道 有、 左へ 付て 行ば たんぼ 道 

也、 二 町 程 行て 西に 道 有、 小 坂 上りて 左 山 口 卒左衞 門 

殿 同修湮 正殿、 右に も 同 屋敷 有、 此問三 町 程 行て 右に 

道 有、 前の 通より 一 町 ほど 西へ 行て、 南へ 半 町 程 付て 

ゆく に、 西へ 又 道 有、 二 町 ほ， W 過て 左に 道 有- 同侧明 

地 畠 也、 右側 半 町ば かり 畠 有て、 金 森 萬 之 助 殿、 此屋 

敷 一 町 半 過て 右に 道 有、 金 王 櫻の 邊 へ 行、 一：. J 之 助 殿つ 

づき 渡 部 越 中 守 殿、 此 屋敷 一町の 餘有、 よこてに 付て 

西へ 一町 行、 それより 南へ W 行に 左て に 道 有、 右侧牧 

野 飛 驊守殿 森 》1 向 守 殿、 行 あた h> 同 HI 向 守 殿 屋敷に 

て 行 あたる、 左手に 道 有、 此間四 町、 前の 道 金 森 万 之 

助 殿 屋敷よ. 9 北 通 を 西に 付て 行に、 小 坂 上りて 右 織 

玉 十九 
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田 信 濃 守 殿、 左 is な， 5、 二 町 過て 樱井、 y 之 助 殿、 筋 向 

右手 島 田 出 雲 守 殿 一 柳對馮 守 殿、 此間壹 町の 餘^、 す 

ぐ 道 一 一町 半 行ば、 行 あたり 堀な h- 、對馬 守 殿 表門 通 を 

壹町^ 南へ 行ば、 左に 金 王 櫻 有、 同じく 小み や 有、 此 

あたり 溢 谷 ど いふなり、 

澀谷金 王 櫻 

一 、此、 溢 谷 は、 左 illl 頭義 朝に 召使 はれし 金 王 九，、」 いふ 

わら はの 在所 どか や、 然るに 源義朝 は、 平 治 元年に 大 

納言藤 原信賴 にくみして、 よしなき むほん を 起し、 待 

賢 門の 軍に うち まけて、 主 從五騎 にう ちな され、 東國 

さして 落た まふに、 三男 賴朝 は垂 井の 邊 にして 見失 

ひ、 それよ， 9 四騎 にて、 美 濃の 國靑 墓の i 佰 者が 所 へ 

付 給 ふ、 其 夜 二 男 朝 長 は 流れ矢 膝 口にう けて 行步叶 

ひがたく、 雑兵の 手に かゝら ん事を 無念 に 思 ひ、 腹 か 

き 切て うせた まふ、 義朝 一 方なら す歡 きた まふ VJ い 

へ Vi も、 よしく 弓矢，、」 る 身の 戰鴆の 討死、 なげく 事 

ならす，， J て、 猶東國 へぐ だら れけ るが、 尾 張の 國野間 

內 海に 鎌 田 兵 衞正淸 が 奥 長 田 庄司忠 宗を赖 み、 かれ 

が もど へ 入 給 ふ、 長 田 不忠に して 裏が へり、 If? 鎌 田 を 

うち、 次の H 義朝 につめ 腹切せ 奉る、 金 王ロ惜 くお も 


ひて、 長 田 を 討ん どし けれども、 V J かふして 討 得 や、 

其 の 後 都 に 上り、 義 朝の 妻 常 盤 御前 にかく，、」 語り、 す 

ぐに 出家し 廻國 修行の 身 どなり、 生 君の 跡 を V」 ぶら 

ひ 奉る、 修業の ついで、 故鄕 なれば、 此 所へ 歸 りて 今 

の 櫻， So 植し VJ 也、 さて 又 頼 朝 仰に 從ひ、 判官 義經を 討 

手に 向 ひし 土 佐 正 高 ど は、 此^ 谷の 金 王 九の 事 也、 櫻 

は 殊の外 老木に て、 枝 ま はりに 花の 數 すくなし、 花の 

色 は 白し、 

さく 時 や 金 王の 盛 あり 花の も..^ 

一、 かう：^, い 橋より 右て に 道 有、 一町 半、 たんぼ 路を 

行て 西へ 道 有， 小 坂 上りて 左淨生 寺、 高木 小 左衞門 

殿、 此？ I 二 町 半 行ば、 左手に 道 有、 前の 通 西へ 行て 二 

町 Ife! 西へ 行に、 高木 勘 解 由 殿、 右て にも 同 屋敷 有、 此 

道 五町 ほざ 行て、 左 近 藤の ぼり 組、 右 渡 部 平 三郞殿 

組、 左右に 道 有， 

右 之 分 を 指 置、 溜池 近邊、 赤 坂邊を 書付 可， 巾 候へ 

ざ も、 西南の 限り 知れ 難き ゆ へ 、わざ ど 記す お 也、 

一 、虎之 御門より 西南の 通に 付て 行に、 堀ば た 左 か 

V- 、田 中 大隅守 殿 谷 帯刀 殿 同藏主 殿、 此間ニ 町 斗、 堀 

へ 付て 溜池 へ 出る、 前の 通 南 へ 行に、 右 屮西圖 書 殿よ 


こや、 左 かざ 野 瀨市十 郞殿奥 村 八 郎右衞 門 殿、 向に 水 一 

野 民 部 殿、 左 か V- 戶 川す ー蕃 殿、 此間壹 町 半、 行 あたり 

平 大和 守 殿、 左右に 道 有、 左へ 壹町程 まが， 9 て 東 へ 

行に、 左 かざ 牧野 半 左衞門 殿、 右 か V- 多賀三 右衞門 

殿、 櫻 井 庄之助 殿、 此間 四十 間 程 有、 それよ. 0 南へ 壹 

町の 餘 行て、 行 あたり 牧野 飛 驊守殿 やしき 有、 それよ 

り 東へ 半 町 行ば、 天德寺 うら 門へ 出る、 左右に 道お、 

1 、右之內中西圖書殿^1^門通堀に付て西へ行に、隣織 

田內記 殿、 此間壹 町內記 殿よ こや、 溜池に 付て 二 町 程 

行ば 左右に 道 有、 右 赤 坂 田 町へ 出る、 前の すぐ 道 南へ 一 

行に、 右 かど 山 口 修理 殿、 つ 3- きに 片町 有、 左 かざ 核 

卒 大和 守よ こや、 御手洗 傳左衞 門 殿大久 保^ 右衞門 一 

殿、 右 牧野 半 右 衞門殿 谷 文五郞 殿、 此間壹 町 半、 左右 一 

に 道 有、 前の すぐ 道 南へ 行に、 左 か，、、」 神 尾 左 衞門殿 木 

造 七 左衞門 殿、 右 杉 浦 伊豫 守 殿、 此間 i 町 行ば 撗て に 

道 有、 前の すぐ 道 南へ 行に、 左 奥山 甚右衞 門 殿、 右 か 

ビ荒井 權之助 殿、 左 金 淼左京 殿、 右 本 田 主 Sit 殿、 此間 

壹町 行ば 橫 てに 道 有、 前の すぐ 道 南へ 行に、 左 酒井權 

左衞門 殿、 右？， 》」 木 下 淡路守 殿、 左 花房 外 記 殿、 右_1^- 

谷川 九 左衞門 殿、 又此間 一 町 行ば 橫 手に 道 有、 右近 藤 

お 戸 雀  1^  ^  P 


一 源 左衞門 殿、 左 伊藤 安左衛門 殿よ こや、 西 科 勘 右衛門 

殿、 行 あたり か V- 坪 內惣左 衞門殿 組、 此間 一 町 有、 前 

之 通 南へ 行に、 左 山 內大膳 太夫 殿 後藤 淡路守 殿、 此側 

一 町、 橫 手に 道 有、 前の 通 右 かど 伊藤 安左衛門、 此侧半 

町、 橫 手に 道 有、 西 へ 行に、 左 か》」 伴 野 九 左 衞門殿 石 川 

市 正殿よ こや、 右片 町、 此間 一 町、 左手に 道 有、 前の 通 

西へ 行に、 左 か V-::: 根 權十郎 殿、 右 石 川 若 狭 守 殿、 つ 

づき 片町、 市 兵衞町 V」 いふ、 左 加 藤 金太郎 殿、 此間ー 

町 行ば 右手に 道 有、 前の 通 西へ 行に、 左片町 有、 右淸 

一 圓寺橫 や、 此問半 町、 行當 り善覺 寺、 左手に 道 有、 南へ 

行に、 右 岡 部 丹 波 守 殿、 っ^き 片町、 不動 院、 又片町 

有 、かざ 岡本壽 仙、 左 鍋 島 信 濃 守 殿、 此間ー 町 半、 行當 

有 .ii:? 左 衞門尉 殿、 左右に 道 有、 右靑山 へ 行 道な り、 

一 、右 之 內市兵 衞町西 右手に 道 有、 小 坂 上りて 北へ 行 

に 、右松 平笨人 ffi 殿、 ついき 町 也、 左 淸圓寺 善 覺寺延 

念 寺、 門前に 町 有、 法 忍 寺、 內藤 伊勢 守 殿、 此間ニ 町の 

餘、 行 當相馬 長 門 守殿撗 や、 左右に 道 有、 右 長 門 守 殿 

橫 やに 付て、 右 渡 部 傳四郞 殿、 筋 向に 圓照 寺、 ついき 

て 光照 寺 法 雲 寺、 門前に 町 有、 此間ニ 町 行ば 右手に. 

道 有、 前の 通 東北 へ 行ば 稻荷宮 有、 つ 、>  き 町 少し 有、 

六十  一  „ 
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六十 二 


南部 坂 へ か 、 る、 右 町橫ゃ 少し 有、 伊藤 傳之丞 殿、 安 

• 部 坂 を 越て、 左 岡 部 志 摩 守 殿、 右极平 右衛門佐 殿、 行 

あたり 新 堀 左衞門 殿、 左右に 道 有、 此間 1 一町 有、 

一、 右 之內稻 荷の 御前 筋 東へ 行に、 兩側町 少し 有、 左 

坪 內圭之 助 殿、 右 丹 織 部 殿、 此間 一 町 過て 筋 違に 左右 一 

に 道 有、 すぐ 道 東へ 行に、 右 坏內惣 左 衞門殿 組、 左 道 一 

源 寺、 此間 一 町、 右て に 道 有、 前の 通 一 町 行ば、 行 あた 

り 酒 井 權左衞 門 殿、 左右に 道 あり、 

一 、右 之 內道源 寺 西 橫てを 北へ 行に、 左片 町、 此間半 

町 行ば 右て に 道 有、 前 の 通 北へ 行に、 右 か 坏內宗 左 

衞門殿 組、 行 あたり 眞田 伊豆守 殿、 行 ざまり 您兵衞 殿 

組の 屋敷、 横手 通 を 東へ 一 町 行ば 北へ 道 有， 左 妙 福 

寺 * 伊藤 釆女 殿眞田 伊豆 殿、 此間 一町 行ば 東へ 道 有、 

半 町 行ば 又 北へ 道 有、 右側 屋敷の 地 尻、 左 養 泉 寺、 門 

前に 町 少し 有て 長 泉 寺、 此間ー 丁、 行 どまり 也、 
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江 戶： 雀 五卷目 御城より 南 之 方 

金 杉 橋より 品 川まで、 金 杉 新 堀 を 限て、 淺生 一 本 

、白銀 村 六本 楼、 目黑、 高繩 手まで 之內 

大佛幷 閣魔堂 之 事 水月觀 昔の事 

池 上 本 門 寺 之 事 目黑 不動の 事 

一 、金 杉 橋 を 渡りて、 同  一 丁目 北門 際より 東へ 出る 道 

有、 半 町 行て 右手に 町 あり、 金 杉 うら 町、、」 云、 前の す 

ぐ 道 半 町 程 行て、 行 あた.^ 松原 相 摸 守 殿： M 尾 敷 有、 右 

は 金 杉-つら 町  一 丁目より 四 丁目まで 有、 四 丁目 裏に 

稻 荷の 小 宮有、 前の すぐ 道 一 町 程 行て 小 橋 有、 渡りて 

左に 龜 井能 登 守 殿 岡 部內膳 正殿 濱 やしき、 二 町 程 行 

て 獵帥町 一 町 有、 看 船此所 へ つく、 すぐ 道、 行 あたり 

鹿 島小宫 有、 右手の 道 通 町へ 出る、 

一 、通 町筋  一 丁目より 三 丁め まで 有、 右て に 道 有、 西 

應 寺へ 出る、 金 杉 四 丁目 小 橋 を 渡. 5 て、 芝 肴 棚 ！  丁 

目、 此町殊 之 外 長き 町 也、 左右に 道 有、 右 ふくろ 町へ 

出る， 芝 二  丁目 左右に 道 有、 右長德 寺へ 出る、 芝 三 丁目 

左右に 道 有、 三田臺 町へ 出る、 芝 四 丁目 左右に 道 有、 
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.i ハ十 一 一 一 


四 丁目に つ^きて 田 町 一 丁目、 左に 极平薩 摩 守 殿 保 

科 筑前守 殿 町 やしき 町屋の 間に 有、 田 町 二 丁め 右に 

稻 荷小宫 有、 左側 水 野 民 部 殿 內藤左 京 殿 町 M の あ ひ 

に 有、 左右に 道 有、 田 町 三 丁目 左 中 川 佐 渡 守 殿 水 野 谷 

左 京 殿 松 平安 房 守 殿 町 尾 之 間に 有" 左に 道 有、 札の 辻 

なり、 田 町 四 丁め 左 松 縫 殿 殿、 右 同 若狹守 殿、 町屋ょ 

b 南 也、 田 町 五丁目 同 六 丁め、 左 牧津飛 驟 守 殿 町屋ぁ 

ひに 有、 田 町 七 丁め 左 細 川 越 中 守 殿 遠山. W 殿 殿町屋 

の あ ひに 有、 八幡宮 有、 田 町 八丁 目 左 南部 大膳 殿、 町 

より 南 也、 同 右に 淨覺 寺、 田 町 九 丁め 右に 道 有、 前の 

すぐ 道 南へ 行に 牛 町 也、 兩側茶 や 半 町 ほ V- 有、 右に 

道、 同 北東 かざ 楊 樹院、 左 菅賀支 勝、 此間半 町、 行 ざま 

... '道應 寺、 前の すぐ 道 南へ 行に 濱 ばた、 かし 舟 有、 右 

一町 程の 內に 所々 に 茶屋 有て、 片町 少し 有、 淸 泉院、 

ついき 茶屋 少し 有、 此間 一 町 程 過て 右に 道 有、 前の す 

ぐ 道 南へ 行に、 右 少し 片町 有、 並に 稻 荷の 小宮、 つい 

きて 茶 や、 此間 一 町 行て 右の 道、 同 兩侧茶 や  一 丁ぢか 

く 有て、 向に 閻魔 堂 有、 前の すぐ 道 南へ 行に、 右 茶 や 

少し 有て、 右 之 道 兩側茶 や 壹町程 有、 向に 大佛 有、 

芝 大佛並 閣魔堂 


1 、歸命 山 五 鉢 寺 は 木 食 但唱の 建立 也、 頃 は 寛 永 十二 

年 乙 亥の 年の 事 也、 抑 此但唱 は 攝津國 多 田鄉の 人な 

り、 其 母 有 itT の 藥師に 祈て 儲けた る 子 也、 幼時より 佛 

道の 心 深く、 終に 年 十五に して 木 食但 善の 第 子 どな 

,5  、 其 後 信 濃 國檀特 山 に 入て、 百ケ H の 間 に念佛 三昧 

を 成就して、 向の 嶺に まの あた. H  二 尊の 御影 を拜 す、 

それよ. 9 山 を 出て 又淺間 の嶽に 籠り、 百 H 居りて、 夫 

より 紀州 那智 にいたり、 おこな ふ 事 百 H  、其 外 西國南 


, 江戶雀 五卷目  

海 あまねく 巡り、 色々 の 奇特 を 見る 事た び/ \ 也、 其 

後江 府 へ 下.^ て、 今の 五 賸佛を つくる 、皆 木像に し て 

搭佛 た. 5、 年 六十に して 禪定に 入が 如く 遷化 せらる、 

されば 三 字念佛 のす、 め は、 但善 佴唱ニ 代に して 絕 

ず、 又 山城 國葛 野郡嵯 蛾の 鳴 瀧の 五體 佛も此 時に 

造h^、船に乘せて都に上せられしVJかゃ、 

又 俱唱の 第 子 念 幸 どい ふ 人 有、 是は 都の 東 白 河の 邊 

り 田 中 どい ふ 所に して 地藏尊 をつ くり、 廿五尊 を 共 

に 安置して 念佛 をす ゝ めしが、 是も皁昔がた，.=^どな 

-9 てうせ ぬ、 

又 門前の 二王 も 同 作 也、 石な り、 其 長 一 丈に 及ぶ、 

ある 歸僧來 りて、 小僧に 此佛 はいかに VJ-yj ふ、 小僧 答 

曰、 是本來 歸命山 五輪ぐ そくの 五體佛 VJ 答へ ぬ、 禪僧 

うら ゑて ど hN あ へす 發 句に、 

そ もさん かひら くや 花の 歸命山 

1 、大佛 の 左の 方に 閣魔堂 有、 幷地藏 尊 まします、 垂 

跡の 方便 は 水 ど 波 W の ご VJ  くにて、 誓 は 同じ 御 助け 

にや、 有難 尊像 也、 みな 五 體佛ど 一 作、 但唱の 刻める 

右に 太子 堂 並に 庚申 堂 有、 少し さきへ ゆけば 右て に 
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道 有、 前の すぐ 道 南へ 行に、 右側に まばら 成 町 二 町 

有、 同東禪 寺、 町 少し 有、 右て に 道 有、 廿間程 行て、 行 

あたりに 安體 寺、 南つ いきに 宗淨 寺、 前の すぐ 道 南へ 

行に、 右 一 町 ほ V- 片町 也、 右に 道 有、 极卒薩 摩 守 殿 や 

しき へ 行、 前の 通 へ 出て、 右ての 町 一 町の 餘 行て 右に 

道 有、 有 馬 中務殿 やしきへ 行、 此道 左手に 稻 荷の 宮 

有、 前の 通 南へ 行に、 右 片町ー 町の 餘行て 小山^、 同 

片町 少し 有、 續 きに 松 1^ 美 作 守 殿、 ついきに 小さき 山 

有、 町 一 町 有、 それより 一 町の 餘山 有、 やつ 山 W いふ、 

それより 南へ 行ば 左濱 ばた に稻 荷の 宫有、 是 より 雨 

侧茶 や、 一 町の 餘 過て 右に 道 有、 前の 通 南行に 兩側町 

也、 一 町の 餘 過て 右に 道 有、 御殿山 松林な り、 御茶 や 

有、 前 之 通 南へ 行に、 左右に 町 有て、 右 中程に 泉 福 寺 

東海 寺、 右に 道 有、 一 町 近く 行て、 南へ ついて ゆく、 此 

道 畠 也、 行當り 東海 寺、 西への 道 は 池 上目 黑へ行 也、 

東海 寺は澤 庵和尙 のす み 給 へ る 寺 也、 前の 品 川、 通、 右 

片町ま 原 茶 や、 一 町 程す ぎて 右に 海上 禪林禪 寺 也、 そ 

れ よりつい き 一 呀程町 有、 兩側、 それより 二 町が 間 旅 

• 籠 や 雨が は 有. 5、 右に 驗河樣 表 御門の ぁビ、 內に 入て 

又 御成 御門 有、 五重の塔 有、 右 ざれ も 破 猿した る 


有樣 也、 前の 品 川 通 町屋、 一 町 程 雨が は 町 星、 右に 道 

有、 池 上目 黑へ 出る、 兩がは 町 一 町 程 有、 左右に 扱 平 

陸 奧守殿 屋敷 あ 、是 まで 鈴の 森へ 程近し、 

水 月觀 一昔 堂爱. ^荏 原 郡 品 川鄕ミ いふ 

1 、金 花 山水 月 觀昔は 弘法 大師 安置の 本尊 也、 閥浮檀 

金墨觀 昔の 立像 也、 もど 是龍宮 世界よ b あがらせ 給 

ふ、 大師 唐土よ..^ 歸 朝の 後、 關柬 御廻國 のつ ゐで、 此 

所の 地頭 何某に 賜 ふ、 それより 代々 信 敬し 奉る、 その 

後 品 川 左京亮 VJ いふ 人まで 傅り ける に、 猶古 へに 超 

て持佛 堂に 移し 奉る、 花 をつ み 香 をた き 信じ 尊み け 

る、 然るに 應永 年中に 鎌 倉の 公方 持 氏 公の 時に 至り 

て、 上 杉 禪秀， ヒ合戰 有し 時、 品 川の 一族 討死して 其 跡 

たえたり、 此時 かの 御本尊 を 草堂の 內に隱 し 置ぬ 、愛 

に 太 田 道眞が 子に 持資 入道 道灌 久しく 此 地に 住て、 

深く 御本尊 を 信心す、 その かみ 此所は 西 國中國 の 商 

人 船の 若 岸す る湊 なりし かば、 此地 巾々 繁昌して、 

堂塔 を 建立して 皆 人 あ が め 奉り ぬ 、長祿 元年 四月 に 、 

太 田 道灌. 江戶の 城に 移りて 後、 文明 十八 年 七月に、 そ 

の 主君 上 杉 修理 大夫定 政に うたれ ぬ、 是ょ. り 兩上杉 

不和に なり、 關 東大に 亂て皆 人 居所 を 失 ふ、 是に依 
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て此所 は旣に 破滅に 及ぶ、 爱に小 田 原の 北條家 W 兩 

上 杉 ビ數年 合戦 有しに、 上 杉 家 終に まけて 江戸 品 川、 

小 田 原の 方へ 押領 する、 其 後 また 北條家 武 田信玄 

VJ 爭ひ あり、 終りに は武田 方へ 江戶品 川 を また 切収 

る、 此 時ニケ 所の 舯社 佛閣 を燒拂 ひぬ、 此 故に 今の 

観音 を武田 方へ 取りて 甲 州に 歸.. ^しかば、 その 人忽 

ち大熟 亂 して 口ば し. 9 ける は、 是武州 品 川の 觀昔 

なり、 いそぎ も VJ の VJ ころへ 返し 送れ VJ いふ、 諸人 

大に 驚き、 近き 里に つか はすに、 その 里 乂物狂 はし 

くな り、 口ば し て 品 川へ おくれ W いふ、 然るに 武 

州 ど 甲 州の 境に 新關据 りて、 たやすく 人の 往來 しが 

たし、 愛に 品 川の 乞食 この 里に 來り しに たのみて、 

彼 本尊 を 返しつ か はすに、 乞食 なれば 關所 にても 咎 

めす、 かくて 品 川に 若き て 古への 跡 を みれば、 堂 は 

燒 けて 礎ば かり 殘 りけ るに、 据 へたて まつりて、 やう 

やうに 藁屋を 造りて 入 まいらせけ， 9、 その後 この 近 

邊非. <  多くす み ける を、 寺社 奉行に lit てみ な 拂の 

け、 承應 元年 壬 辰 五月 中旬に あたって 寺 地 を拜額 

して、 時の 住持 權大 僧都 弘尊、 則 形の ごまく 觀昔堂 を 

修造せ しめ 、海 照 山 品 川 寺 普 門院 ど 改められた， 9  、 そ 


れ より 以来 大慈大悲の 御惠み を、 弘誓 深 如 海に た W 

へ、 歷劫 不思議 は 波の ご VJ し、 されば 信心 渴 仰の 人の 

前に は、 1 明の 月の 稀に 宿る に ひどし、 誠に 此ゅ ゑに 

や 水 月觀昔 VJ はいふな. y、 

うつろ ふ は 和 光の 影 か 水の 月 

荏 原 抓 4an.l^qJ き 

千朿 鄉.， ュネ P ま 

1 、そ も/^ 此長榮 山 本 門 寺 は 祖師 B 逮 聖人の 開基 

なり、 昔年： n 速 は 安房の 國小湊 より 船に めし、 鎌 倉へ 

通. 5 給 ひしに、 當國品 川の 浦よ. 0 池 上 村に 入 給 ふ、 此 

時に 關 東の 番 匠の 棟梁 宇 右衞門 尉宗仲 VJ 云 者 あ， o、 

祖師 かの 宗仲が 家に 立より て 一 夜 を あかさん W の 給 

ふ、 あるじ 限りな/、 悅 びて、 さま- 5(\に もてなし 奉 

る、 祖！； 當 地の景 を たま ひて、 愛 は 我 遷化すべき 地 

なるべし 心に 思 召け る、 かくて 宗 仲に 暇 を 取て、 

鎌 倉へ 入らせ 給 ひて 衆生 利益な されて、 それより 身 

延に 入らせ 給 ひ、 行 ひすまして おはしけ る、 弘 安五 年 

の 秋の 頃、 身延を 出させ 給 ひて、 又 武藏へ 下らせ 給 

ひ 、宇右衛門が 家に 來ら せ： ^おひて、 あまたの 御 子 を 

集めての 給 はく、 我 衆生 を 化 度す ベ き緣 つきて、 遷化 

すべき 事 今 三七日の 內に有 VJ て、 佛法弘 通の 遺言 念 
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頃に 有りて、 其 年 十月 十三： w に 遷化 有、 宗仲も 5?. ^子"、」 

なり、 家 を 寺に 改め、 今の 大坊是 なり、 H 澄 上人の 寺 

なり、 又 寺 中 十六 坊の內 、照 榮坊は H 朗の 寺、 覺藏坊 

は =： 像の 寺、 南の 坊は H 照の 寺 也、 W 寺 內之廣 さもつ 

W も大 廻な.^、 祖師 堂の 裏に ilil 人の 御影 あり、 是は H 

蓮 御 在世の，、」 き、 御 弟子 = 法 上人、 御前に して 一 刀 三 

禮 して 作りた る 御影 也、 長 榮山本 門 寺 祖帥堂 ，しい ふ、 

上の 額 は 本 阿 彌光悅 筆な り、 次に 寺の 什物に は、 


主 力、 ^0.-  gr ま」 是 m 帥 御 自 擎 也 、 み づ T ら 注 カ^ つ く り て 、 經 の 屮 

、>d  ほ を に 害 入給 へ リ、 殘り の 四卷 は駿 河 の 玉澤-し わ リ 、 

靈鷲 山より 渡し 紫色の 石 一 ッ 

御 弟子 檀那 等の も VJ へ 御 遺物 自筆 帳 

身 延山御 弟子 衆 輪番 持 御 自筆 之 帳 

御珠數 一 連 

疆人御 沿 息 数多め リ 

肉 附之齒 一 枚是は 聖人 御 在世の 間に ぬ け 給へ る 御齒也 

威宗の 太刀 一 振 

右は此 寺の 什物 寶物 也、 又 或 人の 發 句に、 

池 上 に^ゃ 南無 妙法 蓮華 

右 池 上の 道 1 1有、田^CHのぁせ道、又蔽の中 一 村の 在 

所な V- を 通. 5 ゆく ゆ へ 、道筋 しれが たき ゆ へ 、書付 

不レ申 候、 品 川 出 はづれ より 一里 六 丁.、」 いふなり、 

一 、金 杉 新 堀に 付て 西へ 行、 金 杉 一 丁目の 北よ こ 道、 

同 金 森 萬 之 助 殿よ こや、 一 町の 餘 過て 左右に 道 有、 前 

の 通 西 へ 行に、 ゆ 岡 市十郞 殿よ - J や、 知 村 淸左衞 門 殿 

山村 十 郞右衞 門 殿 織 ra 信 鎮守 殿 武田長 仙よ こや、 此 

間 三 丁半 過て 左に 道 有、 前の 通 西へ 行に、 片桐主 膳 

殿、 此屋敷 一 町ば か， 5、 よこてに 道、 それより 町よ こ 

や を 一 町 過て 左右に 道 有、 左 三 田 辜； 町へ 出る、 右 か は 
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らけ 町、 西久 保へ 出る、 前の 通 西 へ 行に、 有： it 中務 殿う 

ら門、 此間ニ 町 半、 よこてに 道 有、 前の 通 西へ 行に、 水 

野 谷 左 京 殿 岡 田豊前 殿、 此間ニ 町 半、 左手に 道 有、 前 

の 通 西へ 行に、 小 出 大隅守 殿 石 川 若狹守 殿、 此間ニ 

町、 よこてに 道 有、 前の 通 一 町 程 行て、 左手に 道 有、 行 

あたり 岡 山 次 郞兵衞 殿、 右へ 半 町 程 行て 西へ 行に、 し 

b. や を 通. 9 て大 寶寺增 上寺隱 あり、 

一 、右 之 內金森 万 之 助 殿 表門 通 南へ 行に、 左 万 之 助 

殿、 右！^ 岡 市 十郞殿 遠山 信 濃 殿大島 雲四郞 殿、 此問 一 

町 半 行ば 右て に 道 有、 前の 通 南へ 行に、 右西應 寺、 左 

片町、 此間 四十 間 行ば 左手に 道 有、 通 町へ 出る、 前の 

通 南へ 行に、 右西應 寺、 本尊 阿 彌陀、 恵 心の 御作、 明 賢 

上人 開基 也 、左側 町、 此間 四十 間 過て 向に 橋、 左右に 

道 有、 右 之 道へ 付て 行に 堀ば た、 西應 寺、 町 一 町 有、 行 

あた， 9 松-牛 薩 摩守橫 や、 左右に 道 有、 左へ 付て ゆく、 

右 薩摩守 殿よ こや、 左 片町半 町 程 也、 行 あたり 源 光 

寺、 左右に 道 有、 左の 方の 道、 左 西側 恵 門 寺、 此問廿 間 

過て 左右に 道 有、 惠門 寺う しろ 通 東 へ 行に、 右 ふくろ 

町、 片町 也、 右に 明 神の 小宮 有、 つ  >  きて 法 恩 寺、 右侧 

西 念 寺、 此間ー 町、 行 あたり 通 町、 惠門 寺より 南の 通 


江戶雀 五卷目 _   ^  

下町、 此町 I 町 過て 右 へ 行ば、 左 寺 町、 片町 なり、 右畏 

德寺西 念 寺、 此間 一町 有、 右へ 付て 西へ 行に、 左右に 

松 1^ 薩摩守 殿 やしき 有、 此間 四十 間、 それより 南 へ 行 

に 左 寺の 地 尻、 右黑 W 千 之 助 殿、 此間 一 町 過て 左右に 

道 有、 右へ 付て 西へ 行に、 左 黑田千 之 助 殿、 同 やしき 

のよ こや、 此問 四十 間、 行 あたり 松 平 讃岐守 殿、 左右 

に 道 有、 少し 右手 へ ふ て 西へ すぐ 道 有、 左 讃岐守 殿 

よこて、 右松 本 阿波 守 殿、 此問貳 (町 行て 左右に 道 あ 

.5、 三 田 町筋な り、 

一 、右 之 內大島 雲 中 殿よ こやに 付て 西へ すぐ 道 有、 左 

西 應寺片 町 也、 右 佐久間 源四郞 殿、 此間ー 町の 餘 過て 

左右に 道 有、 左の 道 同 片側 町 也、 右 核 平 薩摩守 殿よ， J 

や、 此問ニ 町、 行 あた. 9 极平土 佐 守 殿、 右 半 町 行て 西 

へす ぐ 道 有、 右 有 馬 中務殿 うら 門、 左 松 平淡 路守 殿よ 

こや、 此問ニ 町 半 過て 右て に 道 有、 前の 通 西へ 行に、 

左 かざ 島津飛 蹄 守 殿、 此間 一 町 近く 行て 右て に 道 有、 

西側 町 少し 有、 前の 通 西 へ ゆく に 半 町 程 右側 町 也、 同 

道 有て 西側に 柬 光寺 大乘寺 有、 前の 通 西へ 行に、 左 森 

向 守 殿、 此問ニ 町 過て 小 橋 有、 渡りて 左右に 道 有、 

前の 通 西へ 行に、 保 科 越 前 守 殿よ こや、 福禪 寺よ こ 
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や、 っ^き 明 地、 此間ー 町 半 程 過て 左手に 道 有、 前の 

通 西へ 行に、 右に 町 少し 有、 此間半 町 行て 右て に 道 

有、 前の 通 西へ 行に、 左 松^ 陸奧守 殿、 右側 町、 つ Y さ 

春 德院、 ならびに 町 少し 有、 淸見 寺、 左稻 荷小宮 有、 此 

間 三 町、 筋 違に 左右に 道 有、 左 百姓 町へ 出る、 右一 本 

松へ 行、 前の 通 西へ 行に、 一 町兩側 町、 右手に 道 有、 前 

の 通 少し 南へ ふ b て 行に、 右 南部 大膳 殿、 左 大久保 右 

京 殿 組、 龜 井能 登 守 殿、 此間ニ 町 半、 左手に 道 有、 前の 

通 西へ 行に、 右 南部 大膳 殿、 左 三 枝 攝津守 殿 片桐石 見 

守 殿 平野 丹 波 守 殿、 橫 てに 道 有て 町 少し 有、 右に も 町 

少し 有、 是 まで 二 町、 行 あたり 左右に 道 有、 左 南へ 付 

て 行ば 二十 間 程兩側 町、 それより 西へ 畠 道 一 町 行ば、 

左 堀 田 備中守 殿、 右 此間 一 町、 行 當.. ^誓： 連 寺、 左右 

に 道お、 右 北へ 二十 間の 餘 行ば、 又 西へ 道 有、 右山 口 

修理 殿 岡 部 左 近 殿 荒 井 甲斐 守 殿、 右 北 へ 行ば、 左 誓 運 

寺よ こや、 森 H: 向 守 殿、 此問三 町 半、 右へ 二十 間 行ば 

又 西へ 道 有、 二 町 程 ゆけば 右 北へ 道 有、 同 側 福 正 寺、 

入 込 松 平 外 記 殿、 此 ii 一  町 半、 それより 西 へ 1 一十 間 行 

ば 左右に 道 有、 右 北へ ゆけば 左に 堀 有、 其 はた 松 1^ 主 

殿 殿 房 敷 有、 前に 小 橋 有、 右手に も 中 屋敷 あり、 11 


一 、右 之 內淸見 寺 西よ こて を 北へ 行に、 左 山 崎 勘 解 由 

殿、 右に 淺府大 明 神社 あ. 9、 一  町の 餘 行て 東 へ ふりて 

行に、 左 木 下 右 衞門督 殿 表門、 右 寺の 地 尻な り、 又 町 

少し 有、 此間又 一 町の 餘、 行 あたり 增 上寺隱 居、 左右 

に 道 有、 此 あた b 一  本 核 ど いふ、 東へ 付て 行ば、 左 岡 

山 八兵衞 殿、 右 片桐新 之 1^ 一 殿、 顯宗 寺、 此間 一 町の 餘 

行て 左手に 道 有 、前の 通 東へ 行に、 右 大恩 寺、 っ^き 

に 町 少し 有、 左 一 町の 餘町 也、 行 あた b 石 川 若 狹守殿 

よこ や、 左右に 道 有、 左 新 堀へ 行、 此道 左手に 町 有、 右 

への 道 兩側町 也、 右 入 込に 善 福 寺、 町 少し 有て 光善 

寺、 左 町、 此 あたり あざぶ VJ 云、 是 まで 二 町の 餘、 行 あ 

たり 松 }^ 陸奧 守、 左右に 道 有、 左手 東 へ 半 町 行て 南 へ 

道 有、 右 陸奧守 殿、 左 明 地 廿間計 有て、 左 海 法 寺、 つ > 

き 田地な り、 陸 奥 守 殿、 此間ニ 町 過て 右て 西へ 道 有、 

1 1 町 近く 行て 南 へ 道 有 、右側 小 出 瀨兵衞 殿、 廿間 ばか 

り 明 地な， 9  二 町， 片町、 西北 かど 宗景 寺、 左 屋敷の 

地 尻 也、 此間ニ 町す ぎて 行 あたり 堀 美 作 殿、 左右に 道 

有、 前の 通 南へ 行に、 右 侧山內 式部 殿、 小 橋 渡りて 掘 

ぎ はに 上 村 七 右衞門 殿、 左 田地、 此間ニ 町 半 行ば 右て 

に 道 有、 前に 小 橋 有、 前の 、通 南へ 行に 小 出 主 殿 殿、 右 
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堀ば た 堀 美 作 殿、 此間 五十 間、 それより 西へ 付.. て ゆ 

く、 二 町の 餘 過て、 右 圓澤寺 西 福：； ス 前に 橋 有、 此間 一 

町、 それより 西 福 寺 橫通小 橋 渡りて 北へ 行に、 左側 右 

に 道 有、 左 御 藥圓へ 行、 右 之 道 北へ 行に 百姓 町、 左に 

觀昔堂 有、 つ^きに 町 少し 有、 次に 淸念 寺、 町 又 有て 

遍照 寺、 っ^き 町、 此間ー 町 半、 左手に 道 有、 大久保 右 

京 殿 組、 本 多 越 前 守 殿 やしきへ 行、 前の 通 北へ 行に、 

半 町 ほざ 兩側 町、 右 光龍 寺、 景泉 寺、 行當. 0 町、 左右に 

道 有、 

一 、金 杉 新 堀 有 馬 中務 殿より、 三 田 町筋 北より 商へ ゆ 

くに、 右中務 殿、 左 一 町 程 町、 橫 手に 道 有て、 左 乂町少 

し 有、 よこてに 道 有、 前の 通 南へ 行に、 廿間計 過て 右 

てに 道 あり、 前の 通 南へ 行に、 左 松 平 土 佐 守 殿、 右に 

町 少し 有て、 入 込に 松 平淡 路守 殿、 此間 一 町 過て 三 田 

一 丁目、 右片 町、 左 安房 守 殿、 右 町 巾に 春 日大明 

舯宮 有、 极平主 殿 殿、 是 まで 二 町 程 有、 左手に 道 有、 前 

の 通 南 へ 行に 三 田  一 一丁め、 右片町 也、 町屮に 松； 牛 主 殿 

殿、 左に 松 16. 讃岐守 殿、 右手 小道、 四 丁目 さき 兩侧町 

屋 一 町 程 有、 行 あたり 保 科 筑前守 殿、 左右に 道 有、 前 

の 通 南へ 少し 行て 左に 道 有、 前の 通 南へ 行に 雨侧 町、 
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右に 久留島 信 濃 守 殿、 行 あたり 札の 辻 通 町、 是 まで 二 

町 有、 

一 、右 之 内 保 科 筑前守 殿 屋敷より 南 を さして 行に、 左 

侧德元 寺 大照寺 西 宗院、 此間 一 町 過て、 右 筑前守 殿， 

撗て に 道 有、 前の 通 南 へ 行に、 左 畏遠寺 法 勝 寺 大勝 院 

よこ や、 半 町 過て 左右に 前の 道 南へ 行に、 左 佛性院 照 

光寺 高 福 寺、 次に 願 海 寺よ こや、 右田 中 大隅守 殿 組、 

小 出 主 殿 殿、 此間 四十 間 過て 左右に 道 有、 右 之 道 西南 

へ 付て 行ば 一 柳 山城 守 殿 やしきへ 出る、 左の 道 東へ 

行に、 左 願 海 寺、 右 之 寺 示現 寺よ こや、 半 町 過て 南へ 

道 有、 左貞林 寺， 右 示現 寺、 左 明 金院、 右 臨 泉 寺、 左 多 

門 寺、 右 明 王院、 左 靑林院 、右 玉 泉 寺、 左 か V- 泉 能 寺、 

右瑞應 寺よ こや、 此間ー 町 半、 行 あた. 9  土方 寺、 左右 

に 道 有、 右 道 同 侧瑞應 寺なら びに 町 少し 有、 左側 靑 

山寺、 此間 四 十 間、 東よ こてに 道 有、 左南體 寺心宮 寺、 

右 世 照 寺、 左 淸久寺 、ついきお r 右大心 寺、 此間 一 町 行 

て 左右に 道 有、 右へ 半 町 行ば、 左 有； 豫守 殿、 っレ 

き 中道 寺、 右 か V- 一  柳 山城 守 殿、 此間 二十 間 斗 行ば 西 

へ 道 有、 左 中道 寺、 よこ て 有 馬 伊豫 守 殿、 右 E 地な り、 

此間ニ 町、 それより 畔道 一 町 ほ V- 行て、 行 あた. 0 立 行 
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寺、 左右に 道 有、 左 南 へ の 道、 左 は 畠な り、 右 溝 口 土 佐 

守 殿、 西 生 寺よ こや、 此間ニ 町 ゆけば 行 當目黑 道へ 

出る、 

一 、右 之 內立行 寺より 北へ 二十 間ば かり ゆきて、 橫通 

を 西へ さして § くに、 左 氷 川の 明祌、 又 重 信 寺よ こ 

や、 右伊 達宮 内少輔 殿、 此間ー 一町 程、 左右に 道 有、 左 十 

間 計 行て 西へ 道 有、 廿間 計、 又 行て 右手に 道 有、 一 町 

程 行ば 東側に 金淼大 膳亮殿 やしき あり、 前の 道行 あ 

た， 5 白銀 村、 右に 道 有、 板 倉 伊豫 守 殿 西側な り、 

一 、右 之 內重信 守 門前 通 を 南へ 行に、 左右の 寺， 右 

1^ 長九郞 殿、 半 町 行て よこてに 道 有、 又 半 町 程 行て、 

左 渡 部 隹+人 正殿、 それより 北へ 十 間 ほ V- 行て 西へ 半 

町 行ば、 左に 道 あり、 西侧 かど 大恩 寺、 右 白銀 村な.^、 

前の 通 南へ 行に、 左上 杉 喜 次 殿、 此間 一 町 過て 南へ 

行に、 右 土方 備中守 殿、 つ V き 畠、 此間ニ 町 過て、 右 半 

町 程 畠 有て、 森 刑 部 殿、 左 後藤 淡路守 殿大村 因幡 守 

殿、 此間ニ 町、 行 V- まりなり、 前の 道 は 目黑へ 出る 道 

なり、 

1 、田 町 三 丁め 北の 門ぎ はより 西へ 行に、 左 町の よこ 

や、 つ いき 大久保 勘 解 由 殿、 右に 稻荷宮 有、 此間半 町、 


それより. 北へ 十 間ば かり 行て 西へ 道 有、 此間廿 間 行 

て 左右に 道 あり、 左 西へ 付て 五十 間 行ば 左右に 道 有、 

右 へ 廿間程 行て 西 へ 行に、 三 田 三 丁め 橫て 通、 左 入 込 

原^ 房、 右 町、 此間ー 町 程 過て 右に 道 有、 前の 通 南へ 

行に 右 町 有、 愛に 小 坂 あり、 ひじり 坂 VJ いふ、 左久留 

島 丹 波 守 殿、 右に 齊雲 寺、 左， 松^ 驗河 殿、 右 町つ いき 

妙昔寺、それょ..^雨側町有て、右大藏寺、左西海寺、右 

に片 町^、 實相寺 、ついき 町 也、 よこてに 道お、 南 T 沾嚴 

寺、 入 込に 正覺 寺、 前の 通 南へ 行に、 左土岐 山城 守 殿、 

右に 町、 三 田臺町 どい ふ、 左大遠 寺、 道 二 筋 有、 西の方 

右側 照， 5^ 寺 塵 相 寺 若 王寺靑 山寺 善 福 寺、 よこてに 道 

有、 南側 町 十五 間 ほど 有、 南へ 少し 行ば 右に 町 十五 間 

ほ V- 有、 前の 通行 當. 0 細 川 越 中 守 殿 やしきへ 出る、 此 

道 以上 一 町 半、 左右に 道 有、 東の 方の 道 南へ 行に、 右 

て 町 少し 有. 幷に靑 龍 寺敎學 寺、 此間 一 町の 餘 行て 左 

右に 道 有、 前の すぐ 道  一 丁 ゆけば、 越 中 守 殿 うら 門へ 

出る 也、 左の 道い さら ご 町 町す へ、 左 水 野 對馬守 殿、 

此間ー 町 過て 右に 道 有、 前の すぐ 道 東へ 行に、 右片 

町、 左 福 照 寺 長 安寺 大圓 寺、 行 あたり 通 町な. 9、 此間 

壹 丁半、 
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一 、右 之內、 水 野 對馬守 殿 表門 通 南へ 行に、 右長應 寺、 

田 屮大隅 守 殿、 ついき 町 少し 有、 觀昔堂 楊 樹院、 左 寺 

之 地 尻、 右 楊 樹院、 向 多 惠院、 右高 雲 院善學 寺、 此間ニ 

町、 すぐ 道  一 丁 行ば 大佛へ 行、 左手に 道存、 此 あたり 

高繩 どい ふ、 

一 、右 之 內細川 越 中 守 殿 裏門へ 行 道 南へ 行ば、 右町少 

し 有て 東 高 寺、 此間半 町、 右に 道 有、 越 中 守 殿 表門へ 

ゆく、 前の 通 南へ 行に、 左 町 一 町^^、入込に淸源寺、前 

の 通 左 一 町 ほ V- 片 町な. 5、 うしろ 通へ 出、 左 町 少し 有、 

本案 寺永昌 寺、 右へ 道 有、 少し 行て 前の 通へ 出、 左町少 

し 有 、冗 誓 寺 門前に 町 少し 有、 妙 源 寺 妙 雲 寺、 右に 越 

中 守 殿、 此尾敷 二 町 半 程、 よこてに 道 有、 前の 通 南. へ 

行に、 右に 番所 有、 同 西への 道 目黑へ 行、 前の 通 南へ 

行に、 左 町 少し 有、 入 込に 秀養 寺、 ついき 町 少し 存て 

國勝 寺、 右高 學院、 それよ.. >  兩侧 町、 左正敎 寺、 右 南側 

に 正 光寺、 右 兩側町 少し 有て 右 誓 連 寺、 此間ー 町、 行 

あた b 松 但！ H:T 守 殿、 右 へ 十 間 計 行て 東 へ 道 有、 一 一 町 

程 行て 北へ 行、 左 极半丹 波 守 殿、 右 fele. 山城 守 殿、 上 

高寺、左正金寺正覺寺、此間ー 町、東へ道^^、 濱 ばた、 

前の 通 南へ 行に、 右 黄 梅 院永心 寺、 左 覺專寺 高 野の や 

セ 十 1  1, 
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しき、 右に 町 少し 有、 此間半 町、 右て に 道 有、 右側 正 行 

寺、 ついき 町、 此間 一 町の 餘、 右手に 町 有、 九 鬼 千 之 助 

殿よ こや、 つ 3- き 南側 核 大和 守 殿 京 極 百 助 殿、 

此間四 町、 行 あたり 黑田市 正殿、 左右に 道 有、 前の 通 

南へ 行に、 一 町の 餘 行て 左 龍 照 寺宗福 寺、 此問ー 町、 

左に 道 有、 一 町 程 行に 左 町、 右 本 多 越 前 守 殿よ こや、 

それより 一 町 南へ 行て 東へ 行に、 右松： 牛 薩摩守 殿、 此 

間 一 町 半、 左右に 道 有、 左の 道 同 かど 本源 寺、 それよ 

り 一 町の 餘 行ば 濱 ばた へ 出る、 前の 通 南へ 行に、 左 本 

, 多 越 前 守 殿、 右 九 鬼 式部 殿、 此問ー 町 行ば 右手に 道 

有、 前の 通 南へ 二 町 半 行て、 行 あたり 奧 16- 小ニ郎 殿、 

夫より 束 へ 半 町 行て 南 へ 行に、 左 有 馬 中務 殿、 此通五 

町 半 行て 左右に 道 有、 サ 間 行て 南へ 行に、 左 畠、 右松 

平 《1 向 守 殿 阿部 酒 1 一郎 殿、 此間ニ 町 半、 行 どまり 也、 

一 、右 之 內九鬼 式部 殿 橫通を ゆく に、 左 桑 山 修理 殿、 

此問 一 町、：；；： あた. -掘川 丹 後 守 殿、 左右に 道 有、 右へ 

一 町の 餘 打て、 左久 島 信 濃 守 殿、 右 森 生 膳 殿、 此間 

二 町す ぐ 道 有、 左への 道 左 片町ー 町 有、 それより 右に 

半 町 ほ V- 片町 有、 それより 左に 片町ー 町 ほ V- 有、 入 込 

に 堀 三 右衞門 殿、 右 万 具 寺、 それよ， 5  二 町 程 行て きじ 
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の宮、 是 より 西へ 一 町 ほ V- 行て、 右に 片町 有、 此所過 

て 左右に 道 有、 西へ 付て 行ば、 左 田地な り、 右松 1^ 伊 

豫守 殿、 此通四 町 行て、 右に 德性 、行 當り柳 生飛驛 

守 殿、 是 までな り、 

1 、細 川 越 中 守 殿 裏門 南橫 てに 番所 有、 此南 よこて 目 

黑道 なり 、西へ さして 行て に 左 一 町 程 町な， 5、 高學院 

隱居、 次に 觀昔堂 有、 高大 院、 此間ニ 丁 過て 左右に 道 

有、 左の 道 同が は 正 行 寺 元 照 寺、 右松-牛 丹 波 守 殿 丸 岡 

定助 殿、 向に 徳明 寺、 此間三 町、 左右に 道 有、 行當り 

大和 守 殿、 左右に 道 有、 前の 通 西へ 行に、 右に 西 生 

寺、 兩側町 少し 有、 右に 溝 口 土 佐 守 殿、 兩侧 L2 町、 茶 や 

所々 に 有、 此 問 三 町 過て 右に 道 有、 前の 通 西へ 行に、 

一 町 程 行て 左手に 道 有、 前の 通、 それより 一 町 近く 西 

へ ゆく、 此道昌 也、 右に 後藤 淡路 殿、 つ 3- き 畠、 左 町、 

此間 一 町 過て 左の 道端， M 寺、 西 へ 行に 右 町、 左 畠、 同 

增上寺 屋敷へ 行、 前の 道 西へ ゆく に、 右松 平 阿波 守 

殿、 つ いき 町 少し 有、 次に 木 食 寺 有、 此？ i 一  町 程、 左に 

道 有、 前の 通 西 へ 行に、 右松 1^ 阿波 守 殿、 此間半 町、 撗 

手に 道 有、 西側 松 平 讃岐守 殿 やしき 有、 前の 通 西へ 行 

に、 左 妙 昔 寺、 右 は 松： 牛 讃岐守 殿、 なら び に 行 心 寺 万 U 


it 
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寺 也、 此間ニ 町 過て 左に 道 有、 同が はに 法緣 寺、 前の 

通 西へ 行に、 左 一 町の 餘町、 右 西側に 高恩 寺、 次に 稻 

荷小宫 有、 左に 道 有、 半 町 行て 西南 か V- 妻 木 傅 左衞門 

殿、 前の 通 西へ 行に、 左 町 一 町の 餘、 右 中程に 八まん 

小宮 有、 つ いき 山內 右近 殿、 それより 一 町の 餘町、 左 

右に 道 有、 左へ 半 町の 餘 行て、 南東 かざ 森 內記殿 屋敷 

有、 右の 道 西側 有^ 左衞門 殿よ こや、 松 }^ 主 殿 殿、 東 

側 畠な り、 前の 通 西へ 行に 道 二 筋 有、 左の 方 西へ 行 

ば、 右 茶 や 多し、 左 茶 や 有て 內藤左 京 殿、 それよ ト 小 

坂 有、 行人 坂 V」 いふ、 右に 茶 ゃ存、 左 大恩 寺、 忠 念坊、 

片桐又七殿、それょ^^兩側茶ゃ、此間三町、 左 橋 渡. 9 

て 西へ 行に、 兩側 少し 町 有、 夫より 西へ 一 町の 餘ゅ 

く、 左 田地 cr 此所 過て 左右に 少し 茶 や 有、 此間ニ 町 

の餘、 左右に 道 有、 右の 道 西側 豐前 殿、 北つ  > き大照 

院、 大鳥 明祌、 左の 道 南へ 行に、 右 町、 宇 町 程 有て 金剛 

院、 爱を 過て 兩側 茶屋 一 町 程 有、 右に 御殿 有、 兩側茶 

ゃ、右中程御殿有、此間三町過て西へふ，.^て行ば、 左 

南の すみ 藥師堂 有、 それより 西へ 行、 左 成就 院、 安光 

寺、 兩側茶 や、 此間ー 町、 すぐ 道 品 川 又 池 上へ ゆく、 右 

の 道兩側 町、 一 町 近く 行て 鳥居 有、 是 より 目 黑の宮 地 


なり、 

目黑 不動 

一 、そ もく 此 不動明王 VJ いふ は、 むかし 慈覺 大師 十 

五 歳の 頃、 下野 國都賀 郡大慈 寺廣昝 菩薩 を師ビ して 

つか へ 給 ふに、 その 年 師匠 廣智 菩薩の 供して、 都比歙 

山へ 赴き 給 ふ、 大同 三年の 年 也、 此目黑 の 里 を 通り 給 

ふどき、 折し も 夕陽 西に 傾き 入 逢の 比に なりし かば、 

此 所に 一 宿し 給 ふ、 其 夜 不動明王 あら はれ 給 ひ、 慈 救 
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の 明 ％ を唱 へ、 枕元 を 荒ら かに 踏み 轟かし 給 ふ ビ覺ー 

えて 夢 さめたり 、廣 智此音 に 驚き て 、慈 覺に此 よしを 一 

語.. y 給 ふに、 同じ 夢な り、 夫より 奇特の 思 ひ をな し 

て、 151.^ ぎ此 所に 形 像 を 作- 5 置ば や VJ て、 その あた， 0 に； 

靈木 有け る を 取て、 すな はちつ くり 置 給 ひ、 其 身 は 比； 

歆 山に 登り 給 ひ、 條敎 大師の 弟子 どなり 給 ひぬ、 それ 一 

..ょh^慈覺は日夜寧問惰らすして、 承知 五 年 六月に 入 一 

唐し、 あまねく 諸方の 名師に 逢て、 顯密の ニ敎を さぐ 

,9、 海 心の 深き 旨 を 究め、 同じ 十四 年に 歸朝 有、 その 

後關 東へ 下向の 時、 又此 地に 一 夜 を 明して、 夜 もす が 

ら 通夜し 袷 ふに、 あらたに 明 王御吿 有て、 嶺 上に 登り 

て 獨鈷を もって ほ，.^ 給 へ ば、 靈水 忽ちに わき 出、 瀧 水 

ビ 漲り 落る 滴 、皆 妙 文の 聲を なせり、 今の 御手洗の 

瀧是 なり、 されば 此故 にや、 炎天に も 乾す、 霖雨 にも： 

まさらす、 奇妙 ふしぎの 靈水 也、 それよ. 0 星霜 遙に過 一 

て、 元 和 元年の 春の 比、 本堂のう しろの 在家より 失火 

さかんにして、 ほのほ 旣に 御堂に さゝ へ にけ. 9、 その 

時 近 邊の者 ざ も 集りて、 明 王の 尊 體を取 出し 奉らん 

どす るに、 黑煙天 を 掠め 本堂に 立蔽 ふ、 か るが 故に 出 

すべ き やうな く、 明 王 も灰爐 どならせ 給 はん VJ  、みな 


みな かなしみ をな す 所に、 不動の 尊像 瀧 水の 上に 立 

給 ふ 、是を 見 奉 る 人 各々 隨 喜の なんだ を 流しぬ、 諸人 

大きに 仰して、 形の 如く 再興し 奉る、 又寬永 元年の. 

頃、 征夷 大將 軍冢光 公、 此所 にて 御 狩 有しに、 御秘藏 

の御廳 それて、 雲路 はるかに 翔け 行きけ る を、 別當實 

榮に仰 付ら れ、 祈念せ させ 給 ふに、 忽 御鷹 飛來 りて、 

寶 前の 松に どまり けり、 家 光 公 御手 づ からすへ あげ 

させられ しに、 御 拳に うつ. CS ける、 御感 甚だ 淺 から 

す、 やがて 本堂 御 建立 有、 同 十 一 年に、 かさねて 御 再興 

有、 誠に 明 王の 利 《1 の 前に は 惡魔を 他方に 拂 のけ、 四 

咒妙 句の 縛の 繩に は、 その 善惡の 二方に より、 信心の 

ども がらに は 福 壽を無 障に 授け 給 ふ、 渴 仰の 心なき 

者に は、 忽其 身に 箭を與 へ 給 ふ、 まこ VJ にあら たなる 

尊像な り、 發 句に、 

ばくの 繩， A- いはんお 庭の 糸 ざ ぐら 

又 

花 を 見る 人 や 不動のから しばり 
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赤 坂、 靑山 宿、 長者 ケ 丸、， 溫谷 之邊、 權田 原、 四- ソ谷 

. 近邊、 よいぎ まで、 付 氷 川 明 神 之 is^ 

一 、赤 坂 御門より " 町 程 西へ ゆき、 行 あたり 半 町 程 町 

也、 表 町傳馬 町、 左右に 道 有、 左 之 道 S 町筋、 一 丁目よ 

b 四 丁目まで かし 也、 五丁目 左側 中程より 町、 行 あた 

.5 相 良 遠 江 守 殿よ こや、 左右に 道 あり、 

一 、右 之 町 西う しろ 通、 おもて 傳. お 町、 南撗て 二十 間 

ばか. 5 行て 左に 道 有、 右三 浦 長 門 守 殿 高 田 九 兵衞殿 

よこ や、 左 町、 田 町 一 町 目 うら、 同 二 町め うら、 左側 野 

間 三 竹、 泉學 寺、 それより 町 有、 右三 宅 五兵 衞殿 よこ 

や、 長 坂 半 十 郎殿龜 岡 半 左 衞門殿 * 三 町め うらの 町、 

右 紅葉 山 坊主 衆、 よこてに 道 有、 前の 通 右 町、 四 丁目 

うしろ 兩侧 町、 五町目う しろ 左 町、 右靑木 又右衞 門. 

殿 曲 淵 庄三郎 殿 加 藤 傳兵衞 殿、 又土岐 作右衞 門 殿よ 

こや、 行 あたり 相 良 遠 江 守 殿よ こや、 左右に 道 有、 右 

へ 付て 行ば、 右 土 岐作右 衞門殿 仙 石 次 郎左衞 門 殿、 左 

相 良 遠 江 守殿橫 や、 此間ー 町、 左右に 道 有、 右 之 道 北 
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へ 行ば、 左 小 林 權之助 殿、 同 北 かざ 妻 木 吉左衞 門殿橫 

や、 石 野 八 太郎殿 I 東側 仙 石 次 郞左衞 門 殿よ こや、 土 

岐十左 衞門殿 川 井 善 兵衞殿 同源 三郞 殿、 此間ー 町、 行 

あたり 平 安藝 守 殿、 よこて 左右に 道 有、 前 之 通より 

左 之 道 南へ 行ば、 左 相 良 遠 江 守 殿、 右 淺野釆 女 正殿、 

筋 向に 土方 河內守 殿、 此間ニ 町、 それより 西へ 一町 行 

て 南 へ ゆく 道、 又 一 町 近く 過て、 行 あたり 岡 部 志 摩 守 

殿、 向に 松 1^ 右衞門 殿、 右へ ゆく 道 右 かざ 新 堀 十 左 

衞門殿 小 林 七 右衞門 殿よ こや、 此間半 町、 右に 道 有、 

同 侧小林 七 右 衞門殿 本 多 十 藏殿久 保 吉左衞 門 殿 岡 部 

八 郎右衞 門 殿 脇 坂 六 右衞門 殿、 西側 兼 又 八 殿 京 極 

織 殿 眞田傅 四 郞殿松 } ^市 郞右衞 門 殿繞部 八， 右衞 

門 殿、 此 問 一 町、 よこてに 道 有、 すぐ 道 も 有、 前の 通 

西へ 行ば、 右 米倉 佐 太夫 殿 石 原 十 左衞門 殿、 此 問 半 

町、 それよ. CS 右へ 廿間 行て 西へ 行、 一 町 近く 行て 左右 

に 道 有、 左の 道 東側 相 馬 長 門 守 殿 、右の 道 西 か ど 松 平 

縫 殿 殿 組、 氷 川 へ 行 道 也、 前の 通 西 へ 行ば、 一 町 半 過 

て 右に 道 有、 同 北 かど 齋藤源 右衞門 殿久保 ra 兵 太夫 

殿よ こや、 同つ. >  き 深 江 仁 太夫 殿、 西側 中程に 松平大 

膳 太夫 殿裹門 有、 前の 通大 膳殿橫 IH- に 付て 西へ 行ば、 
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左側 松 年 越後 守 殿山內 右近 殿、 此間三 町 半、 左右に 道 

あり、 前の 通 西 へ 行ば、 右 梅 龍院、 左 坂 倉 伊豫 守 殿 組、 

此道ニ 町の 餘 行て 右に 道 有、 同 北 かど 京 極賴母 殿、 左 

侧 かざ 松 16. 縫 殿 殿よ こや、 阿部 美 作 守 殿 伊達 遠 江 守 

殿、 又 鍋 島攝、 律 守 殿、 右 寺 町 星の 地 尻、 此間四 町の 餘、 

行 あた. -极 平大膳 太夫 殿、 左右に 道^、 前の 通 西へ 行 

ば 松 1^$: 賀守 殿、 右松 •  牛 縫 殿 殿 大久保 助 左衞門 殿、 入 

込 阿部 美 作 守 殿、 此問 一 町、 左に 道 有、 同 側町少 お、 前 

のす ぐ 道 櫻 田 町へ 出る、 是 より 南の 通 先に 書く 故 愛 

一 、表 傅 馬 町 南橫手 一 町 程 ゆく、 此問右 町、 偉 馬 町の 

內左 町廿問 斗 有て、 同道 前の 通 西 へ 行に、 左 三 浦 長 門 

守 殿、 此間 一町、 西橫手 南へ 行に、 右 町 少し 有て、 愛に 

氷 川 小宮、 宗泉 寺、 町 少し 有て 威徳 院、 一 木 百姓 町 f 

町 程 有、 左 武家屋敷 地 尻、 右淨土 寺、 此間ニ 町 半、 左右 

に 道 有、 左. フら田 町 三 丁目へ 出る、 右の 道 南側 入 込 松 

1^ 安藝 守 殿 山 屋敷、 大遠 寺、 つ  >  き 町 少し 有、 淨雲 寺、 

西 尾 隱岐守 殿、 右 屋敷 地 尻、 此 すぐ 道 四 町、 前の 通 南 

へ 行ば、 右 半 町 程 町 有、 靈 光院、 ついき 町 少し 有て 志 

光寺、 左手 町 うら 田 町 四 丁目の 內、 此間ニ 町 半、 行 あ 


III  七十 六  I 

たり 小 林 乂左衞 門 殿、 左右に 道 有、 左 田 町 四 丁目 五 丁 

目へ 出る、 左への 道す ぐ 道 有、 半 町 行て 南へ ゆく、 左 

側か ざ 川 井 源 三 郞殿同 善 兵衞殿 土岐十 左衞門 殿、 右 

か V- 石 野 八 太 郎殿妻 木 吉左衞 門 殿よ こや、 此間 四十 

間 過て 南へ 道 有、 左 小 林 權之助 殿よ こや、 眞 田內藏 

殿戶 田. Ha 太 郞殿佐 久間伊 右 衞門殿 石 川 長 左 衞門殿 高 

井 傅九郎 殿、 右側 妻 木 吉左衞 門 殿 筒井 佐 次 右 衞門殿 

京 極^ 織 殿 瀧 川 三次 郞殿小 出 市 左衞門 殿、 此間 一町 

半、 右に 道 有、 前の 通 西へ 行ば、 右側 石 川 六 右 衞門殿 

石 野 金 右衛門 殿 大久保 八 左衞門 殿、 左 矢 橋 五郎 左衞 

門 殿、 此間半 町、 同橫て に 道 有、 前の 道 西 へ 行ば、 右戶 

田 喜 右衛門 殿 神 野 五兵 衞殿 勝屋甚 五兵 衞殿小 出 小 • 

治 殿、 此間 一 町 過て 左右に 道、 右の 道 西側 森 山 佐左衞 

門 殿 小 森 宗左衞 門 殿、 北よ こてに 道 有、 右に 今 井のお 

堪有、 左側 小 林 宗兵衞 殿よ - J や、 紙 谷 八 右衞門 殿^ 重 

十 左 衞門殿 小 笠 原 三 郞兵衞 殿、 此間ー 町、 左に 道 有、 

すぐ 道 も 有、 前の 通より 左の 道 南 へ 行ば、 右側 一 色內 

匠 殿、 此間廿 間、 同道 有、 右側 西 江 八 郎左衞 門 殿 遠山 

勘 十 郞殿森 勘兵衞 殿、 此間 一町、 行 あたり 松 1^ 大膳 

大夫 殿、 左右に 道 有、 前の 道より 東へ 半 町 ゆきて、 右 
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てに 道 有、 同 か V- 眞田右 衞門督 殿、 向に 氷 川 明 舯の社 

有、 又 小 六の 宫 ども 云、 

氷 川大明 It 之 事 

1 、昔 人 王 六十 二 代 村 上 天皇の 御宇 天 暦年 中に、 近 江 

國甲賀 の 郡に、 蓮 林 僧正 ど 申て 貴，、」 き 沙門 一 人 有 * か 

いぢ やう ゑの 三學を 掌に 收め給 ふ、 然るに 東國 修行 

の 心 ざし 有て、 此 所に 一 夜 を 明し 給 ふに、 その 夜の 

夢に、 いづく  VJ もしら ゃ白髮 たる 老翁 來 ての たま は 

く、 我 は是此 土中に 埋れて 年久しく ふる 者 也、 急ぎ ほ 

ba^ して 安置せ しめよ、 此 地の 守謹祌 どなる べし、 そ 

の埋し 所に は奇端 有べ しビ 見て 夢 さめぬ、 上人 奇異 

のお も ひ をな し、 をの 近邊 を： ns? めぐる に、 一 所の 懷の 

上に 金色の 光 あり、 急ぎ ほりて みれば 十一面観音の 

形 像お はします、 やがて その 所に 社 を 立てけ る、 一 木 

讨の觀 昔 V- いひ ふ れて、 諸人 步みを 運ぶ に、 示現 を 蒙 

る 者 數多有 ぬ 、蓮 林 遷化 の 後、 治 暦 1 一 年 丙午 に當 つ て 

關 八州の 內、 夏より 秋まで 大きに ひで， りす、 此 故に 當 

所の 土民 此 社に 雨 を 祈る に、 忽に洪 雨ふり 下って 五 

穀 ゆたかに みの. 5、 悅 びの 眉 を 開きけ り、 是雨を 下し 

て 川 をな し、 莴民を 助け 給 ふ 故に、 すな はち 祌， „,」 あが 


ひ 

の 


めて 氷 川 明 神 VJ 名づ 

至.， M し祌德 おは 


、神事 は 六月 十五 H なり.、 今に 

、皆 人 崇め 奉る、 愛 は 入 問の 


氷川ビ 


ま 


かなる 人の つけぬ らん 

世 をば う る ほ す 雨 たつの 宮 

一 、表傳 馬 町 南よ こて、 西 を さして 一 町 ゆけば、 筋 違 

. に 左右に 道 有、 前の 通 西へ 行ば 小 坂 有、 右 町屋、 左に 

千代 姬讓 御屋敷、 井上 左 太夫 殿、 此問ー 町、 右に 道 有、 
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前の 通函へ 行ば、 右 西 かど 三 枝隱岐 守殿橫 や、 左 入 込 

に 屋敷 有、 妻 木 傳兵衞 殿 竹 越 山城 守 殿 千代 姬樣 屋敷、 

右 は戮訪 勘兵衞 殿、 此ぉ. 一 町 半 同道 有、 前の 通 西へ 

行ば、 右 かど 极1^ 左兵衞 殿、 向譚訪 左衞門 殿、 此間ー 

町、 撗 手に 道 有、 小 坂 上りて 左 三 枝 平 右衞門 殿、 右靑 

山 丹 後 守 殿、 右に 道 有、 中間 町、 板 倉 彌作殿 組 左右に 

屋敷 有、 右手の 西はづ れに稻 荷の 小宫 有、 此間ニ 町 

半、 左右に 道 有、 前の 通 南へ ゆく に、 十 間 計り 行て 左 

に 町 少し 有て、， 正 寺 門前に 少し^ 有、 圆通 寺、 松 平 

安藝 守 殿、 右側 道 賢 寺、 志 村 加兵衞 殿、 泉 福 寺 門前に 

町少^Jぁり、妙泉寺正學寺、此問 一 町 半、 右手に 道 有、 

半 町 行て 右 入 込に 志德 寺、 左に 道 有、 左側^ 一  町 有、 

前の すぐ 道 西へ 行ば、 极平利 兵 衞殿萩 賀次郎 左衞門 

殿、 ならび 森 八 郎右衞 門 殿、 向 水 野 谷 新右衞 門 殿 小 坂 

助 六 殿 戶川權 左衞門 殿、 左 山村 甚 太夫 殿、 此間 一 町 

半、 行 あたり 本 田 孫兵衞 殿、 左右に 道 有、 又す ぐ 道 も 

有、 孫 兵衞殿 北つ > き 本 田 十 左 衞門殿 設樂三 右衞門 

殿、 前の 通より 右へ 付て ゆく、  川 權左衞 門 殿よ こや 

半 町 通. 9 て 左に 道 有、 前の すぐ 道 北へ ゆけば、 西側 本 

E 五 郞兵衞 殿 加藤ホ fl 之 助殿宮 ila: 久右衞 門 殿 川原 八 左 


衞門 殿、 行 あたり 淺野 因幡 守 殿 秋 田 } ^太夫 殿、 此間 一 

町の 餘 より 左への 道、 本 田 五郎 兵衞 殿よ こや を 通行 一 

に、 左に 設樂三 右衞門 殿、 此間 一町、 それより 南へ 付 一 

. て 行に、 右 半 町 斗 町屋、 行 あたり fe; 牛 出 羽 守 殿、 左右 一 

に 道 有、 右 西へ ついて 行ば、 左 今 村 町 W て 一町 有、 右一 

側 伊澤 第 人 正殿、 松 平 外 記 殿、 此間ニ 町 半、 行 あた b 一 

觀昔 寺、 左右に 道 有、  一 

一 、右の 內松： 牛 左 兵衞殿 表門 通 西へ 行に、 右 玉 窓 寺、 

靑山 因幡 守 殿 、青山 丹 後 守 殿、 此道四 町 行て 左手に 道 

有、 前の 通 西へ 行ば、 左 靑山大 膳 殿、 此道ニ 町 行て 右一 

手に 道 有、 左 青山 因幡 守 殿よ こや、 右甲府 宰相 樣墓ー 

門、 向に 松 平 志 摩 守 殿、 此ニ町 西へ 付て すぐ 道 有、 前； 

の 通 筋へ 行に、 左 靑山大 膳 殿、 右 同 因幡 守 殿、 此 邊靑： 

山 宿 ど 云、 右 脇 坂中務 殿、 誓 源 寺、 つ  > き 町 少し 有、 左： 

梅， ぉ院、 此間四 町 半道 有、 半 町の 餘 行て 西へ 道 有、 久： 

保 町 へ 行、 前の すぐ 道 北 へ 行ば 東側 町 也、 西側 松 平 志 

摩 守 殿、 ならびに 町 少し 有、 此間ニ 町、 西へ 道 有、 又す 

ぐ 道 も あ. 0- 

一 、前の 通 西へ 一 町 程 行て 左に 敎學 寺、 右手に 道 有、 

一 町 近く 行て 左側 町、 入 込に 松 平 安藝 守 殿、 右に 道 一 


有、 西側 誠訪 勘兵衞 殿、 よこてに 道 有、 すぐ 道 、西側 

に. 松 平 左兵衞 殿， 

一 、前の 通 西 へ 一 町 程 行て 左に 道 有、 右側 丹 羽 左 京 

殿、 筋 向に 川 田 六 郞左衞 門 殿 玉虫 助 十 殿、 是 まで 四 

町、 又す ぐ 道 六 町 程 行て、 東側に 伊達 遠 江 守 殿 屋敷 

有、 前の 通 西 へ 行に、 右に 渡 部 半三郎 殿、 百 人 町、 左に 

瀧 川 長 門 守 殿、 此間六 町 半、 左手に 道 有、 近 藤 能 登 守 

殿 組 屋敷 へ 行、 此 あたり 長者が 丸 ど いふ、 前の 通 西 へ 

行に三町、左右に道^^?、前の道西へ行ば、 右 稻葉美 濃 

守 殿、 左 長 谷川 久三郞 殿、 此問ニ 町、 左手に 道 あ， 9、 此 

通 南へ 行ば、 左 長 谷川 久三郞 殿、 右 仙 石 越 前 守 殿よ こ 

や、 諷訪 因幡 守 殿、 左 島 田 出 雲 殿、 此間三 町、 それより 

一 町 程 行て、 左 一 柳 對馬守 殿、 右に 八蟠宫 有、 神前 ま 

で 一 町 程 有、 左右に 道 有、 左の 道 西側に 宗福寺 有、 前 

の 通 西へ 行に、 左 仙 石 越 前 守 殿、 右 稻葉美 濃 守 殿、 此 

間 二 町、 左に 道 有、 廿間斗 行て 西へ 道 あ b 、一  町 行て、 

左 かど，. 掛監物 殿に 續 きて 三 浦 五 郞左衞 門 殿、 右 は 

畠 也、 此間三 町、 行當り 堀、 左右に 道 有、 前の 通 西へ 行 

に、 兩側 一 町の 餘有、 左に 覺雲 寺、 右に 熊野權 現小宮 

有、 又稻 荷の 宫も有 、それより 小 坂 上りて 半 町 程 行て 


左側 町、 此間 一 町、 右に 道 有、 前の 通 西 へ 行ば 一 町 程 一 

町 有、 但兩 側、 行當 りに 小 橋、 左に 道 有、 

一、 表 傳馬町 右よ こて 兩侧 町、 同 二  丁め 雨 側 町、 行當ー 

.9 右 へ 少し ゆけば 西 へ 道 有、 左 町 少し 有 、右側に 水 野 

十 右 衞門殿 久野丹 波 守 殿、 左 屋敷 地 尻、 此間ニ 町 半、 

行 當り諷 訪左門 殿、 左右に 道 有、 傅 馬 町 二 町め 西橫町 

色々 賫物 有、 繪ゃ町 西よ こ 町、 同所 西側に 紀 州中納 言： 

樣、 つ  >  きて 渡 部 若狹守 殿、 此 間 一町 餘、 東へ 行ば 元 一 


赤 

町 
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赤 坂 町な り、  . 

1 、 表 傳馬町 右よ こて 雨 側 町、 一 町 過て 右へ 道 有、 二 

丁め 兩侧半 町が 間な， 5、 行當. 5 西へ 廿間 ばか. 0 行て 

北 へ 行、 ゑ や 町 元 赤 坂 町、 此間 一 町 過て 北 へ 行ば 坂 

有、 紀伊國 坂 どい ふ、 一町 半 行ば 紀州中 納言樣 表門、 

右に 道 有、 土手 筋 四 谷 へ 行、 紀州樣 表門よ， 5 西 へ 二 町 

程 行て 左右に 道 有、 右 への 道：！！ 向 竽兵衞 殿 組 屋敷 有、 

左 へ 行 道 紀州樣 御屋敷 、右側 町 少し 有て 高 雲 寺、 續き 

て 町 有、 御 旗 奉行 衆 屋敷 有、 此間 一 町の 餘、 すぐ 道 鮫 

が 橋へ 行、 一町 程 也、 西へ ついて 行 道 左 少し 町 有、 そ 

れ より 一 町 程 過て 左 入 込に 永 井 佐 渡 守 殿、 つ ^き 町 

少し 有、 立國 寺、 同 側 一 町たら す 町 有、 永 心 寺宗福 寺、 

此間三 町 過て 左右に 道 有、 左へ ゆく に 同 側 文 珠院立 

泉 寺 西 應寺永 2^ 寺 正 願 寺、 此間ー 町 半、 右に 道 有、 前 

の 通 西へ 行ば、 左 法 恩 寺 本 照 寺 診 照 寺、 右に 道 有、 前 

の續 き正覺 寺、 此間ー 町 半 ほど 行て 筋 遠に 左右に 道 

有、 左の 方 へ 行 道 同 側 岡 部 淡 路守殿 安藤 忠右衞 門 殿、 

入 込に 永 井 五郎八 殿、 同 永 井信 濃 守 殿、 橫手. M に 永 井 

甲斐 守 殿： IE 對 島守 殿、 是迄ニ 間、 本道 南へ 行ば、 左 同 

伊賀 守 殿、 右 同市 正殿、 是迄三 町芊、 別にし るす ゆへ 


八十 

爱 に畧レ 之、 岡 邊淡路 守 殿 表門より 西へ 道 有、 右 かざ 

長 安寺よ こや、 左 森 河 出 羽 守 殿、 右に 町 少し 有、 此間 

一 町 過て 右手に 道 有、 前の 通 西へ ゆく に、 右 玉虫 次郞 

右衞門 殿、 此 一 町 過て 左右に 道 有、 左 之 道 南 へ 行に 右 

侧町、 それより 先に、 左 太 田 三 郎兵衞 殿、 右 森 三 右衞門 

殿、 右 入 込に 三 浦 小次郎 殿、 向に 水 野傳藏 殿、 是迄三 

町、 すぐ 道 有、 別に 記す 故 愛に 略す、 前の 通 一 町 程 行 

て、 行當 り內藤 若狹守 殿、 左右に 道 有、 左へ 一 町 半 行 

て 西へ 道 有、 四 町 程 行て 右に 道 有、 南側 板 倉 筑後守 

殿、 前の 通 一 町 近く 行て 東に 道 有、 左 安藤 喜兵衞 殿、 

右 岡 野 權左衞 門 殿、 此間 I 町、 前の 通是 よ. 5  二 町 程 行 

て 左右に 道 有、 左 之 道 同 側 町 少し 有て、 正 連 寺、 右側 

も 町 半 町 程 有、 此間 一 町、 すぐ 道、 行 當り御 煙微藏 へ 

行、 此 道に 小 橋 有、 前の 通より 右 へ の 道 兩側町 半 町 ほ 

ざ、 左右に 道 有、 右へ 付て ゆく に、 道に 八幡宮 小み や 

有、 並に 棕顯 寺、 右 町 や、 それょ-^ 一  町 程 行て 右に 永 

井 賀殿、 筋. W 酒 井 大學頭 殿、 是 より 一 町 半 程 行て 左 

に 道 有、 井伊 i^: 蕃殿、 此西 末よ い 木 VJ 云、 前の 通 五町 

程 行て、 行當 加 it 源太郞 殿、 左右に 道 1 是四、 ソ 谷の 

はづれ なり、 


一 、絞 ケ橋を 北より 渡りて 道 二 筋 有、 左の 道 西へ ゆく 

に、 小 坂 上りて 左 紀州樣 御屋敷、 右 妙 源 寺、 此間ー 町、 

少し 左へ よこた は. 5 て 西へ 行、 左 高木 喜 左 衞門殿 組、 

右 平日 向殿 岡 部主稅 殿、 左右に 甲府樣 御屋敷、 此間 

四 町、 右に 道 有、 前の 通 少し 西へ 行て 南へ 道 あり、 一 

町 行て 入 込に 坂 部 三十 郞殿 組、 それよ. 5 半 町 程 行て 

右に 道 有、 又 半 町 程 行て 南 へ 道 有、 半 町 程 行て か う が 

町 ど 云、 左 坂 部 三十 郞殿組 屋敷 有、 橫ゃを 東へ 行て 本 

の 通 筋へ 出る、 それより 南へ ゆく に、 又 坂 部 三十 郞殿 

組、 此問 一 町 近く 過て 左右に 道 あり、 右の 通 西 へ 行 

に、 左 坂 部 三十 郞殿組 屋敷、 一 町の 餘 過て 南西へ 付て 

行ば、 1 一町 近く 過て 左右に 道 有、 右の 道 東 か V- 駒 井 右 

京 殿、 左への 道 西側 松 } ^左 兵 衞殿、 左に 明 地、 續き熊 

野權 現、 此間 一 町、 左に 道 有、 同侧町 少し 有て 高徳 寺、 

續き町 一 町 近， -有、 左の 町 久保町 ど 云、 右 立 元寺自 

泉 寺、 同前 東に 町 有、 行當り 町、 左右に 道 有、 此間ー 一 町 

半、 前の 通 南 へ 半 町 行て 西へ 道 有、 1 一町 程 行て 左右に 

道 有、 前 の 通 左 か ビレ 井上 相 摸 殿 松 1^ 安藝 守 殿 、此道 七 

町 程、 入 込に 第 六 天 有、 それよ. -半町 程 過て 左に 稻葉 

美 濃 守 殿 裏門、 此道 それよ. 9 四 町 過て 左右に 道 有、 百 
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人 町筋 前に 記す ゆ へ发に 略す、 

一 、鲩ケ 橋より 右への 道、 西へ はや 少し 行て 右へ 道 

有、 西 侧應元 寺、 東南 側に 町 有、 前の 通 右 か ざ靑顯 寺、 

續 きて 町 少し 有、 法逮 寺、 又 町 少し 有て 本 寂 寺、 1? き 

に 町 一 町 程 有て 永 井 式部 殿、 ならびに 又 町 有、 法 勝 寺 

一 行院、 此 あたり 權旧原 ど 云 也、 此所四 w、 それより 

一 町 程 西へ 行て 左右に 道 有、 左の 道 同 か、 f 諷 訪次郞 

左衞門 殿、 右 かど 花房 大膳亮 殿、 前の 通 一 町の 餘 西へ 

行て 左に 道 有、 同 酒 井 壹岐守 殿 組、 高木 喜 左 衞門殿 組 

屋敷へ 出る、 前の 通 西へ 又 少し 行て 左右に 道 有、 一 町 

程 ゆきて 一， 町餘 過、 左 仙 石 次 左 衞門殿 組、 それより 西 

へ 道 有、 一 町 程 行て 右に 大神宮の 社 有、 續 きに 町 少し 

有て、 寂 光院、 是 より 南西へ 行ば 左に 御 煙微藏 有、 南 

てに 高木 喜 左 衞門殿 組 屋敷 裏 也、 小 橋 渡. 0 て 宇 町の 

餘 行て 左右に 道 有、 左の 道 西側に 千 手院、 それより 南 

へ 又 一 町 程 行て 西へ 行ば、 左 松 }^ 左 兵衞殿 屋敷 有、 左 

田地、 此道ニ 町 西北へ ふ. 5 て 行、 それより 西へ 行ば、 

右に 水 野 民 部 殿、 左 田地、 此道 西へ 二 町 程 行て、 行當 

り 八 代 越 中 守 殿、 それより 西へ ゆく に、 右に 三 枝隱岐 

守 殿、 行當り 井伊 i> ^蕃 殿、 是 まで 二 町の 餘、 左に 道 有、 
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田 道 也、 家居 無レ 之、 しるさす、 

四 谷、 內藤 宿、 市 谷 近邊、 二 本 53 木 迄： 51" お g 

一 、四- ソ谷 御門よ..^ 小 橋 渡 て 左右に 道 有、 左 土手 通 

赤 坂 へ ゆく、 右の 土手 筋 は 市ズ分 へ ゆくな. 5、 

1 、四ジ 谷 土手の はたより 小路 三 通有、 南下 通 西 へ さ 

して ゆく 道、 右 町、 左 尾 張 中 納言樣 御屋敷、 此間半 町、 

左右に 道 有、 左の 道、 右 早 本 十 兵衞殿 組、 本 多 百 助 殿、 

1 町 程 行て 左に 日向 半兵衞 殿、 すぐ 道 赤 坂へ ゆく、 前 

の 通 西へ 行に、 右 半 町の 餘町 也、：^ へ 道 有、 前の 通、 左 

早 野 七兵衞 殿、 つ レき川 野 三 左衞門 殿、 此ニ 屋敷 一 町 

半、 右一 町 程町屋 なり、 西へ 行て は 兩側町 也、 左に 道 

有、 右側 高木 九 助 殿、 一 町の 餘 行て 少し 橫 手に 西南へ 

ゆく、 右侧 安樂 寺 阖照寺 心 正院、 左 西 念寺橫 手、 此間 

一 町、 左右に 道 有、 左 同 侧西念 寺 、右側 一 町 宇 ほざ 町、 

あ ひに 道 有 也、 前の 通 西へ 行に 一 町の 餘町、 左右に 道 

有、 左の 道 南へ 行に、 左に 町の よこ や、 右手 高木 九 助 

殿、 右 一 町町屋 、あ ひ を 隔て、 東 福院、 行當. 9 正覺 寺、 

右に 道 有、 同 側 妙 源 寺 • 並に 天 王の 宫、 又稻 荷の 小宮 

有、 橫 向に 瀧 川 長 門 守 殿 組、 前の 通 四十 間の 餘 行て 左 

町、 南う しろに 町 有、 此通 四町餘 道筋 也、 井上 太郞左 


衞門殿 組、 此間宇 町、 左右に 道 有、 左の 道 南へ ゆけば 

二十 町 土手、 左 能 元 寺 法 元 寺、 向に 圓通 寺、 この間 

一町、 よこてに 道、 毛 利 助 右 衞門殿 組へ 行、 前の 通 

西へ ゆく に、 半 町 ほ V- 雨 側 町、 右に 道 有、 半 町 ほざ 行 

ば、 西 侧に极 平 兵 部 殿 屋敷 有、 前の 通 西 へ ゆく に 十 町 

斗 行て 左に 道 有、 前の 通 右二 十 間 斗 町、 入 込に 善性 

寺、 前の 通續き 西側 町、 廿間計 行て 右に 道 有、 前の 道 左 

一 町 町屋、 右 半 町 町、 筋 違に 左右に 道 有、 左の 道 毛 利 


助 右 衞門殿 組三ケ 所有、 前の 通 西へ 行ば、 左 一 町 ま 

ち、 右に も 四十 間 計 町 也、 右に 道 有、 同 側 大久保 右京 

殿 組 也、 左側 安 泉 寺 法 雲 寺 延壽寺 正 雲 寺、 行當 り 本 田 

伯耆守 殿、 市 谷 筋、 是迄三 町 半、 前の 通 西 へ 廿間 行て 

左に 道 有、 右 侧和田 七 郞兵衞 殿 同市 右 衞門殿 鈴 木 七 

郎右衞 門 殿 加 藤 甚兵衞 殿 大久保 右京 殿 玉虫 次 郞右衞 

門 殿よ こや、 此間三 町、 行 當り森 川 出 羽 守 殿、 左右に 

道 有、 前の 道 右 町 半 町、 北 へ 道 有、 右 侧宮毛 半 助 殿 組、 

左 町の 橫屋半 町、 つ いき 舆福寺 圓照寺 高圓寺 和合 院、 

右 寺の 地 尻、 此道三 町 半、 前の 通、 左 四十 間 町、 右 半 町 

まち 星、 筋 違 左右に 入 込 有、 右 立 照 寺、 左 長 泉 寺、 それ 

より 西 へ 行に、 兩侧 町， 半 町 程 行て 左に 道 有、 同 側大久 

保 山城 守 殿 組、 すぐ 道 赤 坂へ 出る、 前の 通 西へ 行に、 

左 半町片 町、 右 永 井 彌右衞 門 殿、 左に 道 有、 前の 通 西 

へ 行ば、 左方 內藤 若狹守 澱、 此 屋敷 七 町 程 西 へ 續 きて 

有、 右久世 三四郞 殿、 月 性 寺、 御鐵炮 崖、 此間壹 町、 右 

に 道 有、 前の 通 右 伏 見 助 左衞門 殿、 此 あたり 內藤宿 VJ 

云、 此道ニ 町 行て 右に 道 有， 前の 通 西へ 行に、 右側 町 

少し 有て 砵正 寺、 又 町 少し ありて 澤簞人 正殿、 此遨 

三 町 行て 道 一 一筋 有、 右の 方 同 側 朝 倉 仁 左 衞門殿 木 曾 


日向 守 殿 松： 牛 左 近 殿、 此道三 町、 此 あたり. 二 本 ゑの き 

ど 云、 左の 方 右側 渡 部 半 左 衞門殿 • 左內 藤お 狹守 殿、 

此 屋敷 二 町 有 1 右 竹 越 山城 守 殿 松： 牛 出 羽 守 殿、 此屋 

敷 四 町 有、 右側 西 尾 主 水 殿 川 村 善 七 殿、 つ  >  き 片町壹 

町 ほ V- 有、 幷に加 藤 源太郞 殿、 此側六 町、 左廿 間 ばか 

り 町 有て、 左に 道 有、 赤 坂へ ゆく、 前の 通 半 町 西へ 行 

ば雨侧 町、 すぐ 道 有、 

一 、中 通 三 町 有、 よこてく 迄 諸 商人 諸 職人 有, 之、 

一 、北上の 通、 土手より 查町目 兩側町 や、 二 町 目、 左壹 

町 町屋、 右 は 蜷川喜 左 衞門殿 組 一 一 ケ 所^、 三 町 目. 左壹 

町 まち 星、 右 半 町 ほざ 町、 內藤新 次郞殿 組、 营沼藤 十 

殿、 此間半 町 過て 左右に 道 有、 前の 通 西へ 行ば、 左 井 

上 太 左 衞門殿 組" 右 菅沼藤 十郎殿 組、 此間 四十 間ば か 

り、 行當. り 設樂甚 三 郞殿紐 屋敷、 表門 通 左右に 道 有、 

一 、四 ッ谷見 付 筋より、 右 土手 筋へ 行 道 市 谷へ 出る 

也 、左側 半 町の 餘町、 同道 あり、 南が は 町な り、 前の 土 

手筋 北へ 行に、 左 二十 間 計^ 有、 橫 手に 道 有、 前の 土 

て 筋 北 へ 行ば 、左側 識訪兵 部 殿 河 野 藤左衞 門 殿、 此間 

一 町、 橫 てに 道 有、 前の 土手 筋 北へ 行ば、 間 野 八郎左 

衞門殿 金 m 遠 江 守 殿、 此間ー 町、 橫 手に 道 有、 前の 土 
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て 筋 北へ 行に、 左 原 忠兵衞 殿 本田內 藏殿极 平三郞 

左衞門 殿、 續に 町 少し 有、 此問ー 一 町 近く、 橫 手に 道 有、 

前 土手 筋 北へ 行に、 一 町 近く 町 有、 一 町 程 行ば 市 谷 御 

門へ 出る、 

一 、右の 內識訪 兵 部 殿 撗手通 西へ 行に、 續き酒 井大膳 

亮殿大 岡 七 兵 衞殿柳 澤 孫 左衞門 殿、 左 渡 部半藏 殿、 續 

きて 町、 此侧ー 町、 橫 手に 道 有、 前の 通 西へ 行に、 左蜷 

川 喜 左 衞門殿 組、 此 屋敷 二十 間 計 行ば 右へ 道 有、 半 町 

雨 侧町屋 、前の 通 西へ 二十 間 計 行て、 南へ 道 有、 半 

町 計 行て 西へ 行ば 、左右の 屋敷、 喜 左 衞門殿 組 四 ケ 所 

有、 其 間 一 町 半 近く、 行 當り內 藤 新 ニ郎殿 組、 左右に 

道 有、 右へ 五十 問 計 行ば 西へ 道 有、 左菅？ 化 藤十郎 殿、 

右 嬉川喜 左 衞門殿 組、 此間 四十 問、 左右に 道 有、 前の 

通す ぐ 道 半 町。.^ 有、 又 左に 道 有、 

一 、右の 內識訪 兵 部 殿 隣 河 野 藤 左 衞門殿 横手 西 へ 行 

に、 右 早 野 八 郞左衞 門 殿よ こや、 同つ V き 伏 見 權八殿 

三 浦 宇 左衞門 殿、 左 松； 牛 左 衞門殿 山 田 六 右衞門 殿、 此 

問 一 町、 それより 半 町 行て 左右に 道 有、 前の 通 西へ 行 

に 、左右 の やしき 菅沼藤 十郎 殿 組な り、 行 V- ま り は 寺 

なり、 资 光寺 ビ いふ、 此問ニ 町 半、 左手に 道 有、 


一 、右の 內間野 八 郞左衞 門 殿 隣 金 田 遠 江 守 殿 撗手西 

へ 行ば、 つ いきて 福 井藤 十郞 殿、 石 原. 太 郎左衞 門 殿、 

此間行 V- まりなり、 

市 谷よ .0 大久保 まで"， ^11^ 

一 、市 谷 御門 は、 四ッ谷 御門より 六^ 程 北な り、 右： a 

付よ. り 土手 筋へ 出て 廿間斗 北 へ ゆけば、 西へ 道 有、 此 

方に ゆかす して 左に 道 有、 右側 橋 口に 東： 富 寺、 町 少し 

有て 東圓 寺、 又 町 少し 有て 八幡宮 有、 石 だん 五十 七 段 

有、 町 少し 有、 是 まで 一 町 半、 それより 尾 州 中納： H 樣 

御屋敷 四 丁半 ほど 有、 此內ニ 町 半 程 さきに、 左 一 町 町 

有、 よこて 同町、 前の ついき 左 四十 間^ 町、 左右に 道 

有、 右の 道 西 侧姊原 八 兵衞殿 組、 並に 町 少し 有、 此間 1 一 

町 半、 前の 通 西へ 行ば、 右に 极平 上野 介 殿. - 此 屋敷 二 

町 半 近く 有、 左 布施 孫 兵 衞殿組 屋敷 一 町 半、 それより 

西 へ 行に 道 一 一筋 有、 右の 方 松 平 上野 守 殿、 ならび 半 町 

まち や、 うしろに 戶田相 摸 守 殿 組、 橫 手に 道 有、 前の 

道より 左の 道 西へ 行に、 長 谷川 久三郎 殿 組 宫毛半 七 

殿 組 柴田三 左 衞門殿 組、 此間 三^、 南 後に も 道 有、 前 

の 通 西 へ 行に 左右に 道 有、 左 拾 間 行て 西へ 廿間 行に、 

右に 板 倉 隱岐守 殿、 それより 商 へ 廿間 行て 西 へ 行ば、 


左 早 野 七 兵衞殿 組、 右 _ ^施 孫 兵衞殿 紐、 此間五 拾 間 程 

た 一;: ば 右に 道 有、 左 本 田伯耆 守殿橫 星に 付て、 前の 通 西 

へ ゆ/、 に、 半 町 行て 左に 道 有、 半 町の 餘 行て 東へ 道 

有、 左 善 長 寺 養 福寺淸 光寺、 此間ー 町、 夫より 南へ 道 

有， 一 町 近く 行て 左右に 大久保 右京 殿 組、 東へ 半 町 ほ 

ど ゆ き て 岡 野內. 藏殿 組、 安藤 九 郞左衞 門 殿 組 有、 東 て 

に 蜷川喜 左 衞門殿 紐、 夏 目 水 一一 左 衞門殿 組、 南へ 道 有、 

行 常.^ 町、 左右に 道 有、 gT ソ谷 筋な b  、前の 通 西へ 行 

に、 右側お 敎 寺大久 十； 1- 善 敎寺自 勝 寺、 左 町、 此 間ニ酊 

近く、 右て に 道 有 、右側に 本 田 伯 耆守殿 坂 部 三十 郎殿 

組 やしき、 左 S 地、 それより 先に、 右 菅诏越 巾 守 殿、 左 

北條 右近 殿 組、 此間六 間 半、 行 當り尾 張 中納言 樣御屋 

敷、 伹 よこて 也、 左右に 道 有、 前い 通 西 へ 行ば、 右 は 元 

興 寺、 此間ー 町 半 過て 左に 道 有、 右に 北條 右近 殿 組、 

此屋敷 一 町 近く  、撗 手の 道 西へ 行に、 左右に 水 野 半 左 

衞門殿組、此問三町、ぉ右に道^^、前の通西 へ 行に、 左 

右に 北條 右近 殿 組、 此？ i 四 町 半、 右に も 道 有、 前の 通 

西へ 行ば、 右て は 尾 州 中 納言樣 御屋敷 也、 二 町 半 有、 

一 、右の 內板倉 隱岐守 殿 横手 筋 北へ 行ば、 右に 町壹町 

有、 東へ 道 有、 前の 續 き 本 衬谷町 雨 側 町、 左手に 道 有、 
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前の すぐ 道 北 へ ゆけば、 西側に 町 壹酊ほ V- あり、 前の 

左ての 道 西へ 行ば、 左手 入 込 安 龍 寺、 右 町の よこ や、 

此間半 町 過て 北 へ 道 有、 西 へ 行ば、 右 安藤 九 郞左衞 

門 殿 組、 左 大久保 四 郞左衞 門 殿 組、 此問壹 町 半 行て 前 

の 通、 それよ.^ 廿間 ばかり 行て 左に 道 有、 前の 通 西へ 

十 間 計 行ば 右に 道 有て、 久貝宗 左 衞門殿 組 岩 瀨市兵 

衞殿紐 榊 原. 四 郞左衞 門 殿 組 小 笠 原 太 郞左衞 門 殿 組、 

此侧三 町， 半 ゆけば 左に 道 有、 右に， M 福 寺宽長 寺、 つ い 

きお r 左に 大草主 膳 殿、 此間三 町、 前の 通 西べ 行ば、 右 

町 少し 有、. 泉 福 寺、 此間半 町、 行當. 0 左右に 道 有、 左の 

造 西へ 行に、 十 間 行て 右て に 道 有、 西 へ 行ば 左 は^ 念 

寺、 右に 永 福 寺、 兩側壹 町 程 町、 左の 町 四十 問 行ば 南 

へ 道 有、 天神へ 行、 前の 通 西へ 拾 問 程 行ば、 入 込宮毛 

彌 次兵衞 殿、 是 より 左の 道す ぐに 田 道な， 5、 

一 、右の 內大久 保 札の 辻より 東へ 行ば 、左側 町 少し 有 

て 平出雲 守 殿. 此屋敷 を 過て 右に 織 田 小 左衞門 殿、 

此道 ： 二 町 行て 右に 道 有、 同稻荷 の 宮有、 前 の 通 東 へ 一 

町半近く行て右に道有、右小笠原右1^^殿、左今村傳三 

郎殿、 筋 向に 稻葉石 見守 殿、 左 本 田 美 作 殿武梨 孫十郞 

殿、 右 石 川 半 左衞門 殿よ こや、 此間四 町、 右に 道 有、 同 
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石 川 半 左衞門 殿、 左 竹 腰 備"： i 守 殿よ - . や 、水 野 半左衞 

門 殿 組ニケ 所有、 此問ニ 町 半 近く 有、 前の 通 東へ 行 一 

ば、右竹腰備前守殿、左依田辨之助殿橫田.^^郎_ぉ衞殿 

よこ や、 右土屋 忠ニ郞 殿、 此間ニ 町、 左右に 道 有、 右の 

道柬 か V- 伊藤 安 兵 衞殿榊 原 四 郞左衞 門 殿久貝 宗左衞 

門 殿 岩 瀨巿兵 衞殿小 签原六 左衞門 殿、 以上 五 組、 此間 

四十 間 程 有、 前の 通 東へ 行に 伊藤 安 兵衞 殿よ こや、 左 

格 井助 太夫 殿 地 尻、 此間 四十 間 行ば 右て に 道 有、 前の 

續き五 組、 入 込に て しれす、 左 多 田 八 郞左衞 門 殿 宇津 

作 左衞門 殿よ こや、 此間 一 町 半 近く 過て、 行 當り尾 張 

樣 御屋敷、 左右に 道 有、 

一 、市 谷 見 付 筋、 佴見 付より 少し 北へ ふりて 有、 此道 

西へ 行に、 左 東雲 寺よ こや、 續 きて 長 體寺、 門前に 呀 

少し 有、 長 龍 寺、 右 町の よこ や、 ついき 堀 田 五 郞左衞 

門 殿よ こや、 是ょ. ^雨が は 町 少し 有、 左宗 體院、 右 法 

藏寺、 左 町 少し 有て =1 向 七 郞左衛 門 殿 飯 岡 權兵衞 殿、 

右 安藤 彥 il 郞殿、 此間三 町、 行當 b 尾^ 樣、 右へ 半 町 

ゆきて 西 へ ゆく、 左 尾州樣 御屋敷 三 町 半 程、 右 土収塲 

一 町の 餘 せて 北へ 道 有、 前の 通 右 富 永 彥兵衞 殿 _狄 原 

彌右衞 門 殿 管 新 左 衞門殿 布施 八 郞兵衞 殿、 此間ー 一町、 


左右に 道 有、 前の 通 西へ ゆく に、 右 大久保 九兵衞 殿、 

左 屋敷の 地 尻 有て、 核 井助 太夫 殿、 右三輪^^右衞門 

殿、 此問 一 町 半、 ゆき 當り撗 田 次 郎兵衞 殿、 左右に 道 

あり 

一 、右の 內富永 彥兵衞 殿 橫屋半 町 北へ 行て 西へ 行ば、 

右側 遠山 七 郎左衞 門 殿 § 戶藤兵 衞殿近 藤 八 太夫 殿 本 

問 十 左 衞門殿 天 野 孫 太郎殿  >  左 屋敷の 地 尻、 此間ニ 町 

近く、 左右に 前の 通 西へ 行に、 左 かざ 石 束 織 部 殿、 つ 

づ き 屋敷の 地 尻、 右山 中 吉右殿 門 殿 大久保 孫 市 殿、 此 

間 一 町 半 近く、 行當り 愛染 院、 左右に 道 有、 

一 、市 谷 見 付より 牛 込 近所まで 土手 筋、 左側 一 町 ほ》」 

町 有、 町中 堀 田 五郎 左 衞門殿 火^ 屋敷 有、 又 右手に 道 

^、前の 通 北へ 行に、 半 町 近く 町 有て 西へ 道 あ.^、 前 

の 土手 筋 北へ 行に、 又 半 町の 餘町 にて、 右て に 道 有， 前 

の 土て 筋、 是ふ 武家屋敷 也、 牛 込 見 付まで 二 町 半 有、 

一 、右の 內堀田 五郎お 衞門殿 北 橫手を 西へ 行に、 廿間 

斗 左右 に^のよ こや ありて、 右に 道お、 土手 筋 裏 通 也、 

前の 通 西へ 行ば、 右水 野 馬 守 殿 撗屋を 通て、 左 入 込 

長 遠 寺、 ならびに 町 有、 前の 通 西へ 行に、 右 は 水上 五 

兵 衞殿龃 、行 當り高 村 助 右衞門 殿、 すぐ 道 土 取 場 へ 出 


る、 右に 道 有、 

1 、右の 町筋よ.^ 北う しろ 通 西へ 行に、 左右に 町の 橫 

屋廿間 計 有て 左右に 道 有、 前の 通 西 へ 行 に 、左 水野對 

馬 守 殿よ- 』 や、 右 同 長兵衞 殿よ- ^ や、 橫屋續 き 田 中 六 

郞右衞 門 殿 松 1^ 三 郞右衞 門 殿 松 浦 八 郞右衞 門 殿、 向 

左 新 庄與惣 右 衞門殿 榊 原 淸右衞 門 殿、 右 織 田 生計 殿、 

左 沖 五郎 左衞 門殿內 藤金彌 殿、 右 春 田 伊之助 殿、 此間 

二 町、 左右に 道お、 前の 通 西へ 半 町 行て、 向 ふ 戶田七 

之 助 殿 組、 左右に 道お、 

1 、右 之 町よ.^ 北う しろ 通 西へ 行に、 其問廿 間- セざ町 

の 橫屋を 過て 左右に 道 有、 前の 通 西へ 行に 火の ばん 

町、 右に 道 有、 前の 通 西へ 一 町 半 近く 行て 右に 道 有、 

貳十間 行て 左右に 道 有、 右 北へ 行に、 右側 町 半 町の 餘 

有、 左 中程 か V- 荒 川 長兵衞 殿、 廿間計 行て 右て に 道 

有、 東へ ゆく に、 左 御 納戶拂 方 衆の 屋敷、 此間ー 町 ほ 

V- 行て、 右へ 拾 間ば かり 行て 東へ 行に、 左 松 平 半左衞 

門 殿、 右 大竹勘 右衞門 殿、 左极平 淸兵衞 殿、 右 小 笠 原 

山城 守 殿、 左 松 下 次 郞左衞 門 殿、 右齋 藤次郎 右衛門. 

殿、 左 長 谷川 權左衞 門 殿、 右 石 野 三 左衞門 殿、 此間ニ 

町、 左右に 道 有、 右へ 十 間ば か. 5 行て 東へ 道 有、 右淺 


尾 彌八郞 殿、 高 橋 兵衞 殿よ こや、 左下 枝 忠兵衞 

殿、 入 込 中 根 傳右衞 門 殿 大久保 孫兵衞 殿、 此問 四十 

間、 右に 道 有、 同 侧高橋 左 次 兵 衞殿羽 澤十郞 左衞門 

殿 石 野 小 左 衞門殿 松： 牛 新 右 衞門殿 間宫宇 右衞門 殿、 

向に 宇 藤 藤 助 殿 加 藤 助三郞 殿、 此間ニ 町 近く 有、 行當 

り 小 笠 原 山城 守 殿、 それより 左 へ 廿間 行て 南 へ 行ば、 

右側 神 尾 十 兵衞殿 塚 原 三 左 衞門殿 山 田 平 右衞門 殿、 

向に 小 林 長兵衞 殿、 此間ー 町の 餘、 行當. -大番 町に 左 

右に 道^、 前 の 通 東 へ 行に、 左 鈴 木金 右 衞門殿 筑紫主 

水 殿よ こや、 此間 二十 間、 右て に 道 有、 同 側 筑紫主 水 

殿 松^ 藤 兵衞殿 宮城 次 郞八殿 土屋忠 兵衞殿 伊東 新 右 

衞 門殿极 16- 三 郎左衞 門 殿、 同 五左衛門 殿、 入 込に 小 林 

余； 右 衞門殿 佐 原 三 右衞門 殿、 前の 通 窪 田 新 左 衞門殿 

朝 倉 十兵衞 殿、 稻 荷の 小 宫ぁ. 9、 此間四 町、 左右に 道 

有、 右 火の番 町、 前の 通 南へ 行に、 左 求 野 長兵衞 殿、 此 

問 四十 間 程、 左右に 道^、 前の 通 南へ ゆく に、 左 水 野 

對馬守 殿、 此尾敷 四十 間 程、 左右に 道 有、 右 御 納戶町 

へ ゆく、 左 市 谷 土手へ 出る、 此 道筋 土手う しろ 通 也、 
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牛 込、 ざ ん ざ 橋、 りうけ い 橋、 北 は此 川筋 を 限 に 

して、 南 は 河田ケ 窪、 V-  U. め き、 早稻 田、 土 塚 村 ま 

^ 、付ゑもん櫻の寧 

1 もな r< まんの 事 

一 、牛 込： 付 は、 市 谷の 見 付より 七 町の 餘 北の方 也、 

一 、見 付 筋より 小 橋 有、 渡りて 西へ 半町餘 行ば、 左右 

に 土て あり、 猶 西へ ゆけば、 左 水 野 金兵衞 殿よ こや、 

右 前 田 孫兵衞 殿よ， ，- や、 同 五 左 衞門殿 岩 佐 蕃兵衞 殿、 

左 山 田 庄兵衞 殿 山 田 庄右衞 門 殿、 右 か V- 國領 半兵衞 

殿、 此間ー 町、 北へ 道 有、 前の 通 筋へ 行ば、 右 かざ 森 川 

小兵 衞殿、 左 金子 金 十 郎澱ー ヒ原彥 兵 衞殿同 十 太夫 殿、 

右 大岡五 郞右衞 門 殿、 左 小 宿 市兵衞 殿、 右松 平彥 太夫 

殿、 筋 遠に 左右に 道 有、 前の 逋 西へ 行に、 右 かざ 水 野 

甚兵衞 殿、 左 か、 f 小 e: 甚兵衞 殿、 右 小 野 甚右衞 門 殿、 

ついき 町少 有、 左 本 多 藤十郞 殿、 此問半 町餘、 南へ 道 

有、 前の 通 西へ， 行に、 右 入 込 行 願 寺、 っ^き 町 少し 有、 

左侧 K 有 だな、 此 問 四十 間近く、 左右に 道 有、 左の 道 右 

角 曾 根 •， ？：： 郞左衞 門 殿、 諸 星 內藏殿 木 村 六 右衛門 殿 川 


久保善 左衞門 殿、 入 込 法 照 寺 同 法 善 寺、 左 御 留守 衆與 

力 屋敷、 次に 天 僧院、 此間ニ 町、 右に， m 有、 又す ぐ 道 二 

町 程 有、 前の 見 付 筋よ. 5 右の 道 北へ 半 町の 餘 行て、 左 

照 光寺、 門前 通に 東へ 道 有、 前の 道 一 町の 餘 行て、 左 

に 茅屋 淸左衞 門 殿、 向に 小 林 十兵衞 殿、 前の 見 付 筋 西 

へ 行ば、 左 曾 根 五郎左衛門 殿よ こや、 右に 藥師堂 有、 

つ いき 町、 左 三 光院、 右 法 善 寺 正 元 寺、 左 高 泉院、 つ -V 

きに 町 有、 此^ 一  町 半 近く、 左に 道 有、 右側 正 僧寺 痰 

惜寺、 向に 龍 門 寺つ かき 寺の 地 尻、 右側 町 一 町 有、 長 

元 寺、 此間ニ 町、 筋 違に 左右に 道 有、 すぐ 道 三 町 程 行 

て、 右に 酒 井 修理 殿 奥 門、 ついき 大村 因幡 守 殿 丹大 

隅 守 殿、 此間ー 町 近く、 南へ 道； 9^、 前の 見 付 筋 西へ 行 

に、 右に 町 半 町 有て 北へ 道 有、 右に 米 律 十兵衞 殿、 此 

間 半 町、 行當り 町、 左右に 道 一め、 左 北側に 增山兵 部 殿、 

あかぎ の 明 神の 社 有、 此間半 町、 右 之 道 左 かざ 東學 

寺、 此間十 問 程 、横手に 道 有、 半 町 程 行て 左 町 少し 有、 

淸立 寺、 又 町 少し 有て 天 徳院、 是 まで 一 町、 門 通に 道 

有、 天 德院續 きに 町 半 町 近く 有， 左右に 道、 又す ぐ 道 

有、 すぐ 道 左 か V- 石 川 兵 右 衞門殿 、右伊 藤 長兵衞 殿よ 

こや、 都 筑次郞 右 衞門殿 11 部權助 殿、 向 河澤三 右衛門 


lis 


殿、 此間半 町、 橫 手に 道 有、 すぐ 道 •  妈塲 へ 出る 、前の 見 

付 筋 面へ 行に、 左に 町、 右 中程より 町 野壹岐 殿、 恨此 

間 五十 問 程、 左右に 道 有、 左の 道 同 侧岡野 • 牛兵衞 殿？^ 

野 七 郞兵衞 殿 大島角 右 衞門殿 浦 野 權兵衞 殿 丹 十 兵 

衞殿岩 堀： 牛 右 衞門殿 山 口 市 左衞門 殿、 . 右 は 酒 井 修理 

亮殿 屋敷 也、 此間ニ 町 半、 前の 見 付 筋 西へ 行ば、 左 酒 

井修现 殿、 此尾敷 三 町の 餘、 右 町 野 壹岐守 殿 組、 三 枝 

16- 右 衞門殿 組、 岡 野 內藏殿 組、 二 ケ所づ  有、 此側三 


町、 右へ 二十 間 行て 西へ 行に、 左 夏 目 水 H 右 衞門殿 組、 

此間 ー酊く 右に 道 有、 前の 通 西へ 行に、 右侧 町つ いき 

前 M  了 心、 左に 入 込 有、 東側 穴 H 伯 寺、 行 當り明 照 寺、 少 

し 曲.^ て、 行 ざ ま り 大寶 寺、 前 の 本 通 右 西 生 寺、 此間 

一 町、左の道同がは大願寺、|1^-新兵衞殿細井左次衞門 

殿、 前の 見 付 筋 西 へ 行ば ゑの 木 町、 此所を 過て 左に 道 

有、 同 側 條屋半 之 【ポー 殿 組、 降 運 寺 專勝寺 久照寺 法 連 寺 

佛性 寺、 此間三 町 1 前のお 付 筋 化 へ 半 町 行て 西 へ ゆけ 

ば、 右に 半 町 近く 町 有、 此 あた-.^ V- いめき，/」 云、 右に 

道 有、 お びく に 衆の 屋敷 へ 行、 前の 見 付 筋 西へ 行ば、 

半 町 程^、 入 込に 左宗元 寺、 右 町 野 壹岐守 殿、 前の 見 

付 筋 西へ 行ば、 左 相 影 寺 地 尻、 ついき 少し 町、 右宗元 

寺よ こや、 續き 少し 町、 此間 一 町 半、 左右に 道 有、 右 之 

道 ^^.町 稅行 て 、右 賢 照 寺 、橫 手に 道 有て、 御 比丘尼 衆 

の 屋敷 有、 向に 酒 井 修理 殿、 前の 見 付 筋 へ 行に、 左 

町、 右に 十 善 寺、 續 きに 町 有、 左に 大耍 寺、 此 あた. 0 早 

稻田 V- 云、 此間ー 町 半の 餘、 行 當り正 元 寺、 北へ つ > 

きて 菅？ 5 藤十郞 殿、 左へ ゆ. く 道、， 同が は廿 間ば か. 0 

町 有、 すぐ 道 御座 候 へ 共 先に 有、 

一、 牛 込 見 付の 土て よ り、 市 谷の 方へ ゆく 道 、右側 水 
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野 金 兵 衞殿丸 藻 五 郞兵衞 殿、 入 込に 北より 南へ、 岩間 

源 三 郞殿小 粟 五太 夫 殿 間 宫七郞 兵 衞殿鈴 木 又 右衞門 

殿、 前 之 通へ 出て 南へ 行に、 中 根 九 兵 衞殿松 早 所左衞 

門 殿、 此間ー 町 半餘、 橫 手に 道 有、 前の 通 南へ 行に、 右 

鈴 木 平 兵衞殿 小林吉 太夫 殿、 此間 四十 間 計、 橫 手を廿 

間ば か b 行ば 北へ 道 有、 左側 鈴 木金 右衞門 殿よ こや、 

牛 袋 勘 右衞門 殿、 行 どまり 田 左衞門 殿、 此間ー 町、 

前の 土手 筋 南へ ゆく 道 >  巿谷之 內に書 申 ゆへ 愛に 巽 

一 、右 之 內松平 所 左衞門 殿よ こや 通 西へ 行に、 左 鈴 木 

•16. 兵衞 殿よ こや 服 部 釆女殿 市 川 太衞門 殿、 右 窪田與 

右衞門 殿、 橫 手に 道 有、 左 若宮 八幡の 宮有、 行當. 5 鈴 

木 又 七殿橫 やに 付て 行に、 左 依田 友 右衛門 殿 丸 藻 三 

郞衞門 殿、 行 ざま. 5 元の 通へ 出て、 左 逸見 五 左 衞門殿 

戶田左 門 殿 佐 野 六 右衞門 殿、 右 前 田 八 右衞門 殿よ こ 

て 有、 愛 を 御 小人 町 VJ 云、 左 礎 尾 三 郞兵衞 殿 神 田 三 右 

衞門 殿、 右 片岡兵 左 衞門殿 三 宅 半 七 殿 蝦夷 又左衞 門 

殿、 是迄ニ 町 半、 それより 北へ 行に、 左 榊 原 四 郞右衞 

門 殿 五十嵐 仁 兵 衞殿岡 部 甚兵衞 殿よ こや、 右 岡 部 市 

兵衞殿ょこゃ、此間半町、行當..^の道牛込見付筋、 此 
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通 半 町 ほざ 西 へ 行て 左に 道 有、 半 町 ほざ 小 坂 上りて、 

左 正 了 寺 高 照 寺、 續 きに 町 少し あり、 右朝 國又 右衛門 

殿 諸 越 庄兵衞 殿、 ，M 野 村 伊太 夫 殿 渡 部 仁右衞 門 殿よ 

こや、 此間ー 町 半、 左に 道 有、 同 かざ 11 右衞門 殿竹內 

三 郞兵衞 殿、 右 井戸 新 右 衞門殿 組、 橫 手に 道 有、 前の 

通 南 へ 行に、 左 荒 川 長十郎 殿原 田 七 郎兵衞 殿、 右 牧野 

傳藏殿 組、 橫 手に 道 有、 前の 通 南へ 行に、 左 後藤 淸左 

衞門殿 鈴 木 長 左衞門 殿下 枝 忠兵衞 殿、 右 長 谷川 藤 左 

衞 門殿橫 や、 此通是 まで 二 町 半、 筋 違に 左右に 道 有、 

左の 道 は 前 註す、 故 愛に 略す、 

一 、右 之內 後藤 淸左衞 門 殿 前の 通 西へ 行に、 右 牧野 傳 

藏殿、 伹、 左 屋敷の 地 尻、 此間 行て 左右に 道 有、 左の 道 

同が は 町 少し 有て 御 納戶拂 方 衆 やしき、 此間 四十 間、 

右 之 道 四十 間兩側 町、 よこてに 道 有、 すぐ 道、 兩側 町、 

よこ やに 道 有、 それより すぐ 道 半 町 程 有て 東 へ 道 有、 

前の 通 西 へ 行に、 左 荒 川 長兵衞 殿よ こや、 戶田七 之 助 

殿 地 尻、 右 町の よ こや、 っ^ き极平 彥兵衞 殿中 澤主稅 

殿よ こや、 左 市 川與三 右衞門 殿、 此間ー 町 半、 左右に 

道 有、 右 之 道 同 かざ 中澤 生稅 殿、 左 稻垣數 iit 殿、 右松 

卒 長三郞 殿、 此間 一町、 前の 通 西へ 行に、 左大 井三郎 


右 衞門殿 內藤七 郎兵衞 殿、 右 稻垣數 殿よ こや、 つ > 

き 朝 比 奈次兵 衞殿本 田 助十郞 殿、 此間 一 町 半、 左右に 

道 有、 前の f」 西 へ 行に、 左 石 原 惣左衞 門 殿 飯 塚 半右衞 

門 殿、 向に 六 島 孫 右衞門 殿、 左菅與 三兵衞 殿、 右 鈴 木 

次 右衞門 殿、 左 久留半 右衛門 殿中 島 五兵 衞殿、 右 小 林 

佐 次 兵 衞殿勝 屋彌次 右衞門 殿、 左 石 野 七^ 左衞門 殿、 

此間ニ 町 近く、 左右に 道 有、 前の 通 西へ 行に、 左 かど 

間宮ニ 郞兵衞 殿、 つ いき 屋敷の 地 尻、 右 岩間 八 郎左衞 

門 殿 地 尻、 よこてに 道 有、 前の ついき 牛 込 南 寺 町 前、 

此間 一 町の 餘、 左右に 道、 右 之 道 西側 本庄 寺高德 寺、 

入 込に 伊藤 平 右衞門 殿、 此間 一 町 近く、 左の 道廿 間ば 

か.^ 行て 西へ 道 有、 右側 生 雲 寺 長生 寺 善 能 寺、 左 愛染 

院ょ こや 、ついきに 法 正院正 榮院、 向に 久承 寺、 左 長 

根 寺、 右妙傳 寺、 左月景 寺、 右佛現 寺、 此間 一 町 半、 行 

V- まりな 

一 、右 之內 後藤 淸左衞 門 殿よ 北へ 一 軒 隣 荒 川 長 十 

郞殿、 前の 通 西へ 行に、 左 牧野 傳藏殿 組、 右 井 戶新右 

衞門殿 組、 此間ニ 町 行て 左右に 道 有、 前の 通 西 へ 四十 

間 町の よこ や 行て、 右手に 道 有、 前の 通 西へ 行に 右二 

十 問 計 町 や、 左 松 半長 三郞 殿よ こや、 此屋敷 を 過て 左 

I 戶 雀 七卷目 


右に 道 有、 前の 通 西へ 行に 左 稻垣數 馬 殿よ こや、 小奈 

谷 市 右衛門 殿 千 村 八 左 衞門殿 水 野 新兵 衞殿、 此間 一 

町 宇、 左に 道 有、 前の 通 西へ 行に、 左 朝 比奈新 九郎殿 

よこ や、 山 田 淸左衞 門 殿 山 下 又 助 殿 岡 部四郎 五郎 殿 

山 ra 宇 之 助 殿、 此間 ニ^、 左に 道 有、 前の 通 西へ 行に、 

左 かざ 岩間 四 郞左衞 門 殿、 此 屋敷 半 町、 筋 違に 左右に 

道 あり、 前の 通 二十 間 行て、 行 當.. > 八幡 小 宮、 左右に 

道 有、 

一 、右 之 內荒川 長十郎 殿より 北へ 一軒 隣 渡 部 仁右衞 

門 殿 通 西へ 行に、 左 井 iri 新 右 衞門殿 組、 右 宫城監 物 殿 

組、 左右に 道 有、 前の 通 西へ 行に、 左 四十 間 町の よこ 

や、 右 阿部 源 五 左衞門 殿、 町 少し 有て 天 龍 寺、 左に 道、 

前の 通 西 へ ゆく に 、右 天 龍 寺隱居 有、 ついきに 稻 荷の 

小宫 有、 此間 一 町、 左に 道 有、 前の 通 西へ 行に、 右 半 町 

の 餘町屋 、よこてに 道 有、 南へ 十 間 行て 西へ 行に、 右 

正 興 寺、 此侧ニ 町、 左 天 龍 寺の あた. 9 より 是 まで 四 

町、 此內に 宮毛半 七 殿 組 渡 部 吉左衞 門 殿 組、 又 宮毛半 

七 殿 組の やしき 有 也、 左手に 道 有、 すぐ 道 二十 間 行て 

左に 道 有、 南 寺 町へ 行、 前の すぐ 道 又 二十 間 行ば、 右 

に 道 二 筋 あり、 此 わたり 川 田が 久保 ど いふ、 前の 通す 
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ぐ 道 を 行に、 左に 祿泉 寺、 原 町 VJ て 一 町の 餘有、 右高 

國寺、 阿部 伊豆守 殿よ こや、 此間ニ 町、 右に 道 有、 左 水 

野對 .iiT 守 殿 組、 入 込な り、 前の すぐ 道 西へ 行に、 雨 側 

一 町 ほざ 町な り、 右に 高國 寺、 此間ニ 町、 左右に 道 有、 

左の 道 右 かど 法院、 前の すぐ 道 西へ 行に、 左， M 法 寺 

よこ や、 右 鳴瀬豊 前 守 殿、 此 やしき 一 町、 よこてに 造 

有、 前の すぐ 道 西へ ゆぐ に、 右 御破损 手代 衆 やしき、 

つ レき稻 荷の 小宮 有、 稻垣 藤十郎 殿、 左 23、 此間ニ 町、 

右手に 道 あり、 前の すぐ 道 西へ ゆく に、 右 尾 州 中納言 

樣 御屋敷 四 町、 此間を 通りて、 それより 田 道 を 二 町 行 

ば、 右手に 道 有、 前の すぐ 道 二 町の 餘 行て、 御たん す 

町、 左に 善 立 寺、 是 より 三 町の 餘 行て 百 人 町、 それよ 

り 四町稅 ゆきて 右に 圓勝 寺、 ゑ もん 樱此 所に あり、 

右衞門 櫻の islf- 

一 、右 衞門櫻 は、 その かみ 柏木の ゑ もんの 督、 ち VJ あ 

やなき ふるま ひ あり，、」 て、 少しのう ち此所 へ 流され 

給 ふ、 その 時 つれぐ の餘 りに や、 此櫻 をう へ 給 ふ 

が、 程なく 都へ 召 か へされ 給 ふ，、」 なり、 花 はしべ な 

ぐ、 句 ひ 四方に くんじて 花の も，、」 を 立 さりが たし、 此 

あた. 0 を 柏木の ゑ もん 居 給 ふ 所 どて、 柏木 むら，/」 い 


九十 二 


あ 


ん 


ふ VJ かや、 

下 菜よ. 9 ゑ もん ざ くらの 花の 袖 

一 、右 之 内 川 ffl が 久保三 宅 半 七 殿 組の 屋敷よ-' 西 へ 

道 一 一筋 有、 左の 道 は 先し るす、 W 右の 道 北 へ ふりて 行 

に、 右側^ 少しお て、 永 正 寺、 大神宮 社 有、 つかき 法 忍 

寺、 此惻ー 町、 左 小 野 半 左 衞門殿 組、 右に 道 有、 廿間行 

て、 西北 は 水 野 itf. 左 衞門殿 組、 前の 通 西へ 行に、 左 小 

野 半 左 衞門殿 組、 此 やしき 一 町、 右 四十 間 計 町、 今サ 


Ir 


間 行間 道 二 筋 有、 前の すぐ 道 西へ ゆく に、 左 寺の 地 

尻よ こや、 右 稻垣藏 人 殿 志 水 甲斐 守 殿、 町少 しづ、 

有、 半 町の 餘 な..'、 此道ニ 町 半の 餘 行て 左に 道 有、 貳 

拾 四 五 問 行て 行 あた. 9 法 正 寺、 東へ 廿間 行て 南へ 又 

半 町 行ば 東へ 道 有、 此 側に 千 念 寺、 行當. ^長 賢 寺、 此 

間 半 町の 餘、 撗 てに 道 有、 前の 通 西へ 行に、 左 威 通 寺 

南 正 寺よ こや、 五十 間 計 行ば 右に 道 有、 一 町 程 行て 左 

右に 道 有、 左の 道 南側に 祌習 寺、 兩侧 町、 北側の はづ 

れに 比丘尼 衆 やしき 有、 此問 一 町、 右 之 道 间がは 正 法 

寺、秋山十右衞門殿組^^寺町屋の地尻有て、 左 人 込 

に德下 寺、 右に 辨才 天の 宮有、 是 まで 四 町、 すぐ 道 前 

に 書 置. 5.、 左右に 道 有、 前の 通 十 間 西へ 行ば 左に 道 

有、 右が は來迎 寺、 小川 三 左 衞門 殿、 泉 元 寺、 ェ藤巿 

左衞門 殿、 向に 商 性 寺、 此間 一 町、 すぐ 道 有、 前の 通 西 

へ 行に、 兩侧 町、 ItT 場 下よ こ 町 ど 云、 左 西よりに 西方 

寺、 入 込に 五智 如來、 此間 一 町 半、 右に 道 有、 前の 通 西 

へ 行に 兩側 町、； iil 塌 下町 左 西よりに 寺 有、 正 與# 、橋ゎ 

たりて 左右に 道 有、 左の 道 右側 穴 八幡宮、 左に 少し 町 

有て 八幡 太 神宮 稻荷三 社 あり、 つ V き 町、 此間ー 町 

半、 行 あたり 尾 張屮納 言樣御 やしき、 北 へ 道 有、 前の 
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通 北へ かへ h ムし、 右の 道 北へ 行に、 左 法 善 寺、 右 入 込. j 

權 現の 社 有、 半 町 _ /化 行て 左 南側に 第 六 天 ^、北側 どつ 

か 村、 前の 道筋 一 一十 問 北 へ 行て、 猪 飼 五郎太夫 殿、 此 

間 三 町 半、 前の 通^へ 行に、 右 法 善 寺 、ついきな、 三 町： 

^行て 高 田 馬場へ- m る、 此； 镇ニ町 程 有、 西 東に 有、 - 

此 i&T 塌 過て 北へ 道 有、 二 町 近く 行て、 左 七面大 i ^神社： 

有、 一. 町 程 行て 江戶 川、 小 橋 有、 すぐ 道 有レ之 いへ V-  _ 

も、 此川 ぎり ゆへ しるす に 及ば や、  ノ 

穴 八幡宮  ■ , 

一 、光松 山の 八幡宮 は、 その上 寬永 十三 年 丙 子に あた 

b て、 征夷 大將軍 源 家 光 公の 御 弓大將 松！^ 新 五左衞 

門 尉 直 次に 與 力せ しむ ベく、 弓の 稽古いた しける が、 

それ 八幡 大 菩薩 は 源 家の 氏神、 弓矢の 守護神 なれば、 一 

此 所に 勸 請し、 その 前に 的 山 をつ かせて 弓 を まなぶ 

べし V」 いひ 合て、 旣に 言上に 及ぶ 所に、 i 是に 天道の 恵. 

みに や 、忽ち 此地を 望 得 て 喜 ぶ 寧 限 り なし 、其 折節 山 ： 

鳩 三 羽 飛來て の 枝に，、， - y まる、 是 塞に 八幡 大 菩薩 一 

の、 我等の 誠の 心 ざし を 神 も 納受 まし-, \- 、即ち 御影 一 

向 有 ポ、 何の 疑 か 有べき や V -、 人々 奇異の 思 をな し 一 

て かりに 小社 を 造りけ る、 又 常般ハ なる 松 ニもビ 有け 
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九十 S 


る を、 神木 W 定 めつ、 、鳥居 を 立 て あがめた てまつ る、 

それより 六 年の 後、 癸の 巳の 年の 夏、 威 德院の 良昌惯 

都、 當國中 野の 賓泉寺 に 有け る を、 招きて 社僧 ビ し、 法 

-^. を 備へ 奉る、 此僧も 本 は 周 防の 國の 人、 山 口の 八幡 

の 氏人 ど 也、 幼な くして 毛 利 家の 侍稷 本の 某に 仕へ 

しが 、複本 身 まか， 9 ければ、 高野山に 登 b て 十九に て 

出家 をし、 寶性院 の 法印卷 山の 弟子 どなり、 一 記の 行 

法 學道を VJ きて、 卅 一 歲の時ょ..^諸國を修行しける 

に、 さま 》 ^の ふしぎ 度々 あり、 然るに 秋 七月の 頃 人 

人 談合し て 、草庵 を 結び 住せん VJ て、 此 山の 麓の 地形 

を ひきなら して、 上の 山 一 丈ば かり 堀 崩して みれば、 

山の 底に 小さき 穴 有、 內に御 長 三寸 計のから かねの 

佛像、 石の 上に 座して おはします、 その 前に 小さき 瓶 

一 つ 有、 左右に 人の 骸骨 多く 有け る を、 人々 取棄 させ 

ける、 かの 佛像 をよ く 見る に 世の常なら ざ. 9 ければ、 

良昌 僧都 加持し 奉りて 御づ しに 移し 奉る、 道俗 男女 

此 よしを 聞傳 へて 群集して 拜み 奉る、 八月 三 H に、 將 

軍 家に 御 若君 御 誕生 有， 良昌 僧都 修行の 道す がら 又 

當國曾 司 谷に 居け ろ 時分に、 八 I™ 大 菩薩 御 夢想 有け 

るに 少しも 違 はす、 誠に 奇特の 事な り、 良： € 愈 有難き 


事に 思 ひて 神前に 參り、 御 神樂を さ、 げ 祝言 を 申て 

かく ぞょ みける、 

おひ そふる ち、/ J せの 松 も 千尋なる 

かげ VJ さか ゆる 御代 はっきせ じ 

V」 つらねけ る、 同 八月 九日に、 社頭の めぐり 一 町 四方 

に繩 ばりして、 地形 をば 引 開き、 本社 をば 神木の 松の 

も，、」 に遷 し、 鳥居 を石淸 水の 上に 南 向に たて か へ つ 

つ、 八靈 垣 ゆ ひま はしける を、 加州の 大守黃 門よ. 9 數 


百の 人數 をつ か はし 給 ふ、 此 故に：：！ 數 いくばくなら 

で、 同じ 月の 十四日に、 朝淸 めして 遷宮の 禮行 ひけ 

り、 此日又 加州の 大 守より 酒肴 餅な ざ 山の 如ぐ 送り 

て 娠し給 ふ、 次 之 H は 放 生 會の觀 式 V> りお こな ふ、 別 

當瓧僧 は、 曉か けて 振る 鈴の 聲 空に ひ 3- き、 祌 子巫聣 

は、 朝 まだき より 神 樂の昔 雲に 開 ゆ、 庭の 面に 鼈 をた 

て ゝ御湯 を 奉る、 fe^ 新 五 左 衞門尉 は、 其與カ 同心 を 

引ぐ して、 的 山の 邊に慕 を は， 0 棧敷を 構 へ た. 5、 假 一羽 

の 宮居 なれば、 八 的 百 手 等 はこ VJ< ^しかるべ しゃ 

ビて、 ロハ だ 式 正の 小 的 をた つる、 祌的は 射法 なれば、 小 

池の 某が 子 十二 歲 にして 仕け るが、 又 其 有さ ま 人の 

目 を 驚し け. 5、 其 夜 神前に して 風流の 踊 有け るに、 亥 

の 刻 計に、 神木の 核の 梢より 提灯 ほ》」 なる 光. 5 もの 飛 

出て、 社の 上に 落 侍り、 諸人 拜み 奉りて 靈驗の あらた 

さ を 尊み けり、 然るに 此 山の 腰より、 淸き 滴りの 水流 

れ VJ  > まる、 さし も 潔き 水な りければ 、ほり ためられ 

しに、 限な く溪 出た b  、誠に 石淸 水の 名に しお ふ 奇特 

ならす や、 昔より 此所を 阿彌陀 堂山ビ S ふよし、 それ 

八幡の 本 地 は彌陀 なり、 これ 和光垂 跡の 方便なる ベ 

し、 是 よりして 山の 名 を 改め、 神木の 奇特に よそ へ て 


光松 山 放 生 寺 W 付ら れた り、 されば 御詫宣 にも、 人の 

國 より 我國、 他人よ b 我が 人，/」 て、 あながちに 本朝 を 

惠み 、こ.、」 に は 氏人 を あはれ ませ 給 ふ 事、 いづれ の 神 

よりす ぐれたり、 く はしぐ は當 社の 緣起 にあ. cv、 

八まん のしげ みや 鳩の 夏 木 だち 

一 、牛 込 見 付より V- ん V- 橋 迄の 土手 筋 屋敷 付、 二 町 半 

程の 問な り、 此通 北へ 行に、 左側 薛田孫 兵 衞殿齋 膝 忠 

右 衞門殿 曾 根 五兵 衞殿、 此間 一 町 近く、 西へ 道 有、 前 

の 土手 筋 北へ 行に、 半 町の 餘 まきが し 有て、 上 村 宇 右 

衞門殿 蜂屋喜 右衞門 殿、 此間ー 町、 よこ やに 道 有、 前 

の 土手 筋 北 へ 行 に、 左 木 村 久右衞 門 殿よ こや 半 町、 行 

あたり V- んざ 橋、 西 東に かけたり、 

一 、右 之內 屋喜 右衛門 殿よ こや を 二十 間ば かり 西 

へ 行ば、 左へ 道より 南へ 行に、 南の 入 込 三 島 淸左衞 

門 殿、 右側 永 井 彌十郞 殿 朝 倉パ， f 十 郞殿山 田 半 右衞門 

殿梶 川口 兵衞 殿、 藤 井 善 右衞門 殿、 左 屋敷町の 地 尻、 

此間ー 町、 行 當り曾 根 五兵 衞殿、 左右に 道 有、 左 土て 

へ 出る、 右 之 方 西へ 行に、 同 河 合 善 右衛門 殿よ こや、 

左 朝 比^ 濯 兵 衞殿伊 子 五兵衛 殿よ こや、 右 か V- 永 井 

權右衞 門 殿、 此間 一 町、 左右に 道 有、 前の すぐ 道 西へ 
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行に、 左 市 川甚兵 衞殿撗 や、 同つ いき 秋 山 源 太 左衞門 

殿、 前の 通、 右 橫山藤 左 衞門殿 竹內五 左衞門 殿、 左 向 

井 千 之 助 殿、 かど 大川與 三 右衞門 殿、 右 鈴 木 龍 千代 殿 

よこ や、 此間 一 町、 左右に 道 有、 前の すぐ 道 西へ 行に、 

右松-牛 次 郞右衞 門 殿よ こや、 間宮市 左衞門 殿、 左 酒 井 

甚左衞 門 殿、 此間 四十 問、 北へ 廿間 行て 西へ 行ば、 右 

に 道存、 西側 自正院 、前の 通 西へ 行ば、 右侧中 村： 牛 右 

衞 門 殿. M 增寺森 川 助 左 衞門殿 施 惣十郞 殿 須田喜 左 

衞 門 殿、 左 行 願 寺 地 尻、 此 間 一 町、 行 當り正 高 寺、 左右 

に 道 有、 

一 、右 之 內永田 權右衞 門 殿よ こて 通 北へ 行に、 左橫山 

藤 左衞門 殿よ こや、 深屋喜 右衛門 殿よ こや、 此がは 一 

町、 右 永 S 權右衞 門 殿よ こや、 つ  > き 內藤九 左 衞門殿 

曲 淵 助 右 衞門殿 蜷川彌 太郞殿 向に 飯 室 源 左衞門 殿、 

右側 阿佐見 忠庵森 川 傳右衞 門 殿、 此問ニ 町、 西へ 道 

有、 此筋曲 淵 助 右 衞門殿 表門より 西へ 道 有、 左 かざ 深 

屋喜 右衞門 殿、 右 かざ 伊賀 善 左衞門 殿、 左大久 保. 牛 三 

郎 殿中 山勘 右衛門 殿 、右美 濃 部 三 郞左衞 門 殿、 ついき 

町 一 町、 左に 道 有、 右 入 込 成就 院、 西 へ の 道、 左 西尾彥 

介 殿、 右が は 町 半 町 程、 左右に 道 有、 前の 通；；；： 當り赤 


木 明 神社、 サに に 八幡の 宫ぁ り 、左 の 方 入 込 無量 院.' 是 

まで、 

一 、.w んど 橋り うけい 橋 かし 通 、左側 か V- 木 村 久左衞 

門 殿. 藤 小兵 衞殿 久松太 左 衞門殿 吉田太 右衞門 殿、 

此問ー 町の 餘、 橫 てに 道 有、 前の し 筋 北へ 行に、 左 

かざ 秋 山 傳兵衞 殿 天 野 孫 八 郞殿小 栗 右衛門 殿、 右 

に りうけ い 橋 有、 前の ついき 山 本 藤 右衞門 殿， 曲 淵 孫 

兵衞殿 .此 間 一 町 半の 餘、 よこてに 道 有、 前の かし 通 

北へ，；；： に、 左 かざ 蜂 屋三郎 左 衞門殿 同 十 郎右衞 門 殿 

同 彥兵衞 殿 島 彌左衞 門 殿、 かど 敦賀兵 部 殿、 此問ニ 町 

あり、 是 より 西へ 付て かし 筋、 兵 部 殿よ こや、 稻紫淸 

左衞門 殿よ こや、 此間ー 町の 餘、 前の かし 通 西へ 行 

に、 左 本 間 傳四郎 殿よ こや、 半 町 過て 南へ 道 有、 前の 

かし 筋 西へ 行に、 左 大久保 三 之 助 殿 秋 山 十 郞左衞 門 

殿、 此間ー 町、 よこてに 道 有、 前の かし 筋 西へ 行に、 左 

竭堪 道、 かざ 加 藤 甚五左 衞門殿 神保甚 五兵 衞殿佐 野 

與右衞 門 殿よ こや、 此間ー 町、 表門 通に 道 有、 前の か 

し 通： €： へ 行に、 左 堀 七 郞右衞 門 殿よ こや、 石 野 七郞左 

衞門殿 凡 山 兵 左衞門 殿、 此 Si 一  町、 橫 手の 通 右側 一 町 

町 厘、 色々 うり 物 有 、左側 大久保 八 郎右衞 門 殿 大岡新 


五 左 衞門殿 余 子 仁 左衞門 殿よ こや、 左右に 道 有、 左の 

方 同が は 仁 左衞門 殿、 右 か ♦々」 門 奈半右 衞門殿 川 野 小 

右衞門 殿、 左 森 川次郞 太夫 殿、 かざ 鈴 木 市 郎兵衞 殿、 

右 かざ 伊奈 五 左衞門 殿、 此問ー 町、 左右に 道 有、 前の 

すぐ 道 東へ 行に、 左 大澤三 郎左衞 門 殿よ こや、 右 長 手 

五 左衞門 殿よ こや、 穴 野 勘 右衞門 殿、 左 野 間 五 左衞門 

殿、 右 かざ 小 關武助 殿、 左 かざ 青柳 半 左衞門 殿、 此間 

一 町、 行 あた， 0 馬場、 左右に 道 有、 前の 通 南へ 行に、 右 

侧ー 町う り 物色々 有、 左側 門奈半 右衞門 殿よ こや、 多 

奈武喜 左 衞門殿 根 岸 又 八 殿 太 田 長 助 殿よ こや、 左右 

に 道 有、 前の 通 南 へ 行に 、左側 か V- 戶田七 郞右衞 門 殿 

三 田奎之 § 殿、 此間半 町、 左に 道 有、 前の 通 南 へ 行に、 

左側 かざ 大岡孫 右 衞門殿 河 野 九 郞左衞 門 殿、 少し 曲 

りて 南へ 一 町 行に、 此通 ® へ 行に、 左 渡邊半 三郎殿 

組、 此間ニ 町の 餘 過て、 右に 道 三 筋 有、 同 側か ど 青柳 

勒兵衞 殿、 ついきに 町 半 町、 此間 一 町、 よこてに 道 有、 

東側に 渡 邊源藏 殿、 此間半 町の 餘、 此道三 町 程つ  >  き 

て あ， o、 左右に 道 有、 あいに 小 橋 二つ 有、 前の 通 西へ 

ゆく に、 右水 野 十兵衞 殿、 雲 照 寺、 入 込 西側に 夏目奎 

左 衞門殿 組 屋敷 有、 前 之 通 西へ ゆく、 左に も 道 有、 す 


ぐ 道行 あた， り 西 松 寺、 行， V」 まりなり、 此間ー 町 半 有、 

一 、右 之內 りうけ い 橋 南 筋 向、 吉田太 右衞門 殿よ こて 

西へ 行に、 右 秋 山 伊兵衛 殿 橫屋、 此間 四十 間 通りて、 

行 あたり 薪 原傳藏 殿よ こや、 南へ 十 間ば かり 行て 西 

へ 道 あり、 右 かど 傳藏 殿、 左 かざ 天 野 兵 右衞門 殿、 右 

柬か V- 藤片 平九郎 殿、 此間 四十 間、 橫 てに 道 有、 前の 

通 西へ 行に、 左 小 佐 手 永 fi 之 助 殿、 成就 院地 尻、 右 坂 氏 

淸右衞 門 殿よ こや、 半 町 通りて 左右に 道 有、 前の 道 西 

へ 行に、 右原 田 彌右衞 門 殿よ こや、 半 町 通りて 行 あた 

り眞田 久太郞 殿よ こや、 左右に 通有、 右へ 半 町 行て、 

左右に 道 あり、 右 半 町の 內、 南侧か V- 大村藤 右 衞門殿 

よこ や、 北 かざ 野 尻 七兵衞 殿、 左の 方 西へ 行に、 左眞 

田 久太郞 殿^ 宫庄 右衞門 殿、 右 小 笠 原 金 兵 衞殿松 野 

文 右衞門 殿、 右松 下 善 太夫 殿淺井 權兵衞 殿、 左 花 田 次 

左衞門 殿、 此間ー 町の 餘、 よこてに 道 有、 词 つ > き 酒 

井 七 郎左衞 門 殿、 此間半 町、 前の 通 西へ 行に、 右 かざ 

伊藤 長兵衞 殿、 左 か Vj 筒井 源 之 f 水 一 殿、 此間廿 四 五 間、 

左右に 道 有、 前の 道 西へ 行に、 左 町の よこ や、 右 石 川 

兵 右衛門 殿よ こや、 品 川 六 郞右衞 門 殿よ こや、 左に 八 

幡の 小宫、 並に 十 王 堂 有、 此間半 町、 右に 道 有、 前 S 通 
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西へ 行に、 鈴 木 筆 助 殿よ こや、 今 井 友 之 助 殿 赤 之宮圧 

九 郞殿大 岡 孫 右衞門 殿よ こや、 右三 田 *1 之 助 殿よ こ 

や、 此 ii 一  町、 左右に 道 あり、 すぐ 道な し、 

1 、右 之 內吉田 太 右衞門 殿より、 北へ 一 町 半 かし 通行 

て 西へ 道 有、 左 曲 淵 孫兵衞 殿よ こや、 右 條屋三 郎左衞 

門 殿よ こや、 三 橋 九 左衞門 殿よ こや、 左帶甚 五兵 衞 

殿、 此"： i 半 町、 左右に 道 有、 但右は 入 込な り 、東側に 三 

橋 几 左 衞門殿 、左の 道 西側 かど 帶源五 左衞門 殿、 前の 

道 西へ 行に、 左 帯 源 五 左衞門 殿よ こや、 曲 淵 傳右衞 門 

殿よ こや、 右 か V- 中 川 三 郞兵衞 殿 早 野 物 5 左衞門 殿よ 

こや、 此問半 町の 餘、 左右に 道 有、 前の 通 西へ 又 半 町 

の餘 行に、 左右の 屋敷よ こや、 行 當り野 尻 七兵衞 殿、 

左右に 道 有、 

一 、.o うけい 橋 かし ー泄、 行 あた. 9 のか ざ 敦賀兵 部 殿、 

よこて を 通りて 又 稻薬淸 左衞門 殿よ こや、 表門 通へ 

出て 南へ 行て、 左 かざ 稻葉淸 左衞門 殿、 右 かど 本間傳 

四 郞殿坂 氏 淸兵衞 殿、 左 楠 正 庵 1 右島 角 左衞門 殿、 左 

林 太兵衞 殿、 右 大谷太 郎左衞 門 殿、 左 ii 野 九 郎兵衞 殿 

西 川 與左衞 門 殿、 右 森 川 庄左衞 門 殿、 左 かど ii 野惣左 

衞 i: 殿、 右 かざ 西 村 又 右衞門 殿、 此問ニ 町餘、 左右に 


道 有、 前の 通 西へ 行に、 左 か V- 曲 淵 傳右衞 門 殿、 右 蛭 

野 淸右衞 門 殿 小 粟乂八 殿、 つ がき 屋敷の 地 尻、 左 藤 方 

平九郎 殿よ こや、 此間ー W の餘、 左右に 道 有、 

一 、右 之 内 本 馬 傳四郞 殿 西う しろ 南へ 行に、 右 か， S 大 

久保 源四郎 殿、 左 神 尾 孫兵衞 殿、 右 細 井 您左衞 門 殿 鳴 

瀨藤 太夫 殿、 此間ー 町、 右に 道 有、 北側 かざ 後部 九郞 

右 衞門殿 极崎宗 左衞門 殿、 此間半 町、 右に 道 有、 前の 

つ > き 左 かざ 村 越 七 郞左衞 門 殿、 左 戶出孫 六 殿淺井 

伊 右衞門 殿、 右多澤 又兵衞 殿、 左 かざ 半兵衞 殿、 右 か 

ざ 松 田 太 左衞門 殿、 此間ー 町、 行 あたり.： 1^1 塌、 左右に 

道 有、 右 之 方 東側 中程に 大竹勘 右衞門 殿、 前の 通 南 へ 

一 町 近く、 右に 道 有 、右側 鴨宫次 左衞門 殿戶志 十兵衞 

殿、 左 夏 目 藤 右衞門 殿、 右 大久保 源 五 左衞門 殿、 左 山 

本 九兵衞 殿、 右山 高 水 li 右衞門 殿、 左 落 合 三 郎左衞 門 

殿、 右 かど 鈴 木 八 郎右衞 i: 殿、 左 か V- 余 子 半 助 殿、 此 

間 一 一町 近く、 行 あたり 馬場、 左右に 道 有、 前の 通 西 へ 

行に、 右 かど 生 野 新 五郎 殿、 久伥田 小 左衞門 殿、 此間 

廿間計 行て 左に 道 有、 前の 通 西へ 行に、 左 かざ 竹 本 八 

左 衞門殿 落 合 九 郎右衞 門 殿、 右 か， -、」 野 尻 七兵衞 殿よ 

こや、 十四 五 問 行ば 西へ 道 有、 前の 通 西へ 行に、 右 か 一 


ざ 大村藤 右衞門 殿、 左 間 宮惣十 郞殿吉 田藤藏 殿、 右 北 

かざ 原 田 彌右衞 門 殿、 左 北 かざ 坂 氏 淸右徹 門 殿、 此間 

半 町、 すぐ 道 赤 木 明 神 へ ゆく、 左右に 道 有、 

一 、右 之 内 余 子 宇助 殿よ こて を 南へ 十四 五 間 行ば 西 

へ 道 有、 右 は馬堪 なり、 左 かざ 淺葉三 右衞門 殿よ こや 

廿間 ばかり 有、 筋 違に 左右に 道 有、 前の 通 西へ 行に、 

左 かざ 浦 橋； 牛 右衞門 殿、 右 かど 二 本 傅三郎 殿、 左 東 か 

ざ 遠山 權兵衞 殿、 右 東 か V- 加 藤 平 助 殿、 此間ー 町、 筋 

違に 左右に 道 有、 前の 通 西へ 行に 、左側 半 町 程 町、 右 

か V- 飯 田 兵 左 衞門殿 靑木久 右衞門 殿、 東 か、 ざ 太 田 長 

七 殿、 左 月 田 七 郞右衞 門 殿よ こや、 此間ー 町、 左右に 

道 有、 前の 通 西へ 行に、 兩侧 町の よこ や、 此問 四十 間、 

右に 道 有、 一 町兩侧 町、 東が は 中程に 靑木小 左 衞門殿 

やしき 有、 その 先に 又 雨 側の 町 一町 有、 は づれに 橋 

有、 すぐ 道 小石 川 へ 出る 也、 此川を 限りなる ゆ へ 餘は 

略す、 前の 通 西へ 行に、 左に 稻 荷の 宮有、 町 少し あり、 

此間廿 間、 行 當り傳 澤寺傳 中 寺、 右 之 道 西側 行 V- まり 

長 修院、 左 へ の 道 渡 部 源藏殿 へ 行なり、 

江戸す、 ゝ め 七 卷目終 

红戶雀 八^目 


江戶 雀ん 卷目 從-- 御城-北 之 方 

小石 川 見 付より 、ざん V- 橋、 りうけ い 橋、 小 日向、 

關ロ、 すい ざう 村、 高 田、 曾 司 谷、 東 は 水道 橋 筋 を 

限 て 、傳 通院 近邊、 又 はすが も 村までの 事、 

目白 不動 之 事 白山 權現之 事 傳 通院 之 事 

1 、小石 川 見 付 は、 牛 込 見 付より 五町 半之餘 北東な 

り、 見 付よ. 0 北へ 出る 小 橋 あり、 渡れば 左右に 道 有、 

向 は 水 UU 辛相樣 御屋敷、 見 付より 左の 道 かし 筋、 小 橋 

渡りて 右側に 屋敷 尻 一 町の 餘 有て、 かざ 小栗忠 左 

衛門 殿、 此間ニ 丁 近く、 よこてに 道 有、 前の かし 通 西 

へ 行に、 右 阿部 八之丞 殿、 此 やしき 四十 間 計、 よこて 

に 道 有， 西側に 岩瀨 市兵衞 殿よ こや、 本 多 彥九郞 殿、 

野 間 忠右衞 門 殿、 右 屋敷の よこ や 地 尻、 此間ー 町 半、 

左右に 道、 又す ぐ 道 有、 前の 通 かし 筋 西へ 行に 、右側 

かど 岩 瀨巿兵 衞殿内 藤 加兵衞 殿、 此間 一 町、 行當り VJ 

ん V- 橋、 內藤 加兵衞 殿、 よこて 通、 かし 筋 中程に 中 山 

藤 兵 衞殿生 見 巿左衞 門 殿、 南 かざ 大久保 孫兵衞 殿、 此 

間 二 町 近く、 撗 てに 道 有、 左に りうけ い 橋、 前の かし 

九十 九 
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通 北へ 行に、 右側 かど 大草 • 牛 助 殿 落合彌 太夫 殿 水 野 

孫 助 殿 藤 惣左衞 門 殿 野 間 市 之 助 殿 佐々 宜" 左 衞門殿 

阿部 勘 左 衞門殿 間宮喜 左衞門 P 《吉 ffl 新 左 衞門殿 一：： ほ 野 

您 五郎 殿、 此間三 町、 是ょり 西へ 付て 島 角 左 衞門殿 渡 

部 源 左 衞門殿 內蔬飛 驛 守 殿、 此間  一 ^近く、 よこてに 

道、 前の かし 通 西 へ 行に、 右 齋藤賴 母 殿 荒木 市 左衞門 

殿よ こや、 此間 一 町、 表門 通に 道 有、 ついき 小 奈谷伊 

左衞門 殿、 左 小 野 忠左衞 門 殿よ こや、 竹 島 忠右衞 門 

殿、 右 田 平十郎 殿、 左 都筑加 右衞門 殿、 右 東 角 森 川 

孫 右衛門 殿、 右 西 かど 木 村 右衞門 殿、 此間ー 町、 行 

あた. 5 近 藤 勘 右 衞門殿 組、 左右に 道 有、 前の かし 通 西 

へ 行に、 右 西 かざ 小 野 忠左衞 門 殿 阿部 甚五左 衞門殿 

小 奈谷與 左衞門 殿よ こや、 此間ー 町、 表門 通に 道 有、 

つ  >  き 安西 次 郞兵衞 殿 天 野 五 郞左衞 門 殿、、 左 宮城 孫 

六 殿よ こや、 祌保源 五 左 衞門殿 同 又 左衞門 殿、 此問 一 

町、 行 あた， 9 近 藤 勘 右 衞門殿 組、 左右に 道 有、 前の か 

し 通 西へ 行に、 宫城孫 六 殿； 1 原 八 左 衞門殿 松 田七郞 

右衞門 殿、 此間 一町、 よこてに 道 有、 つかき 伊藤 善 左 

衞門殿 堀 田 太 左衞門 殿よ こや、 宮毛市 右衛門 殿淸水 

庄右衞 門 殿右柬 かど 小出^ 右衞門 殿、 左 西 か 太 田 


半 左衞門 殿、 此間 一 町、 行 あた. 5 近 藤 勘 右衛門 殿 組、 

左右 に 道 有、 前 のかし 筋 西へ 行に 、右 堀 田 太 左 衞門殿 

前 田 五 郞右衞 門 殿、 此間 一 町 近く、 よこてに 道 有、 五 

郎右衞 門 殿よ こや、 ついき 窪 田 源 兵 衞殿榊 五郎 左衞 

門 殿 荒木 五右衛門 殿よ こや、 靑柳新 五兵 衞殿 板倉惣 

右衞門 殿、 右 東 かざ 杉 浦 十 右衞門 殿、 左 美 濃 部 庄右衞 

門 殿よ こや、 此間ー 町、 左右に 道 あり、 左の 方 南側に 

竹 島 一 郞右衞 門 殿、 前の かし 通 西へ 行に、 右 荒木 五 右 

衞門 殿下 山 忠兵衞 殿 小 林 甚右衞 門 殿、 此間 一 町、 左に 

小 橋 有、 よこて に 石 野 六 郞右衞 門 殿、 それよ， 0 西 へ 道 

有、 兩側町 半 町が 間な. り、 左右に 道 有、 左 小 橋 有、 牛 込 

へ 行、 右に も 小 橋 有、 前の 通 西へ 行に、 一 町が 間 町、 水 

道 町 V」 いふ、 左右に 道 有、 左の 道に 小 橋 有、 前に 永 見 

槽七殿 組、 此 やしき 牛 込の 方に 書 申べき 所 なれ 共、、 道 

筋な き 故 愛に 記す、 右に も 小 橋 有、 前の 通 西へ 行に、 

兩側町 半 町 程な り、 一 町 程 行て 筋 逢に、 左右に 道 有、 

同小 橋 有、 水道 町 右 西よ- J て を 二 十 間 行に、 小 橋 渡り 

てす ぐ 道 二 町 半 行ば、 左に 山 高 宇 右 衞門殿 組、 石津九 

兵 衞殿組 やし き 有、 此 あた， り 小び な た，、」 いふ 、前 の 通 

小 橋より 左の 道 川へ つきて 西へ 行に、 右側 入 込久世 


大和 守 殿、 專願 寺元國 寺、 此問半 町の 餘>  つかき 田地 

五十 間 程、 右 之 道 堀に 付て 一 町 程 行て、 西へ 入 込に 八 

幡 の小宮 有、 前の 通 西へ 行に 右俾明 寺、 此間十 S 五 

間、 行 あた， 5 長 高 寺、 右 へ 十 間 計 曲り て 西 へ 又 十 間 程 

行に、 右に 道 有、 前の 通 西へ 行に、 右 町 少し 有て、 祿泉 

寺貞泉 寺、 並に 了國 寺、 八幡の 小宮 有、 っ^き 极}^ 刑 

部 殿、 此間 一 町、 左て に 鳥居 有、 目白 不動 へ く、 前の 

通 西へ 半 町 計 行に 左に 道 有、 目白 不動な b  、又 半 町 程 

西へ行に、右がは半町程町也、左入ロの入込に^^沙門 

堂 、奥に 東 向に 愛染 堂 有、 ならび 淺岡 七兵衞 殿、 又 西 

之 入 込に 淺岡 權三郞 殿、 又 少し 西に 蓮華 寺、 此間 一 町 

近く、 左に 道 有、 一 町 近く 行て 右に 道 有、 西南 か V- 前 

田 半 助 殿" すぐ 道 水道 水上の 關こ へ 行、 前の 通 西へ 行 

に、 右 入 込に 淸水牧 之 助 殿、 夫より 半^ 之 餘兩側 町、 

筋 違 左右に 道 有、 右 之 道 一 町 程 行て 北 へ 道 有、 左 西北 

が は 渡 部 九 助 殿、 行 あたり 郡三郞 太夫 殿、 前の 道 西 へ 

行に、 右 九 助 殿 家 尻、 右に 道 有、 前の 通 西 へ 行に、 半 町 

程 行て、 左 入 込 黑田信 濃 守 殿、 右 町 少し 有て 三 好備前 

守 殿 神 尾 若 狹守殿 堀宫內 殿、 此間ニ 町、 撗 手に 道 有、 

南西 へ 一 一町 宇 之餘 行て 左右に 道 有、 左 か V- 川端、 曾 我 

*4 戶雀 A 卷 ^ 


伊賀 守 殿、 前の 通 西へ 行に、 右に 道 二 筋 有、 此內西 之 

^二 町 宇 程 ゆきて すい ざう 村、 此村 のうら、 北の はづ 

れ藥圓 有、 此 村より 西 東へ 道 有、 前の 通 西へ 行に、 右 

畠、 左 增山兵 部 殿 稻垣信 濃 守 殿、 此間 一二 町、 右に 道 有、 

曾 司 谷へ ゆく、 前の 通 西へ 行に、 左 入 込、 西側 中 川 半 

左 衞門殿 表門 有、 前の 通よ こて を 一 町 半の 餘 行に、 右 

に 道 有、 東の 方 へ の 道 御藥圓 へ 行、 前の 通 西へ 十 問 計 

ゆく に、 右に 少し 町 有て 横手に 道 有、 曾 司 谷へ 行、 前 

の 通 西 へ 行に、 右侧 一 町 程 町 有、 中程 左に 道 有、 右 は 

づれに 北へ 道 有、 此 あた.. H 咼田 VJ いふ、 前の 通 西へ 半 

町の 餘田 道行て、 左右に 道 有、 前の 通 西へ 行に、 右側 

半町の餘町な.=^、猶西 へ 行道雨方畠な^^、前の道の內 

に 左右に 道 有、 左の 道 二 町 行て 西へ 道 有、 北 かど に 金 

乘寺、 前の 道 一 町 ほ V- 南 へ 行に、 左 か 南 窓 寺 藥師堂 

有、 手前 筋 違に 左右に 道 有、 藥師 向に 氷 川の 明 卿小宮 

有、 一 町 程 行て 橋 有、 面影 橋 どい ふ、 すぐ 道 高 田 場 

へ 行、 前の 通より 右 之 道 二 町 程 行て 右に 道、 北東 へ つ 

きて 一 町 ほ V- 行ば 本宗 寺、 又つ^き 右に 道 有、 北へ 一 

町 計 ゆく に 兩側茶 や、 鳥居 あ. 5、 行 あた. 5 北側 茶 や、 

一 町ばかり西に，、」り居又^^、 稻 荷の 宮有、 廣 き地內 


Till. 
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也、 前の 通 西北へ 一 町 半 程 行ば、 左に 鬼子 母 神の 宮 

有、 名作 木像 也 、右 に 道 有、 前 の 通 北 へ 半 町 行 て、 東へ 

ふ- 5 て  一 ^程 行に、 行 あた. 5 法 妙 寺、 開山 は 日 源 上 

人、 本堂 は 三 問 四面な り、 是は 飛驊內 匠が 作りし 堂 

也、 逮師 御影 は、 鎌 倉 大佛帥 式部 卿權 僧都、 百 H! が 間 

精進 潔齋 して 作り 立る 所 也、 右 一 乘坊 よこ や、 少し 北 

左手 專修 坊、 一 乘坊、 門前 通 東へ 半 町 ゆく に.. 左 入 込、 

西側に 賢 坊、 前の 通 東へ 行に、 要 西 院法忍 坊本行 

院、 此間半 町、 東へ 一 町 程 行て 筋 違に 左右に 道 有、 但 

左の 道板 橋への 道 也、 

目白 不勸 

一 、豊. ^新 長 谷 寺 目白 不働明 王 は、 尊體は 弘法 大師の 

御作、 荒澤鑽 火の 不動明王、 御 長 八寸の 尊像な. 9、 當 

寺の 開山 は秀山 僧正な り、 其 上 弘法 大師 湯殿 山のう 

ら荒澤 河に おこな ひ 給ふビ き、 まさに 大 H 如來 忽然 

ビ 現 はれ 給 ふに、 たちまち 不動の 御 形 VJ 變じ給 ひ、 み 

づ から 手に 持 給 ふ 利魏を ふりて、 左の 御手 を はら ひ 

給へば、 火 煙 さかりに もえ 出たり、 大師すな はち 此尊 

體を うつした ま へり、 類な き佛體 なれば、 秘佛 にして 

開帳な し、 本砵は 御厨 子の 前に 立 袷 ふ、 明 王 を 目白の 


不動.、」 號す、 湯殿の 行人 鑽火を 出す Is^ 此 山より, 初れ 

,9、 されば 法界 體性智 の 徳用 は、 本 有 4: 那の妙 埋を示 

し、 阿字 三 摩 耶の觀 相に は、 瑜伽 上乗の 究竟 を あら は 

し、 護摩 灌 頂の 爐の 上に は、 災難 を 他方に はら ひ、 祈 

念 加持の 床 の 前に は 、福壽 を 自家に 成す 、塞 にあら た 

の佛體なれば、人みな諸願を成就す，、Jな...^、 

お 不動の 利！ i はし ものつ るぎ かな 

一 、小石 川 見 付より、 左へ かし 筋 を 二 町 半 行に 小 橋 


有、 渡りて 半 町 北へ 行ば 西へ 道 有、 左 か， s 大膳亮 殿、 

右が は 水 liU 辛相樣 御屋敷、 百 間 長屋，、」 云、 二 町 程つ V 

きて 有、 左 阿部 忠右衞 門 殿中 根 左 兵 衞殿靑 木 遠 江 殿、 

此間ニ 町 近く、 よこてに 道 有、 西南 かど 小 堀 三 郞兵衞 

殿、 前の 通 西へ 行に 小 堀 三 郎右衞 門 殿よ こや、 東 かざ 

宫田市 右衛門 殿、 右 かざ 阿部 三 右衛門 殿、 此間半 町の 

餘、 左右に 道 有、 右 之 道 同 か は 阿部 三 右 S: 殿よ こ 

や、 內藤 加兵衞 殿、 左側 か V- 島 與右衞 門 殿 木 村庄 右衞 

門 殿、 此道ニ 町 行ば 小 橋 有、 行 あたり 天 舯の宫 有、 前 

の 通 西へ 行に、 右島 與右衞 門 殿よ こや、 半 町の 餘、 左 

野間忠右衞門殿ょこゃ、松^^小左衞門殿、向かど山下 

五郎左衛門 殿、 大草半 助 殿 よこ や 、左 大久保 孫 兵衞殿 

ょこゃ、此間半町の餘、行當.^>りぅけぃ橋、 山 下 五郎 

左 衞門殿 横手 を 北 へ 行に、 左 細 田 彌右衞 門 殿、 右 屋敷 

地 尻 也、 左 同斷、 此道ニ 町 程 行に、 左 入 込に 稻荷 小宮 

有、 すぐ 道 北へ 二十 間 行て、 左右に 道 有、 前の 通 北へ 

行に 小 橋 二：？、 此橋 渡りて 北へ 行に、 半 町 兩侧は 町、 左 

右に 造 有、 右 天神へ 行、 左 西へ 行道傳 通院な り、 前の 

通す ぐ 道、 行 あた. - 水野彈 正殿、 右に 道 有、 前の 小 橋 

筋 水道に 付て 西へ 行に、 一 町 半 程 行て、 右に 齋藤賴 母 
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殿火沾 屋敷、 前に 小 橋 有、 夫より 一 町 半 行ズ筋 違に 左 

右に 道 有、 右 之 道に は 小 橋 有、 前の 通 西へ 行に、 左 近 

藤 勘 右 衞門殿 組、 右に 金剛 寺、 此寺は 太 田道灌 建立の 

寺な， o、 木像 有、 用 山 大和 尙の 開基 也、 まへ に 小 橋 有- , 

同町 少し 有、 前に 小 橋お、 同 龍感寺 前に 小 橋 有、 同 正 

念 寺、 橋 同斷、 本 多 飛 驟 殿、 橋 同斷、 此問ニ 町 近，、、 右 

手に 道 有、 小 橋 渡りて 少し 北へ 行ば、 左に 入 込 有、 北 

侧に永 見 權七殿 組、 南て にいな. り小宮 有、 すぐ 道 御た 

んす 町へ 行、 前の 通 西へ 行に、 右 入 込 秋 山 十 右衞門 

殿、 前に 小 橋 有、 照明 寺、 橋 同前、 报來 小才 次 殿、 橋 同 

斷、 左に 近 藤 勘 右 衞門殿 組、 此 所まで 三 町の 餘有、 そ 

れ より 前の 方 は 屋敷 尻 也、 小才 次 殿つ V き： 3 蓮 寺、 前 

に 小 橋 有、 左 町の 家 尻、 右が は 氷 川 明 神、 橋 同斷、 善 念 

寺、 橋 1^ 斷、 此間 ！ 町、 右に 道 有、 すぐ 道 は 三 町 程 有、 

佴 水道 町う しろ 筋な り、 善 念 寺よ こ 通 小 橋 わた. 5 て、 

北 へ 十 間近く 行ば 西へ 道 有、 前の すぐ 道 北 へ 行に、 左 、 

側か ど 近 膝 勘 右 衞門殿 組、 內藤 無德、 此間ー 町、 少ま 

が. 0 て 北へ 行に、 左宗淸 寺、 此間ー 町、 行 あた. 0 久松 

喜三郞 殿、 西へ 道 有、 つ Y さ 土 屋但馬 守 殿、 南 筋宗淸 

寺、 此 よこ ゃ此間 一 町、 左右に 道 有、 前の 道 西へ 行に、 
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左 大岡彌 右衞門 殿よ こや、 加 藤 長 右衞門 殿、 右 渡 部 六 

左衞門 殿よ こや、 星 合 太 郎兵衞 殿 土星 兵 部 殿、 此間 一 

町、 左右に 道 あり、 

一 、右 之內 後の 通 近 藤 勘 右 衞門殿 組よ こ 通 西へ 行 道、 

右 東 かざ 樂照 寺、 左 町の よこ や、 此間ー 町、 左右に 道 

有、 左の 道 半 町 、東側 町 、西側 服 部 與左衞 s: 殿、 行 あた 

..^に小橋有、 前の 通より 右 之 道 十 間ば かり 行て 東へ 

半 町、 右 樂生寺 地 尻、 左 堀 田 五 郞左衞 門 殿、 夫より 北 

へ ゆく に、 右 中程に 大草主 膳 殿、 左 南 かざ 大岡 彌右衞 

門 殿 * 此問 一 町の 餘、 左右に 道 有、 前の 通 北へ 行に、 左 

かど 渡 部 六 左衞門 殿、 右 土 屋但： iiH 寸 殿よ こや、 =g 間 一 

町の 餘 行て、 左右に 筋 違に 道 有、 左の 道 半 町 程 行て、 

南て に 入 込 有、 淸增 寺、 直 道 有レ之 どい へ ざ も 愛に 巽 

一 、右 之 內服部 與左衞 門 殿 北よ こや 廿間 行て、 行 あた 

り 了 高 寺、 北へ 道 有、 右 は 白 S  、左 は 馬 鴣左衞 門 殿、 此間 

一 町、 よこてに 道 有、 猶 北へ 半 町 行て 右に 道 有、 猶 北へ 

行に、 右土屋 兵 部 殿よ こや、 一 町 通て 左に 道 有、 前の 

通 北へ 行に、 左 北 かど 大遠 寺、 右が は 大森半 七 殿、 南 

か ざ 山 下 五 郞 左 衞門殿 、左 西 かど 遠山 半九郞 殿、 此間 


一 町、 行 あた，. > 安 藤對： lil 殿、 左右に 道 有、 左の 道 二 町 

近く 行て、 北が は 內藤新 五郎 殿 表門 有、 左に 道 あ. >、 

前の すぐ 道 一 町 程 行て 小 橋 有、 渡りて 左右に 道 有、 

1 、水道 橋 は 小石 川 見 付よ. 9  二 町 半 東 也、 水道 橋 北 橋 

詰よ. 9 右に 道 あり、 土て 筋な り、 橋 筋 を 北へ 行に、 左 

かざ 曾 我 伊賀 守 殿、 此 やしき 半 町 程、 よこて 入 こみ 

有、 北側 かざ 松 平 壹岐守 殿 小 笠 原 佐 渡 守 殿、 此間ー 

町、 行 V- まり 也、 前の 橋 筋 北へ 行に 左に 道； め、 小石 川 

見 付水戶 宰相 樣 御屋敷 へ 行、 橋 筋 北 へ 行に、 左 か ざ 山 

ロ太郞 千代 殿 本 多 飛 驛守殿 is^ 大膳亮 殿、 右松： 牛壹岐 

守 殿よ こや、 小 笠 原 山城 守 殿、 よこてに 道 有、 南東 か 

ざ 宮毛能 登 守 殿、 すぐ 道 弓 町へ 行、 前の 通 北へ 行に、 

右 能 登 守 殿よ こや、 左 加 藤 八 兵 衞殿稻 薬 八 左 衞門殿 

眞田 伊賀 殿、 右が は片 町、 此間 1 一町 半、 左右に 道 有、 行 

あた.^ 內藤出 雲 守 殿、 東へ 十 間 行て 橫 やに 付て 北へ 

行に、 右 か Vj 田 村 四 郞兵衞 殿、 此間 一 町、 行 あたり 水 

野監物 殿、 西へ 二十 間 行て 橫 やに 付て 行に、 左 中 川 半 

左衞門 殿大塞 山城 守 殿、 南 かど 渡 部 筑後守 殿、 右は屋 

敷 尻 也、 此間ニ 町の 餘、 左右に 道 有、 左の 道 西が は 小 

营內藏 殿 一 守 九 左 衞門殿 * 南が は 渡部筑 後， 守 殿よ こ 


や、 此問 一 町 近く、 右に 道 有、 二十 問 計 行て 西へ 道 有、 

此間半 町、 雨が は 町屋、 此方 へ ゆかす すぐ 道 北 へ ゆく 

に、 左 島 田 刑 部 殿、 右 やしき 尻、 同道 あり、 此方 へ ゆ か 

すすぐ 道、 左 南 か ざ 小菅伊 右衞門 殿よ こや、 此間ー 

町、 筋 違 左右に 道 有、 前の 通 右 北 か V- 須藤次 郎左衞 門 

殿中 川 惣左衞 門 殿、 左 かざ 若 林 孫 左衞門 殿よ こや 也、 

宫崎 長十郞 殿、 右； i 尾 伊 左衞門 殿、 此間ー 町、 よこて 

に 道 有、 前の 通 北へ 行に、 右 北 かざ 川 田 半 殿 澤淸兵 

衞殿、 向 宮崎新 左衞門 殿中 川 三十 郎殿 やしき 尻、 右 河 

衬十 左衞門 殿、 左 本 多 金 右衛門 殿、 右 か ど 赤 井 六 之 助 

殿、 左 かざ 山 崎 仁 兵衞殿 やしき 尻、 此間 一 町の 餘、 左 

右に 道 有、 行當. 9 屋敷の 尻屋 なり、 

一 、右 之內小 菅內藏 殿よ こて 通 水道 橋 筋、 左 河田吉 兵 

衞殿首 根 平 兵衞殿 、右側 一 町 まち や、 大橋 こして 左に 

道 有、 右え 廿問計 行て 北へ 道 有、 左側か^ 神 保 四郞右 

衞門殿 新 压千助 殿中 川 飛驛守 殿よ こや、 此間ー 町、 西 

へ 道 有、 街 侧中川 飛 驛 守 殿 神 尾 伊 左衞門 殿よ こや、 北 

側か V- 宮城 主 殿 殿 川 田 半 1^ 殿よ こや、 此間ー 町、 前の 

通へ 出て 左 宮崎主 殿 殿よ こや 半 町、 夫よ，. > 東へ ..^ 

て 宇戸 野 藤 左衞門 殿よ こや. 一 町 近く、 左の 道 南側 か 
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ど 宇 殿 藤 左衞門 殿、 北側 か V- 富 田 八 郎左衞 門 殿上 村 

半 助 殿 山 本 五郎 左衞門 殿よ こや、 南側 朝比奈 傳右衞 

門 殿 表門 通 北へ ゆく に、 左 かざ 山 崎 甚右衞 門 殿よ こ 

や、 右 か V- 山 本 五郎 左衞門 殿、 西へ 道 有、 前の っ^き 

須藤三 左衞門 殿、 左 松 1^ 備前守 殿よ こや、 右南柬 かざ 

布施 新 助 殿、 此間半 町、 よこてに 道 有、 同 lit 堪有、 前の 

通 北へ 行に、 右 北東 か，，、」 小 倉 權兵衞 殿 神 田 勘三郞 殿、 

此間 四十 間、 よこてに 道 有、 前の 通 西へ 行に、 右 北東 

. かざ 佐々 木 新 左衞門 殿上 田 宇右衛門 殿 表 井 四 郎右衞 

門 殿 世 奈源三 郞殿久 野 伊兵衞 殿、 向に 權淨院 、右 南東 

かざ 荒 川 四 郞兵衞 殿、 此間 一 町の 餘、 よこてに 道 有、 

行 あた- 9 蓮華 寺よ こやな り、 

1 、右 之 內富田 八 郞左衞 門 殿よ こて 通、 水道 橋 筋 北へ 

行に、 左側 屮极六 左 衞門殿 一 色 仁 左衞門 殿よ こや、 此 

間 一 町、左に道^^、北侧3^|^場、 南侧 一 色 仁 左 衞門殿 安 

膝 傅 右 衞門殿 布施 新 助 殿よ こや、 此間ー 町、 行 あた h- 

极1^ 備前守 殿よ こや、 左右に 道 あり、 前の 通 北へ 行 

に、 右に 田 澤彌十 郞殿曲 淵彌次 右衞門 殿、 左に 馬堪 

有、 同道 有、 南側へ 馬場 有、 北側 井出 三 左衞門 殿よ こ 

や、 土 岐内匠 殿 小 倉 權兵衞 殿よ こや、 此間ー 町、 行 あ 
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た，？ 松 }^ 備前守 殿よ こ や、 左右に 道 有、 前の 通 北 へ 行 

に、 左側 かざ 井出 三 左 衞門殿 筧仁兵 衞殿伴 野 九左衞 

門 殿、： 間 四十 間 計、 よこてに 道 有、 北へ 廿間計 行て 

北 へ 行ば、 左側 早 野 宇兵衞 殿、 右 かざ 下山 EL 郞左衞 門 

殿、 左 大久保 次郞 太夫 殿、 右 中极八 左衞門 殿、 左表 井 

五郎 兵 衞殿、 右 小 見 山 I 酒 兵衞殿 田 孫三郎 殿、 左筧太 

郞左衞 門 殿、 右 條山平 右衞門 殿、 左 南西 かど 水 野權左 

衞門 殿、 右 名 取 三 郞左衞 門 殿、 此間 一 町の 餘、 左 へ 道 

有、 十四 五 間 行て 北へ 行ば、 左 かざ 蓮華 寺、 つ》 き 町 

屋、 右 淸水庄 九郞殿 蜂屋源 五兵 衞殿、 此間 一 町、 筋 違 

に 左右に 道 有、 左の 道 北側に 本 田 中 務殿館 林 宰相 樣 

御 やしき 有、 前の 通 北へ 行に、 左側 町、 右 は 観音 堂の 

橫ゃ、 同町 有、 左に 淨雲寺 信 高 寺大遝 寺、 つ^きに 町 

少し 有、 右淨景 寺、 っ^き 町、 東に 鳥居 有、 白山 櫂 現の 

宮へ ゆく、 北側 茶 やなり、 御 まへまで 一 町の 餘有、 前 

の 通 北へ 行に、 左 明 照 寺藥師 堂、 此間ニ 町、 左右に 道 

有、 すぐ 道 有、 左へ 付て 行に 町 半 町 雨 側 有、 左 入 込に 

土 井能 登 守 殿 同 兵 庫 頭 殿 向 同 周 防 守 殿、 此間三 町 半、 

左 に 道 有、 前 の 通是 より 四 町 行 て 酒 井 日 向 守 殿、 此 間 

七 町 行て 右に 道 あり、 ふじへ ゆく、 前の 通 一 町 半 行て 


筋 違に 左右に 道 有、 右 そめ 飯へ ゆく 道、 前の 通 西北へ 

ふ，9て行に、右かざ水野隼人佐殿、それょ.^四町行て 

左に 心 照 寺、 此 所に ゑん ま 藥師、 愛宕い なり、 八まん 

の 宮社塔 有、 

一 、右 之 內條屋 源 五兵 衞殿 向に 道 一 一筋 有、 北の方 西 へ 

行に、 左 か V- 本 田 中 務殿橫 手、 右 町の 横手なら び に 白 E 

山 下總守 殿、 左に 正 福 寺、 此間ー 町、 それより 半 町 行 

て、 左 本 多中務 殿、 右 白山 權 現の 宫へ ゆく、 ついき 兩 

雲 寺、 左 町 少し 有、 此間 四十 間、 それより 南へ ふりて 

行に、 左 明 傳寺本 念 寺、 右淨土 寺よ こや、 此間 四十 間、 

夫より 西へ 行に、 右 かど 淨土 寺、 一町 半 近く 行て、 右. 

に 道 有、 前の 通 左 館 林 宰相 樣 御屋敷 六 町 程つ レ きて 

有、 右 之 道より 一 町 程 行て 立 泉 寺、 っ^き 町 少し 有 

て、 橫 てに 入 込 有、 前の 通 西へ 行に、 右 町 少し 有て 無 

量院、 曲り かざ 二つ 過て 右に 酒 井 雅樂頭 殿、 此間 五町 

近べ、 左に 道 有、 前の 道 それより 一 町 行に、 左 新見備 

中 守 殿よ こや、 一町 過て 左へ 道 有、 右手 畠 也、 左 新 見 

備中守 殿 屋敷 尻、 半 町の 餘行て 右に 道 有、 北側に 中 山 

備前守 殿 屋敷 へ 行、 前の 通す ぐ 道 1 一町 ほど 行て、 西 へ 

又 十 間 行て 南へ 行に 、右側に 池 田 備中守 殿、 此 屋敷！ ， 


町 程、 行當り 田地、 左に 道 二 筋 有、 宮毛能 登 守 殿 屋敷 

へ 出る、 

白山 權現之 事 

1 、此 白山 櫂 現 は加賀 國の靈 神な， 9、 其 かみ 越の 大德 

泰澄 初て 白山に 登 給 ふに 天女に あへ り、 彼 天女 語り 

ての 給 はく、 我は是 日本の 始天祌 七 代の 終， 9、 いざな 

みの 尊な. 9、 今 は 妙狸大 菩薩 VJ 名づ く、 本朝 男女の 根 

源の 祌な. り V) て、 忽ちに 十一面観音の 御 形 W 現じて、 
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やがて 御 姿 を かくし 給 ふ、 又 ひどつ の峯 にして 祌人 

にあ ひ 給 ふ、 手に は 金の 矢 を もち、 脣には 白銀の 弓 を 

橫た へ たり、 名 を 小 白山 大 行事 VJ いふ V" て、^^-觀昔の 

尊體を あら はしう せ 給 ふ、 ， ？？^ に 一 人の 翁に あ ひ 給 ふ 

に、 我は是 大己贵 の 尊 .ヒ 名 付、 西方 淨土 の あるじ 也 ビ 

て 、御影 をば かくし 給 ふ、 是に よ つ て 白山 權現を 祝 ひ 

給 ふ、 佐 羅の早 松 は 本 地 不動明王 也、 金ハ  1 は 又 是煤梨 

伽羅 不動の 變作 なり、 又 白山 權現 は、 神代の 古 は ij? 湖 

緩の 尊，、」 申 侍りき ど 也、 此 地に 勸 請せ し 事 は 元 和 元 

年の 事な り、 本の 社の 地に は 名 水の 瀧 有、 いつの 頃に 

や、 右 典 厩 公 彼 寺 を 替て御 下屋敷 どし 給 ひしに、 満水 

をつ き 山の 前に 落さし め 給 ふに、 更に 一滴 もお つる 

事な くた えて、 今の 地に は 其 まねび もな し、 

敎 へす ビ名を しら やま や 今朝の 雪 

水道 橋 筋 四 町 北へ 行て、 行 あたり 內藤出 雲 守 殿 表門 

通 西へ 行に、 左眞 田^ 賀 殿よ こや 四十 間ば か. 5、 水道 

水 筋 有、 中 山 備前守 殿、 水 宰相 樣、 三 町 程つ いきて 

有、 右 半 町町屋 有て、 よこてに 道 有、 前の 通 西へ 行に、 

半 町町屋 有て、 よこてに 道 有、 面 北 かざ 堀 i£- 正殿、 殘 

は 屋敷の 地 It^ 也 、右 同前 三 町 程 行 て 左に 藥師堂 有、 又 
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手前に 稻 荷の 宫有、 行 あたり 傅 通院つ いぢ、 右へ 道 

有、 前の 通 西へ 行に、 堀 市 正殿よ こや、 黑田信 濃 守 殿、 

入 込に 內藤 新三郞 殿、 此問ー 一町 半 過て 左に 道 有、 前の 

通 西へ 行に、 左西感 寺、 右側え 町 一 町 程 有、 左に 道 有、 

同 か は 少し 着 棚 有て、 坂 氏 淸左衞 門 殿つ^き に町少 

し 有、 右側 町屋白 かべ 町ビ いふ、 左右に 道 有、 傳 通院 

表門 通、 右の すぐ 道 西へ 行に 兩側 町、 六尺 町 VJ いふ、 

右て に 道 有、 前の 通 西へ 行に、 左 白 かべ 町う しろ 町 

也、 此間ー 町 過て 右傳 通院、 左に 道 有、 半 町 程 行て 左 

右に 道 有、 左 白 かべ 町、 右 六尺 町、 表門 通 又 十四 五 間 

行て 右に 道 有、 北側 一 町の 餘町屋 有、 それよ， り 一 町 程 

行て、 行 あたり 金剛 寺、 左右に 道 有、 表門 通 東へ 行に、 

右 かざ 齋藤賴 母 殿 火 消 屋敷、 S?! 二 町 近く 行て 東へ 

道 有、 半 町 近く 行て 東へ 行ば 南へ 道 有、 三 町 程 行ば、 

行當， o^.?. フ けい 橋 筋な り、 前の 通 西へ 行に 左 六尺 町 

うし ろ、 町屋 四十 間 計 過 て、 よこてに 道 有、 前 の 通 西へ 

ゆく に、 左に 町 十四 五 間 有て 左右に 道 有、 左の 道 半 町 

程 行ば 西へ 道 有、 右側 一 町 町屋、 左側 か》」 山 口 五左衞 

門 殿、 木造 五 左 衞門殿 宮毛求 女 殿、 多 福 寺よ こや、 左 

右に 道 有、 右 之 方 を 行ば 半 町 程 西側 町、 東 は 町の よこ 


や、 左の 方 南へ 行に 左 多 福 寺、 右松" み 志 摩 殿よ こや 十 

四 五 間、 表門 通 向 八 代 越 中 守 殿、 此間ー 町、 先に 道な 

し、 多 福 寺つ V きに 稻 荷の 宮、 淸水權 之 助 殿、 此侧ー 

町 、横て に 道 あり、 又す ぐ 道 有" 

1 、傅 通院よ こ 通 北へ 行に、 左 小 野 吉兵衞 殿 組、 此間 

二 町 行て 左右に 道 有、 右 之 道 一 町 程 行て 西へ 道 有、 右 

側か V- 間宮 孫太郎 殿、 入 込 面 てに 高圓寺 、すぐ 道 半 町 

程 行て 南へ 行、 右 善 仁 寺よ こや、 半 町の 餘 行て 西へ 道 

有、 右 入 込 善 仁 寺、 西へ 半 町の 餘 行て、 行 あたり 松！^ 

播磨 殿、 左右に^ 有、 右 之 通 一町 行て、 行 あたり 松！^ 

播磨 殿、 左へ 十四 五 間 行て 北へ 行に、 左宗景 寺、 失よ 

り 北へ 行に、 右 は播磨 殿よ こや、 つかき 町、 左側 同町 

兩侧 な. 5、 一  町 半 行て 左右に 道 有、 前の 播磨殿 崖 敷よ 

こて に 付て 西へ 半 町 程 行に、 左 に 道 有、 御たん す 町 へ 

出る、 前の 通 西へ 行に 又 半 町 行て、 左に 入 込 小 栗 長 右 

衞門 殿、 前 通の 又 西 一 町 程 行て 右に 道 有、 前の 道 西へ 

行に、 左側 かざ 永 井 勘 九. 郞殿、 專 光寺、 つ V きに 町少 

し 有、 右 入 込に 井上 帶刀 殿、 左光學 寺、 此間 一 町 半、 よ 

こてに 道 有、 前の 通 西へ 行に、 左 か V- 北條 阿波 守 殿 

組、 此 やしき 半 町 近く 過て 右に 道 有、 井上 帯刀 殿 屋敷 


へ 出る、 すぐ 道な し、 

一、 條 通院 表門 通、 前の 道よ、 り 西へ 行に、 右 か V- 小 野 

吉兵衞 殿 組、 左 町、 半 町 過て 左に 道 有、 前の 通 西へ 行 

に、 右人 込に 神 保 左 京 殿よ こや を 付て 西へ 行に、 右久 

永 源兵衞 殿、 左 本 多飛驊 守殿橫 や、 此間三 町 近く、 左 

右に 道 有、 右 之 道 半 町 程 行て 入 込 有、 加 藤 伊織 殿、 左 

之 道 同 かどに 本 多 飛 驟 守 殿、 夫より 小 坂 上りて 一 町 

計 行に、 右 入 込に 吉利支 丹の 牢有、 南へ 道 有、 前の 通 

西へ 行に 御たん す 町、 此所を 過て 右に 松 1^ 長 三郎殿 

組、 左に 傳妙 寺よ こや、 此間ー 町、 左に 道 有、 北へ 行に、 

西側 東雲 寺よ こや、 左 傅 妙 寺、 此間 四十 間 過て 右に 道 

有、 同 か は 東雲 寺、 戶田 右近 殿、 次に 道 遠 寺 了 念寺甚 

光寺、 左 田地、 此間 一 町 半 近く、 左右に 道 有、 左の 道 西 

側 に 泉德院 有、 右 之 道 北 へ 行に、 甚 光寺よ こやに 付て 

行に、 西側 戶田 右近 殿、 入 込 西 正 連 寺、 此道ニ 町 近く 

通りて 左右に 道 有、 但左は 行 ざま. 9 也、 前の 通 西へ 行 

に、 右側 町 一 町、 左 は 寺 星 敷の 地 尻 一 町 ほ v*、 右に 道 

有、 同 か はかざ 石 川 三 左衞門 殿よ こてに 道 有、 三左衞 

門 殿 表門 通 二 町の 餘 行ば、 松 1^ 刑 部 殿 やしきへ 出る、 

前の 通 西へ 行に 兩側 町！ 町 程、 左に 道 有、 西 角に 安藤 

扛戶 雀ん is  ^  I, 


對馬 殿、 表門 通 西へ 行に、 左對 Hil, 守 殿よ こや、 右成 瀨 

吉 右衛門 殿 やしき 三 町の 餘 あり、 つ いき 十四 五 問 町、 

よこてに 道 有、 半 町の 餘 行ば 极 }^ 刑 部 殿 屋敷 へ 出る、 

左右に 道 有、 前の 通 西へ 行に、 右 かど 高木 善 左衞門 

殿、此道ニ町近く過て右に道有、极^^刑部殿屋敷へ出 

る、 佴 一町 程 行て 東へ 道 有、 前の 通 西へ 行に、 右 半 町 

畠、 つ かき 町 一 町 有、 町中に 天神の 宮有、 入 込に 水 野 

伊豫 守 殿、 大須が 上 町 一 ^、此 所 を 過て 左右に 道、 左 

御 藥圓へ ゆく、 前の 通 西へ 行 に， 、右側 かざ 不動 有、 つ 

づき 稻 4 某 八 左 衞門殿 屋敷 半 町の 餘 あり、 つかき に 町 

少し 有て 大照 寺、 內藤出 雲 守 殿、 是 まで 二 町の 餘、 左 

右に 道 有、 右 之 道す が も 村 へ ゆく、 是 まで、 

一、 傳道院 表門 道、 水 UU 辛相樣 裏門より、 半町餘 西へ 

行ば 北へ 道 有、 一 町半ほど兩侧町、 行ぁた-.^堀市正 

殿、 左右に 道 有、 右 之 方 十 間 計 行て、 行 あたり 泉 能 寺、 

左右に 道 有、 左へ 付て 北へ 行に 右に 町 有、 是 まで 一 町 

程、 よこてに 半 町 程兩側 町な り、 前の 道 北へ 行に、 右 

町の よこ や 少し 有て、 島 田 刑 部 殿 やしき 尻、 杉 浦武兵 

衞殿、 南 か V- 杉 浦 大隅守 殿、 此間ー 町、 筋 違に 左右に 

道 有、 行當 hs 左 傅 通院 奥 門 有、 それ 右へ 半 町 計 行て 北 
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へ 行、 左側 町 一町 有、 右側 かざ 若 林 孫 左衞門 殿よ こ 

や、 宫崎 長十郎 殿し り や 、左側 町 一 町、 西へ 道 有 、前の 

通 北へ 行に、 右 宮崎新 左 衞門殿 地 尻、 中 川 三十 郞殿、 

又 本 多 金 右衞門 殿し.^ や、 か V- 山 崎 伊兵衞 殿、 左側 一 

町 まち や、 右へ 道 有、 前の 通 西へ 行に、 右 かざ 丹 加 

兵衞 殿、 此 やしき 廿四五 間、 左 町、 つ V き 太 田 千十郞 

殿よ こや 半 町 計、 行 あたり 町、 左右に 道 有、 右 之 道 同 

か V- 伊丹 加兵衞 殿よ こや、 太 田 小兵 衞殿山 崎 十兵衞 

殿、 かど 同 甚右衞 門 殿、 左 极平備 前 守 殿、 此間 一 町の 

餘有、 行 あたり 須藤三 左衞門 殿、 左右に 道 有、 前の 通 

より 左の 道、 同 か， S 太 田 與右衞 門 殿、 右 町 少し 有て 淨 

業院、 つかき に 町 少し 有、 左 無 籃院、 右 か，，、」 淨福 寺、 此 

間 一 町、 よこて を 北へ W 行に 左側 町、 久雲 寺、 此間ー 

町の 餘、 西へ ふりて 左 法 傅 寺、 右 永 井 佐 渡 守 殿、 此間 

一町、 よこてに 道 有、 館 林 宰相 樣 表門 有、 前の すぐ 道 

西へ 行に、 左 かざ 館 林 宰相 樣四 町の 餘、 右に 道 有、 館 

林樣 よこてに 付て ゆく に、 西側 南 か V- に极 1^ 信 濃 守 

殿、 此間ニ 町の 餘、 よこてに 道、 同つ^き 依田 久女之 

助 殿中 坊長兵 衞殿地 尻、 右 館 林樣、 此間ニ 町、 左右に 

道 有、 南 本 通 西へ 行に、 右戶田 淡路守 殿、 よこて 一 町 
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通て 左右に 道 有、 右 之 道 淡路殿 表門 有、 行 あた. 9 中坊 

畏兵衞 殿、 淡 路守殿 門 通 半 町 近く 行ば、 行 あた. 5 宫毛 

能 登 殿、 左右に 道 有、 右へ 付て 一 町 行ば 左右に 道 有、 

左の 道 池 3 備中守 殿 やしきへ 行、 前の 通 北東へ ふり 

て 行に 、右側 館林樣 御屋敷 のよ こや、 左側 かざ 小 堀 和 

泉 守 殿、 よこてに 入 込古屋 五兵 衞殿、 本 通 北へ 行に 五 

兵衞 殿よ こや、 西南 か、 ご 新 見 備中守 殿、 此間ニ 町 宇、 

行 あたり 酒 井 雅樂頭 殿、 左右に 道 有、 

傅 通院 

一 、無量 山壽 經寺傳 通院 は 、 了譽 上人 の 草創，、」 して 順 

徳 年中の 開基な り、 本尊 は惠心 僧都の 御作、 坐像の. 彌 

陀な り、 六 八の 誓願 は あまねく 苦 海の 衆生 を 導 給 ふ、 

四 八 金色の 妙 相 は 十 方に 光 を 放て、 もろ/ > ^の やみ 

ぢを 輝かし 給 ふ、 然るに 當寺 は是關 八州の 其  一 VJ し 

て、 淨土衆 流の 一 流な. 5、 所 化 は 愛に 於て 學問を 究め 

て、 古き 名 師の跡 を 慕 ふ、 愛に よって、 或は 聚 if, 映 雪 

の 効 作 をつ みて、 眼を經 論に さらし、 又は 飛 花 草 露の 

道 を得禪 して、 其 心 敵 を しりぞけん、 此故に 論 談に唇 

を かへ して、 富 宴 那の辯 舌 を 得、 互に 疑問 を 開く 事、 

迦 葉の むね を 中に 悅 して、 ロハ をの づ から 蓮 葉の 泥土 
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p  A  ^  @ 從-- 御城 一 北の方 (小石 川よ リ 東つ き) 


水道 橋、 神 田 相 生 橋、 筋 違 橋、 いづみ 橋、 新 敷 橋、 

淺草 近邊、 下 谷、 谷 中、 三 崎、 千駄木 村、 駒 込 村、 新 

ぼり、 田畑 村、 長 里 村、 王子、 染 飯まで、 

舯 田 明 神 之 事 富 士櫂現 之 事 湯 島 天 祌之事 

上野 東 叙 山 之事幷 忍の 岡 之 事 付 花見 記 

不忍池 辨才天 之 事 

一 、. ^生 橋より 水道 橋之內 土て 拾 町 有、 相 生 橋 渡りて 

北 詰よ.^ 西への 道 本鄕、 すぐ 左右に 道 有、 左の 道 西へ 

行- L  、土手 筋 一 町 まきが し、 よこてに 道 有、 前の 土手 

筋 西へ 行に、 一町 半 ほ V- 材木が し、 よこてに 道お、 溢お W 

二 丁目 三 丁目の あ ひに 出る、 此間 一 町 半、 前の どて 筋 

西 へ 行に、 右 一 町 半、 土て 中程に 道 有、 小 出 满兵衞 殿 

火涫 屋敷へ 出る、 此間半 町 有、 前の 土て 筋 御茶. の 水ぐ」 

いふ、 よこてに 道 有、 西北 かど 別 所 孫四郎 殿、 前の》」 

て 筋 西へ 行に、 孫四郎 殿よ こや 半 町、 右て に 道 有、 竹 

や 町へ ゆく、 此間 一町 半、 前の どて 筋 西へ 行に 町 三 

町、 橫 てに 道 有、 前の 通 西へ 行に 安藤 九 郞左衞 門 殿よ 
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を 出る にこ ビ なら や、 どに かく 恨む らくは^ スの身 

願よ しき は 十 萬 億土彌 陀の淨 土な り、 唱 ふれば 佛も 

我 もなか， 0 けり v>  、心 を やり 給 ふ ベ し、 しばらく も 五 

念 修行 にも ビ づ きて、 三 心 具足 の 床に ざし、 往生の そ 

くわい を 期す ベ き 也、 

彌陀た のむ 人ぞ さな が ら 小石 川  - 

わたる 心 もす みわたるな り  一 
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百 十二 


こや、 石 丸石 見守 殿 曾 我 伊賀 守殿橫 や、 此間ニ 町 近 

く、 左に 水道 橋、 右 之 道 前に 書し るし 申 候 間 略す、 

一 、右 之內 安藤 九 郞左衞 門 殿 表門 通 北へ 行に、 右 半 町 

近く 酊ゃ、 橫 手に 道 あ， 5、 東へ ゆく に 御中 間 町 一 町 

有、 兩侧 左右に よこ 町 有、 御中 問 町、 ついき 舯田元 町 

1 町 有、 兩侧 左右に よこ 町 有、 此 よこ 町を祌 田 元^ぐ」 

い へ ざ さに は あらや、 惣 じて 惣 名な b 、つ. やきて 竹 や 

町、 左右に よこ 町 有、 ついき 湯 島 六 丁目、 よこ 町 北う 

しろに も 町 あ， 5、 但 北側 計、 南側 別 所 孫 四郞殿 やしき 

也、 竹 や 町の 北う しろに も 町 有、 前の 通 安藤 九 郞左衞 

門 殿 表門 通 北へ 行に 、東側 町 一 町 有、 御中 間 町よ こ 町 

也 、東へ 道存、 此通を 行に 御 弓 町、 左右に よこ 町 有、 此 

間 一 町 計 御 弓 町 W いふに は あらす、 なべ て悠名 也、 弓 

町つ いき 町 一 町、 左右に よこ 町 有、 左の， 道 南西 かざに 

中 山巿之 S 殿、 此間 一町、 よこてに 左右に 道 有、 右 之 

道本鄕  一 丁め 二 丁め へ 出る、 此 道本鄉 のよ こ 町 也、 半 

町に たら や、 前の 通 一 町の 餘 西へ 行に、 左右に 道 有、 

左 水道 橋 筋 へ 出る、 右 之 通 東 へ 行に 、北が は 鳥 井久 太 

夫 殿 組、 此間 四十 間、 よこてに 道 有、 ついき 蜂 屋七兵 

衞 殿龃、 南側 三 念 寺 地 尻、 北 かざ 大窪八 郎左衞 門 殿 


組、 此間 四十 間、 よこてに 道 有、 前の 通行 當り鳥 井久 

太夫 組、 左右に 道 有、 右へ 一 町 程 行ば 西へ 道 有、 北側 

かざ 三 念 寺、 並に 藥師堂 有、 南側 は 町 尾の 地 尻な. 9、 

此間 四十 間、 左右に 道 有、 前の 通 西へ 一 町 近く 行に、 

右て 鳥 井久 太夫 殿、 左に 道 有、 西へ 行に 、北側 かざ 大 

窪 八 郞左衞 門 殿 組、 此間 四十 間、 左右に 道 有、 右 之 道 

中程に 天 方 十郎殿 やしき 有、 前の ついき 北 か V- 水 野 

小 左 衞門殿 組、 此間半 町、 行 どまり 也、 前の 通 北へ 行 

に、 左 大窪八 郞左衞 門 殿 組、 左右に 道 あり、 左へ 付て 

行 道、 南 かざ 八 郞左衞 門 殿 家 尻、 北東 かざ 小 笠 原 外 記 

殿、 此間 四十 間 計、 左右に 道 有、 前の すぐ 道 西 へ 行に、 

北側 かど 吉田吉 左衞門 殿、 南 かど 大窪八 郎左衞 門 殿 

組、 右 は 水 野監物 殿、 此間 四十 間ば か， 9、 少し 西へ 行 

ば 水道 橋 筋へ 出る、 

一 、相 生 橋より 王子まで 長 里 村の 邊、 相 生 橋 筋 北 詰よ 

、半 町 近く 北へ 行て 旅籠 町、 左右に 道 有、 前の 橋 筋 

西へ 行に、 湯 島 一 丁目、 續 きて 二 丁め、 右側 中程に 神 

田 明 神社 有、 此 道に 茶 や 有 二 町、 門ぎ はよ. 9 左へ 道 

有、 御茶の 水へ 出る、 右 之 道 東北へ ふ. 9 て 行に、 左 半 

町 近く^、 右 町の よこ や、 入 込に 山 招 友 右衞門 殿、 右 


甲斐 庄四郞 右衞門 殿、 左 井上 源太郞 殿、 右 東 かど 木 村 

藤三郞 殿、 此間 五十 間 計、 よこてに 道 有、 佐 野 內藏殿 

組、 松 年 助 之 進 殿 組の 屋敷へ 行、 前の. 通 西へ 行に、 左 

東 かざ 牧野 金 助 殿、 右 東 かど 体 野 六 左衞門 殿よ こや、 

此間廿 四 五 間 計、 行 あたり 金 助 町、 西側 町 一町、 右へ 

二 町 程 町、 よこ 町 有、 行 あたり 天澤 寺、 左右に 道 有、 

一、 島 五丁目の き はよ. り 左へ 道 有、 竹 や 町へ 出る、 

五 丁め にっ^ き 揚島六 丁 め 、兩侧 町、 但し 右側 中程 に 

北へ 道 有、 金 助 町へ 行、 六 丁目の き はよ 左右に 道 

有、 左の 道 竹 や 町へ 出る、 右 之 道 金 助 町う しろ 通、 兩 

側 町、 左右に 道 有、 すぐ 道 半 町 ほ V- 兩侧 町、 行 あた 

近 藤の ぼ. 9、 左右に 道 有、 六 丁目に つ  >  きて 本鄉 一 丁 

目、 左側 手 まへ に 南へ 道 有、 兩側町 半 町 有、 一町め の 

き はより 左へ 道 有、 一丁目に ついきて 同 二 町 目の き 

はに 右へ 道 有、 此道三 町， 称 町屋、 行 あたり 町、 左右に 

道 あり、 

1 、本鄉 三 丁め につかき て 四 丁め を 行に、 - 初口 左に 天 

神の 宮有、 幷に眞 興 寺、 右一 初口に 道 有、 此遨半 町 近く 

町の よこ や、 左右に 道 有、 左 へ 二 町 程 行ば 极 1^ 加賀殿 

表門 有、 前の すぐ 道 東へ 行に 、南側 大安 寺し b や、 近 

红. 戶雀， K 卷 B1  ： 1 1 


藤の ぼり 尻 や、 左 は：^^ 加 賀守殿 うら 門 有、 是 まで 二 

町 近く、 筋 違に 左右に 道 有、 左の 道 北へ 行に、 西側 加 

賀殿、 東側 天澤 寺よ こて、 此道ー 丁 過て、 廿間計 東へ 

行て、 北へ 一町の 餘行又 東へ 行に 、北側 松 1^ 飛 驟守殿 

同大 藏殿、 っ^き 町ち VJ 有て 高 安寺、 門前に 町 少し 有 

て 正 光院、 門前に 町 又 少し 有、 南侧 或は 寺の 地 尻、 屋 

敷の よこ や、 此間ニ 町 半、 左右に 道 有、 下 谷 通な り、 前 

の 极 卒加賀 守 殿 うら 門 筋 東へ 行に、 十 間 計 行て 右へ 

道 有、 金 助 町 通、 前の 通 東 へ 行に、 左 天 澤寺、 其 上此寺 

は、 宽永ニ 乙 a の 年、 征夷 大將 軍冢光 公の 御 乳母 春 日 

局 建立し 給 ふ、 前の 妙 心 寺 渭川劉 和尙を 招きて、 當寺 

の 開山 ど せらる、 此 寺の ついき 正 泉院、 此側 一 町 半、 

右に も 同町、 左右に 道 有、 左の 道 北へ 行に、 西側 かざ 

正 泉院、 東 かざ 萬 福 寺 橫屋、 .： 正泉院 ついき 徳 念寺淨 

照 寺、 向に 圆淨 寺、 此間ー 町 行 V- ま. 9、 前の 通より、 正 

泉院の 方へ つきて 少し 東へ 行に、 南 侧北侧 か V- 萬 福 

寺大修 寺、 此間半 町、 右に 道、 前の 通 東へ 行に、 左 松： 牛 

加 賀守殿 榊 原 熊 之 助 殿よ こや、 此間ニ  丁、 行 あた 板 

倉 石 見守 殿よ こや、 左右に 道 有、 下 谷 通な り、 

1 、 本鄉四 丁目 兩側 町、 筋 違に 左右に 道 有、 右 之 道 は 
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松 1^ 加 賀守殿 やしきへ 行、 此道竿 町、 左の 道 半 町 行 

て、 右に 一町 程 道 有、 屋敷な し、 前の 通 西へ 行に、 南側 

久永 飛驊守 殿よ- や 、北側 水 野 半 左 衞門殿 組、 此道五 

十 問 近く、 左右に 道 あ. 9、 左 へ 二十 問 行て、 西北 へ ふ 

,9 て 行に、 南 侧かビ 本 妙 寺 門 通 に 道 有、 此寺 に續 きて 

直に 長 全 寺、 向に 池 m 五郎助 殿、 此間壹 町の 餘、 右 之 

道 長 全 寺よ， J て に 小 坂 有、 ill^ 坂 ビ い ふ 、此間 四十 間 計 

行て、 北東 か V- 中 山勘 解 由 殿 組、 よこてに 左右に 道 

有、 前の 通 北 へ 行に、 左側 吉村武 兵 衞殿久 保 源 左衞門 

殿 山 本 加兵衞 殿、 此間 一 町 近く、 右に 道 有、 二 町 半 行 

ば 本鄕筋 へ 出る、 前の 通 北 へ 行に、 左 三 枝 平兵衞 殿、 

此間廿 間、 行 あたり 入 込 阿部 對瑪 殿！  二 枝 平兵衞 殿、 よ 

こて 通 西へ 行に、 右 町 一 町 近く 有て 阿部 伊豫 守 殿、 左 

側 一 町 町屋、 右側 大全 寺 光 傅 寺、 此間 一 町 半、 左右に 

道有、此通是ょ.c^すぐ道之分は、水道橋通にしるすゅ 

へ 愛に 略す、 

一、 本鄕四 丁め につ Y きて、 同 五 丁め 兩側 町、 右が は 

中程に 道 有、 极平加 賀守殿 屋敷へ 行、 伹半町 程、 五 丁 

め猶 北へ 行に、 左に 法 心 寺、 同 六 丁め 兩側 町、 右 南 か 

V- に 喜 福 寺、 よこてに 道 有、 二 町 程 行ば 菊 坂 へ 出 る 、 


六 丁め の 通 北へ 行に、 左 かざ 本 多中務 殿、 三 町 半 程つ 

づきた る 屋敷 也、 右が は 三 町、 此所を 過て 本鄉 追分 一 

里 塚、 是ょ. 5 左右に 道 有、 前 • の すぐ 道 北へ 行に、 左 新 

庄惣 兵衞殿 組、 右三 枝 隱岐守 組、 左右の やしき 三 町、 

左右に 道 有、 右 之 通 半 町 近く 行ば、 右 は 三 枝 隱岐守 殿 

組、 左 かど 高 明 寺よ こや、 行 あたり 織 出 小十郞 殿、 幷 

に 島 田 一 玄、 此問 一 町、 行 v> まり 也、 ip の 通 左の 道、 同 

かざ 新庄惣 兵衞殿 組、 右 かざ 本 多 左 太夫 殿、 左右の や 

しき 一 町の 餘 有て 左右に 道 有、 前の 通 北 へ 行に、 左 か 

ど 本 多 左 太夫 殿 組、 右側 かざ 高 明 寺 林 正 寺 正金 院高 

蓮 寺 長 源 寺 十 方 寺、 右側 或は 寺、 やしきの 尻 や、 是ま 

で 三 町 宇、 左右に 道 有、 左の 道 一 町 南側 町 や、 右 之 道 

南側 少し 町 有 、北側 町の よこ や 有て、 水 體寺圓 照寺淸 

林 寺、 門前に 町 少し 有て 高 源 寺、 此がは 二 町、 向に 太 

田 攝津守 殿、 ついき 千駄木 林、 高 源 寺、 ならび 柬 か》」 

法 福 寺、！ ：： 光 御門 跡樣 御屋敷の よこ や、 此間三 丁、 法 

福 寺よ こて 通 半 町 近く 行 て、 左 西南 か ざ兩顯 寺、 右す 

みに 揚源 寺、 此間 一 町 宇、 向に 道 有、 前の 一 里 塚の 通 

北へ 行に、 左 寺 町の 地 尻、 右側 一 町 町 や、 ならびに 高 

林 寺、 此間 一 町の 餘、 左右に 道 有、 前 之 通 北 へ 行く に、 


左側 かざ 天 圓寺萬 n: 寺 也、 つ  > き 町 少し 有、 右側 か V- 

延林 寺、 左に 藤 堂監物 殿、 淨泉 寺、 ならびに 不動 有、 右 

町 少し 有て 吉祥 寺 脇 察、 左 海 立 寺祿遝 寺、 右に^ 少し 

有て 吉祥 寺、 山號は 識訪山 W 云、 太 田道灌 遠山 丹 波 守 

雨 人の 建立、 開山 は靑 周 陽 和尙、 此 寺に 江 城の 傳 

記 有、 左側 町 一町の 餘有、 右 東 光院、 ついきに 小 笠 原 

壹岐守 殿、 此間四 町、 左 道 有、 酒 井 H 向 守 殿 屋敷 へ 行、 

但七町 有， 前の 通 北へ 行に 右 南 かざ 法 勝 寺、 左 町 半 

町、 右て に 道 有、 北侧町 少し 有て 海 窓 寺、 行 あた. 9 に 

明 神の 社 有、 此問ニ 町、 左に 道 有、 前の 通 北へ 行に、 左 

町 也、 一 町の 餘有、 右 は 町の よこ や 一 町 近く、 右に 道 

あり、 北 かざ 富士權 現の 社 有、 此 あたり 駒込衬 VJ い 

ふ、 すぐ 道 二 町 半ほビ 行ば、 北側 戶田左 衞門殿 やしき 

有、 前の 通 北へ 行に 左 町、 二十 間 程 行て 右へ 道^、 前 

の 通 北へ 行に、 左 町 半 町の 餘 有て、 左 feje- 加賀守 殿、 

右 堀 丹 波 守 殿、 此道四 町の 餘 行ば 左右に 道 有、 左の 道 

西へ 行に、 二十 間 計 行て 南へ 道 有、 前の 西へ 行 道、 左 

かど 藤 堂大學 殿、 六 町の 餘っ 3. きて 有、 右 m  一  丁 近く 

有て、 北東へ 道 有、 前の つ き 町 二 町の 餘有、 此 めた 

り染飯 VJ いふ、 それよ り 一 町 半 行ば 右に 道 有、 一 町 ほ 
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ざ ゆけば 西 福 寺、 前の マ M 一  町 行て 行 あたり 建 部 丹 波 

守 殿、 南よ- ^ て に 道 有、 北よ- ^ て を 少し ゆけば 北 へ 道 

有、 植木 や あまた 有、 行 ざまり、 前 一 里 塚の 通 二 町^ 

北へ 行に、 左右 は 白 r 夫より 土橋 こして 一町 近く 行 

ば、 左右に 道 あり、 左の 道 一町 半 行て、 北へ 道 半 町 行 

ば 長 福 寺 有、 前の 通より 右 之 道 三 町 行ば 長 里 村へ 出 

る、 前の 通す ぐ 道、 是 より 王子へ 十餘町 有、 岩 淵へ 一 

里 半 也、 

一 、本鄉 追分 一 里 塚より 左 北へ 行に、 右侧茶 や、 つ V 

きて 町、 新 庄惣兵 衞殿組 屋敷、 此間三 町、 右に 道 有、 前 

の 通 北へ 行に 、右側 町 一 町 程 有、 つ  > きて 本 多 左太夬 

殿 組、 此間ー 町 宇、 左に 道 有、 前の 通 左 は 屋敷の 地 

ゆへ 記に 不レ 及、 

一 、前の 通 北へ 行に、 雨 侧町半 町たら や、 右に 大遠 寺、 

つ V きて 町  一 ^の餘 有、 他 間 二 町、 左に 道 有、 白山へ 

ゆく、 右に 道 二 筋 有、 すぐ 道 は 前方に しるす、 右 之 道 

二 筋之內 西の方へ 付て 行に、 左側 町の よこ や 有て、 正 

念 寺 千 H 寺な り 、右側 町 や、 ついきて 長 泉 寺、 っ^き 

て 又 町 有、 左 徳昌寺 立 高 寺、 ついき 町 や、 是 まで 一町 

半、 左右に 道 有、 前の 通 北へ 行に、 左 かざ 延林 寺よ こ 
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や 、右側 高 林 寺よ こや、 農 一 町の 餘 行て 右に 道 有、 

前の 通 北へ 二 町 半 近く 行に、 左右 寺の よこ や、 左に 道 

有、 二 町 行ば 戸田 左 衞門殿 やしきへ 出る、 前の 通 北 へ 

行に、 左 かざ 見 門院、 此道 一 町 半 行て 左に 道 有、 二 町 

行ば 戶田 左衞門 殿、 是ょ. 5 二 町の 餘 行ば 富士權 現へ 

行、 前の 通 それより 半 町の 餘 行て、 左右に 道 有、 右 之 

道 四 丁 ほざ 行ば H 光 御門 跡樣御 やしきへ 出る、 左の 

道 北側 かど 前 衬櫂之 助 殿、 前の 通 北へ 行に 蒔 田權之 

助殿橫 や、 左右 之 田地に 付て 二 町の 餘 行ば 右に 道 有、 

一 町 行て 東が は瓔路 寺、 左右に 道 有、 すぐ 道 三 町の 餘 

行ば 新 掘へ 行、 前の 通 北へ 一 町 行て、 すぐ 道へ ゆか 

す、 左 西へ 付て 行に、 左 十 町 程 田 島な り、 右側 八幡の 

宫有、 東學 寺、 此道 一 町 半 行て 右 へ 道 有、 前の 通 西 へ 

行に、 右た ばた 村、 VJ っゝき 光明寺、 是 まで 三 町の 餘、 

右に 道 有、 半 町の 餘 行て 西へ 行に、 住大 寺淨樂 寺、 是 

まで 一 町 半 有、 右 へ 十 間 行て 西 へ 行に、 右 長 里 村圓照 

寺、 是 まで 一 町の 餘、 三 町 行ば 一 里 塚 通に 出る、 

一 、壹里 塚より 右へ 行に、 左て 三 枝 隱岐守 殿 組、 此間 

半 町、 夫よ， >  北へ 付て 行に、 同 組 やしき、 右 小 笠 原 右 

近 殿、 大恩 寺、 左 織 田 小 十 郞殿尻 や、 此間三 町 半、 行 あ 


た b 太 ffl 攝津守 殿、 夫より 右 東へ 一町 ゆく に、 南側 甲 

府 宰相 樣、， ：e に町屋 少し 有、 是 より 北へ 行に 是 まで 一 

町、 4, ん へ ゆく 道 左 か V- 太 田 攝雞守 殿よ こや、 右側 町 や 

少し 有て、 稻 荷小宮 有、 是 まで 一 町 程、 二 町の 餘 行て 

右に 明 神の 宮有、 っ^き 白 S な. 5、 左 千駄木 林、 此 はや 

し は 太 田 道灌の 植られ し，、」 かや、 此間 一 町 行て 左右 

に 道 有、 右 之 道 三 崎へ 行、 左の 道 白山へ、 前の 通 北へ 

行に、 右に 不レ 寢の權 現の 宮有、 近き！ S 太田備 中之大 

守 與有 ぬ、 別當は 眞 光寺 昌 光 、後 ゆきう つ， り、 左 か 

ど 日光 御門 跡樣、 右松 } ^飛驛 守 殿、 此間ニ 町.' 夬 より 

四 町の 餘 行ば 薛田權 之 助 殿 やしきへ 出る、 

一 、此 明祌 VJ 申 は、 人 王 六十 一 代 泶雀院 の 御宇に あた 

つて、 相- £1- 小 次 郎將門 VJ いふ 人 有、 先祖 は梪武 天皇 六 

代 後 ST 陸奧守鎮守府將^^從五位下！^朝臣良將が次 

男な b  、 然るに 此將 門大惡 無道の 勇者 にして 、勅宣 を 

も 用 や、 下 總國相 馬 郡に 內裏 をた て、 我 ど わが 身 を 

親 王 VJ 改め、 剩へ 伯父 鎮 守 府將軍 良 兼 を 討ち 、後 に は 

fH 官を 悉く 赛 ひて、 賤 しき 下鹏に ゆるして 召使 ひ、 す 

でに 都へ うって 登り 天下 をた な 心に 握らん どた くむ 


,w 戶 雀九卷 g 


百 十七 


よし、 叙 開に 達しければ、 帝大に 驚かせ 給 ひ、 天慶三 

年 庚 子の 年、 常 陸大 掾國 香が 子に 1^ 貞 盛に 大將 軍の 

宣旨を 下され、 副將 軍に は 藤原忠 文、 懐 藤 太 秀鄉、 か 

れ數 万の 軍勢 を さし そへ、 討 手に 遣され しに、 將門通 

力 自在の 身ど變 じ、 その 身 一 人 を 七 騎の形 W なして、 

天をかけ..^地をく  > り 、中々 うつ ベ きたより なし、 こ 

こに 貞盛 秀鄕 智略 を もって、 かの 將門 をた ばかり、 大 

のか， 0 股う ちつが ひ、 將 門の 首 を 射き りぬ、 されば 將 

門 は 其 身 を 七 人に 變 じければ、 さして 本人 を 見 別-か 

たぐ、 只 こめかみの 動く を 見 あ てに 射ければ どて、 何 

者 かよみ けん、 その 頃の 落 書に、 

將門は米かみょ.=^も射られけり 

俵 藤 太が はかり ご W にて 

ど よみけ る、 されば 通力 自由の 將門 なれば、 その 首 藤 

太 をお つかけ、 今此舯 田に て 勢力つ きて 落 VJ いまり 

ぬ、 さる 程に 將 門の 首、 一七：：！ を 經ても 終に 死せ す、 

眼れ き- (-ど 開き、 その 色 終に 變 せす、 所の 者お そろ 

しき 事に 思 ひて、 此由都 へ 訴 へ ければ、 彼が 怨を 報せ 

ん ために、 則 其 前に うづみ て、 神 田 大明神 ど 祝 ひて 社 

, ^たて、 それより 此 かた 惡勢を ひるが へし、 冷に 弓矢 


田 

明 


の 守 謹神ビ あら はれ 給 ふ、 神 は 敬 ふに よって 威 を ま 

す、 御當 家に 至て 隔年の 御紳爭 、目 を 驚かす ばかりな 


そよ めけば いは ふ祌 田の 早稻哉 

富 士權現 之 寧 

一 、いにしへ 此社は 本鄉に 有りし を、 百 ごせ 此 かた此 

所 へ うつしぬ、 それ をい かに，/」 いふに、 此 所に 小さき 

山 有、 さながら 河の 富士に ひどし き 形に して、 上に 
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大木 生た， 9、 是に 一 つの ふしぎ 有、 ある VJ き 六月 朔： n 

の 事な りしに、 -驾 白妙に ふりて、 此 大木 時なら ぬ 花の 

枝 VJ 見えし が、 所の 者 ふしぎの 告 有て、 則 富 士權現 を 

勸 請して、 本 鄉の社 を 愛に うつし、 それより 此 かた、 

六月の 朔 にして 諸人 是に詣 で、 凝 河富士 のお も ひ 

をな し舉 る、 然るに 宽 永の 一羽つ かた、 此所を 加州 小 松 

中納 一一 一一！： 御 拜 額あって、 下屋敷 どな さしめ 給へ V- も 、山 

は 昔の 如く 祌 を 行 ひける、 され ども 下屋敷 なれば、 

その 前に 書院 を 立、 居ながら 富士を 目の前に うつし、 

餘景 たぐ ひなき 所な， 5、 則富士 書院 VJ 名 付つ、、 朝暮 

御遊の 樂みビ し 給 ふ 也、 さて 此 社の 別 當は、 真 光寺 昌 

，ぉ院 より おこな ひつ VJ めら るゝ -y」 かや、 

はら ひ ぬるまへ あし がらの 遠ければ 

こ、 にす るが の ふじの 山 かな 

一 、相 生梳筋 北へ 行ば 旅籠 町、 柬 うしろに 道 有、 束へ 

行に 半 町 程 北側 町 有て、 北 へ 行ば 一 町兩 側^、 左右に 

道お、 左の 道. 澄 島  一 丁目 VJ  二 丁目の あ ひに 出る、 右の 

道 极平加 賀守殿 表門へ 行、 前の 通 北へ 行に、 右 東 か， ミ 

：^; 牛，^ 贺守 殿よ こや 一 町の 餘、 左侧半 町たら や 町， よ 

こて に 道 有 神 へ 行、 前の 通 北 へ 行に 左 一 町 程 町屋、 
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右 福 原 淡路守 殿、 間 二 町 半、 左 之 道 明 神へ 行、 一町 

の 餘兩が は 茶 や、 石段 、前の 通 北へ 行に、 右 千 本 兵 

衞門殿 渡 部 久衞門 殿 芦野 左 近 殿、 此間ー 町、 左に 道 あ 

り 明 神へ 行、 前の 通 北へ 行に、 左 南 かど 那須遠 江 守 

殿、 右 南 かざ 川口 源兵衞 殿、 此間半 町、 筋 違に 左右に 

道 有、 左の 道 西へ 行に、 南侧か V- 那須遠 江 守 殿よ こ 

や、 北西 かざ 洒井 因幡 守 殿よ こや、 此間 四十 間 計、 北 

へ 道 有 、西側 小細工 同心 之 屋敷 ニ^ 半之餘 有、 東側 一 

町の 餘 やしきの 地 尻、 東へ 道 有、 すぐ 道東侧 一 ^程 小 

細工 同心 やしき、 行 あたり 喜見院 よこ や、 左右に 道 

有、 左の 道 天神へ 行、 前の 通 西へ 行に、 右 か v> 小細工 

同心の やしき 十 間 計、 同道 有、 前の 通 面へ 行に、 右 か 

ざ 大神宮 あり、 妻乞稻 荷の 宮有、 是 まで 一町、 行 あた 

,9 西 尾 七兵衞 殿、 右へ 道 有、 北へ 付て 行に、 右か^ 稻 

荷の よこ や 二十 四 五 問、 同道 有、 前の 通 天神への 道 

筋、 左 南 か V」 黑林 市-兵 衞 殿、， 此間 四十 間 計、 よこてに 

道 有、 前の 天； t 筋 北へ 行に、 右 かど 小細工 同心 やし 

き、 左側 四十 間 まち や、 よこてに 道 有、 前の 天神 筋 北 

へ 行に、 兩侧町 や、 左の 方 二十 間 計 有て 西へ 道 有、 前 

の 通 北へ 行に、 左の 方 半 町町屋 有て、 西へ 道 あ. 9、 南 


が は 町 一 町 半 計 有て、 右側 二十 間 計 町 有て、 植木 や 半 

町たら や 有、 北へ 道 有、 兩側町 一 町 有て、 行 あた 

1^ 加賀守 殿、 左右に 道 有、 前の ついき 右が は 四十 問 町 

や、 木工 町 いふ、 行 あた- > 左右に 道 有、 前の 天神 筋 

北へ 行 、雨が は 町、 左の 方 年^たら す 有て 西へ 道 有、 

それより 北 へ 行に、 右の 方少計 行て 東 へ 道 有、 前の 天 

神 筋 北へ 行に、 左が は 茶 や、 右 北 かざ 喜 見院、 此間ー 

町、 行 あたりに 天神の 鳥居 あり、 前の 道 那須遠 江 守 殿 

表門 通 北へ ゆく に、 右 か V- 建 部內匠 殿よ こや、 左 か V- 

酒 井 因幡 守 殿 藤 枝 攝津守 殿、 右 池 田 次 左衞門 殿、 左 本 

多 彌兵衞 殿、 同 かざ 极 平 釆女疋 殿、 右 かど 立 花 和 泉 守 

殿、 此間ニ 町、 左右に 道 有、 右 之 道 石 川 主 殿 殿 表門へ 

行、 左 之 道 面へ 行に、 南 かざ 极平釆 女 殿よ こや、 北側 

か ビ秋山 源 左 衞門殿 小 堀 下總守 殿、 よこて に 道 有、 北 

へ 行に 、東側 かど 小 堀 下總守 殿、 此かは 五十 間、 よこ 

て 西側 かざ 小細工 同心の 屋敷  一 丁の 餘、 東が は三澤 

友 之 助 殿、 同 かざ 竹 村 彌太郎 殿、 此間 一 町、 行 あた 

喜 見 院橫屋 、左右に 道 有、 小 堀 下 總守殿 表門 通 西 へ 行 

に、 右 か Vi 小細工 同心 やしき、 行 あたり 同 やしき、 左 

右に 道 有、 前 之 通 北 へ 行に、 右 かざ 石 川 生 殿 殿よ こや 


一 町の 餘、 左 か V- 秋 山 源 左衞門 殿よ こや、 中 西 圖書殿 

組、 此がは 一町、 左に 道 有、 天神へ 行、 前の 通 北へ 行 

に、 左 南 かざ 小 笠 原 三 郎右衞 門 殿、 右 かど 1^ 井 四郞右 

衞門 殿よ こや、 此問 四十 問 計、 行 あたり 板 倉 石 見守 

殿、 左右に 道 有、 右 之 道 東へ 行に、 南側 か 井四郞 

右 衞門殿 井 戶安兵 衞殿石 川 主 殿 殿、 北側 板 倉 石 見守 

殿、 太 田 攝津守 殿よ こて、 此がは 一 町、 表門 通 一 町の 

間 行ば 下 谷 筋へ 出る、 前の 通 東へ 行に、 東 か V- 泉 念 

み き 

寺、 っ^き 町、 此がは 四十 間、 南西 か V- 美酒 淸左衞 門 

殿よ こや、 表門 通に 道 有、 左の 道 西へ 行に、 南西 かざ 

小 笠 原 三 郞右衞 門 殿よ， . や、 北東 が ざ 板 倉 石 見守 殿、 

此間半 町、 よこて 一 町 ゆけば 下 谷 筋な り、 前の 通 西へ 

行に、 雨 側 茶 や、 右 半 町たら す 有て、 北へ 道 有、 此道雨 

侧町 や、 前の 通 西へ 行に、 石 だん 上りて 鳥居 有、 右て 

に 道  一 ^の 餘、 兩侧茶 や、 鳥居の 內に 入て 1K 滿 天神の 

社 有、 三 間 四面な り、 西に 觀音堂 有、 

湯 島 天神 之 事 

1 、常 社此 地に 立 給 ふ 事 は、 人 王 百 四 代 後 土 御 門院の 

御宇、 文明 十 年 夏の 頃、 太 田 道 灌江府 の 城に 居住の 

き、 北 野の 信仰の 心 ざし 深く、 すな はち 城 中に 勸 請せ 
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らる、 その 年の 秋 あやしき 夢想 を かふむ しに、 明る 

朝 或人菅 丞相の 自筆の 御影 を 奉. 5 ぬ、 道灌 それより 

いよ/、 信心 深く して 、城より 北の方に 社 をた て、 梅 

の 木 あまた 植ら るゝ、 殊に 社領 をよ せて あがめ 奉り 

しょ. 0 以來 やう やく 繁昌して、 神前の 庭のう り 物 は 

山巿 晴嵐 VJ おも はる 

湯 島に て 啼焉ゃ 神樂^ 

一 、筋 違 橋 は 相 生 橋よ. -壹町 東な り、 筋 違 橋 筋 北 へ 行 
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に、 右 かざ 本 田 下野 守 殿、 此 屋敷 一 町の 餘有、 左 は 土 

手 也、 行 あたり 松 1^ 加賀守 殿、 1 一十 間 東 へ 行て 北 へ 行 

に、 右 南 かざ 遠 藤 肥 前 守 殿、 此問十 町 計、 橫 てに 道 有、 

前の 通 北 へ 行に 、右側 か ど 遠山 半 九郞殿 、左側 か ざ 松 

平 加賀守 殿、 よこて 二 町 計 有、 右 沼 野 新 五郎 殿 川口 藤 

右 衞門殿 堀 藤 右衞門 殿眞崎 甚兵衞 殿、 左 向に 島 田 八 

郞左衞 門 殿、 右一 色賴母 殿、 同 南が は 堀 丹 波 守 殿、 此 

三 町 左右に 道、 前の 通 北へ 行に 、左側 かど 建 部 內匠殿 

よこ や、 池 田 治 左 衞門殿 尻 や、 同 かど 立 花 和 泉 守 殿し 

り や、 右側 か，、、」 石 野 八 兵衞殿 組よ こや、 此 問 ニ^ 近 

く、 左右に 道 有、 前の 通 北へ 行に、 左側 かざ 石 川 生 殿 

頭殿撗 や、 同 南 かざ 美酒 淸左衞 門 殿、 右側 かど 榊原大 

膳 殿 組よ こや、 野 口 龍 庵、 此間ー 町 半、 左右に 道 有、 左 

の 道 天； t 筋、 右へ 十 問 行て 北 へ 行に 兩侧 町、 上野 廣小 

路ど 云、 左 町中 に 東 福 寺、 藥師如 來有レ 之 、傳敎 大師 御 

作 也、 七 佛藥師 の其內 なり、 左 本 阿 彌三郞 兵衞家 有、 

此間ニ 町、 筋 違に 左右に 道 有、 左の 道 下 谷 筋、 前の 通 

北へ 行に 兩側 町、 中 ほ. W に 小 橋 有、 右 之 は づれに 牛 天 

舯の宫 有. 北 條氏康 初 立す、 堯惠 法師 中興す、 是上^ 

の鎭 守た 、此間 一 町、 行 あた. 5 上野 黑門、 左右に 道 


有、 谷 中 三 崎 新 堀への 道な り、 

1 、下 谷 筋 西 へ 行に 雨が は 町、 中 之 町 V」 云、 植木 ゃ廣 

物 屋、， 一 町 過て 左へ 道 あり、 前の 通 西へ 行に、 右側 町 

や 、一町の 餘 過て 左へ 道 有、 天神 へ 行、 前 之 通 北 へ ふ，^ ■ 

て 行に、 左 か ビ 榊 原 熊 之 助 殿、 右側 福 昌寺敎 照 寺、 つ 

づきて 町、 是 まで 一 町 宇 程、 右に 道 有、 前の 通 北へ 行 

に、 右宗泉 寺、 つ いきて 町、 左 町の よこ や 有て 町 や 有、 

右 大尊院 不動 有、 ついきて 町 有、 此間ニ 町 近く、 西へ 

ふりて 左 松 平 大內藏 殿、 右 信 行 寺 雍院、 つ  > き 町、 {<J- 

南院、 っ^き 町、 覺昌 寺、 是 まで 一町 半 程 あり、 行 あた 

リ水 宰相 樣、 是ょ. 0 北へ 付て 行に、 右覺昌 寺、 よこ 

て 左 東 圓寺法 蓮 寺、 右 大生 寺、 左 妙 願 寺、 右 南 かざ 淺 

岡 宇 右衞門 殿、 此間ー 町、 よこてに 道 有、 前の 通 北へ 

行に、 左 淺井七 郎右衞 門 殿、 右 かど 核华飛 驟 守 殿、 此 

やしき 一 町 半 ほざ 有、 左 向 八 郞兵衞 殿、 大澤 左兵衞 

殿、 忠高寺 久生院 、夫より 右へ 半 町 行て 北へ 行に、 右 

那須遠 江 殿、 此 やしき 一 町の 餘、 行 あたり 甲府 宰相 

樣、 左右に 道 有、 左へ 付て 一 町 行に、 小 橋 渡りて 左に 

川筋に付て道有、右側本住寺2^:^山坊林高坊、是まで 一 

町の 餘、 よこてに 道 有、 北側 三 浦 志 摩 殿、 つ V き 了 源 
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寺、 是 まで 二 町 程 有、 前の 小 橋 通 東 へ 行に、 兩側町 半 

町 程 、右松 1^ 伊豆守 殿、. 左 玉 連 寺 妙 典 寺 泉 高 寺、 つ. > 

きて 妙 遠 寺、 右 町 半 町の 餘有、 左 同斷、 本 長 寺 本 光寺、 

是迄ニ 丁の 餘、 よこてに 道 有、 左 本 光寺よ こて 、右一 

乘寺 しり や、 實相院 よこ や、 左佛心 寺妙敎 寺、 幷に妙 

善 寺 不妙院 柬高院 實相寺 法 勝 寺、 此間  一 丁半、 左右に 

道 有、 行 あた. 0 は 蓮華 寺、 西つ き 了 源 寺、 三 浦 志 摩 

殿、 東 は 法 勝 寺よ こや 林 高坊橫 や、 右 之 道、 左瑞林 寺、 

右 實相院 、寶藏 寺よ こや、 此問 一 町、 行 あたり 自 性院、 

左右に 道 有、 前の 通水戶 宰相 樣 御屋敷 筋、 本 光 十 ：一:-、 つ 

づき 一 乘寺橫 や 半 町たら す 有、 すぐ 道 一 町 行ば 永 井 

土 佐 守 殿、 左右の 道 谷 中 寺 町筋、 一 乘寺 表門 通、 右侧 

本 行 寺よ こや、 大行 寺、 此問ー ^、橫 てに 道 有、 前 之 通 

北へ 行に 一 乘寺、 ついき 寶上 寺賢藏 寺、 右 北侧か V- 自 

性院 よこ や、 此間廿 間、 左に 道 有、 前 之 通 北へ 行に、 左 

北 かざ 瑞林 寺、 右 大泉寺 長大 寺 西 光寺、 つ き 町の よ 

， J や 少し 有、 左 永久 寺よ， や、 此間 1 一町、 左右に 道 有、 

左 三 崎へ 行、 右へ 半 町 行に、 兩がは 町 や、 夫より 北へ 

さして 行に、 左 町の 撗ゃ、 右が は 威 應寺寺 中 尻 や、 右 

要 泉 寺 西 上 寺、 此問 一 町 宇、 よこてに 道 有、 前の 通 北 
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左に 堀大學 殿よ こや、 同 茶 や 有、 是 まで 二 町、 左右に 

道 有、 一町 行ば 七 面 明 神社 有、 前の 通 北へ 行に、 左延 

命院 よこ や、 右敎應 寺橫ゃ 五十 間近く 有、 夫より 北 へ 

行に 左右 白 r 二 町 近く 行て、 行 あた b 誠訪大 明舯、 此 

あたり 新堀ビ いふ、 

上野 坊中名 付 之 事 

一 、上野 黑 門より 二 町が 間 松原な り、 左に 不忍 池へ 出 

る 道 有、 下 1^ 有 e 右 普 門院 橫屋、 半 町 程 行て 左に 大佛 

有、右に淸水觀昔堂^:?、洛陽昔羽山淸水寺のぅっしな 

り、 堂の 下に 櫻な V- 植られ たり、 奢 は 一 しほ 美景 也、 

此 道に 普 門院、 西が は 四十 間 行て、 行 あた h^最 敎院、 

それよ h '東へ 行に 常照院 よこて、 此間ー 町 行ば 左右 

に 道 有、 右 之 道 常照院 表門 一 町 行ば 南へ 一 町 道存、 又 

東 へ 行ば 車 坂 へ 出る、 常 照院の 表門 通 北 へ 行に、 右が 

は 明 照院相 嚴院照 隆院、 左 院坊の 地 尻、 此間ニ 町、 行 

あたりの 堂 は慈覺 大師 まします、 左右に 道 有、 右 屏風 

坂へ 出る、 徂 一 町、 左の 道 二十 間 行ば 北へ 道 有、 五十 

問 行ば 東漸 院、 それより 東へ 五十 間 行ば 北へ 道 有、 半 

町 行て 圓覺院 、前の 通 西へ 行に 大蹴 院樣御 魂屋、 つ い 

. きて 日光 御門 跡樣、 此問ー 一町 近く 有、 黑門通 下馬より 
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東へ 行に 二王門 有、 猶 東へ 一町 行て 左右に 道 有、 鬼 照 

大 權現樣 御宮 殿へ 行、 此道 双方に 石燈 籠め また 有、 黑 

門 通 東へ 行に、 左右に 松原 一 町 近く 有て、 左に 輪藏 

有、 右に 塔 有、 行 あたり 本堂 存、 うしろ 左 は 法 華 堂、 右 

は 常 行 堂な り、 

一 、東 照 權現檨 鳥居の き はよ. 5 東へ 道 有、 左が は 威 照 

院 泉隆院 凌雲 院、 此間 1 一町 半 、横て に 道 _^、 すぐ 道 東 

へ 行に、 左 東 か V. 靈 51^ 院ょ こや、 右 東 か ビ」 御門 跡樣裹 

門 あ.. > 、左 寶性院 東 學院、 此問ニ 町ば かり、 横 やに 道 

有、前の通東へ行に、左に所化道^1^五十間計なり、 右 

西 か ど 延壽院 、行 あたり 元 光院、 南つ レき行 V- まり 律 

拾院、 此問ー 町、 左右の すみに 護 國院、 西つ  > きに 林 

光院、 此間 一 町、 よこてに 道 有、 

一 、右 之內 凌雲 院 よこて を 北へ 行に、 右靈， ま院、 一 町 

行て 左右に 道 有、 左の 道 北が は 旦那 院、 西つ いき 御藏 

有、 よこてに 道 有、 谷 中へ 出る、 此間 四十 問、 右 之 道 東 

へ 行に、 左 覺成院 明王院 松林 院、 右院 宇の 地 なり、 

左 西 かざ 東 圓院、 此道ニ 町 半、 筋 違に 左右に 道 有、 左 

北へ 付て 行に 、左側に 柬圓院 よこ や、 右側 か V； 林光院 

よこ や、 左 福 性院連 乘院常 徳院、 右迅 沙門 御門 主樣、 


左 南の すみ 尊 壽院、 此間ニ 町、 行 あたり 寶 珠院、 御 魂 

屋行 Vj まりなり、  . 

東 叙 山 

】 、此東 叙山寬 永 寺 は、 忍の 岡^い ひて 名所 W かや、 

南光 坊の^^ P 開基な り、 然るに 都の？^ 寅の 方に 比 

叙 山 VJ いふ 有、 是桓武 帝 ミ傳敎 大師，、」 御 心 を 一 つに 

して、 延曆 年中に 御 草創 有、 是に よ つ て 寺 號を延 暦 寺 

號す、 王城の 鬼門 を 守、 惡 魔を拂 ふ靈堪 どして、 天 

下泰 16 "の 御 祈禱所 也、 又 此東叙 山 も、 我た っ杣 をう つ 

せり、 宽永 年中に 是も建 させられし 故に や、 寬永寺 VJ 

なづ く、 又是江 城の 鬼門 を 守、 惡事 災難 を拂 ふ、 鎮護 

國 家の 靈地 なり、 天台 四 明の 法燈を か、 げ、 佛 乘三觀 

の 覺月を あ ふぐ、 殊更 東 照 權現樣 御宮、 大猷院 樣御魂 

屋、 寶珠 院樣御 魂屋、 塞に 其 きら をつ くす 事、 金銀 珠 

玉 を ちりばめて、 善つ ぐし 美盡 したり、 凡 寂 光の 淨土 

も かぐや どば か. 9 思 はる、 寺 中 僧坊 二 六の 勤行 怠ら 

す、 香の 烟は 空に 滿、 花の 句 ひ はこ ゝ にもう つりて、 

栴檀 の林ビ なれり、 寺內 南北 數十 町に こえ、 東西 それ 

に應 せり、 此 山に 登. り ぬれば、 江府殘 りなく 眼前に 見 

おろし、 又黑 門の 松原より 西 を 下へ 見お ろせば、 不忍 
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の 池 さながら 志賀の 湖水 をう つし、 こどに 島に は^ 

才天、 深き 誓に 近 江なる、 竹 生 島のお も ひ をな せ. cs、 

見所お ほき 景地 なり、 愛 を 又 忍ぶ の 岡 VJ いふ 事 は、 俊 

成の 歌に、 

誰た めに 忍ぶ の 岡の したわら び 

けぶり はたて や もえ わたるらん 

或 人の 發 句に . 

上へ 下へ ゑい どう 山の 花見 哉 

自吟に 

t ムば 上野ち りて は 花の 下 谷 哉 

同 

花 ざ かり ゑい VJ う 山 や江 In,;?  く ら 

上野 花見 行 記  身獨軒 一夢 子 

ひ VJ ひ は 目の やみ も ほい はれ 候 間、 ある 心地し 侍 

りし かば、 上野の 邊に たどり もて ゆき、 ど ある 木陰 

に 腰 を かけ 筆 をなら しぬ、 

目な し V, り 、聲に 付て 來 ませ V」 い へ ，0、 友 もな く 

VJ ぼ /.^ 、  VJ  、たよりな しの 杖 を、 つきそ ふ 物 V」 て は 身 

に從ふ影のみにて、東叙山にまか，..^ぬ、實にゃ名にし 

お ふ、 寺 は 都に 近き 江の、 その 絕景 をむ さし あぶみ、 
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さすがに かけし 御 願 ひに、 うつさせ 給 へる どに や、 す 

ベて 年毎の、 花は劳 野の 赛 よりも、 愛 は 上野の なが 

めぞ ど 、暮中 うらつ/、 花の 下 は、 敷 島の むしろ を 見 は 

. ^て、 連歌 催す も あり、 額づ えに 顏を すがめ っゝ、 俳 

諧の つらね ご W ものす る も 有、 歌 を謠ひ 詩を吟 じ、 さ 

ざめ きさ ゝの むさ ま 》 ^は 、資 £ の はてし 迄、 人の 

心のお く 底 もな き" おは ぶれ かな v>  "愛 かしこ 見やり 

は ベり て、 

露の 身ビ おも ひす つれ ど 春 ご W の 

花に は惜 きいの もな りけ り 

VJ  、かく つぶやきな が ら普 門院 に 下り、 大師の 尊像 を 

拜し 奉り、 足 休めし 侍， 5 しに、 時なら ぬ 風の 花 を ちら 

しければ、 

よけて ふけ 雲の上 野 を 花の 風 

つ V- ふ 中に、 いたいけ したる 子の、 花た ベ VJ いろ ひさ 

けび ける に、 あるじ 方の 僧、 衣の 袖に 了んだ. を 手 折 あ 

た へられし にぞ、 心ち よげ に 笑 ふ をみ ければ、 そのた 

らちね にか はりて、 

給 はる は 菩提の 行ぞ 普賢 像 

下 谷に くだりて、 


#15 ず？ i 
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里の 子の 下 谷 も 花の 上野 かな  . 

しれる 書 舍のも VJ に 立より、 往來の 人 を かぞへ 居り 

つ \ 

廻文み な はな 見 はる はぞ はる はみ な はな 見 

日 も 山の端に 入相の、 耳の 許 へ つげ くれば、 

入相の かね ゃこゝ ろせ よ 花の 暮 

さらば あす 逢 はふ V> て か へ ぬ、 

S の 二月 廿 八日 

逍句 みる 人 はこ ゝ ろう へ のゝ 花見 哉 

一 、上野 黑 門の 西北へ 道 有、 南より 北へ 行に、 右 は 東 

叙 山が けな、 り、 左に 茶 や 少し 有、 七 間 茶 やど 云、 っ^ 

いてし のばす が 池、 鳥居 有、 小 橋 島の あたりまで あ 

.5、 辨才 天の 宮、 幷に 左は經 堂、 右 中に 役 行者、 左に 稻 

荷の 宫、 右に 摩利支天 宮有、 それよ. 5 此 池の 端に 付て 

北 へ 行に、 右に 淨雲稻 荷の 宫有、 是 より 猶右東 叙 山が 

け、 左 池の はたに 付て 行、 黑 門 より 五^ 半 行て 右 へ 道 

有、 前の すぐ 道 一 町 近く 過て、 行 あたり 松 平 伊豆守 

殿、 右の 道 東北 へ ふりて 行に、 一 町 行て、 左 入 込 法 恩 

寺、 開山 は 日 住 上人、 太 田道灌 建立 也、 又稻 荷の 小宫 

有、 つ^きて 茶 や、 兩側 町、 左に 永 龍 寺、 是 まで 一 町 


半、 右に 一 町の 餘、 南側 は東歙 山寺 中の や、 北が は 

長樂 寺よ こや、 つ^きて 本 龍 寺感應 院妙顯 寺、 行 あた 

り 吉田久 米 之 助 殿、 北つ^き 行 V- ま.^ 北條 安房 守 殿、 

此間 一町、 前の 通 北へ 行に、 左 入 込 法 恩 寺、 右 かざ 長 

"樂 寺、 左 明 生 寺 妙 光寺 大寶寺 本 法 寺、 此側ニ 町の 餘、 

よこてに 道 有、 北が はに 龍 泉 寺 本 行 寺、 此間 一 町、 す 

ぐ 道よ こ 通 ま へ に 記し 申 候、 前の 通 北 へ 行に、 右 永 井 

土 佐 殿、 左 か.，、」 龍 泉 寺よ こや、 ついきに 町 少し 有、 右 

南 かざ 妙法 寺、 此間 一町、 筋 違に 左右に 道 有、 右ての 

道 東へ 行に、 右 南が は 妙法 寺、 よこて 左が はか V- 大照 

寺 かまへ 半 町、 よこてに 道 有、 大照 寺なら び淸 水寺宗 

林 寺、 此がは 一 町、 右 妙 泉 寺蓮久 寺、 此がは 一 町 半、 左 

に 道 有、 大照 寺よ こて 北へ 行に、 右 清水寺 橫ゃ、 大龍 

寺、 左 福 双 寺 妙 要 寺、 此間 一町の 餘、 是 より 二 町の 餘 

感應寺 寺 中の 尻 や、 右 東 叙 山の 内、 それより 西 へ ふ 

て 北へ 行に、 感應寺 寺 中 尻 や、 右 明 地 半 町 近く 行て、 

右へ 道 有、 此通 一 町 ゆけば 泉 照 寺、 幷に 三十 番神 有、 

前に 小 橋 有、 右 北への 道 金 杉 村へ 行、 前の 通 北へ 一 町 

半 行ば、 北 へ 道 一 一筋 有、 右ての 道 一 一町 程 行ば 新 堀 へ 出 

る、 前の 通よ. 5 谷 中へ 左に 道 有、 西へ 行に 左大感 寺、 
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左 東 かざ 大行 寺よ こや、 右 東 かざ 自 承院、 此間 ) 町、 

行當. -寶上 寺、 左右に 道 有、 前に 記す ゆへ 愛に 略す、 

前の 通 北へ 行に、 左が は 町、 右て 大照寺 西よ こや、 左 

妙 恩 寺、 つ > きに 町 少し 有、 多 寶院、 ついきに 茶ゃ少 

し 有、 此間 一 町 半、 行 あた， 5 感應寺 門 有、 左への 道 三 

崎へ 行、 半 町 程 行て 右へ 行、 此通 すぐ 道 H 堀へ ゆく、 

此通 I 一  十 間 計 行 て 西へ 行に 、雨が は 町 半 町 有、 右 東 か 

^圓照 寺、 筋 違に 左右 に 道 有 • 前にし るす、 前の 通 西 へ 

行に、 左 西 かざ 永久 寺、 右 西 か V- 妙王 院、 つ  > きに 町 

少し 有、 左 本 通 寺了國 寺、 右本佛 寺福攄 寺、 此間 1 一町 

近く 有て 右に 道 有、 すぐ 道， 千駄木 林へ ゆく、 右 之 道 北 

へ 行に、 右が は 校 平釆女 正殿、 畏明 寺、 是 まで 三 町、 橫 

てに 道 有、 前の 通 北へ 行に、 右 かざ 新 堀 七 面大明 神、 

是則 延命 院之 住持 長上 人 萬 治 三年に 再與 す、 同侧 

一町 行て 內泉 寺、 二 町 近く 北へ ゆけば、 左右に 道 あ 

.9、 左の 道 田畑 村へ ゆくな. o、 

不忍 池の 事 

一 、此池 を、 古 はしのば やの 池 VJ いひし を、 近代し の 

わすの 池 VJ いひなら はせ り、 堯惠 法師の 路 次の 記に、 

忍の 岡 は 今 は 上野に 有 どい ふ、 しの はすが 池 をし の 
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ばす が 池，、」 號す V」 い. へり、 池の 廣さ 五町 四方に 及ぶ、 

池の 中に 島 有、 辩才 天お はします、 水 谷 伊勢 守 建立せ 

ら る、 宴に 此所は 竹 生 島の 面影に 似た， り 、上野 は ひえ 

の 御嶽に 似て、 名に お ふ 湖水の 景氣、 さながら 愛に 見 

るが ご どし、 

凉 しゃ V」 池の 蓮 を 見 か へりて 

誰か は あ./」 をし のば やの 池 

谷 中 感應寺 之 事 

一 、長曜 山 感應寺 は、 法 華 讀誦の 道場 ビ して、 其閒ぇ 

四方に かくれな し、 當寺 高祖 H 蓮大墨 人の 自作の 御 

影お はします、 若人 立願の 事 あるに、 草履 一 足 を 持て 

磨り、 御前に かけ 置て、 おも ふ 願 ひ を 祈る に、 諸 願 成 

就す る こ ど 、鐘の しもく に 隨てー iSa を 出し、 谷の ひ^き 

に應 るが ご VJ し、 又 十月 十三 日 は、 此^！^人御忌なれ 

ば、 前 臺に花 をな し、 種々 の も， 9 物を備 へて 法事 をな 

す、 諸人 詣で くる 事 市の ご >」 し、 寺內 は廣大 にして、 

本堂の 前に 五重の塔 有、 右に 小 宮少々 おはします、 鐘 

樓經堂 あり、 三十 番祌猶 左に 有、 坊舍も 二十 ケ 所の 

餘有、 

受持 讀誦解 說書寫 VJ いふ 心 を 


かみ，/」 て も敎の ほかの 道ぞ なき 

妙なる の. 0 の 水ぐ きの あ ビ 

一 、筋 違 橋より 新 敷 橋まで 六 町の 餘、 かし 通 西よ.^ 東 

へ 行に、 左側 本 多 下野 殿よ こや、 壹町半 過て 北へ 道 

有、 前の かし 通 東へ 行に、 佐 久間町 一 丁目、 材木が しな 

り、 橫 てに 道 有、 右に いづみ 橋、 佐§ 町 二 丁め よこ 

てに 道 有、 佐 久間町 三 丁め まき-かし、 橫 てに 道 有、 佐 

久間町 四 丁め、 よこてに 道 有、 右に 新 敷ば し、 すぐ 道 

有レ之 W いへ V- も、 淺 草の 方へ かき 付る 故 愛に 略す、 

一 、右 之 通 北う しろ 通、 新 町より 右 か ざ 岡 古 庵、 左 か 

V- 松 le. 伊勢 守殿橫 や、 つ いき 敷の 地 尻 半^ 程 有て、 

町中に 關本友 典、 つ  > き 町、 是 まで 二 町、 左右に 道 有、 

和^5^橋筋、前の通東 へ行に、左かざ京極£.斐守殿、 新 

圧 隱岐守 地 尻、 本 多內藏 殿、 此間三 町、 左右に 道 有、 新 

橋 筋な り、 

一 、右 之 通よ， Q 北う しろ 通、 松 le. 伊勢 守 殿 表門 を 北へ 

五十 間 計 通て、 行 あた.. > 北褒か V- 丹 羽 式部 殿 、東へ つ 

づきて 杉 5^ 內藏殿 同源 右衞門 殿、 右側 かビ 松-牛 伊勢 

守 殿よ こや、 接 } ^因蟠 殿 牧野 因幡 守 殿、 左 西 か .>、」 曾 我 

又 左衞門 殿、 右 西 かど 又 igj^ 因幡 殿 やしき、 此間ニ 

i:! 戶雀 九卷目  , 


町、 左右に 道 有、 和 泉 橋 筋、 前の 通 東 へ 行に、 左 かざ 藤 

堂 和 泉 殿、 同 西 かざ 中 根 1^ 十郎 殿、 右 西 かざ 本 多內藏 

殿 地 尻、 此三町 左右に 道 有、 新 敷 橋 筋 也、 

一 、右 之 內丹羽 式部 殿 北よ こて を 北 へ 行に、 っゲさ 遠 

藤 肥 前 守 殿、 此がは 一 町、 右て に 道 有、 右遠 藤 肥 前 守 

殿、 向 松 平 加賀守 殿よ こや 二十 間 計 有、 右ての 道 北 へ 

行に、 左 かざ は 遠山 半九郞 殿よ こや 四十 間、 北へ 道 

有 、ついきて 紙屋 卒七 殿、 右 本 多將監 殿、 っ^き 屋敷 

の 地 尻、 左 西 かざ 小川 惣左衞 門 殿、 此間ー 町、 橫 てに 

道 有、 前の やしきの 向に 三吉 長兵衞 殿、 左 東 かざ 中 西 

源 之 1^ 一 殿 、ついき 野々 山 彌兵衞 殿、 右 西 かざ 曾 我 又 左 

衞門殿 地 尻、 左 西 かど 野々 山 肥 後 守 殿、 此 間 一町、 左 

右に 道 有、 行 あ ；：：^り 藤 堂 和 i!^ 守 殿よ こやな り、 

一 、右 之內 紙屋 平 七 殿よ こて 北へ 半 町 行て、 又 東へ 半 

町 行ば、 北 へ の 通 左 か ざ 內藤傳 右衞門 殿、 ついきて 加 

藤 庄之助 殿、 右 向 溝 口 出 雲 守 殿、 左 南 かど 丹 羽 1^ 右衞 

門 殿、 右 南 か V- 眞田勘 解 由 殿、：^ 間 二 町、 行 あたり 石 

野 八 兵衞殿 組、 左右に 道 有、 左へ 二十 間 行て 北へ 行 

に、 左右に 石 野 八 兵衞殿 組、 二 町ば かり 過て 左右 に 道 

有、 前の 通 北 へ 行に、 左 榊 原 大膳殿 組、 右 かざ 廣原八 

百 二十 七 
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兵衞 殿、 つ  > きて 金照院 信 行 寺、 左 南 か Vi 野 口 了 庵よ 

こや、 右 南側 かど 正 行 寺、 此間ニ 丁、 筋 違に 左右に 道 

. 有 、前の 通 北へ 行に 上 町、 右 南 かど 一照 院、 此間ー 町、 

橫 手に 道 有、 前の 通 北へ 行に 、雨が は 町、 半 町 過て 左 

右に 道 有、 右 之 道 三枚 橋へ 出る、 前の 通 北へ 行に、 左 

か V- 常 樂院、 右が は 町、 左敎雲 寺、 右 本 養 寺 本 光寺、 つ 

づき 町、 此町ー 町、 よこてに 道 有、 前の 通 北へ 行に、 下 

谷 町、 半 町 行て 左て に 道 有、 上野 黑 門へ ゆく、 前の 通 

右 本學寺 、ついき 町、 此間半 町の 餘 行て、 右て に 道お、 

前の 通 北へ 行に、 右 か V. 龍 光寺 一 町の 間、 左 南 かざ 千 

手院、 此間 一 町、 左右に 道 有、 左 車 坂 上野 へ ゆく、 右 之 

道 淺草寺 町筋、 前の 通 北 へ 行に、 左 林 松 寺よ， . -ゃ壹 町 

の餘 行て、 同道 有、 前の 通 北 へ 行に、 松 1^ 助 之 進 殿 組、 

此 やしき 壹 町， 秆、 此所を 過て 行 あたり 明 地、 左右に 道 

有、 15^ 風 坂へ 出 上野へ 行、 前の 通 北へ 行に、 西 光寺よ 

こや、 壹町 過て 又 右に 道 有、 前の 通 北へ 一 町 行ば、 左 

へ遨 有、 行 あた. 9 耍金 寺よ こて、 北つ^き に 田 相 摸 

守 殿 、すお 向に 千 倉主 难、 要 金 寺、 北つ^き \J^E 相 摸 

守 殿、 此問ー 町、 筋 向に 東行 庵、 又す ぢ 向に 八まん の 

宮有、 つ  > き 世 尊 寺、 行 あたり 眞田勘 解 由 殿- 是 まで 
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又 一 町、 左右に 道 有、 前の 通 北へ 廿問 行ば 右へ 道 有、 

一 町の 餘 行ば 正東 院大遠 寺 有、 幷に よこて 有、 前の 通 

北へ 一町 行ば、 又 右へ 道 有、， 北側 か 丹珠院 ならびに 

稻 荷小宮 あり、 南が は 遠心 寺よ こや、 表門へ は 右へ 付 

て 行、 前の 通より 一 町 程 北へ 行ば、 筋 違に 左右に 道 

有、 左 八まん の宮へ 出る、 此道を あどに 記す 故 愛に 囂 

す、 前の 通 北へ 半 町 行ば、 左に 道 有、 北 かざ 眞田勘 解 

由 殿 屋敷 半 町 通て、 行 あたり 世 高 寺， 左右に 道 有、 右 

へ 十 間 行ば、 左手に 西 念 寺よ こや を 一 町 通て、 行 あた 

.9 西 園 寺、 左右に 道 有、 前の 通 北へ 行に、 眞田勘 解 由 

殿よ こや、 一 町 行ば 左に 道、 一 町 程 行ば 金 杉 村へ 行、 

前の 通より 北へ 一 町 半 行ば 左右に 道 有、 右 之 道 右 か 

V- 小 出 伊勢 守 殿、 左 戶田釆 女 殿、 右 入 込 北西 かざ 靑東 

庵、 行 あたり 甲斐 庄喜 右衞門 殿、 すぐ 道：！： 本 堤へ 出 

る、 此ニ町 前の 通よう 二 町 程 北へ ゆけば、 右に 道 有、 

同が はに 信榮 寺、 っ^き 龍 泉 寺、 すぐ 道 H 本 堤へ 出 

る、 此間 一 町 半、 前の 通 北 へ ゆく に 三の 輸町 一 町 有 

て、 筋 逢に 左右に 道 有、 猶 北へ 行に 左に 藥師堂 有、 一 

町 近く 行て 右に 道 有、 一 町 程 行ば 右て に自永 寺、 すぐ 

道 河へ 出る、 前の 通 北へ 行に、 新 町 雨が は 町、 左に 道 


有、 半 町 程 行ば 小 橋 有、 渡りて 左右に 道 有、 猶 西へ 行 

に、 左 かざ 池 田 備中守 殿よ こや 一 町、 右 か Vj は 宗對馬 

守 殿よ こや、 つ  >  きに 石 河 主殿頭 殿、 行 あた. 9 光 臨 

院、 前の 通 北へ 行に、 一町 雨が は 茶 や、 北 末 はみ の わ 

材、 此間 右て に 道 有、 H 本 堤 筋な. o、 前の 通 北へ 行に、 

左 半 町 茶 や、 小 橋 渡りて 雨が は 一 町 町 や、 是ょり 先 

千 手 海道な. 9、 

一 、右 之內 紙屋^ 七 殿 東 隣 小川 惣左衞 門 殿、 此 よこて 

通 北へ ゆく に、 右 中 西 源之丞 殿よ こや、 ついき 屋敷の 

地 尻、 左 溝 口 出 雲 守 殿 地 尻、 右 內藤三 五郎 殿、 同 南側 

かざ 石 川 三 郎兵衞 殿、 左 南 か ざ 眞田勘 解 由 殿 地 尻、 此 

間 二 町 半、 左右に 道 有、 行 あた， 5 大森半 七 殿 組、 右へ 

十 間 計 行て 北へ 道 有、 左 大森半 七 殿 組、 右 I- 瀨 惣左衞 

門 殿 組、 二 町 近く 過て 左右に 道 有、 前の 通 北へ 行に、 

左 野瀨惣 左衞門 殿龃、 右 中 西 圖書頭 殿 組、 久世惣 十郞 

殿 組、 此間 一 町 半、 左右に 道 あ b、 但 左の 方 北側 肴 棚 

有、 前の 通 北へ 行に、 右 石 野 八 兵衞殿 くみ、 左 町の よ 

こや、 つ 3- き 一 生院地 尻、 此 間！ 町 宇、 小 橋 わたりて 

左右に 道 有、 前の 逋北 へ 行に、 左 町、 又は 寺の 地 尻、 右 

石 野 八 兵衞殿 組、 此間 一町の 餘 有て、 左右に 道 有、 前 

Ji4 戶雀 九卷目  . 


の 通 北へ 行に、 左 町 又は 寺な V" の 地 尻、 右 安藤 傳右衞 

門 殿 組、 此間 一 町 有て 左右に 道 有、 行 あた. 5 正 寶院、 

左右に 道 有、 

一 、右 柬通和 泉 橋 筋 橋 詰より 北へ ゆく に、 左 佐久間 一 

丁目、 右 同 二 丁目、 右之兩 よこ や 半 町 近く 町 有て、 左 

右に 道 有、 前の 通 北へ 行に、 右京 極 甲斐 守 殿よ こや、 

左 町の よこ や、 极平 因幡 守 殿よ こや、 此間 一 町 有て 左 

右に 道 有、 前の 通 北へ 行に、 右 藤 堂 和 泉 守 殿よ こや 一 

町の 餘有、 左 曾 我 又 左衞門 殿よ こや 半 町 有て、 西 へ 道 

あり、 前の ついき 野々 山 肥 後 守 殿よ こや、 神 保 左 近 

殿、 此間 四十 間、 右に 道 有、 前の 通 北へ 行に、 左 伊奈 五 

兵衞 殿、 右 かざ 奈良八 郞左衞 門 殿、 宫原 左兵衞 殿、 左 

平 大學頭 殿、 右 南 か ，s は 多 田 三 五郎 殿、 此間 一 町、 

よこてに 道 有、 前の 通 同 北 か V- 福 田 藤 左 衞門殿 山 名 

圖書殿 神 田 五左衛門 殿、 南 か V- 松 井 宗左衞 門 殿、 左 は 

屋敷 尻、 此間 一町、 左右に 道 有、 前の 通 北へ 行に、 左右 

に 野 瀨宗左 衞門殿 組 二 町 近く 有、 此所 過て 左右に 道 

有、 前の 通 北へ 行に、 左 中 西 圖書頭 殿 組、 右 かざ 本 多 

伯耆守 殿、 同 南 か V- 上 村 志 摩 殿、 此間ー 町、 橫 てに 道 

あり、 前の 通 左 久世惣 十郞殿 組、 よこてに 道 有、 上野 

.  百 二十.^  i 


I  I  、江戸 雀九卷 B  , 

廣 小路へ 出る、 前の 右 か V- 加 藤 遠 江 守 殿よ こや、 つか 

き 商 か 村 越 伊豫 守 殿、 此侧 一 町、 左 北 かど 石 野 八 兵 

衞殿組 一 町 半、 右に 道 有、 前の 通 右 かど 大窪 山城 守 殿 

組、 此がは 四十 間 過て 三枚 橋 有、 渡りて 左に 道 有、 前 

の 通 北へ 行に、 右 南 かざ 酒 井 兵 部 殿 地 尻、 左 本 ffl 伯耆 

守 殿 組、 此間ー 町の 餘、 筋 違に 左右に 道 有、 猶 北へ 行 

に、 右上 村 志 摩 守 殿、 左 か V- 安藤 傅 右 衞門殿 組、 此間 

一 町 過て 左右に 道 有、 前の 通 北へ 行に、 右 か Vj 武田越 

前 守 殿 組、 左 正寶院 よこ や、 つ^きて 景照 寺、 此所ー 

町 過て 左右に 道 有、 左の 道に 北が は 正源院 、ついきて 

林 寺、 南が は景照 寺よ こや 一 町 有、 すぐ 道 車 坂へ 

行、 左右に 道 有、 前の 通へ 行に、 左 町 少し 有て 极 陰 寺、 

右 かど 曾 我權之 1^ 一 殿 組、 左 南 かざ 遍龍 寺、 右 南 かど 眞 

田 內藏殿 組、 此間ー 町 半、 筋 違に 左右に 道 有、 前の 通 

北へ 行に、 左 かど 松： 牛 介 之 進 殿 組、 右 かざ 朗感 寺よ こ 

て、 此所 一 町 過て 左右に 道 有、 行 あた， 5 鳥 井內膳 殿、 

左へ 半 町ば かり 行ば 北へ 道 有， 右に 井 戶新右 衞門殿 

組 一 町 有、 それより 一 町の 餘 行て、 行 あた. 5 西 光寺、 

左右に 道お、 鳥 井 內膳殿 屋敷より、 右へ 十四 五 間 行ば 

北へ 道 有、 左 鳥 井內膳 殿よ こや、 右淨泉 寺よ こやに 付 
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て 半 町 行ば、 切手 町う しろ 一 町 有、 此所 過て 左右に 道 

あ b  、前の 通 北へ 行く に、 西 光寺 橫手 について 一 町 ゆ 

けば、 左に 道 有、 北が はに 法 誓 寺、 前の 通 北へ 半 町 ゆ 

けば 左右に 道 あり、 右 之 道 松 1^ 大內藏 殿 屋敷 へ 行、 此 

道 一 町 有、 左へ 付て ゆけば 左手の かど 西 生 寺、 右 か V- 

入 込 長生 寺 心 元 寺、 同 東 かど 淨逮 寺、 此 一 町 左右に 道 

あり 

一 、右 之 內藤堂 和 泉 殿よ こてより 地 尻の 方 東へ 付て 

行ば、 左 奈良八 郞左衞 門殿橫 や、 つ  >  きて 松 浦 半左衞 

門 殿、 此間 一 町、 橫 てに 道 有、 前の 通 東へ 行に、 藤 堂 佐 

渡 殿よ こや、 宗對 守 殿、 右 は 屋敷 地 尻、 行 あた， -加 

藤 遠 江 守 殿、 左右に 道 有、 新 敷 橋 筋な り、 是 まで 二 町 

半 あり、 

一 、右 之 內松浦 半 左衞門 殿よ こて 通 北へ 行に、 右 藤 堂 

佐 渡 守 殿、 此 やしき 二 町 あり、 左 南 かざ 大久保 出 雲 守 

殿、 此侧ー 町、 右に 道 有、 前の ついき 北 かど 須久留 次 

郞兵衞 殿 林 勘 右衞門 殿、 多 佐 尾 本 右衞門 殿、 南 か ざ廣 

五 郞右衞 門 殿よ こや、 同つ いき 依田 源太郞 殿、 此がは 

一 町、 左右に 道 有、 前の 通 北へ 行に、 左 永 井 六左衞 門 

殿よ こや、 右 かざ 北 條新藏 殿 組 半 町 近く 有て、 右に 道 


有、 前の ついき かざ 生 駒 主 殿 殿、 左 南 か V- 新 見 七右衞 

門 殿 組、 此間ー 町 行て、 行 あたり 本 田 伯耆守 殿よ こ 

や、 左右に 道 あり、 右へ 少し 付て 北へ 行に、 左 本 多 伯 

耆守殿 組、 左右 に 道 有、 左の 方 へ 1 一十 間 ゆけば 堀田對 

馬 守 殿 組、 夫よ b 北へ W 行に、 右 阿部 彌 1^ 次 殿よ こ 

や、 町 有、 同 西 前の っ^き か ざ 主 膳 正殿、 此間 一 町、 行 

あたり 藤 堂 佐 渡 守 殿、 左右に 道 有、 酒 井 伊豫 殿 組、 左 

に 道 有、 前の. 通 北へ 行に、 左 かざ 加 藤 遠 江 守 殿よ こ 

や、 右 南 かざ 皆 川 左 京 殿、 此間 一 町 半、 左右に 道 有、 前 

の 通 北へ 行に、 右 かど 大窪 山城 守 殿 組、 右橘 左 近 殿、 

あ ひに 土橋 有、 此間 一 町の 餘 行て 右に 道 有、 前の 通 北 

へ、 左 南 かざ 酒 井 兵 部 殿、 此問 四十 間 行ば よこてに 道 

有、 半 町 行ば、 北 南 か》、」 靑山丹 後 守 殿 組 やしき 有、 前 

の 道 北へ 行に、 右 青山 丹 後 守 殿 組、 左 かざ 武田越 前 守 

殿 組、 此 やしき 二 町 あり、 此內 一 町 行て 右に 道 有、 前 

のつ 3- き 右 か V- 中 西 圖書殿 組、 此 屋敷 半 町 過て 行 あ 

たり 內藤新 五郎 殿 組、 左右に 道 有、 右 之 道 北が は高德 

寺 、南東 か ど 中 西： € 書 殿 組 地 尻、 西 か V- 體宗 寺、 よ *  J 

てに 道 有、 此間ー 町 半、 よこてに 道 有、 前の すぐ 道淺 

草の 方 へしる し 申 候、 前の 通より 北、 左の 道 半 町 行て 


左右に 道 有、 右の 方 北へ 付て 行に、 左 曾 我 權之丞 殿 

組、 っ^き 眞田 內藏殿 組、 右內藤 新五郞 殿く み、 此間 

一 町の 餘 過て 左右に 道 有、 右 之 道 北側 東 かど 近 藤 縫 

殿 殿、 南側 武家 やしき、 內藤新 五郎 殿 組、 高徳 寺 地 尻、 

北側 宗圓 寺、 加 藤 平四郎 殿、 右に 道 有、 加 藤 平 八 殿、 つ 

づき 少し 萬隨 寺、 つ  > き 少し 町 有、 南が は 西 連 寺よ こ 

や、 是 まで 三 町、 行 あた，. > 板 倉 石 見守 殿、 左右に 道 有、 

前の 通より 左の 道 北側に 稻 荷の 小 宮有、 つ > き大久 

寺、 南が は眞 田內藏 殿、 北東 か V- 朗感 寺、 此間半 町の 

餘 有，、 行 あた .5 松 1^ 助 之 進 殿 組、 左右に 道 有、 前の 道 

北へ 行に、 右近 藤 縫 殿 殿よ こや 一 町^、 左 南 かど は 水 

泉 寺、 筋 違に 左右に 道 有、 左の 道 北が は 西 かざ 速 行 寺 

生烕 寺、 つ  > きかざ 淨 5!^ 寺、 左 水 泉 寺よ こや、 此間 一 

町 近く 有、 すぐ 道 屏風 坂へ 行、 一 町 半、 淨泉 寺よ こて 

通 切て 町、 前 に 書し るし 申 候、 前 之 通 半 町 行て、 行 あ 

た 泉 高 寺 也、 

一、 新 敷 橋 通より、 かしば たに 付て 四 町 行 ぼ、 淺草見 

付 筋へ 出る 、前の 新 敷 橋 筋 北 へ 行に、 雨 町 撗ゃ半 町 有 

て、 左右に 道 有、 前の 通 北へ 行に、 左 かざ 本 多 內匠殿 

よこ や 一町 近く、 右 心 福 寺、 又 本 多 內藏殿 やしき 兩地 
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廿間 計存、 する が 町 VJ いふ、 片町 也、 前の 通 北へ 行に 

右 町 廿間計 有、 左に 道 有、 前の ついき、 左 かざ 中极乎 

十郞 殿よ こや 一 町の 餘有、 右 南 か、 f 最上 刑 部 殿、 此ゃ 

しき 五十 間、 よこてに 道 有、 前の 通 北へ 行に、 右 北 か 

V- 加 藤 遠 江 守 殿、 此 やしき 四十 四 五 間 有、 左に 道 有、 

前の つ  > き 牧野 遠. 江 守 殿、 左 北 かど 宗對馬 守 殿よ こ 

や 二 町 有、 右 大久保 頼 母 殿、 同 南 かど は 津輕越 中 守 

殿、 此間ー 町 半、 又 前の 通 二十 間 行て 左へ 道 有、 前の 

通 北へ 行に、 右 堀ば たに 松 平 下總守 殿、 此 やしき 一 町 

半、 左 かざ 天 野 佐 左 衞門殿 組 半 町 程 有て、 よこてに 道 

有、 前の 通 左 かど 本 田 造酒 之 一 殿 半 町の 餘 有て、 左右 

に 道 有、 左の 道 一 町 行て、 行 あた .5 生 駒 牧之助 殿、 左 

右に 道 有、 前 之 通 北へ 行に、 右 ほり 一 町 半 有、 左 北 か 

ざ 本 多 出 雲 守 殿、 ついき 町、 右 ほり 過て 六鄕 藤右衞 

門 殿 多 田 島 半 右 衞門殿 松 平 仁 右 衞門殿 宮村孫 右衛門 

殿、 南 かざ 玉 島 武兵衞 殿、 此間ニ 町 半 過て 左右に 道 

有、 前の 通 北へ 行に、 土橋 わたりて 左 橘 左 近 殿よ こ 

や、 右 本多彈 正殿よ こや、 此所ー 町の 餘 過て、 行當り 

眼 龍 寺よ こや、 左右に 道 有、 前の 通 左の 方へ 二十 間ば 

か b 行て 北へ 行に、 左 か ざ 天野彌 五右衛門 殿、 右 か V- 


眼 龍 寺、 此間 一町の 餘 過て、 左に 道 有、 前の 通 北へ 行 

に、 右に 法 養 寺、 左 かど 伴 野 九 郎右衞 門 殿、 右 南 かざ 成 

就院、 此所 一 町 過て、 行 あた. 9 宗顯 寺、 東つ ^き淸 雲 

寺、 左 南 か， W 高 德寺隠 } ^、右 南 かざ 西 蓮 寺、 此問ー 町 

半 近く、 行當. 0 加 藤^^ 八 部 殿、 左右に 道 有、 前に 記し 

申 ゆ へ爱に 略す、 
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i  PA  4 「 Ft  (淺草 見 付 は 東に 當れ り) 

淺草見 付、 新梳、 駒 形、 山 之 宿、 今 橋、 山 谷、 橋 

端、 角 田 川邊、 石濱 までの 分 

淺草寺 觀音堂 之 事 姥ケ 淵の 由來 駒 形 馬頭 

觀音之 事 金 龍 山 之 事 新 吉原之 事 渡 泉 寺 

付 妙 龜山之 事 

一 、淺草 見 付より 新 敷 橋 之 間 四^な り， 西 東に あた 

る、 見 付より 出る 側 小 橋 有、 是を 渡りて 左右に 道 あ 

り、 見 付 筋 北へ 行に、 左 入；：^ 松 平中務 殿、 かや 町 一町 

め 、雨が は 町屋、 は. 9 こ 人形 造ば な ゑむ まな、  1>」寶 る、 

右 町 は づれは 秘平市 正殿、 かや 町 二 丁め、 左手 ま へ に 

松 1^ 中 務殿門 有、 右 は づれに 本 多 出 雲 守 殿、 かや 町 三 

丁め、 町 VJ もい ふ、 左 は づれに 池 田 豊前守 殿、 同 右 

に 本 多 出 雲 守 殿、 三 町め につ いきて 次 は 天 王 町、 左が 

は 町中に 十 王 堂、 幷に 閻魔 堂 有、 左に 道 有、 南が は 一 

町の 餘 町の 橫て有 、北が は 鈴 木 九 左衞門 殿、 竹 島 宇 右 

衞門 殿、 つ いきて 町、 さる や 町，/」 云、 向に 池 田豊前 殿、 

是 まで 一 一町 程 有、 すぐ 道よ こてに も 道 有、 前 之 通 北 へ 

お ？ s- 雀十卷 目  I 


行に、 左 鈴 木 九 左衞門 殿よ こや、 右 は 藪な り、 此所半 

町 過て 小 橋 有、 千 石橋 どい ふ、 又 鳥 越 橋 ど 云、 則 渡り 

て 左に 道 あり、 半 町 行ば 本 多 肥 前 守 殿、 前の 通 北へ 行 

に、 右淸水 九兵衞 殿、 大窪 ゅ兵衞 殿、 左が は 町 や、 右が 

はも 二 やしき 過て 町な， 5、 かた 町 VJ 云、 右のう しろ 御 

米藏 也、 左右に 道 有、 前の 通 北へ 行に、 左 町中に 大六 

天 有、 此所ー 町 過て 左へ 道 有、 北が は 西 福 寺、 御本尊 

は あみだ、 あん 阿彌之 御作 也、 前の 道 右 一 町 雨が は 町 

や、 左右に 道 有、 左の 道 西へ 行に  一丁 程 行て、 北東 か 

Vj 板 倉 筑後守 殿、 よ- ^ て に 道 有、 西北 か ど 本 田 長 門 守 

殿、 筋 向に 曾 根 五郎 左衞門 殿、 行 V- まり 也、 前の 通 北 

へ 行に 旅籠 町、 右に 道 あり、 北が はか. S 桑 島 左 近 殿、 

つ かきて 石 井 孫 右衞門 殿、 右が は 堀、 此間 一 丁、 行 あ 

たり 川な り、 前の 通 北へ 行に、 ぶ r 大師 堂 文 珠院、 此 

寺の 本尊 は 不動明王 矜 伽羅 勢 多 伽の 二 童子な. o、 堂 

は 東 向な り、 高野山の 行人 方の 頭な， り、 右 木 林 孫八郞 

殿、 つ  > き稻 荷の 小 宮有、 うしろに 御. い P 星 有、 左に 正 

學寺、 是 まで 一 町 有、 つ レき黑 舟 町、 猶 北へ 行に、 左 掘 

田對馬 守緞、 ついき 小 出 百 介 殿、 並に 識訪 明祌 有、 右 

が は 謂訪町 W 云、 一 町の 上 有、 左に 道、 廣 小路へ 行、 前 
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の 通 北へ 行に.； 半町ぢ かく 左が は 町、 右一 丁 町屋、 よ 

こてに 茶 や 有、 向に 駒 形 堂 有、 前の 通 北へ 行に、 左 半 

町 まち や、 右 茶 や 少し 有、 左に 道 有 、雨が は 町 一 町、 右 

手に 道 有、 猶 西へ 行に、 左 小 出 十 郞右衞 門 殿、 右が は 

町 一町お かく 有て、 すじかいに 左右に 道 有、^ 西へ 行 

に 雨が は ー酊 まち や、 右に 道 有、 猶 西へ 行に 田 原 町 一 

丁目 、雨が は 左右に 道 有、 猶 西へ 行に 半 町 雨が は 町、 

左右に 道 有、 右大 かた 古金 棚な. 5、 猶 西へ 行に、 右 か 

ざ 妙 福 寺、 ついき 東 本願 寺、 此がは 二 町 計、 向に 橋 有、 

左 町の よこ や 一 町 有て 南へ 道 有、 西が はか、 ぐ」 實相 寺、 

東が はか V- 町の 地 尻、 ついき 本 法 寺、 西に 圓相 寺、 東 

に大泉 寺、 西に 感應 寺、 東に 海 雲 寺、 西國相 寺、 東北 德 

耍寺、 西北 かど 不動 院、 此間 一町 半お かく 有、 行 あた 

.0 東 林 寺よ こや、 左右に 道 有、 前の 見 付 通 北へ 行に、 

右に 道 有、 山 谷へ 行、 前の 通 北 へ 行に 並木 町、 兩がは 茶 

や、 左右に 道 有、 並木 町よ こ 町 一 町、 左右に 道 有、 西へ 

行に 西 中 町、 よこ 町 一 町 有て 左右に 道 有、 猶 西へ 行に 

雨が は 町、 左右に 道 有、 猶 西へ 行に 田 原 町 二 町め、 左 

右に 道 有、 猶 西へ 行く、 宇 町 雨が は 町、 行 あた b 大泉 

寺、 左右に 道 有、 前 見 付 筋 北へ 行に、 東 中 町 I 町 、雨が 


 百 三十 四 

は 茶 や、 行 あたり かみな. 0 門、 是ょ. 0 淺草寺 也、 右の 

方 か V- 佛道、 北が は 中す えより 半 町 程 有、 左右の 道 山 

の 宿 筋、 東 中 町よ こ 町 一町 有て、 左に 道 有、 猶 西へ 行 

に、 左 茶 や、 右高べ い、 入 込に 千 樂院、 左右に 道 有、 猶 

西 へ 行に、 左 茶 や、 右 は 高揚、 左に 道 有、 猶西 へ 行に 田 

原 町 三 丁め 雨が は 町、 左に 道 有、 猶 西へ 行に 雨が は 町、 

左に 道 有、 猶 西へ 行に、 左 雨が は 町 半 町、 行 あたり 法 

分 寺、 左右に 道 有、 右へ 拾 間 行て 西へ 行に、 左 法 分 寺 

よこて、 右 か， S 誓願 寺、 其 かみ 相 摸 國小田 原に 有りし 

を、 東 照 權現樣 御 在世 之 時、 御當 地へ 遷 され 本 誓願 寺 

ビ いふに 有け るが 、又 酉 之 年 炎燒の 時、 又此地 へ 遷さ 

れ たり、 見逮 社東譽 上人 開基 也、 本尊 は 御 長 三尺の 彌 

陀 なり、 つ ^きて 靑龍 寺、 同 三 枝 攝津守 殿 組、 左 東 本願 

寺 地 尻、 此間ニ 町、 行 あたり 掘、 左右に 道 有、 是 まで 二 

町 あり、 かみなり 門よ. 0 內へ 入る に、 一 町の 餘 左右に 

坊舍 十！ ニケ 所有、 右に 道 有、 猶 御堂の 前 を 北へ 行に、 

左右に 水 茶 や 有、 半 町 程 行て 左に 稻 荷の 宮 西の 宮辨 

才 天の 社 有、 此所 過て 二王門 有、 內 へ 入て 左に 神馬の 

こや、 右に 五重の塔 有、 左 山王權 現の 宫、 右に 輪藏 有、 

左に 藥師 堂、 右に 隨身門 有 * 並に 鐘樓 有、 隨身門 を 東 


へ 出れば 左右に 茶 や 少し 有、 すぐ 道、 左右に 道 有、 扨 本 

堂に あが て 騁ロこ は も 打なら し、 無 大慈大 

悲觀低 昔 ど おがみて 、緒- £1- な ど をう ちな がめ、 それよ 

り あたりに 僧の 有け るに、 此 寺の 綠 起い か，^ ぞ VJ  VJ 

ふに、 彼 僧く はしぐ は 知ね V- も、 いで >/\» かたり 參ら 

せん、 且は信 力 を 催す ためな らん W  、あら， （-ビ かた 

りし を聞覺 えて 書なら し、 

淺草 寺觀昔 堂の 事 

いにしへ 淺草川 は、 宮 戶川ビ やらん いひて、 漁夫の 棠 

ま. 5 てすな V- りせ し 所 VJ かや、 然るに 推 古 天皇の 御 

宇に あたりて、 進 中 臣ど云 人 あり、 少の あやまち 有に 

や、 此 所へ 流人 VJ なりて 有しが、 彼が 郎等 檜 熊 濱成同 

武成ビ て 兄； elw の 者、 主人 中 臣の跡 を 慕 ひ此 所に 尋き 

たり、 みや づか へすな vrb をして 主從 のい VJ なみ を 

おくりし に 、ある，、」 き此 川に 出て 綱 を ひきけ るに、 魚 

一 つも かゝら や、 朝暮 のい VJ なみ 苦しき 事に 思 ひ、 あ 

ち こち こぎめ ぐり 網 を ひきし が、 此 綱に あやしき も 

の 七 度まで かゝ りぬ、 ふしぎの 事に 思 ひて、 月の 夜 か 

げに 見た てま つれば" 光明 かくやく たる 觀 音の 佛體 

な， 5、 いづれ も 奇異の 思 ひ をな して、 假に 草屋 をし つ 

ね戶 雀十卷 BI  _ 


百 一ー1 十 玉 


 江戶雀 十卷目  

らひ 安置せ しが、 此邊の 草 刈お のこ、 淺草 刈に 十 人 伴 

ひて きたり、 かの くさやに 金色の 光り さしけ る をみ 

て、 終に 見なれ ぬぐ さやに、 殊更 光明 かくやく  VJ か ^ 

やけば、 怪き 事に 思 ひ、 たちよ hv おがみ たてまつれ 

ば、 尊き 靓 昔の 佛體な 、是 はいかなる 人の わざ やら 

ん、 かゝ るふし ぎなる 事^て 怪 みける に、 かの 三人の 

人々 來. 0 て、 是々 ビ語 h- しかば、 愈々 尊き 事に 思 ひ、 

各々 心 を 一 にして、 ゎづ かに 御堂 を ど .c- たてけ る.、」 

也、 今に 至りて かの 人々 を 三 所の 護法 ど あがめ、 又 十 

人の 草 刈 を 十 祉權現 VJ 祝 ひ 奉るな h>、 又 一 の權現 は、 

1 初て くさや を 立てし 所な. 9  VJ てみ ゃゐ をた て、 一 の 

權現 W は 申な ，0-、 

1 、孝徳 天皇 大化 元年に 勝 海上 人此 地に 詣で、 奇特の 

吿 かふむ. 5 給 ひしょり 此 かた、 秘佛 V- して 尊 體を直 

に 拜む事 能 はや、 人 はたの 尊體 W いひ 傳 へ しなり、 

一 、泶 雀院の 御宇 天慶五 年に、 安房 守 1^ 公雅此 観音に 

祈りて 所願 を 成就し、 國の 守に な， 5 官位 高く 昇. 9 し 

かば、 此 祝に 觀昔堂 を 再興し 、側に 又佛堂 をた て、 輸 

藏を つくり、 院坊 をた てらる、 又 五重の塔 を 作. 0 給 

ふ、 雲 を わきば さみ、 露盤 新たに さゝげ て寶録 風に 響 
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き、 又 かさねて 一 軀の鳥 鐘 を 鏡て 高く 一  樓に かけら 

る、 敏音 遠く 響きて きく 人 無明の ねぶり を さます、 一 

たび 參詣 の、/」 もがら に は、 福壽海 無量の 利 生 を 蒙む 

る 事、 鏡に 影の 映る が 如し、 それより 此 かた、 或は 地 

震 或は 兵亂 又は 炎燒、 度々 堂塔 破壤 すれ V- も、 再興 度 

度して、 源 右兵衞 佐賴朝 御代に 參籠 有て 、悉く 再 典 有、 

三十六町の寺頜を付^^.9、 ま (後足 利 尊 氏 も 又 寺 額 を 

付 させ 給 ふたり、 

心 をば 淺草 川の 名に つれて 

暑さ を 身に は 覺ざり け ひ 

な ざ 、つぶやきて、 それよ. 5 左 へ 付て 後 へ 到りて." き 

ざ はし を VJ く. C ど 下りて 西へ 至る に、 少し 高みに 

辨才 天、 並に 經堂 有、 北の 手 ま へ に 天照大神の 宫 もお 

はします、 後に 藥師堂 熊 野權現 並に 閻魔 堂、 向に 御寶 

藏 護摩堂 有、 ついきて 小宮七 社、 後に あみだ 堂 八幡 

宮、 京へ 至る に 十社權 現：^ に稻 荷の 小宮、 行 あた， 5 に 

三社權 現、 是も 隔年に 祭り 有、 左に 四つ足の 門 有， 之、 

一 、四つ足の 門 を 北へ 行に 、馬場の 中 を 通て 左 賢福院 

板 坂 卜 齋泉相 院六鄕 伊賀 守 殿、 右が は 寺院の 地 尻、 武 

家屋敷の 裏 尻な り、 行 あたり 富 士權現 也 、是ま で 二 町 


に ば fj 半 


所な.^、 爰に 野中に 一 つのし ばの 庵 あり、 是に 年お ひ 

たる 姥の、 若 かりし 娘 を もちて すみけ るが、 ゆき、 の 

旅人 を 愛に どめて 招し ける が、 旅人に 石の 枕 を あた 

へ 臥させて、 上より 大石 をお，、」 し、 頭 を 打碎き 殺して 

衣装 を はぎ ど， D  、からだ を此 池に すてぬ、 旣に^ 數千 

人に 今一 人たら ざ. 0 しに、 此淺 草の 觀世昔 大慈大悲 

御 誓 あやまら や、 大いに 愍 ませ 給 ひ、 草 刈 VJ 變 じて 笛 

を ふきて、 ゆき ゝの 人に きかせ 給 ふに、 其 笛の 音 旅人 

の 耳に は 歌 どき こえぬ、 

日 はくれ て 野に はふす もや ざ かるな 

あさぐ さ でら の ひ VJ っ屋 のうち 

此 笛の 聲獨 りの 旅人 聞て ふしぎに 思 ひながら、 宿な 

きま ゝ の 宿 VJ して 愛に や ざ りしが、 あるじの 姥、 たび 

人 を 一し ほ もてなし、 かの 石の 枕 を あたへ ふさせけ 

る、 旅人 心に 思 ふやう、 {是 にかの 笛の 聲 ふしぎなる 事 

VJ 思 ひしが、 此ー つやの 事に て や 有 けん、 枕 もお ほき 

に、 石の 枕 こそ 怪し けれ、 いか 樣 にも 殺さん のた く 

みなるべし yj、 心 をつ け やりてね や を かへ て 窺 ひ 見 

る に、 さよ ふけ 方に あるじの 姥 忍び入て、 上より ふし 

V- の 上へ 大石 をお ビ しける こそ 怖し けれ、 旅人き も 

百 三十せ 


； « 戶雀 十卷目 


1 、四つ足の 門 を 行に、 場に 付て 一 町お かく 行ば 

左右に 茶 や 有、 半 町 行て 左に 道 あ b  、猶 西へ 行に、 

町 程 右に 道 有、 一 町 ゆけば 六鄕^ 賀守殿 表門 あ， 9 

の 通 西へ 半 町 行ば 右に 道 又 あ. 9、 すぐ 道 一 町 ゆ 

行 あたり 景兼 寺、 左右に 道 有、 前の 通 右の 道 北 へ I- 

1 町、 左右に 田地 有て、 左， 松 年 兵 部 殿 屋敷の 地 尻、 右 

は六鄉 伊賀 守 殿よ こや、 一 町の 餘 過て 北へ 一 町 行ば、 

左に 道 有、 乞食 村へ 行、 前の 通 一 町の 餘 北へ 行て、 左 

に 茶 や 有、 一 町 程 有、 夫よ. 5  I 町の 餘 行ば 日本 堤へ 出 

る、 左右に 道 有、 

1 、門の 內 より 左に 智樂院 、向に 道 有、 一 町 程 行て 右 

に 正 藏院、 夫より 北へ 付て 行に、 右が は 大久保 山城 守 

殿 地 尻、 左 明 地、 一 町 半 行て 左右に 道 有、 左 隨身門 有、 

右の 道 東 へ 行ば 、北が はか V- 金剛 院、 つかき て 覺善院 

龍 泉院妙 音院、 並に 姥ケ池 有、 一 の槽 現小宮 有、 此間 

二 町 有、 

姥ケ 池の 事 

一 、此 姥ケ池 •、」 いふ は、 昔此 所に 人家 稀に して 人の や 

V- りなし、 此 ゆへ 旅人 宿 を 求む るに 所な く 苦しめる 
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を ひやし、 か ら き 命 を 助か . ^ける よ yj 思 ひ、 足に まか 

せて 逃げ ゆきけ るが、 まだ 夜ぶ かなれば、 一 つの 堂に 

夜 を あかし、 ち VJ ま V- ろむ ビ 覺 えて、 夢中に 童子き 

たり、 我は是 この 淺 草の 觀 昔な り、 汝 常に 観音 信す 

る 故に、 かく 吿の笛 を 吹て 汝が命 を 救 ひし 也、 信す ベ 

し-/ \»v>  、かきけす やうに うせ 給 ふ、 旅人 夢 さめ 見る 

に、 此觀昔 堂に ふしけ る は、 い V」 たう VJ  く、 すいきの 

なんだ ひまな かりし VJ なり、 其 後 用 明 天皇の 御宇に、 

此觀世 昔 は、 かく 姥が惡 逆 をな し 罪 をつ くり、 地獄に 

おちん 事 を 憐み給 ひ、 ひ の兒ビ 現じ、 かの 姥がも 

ビ にや ざり 給 ふに、 姥此兒 の 装束 び^しき をみ て、 や 

V- かし 打殺し はぎ， ひ-らん VJ 悅び、 よきに いた はり も 

てな しける、 かの 姥が 娘此兒 をみ て、 ゆ ふに やさしく 

たへ なる すがたに 心ち 迷 ひて、 かの 兒の ふした る 所 

に 忍びて ふしけ るが、 姥 かく  V」 はしらで、 はや 兒を殺 

さん マ」 思 ひ、 例の 石 をお どし けり、 兒は觀 音の 化身な 

れば いづく へ ぞうせ 給 ひぬ、 娘 はみ おんど なりてう 

せ ぬ 、姥兒 を は が ん ビ 是 を 見る に、 は あらで わが 娘 

石に うたれ、 みぢん な b あけ に そみ ぬ、 かく 情なき 

姥、 おや 子 愛執の なげき 深く、 悲し さた えがたく や 有 
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けん、 此 池へ 身 を な げ うせし W かや、 その 執心 大蛇 ，、」 

なりて 人 を 取 事 夥し、 去 程に 神ビ いわ ひて 其 惡靈を 

なだめら るれば 、今 は 守. 9 の 神 VJ 成て 、諸 病 の 難 を 返 

けぬ、 ゑき れいお こ. 9、 いも はしかの はやる- yj き は、 

あま 酒 を 作りて 竹の 筒に 入、 木の 枝に かけて 是を祈 

れば 忽ち 平 愈す る VJ かや、 白 河院の 御製 

武藏に は 霞の 關 やひ VJ っ屋の  * 

石の 枕 や 野 寺 有て ふ 

發 句に 

花の 浪も しわよ. 5 候う ばが 湖 

一 、右 之內 金剛 院の橫 て を 北へ 行に 同隱 居、 南 か V- 福 

壽院、 是 まで 一 町 有、 右 道 有、 北が は 中程に 小 出 信 濃 守 

殿 表門 有、 前の 通 北へ 行に、 右 北 かど 法 正院、 左に 道 

有、 前の 通 北 へ 行に、 左に 馬塲 有、 蓮 上院、 右 に 修善院 

泉 僧院 ま 了院、 左 無 動^、 つ かきに 道 有、 道心 者 庵 有、 

壽敎院 千 泉院、 內藤 右近 殿、 稻 垣若狹 殿、 是迄ニ 町 半 

有て、 右て に 町の 橫て 有、 同道お、 二 町お かく 兩がは 

町、 北が は 中 ほざに 安樂 院、 前の 通よ. - ニ町行ばョ本 

堤の 下へ 出る、 左右に 道 有、 

！ 駒 形 堂 "  . 


遠 浦の 歸帆 どや 申さん、 九夏 三 伏の 暑き Ig- は、 風す 3. 

やかに 吹 落、 飛び かふ 塋 水に うつ， 5、 勝景 限りなき 

な. 9 

駒 形どい ふば かりに ゃ此 堂の 

本尊 は 馬頭 觀 音の 像 

i  、駒形堂ょ.c^橫てに付て北東へど行に、右に茶ゃ肴 

だな な ざ 有、 それよ.. y ついきて 雨が は 材木 や 一 町 有 

て、 左右に 道 有、 右に 渡 舟 有、 左 並木 町へ 出る、 此 よこ 

て 雨が は 町 也、 前の 通 北へ 行に、 雨が は 材木 や 一 町 有 

て、 左右に 道 有、 左 かみな， 9 門へ 出る、 前の 通 北へ に 了 

に 、雨が は 一 町 町、 左 中程に 道 有、 又 左 入 込に 金淼左 

兵衞 殿、 前の 通 北へ 行に 雨が は 町、 左 は づれに 大久保 

山城 守 殿、 夫より つ いきて 一 町 兩がは 町、 左右に 一 

有， 左隨身 門へ 行、 前の 通 北へ 行に、 左 か V- 一之 權現 

の宮 有、 右が は 町、 左 入 込 藤 堂采女 正殿、 同 南 かど 久 

本 寺、 是 まで 二 町、 左右に 道 有、 前の 通 北へ 行に 山 之 

宿 町 一 町、 左に 道 有、 金 龍 山へ 行、 此道兩 が は 壹町町 

や 、趣 天 町 VJ いふ、 右に 道 有、 前の 逋北 へ 行に、 左が は 

町、右金龍山な.^、 . 

金 龍 山 付 待 乳 山 之 事 
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一、 此堂は 二 間 四面 南 向な り、 本尊 は 馬頭 觀昔 なり、 

朱 雀院の 御宇 天慶 年中に、 安房守^^公雅の立られし 

所な り、 梵昔海 潮の 響 を淺草 川の 波に あら はし、 定業 

能轉の 誓は此 御堂の 軒に しめす、 大悲の 利 生 あらた 

にして 乾け るかば ね は 重て 宍 つき、 枯れた る 木に は 

花 を もさ かせ 、火 坑變じ て 池 ど な る 事 何 疑 か あらん、 

愛に 信 力 を 催す 人 は、 此川 において こり を 取て 淺草 

へ參 る、/」 也、 こ VJ に 船 若に して、 出 舟 入； g の 有さ ま は 


^戶 雀十卷 g 
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一 、此山を金龍山，、」ぃふ^^淺草寺の.5號也、爱の名た 

る は、 此 寺の 鎭守 VJ して、 上に 天宮を 安歷 する W 見 

えた. 5、 又 一 說に は、 唐 船 H 本へ 渡る に 此山を 始て見 

そめし に、 た^ 金 龍の まどへ る 如く 見 ゆ どい ふ說ぁ 

,9  、{ 是は此 山 をば 待 乳 山 いへ り、 武藏の 名所 也、 紀 

州に も 有 yj な， CN 、新 勅撰に 

まっちゃ ま 夕 こえ ゆきて いほ 崎の 

すみ だ 川原に ひ VJ りか も ねん 

或人此 所に て 遊山し ける 時に 

ベ ん ど う を まつち の 山の 宫 にして 

まて Vj おそき はなに どしゃう でん 

かくよ める も 愛の 待 乳 山の 事なる べし、 さて 愛 を 一 

町 程 ゆけば 左に 道 有、 此通 まへ にしる す ゆへ 愛に 略 

す、 前の 通 北へ 一 町 行に、 手前に 町 少し 有、 すぐ 道 さ 

んゃ町 へ 行、 前の 通より 西北 へ 行に、 左に 西方 寺 萬 日 

寺薮の 内 に 有、 是 より 土て 六 町 程 ゆけば 左に 道 有、 

前に 是 もしる す ゆ へ 愛に 略す、 觀 昔堂裹 門へ 行、 前の 

土て 二 町の 餘 ゆけば 左に 道 有、 新吉原 傾城 町 へ 行、 右 

にも 道 有、 それより 土て 一 町の 餘 ゆけば 左に 道 有、 同 

又 一 町 行 左に 道 有、 それより 四 町 ゆく に、 左の 方 一 町 


ばかりみ の わ 村、 行 あた， 0 に 茶 や 有、 左右に 道 あり、 

千壽 海道な， 5、 

吉原 傾城 町 

一 、昔 は 江戶の 内に 有し を、 酉の 年回 祿此 かた 此 所へ 

遷 された. 5、 大道より 八 町の 堤 を 北に 向 ひて 行に 左 

に 門 有、 佴ー 方 口にして 三方 は 堀 也、 門の 內に 小路 六 

町 有、 日夜 朝 慕の 賑ひ 筆に も盡 しがた し、 それ 傾城 倾 

國の いはれ は、 凡 漢史に 見えた， o、 李 延年が 歌に、 北 

方 有 n 佳人？ 絕 世而獨 立、 一 顧倾 二人 城； 再顧倾 n 人國； 

是 傾城 倾國ビ いふ 名の 起 也、 されば 此道 遠き 世より 

起け るに や、 天竺に は 龜鼓國 よ. 9 始れ hv、 唐に て は 三 

代の 時より これ あり、 虞 氏 楊 貴.^ 王 照 君 西 施な V- 皆 

傾城な り、 我 朝に して は 鳥 羽院の 御宇に、 嶋千歲 若 

前、 是 白拍子 根源な り、 古へ は 江 ロ舯崎 室の 泊 三嶋江 

などに 有て、 舟路の 旅人に 愛せられし 故に、 ながれの 

女 ど もい へり、 今 は 世の 泰； 牛なる まゝ に、 人の 奢. 0 日 

日に まして 人々 も 美女に 乏 からす、 僅の 惯を もって 

あ ひみる 事の 嬉 さは、 何に た VJ へん 水鳥の、 はね W は 

ね VJ をう ちか はし、 心の奥の 底 深く、 一  夜の 枕 を 川 島 

や、 水の 流れ VJ 諸 もに、 千夜 も 萬 夜 ど 思へ ざ も、 は 


や 明が たの 近づけば、 うかれ 烏 も 鳴 わた b  、じんじゃ 

うの 鐘 耳に 響き、 あかぬ わかれの 鳥の 昔 も、 はやき 

ぬぐの もど ひど なれば、 互に 名 殘を惜 みつ ゝ、 五更 

未明ざる に、 我 家路に ビ歸れ ざ も、 彼 里の ゆかし さ、 

ねて は 夢、 さめて はう っゝ 面影に、 幻の 如く 見え わた 

れば、 今 一 度參會 して 今の つら さ を 忘れん ビ 、主 親の 

目 を 忍び、 人め を 包みて 今 はは や、 一 兩夜も なれ そむ 

れば、 一 紙の 飽書を 得て は 三 跡の 名筆 も 及ばざる 心 

ちして、 肌の 守りに かけ 置て、 朝夕 大事に する 事 は、 

皆是我 身の やき 草な 、それ ビ もしら で ゆく 程に、 次 

第に はたの しる 人 もいで き、 宿の か ゝも念 頃に しゃ 

-9 て、 言 薬 やさしくなる まゝ に、 金銀 を ゆ 水の 如く 思 

ひて、 君が なさけの 付 ざしに、 金ち やぐの そこ ゐな 

く、 一 せき を ふる ひだし、 重代の 調寶 をう りしろ が 

へ、 主 親の 勘當を 蒙む h- 、身の をき 所 を 失 ひて、 愛の 

橋 詰 かしこの 辻、 こも を 枕のう たゝね は、 昔  に 力 は hN 

て悲 けれ、 つらく 是を案 や る に 、越の 西 施が 國を亂 

し、 吳王 ふさの 悲 みや、 我 朝の 白拍子 龜 菊が なす わざ 

にて、 承 久の兵 亂も是 皆 傾城 倾國の わざに して、 國を 

頃け 身 を. D す、 畏る ベ レ i、 


律の 國の なに はに 付て よし はら や 

又 あしはら VJ いふ 所 なれ 

1 、ョ本 堤 之內 左に 一 寺の 右に 逍有、 さんや 寺^へ 

行、 下へ お， -て小 橋 有、 渡.？ て 北へ 行に、 右 鈴 兼 寺 正 

圓寺、 左 は 明 地、 此間ー 町、 左右に 道 有、 前の 通 北へ 行 

に、 左が は 町、 右が は 鈴 正 寺よ こて、 其つ，^ き 寺の 地 

尻 一 町 有て、 左右に 道 有、 但 左の 道 一 町の 餘行 ばつ、 

み へ 出る、 此道 北が はすみ 法 勝 寺、 並に さんや 町よ こ 

町 有、 前の 通 北へ 行に、 左 入 こみ 嚴念寺 正 行院、 又少 

し 行て 入 込道逮 寺、 それより 高德 寺赛景 寺仲傳 寺、 右 

が は 寺の 地 尻 有て、 道 二 筋 有、 是 まで 一町 程、 北へ 行 

に、 右 かど 千 念 寺 半 町お かく 有て、 よこてに 道 有、 前 

の つ  >  きかざ 觀音 院辨才 天福 壽院、 っ^き 茶 や 有、 左 

明 地 一 町の 餘 有て 同道 有、 二 町 半 行ば 堤へ 出るな， 5、 

向に 吉原見 ゆる 也、 

一、 右 之 內鈴正 寺 表門 通 東へ 一 町 行に、 っ^き 泉 入 

寺、 南が は 明 地、 行 あた. 5 遍照 寺、 南よ こてに 道 有、 遍 

照 寺、 北つ 3- き淨生 寺、 左 泉 入 寺よ こや、 本 妙 寺 古 伯 

寺 遠 通 寺、 右に 安正 寺、 左 南 かざ 遠 丹 寺、 是 まで 一 町、 

左て に 道 有、 さんやへ 行、 前 の 通 北へ 行に、 右に 瑞泉寺 
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萬 日 寺、 左 北 かど 淨福寺 圓生寺 長 福 寺光淸 寺、 右 南 か 

ざ玄 稀院、 左 南 かざ 利 生院、 是 まで 一 町、 左右に 道 有、 

前の 通 北 へ ゆく に、 左 北 か ざ 兼 生 寺、 右 かど 淨念 寺よ 

こや 一 町 あ 、左 高 照 寺、 つ  >  きに 明 神の 社 あ. り、 よ 

こてに 道 あ， 5、 少し 過て 右に も 道 あ. o、 行 あたり 田地 

な， 9、 

一 、右 之 內常念 寺 表門 通 東へ 行に、 っレ きて 淨雲寺 法 

藏寺、 右が は 4^ 角院橫 や、 左 念 佛院、 右 焚 生院、 是 まで 

一 町、 右に 道 有、 寺の 地 尻 ゆへ しるさす、 前の 通 東へ 

少し 行て、 北へ 道 有、 念佛院 よこ やに 付て 少し 行に 右 

に 道 有、 一 町 程 行ば 北が は 正遝寺 一" =I:U3 寺な. 9、 つ いき 

て 正 億 寺、 右田 地、 此間ー 町、 左右に 道 有、 前の 通 北へ 

半 町、 左 南^ ざ 長 善 寺、 右 は 田地な り、 左に 道 有、 前の 

通 北へ 行に、 左 北 かど 速 花院、 つ^きて 永 典 寺、 右に 

道 有、 前の通北へ行に、左に道心^|^庵、右かざ辨才天 

の宮、 左に か^みの 池 有、 是 まで 一 町き て、 東へ 道 有、 

一 町 行に、 左极 原、 右妙龜 山、 左右に せ」 有、 左 入 込攄泉 

寺、 すぐ 道 1 一町 ゆけば 左右に 道 有、 角 田 川 あ ^^ゝ 

攄柬寺 付 妙龜山 

一 當寺は 是學宗 和尙の 開基 どして、 正 法服 藏の 妙理 
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をし めし、 赏相無 相の 心 印 を ひらく、 向上の 一路に は 

差相實 有の 草を拂 ひ、 言下の 一 喝には 靈舉執 解の 塵 

を 飛す 、公案の 床の 前に は、 一 千 一 百の 則 を かさねて 

以心 傅 心 を 守り. 、座禪 の ふ すま の も ま に は、 朝三暮四 

のた すけ を 待て 文字 言 句 を はなれたり、 寺 內に千 葉 

介 石塔、 幷に軍 謀 国有、 まさ に 生前の 昔に は 八 陣の備 

に應變 をし， 9、 三軍の 師に 勝負 を决 し、 敵 をな びか 

し、 威 を ふる ひし かど も、 死後の 今け i 僅に 一 篑の 土に 

五 尺の 身を埋 み、 一 聚の墳 の 上に ー軀の 塔婆に 名 を 

殘 したる ばか.^ なり、 

一 、妙龜 山、 是は <w 田 川に して 身 まかりし 梅 若 丸の 

母、 尼に なりて 住し 寺な， 9  、塞に 此梅 若の 母 は、 美 濃 

國野 上の 宿 長者が も マ」 に 有し 花 子 どい ひし 遊女な， 5 

しが、 梅 若 丸の 父 吉 田少將 ビ 深く 契り 、かたみに 扇 を 

取 か はし 別れけ るに、 花 子 扇に 心 をう つし、 ね やよ. 5 

外 いづる 事なければ、 斑 女が ね やのう ちに は 秋の 扇 

の 有 どい へる にこ VJ ならす- yj て、 其 名 を 斑 女 ど 異名 

しける が、 後に は 長者が うち を 狂 ひ 出、 都へ 少將を 慕 

ひ 行、 終に 都た いすに おひて 少將に めぐりあ ひ、 愈々 

深く 契りて 此梅^ を まう け ぬ 、少將 世 を さ，. >  て 後、 世 


i 
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乱れ、 梅 若 落人 W なりて まよ ひし を、 人 商人 か V- ひて 

愛の 角 田 川まで つれ 來ぬ、 梅 若い VJ けなく して 旅の 

疲 VJ いひ、 一 かたならぬ 思 ひに ぐれ、 もっての 外に 違 

例し、 此角 ffl 川の ほどり に ひれふし、 一 足 も ひかれす 

VJ てな げきし を、 人 商人な さけな く 打 捨てく だり し 

に、 所の 者いた は.^ 國 所を尋 しかば、 梅 若 微かなる 息 

の 下より、 我 は 都 北 白川吉 田な にがしが 子に、 梅 若 丸 

ビ いふ もの 也、 我 死なば 此 川の ほ W り に埋 み、 しるし 


. に 柳 をう へて たべ W いひて、 十五 歲をー 期 VJ して 三 

月 十五 日の くれがたに 終に こ VJ きれ 給 ひけり、 去 程 

に 梅 の 母、 ゆく ゑ を 尋て此 所まで ぐ だり、 物 狂 ひて 

尋ねし に、 この 川の 渡船に て此 物語 をき ゝ、 いよく 

物 狂 はしくな りて、 此墳の ほ VJ りに ゆきて 泣 悲しみ 

念佛 しければ、 かの U 靈に 二た び まぼろしの 如ぐ あ 

ひし ど 也、 それよ b 尼に な， 0 妙龜 VJ な づき、 此庵 にす 

みし 故に 妙龜山 W いへ り、 

又 愛なる 池 は、 妙龜 ひいに 梅 若を戀 しく 思 ひ、 此 池の 

ほど に ゆきて わが 面影 をう つし、 かの. D 者に 逢 ふ 

心ち せし が、 我而 影の いたぐ 衰 へや つれたる をみ て、 

おも ひい やましに して、 終に 此 池に 身 を なげ、 むなし 

ぐな りし ゆ へ、 か いみが 池 VJ はいふな り、 

かきくも るか 3. みが 池の 月 影 は 

泪の 雨の ふるに ぞ有 ける 

一 、山 之 宿の 町よ. 5、 すぐ 道 角 田 川へ 出る 道、 北 を さ 

して 行に 、雨が は^ 一  町 有、 左 道 有、 前の 通 北へ 行に、 

右 町、 左 本 龍 寺、 此間 一 町 過て 今 芦橋、 則 渡りて 北へ 

行に、 左が は 右 かざ 野村彥 太夫 殿、 左 明 地、 此問 一 町 

有て 左に 道 有、 猶 北へ 行に、 左 か ビ本龍 寺、 つ^きて 


江戶雀 十卷目  

八幡の 宫 松林 寺、 入 こみ 兼 明 寺、 右が は 三 浦 越 中 守 

殿、 此問 一 町の 餘 有て、 左に 道 有、 猶 北へ 行に、 左 か V- 

淨正寺 溝 口 修理 亮殿正 福 寺 高 樂寺心 光寺、 右 向に 正 

法 寺、 左 安 降 寺 、ついきて 明 光寺、 筋 向に 島 田 出 雲 守 

殿、 左 南 かざ 逮攄 寺、 是 まで 三 町、 左に 道存、 一 町 行て 

行 あたり 長 照 寺、 南橫 手に 正 雲 寺、 前の 通 北へ 行に、 

一 町 行て 左 入 こみ 法 元 寺、 同 福 壽院、 半 町 行て 左に 道 

有、 此邊橋 端 W 云、 前の 通 三 町 行て、 角 田 川 向へ 渡し 

有な， 5、 

1 、駒 形 堂て ま へ に 淺草廣 小路 有、 西 へ 行に 右に 小 上 

ケの こや 一 町 有、 後 は 町な り、 左が はに 稻荷宮 有、 此 

問 一 町 過て 左右に 道 有、 前の 通 西へ 行に、 右に 又 小 上 

ケの こや 一 町 有、 裏 は 町な. 9、 前の 通 西へ 行に、 右田 

原 町  一 丁め 裏な り、 此所 過て 右に 道 有、 前の 通 西 行に 

半 町 町 あり、 行 あたり 金輪 寺、 左右に 道 有、 左の 道 南 

へ 行に、 左側 堀 田 豊前守 殿 屋敷 二 町 程 有、 右が は 泉 龍 

寺よ こや、 一 町ば かり 過て 西へ 道 有、 泉 龍 寺 西つ^き 

本 念 寺、 前の っ^き 東 林 寺 善 生 寺金藏 寺、 此間ー 町、 

行 V- ま. 9 なり、 前の 逋廣 小路より 右 之 道 金輪 寺に つ 

づきて 町、 高原 やき 物 有、 左 も 同町、 半 町 過て 左右に 
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道 有、 前方 記レ 之、 但 左の 道 北が はに 東 本願 寺の 堂 有、 

前の 通 北へ 行に、 左 妙 福 寺よ こて、 右が は 半 町 町 や、 

同道 有、 前の 通 北へ 行に、 左大 泉寺淸 光寺、 右一 町 ま 

ちゃ、 左 法 念 寺、 右に 道 有、 前の 通 少し 行て 左に 道 有、 

前の 通 北へ 行に、 左が は 誓願 寺よ こや、 二 町；^ かく 過 

て 左に 道 有、 西へ 行に 南が は 寺の 地 1^、 北が は 日輪 

寺、 此 本尊 は あん あみの 御作、 遊行の 末寺な，.'、 つ > 

きて 天 學寺正 應寺東 光院、 此間ニ 町 過、 向に 小 橋 有、 

左右に 道 有、 前の 通 北へ 一 町の 餘 行ば、 左に 光龍 寺 半 

町 、それより 行ば 右に 道 有、 前の 通 北へ 行に、 右 は 田 

地、 左 か V- 万 龍 寺、 つ^きて 景， 0 寺、 此間 一町、 右に 道 

有、 觀音襄 門へ ゆく、 前の 通 一 町 程 田 道 を 通りて 行ば、 

极1^ 兵 部 殿 屋敷 右手に 有、 

.1 、淺 草の 見 付の 橋 を 渡りて 左右に 道 有、 右 之 通 北が 

は 一 町の 餘町 有、 中に 稻 荷の 宫有、 前の つ^きに 极平 

市 正殿、 ついき 少し 町 有、 かしば た 也、 前の 見 付の 橋 

よ， 9 左への 道 かしば た、 右が はかど 松 平中務 殿よ こ 

や、 つ いき 平 右 衞門町 I 町、 酒 井 左 衞門督 殿、 幷久右 

衞門町 二 丁め、 右よ こてに 道 有 、前の つかき 久右衞 門 

町 一町め、 左に 新 敷 橋 有、 


一 、右 之內、 久右衞 門 町 一 町 目 ビニ町 目 あ ひより 北へ 

行に、 半 町お かく 雨が は 町、 左に 道 有、 南が はは 町、 北 

が はは 本 多內藏 殿よ こや 也、 前の 通 北へ 行に、 右に 天 

野 喜 之 助 殿、 左廿 間ば か. 5 屋敷の 地 尻、 同道 有、 する 

が 町 VJ 云、 南が はは 心 福 寺よ こて、 北が は 町 有、 前の 

通 北 へ 行に、 右 岩 木 權之助 殿、 左 最上 刑 部 殿 地 尻 一 町 

有、 右 南 かど 岩 木 伊豫 守 殿、 行 當松浦 壹岐守 殿、 左右 

に 道 有、 右へ 一 町 付て 行ば 佐 竹 左 京 殿 、それよ b 北へ 

付て 一 町 行に、 行 あたり 极沛織 部 殿、 少し 東へ 付て 行 

ば 北へ 道 有、 左 松 平織 部 殿よ こや、 右淼次 郎兵衞 殿、 

此間半 町の 餘 行て 又 東 へ 行に、 左 次郞兵 衞殿橫 や、 右 

本 多 長 門 守 殿、 此間ー 町 近く 有て 左に 道 有、 すぐ 道 さ 

る や 町へ 行、 前の 道 北へ 行に、 左 本 多 長 門 守 殿よ こ 

や、 右が はまき や、 此間半 町、 小 橋 渡りて 北へ 少し 行 

ば 右に 道 有、 猶 前の 通 北に 行に、 左り 松 浦 角 左 衞門殿 

よこ や、 右 半町ぢ かく 町 有、 行 あたり 鳥 越の 明 神、 左 

右に 道 有、 

一 、鳥 越の 明 神よ. 9 右へ 行に、 半 町 程 行て 左に 道 有、 

南が は 一 町 町、 北が は 明 神、 同つ かき 町 半 丁 有て、 左 

右に 道 有、 行 あ^り 安藤 鏖岐守 殿龃、 左右に 道 有、 1§ 


の 通 東へ 行に、 左 一 町 町 有、 右が はも 少し 町 有て、 右 

へ 道 有、 前の つ  >  きか ど 本多肥 前 守 殿 織 田對ぉ 殿、 左 

へ 道 有、 すぐ 道、 小 橋 有、 も 田 町へ 行、 左の 道 北へ 

行に、 右 は 堀、 左 は 寺、 自性寺 一 町 有、 此所 過て 左に 道 

有、 右に 小 橋 有、 すぐ 道 もり 田 町へ 出る、 前の 通 北へ 

行に、 左 fe: 牛 半 左 衞門殿 組、 此 やしき 二 町、 內ー 町 行 

て 右に 橋 有、 すぐ 道 旅籠 町へ 行、 前の 通 一 町 行て 左に 

道 有 、南が は 屋敷の 地 尻、 北が はか V- 核 圖害 殿、 つ 

づきて 上 村 帶刀殿 VJ  、戸田 備後守 殿 組、 此間ニ 町；^ か 

く 有、 行 あた. 0 橘 左 近 殿、 左右に 道 あり、 前の かし 通 

北へ ゆく に、 核： 牛圖書 殿よ こや 一 町 過て、 右に 小 橋 あ 

K 前の 通 北へ ゆく に、 左稻垣 藏ん殿 組、 つ^きて 

平 兵 庫 殿、 此間 一町 あり、 左に 道 有、 西へ ゆ •  くに 半 町 

程 過て 左 松 1^ 兵 靡 頭 殿、 右 半 丁 町の 撗て、 右に 道 有、 

前の通西 へ 行に右半町西德寺、右に道^^、前の通西 へ 

行に、 左 稻垣藏 人 殿、 右 半町ぢ かく 本 行寺橫 や、 右に 

道 有、 前の 通 西 へ 行に 左 一 町 井上 左 兵 衞殿地 尻、 右が 

はかざ 不動 院兩兼 寺、 行 あた. 0 織 田 山城 守 殿よ こや、 

左右に 道 有、 前の かし 通 北へ 行に、 左 一町 町 や、 右に 

小 橋 有、 左に 道 有、 西へ 行に 半 町、 左 町の よこ や、 右 西 
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念 寺よ こや、 左右に 道 あ. o、 左の 道 東が は 一 町 町の 地 

尻、 西が はは 修能寺 地 尻、 つかい て泉覺 寺長极 寺耍淸 

寺 淨照寺 地 尻、 泉 養 寺 地 尻、 西德 寺よ こや、 行 あた. 5 

松 平 兵 庫 頭 殿、 左右に 道 あり、 前の 通より 右の 道、 右 

が は 寺の 地 尻、 左が はかざ 松 高 寺、 つ V きて 心景 寺德 

善 寺 正 圓寺長 仁 寺 地 尻、 正 覺寺地 尻、 行 あた- 9 本 立 寺 

地 尻、 此間 一町、 前の 通 西へ 半 町 行に、 左修能 寺よ こ 

て、 右松 高 寺よ こて、 此所 過て 左右の 道に 寺 有、 跡に 

しるす ゆへ 愛に しるさす、 前の 通より 半町ぢ かく 西 

C 行に、 左稻 荷の 宮有、 右久恩 寺よ こや、 此所 過て 左 

右に 道 有、 左の 道 西が はかど 正. 念 寺、 つ. きて ニケ寺 

の 地 尻 有、 此間  一 丁、 行 あた. 0 稻垣藏 人 殿、 左右に 道 

有、 前の 通よ b 右への 道、 西が はかざ 妙 福 寺 地 尻、 つ 

づきて 大照院 泉 景寺地 尻、 萬 福寺眞 光寺 蓮 久寺地 尻、 

養 福 寺 、東が はか、 f 久恩寺 地 尻、 永祐 寺、 それよ りつ 

づきて 四 ケ寺地 尻 有、 行 あたり 大穴 H 寺、 此間ー 町 左右 

に 道 あ. 5、 前の 通 西へ  一 丁 行に、 左 正 念 寺よ こや、 右 

妙 福 寺、 此所を 過て 左右に 道 有、 前の 通 西 一 町 行に、 

左 法 泉 寺 地 尻、 ついい て 泉 相院ょ - J や、 右が は か ざ 具 

光寺 正 遠 寺、 行 あたりに 善鹘 寺、 左右に 道 有、 左の 道 


西が は 觀音院 よこ や 一 町 有、 東が はかど 泉 相 院淸徳 

寺ょこゃ、行ぁた...^織田山城守殿、左右に道有、 前の 

通よ. -右 ベの 道 北へ 行に、 左 正 林 寺 幷妙敎 寺 正淨寺 

唯 念 寺、 右 正 遠 寺よ こや、 つ  >  き三ケ 寺の 地 尻、 加 藤 

織 部 殿よ こや、 此間ー 町 半、 行 あた. 0 正 安寺、 左右に 

道 有、 前の かし 通 北へ 行に、 左が はかど 西 念 寺 應鱟寺 

淨行 寺、 つ^きて 本 立 寺よ こや、 是 まで 一 町 有、 右に 

橋 有、 東 本願 寺へ 行、 左に 道 あ. り、 西へ 行に、」 町の 間 

に、 左 本 立 寺 正 興 寺よ こや、 右 行 安寺 當國 寺、 此所過 

て 左右に 道 あり、 跡に しるし 申 ゆ へ 愛に 巽す、 前の 通 

西へ 行に、 右が はかざ 大空 寺、 左 善心 寺よ こや 半 町お 

かく 苻て、 左に 道 有、 前の 通 西へ 行に、 左 養 福 寺よ こ 

や 一 町、 右 北大 寺 万 泉 寺、 同 かごの 寺東學 寺、 此がは 

一 町 半、 筋 向に 左右に 道 有、 前の 通 西へ 行に、 左 かざ 

加 藤 織 部 殿 屋敷 半 町、 右が はかざ 西 光寺、 つ^きて 正 

安寺、 左に 道 有、 前の つ  > き 正 林 寺、 左 はか V. 唯 念 寺 

よこ や、 右 東 か Vj 西 照 寺、 同よ こてに 道 有、 すぐ 道の 

通 は 下 谷の 方へ しるし 申 候、 よこてに 付て 北へ 一町 

行に、 左 永 照 寺よ- J や、 右 西 照 寺よ こて 有て、 ため 池 

有、 此間 一 町、 東 へ 道 有、 前の 通 北 へ 行に、 左龍國 寺、 


つかき 寺ニケ 寺の 地 尻、 此がは 一 町 半、 右 かざ 板 倉 石 

見守 殿、 此 やしき 一 町 有、 一 町 程 行ば、 左 西 へ 道 有、 前 

の 通 北へ 行に 左 町、 右に 白 泉 寺、 此間ニ 丁、 行 あた. 5 

本 多 下野 守 殿、 左右に 道 有、 前の かし 通 北へ 行に、 行 

安寺よ こや、 覺寺、 此間 一町 行て 左へ 道 有、 左へ 一 

町 行 に 右 泉覺寺 よこ や 、德 安寺よ - ^ や 、此所 過 て 左右 

に 道 有、 前の 通 西へ 一町 行に 左修南 寺よ こや、 千手院 

よこ や、 右 善徳 寺よ こや、 救 恩 寺よ こや、 此所 過て 左 

右に 道 有、 前の 通 西へ 一町 行に、 左 法 分 寺よ こや、 つ 

づ きた め 池な り、 右が は 板 倉 石 見守 殿よ こや、 此間 一 

町、 行 あたり 龍國 寺、 左右に 道 有、 前の かし 通 北へ 一 

町 行に、 左 町、 同道 有、 三十 三 間 堂へ 行、 右に 小 橋 有、 

前の かし 通 一 町お かく 行に、 左に 町 あり、 行 あたり 淸 

水 寺、 御本尊 千手観音、 慈覺 大師の 御作な り、 江 北山 

淸水寺 寶聚院 どい ふな 、左に 道 あり、 行 あた ケ高感 

寺、 左右に 道 有、 

一 、右 之內、 自性院 ま へ の 南の 橋 を 渡 b て、 すぐ 道 も 

り 田 町へ 行、 左 かしば たへ 付て 一 町 近ぐ 行に、 右が は 

半 町 まち やな ，0,、 此所 過て 左に 小 橋 有、 右 もり 田 町へ 

行、 前の かし 通 一 町 行ば 左に 橋 有、 右に 道 有、 旅籠 町 
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へ 行、 前 の か し逋北 へ 行に 淨南 寺よ こや、 つ V きて 東 

軒 寺 龍 方院、 左に 小 橋 有、 前の つ.^ き や く I -堂 有、 ，M 

生 院心月 院又龍 方院、 是 まで 都て 四 丁 有、 左に 小 橋 

有、 前の かし 通 北へ 行に、 ニケ 寺の 地 尻 有て、 廻向 院 

感應寺 地 尻、 永景 f. 圓相寺 地 尻、 素 圓寺實 相 寺 地 尻、 

是迄 一町の 餘 行に、 左に 小 橋、 右に 道、 東 本願 寺へ 行、 

前の かし 通 一 町の 餘 行ば、 東 本願 寺橫て  一 丁半、 此所 

過て 右に 道 有、 前の かし 通 堂へ 行に 右が は 三 枝攝律 

守 殿 組、 左に 小 橋 あり、 三十 三 間 堂へ 行、 前の つ > き 

了 泉 寺、 此間ニ 町 近く 有て、 左に 小 橋 有、 右に 道 あ. 5、 

前の かし 通 北へ 行に、 右一 町 東光院 よこ や、 っ^き 一 

町 田地な り、 左 田地 有、 右に 道 有、 前の 通 北へ 行に 右 

核 平 備後守 殿、 此 屋敷 二 町 有 、同一 町 行て 左に 道 有、 

前の 通 北へ 行に 田地な り、 それより 東へ 一 町 行て 北 

へ 道 有、 二 町の 餘 北へ 行て 右 かざ 長國 寺、 一 町の 餘行 

て 左に 大恩 寺、 半 町 行て 左右に 道 有、 左の 方 は 下 谷の 

方へ しるし 申 候、 右 之 道 東へ 行に 、雨が は 茶 や 有、 一 

町 過て 右に 入 こみ 不動の 堂 有、 すぐ 道 三 町 行ば H 本 

堤へ 出る、 前の 通 北へ 行に、 右 か V- 佐 久間備 中 守 殿、 

此 屋敷 一 町 半の 餘、 それより 半 町 行て 左右に 道 有、 右 

百 四十 七 


 江戶雀 十卷目 I 

之 道 堤へ 出る、 左の 道 南が はに 龍 泉院、 つ い きて 眞傅 

寺、 此間  一 丁餘 有、 前の 通 一 町 程 行ば、 行 あたり 藥！： 

堂 有、 左右に 道 有、 千壽 海道な， 5、 

一 、右 之內 東光院 よこてに 小 橋 有、 西へ 渡りて 行に 左 

清水寺 地 尻、 右海禪 寺、 是は平 親王 將 門の 草釗な り、 

此間 一 町 行て 左に 道 有、 南 を さして 行に、 左淸水 寺よ 

こや、 右 か V- 正 法 寺 地 尻、 つ^きて 光感 寺、 此間 一 町 

ぢか. く 行て 左に 道 有、 前の 通 南へ 一町の 餘 行に、 右に 

東 正院地 尻、 つ  > きて 久福 寺法覺 寺生德 寺善德 寺、 左 

が は 三十 三 間 堂、 此間  一 丁半、 左右に 道 有、 前にし る 

し 申 候、 前の 通 南へ 行に、 左德 安寺、 右修商 寺、 ついき 

て 大空 寺よ こや、 左當阔 寺よ こや、 此間ー 町 過て 左右 

に 道 有、 前の 通 北へ 行に、 右が はか 養 心 寺、 左 かど 

正覺 寺、 右 法 泉 寺、 左 長 仁 寺、 右 中 養 寺、 左四ケ 寺の 地 

尻な り、 右 中生 寺、 つ 3- きて 永 入 寺 地 尻、 久恩 寺、 此間 

一丁 半、 左右に 道 有、 前の 通 南へ 行に 左修能 寺、 つ 3- 

きて 三ケ 寺の 地 尻 也、 右が は稻 荷， の宮 有、 つ いき 照 

寺、 左淸 正寺柬 養 寺西德 寺よ こや、 右 本 行 寺、 此問ー 

丁の 餘、 行 あたり 稻垣藏 人頭 殿、 左右に 道、 前の 小 橋 

通 西へ 一 町 行に、 左 正 法 寺よ こや、 右宗顯 寺長德 寺、 
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此間ー 町、 左右に 道 有、 あ VJ にしる し 申 候、 前の 小 橋 

の 通 西へ 行に、 兩がは 町、 半 町の 餘町、 左 白！！^ 寺よ こ 

や 半 町 程 有、 右 本 多 下總守 殿よ こて を 過て 東へ 道 有、 

前の つ かき 核 平 大隅守 殿、 西 へ 道 有、 又よ こてに も 有 

レ之、 前の 小 橋 通 半 町 行ば 左右に 道 有、 今 I 町 行ば 右 

ぐろ くわ 町、 兩がは 町な. o、 

一 、鳥 越の 明 神の 社の 西よ こてに、 松 浦 覺左衞 門 殿 表 

門 を 西 へ 半 町 計、 北 へ 道 有、 左 永 田 喜 左 衞門殿 勝屋勘 

左衞門 殿、 左 山 岡 七 右衞門 殿、 右勝屋 六兵衞 殿、 左 永 

田 七 左衞門 殿、 右 离年五 郞右衞 門 殿、 左 か 小 長 谷 市 

右衞門 殿、 右 か V- 核 下 忠兵衞 殿、 此間ー 町 有て 左右に 

道 有、 行 あたり 极下市 正殿、 左の 道 西 へ 1 一町 行に 左 小 

長 谷 市 右衞門 殿よ こや、 つ  >  き 松 下總守 殿よ こや、 

右が は 松平巿 正殿、 同大 和 守 殿、 同 兵 部 殿、 よこてに 

道 有、 前 の 通り 西へ 行 に 小 橋 有、 前の 通 よ. -右之 道 東 

へ 行に、 半 町の 問に 左 松 下 市 正殿、 右极下 忠兵衞 殿よ 

こや、 此所 過て 左右に 道 有、 前の 道 東へ 行に、 左が は 

か》」 三 村 土 佐 守 殿 組、 右 半 町 町 や、 南へ 道 有て 町 又 一 

町お、 左 安藤 登 岐守殿 組、 ついきて かビ」 松！^ 半 左衞門 

殿. 左右に 道 有、 行 あたり 小 橋、 すぐ 道 もり 田 町 へ 行、 


一 、右 之 內极平 市 正殿よ こて を 北 へ 行に、 右が は 三 村 

土 佐 守 殿 組 二 町 有、 米 津出羽 守 殿 橘 左 近 殿、 左へ 道 

有、 前の 通 北へ  一 丁 近く 行に、 右戶田 備後守 殿 組よ こ 

や、 左 佐 野 內藏殿 組、 行 あた. 5 井上 左兵衞 殿、 それよ 

り 西へ 少し 行ば 北へ 道 有、 前の 通 西へ 行に 左 佐 野 内 

藏殿、 此尾敷 半 町 有、 右 かざ 細 井 左 次 右衞門 殿、 行 あ 

たり 小 出 伊勢 守 殿よ こや、 それより 南へ よこ やに 付 

て 行に、 左が は 佐野內 藏殿橫 や、 此間ー 町の 餘 行て、 

西へ 一 町 行に、 左 武家屋敷 地 尻ニケ 所有、 右 小 出 伊勢 

守 殿、 行 あたり 掘、 左へ 道 有、 

一 、右 之內、 佐 野 内藏殿 表門 通 北へ 行に、 右 井上 三 左 

衞門 殿よ こや 一 町 有、 左 細 井 左 次 右衛門 殿橫屋 二十 

問 有て、 左へ 道 有、 尻 やに 付て 二 町 行に、 右 織 田 山城 

守 殿 、ついき 本多彈 正殿、 並に 少し 町 有、 左久 留島武 

兵衞 殿よ こや、 行 あた b  土橋、 左右に 道 有、 すぐ 道、 共 

に 下 谷の 方へ しるし 申 候、 前の 通 北 へ 行に、 左 織 田 山 

城 守 殿よ こや 一 町の 餘有、 此問 四十 間 計 行ば 右に 道 

有、 前の 通 北へ 行に、 右兩兼 寺よ こや、 半 町 過て 左に 

道 有、 西へ 行に 左が は 武家 やしきの 地 尻、 右が は 法 泉 

寺淸德 寺、 此問半 町の 餘、 よこてに 道 有、 前つ^き か 
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ざ 觀昔院 、並に 嚴淨寺 眼 立 寺よ こや、 此問 一町 行ば、 一 

すじかいに 左右に 道 有、 すぐ 道 は 下 谷の 方に しるし 一 

申 候、 前の 通 北へ 一町 行に、 左 法 泉 寺よ こや、 右 明 一 

寺 密攄院 淸念寺 地 尻、 此間 四十 間 過て 左右に 道 有、 前 

にしる し 申 候、 前の 通 北へ 行に、 左舆 光寺よ こや、 右 

妙 福 寺、 つ ぃき大照院地尻、^!^景寺、左吉祥院、右ず！：福 

寺 地 尻、 左 連 明 寺、 右民淨 寺、 左永攄 寺、 右 信 光寺、 左 

經應寺 地 尻、 っ^き かざ 加 藤 織 部 殿よ こや、 右 か V- 狭 一 

福 寺 地 尻、 此間ー 町 半、 左右に 道^、 前の 通行 あたり 一 

東學 寺、 左右に 道 有、 左の 方 西へ 少し 行て、 撗屋に 付 一 

て 北へ 一 町 行て、 左 西 光寺よ こや、 右 か V- 千 手院、 左 

法 念 寺、 此所 過て 左右に 道 有、 前の 通 北へ 行に、 左 板 

倉 石 見守 殿 地 尻 一 町の 餘有、 右數恩 寺つ いきに 溜池、 

半 町の 餘 過て 東正院 金剛 院兩兼 寺、 左 兼 龍 寺、 右 かど 

正 法 寺、 左 かざ 町の 橫ゃ 有、 此間ニ 町 過て 左右に 道 

有、 前にし るし 申 候、 前の 通 北へ 行に 左 町の 横 や 有て 

東 明 寺、 右が は 長 德寺橫 て、 續 きて 長 遠 寺、 此間半 町、 

すぐ 道 有 ど い へ V- も、 田 道钦， しるす に 及ばす、 
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兩國 橋より 北 本 庄之分 

一 ッ目 橋より、 四ッめ 橋、 行徳 川口、 小极 川、 北 は 

源兵衞 橋、 業 平 橋、 牛 島、 押 上 村、 柳 島 村、 高目 村" 

洲崎 村、 寺 島 村、 角 B 川 葛 西口、 須田村 之 分 

無綠寺 發起幷 大火 之 事 角 田 川 付 木 母 寺 之 事 

一 、兩國 橋 を 武藏ビ 下 總の國 境の 川に かけさ せらる 

る ビて、 兩國の 橋 ど は 名 付 給 ふ ど 世に さたす、 大 橋の 

長さ 九十 四 問 、西 東 也、 諸國の 大船、 殊に 唐船此 川に 

か、 る、 限 なき 納凉の 地 なれば、 船遊びの 船に 波の 

つ み、 風の さ ゝら、 あしの はの 笛 ふきなら し、 舞つ 

唄 ふつ さいめ かせ、 花火 か の その 光、 橋の 上よ. 9 

見お ろせば、 あまつ ほし か ビ あやしまる、 餘景 限りな 

き 所な り、 さて 此橋を 渡り 左右に 道 有、 すぐ. 道 は 廻向 

院 、兩が はに 植木 や 一町 有、 左の 道 北へ 行に 小 橋 有、 

渡て 右 は 藤 堂 和 泉 守 殿、 此 屋敷 を 過て 右 東 へ 道 有、 よ 

こやに 付て 行に、 左に も 藤 堂 和 泉 殿、 此間 一 町 過て 左 

右に 道 有、 右への 道 廻向 院へ 行、 前の 通 東へ 行に、 左 


小細工 同心、 うしろに 御 材木 有、 右 廻向 院ょ こや、 一 

町 過て 右へ 道 有、 前の 通 東へ 行に、 左 小細工 同心、 右 

御 竹藏、 つ 3- きて 依田 小棠人 殿よ こや、 右 小 林 六左衞 

門 殿、 此間ー 一町 近く 過て 左に 道 有、 前の 通 少し 行て 又 

右 に 道 _ ^、前 の 通柬 へ 行に、 左 か ノレ 橋 本 太 郞左衞 門 殿 

やしき 一 町の 餘有、 右 岡 田 仁 左衞門 殿よ こや、 出野甚 

五 左衞門 殿よ にや 一 町 有、 左に 道 有、 同馬塌 有、 行 あ 

たり は 朝比奈 彌太郎 殿、 左右に 道 有、 前 和 泉 殿よ こや、 
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て、 右 東へ 道 有、， 北が はに 核 浦 肥 前 殿、 入 込に 本久 寺、 

つ V き淸正 寺よ こや、 南が は 本 多 佐 渡 守 殿、 横手に 道 

有、 前 のっかき は 善 光寺、 よ こてに 道 有 * 前 のつ い き 

核 平 三十 郞 殿よ こや、 地 尻に 道 有て、 前の ついき 第 六 

天の 宮、 並に 八幡の 宫有、 向に 极浦肥 前 守 殿 屋敷 一 町 

近く 有、 是 まで 道 三 町 半 有、 前の 通 北へ 行に、 极浦肥 

前 殿よ こや、 つ いき 安藤 伊賀 守 殿、 此間 一 町の 餘有、 

よこてに 道 有、 一 町 半 程 行て、 右 西 手に 高德 寺、 並に 卿 

明 社 有、 前の 通 北へ 半 町 行に、 左 駒 形へ 渡し 有、 右て 

に 道 有、 東へ 一町お かく 行て、 北が は 成就 院淨正 寺、 

南側 長 兼 寺よ こて、 夫よ hN 三 町 程 行ば、 北西に 福 厳 

院、 うしろに 妙圓 寺、 行 あたり 御 步行目 付 衆の やし 

き、 左右に 道 有、 前の 通 北へ 行に、 左 芦野 左 近 殿、 本 多 

內記 殿、 右が は 大窪出 羽 殿、 此間 一 丁 有て、 よこてに 

道 有、 一町 半 行ば 北西 かざ 淸應 寺、 行 あた. 0 玄徳法 

師、 左右に 道 有、 左 へ 半 町 行ば、 西が は 如意 輪 寺、 つ い 

きて 藥師堂 有、 入 込 長生 寺、 少し 行て 堀端へ 出る、 左 

右に 道 有、 前の 通 北へ 行に、 右松 1^ 圖書 殿、， 町の よこ 

や 少し 有て、 左 川、 此間 一 町の 餘 有て 右 堀に 付て  一 ^ 

行ば、 左に 橋 有、 源 兵衞橋 W いふ、 すぐ 道 四 町の 餘行 


半 町 行て、 行 あた. 5 三 浦 志 摩 殿、 右に 道 有 1 半 町 行て 

左右に 道 有、 左 北へ 行に、 右 酒 井 雅樂頭 殿、 此 やしき 

ニ町餘 有、 左 津輕越 中 守 殿、 つ  >  きて 松 1^ 市 正殿、 同 

はまへ 道 有、 是 まで 一， 町の 餘、 前の ついき かざ 黑川獨 

居、 此 やしき 一 町苻、 小 橋 を 渡りて、 左 かざ 酒 井河 內 

守 殿 細 川 苦狹守 殿、 右に も 同 やしき 有、 ついき 松 

播磨守 殿、 左 松 尾 肥 前 守 殿、 右 藤 堂 和 泉 守 殿、 前の 小 

橋よ. -四丁 近く 行て 又 小 橋 有、 渡りて 北へ 行に、 左 水 

野對 守 殿、 右が は 町、 此間半 町の 餘 過て 右 東へ 道 

有、 掘 端、 南が は に 稻 荷の 宮、 口 向 傳右衞 門 殿、 此間 1 一 

町ば か. - 有/前の 通 北へ 行に 小 橋 有、 同 渡りて 左 川、 

右に 町 少し 有て 藤 堂 佐 渡 殿 、ついきて 最上 刑 部 殿、 是 

まで 一町の 餘有、 よこてに 道 有、 前の 通 北へ 行く に、 

右 かざ 井上 相 摸 殿 小 笠 原 外 記 殿艄越 伊豫 守 殿 核 平 刑 

部 殿、 是 まで 一 町 半 有、 夫よ b 東へ 半 町 行けば 北へ 道 

有、 半 町 行て、 左 小 笠 原 山城 守 殿、 右に 道 有、 一 町 半 行 

ば、 左に 景ず； 寺 泉 龍 寺 有、 前の 通 北へ 行に、 右 普賢 寺、 

此間半 町 過て 橫 手に 道 有、 一 町 程 行ば 左 東が 

院、 それよ， 0 右手に 付て 一 町 程 行ば、 北が はに 

有、 前の 通 北へ 行に、 右 入 込 東 光寺、 夫より 一 
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て 右手に 道 有、 一 町 程 行ば 業 1^ 橋、 右に 道 有、 北 かざ 

に 業 平の 天 祌の宮 有、 前の 源 兵 衞橋を 北へ 渡りて 左 

右に 道 有、 橋 筋 を 北へ 行に、 一 町 程 行て 右に 道、 此通 

ニ町ぢ かく 行ば、 北が はに 延命 院、 それより 一 町 程 行 

ば 北に かう め 村、 一 町 行て 入 込に 行 泉 寺、 是ょ. 5 先に 

家な し、 前の 通 北へ I 町 行て、 又 右に 道 有、 高目 村へ 

行、 前の 通 北へ 四 町 程 行て 右に 道 有、 此道 一 町の 餘東 

へ 行ば、 左手に 道 有、 洲崎 村へ 行、 一 町 先に 地藏 有、 前 

の 通 北へ 行に、 右 牛の 御前、 つ きに 長命 寺、 此間 一 

町 半 有、 すぐ 道へ 行す 横手に 付て 一 町 近く 行ば、 北へ 

道 有、 五町 程 行て 左 寺 島 村、 夫より 一 町 半 程 行て、 行 

あたりに 明 神の 社 有、 左へ 少 付て 行ば 北へ 道 有、 一 町 

程 行て 右に 法 泉 寺、 夫より ニ町ぢ か. く 行ば 左へ 迸 有、 

隅 田 川な り、 向へ 渡し 有、 前の 通よ. 9 又 一 町の 餘 行ば 

右に 道お、 葛 西へ 行、 一 里 半 VJ いふなり、 i 一  町 程 

行て 右に すだ 村 見 ゆる、 夫よ. 0  二 町 行て 木 母 寺な hv、 

隅 田 川 

一 、此川 は武藏 VJ 下總の 境に 有て 下總の 名所な， 、伊 

勢 物語に い へる は、 武藏 どし もつ ふさの 國 VJ の 中に 

いど 大 なる 河 あり、 それ をす み 田 いふ、 その 川の 
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るかな VJ わび あへ るに、 渡 守、 はや 船に のれ、 日 もく 

れぬ VJ いふに、 の， 5 て 渡らん する に、 みな 人物 わび 

しくて， -iM に 思 ふ 人な きにし も あらや、 さる をり し 

も、 白き 鳥の 鴨の 大きさな るが、 水の 上に 遊びて 魚 を 

く ふ、 京に は 見えぬ 鳥 なれば、 みな 人え しら や、 渡 守 

にビ ひければ、 是 なん 都鳥 VJ いふ をき ゝて、 

名に しお は ャぃ ざこ ど 問 はん 都 v~ り 


我お も ふ 人 はあり やなし や VJ 

ビ よめり ければ、 顿 こぞ. 9 て 泣に け bvj かけり、 其 ほ 

か 愛 に 題し てよ める 、近 衞院 御宇 藤 原信尋 卿の 歌 に 

きて 見れば むさし の國 の江戶 から は 

北 W ひがしの すみ だ 川 かな 

玉 葉 集に 、後一 一條 院 大納言 典內 侍の 歌に、 

こど どへ Vj こたへ ぬ 月の すみ だ 川 

都の 友 VJ 見る かひ もな し 

又 新 拾遺 集 羈旅の 部 御製に、 

かぎりなく 遠くき にけ. CV 角 田 川 

言 VJ ふ 鳥の 名 をした ひつ ゝ 

水鳥の あ VJ かきな がす 角 田 川 

こ W づて やらん 人 も どひ こす 

下 愚 も、 前の 年大 橋より 船に の h- 、此 所まで 來. 9 けれ 

ノレ も、 都鳥 は 名の みき、 てな か b ければ、 是 いかなる 

ゆへ やらん ど 思へ V- も、 業 1^ の 如く 人 まね もい かい 

な， 9 ビ ひか へ 侍りて かくなん、 

名に しお はば 出て 見よ かし 都 ざり 

角 田 川原の しるしに や 見ん 

然れ ば、 此 川の 都鳥 いづち へ か 行つ らん、 又 我 見し 時 


は 飛行け るか、 都鳥 は此 川に 限. 9 て 有. OVJ 思 へ ば、 此 

川に も 限ら や 見えたり、 或 歌に、 

古 鄉を戀 ふる 寐覺の 浦風に 

聲 なつかしき 都鳥 哉 

VJ 詠せ し は、 相 摸 VJ かやい へ る 女房の、 播 磨に 下.^ 

て、 しか ま VJ いふ 所に して、 都鳥の なく  をき、 てよ 

めり ビ いへ. >  、又 俊 賴 朝臣 筑 紫へ 下， 5 ける に、 和 H の 

三 崎 どい ふ 所に して、 都鳥の 見えければ よめる、 

名に しお はいしら じな 和 田の 都 V- り 

心つ くしの かたは ど ふ ども 

又安嘉 門院 四條 あづまに くだ， 9 しに、 嗚海潟 を 過る 

に 、壟 干の 程 なれば、 さは -5 なく ひかた を 行に、 角 田 

川の 渡りに こそ あれ VJ  11 しか ざ、 都鳥、、」 いふ 鳥の 嘴 

ビ 足の 赤き 鳥 は、 此浦 にも 有け. 9 ど てよ める、 

言 yj はん はし V」 あし ど の あかざ. 5 し 

わが こしかたの 都 V-  .0 かも 

右の 三 首の 歌 は、 此 所の 都鳥に は あらや 、此鳥 は. う つ 

く？ ：> き 鳥 なれば、 網に VJ  ,9 つ、 籠に 入て 飼 侍る に、 1^ 

を 餅に して かふ どか や、 

一 、愛の 梅 柳 山 木 母 寺 は、 梅 若 丸の 墓所 也、 しるしの 
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柳 今にう へた ，9、 歳 毎に 三月 十五 日 は、 綠 H5 して 詣 

でぬ、 梅 苦の 御影 又 母の 御影 あり、 物 狂 ひの 姿な り、 

不斷念 佛の道 揚，. J して 誠に 殊勝の 靈地 也、 諸人 愛に 

詣でゝ 昔 を 思 ひやり、 哀を催 ほし、 歌 をよ み、 詩 をつ 

く り、 心の いたれる に まかせて 書つ いぐ、 河の なが 

れ、 す ざき の體、 御當家 御遊 興の 地 なれば * 拙な き 口 

にの ぶる も 愚か なれば、 なぞら へ て 思 ひやる べし、 

梅 若の はかなき 花の 跡.、」 ひて 

鳴鶯ゃ ほ、 う 法 華き やう 

W よみければ、 ビ もなる 人我 もビ てよ める、 

梅 若の あ VJ 問 ふなら ば鶯も 

法華經 やめて 申せ 念佛 

W よみて V- つ W 笑 ひぬ、 

一 、兩國 橋より 右 之 道衔を さして 行に、 左が は 町 一 町 

有て、 よこてに 道 有、 前の 通 猶南を さして 行に、 又 一 

町たら や 町 や 有、 夫より 東 へ さして ゆく に、 左 半 町 町 

や、 かしば た 也、 此所 すぎて 右に 橋 有、 一つめ 橋 VJ い 

ふ、 左の 道 廻向 院へ 行、 前の かし 通. 0 東へ 行に、 一町 

が 間 材木が し、 撗 てに 道 有、 前の かし 通 東へ 行に、 二 

町が 間眞 木が し、 うしろ は 御竹藏 なり、 左橫 手に 道 
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有、 前の かし 適 左が は I 町 町屋、 此所を 過て 右に 二つ 

め 橋、 左に 道 有、 前の かし 通 東へ 行に、 着 棚 一 町 有、 撗 

手 に 道 有、 前 の か し 通 東 へ 行 に 、左 町 一 町 有 て 橫手 に 

道 有、 前の かし 通 東へ 行に、 村 极町ー 町、 よこてに 道 

有、 同 二 町め、 よこてに 道 有、 同 三 町め、 よこてに 道 

有、 前の 町つ，^ き 柳 原 I 町め、橫てに道^^、堀ばた也、 

前の かし 通 東へ 行に 小 橋 有、 則 渡りて 左手に 道 有、 前 

のかし 通り 東へ 行に 柳 原 二  丁め、 よこてに 道 有、 同 五 

丁目、 是は 南が しに 三 丁め 四 丁め 有 ゆへ 也、 撗 てに 道 

有、 同 六 丁め、 よこてに 道 有、 前の つ.^ き 新 かや 町 二 

丁め、 是も  一 丁め 南が しに 有、 橫 てに 道 有、 前の つ .5- 

き 淸水町  一 丁め、 橫 てに 道 有、 同 二 丁め、 撗 手に 道 有、 

同 三 丁め、 よこて に 道 有、 堀 通 也、 前の 通 東 へ 行に 小 橋 

有、 渡りて 橫て堀 通り道 有、 前の かし 通 東へ 行に、 四 

町 町屋、 此所 過て 右に 橋 あり、 左よ こてに 道 有、 前の 

かし 通 東へ 行に、 左 畠 I 町 有、 同よ こてに 道 有.、 市 橋 

下 總守殿 前 のかし 通 東へ 行に、 左 畠 也、 うしろに 岩 木 

伊豫 守 殿、 左手に 道 有、 家な し-、 前の 通 東へ 行に、 左 

畠、 うしろに 橘 和 泉 守 殿、 よこてに 道 有、 家な し、 前の 

かし 通 二 町 行に 、左お H、 うしろに 本 多中務 殿、 よこて 


に 道 有、 家な し、 前の 通 東へ 一 町ぢ かく 行に、 左 畠、 う 

しろに 戸田 相 摸 守 殿、 前の かし 通 東へ 行に、 左 田地 七 

町ば か， 9 行て、 右に 橋 有、 すぐ 道行 德 川口 番所へ 行、 

左に 道 有、 一 町 程 行て 東 かどに ふじの 宫有、 すぐ 道 か 

め 井戶の 天神まで 道 有、 前の かし 通 一 町 行ば 小 松 川、 

向 へ 渡し あり、 是 までな hs、 

一 、右 之內 一 つめ 橋 筋 材木が し、 西よ こて 通 北へ 行 

に、 左 一 町 半、 町中に 道 有、 右 町の よこ や 有て、 伊奈 十 

左衞門 殿、 此 屋敷 半 町 程 有て 橫 手に 道 有、 御竹藏 へ 行、 

前の つ 3- き 廻向 院構 一 町、 西 中程に 道 有、 兩國檎 筋、 前 

の 通行 あた， o、 御 細工 道心 右て な. 9、 左右に 道 有、 廻 

向 院の事 奥に しるす 故爰に 略す、 

一 、右 東う しろ 通、 材木が し 東潢手 通行に、 左 町の 橫 

手、 つ 3. きて 伊奈 十 左 衞門殿 地 尻 一 町 有、 右 同町の よ 

こや、 ついき 御竹藏 、左 西 へ 道 有、 前の 通 北 へ 行に、 左 

廻向 院地尻 一 町、 行 あたり 小細工 同心、 左右に 道 有、 

一 、右より 二 町 東う しろ 通 北へ 行に、 左 町の よこて 有 

て關作 左衞門 殿、 小 笠 原 四 郞左衞 門 殿、 渡 部 太 郎左衞 

門 殿、 西南 かど 依田 小 维人殿 、右側 町の よこ や、 つ 3- 

き 大久保 一 郎右衞 門 殿、 東銜 かざ 岡 田 仁 左衞門 殿、 此 
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間 1 一町 有、 行 あた. 5 橋 本 太 郞左衞 門 殿、 左右に 道 有、 

1 、右 東  一 丁、 うしろ 通 1 一 つ め梳、 此所 かし 舟お、 此通 

北 へ 行に、 左 町の よこ や、 つかき 山川 三 左衞門 殿、 設 

樂源 右衞門 殿、 窪 S 五 右衞門 殿、 西南 かど 出 野 甚五左 

衞門 殿、 右 町の よこ や、 ついき やしきの 地 尻、 此問ニ 

町、 左 西へ 道 有、 前の 通 北へ 行に、 左^ 镇 一 町の 餘有、 

右朝 比奈 彌太郞 殿、 菅野谷 八 郞兵衞 殿、 東條十 右衞門 

殿、 南 か V- 律 輕左京 殿、 左右に 道 有、 右 之 通 堀ば たに 

付て 東へ 行ば 十四 町 有、 此間 やしきの よこ や、 行 あた 

り 掘、 左右に 逍有、 前の 通 少し ゆきて、 又 堀ば たに 付 

て 東へ 道 有、 一 町 過て 二 町め に 南部 遠 江 守 殿、 夫より 

五町 行て 橋 有、 是を 渡りて 又 北 かしば たに 付て 一 町 

過て 半 町ば かりに 水 野 小 左 衞門殿 組、 つ 3. きて 又 半 

町 酒 井 作 兵衞殿 組、 それよ. 9 五 丁 行て、 行 あたり 堀、 

左右に 道 有、 前の 通 北へ 行に、 左が は 御 材木、 つ 3- き 

に 屋敷の 橫手 少し 有、 四 町、 右が はかざ 片山千 庵、 つ 

づきて 多 田 小 左衞門 殿、 杉 浦 ゅ兵衞 殿、 川內太 左衞門 

殿、 原 田 藤十郞 殿、 撗山 孫兵衞 殿、 向か ざ 織 田 金左衞 

門 殿、 是まで 三 町 有、 橫手道 有、 東 へ 行に、 左 かざ 德山 

權十郎 殿、 此問 一町 行て、 左 入 こみ 稻 荷の 小 宮有、 右 
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に 道 有、 前の ついき I 町 行て 右に 道 有、 前の ついき、 

左、 辻 源 五兵 衞殿吉 3 水 二 右 衞門殿 須頭七 右衛門 殿、 右 

が は 千 本 左右 衞門 殿よ こや、 此間 一 町 過て 左右に 道 

有、 前の 通柬 へ 行に、 左 御 歩行 見 付 衆 やしき、 右 明 地、 

此間  一 丁 過て 左右に 道 有、 ま への 東へ 行 道、 左 御步行 

目 付 衆、 安藤 次 左 衞門殿 組、 右 明 地、 此間壹 町 過て 左 

右に 道 有、 前の 東へ 行 道 二 町 過て 橋 有、 是を 渡りて 兩 

の橋づ めより 左右に 道 有、 堀ば たなり、 左の 道 六 町ば 

かり 行ば 、業！. 午 橋へ 行 也、 前の 東へ 行 道、 左 石 津九兵 

衞殿、 右 同 組 山 高 宇 右 衞門殿 組、 此間 一 町 有、 前の 東 

へ 行 道 半 町 程、 左 明 地、 右水" 小 左 衞門殿 組、 又 半 町 

有て 左 明 地、 右 酒 井 作 左 衞門殿 組、 夬 より 五 丁 行て 橋 

有、 是を 渡りて 雨の 橋づ めより 左右に 道 有、 前の 東へ 

行 道 一 町ぢ かく、 左右 明 地な， 9、 此所 過て 左右に 道 有、 

右 之 道 一 町お かく 堀に 付て 行ば、 東 手に 餞 座 有、 前に 

小 橋 有、 前の 道 東へ 行に、 右 堀 二 町 有、 左 半 町お かく 

町 有て 鳥 井 有、 龜 井戸の 天神へ 行、 此道半 町 、雨が は 

茶 や、 前の 通 東へ 行に 左 半 町 町、 橫 手に 道 有、 東へ 行 

に、 左が は 一 町の 餘、 此所 過てよ こてに 道 有、 一 町 行 

て 西が はか V- 入 込、 かど 普 門院、 ついき 法 明 寺、 ニケ 


寺の 門 通に 道 有、 前の 道 東 一 町 行て 左に 道 有、 二 町 行 

て 行 あたり 金 藏院、 西 並に 稻 荷の 宫有、 撗手を 一 町 行 

て 西南 か， W の 寺 龍 光寺、 行 あたり 堀、 左右に 道 有、 前 

の 道 東へ 少 行て、 右に 廣き道 有、 前の 道少 行て 左に 道 

有、 一 町 行て 行 あた 東學 寺、 左右に 道 有、 前の 道 一 

町 行て 行 あたり 明 地、 左右に 道 有、 左の 方 西が はに 法 

逮 寺，/, 一い ふ 寺 有、 前 二つめ 梳の 通德山 權十郞 殿よ こ 

や、 左： w 向 傳右衞 門 殿よ こや 一 町お かく 有て 左に 道 

有、 前の 道 北へ 行に、 橋 を 渡りて 左に 道 有、 前の 通 北 

へ 行に、 右 館 林 宰相 様、 此 やしき 二 町 有、 左が は 屋敷 

の 地 尻、 右 東へ 道 有、 此通 東へ ゆく に、 右が は 宰相 樣 

よこ や 三 町の 餘有、 左が はかざ 船 越 左衞門 殿、 つ 3. き 

牧野 新三郞 殿よ こや、 此間ー 町 半、 左手. に 道 有、 前の 

通 東へ 一 丁 行て 左に 道 あり、 前の っ^き、 御 步行目 付 

衆の よこ や 一 町 有、 此所 過て 左右に 道 有、 前の 通行 あ 

た，. >  堀 、是 よりす ぐ 道、 北 かし 南 かしな り、 

一 、南が し を 東 へ 行ば、 御 步行目 付 衆 屋敷 一 町 過て 撗 

手に 道有ノ  § のかし 通 東へ 行に、 島 田 十 兵衞殿 組、 此 

やしき 一 町 有、 横手に 道 有、 右に 橋 有、 此所を 過て 東 

へ 二 丁 行ば 橋 有、 兩 の橋づ めよ b 左右に 道 有、 堀ば た 


也、 右 之 橋 渡 b て 又す ぐ 道、 行 當り掘 有、 南が しの 方 

を 東へ 行に、 石津九 兵衞殿 組、 此 やしき 一 町、 撗 てに 

道 有、 此所 過て 夫よ b 東へ 六 町 行て 行 あた b 堀な， 5、 

左右に 道 有、 

一 、北が し を 東 へ 行ば 御 歩行 目 付 衆の やしき 一 町 有、 

よこてに 道 有、 前 の か し 通 東 へ 行に 、本 多 }^ 右 衞門殿 

組 一 町 有、 横手に 道 有、 右手に 橋 有、 前の かし 通 二 町 

行て 橋 有、 兩の橋 詰より 左右に 道 有、 此橋を 渡り て 行 

あた， 0 掘、 左右に かしば た、 南が し は 前に 記し 申 候、 

北が し 東へ ついて 行に、 石 渾 九 兵 衞殿組 一 町 有、 撗手 

に 道 有、 前の かし 通、 夫よ. 9 六 町 行て 行 あた. 0 也、 左 

右に 道 有、 右 前 1 一 つ め 橋 筋、 すぐ 道す みだ 川 へ 行 也、 

一 、右の 東う しろ 通 北へ 行に、 左 町の よこ や 有て 中 川 

源 五兵 衞殿、 つ いきて 酒 井 三 郞左衞 門 殿、 紙 谷 助左衞 

門 殿、 中 根 三 郞兵衞 殿、 野々 山 彥右衞 門 殿、 戸田 惣左 

衞門 殿、 同 周 防 守 殿、 牧野 兵 部 殿、 水 野 主 殿 殿、 夫よ. 0 

屋敷の 地 尻 半 町 程 有、 右が は 又 町の よこ や 有て 土 井 

周 防 守 殿、 か.、、」 本 田 山城 殿 地 尻、 此間 左右 共に 四 町 計 

有て、 左右に 道 有、 前の すぐ 道 北へ 行に、 小 橋 渡りて 

又 左右に 道 有、 前の 通 北へ 行に、 左 屋敷の 地 尻 有て 鴨 
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宮太郞 左衞門 殿、 榊 原 四 郞左衞 門 殿、 右 南部 遠 江 守 殿 

よこ や、、 辻 五左衛門 殿、 此間 左右 共に 三 町 有て、 左右 

に 道 有、 行 あたり 入 こみ 稻 荷の 宮 あり、 

1 、右柬 うしろ 通 北 へ 行に、 左 町の よこ やおて 土 井 周 

防 守 殿、 同 かざ 本 多 山城 守 殿、 右が は 又 町の よこ や 有 

て 久留島 平八郞 殿、 つ いきて 依田 勘左衞 門 殿、 伊奈 彥 

右衞門 殿、 深 田 三 郞兵衞 殿、 堀 ffl 源次郞 殿、 多 門 藤 兵 

衞殿、 か ビ朝比 奈吉兵 衞殿地 尻、 此間 左右 共に 四 町ば， 

か b 有、 橫て 左右に 道 有、 前の 通 北へ 行に、 小 橋 渡り 

て 左右に 道 有、 前の 通 北へ 行に、 左 南部 遠 江 守殿撗 

や、 っ^き 榊 原 善 右衞門 殿、 右が は 松 f^$, 織 殿- 影 山 

左 衞門殿 松 野 孫 左衞門 殿、 か ざ 千 本 十 郞左衞 門 殿、 此 

間 左右 VJ もに 三 町 程 有、 横手に 道 有、 行 あたり 右、 社 源 

五兵 衞殿 屋敷な り、 

1 、右 東う しろ 通 北へ 行に、 左 町の よこ や 有 b て津 5- 

左衞門 殿、 つ^きて 核 1^ 奎之助 殿 天 野 百 助 殿 志 村 

七 郞兵衞 殿 瀧 川 久三郎 殿 鈴 木 十 兵 衞殿松 年 源 助 殿 伴 

野 八 右 衞門殿 戸田 新 五郎 殿 同 三十 郎殿、 同 かざ 朝 比 

奈 吉兵衞 殿、 右が は 衬极町 一 町め 西撗手 有りて、 佐 佐 

1^ 右衞門 殿、 續 きて 岡 邊太郞 左 衞門殿 加 藤 市 十郎殿 

： I IRS 十七 
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山野 次 郎左衞 門 殿 核： 牛 右門 作 殿 島 田 五郎 左衞門 殿、 

同 かざ 川口 助十郎 殿、 此間 左右 共に 四 町ば か. 5 有て、 

横手に 道 有、 前の 通 北へ 行く に、 小 橋 渡りて 左右に m 

有、 前の 通 北 へ 行く に 池 田 庄左衞 門 殿、 っ^き 屋敷の 

地 尻、 右が は 明 地、 此間 左右 共に 三 町 計 有て 左右に 道 

有、 前の 通 北へ 行く に、 右 御 歩行 目 付 衆の よこ や、 左 

館 林 宰相 樣地 尻、 此間 一 一町 半 有て 左右に 道 有、 前の 通 

北へ 行く に、 一 町 行て 行 あた 极浦肥 前 守 殿、 左右に 

道 あ .0、 

一 、右 東う しろ 通 北へ 行に、 左 村 松 町  一 丁め よこて 有 

て 日 下部 權太郎 殿中 山 太 右衛門 殿、 夫よ b 屋敷の 地 

尻 一 町 有て 极平又 右 衞門殿 島 田 兵四郞 殿、 同 かざ 佐 

藤 甚左衞 門 殿、 右が は 村 松 町 二 町め 西よ こて 有て 一 

町 過、 つ > き 川口 七 郞左衞 門 殿 久留勘 右 衞門殿 松 前 

半 助 殿 板 橋 A 兵 衞殿依 S 吉左衞 門 殿 同 彥左衞 門 殿 川 

勝 平 左衞門 殿、 同 かざ 岡 部 庄兵衞 殿、 此間四 町 程 有、 

撗 手に 左右 道 有、 行 あた 堀な，， >、 

一 、右 東う しろ 通、 三つめ 橋 筋 北へ 行に 村 极町ニ 町 

め 東よ こて 有て 上 村 宇助 殿、 つ  > きて 內 藤- 左衞門 

殿 六 木 伊兵衛 殿 廣原源 兵 衞殿振 野 四 兵 衞殿織 田 九 右 
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衞門殿 坂 四 郞左衞 門 殿 山 田 四 郞右衞 門 殿 福 王 左衞 

門 殿、 同 か V- 星 合 甚四郞 殿、 右 村 松 町 三 丁め 西よ こ 

て 有て 夏 目 茂 右 衞門殿 丸 茂 五郎 右衞門 殿河內 新右衞 

門 殿 兼 田 源 兵 衞殿木 村 喜 左衞門 殿久留 八郎兵 衞殿津 

賀權內 殿 山 田 彌三右 衞門殿 淺田平 左衞門 殿、 同 かど 

大岡 善四郞 殿、 此間 左右 ビ もに 四 町ば かり 有り、 前の 

通 北へ 行く に 小 橋 渡 り、 兩 の橋づ めより 左右に 道 有、 

前の 通 北へ 行く に、 左右に 明 地 二 町 半 有て 左右に 道 

あり、 前の 通 北 へ 行く に 安藤 次 左 衞門殿 組、 岛田十 兵 

衞殿 組、 右 明 地、 此所ニ 町 半 有て 左右に 道 有り、 前 

の 通 北へ 行く に、 小 橋 渡 b て 左右に 道 有り、 前の 通 

北 へ 行に、 右 御 步行目 付 衆 やしき 四 町 有、 左 本 多 1^ 右 

衞門殿 組 ニ町餘 有て、 猶 北へ 三 町 半 行に、 西へ 行 道. 

K 筋 有、 右 御 步行目 付 衆の 屋敷 を 過て 東へ 道 有、 二 町 

行ば 業 橋 有、 前に 通 一 町 程 行ば 行 あたり 掘な.^、 左 

右に 道 有、 

一、 右 之 町 1^ うしろ 通 北へ 行に、 左 村 松 町 三 丁め 東 

よこて、 つ ，5- きゃレ きの 地 尻、 右 柳 原  一 丁目の よこ や 

有、 少 ばかり 行て 東 へ 道 有、 前の 通 北 へ 行に、 山 高 宇 

右 衞門殿 組 一 一 ケ 所有、 此問 左右 共に 四 町ば かり 有て、 


左右に 道 有、 前の 通 北へ 行に、 小 橋 渡. 9 て 左右に 道 

有、 前の 通り 北へ 六 町 行て 左右に 道 有、 前の 通 小 橋 渡 

.9 て 左右に 道 有、 前の 通 北へ 行に、 左 御 步行目 付 衆の 

よこ や 四 町 有、 右が は 同 四 町 行て、 左右に 道 有.' 右一 

町 行ば 業 平 橋へ 出る、 行 あたり 明 地な り、 

一 、右より 東う しろ 通、 右て に 橋 有、 北へ 行に、 西 かし 

ばた、 左側 柳 原  一 丁め の 東撗て 有て、 山 高 宇 右衞門 

殿 組ニケ 所有、 此間四 町 計 有て、 左右に 道 有、 右て に 

小 橋 有、 前の 通 北へ 十 町ば か. - 行ば、 右て になり 平 橋 

有、 それよ. 0 一  町 行ば、 行 あたり 掘、 左へ 道 有、 源 助 橋 

へ 出る、 かしば たなり、 

一 、右 之 通よ 東が し 左て 橋 有、 右側 柳 原 二  丁め の 西 

よこて、 つ  >  きに 時の 鐘つ きの 家 有、 田 村 四 郎兵衞 殿 

組、 是 まで 四 町 有て、 左右に 道 有、 左の 方に 小 橋 有、 前 

のかし 通 北 へ 行に、 明 地 一 町 半 程 有て、 山 高 宇 右衞門 

殿 組、 此 やしき 一 町の 餘 有て、 左右に 道 有、 左の 道 築 

地の 天神へ 行 道な り" 右 之 方に 小 橋 有、 前の かし 通 北 

へ 行に、 石津九 兵衞殿 組三ケ 所有、 此間 五町 計 有、 そ 

れ より 二 町 行ば、 左に 業 年 橋、 右 之 方に も 道 有、 行 あ 

た 明 地な り、 


一 、右 之 通より 東う しろ 通 北へ 行に、 左 柳 原 二  丁め の 

東よ こて 有て、 田 村 四 郎兵衞 殿 組ニケ 所有、 右が は 柳 

原 五 丁め のよ こて 有、 あ ひ をへ だて、 田 村 四 郎兵銜 

殿 組、 大久保 平 左 衞門殿 組、 此間 左右 4i 《に 四 町 計 有、 

行 あたり 堀、 左右に 道 有、 

i  、右 之 通よ..^ 東う しろ 通 北へ 行に、 左 柳 原 五 丁め よ 

こて 有、 あ ひ をへ だて 久貝惣 左 衞門殿 組 大久保 平 左 

衞門殿 組、 右が は 柳 原 六 丁め よ - 』 て 有、 あ ひ を へだて 

て 永 井 左 衞門殿 組大久 保， 半左衞 i: 殿 組、 此間 左右 共 

に 四 町 計 有、 左右に 道 有、 前の 通 北へ 行に、 小 橋 渡り 

て 又 左右 道 有、 前の 通 北へ 六 町 行ば 行 あたり 堀、 左右 

に 道 有、 

一 、右 之 通より 東う しろ 通 北へ 行に、 左 柳 原 六 丁め よ 

こて 有、 右が は 新 かや 町よ こて 有、 相 を へだて \ 左右 

に 明 地 有、 此間四 町 計 有て、 小 橋 有、 兩 の橋づ めよ. 0 

左右に 道 有， 前の すぐ 道 六 町 行ば 左右に 道 有、 行 あた 

,c '堀、 むか ふに 道 有 W い へ V- も 橋な し、. 一 町 東に 橋 

あ， 9、 

一、 右 之 通より、 東う しろ 通 四 ッめ橋 筋 北へ 行に、 左 

新 かや 町橫 てお、 相 をへ だて、 核 平 九 郎左衞 門 殿 組、 
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右が は 淸水町 一 丁め のよ こや 有、 相 をへ だて ゝ明地 

有、 此問 左右 共に 四 町ば か. 5 有て 小 橋 有 、雨の 橋づ め 

よ b 左右に 道 、前の 通 北へ 六 町ば かり 行ば 又 橋 有、 

雨 之 橋 詰よ. - 左右に 道 有、 前の 通 北へ 行に、 一 町の 餘 

行て 行 あたり 祌上 村、 左 西へ 道 有、 左 大恩 寺よ こや、 

右 七 面 明 神、 西敎 寺、 間 左右 共に 一 町 有、 行 あたり 

明 地、 左右に 道 有、 右の 方 北へ 付て 一 町ば か. り 行ば、 

西が はに 景光寺 金 生 寺春景 寺、 東が は 明 地、 此問ニ 

町、 行 あたり 堀、 左右に 道 有、 かしば た 也、 右 之 內七面 

明神の地尻に、大神宮の社有なh^、 

一 、右 之 通より 東う しろ 通 北 へ 行に、 左 淸水町  一 丁め 

よこ や、 右 同 二 丁め よこ や、 左右の つ 3- き 明 地、 此間 

四町ばか，5有、行ぁた.c^掘、左右に道有、 

I  、右 之 通より 東う しろ 通 北 へ 行に、 左 淸水町 二 丁め 

よこ や、 右 同 三 丁め よこ や、 左右の ついき 明 地、 此間 

四 町 有て 小 橋 有 、雨の 橋づ めより 左右に 道 有、 すぐ 道 

八 町 行て 行 あた， 5 柳 島 村、 左右に 道 有、 此間小 橋 一 つ 

あ り、 

一 、右 之 通より、 東う しろ 通 西 かしば た、 右に 橋 有、 左 

が は 淸水町 二 丁め のよ こや 有て、 それよ 十一 町 行— 


百 六十 

て 大澤左 近 殿、 此 やしき 一 町 有、 左右の よこてに 道 

有、 前の ついき は 寺、 法 勝 寺、 此寺ー 丁 有、 行 あたり 

掘、 左右に 道 有、 左の 道 は 業 橋 へ 出る、 

一 、右 之 通よ 東 かし 通 北へ 行に、 東 かしば た、 右が は 

五町 程 畠 有、 小 橋 有、 りて 又 一 町 計 畠 有、 同道 錢座 

へ 行、 前の 通より 一 町 程 行て 左に 橋 有、 右に 道 有、 一 

町 程 行ば 築地の 天神な り、 前の 通より 一 町 程 行て、 右 

に 鳥居 有、 それよ. 5 半 町の 餘 行て、 加 藤 遠 江 守 殿、 此 

やしき 二 町 近く 有、 左右の よこてに 道 有、 北へ 行に、 

左に 又 小 橋 有、 前つ^き 龍顯 寺、 ついき 徳山 五兵 衞 

殿、 此間ニ 町 行て、 行 あた. 5 掘、 左右に 道 有、 左に 小 橋 

有、 

一 、右 之 通より 四 町、 東う しろ 通 北べ 行に、 左 町の よ 

こや 少し 有て、 つ  >  き 畠 六 丁半 程 有、 右が はも 半 町ば 

か. 0 畠 有て、 京 極 甲斐 守 殿 本田彈 正殿、 つ. >  き 明 地、 

„ ^間 五 丁半 有て 東へ 道 有、 三 町 計 行て 左 北へ 道 有、 ！ 

町 行ば 泉 入 寺、 六 あみだの 內也、 前の 通 東へ ゆく に、 

佐 竹 右京 殿 、水神の 宫有、 此間 一 町、 左 北へ 道 有、 前の 

通 二 町ば かりお 3 道 を 通りて、 又 北へ 道 有、 前の 通 東へ 

行に、 本 多 下野 守 殿 やしき 有、 それより 十 町ば か. 9 南 


お 戶 雀 十 1 sl^  a  百" パ十 1 


東て に 付て 行 道 有、 行 あたり 小 橋、 左右に 道 有 本庄 

之 北が しなり、 

廻向 院の事 

1 、此 寺の 開發 あまねく 人の しれる 事 なれ ざ、 古今 ま 

れ なる 事 なれば、 後世の ために 記る し 侍りぬ、 さて 其 

頃 は明曆 三年 丁酉 正月 十八 日 辰の刻の 事な りしに、 

乾の 方より 風 ふ き 出し、 頻に 大風 VJ なり、 塵 ほ こり を 

吹 上て 中天に うづ まき、 雲 か 煙 ビ あやしむ 所に、 江戶 

中の 贵賤 門戶 をば 開き 得 や" 白 害ながら 俄に くら や 

み なって、 人々 心 を 奪れ 氣を失 ひ、 周章た ち 騒し 

に、 旣に 時う つり 未の 刻 どもお ぼしき 頃、 本 鄕の四 丁 

目 本 妙 寺 どい ふ 寺より 失火 もえ 出、 黑煙 天に 稷ひ、 寺 

中 j 等に 燒 あがる、 時し も 惡風頻 に 吹 付、 刹那が うち 

島 へ 燒出、 旅籠 町よ. り 堀 を ど び 越し、 驗河臺 へ い た 

ら、 大名 屋形數 百 家を燒 はら ひ、 鎌 倉が し へ おしう つ 

る、 それより 西風に なり、 さや 町へ lg ビ びうつ り、 海 

岸まで 燒 出て、 八丁 堀 御船 藏、 其外數 ケ所燒 ければ、 

數 萬の 男女 靈岸 寺へ かけこ もる に、 程なく 當 寺の 本 

堂 を 1 初て、 數ケ 一；^ の 坊舍ー 同に もえあがり、 車輪 ほざ 

なる 、風に はなされて 雨の 如く ビ びち り、 大勢 集. 9 


居た る， フへ に 落ければ、 頭の 髮 に.. えつき、 缺の內 よ 

b 燒出、 誠に 堪が たか ければ、 諸人 あはて ふため 

き、 火 をのが れん どて 海邊を さして 走り 行、 泥中に に 

げこみ、 塞 さは さむし、 食に はう ゑ、 水に ひた て 立 

すくみ、 たま./ \- 火を遁 たる 者 あれ ども、 精力つ き は 

て、、 凍へ しす もの 多 か， 5 けり、 或は 難所へ 追 詰ら 

れ、 のがる ゝ亊 かな はねば、 猛火 五體 にもえ 付て、 空 

をに ぎり、 地に た をれ、 たが ひに 上下 押 返し、 やけし 
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する 有さ ま は、 大 焦熱の 罪人 も、 か v.. やど 思 ひ やられ 

たり、 旣に其 數れぞ ふるに、 九 千 六百餘 人な り、 一時 

にやけ 死う せたり けり、 又 其 くれがた、 西風い よ. 

烈しく 吹て、 やけ 殘. 9 たる 家々、 乾きき. 0 たる 屋楝 

へ、 火の こ 大いに 吹かけ、 祌 田の 明 祌皆善 寺、 大名 屋 

形 町、 和 漀橋を 限り て やけ あがり 、扨 又 右 の 驗河臺 の 

火、 須田 町へ もえ 出、 一 筋 は 舞 直に 通りて 町屋を さし 

て燒 行、 今 一 筋 は 誓願 寺よ inl 廻して 押 求る 間 、貴賤 

老若 資財 雜具を 持 はこびて、 西本願寺の 門前に 休み 

ける 處に、 旋風お びた^し く 吹 まきて、 本堂 寺 家數ケ 

所の 寺々 I 等に 闕 燒 たち、 山の ご W  く 積 上げた る 

道具に もえ 付し かば、 集り 居た. 5 し 諸人、 せめて 命 を 

助らん W  、井の も W に 飛 こみ、 溝の 中に にげ 入け る 程 

に、 下なる は 水に おぼれ、 中なる は 友に おされ、 上 成 

は火にゃかれ、^1^-にて死する者四百五十餘人、：^又通 

町の 火 は、 傳 Sil" 町に 燒來た KV. 、數 萬の 责賤是 を みて 淺 

草 こその き 端よ しどて、 車 長 持 を 引 つれて、 見 付 を さ 

して にげけ る 人、 幾千 一： 山 か 知らす、 親 は 子 を 失 ひ、 子 

は 親に おくれて、 押 合 ひ 揉 合 ひせき あ ふ 程に、 或は 人 

に ふみ 殺され、 或は 車に しかれ、 か ゝる折 を 幸に や、 
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方々 の 惡徒は 出て、 或は 財 寶を切 はぎ、 目 も あてられ 

ぬ次第な..^、かゝる折ふし、 天魔の わざに や、 牢屋 囚 

人、 牢を やぶりて にぐ るぞ や、 それ 逃すな 捕 へ よど い 

ふ 程 こそ あれ、 淺 草の 惣門を はた VJ 閉ぢた b  、されば 

思 ひも よら やして、 諸人 跡より 車 長持戶 棚 革 籠 を 持 

つ V- ひ、 門 際につ めかけ、 上 を 下へ 揉 合 ひける、 門 

を 開かん ど すれ ざ、 家^ 雜具 をい やが 上に 積 重ねた 

れば、 扉 を 開く にせき なく、 うしろよ. 9 大勢 押 かけ、 

せき かけし に、 柳 原より やけ く る 火、 誓願 寺 前 へ 押 移 

つり、 大名 屋形 三十 五ケ所 寺院 百廿ケ 寺、 一 面に もえ 

立、 此見 付へ 三方よ， 9 やけく る 火の こ、 火の 雨の 如く 

ふりて、 集まる 諸人の 頭 を やけば、 こら ゆる にたえ が 

たぐ、 諸人の 肩 を ふみて 中に かけり、 或は 屋 のうへ に 

上りて 逃る 存、 是 は^/ \-VJ いふ 程 こそ あれ、 高さ 十 

丈ば かりに 切た てた る 石垣の 上よ， 9 堀の 中へ ビび入 

けり、 され ビ も 中に て 石に あた- .5、 首 を打碎 き、 或は 

手足 を 打 折. り、 或はい やが 上に 飛 入 問、 悉く 死し \ ^助 

かる はな かりけ り、 愛に て 死人 ニ离 三千 餘人、 三 町 四 

方に かさなりて、 堀 はさながら 16- 地になる、 其 後ち に 

VJ ぶ 者 は、 死骸の 上に ビび ける 程に、 恙なく 助か， 9 


ぬ、 さし も 重々 に 構 へ たる 見 付の 櫓に 猛火 もえ 付、 大 

S 地に ひらきて V- う.、」 崩れ 死人の 上に 落 か、 る、 逃 後 

れ たる 者 ざ も は、 向へ 進まん すれ ざ 火旣に 前に 廻 

、後ろより 火の こ 雨の 如く ふ， 9 かゝ る、 諸人 聲々 に 

申念佛 天に 響き 地 を 動かし、 前後 猛火に W  .5 まかれ、 

一 同に あつ W 叫ぶ、 其聲々 の 耳に 響き、 目 も あてられ 

ぬば か.. >な り、 其 夜 亥の刻ば か. 5 に 御 米藏に 火の て 

つき、 愛に 築 まる 者 ざ も 七 百餘人 一 度に 死す、 此火牛 

島 新田まで 悉く やけ 行て、 寅の 下 刻に 時 移り 火事 は 

やうく 靜 まりぬ、 旣に其 夜 も 明 はなれ、 正月 十九 日 

にもよりしか ば、 やけ 殘り たる 者 V- も、 命ば かり を 助 

か， 9 て、 ゃぅ/^てyJ身ばか.c^にて夢のさめたる心 

地して、 親 を 尋ね 子 をよ ばり、 妻 は 夫 を 失な ひて、^ 

膝に よび 叫ぶ、 され V- もやけ 死す 者 V- も は、 首の やけ 

はて ゝ あまほうしの 如くに なり、 衣類 は 殘らす やけ 

うせぬ、 形 も黑， 、ふす ぼ， 5 て、. M 撗に肉 はさけ、 其 人 

體の あら ざれば 、ざれ を 誰 ど も 見 わけな ( 、歎き 悲む 

ばかりな り、 かゝる 折し も 不敵なる 惡 盜人ぞ 怖し け 

れ、是は親ょ兄^^どて、死骸扱かふふせぃして、 死人 

の 腰に 付たり し 金銀 を 奪，、」 り、 家財 道具の やけ 殘り、 
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不敵に 取 行有樣 は、 怖し く あさまし けれ、 さて 又 其 日 

の 巳 刻に、 小石 川 新 鷹 帥 町より 火 出て、 黑 煙りの あが 

h- し を、 雲 か 煙り か、、 辻 風に ふき あぐる やけば いか、 又 

火事 ビ はわき まへ や、 しかも 北風 烈しぐ して 早 時刻 

も 移らぬ に、 吉祥 寺に 火の て 付、 學察院 の 一時に も 

え、 傳 通院 を 1?^ マ」 して 廿餘ケ 寺 一 同に 煙満 まき やけ 

あが b  、本 鷹師 町へ やけ 出、 御殿 主、 二三の 丸、 諸 大名 

の 大屋 形 十 五ケ所、 常 盤 橋の 內 大屋 形、 其 外む ね， の 

大屋 形 四十 三ケ 所、 北 南 七十 二 ケ所數 万 ir 前後 十五 

町が 其 間、 一 同に もえあがり、 i5 は 天に みち 雲 を てら 

し、 火の 雨 を ふらしつ ゝ煙は 四方 を やみ VJ なし、 鐵砲 

の藥、 飽 に 火の つけば、 數 万の いかづち 1 ざに 響き 

渡る にこ VJ ならす、 愛に 一 つの 奇妙 有、 紅葉 山 東照權 

現樣 御宮 殿 へ 、風に 火の こ 雨 I 散 V- ふり か、 り、 旣に危 

き 所に 北風 俄に 西に か はり、 紅葉 山 西 之 九 はこ ど ゆ 

へな ぐ 殘らせ 給 ふ、 怖る べし 敬 まふ べし、 神 力の ほ V- 

ぞ ありがたき、^ 八重 洲が しへ 其 火う つ. 9、 南北 廿四 

町 一 面に な. 5、 町 や を さして やけ 出る、 是に 驚き 中 橋 

京 橋までの 者 共、 あはて 騷ぎ、 やけ 跡へ やゆかん、 風 

下へ や 行ん W さまよ ひける が、 かお 町長 崎 町の 者せ ハ 

ハ 十三 1 - 
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前後 一 つに なって、 いやが 上に せき あ ひ、 家財 はち ま 

た を さまたげ、、 辻 小路 通る に 所な く、 押 合 ひ 揉 合 ひす 

る 所へ、 大名 冢 中の 名 £| 綱 切て 放せば、 萬 民せ き あ ふ 

中 へ 驅 込み 踏 殺し、 はねた をし、 猛火 は 先々 にもえ わ 

た. 9、 四方の 橋々 一 時に やけ をち、 今 は 逃る ベ きかた 

なく、 右往左往に 押 合 ひ、 人 は 我、 われ は 人 をた て VJ 

なし、 互 に 火 をば よけん VJ すれ V- 、煙に む せ び 伏 ま ろ 

び、 將棻 倒になる 所に、 ほのほ 一 度に 吹かけ て 二 萬 六 

千 人の 餘愛 にて 燒死、 南北 三 町 東西 二 町が 間に かさ 

な. 0 ふし、 ひ，、」 へ に 山の 如く 也、 夫よ. 0 南 は 新橋 木 挽 

町、 東 は 材木 町 水 谷 町 へ やけ わた， 9、 諸 大名の 藏 やし 

き 十六 ケ所 一 度に やけく やわ、 鐵砲津 へやけ ぬけ、 其 

日の 西 の 刻ば かりに 海 際にて やけ V- まる、 淺草川 深 

川よ b 是迄惣 て 六 里 餘の樓 にこぎ 浮べる 船の、 幾 萬 

艘 かやけ うせ、 戌の 刻ば りに やけ 靜 まり、 今 はか ふ よ 

ぐ」 思 ふ 所に、 町 五町め より 又もえ 出、 西風 夥しく し 

は を まくって ふきた て、 大名 屋形數 十ケ所 やき 拂ひ、 

旣に 西の 丸 紅葉 山危 かりし に、 愈々 神 力 あらたなる 

か 俄に 厨の ふきな をり、 北になる こ VJ ふしぎ 也、 さて 

南の 大名 小路、 大小 名の 大屋 形 四十 六ケ 所、 殘す やけ 
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ぬけ 樱 田の 町に 出、 愛宕の 下 八十 五ケ所の 大屋 敷、 海 

際の やかた 十八 ケ所、 增上 寺に 至まで、 其 夜 a の 刻ま 

で燒 C す、 され V- も 增上寺 は、 柬照 權現樣 御社 台德院 

樣 御臺樣 いづれ も 御 魂 屋"， 本堂 經藏 鐘樓堂 五重塔 三 

門 裏門 殘り ぬる こそ あらた なれ、 扨 表門 を 1 初 どして 

所 化 察 百 十 ケ寺殘 らゃ燒 通、 神明の 本社； t 樂 堂護縻 

堂 あやしの 秀 倉まで 一時に 燒 失せぬ、 增上 寺よ， 9 南 

へ 十 一 町、 芝 口 三 丁目 濱 てに て燒留 る、 本鄕ょ b 是ま 

で 六十 餘町、 四方 十餘 里の 廣野 W なる、 惣 じて 町中 五 

百餘 町、 大名 小路 五 百 餘町、 同屋形 五百餘 宇、 小名 宿 

所 六 百餘ケ 所、 其 外 次々 のビ もがら は 擧て數 へ 難き 

所 也、 御殿 主、 大手の 御 矢 倉 を 1 初て、 外郎、 淺草神 田 四 

谷 赤坂靑 山の 見 付-/^ 三十 餘の御 矢 倉、 又江戶 中の 

橋の 數 六十 餘ケ 所、 日本 橋 を ー初ビ して、 皆 悉く やけ 落 

ぬ、 たまく 殘物 マ」 て は、 一 石橋、 其 橋ぎ はに 居住す 

る 後藤 源左衞 門が 家ば か.^  、是ば か b ぞ殘 りけ る、 神 

佛閣 三百 五十 餘宇、 土 藏の數 九千餘 庫、 代々 の重寶 

家々 の 記録、 此時 にあたって 悉く 滅 しけり、 其 外雞犬 

牛^ 等、 生 VJ せいけ る 物ごビ に、 やけ 死 其數は いかで 

か數 へつ くすべし、 愛の 川、 かしこの 堀、 或は 百 人 二 


百 人、 死 倒た る 死骸 共、 凡 十 萬 二 千百餘 人、 一類 眷 屬 

しれた る は 夫々 にど ぶら へ 共、 せ- (人 體の知 ざ る は 、河 

原の 者に 仰せ 付ら れ、 武藏下 總の國 境 牛 島 マ」 いふ 所 

に、 舟に て 運び 遣 はし、 六十 問 四方に 堀埋 み、 其 上に 

冢を つ き 大佛を 安置し 、增上 寺よ 寺 を 立ら れ 、今 諸 

宗山 無綠寺 廻向 院 VJ 號し 、沸 法 流布の 靈地是 なり、 さ 

て 其 頃 燒死蔦 靈の爲 に、 諸 寺の 僧 を 集め 仰ら れて千 

部の 經を讀 誦し、 其 跡 を 弔 ひ 給 ひけり、 夫より 此 かた 

不 斷念佛 の道堪 VJ して、 道心 堅固の 所 也 、ほっくに、 

風 もな くちる もやむ ゑん 寺の 花 

一 、誠に 一 業 所感の 者 V- も、 諸國 より 橥ま り、 一 時に 

やけ 死て 同じ 穴に 埋まれ、 一 所の 土，/」 な. 9 ける も、 過 

去 世の 因綠 ある べし や、 生殘 たる 姥 祖父、 若さかん の 

孫子 を 失な ひ、 夫に を くれ、 妻に 別れ、 子に はなれた 

る 者 V- も、 老若男女の 釉を 連ね、 此 寺に 詣で つ 聲打ぁ 

げ て 念佛し 廻向す る こそ 殊勝 な れ、 さすが 廣 大無綠 

なる 江府 の都ビ 申せ》」 も、 一時の 煙 どなり 行て 武藏 

の 原 VJ なりし か V- 、月の 入べ き 草 もな し、 か ゝ る 折し 

も 何者かよ みけん、 

武藏野 はけ ふ はなやけ そ 若草の 
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つま もこ まれ. CN 我 もこ まれ. 0 

去 程に、 諸离民 やけ 殘る 火に かき あたり、 圍 をすべき 

よすが もな く、 晝は V」 も <\- 紛れし かど、】 化 は 物の 音 

たえて 物す ごき 有さ ま は、 言ば にもの ベ がた し、 こ VJ 

にげん ごくやけ ぬれば、 求む るに 食物な し、 旣に 餓死 

に 及びし に、 御城 樣 より 仰 付ら れ、 おなり 橋 新橋 H 本 

橋す じかい 橋 增上寺 前に 假屋 をた て、 粥 をた かせ 飢 

人 窮民に 施行し 給 ふに、 1^ のかけ、 茶碗の かけ、 半分 

やけた る ごきに うけ、 食す る こそ あさまし けれ、 頭の 

髮 はやけ ち 3- れ、 或は かた 身 かたほう や、 手足 やけつ 

る 者 も 有、 或は 衣装の びかし きを 半分 やきて 片身ば 

かり を 纒ふも 有、 か ゝる者 も 皆 富貴 榮 称に 榮 へし 者 

の はて ぞ かし、 さて きさらぎの 巾 頃に は、 竹の 柱に こ 

も を はり、 假の屋 をし つら ひ 夫々 の商寶 せし が、 後 は 

逃散り し 者 共 方々 よ. 0 寄 集まり、. 次第々々 に 賑ぁひ 

ける 所に、 公方より 銀 子 一 萬 貫目 を 下し 給り、 是をも 

つて 家居 を 悉くし つら ひ、 も VJ の 如く 商 せし むべ 

し，、」 仰 下され、 其 年の 九月 十月に は、 町々 の 者 楝を揃 

へ てた てつ >く 、もど は 大道の 廣さ六 間な りし か 共、 

往來狹 しどて 今 は 町の 廣さ十 間に 定ら れ、 車馬 道に 
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VJ  、 こほりな：、 ゆき \ 往還 自由な. 9、 又 白銀 町より 

柳 原まで 町屋， 一 通 をのけ て、 高 二 丈 四 尺に 石 を もつ 

て 、柬西 十 町 餘.^ に 土手 を つか せ^ふ 、又 本 橋 南 萬 

町より 四日 市まで 町屋を 取の け、 高 四 間に 河 端に そ 

ふて 北 を 請、 東西 二 町 半に 疊み 上らる、 日本 橋よ b 京 

橋まで 八 町の 問、 町屋三 ケ所を 取の け、 會所 三十 間づ 

つ に廣 くな し 給 ふ、 是は 町屋餘 りせき 合、 諸人い やが 

上に 入 こみ、 や、 も すれば 失火 を 出し 人 K をな やま 

す、 其上此 たびの 大火 事に、 人民 やけ 死す 事 も、 所せ 

きつ まりた る 故 *、」 て、 かく 改まり をな さしめ 給 ふな 

5. さて 右の 取の けられし 五ケ所の 町人に は 替地を 

給 はり、 其 上 引料ビ して 冢 一軒に 金子 七 拾兩宛 下さ 

れけ. 5、 又 其 年の 慕に は、 額 火の 大名 小名 殘ら す黃金 

を 恩賜 有け hN  、上 は 公侯より 下 は 民 下に 至る まで、 普 

く 君の 御惠に 依て 元の 如くに 治. 9、 繁昌 H 々に まし 

高 家 i 人 は禮儀 厚く、 賤き庶 人 も 財産の 利に 飽て、 目 

出度 榮 ふる 事、 年に まし 日に 百倍せ り、 誠に 

龜の 甲の はげた を やみん 君が 春 

江 戶雀十 一 卷目終 
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江戶雀 十二 卷目 從， 一 御城 k の 力 


. 南 本 庄之分 

一 ク S 橋より.、 四- ソめ 橋、 深 川 村、 柬小奈 木 村、 小 

极川、 行德 川口、 三 侯、 上 之 橋、 中 之 橋. >  之 橋、 大 

渡、 新田 島、 永代 島、 靈岸寺 之 近邊之 事、 付 永代 島 

八まん 宫之事 

一、 ーッ め 橋 筋 南 へ 行に、 兩側町 茶 やな ざ 有、 此間 一 一 

十 間 計 過て 左 東 へ 道 あ. -、 此通東 へ 行に、 左が は 町の 

地 尻、 此間ニ 町 有、 右が は 町 一 町 有て 八幡の 御旅 所、 

つかき 稻 荷の 宮藥師 堂 有、 入 込に 西 光寺、 是 まで 一 

町、 土 屋但馬 守 殿、 此屋敷 二 町お かく 有、 左 町の 地 尻、 

行 あたり 堀、 左右に 道 有、 かしば た 也、 前の 通 南へ 行 

に 左 半 町 近く 町 有て、 右に 御船 藏三町 有、 左 八幡の 御 

旅所 深 川 村、 此間三 町 過て 南へ 行、 左に あたけ 九、 大船 

なり、 此間ー 町 過て 左の 方に 東へ 道 有、 一 町 行て 南西 

かざ 松- 右衞門 殿、 左右に 道 有、 前の 通 南へ 行に、 右 

极平 右衞門 殿、 此 屋敷 一 町 有、 石収鎮 あり、 左側 かざ 

太 田 備中守 殿、 ついきて 尾 張中納 言樣、 伊奈 宇十郞 


殿、 此間 1 一町 有て 左右 へ 道 有、 かしば た通柬 へ 少し 行 

て 右に 橋 有、 左が は 奈 半十郎 殿よ こや 一 町の 餘有 

て、 左 北へ 道 有、 前の かし 通 東へ 行に、 小 楊 渡りて 又 

左 北 へ 道 有、 前の かし 通柬 へ 1 一町 行て 右に 橋 有、 此所 

に 貸 船 有、 左に 道 有、 前の かし 通 東へ 行に、 久增院 よ 

こや 一 町 有て、 左 北へ 道せ、 前の かし 通 東へ 行に、 屋 

数の 地 尻 二 町 近く 行て 一 心 寺、 夫より 一 町 行て 北へ 

道 有、 前の かし 通 東へ 行に、 近 藤 逢 九 郎殿地 尻 一 町 有 

て 、水 1£ 辛 相樣、 つ 3- き に 町 少し 有、 中 坊宗. J^」 よ， J や、 

是 まで 二 町の 餘 有て 左 北へ 道 有、 前の かし 通 東へ 行 

に、 小 橋 渡りて 又 東北へ 道 有、 前の かし 通 東へ 行に、 

橫山 内お 殿よ こや、 つ いきて 細 川 若狹守 殿、 十 願 寺 地 

尻、 此 ii 三 町 半 有て 左 北へ 道 有、 前の かし 通 東へ 行 

に、 一町 過て 柳 木 十三 郞殿、 さる 江村 有、 此問 践 町 過 

て 小 橋 渡り 、雨の 橋 詰より 左 北へ 道 有、 夫れ より 一 町 

の餘 過て 又 小 橋 有、 是を 渡りて 左 北へ 道 有、 前の かし 

通 東 へ 行に、 町 一 町 有、 つ  > きな ベ や 町、 律 輕左京 殿、 

此間ニ 町 半の 餘 有て 左 北へ 道 有、 前の かし 通 東へ 行 

に、小笠原土^^守殿ょこゃ、秘平越中守殿、 つ 3- き少 

し 町 有、 此間ニ 町 半 有て 左 北へ 道 有、 但 かしば た 也、 

戶 雀 十 一 「>卷 目  I 


家 はなし、 前の かし 通 東へ 行に、 屋敷 少し 有て 北へ 道 

有、 一 町 程 行ば 靈巖寺 屋敷 あり、 前の かし 通 東へ 行 

に、 やしき 少し 有て 東 平方 村、 正敎 寺、 此間五 丁 程 有 

て 北へ 道 有、 前の かし 通 東へ 三 町ば か. 9 行て 稻 荷の 

宫有、 東 こなぎ 村、 此間三 町 過て 北へ 道 有、 前の かし 

通行 あたり 御 番所な り、 小 松 川行德 川口な り、 前の 伊 

奈 半十郞 殿よ こやに 橋 有、 是を 渡りて 行 あたり 町、 左 

右に 道 有、 左の 道 南 かし 通 東へ 行に、 新 町ビて 一 町 あ 

り、 ついきて 町 有、 松 平^ 豫守殿 並に 少し 町、 是 まで 

1 町の 餘 有て 南へ 道 有、 引 込 町，、，" て 一 町 有、 東に 稻荷 

の宮 有、 前の かし 通 東へ 行に、 町 有て 左手に 橋 有、 此 

所に 大船 有、 前の かし 通 東へ 行に、 伊丹 左 近 殿、 曾 根 

源 左衞門 殿、 是 まで 一 町 程 有、 橫 てに 道 あり、 前の か 

し 通 東へ 行に、 佐 竹 右京 殿、 岡 K 豊前守 殿、 牧野 半 右 

衞門 殿、 稻葉美 濃 守 殿、 石 八 右衞門 殿、 秋 本 攝津守 殿、 

是 まで 三 町 程 有、 よこてに 道 一町 行て 行 あた. 0 神 保 

左 京 殿、 左右に 道 有、 前の かし 通 東へ 行に、 板 倉筑後 

守 殿、 此 屋敷 一 町 程 有、 橫 手に 道 有、 前の かし 通 東へ 

行に、 松； 牛 丹 波 守 殿、 牧野 佐 渡 守 殿、 增山兵 部 殿、 岡 田 

豐前守 殿、 是 まで 三 町、 よこてに 道 有、 前の かし 通 東 
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へ 行に、 內藤出 雲 守 殿、 水 野監物 殿、 同 出 羽 殿、 是 まで 

二 町^、 よこてに 遨有、 一 町 行て 行 あたり 又 水 野 出 羽 

-守 殿、 西つ かき 同監物 殿 やしき 有、 柬 西に 道 有、 前の 

かし：. 巡 東へ 行に、 後藤 八右衞 門 殿、 天 野彌五 右衞門 

殿、 保 科 筑前守 殿、 极平豊 前 守 殿、 土 屋民部 殿、 秋本玄 

正、 是 まで 都て 四 町の 餘有、 橫 手に 道 有、 前の かし 通 

東へ 行に、 堀 市 正殿、 土 井能 登 守 殿、 酒 井圖書 殿、 此問 

二 町 有、 よこてに 道 有、 前の かし 通 東へ 行に、 堀帘正 

殿、 土 井能 登 守 殿、 潜 井圖書 殿、 遠山 半九郞 殿、 新庄宮 

內殿、 石 九 庄三郞 殿、 此間三 町 程、 よこてに 道、 三 町 程 

行て 西 手に 石 不動、 同 申 あり、 夫より 二 町の 餘 行ば、 

核！^ 肥 前 守 殿 屋敷 へ 行、 前の かし 通柬 へ 行に、 戶澤能 

登 守 殿、 尊签和 (M  、丹 羽 左 京 殿、 石 川 大隅守 殿、 內藤右 

近 殿、 是 まで 三 町 有、 撗 手に 道 あり、 かしば た 也、 前の 

かし 通 東へ 行に、 小 橋 渡りて 田 1^ 左衞門 殿、 吉良上 

野 殿、 皆 野 西 庵、 本 多 内 記 殿、 是 まで 二 町の 餘、 よこて 

に 道存、 前の かし 通 東へ 行に、 加 藤 }^ 左衞門 殿、 ， 蜂須 

賀飛騍 守 殿、 戶 田主稅 殿、 稻葉八 左衞門 殿、 大森半 七 

殿、 极本彌 五兵 衞殿、 新 庄隱岐 守 殿、 小 笠原彥 太夫 殿- 

此間四 町 程 有、 よこてに 道 有、 前の かし 通 東へ 行に、 
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加々 爪 次 郞右衞 門 殿、 佐 藤 勘 右衞門 殿、 中 根 } ^十郞 

殿、 本 多帶刀 殿、 戶田相 摸 守 殿、 是 まで. 三 町 程、 よこて 

に 道 有、 一一^の 餘 行て、 西に 淨妙 寺、 前の かし 通 東へ 

行に、 織 m 佥左衞 門 殿、 水 野 宇 左衞門 殿、 川 野 了 意、 是 

まで 四 町、 行 あたり 小 核 川 VJ いふ、 右に 道 有、 行德川 

口な り、 

一 、右 之 內曾极 源 左衞門 殿よ こや 一 町 行ば、 左へ 道 

有、 半 町 行 右て 南へ 道 有、 一 町 半 行て 少し 町 行 あたり 

に 有、 左 東へ 道 有、 少し 行て 南へ 行に 道、 西が は 一町 

まち や、 行 あたり 靈巖 寺の 坊舍ー 一 ケ 所有、 右近 道 一 町 

程 有、 內に橋 有、 左の 道 演邊を 四 町 程 行て、 南て に 核 

1^ 加 賀殿濱 屋敷 有、 夫よ. 5 五町の 餘 行て、 左 北へ 道 

有、 

一 、右 之內行 あたりの 町よ， 9、 左 東への 道 VJ 書 置 候 

通、 六 町 程 やしきの 地 尻 を 左に 見て 行ば、 右に 水野監 

物 殿、 同 出 羽 守 殿、 同 やしきの 地 尻 有、 夫より 七 町 程 

行ば、 右に 極樂 寺、 左 東へ 道 有、 此通七 町ば か， 5 行ば、 

南 手に 自法寺 有、 內に まが. 5 道、 小 橋 有、 夫よ. 9 四 町 

の餘 行ば、 行 あたり 明 地、 左右に 道 有、 前の 通極樂 丄寸 

のよ こやに 付て 二 町 半 行ば、 左に 道 有、 小 橋 渡りて 南 


東 かざ 极 1^ 備前守 殿 やしき 有、 夫より 又 三 町 行て 小 

橋 有、 则錢 りて 左手に 石の 猿 有、 夫より 一 町 行ば 海な 

、前の 通 少し 行て 左 東へ 道 あ. 5、gT 町の 餘 行て 南 手 

に $： 奈半 十郞殿 やしき 有、 夫より 六 町ば かり 行て 行 

あたり は 明 地な， 9、 左右に 道 有、 前の 通 堀端に 付て 十 

六 町 東 へ 行ば、 小极 川の 川筋 へ 出る 、左 北 へ 道 有、 

一 、伊奈 半十郞 殿よ こての 橋、 南の 詰より 右への 道 西 

へ 少し 行て 南へ 道 有、 此通 右側に 御舟 藏有、 彌兵衞 
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町、 此所 一 町 過て 橫 手に 道 有、 左に 町の 橫屋 並に 稻荷 

の小宮 有、 右 杉 浦內藏 殿、 此間 一 町 行て 行 あたり、 榊 

原 熊 之 助 殿、 前の 通 南へ 行に、 杉 浦內藏 殿、 此 やしき 

一^ 有、 よこてに 道、 二 町 過て 行 あたり 伊奈 半十郞 

殿、 前 之 通 北へ 行に、 少 ばかり 町 有、 上の 椅を 渡りて 

南 へ 行に、 次 郞兵衞 町、 夫より 中の 橋 を 渡り て 膝左衞 

門 町、 又 一 町 近く 行て、 橫 手に 道 有、 行 あた， 5 稻 荷の 

宫、 前の 通 南へ 行に、 町 半 町の 餘有、 下の 橋 を わたり 

て 助 左衞門 町、 「町の 餘を 過て 向へ 大渡 有、 夫よ. 又 

一 町の 餘 過て 左 東への 道 八蟠へ 行、 橋 口 助 兵衞町 

云、 前の 通 南へ 行に 佐 左衞門 町、 行 あたりに 橋 有、 左 

北への 道 かしば た、 室町 前の 橋 を 渡りて 一 町 行ば 又 

橋 有、 此 所に 貸 船 あり、 前の 橋 を 渡りて 右 之 道 榊 原 越 

中 守 殿、 夫より 二 町 過て 行 あたり 核 平 伊 S 守 殿、 前に 

小 橋 有、 左 北へ 道 あり、 

一 、八幡へ 行 道、 橋 口 助 兵衛町 右側に 正 元 寺、 此間 一 

町の 餘 過て 左右に 道 有、 小 橋 渡て 又 左右に 道 有、 前の 

通 東へ 行に、 江戶町 一 町 近く 有て 左右に 道 有、 左 南の 

道 かしば た隱即 寺万德 寺、 此問 一 町、 橫 手に 道 有、 前 

の 通 東 へ 行に、 小 橋 渡りて 左右に 道 あり、 前の 通 東 へ 
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行に、 兩側茶 星 一 町 有、 左 北へ 道 有、 前の 道猶 東へ 道 

有、 助 左 衞門町 ど 云、 左が は 心 光寺、 つ^きに 茶 や 一 

町 有、 左 北へ 道 有、 猶 東へ 行に、 右が は 茶 や、 左 永代 寺 

半 町 有、 夫より 東 へ 行に、 右が は 茶 や 少し 有て 横手に 

道 有、 少し 行て 行 あたり 渡 部 大隅守 殿、 前の 通 左が は 

明 地少っ レニ 町 程 有、 右が は 茶 や 一 町の 餘 有て、 はづ 

れに稻 荷の 宮 あり、 左 北へ 道 有、 八幡への 道、 前の 通 

二 町 程 行て 左への 道 加々 爪 甲斐 守 殿濱 屋敷、 すぐ 道 

三 町 行ば 紀州中 鈉言檨 御 やしき 有、 扨 又 八幡への 

道 一町が 問、 兩側茶 や、 小 橋 渡りて 失より 東へ 一町 程 

行て 北へ 行に、 八幡宮 有、 左 天照大神 宮 * 右 春：！： 大明 

神 有、 

永代 島 八幡宮 

一 、此 永代 島の 八幡宮 は、 その かみ 宽永 元年の 頃、 長 

威 法 印^ 年 七 句に たけた 、あ るよ の 夢に、 八 正宫を 

おがみ 奉り、 夢中に 詫宣 有け る は、 我 永代 島に 鱲 座す 

ベ し ど 、斯の 如く 數 度の 靈夢を 蒙む り 給 ふ、 是 によつ 

て自 から 信 を 起し、 一 ;K の 宮所を 建て 八^宮 を勸請 

す、 同き 八 年に あたりて やう やぐ 再興 を どけたり、 御 

神！！ は菅 1^ 相の 御： ^どして、 中古 は 源 一ー1 位 入道 賴政 


是を あがめら る、、 其 後 千 葉 の 助の 家に うやま ひ、 後 

又 大將軍 源の 尊 氏 公に 傳 はり、 夫より 鎌 倉の 公方 基 

氏より 同 持 氏 公に 傅 はり、 同 管領 上 杉 家に 崇敬 有て、 

太 H 道灌 深く 崇め 奉る、 も，、」 は 下總國 にお はし まし 

ける を、 和 光有綠 の大悲 によって 今此當 社に 安置せ 

しめ、 御神體 どならせ 給へ り、 伊勢 太 祌宮春 大明 

祌 、左右に 相なら び 給 ふ、 則 八幡 三 社 ビ 崇め 舉る、 同 

き寬永 一 一 十 年 癸未 八月 十五 日 に 1 羽て 祭 禮を行 奉 る 、 


夫より 毎年 式 VJ して 愈々 神德 深く 諸人 渴 仰の 頭を倾 

ぶけ、 島のう ち 日々 に娠 ひて 今 は 人家 立つ いけり、 

慶 安四 年の 頃よ. 5 法務 貫首の 仰に よって 宮寺ビ なさ 

れ、 大榮山 永代 寺，.」 號 せらる、 同く 五 年の 夏、 ；：^ 法大 

師吿げ 給 ふ 御 夢想の 歌に、 

名に しお ふ ひろめん 法の わが 家 を 

人の こ、 ろのう る ほ はす- yj も 

是 によって、 高野山 兩門主 碩學其 外東國 一 派の^ 僧、 

この 永代 島に 集會 せしめ 一 夏 九 旬の 間 法談 有、 別に 

高祖 大師の 御影堂 を 立て 眞言 三 密の秘 蹟を講 す、 夫 

より 此か た； t 前に. 龍燈を 上る 事 ありて、 おがむ 人す 

くな から や、 同じ年の 秋、 天下 泰卒 のために 神前に し 

て 流 鎘馬を はじむ、 これ 鶴が 岡の 法式 を 移す、 左右に 

假屋棧 敷 を 構 へ 、是を 見る贵 賤 上下 市 をな せ. o、 萬 治 

三年の 夏の 頃、 御室の 宮 H 光 御社 參の 節、 下向の 道に 

此 島に 詣 ふで 給 ひ、 天下 安全の ため 、雨：" の 間； t 前に 

御 念誦 を 動め 給 ふ、 此 折から 兩院 家の 詠 あり、 

永代の さか へ ひさしき 此 島の 

めぐみた えせぬ 神 垣の 內， 

又 
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立 並ぶ 常 盤の 极も色 そ ひて 

治まる 御代 は 永代の 寺 

塞に 此 島の 地 景は比 ひすぐな し、 東に は 安房 上總の 

山 を 見やり、 南に は 品 川 池 上 も 見え わたる、 未 申の 方 

に は富士 のた け、 乾の 方に は 江 城、 北に 筑波山 ほのか 

に 見えて 興 を 催 ほす、 艮の 方に は下總 にう ちっ^き、 

末 は 海 邊の磯 近く、 藤 やの 煙 立の ぼり、 風に 靡く よそ 

ほひまで、 殘 りなく 見え わたる、 詠つ きせぬ 景色な 

り、 此島を 題 どして、 詩 を 作り 歌よ むな り、 

さしくれば 波 こ  > -も VJ に 立し ほの 

ひけば 洲崎も 永代の 島 

爱 もまた 同じ 流れの 岩淸水 

すむ 心から 永代の 島 

永き 代の 浦 吹 風に 霧 はれて  ， 

八十 島 照す 月の 影 哉 

下 愚 も かく ぞ 

疾っ .s- く 花や 永代 島の 景 

一 、壹 つめ 橋より 小 核 川の 川 際までの 分、 壹 つめ 橋 を 

左に なして、 南が しを柬 へ 行に、 小 橋 渡りて 又 右 南 へ 

道 有、 前の かし 通 東へ 行に 町 一 丁 有、 前の 通 東へ 行ば 
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町 一 町 有、 左 に 二つ め 橋、 右 南 へ 道 有、 永代 島 へ 行、 前 

のかし 通 東へ 行に 町 一 町 有て 右 南へ 道 有、 前の かし 

通 東へ 行に 町 一 町 有て、 右 南 へ 道 有、 前の かし 通 東へ 

一 町 行て 又 南へ 道 有、 前の かし 通猶 東へ 行に、 同前 町 

一 丁め、 此所 過て 南へ 道 有、 同町 二 町め、 右撗 手に 道 

有、 左に 三つめ 橋 有、 二 町め につ 3. きて 德右衞 門 町 一 

丁め、 橫 手に 道 有、 同 二 町 目、 西 すぐによ こて 有、 又 東 

はづれ によ こて 有、 但 かしば た 也、 前の かし 通 東へ 行 

に、 小 橋 渡りて 南へ 道 有、 是も かしば た 也、 前の かし 

通 東へ 行に 柳 原 三 丁目、 是は 北が しに  一 丁め 二 丁め 

有 ゆへ な， 9、 つ いきて 四 丁め よこてに 道 有、 四 丁め な 

らび新 かや 町  一 丁め 、横手に 道 有、 同 三 丁め 二 町め 北 

がしに 有、 右に よこて 道 有、 左に 四つめ 橋 有、 前の か 

し 通 東へ 行に 町 一 町 有、 是ょ， - 智樂院 持、 よこてに 道 

有、 前の かし 通 東へ 行に 、横手に 町 一 町 有、 前の 道猶 

前へ 行に 又 町  一 丁、 よこてに 道 有、 但 かしば たなり、 

前 の かし 通 東 へ 行 に 、小 橋 渡り て 南 へ 道 有、 前の 通 東 

へ 行に 四 町 程 畠、 此所 過て 左に 橋 有、 右に 道 有、 前の 

かし 通 東 へ 行に 畠、 うしろに 牧野 遠 江 守 殿、 此間ニ 町 

近 かく 有て 横手に 道 有、 前の かし 通 束へ 行に S  二 町 


有、 此 間に 中に 道 有、 うしろに 丹 羽 左 京 殿、 前 田 右近 

殿、 橫 手に 道 有、 前の かし 通 東 へ 行に、 畠 三 町 半 程 有、 

うしろに Irr^ 兵 部 殿、 土 屋民部 殿、 撗 手に 道 有、 前の 

かし 通 夫よ.， H ハ町 過て 左に 橋 有、 右に 道 有、 前の 通 

夫よ， 9 一  町 行ば、 向へ 船渡し あるな， o、 

一 、右 之 町の よこて 通、 二つめ 橋 筋 南へ 行に、 雨に 町 

のよ こや 有て 左 小 笠 原 丹 波 守 殿 地 尻、 右宮崎 若狹守 

殿 組ニケ 所、 つ^きに 島 田 出 雲 守 殿、 外に 又 ニケ所 


有、 左 一 町 町 や、 後に 宫崎若 狹守殿 組、 左右に 道 有、 此 

問 二 町 近く 有て 小 橋 有、 是を渡 て 左 入 込、 堀ぎ わ 真 

田 豆 守 殿、 つ Y き長景 寺、 右に 道 有て つ 3. き 渾輕七 

郎兵衞 殿よ こや、 此間 一 町 計 有て 左右に 道 有、 前の 通 

南へ ゆく に、 左 酒 井 左衞門 殿よ こや 二 町ば かり 有、 土 

井 周 防 守 殿、 此 屋敷 一 町、 撗 手に 道 有、 南東 かざに 菅 

野 谷 八 郞兵衞 殿、 前の つかき 松； 牛內藏 殿、 此 屋敷 一 町 

の餘 有、 左 久增院 地 尻 一 町の 餘、 右一 町 明 地な り、 

此所 過て 左右に 道 有、 前の 道 南 へ 行に 、橋 渡 り て 行 あ 

たり 町、 左右に 道 有、 左へ 少し 行て 南へ 行に、 雨が は 

屋敷の よこ や 一 町 程 有て、 左 坂 部 三十 郞殿、 同 三 之 助 

殿、 右 伊奈 左衞門 殿、 左靈巖 寺、 是 まで 三 町 程、 行 あた 

b の 寺淨心 寺、 夫より 南 を さして 行に、 一 町の 餘 行て 

右に 材木 町 五町 程が 間に 有、 伹 堀の 中に 有、 あい/. \ 

に 道 あれ V- も 家 はなし、 敷の 內な， 5  、左が は 正 覺寺魔 

尊 寺淨逮 寺、 サ 化に 海 福 寺 心行 寺 支 心 寺 法 生 寺養學 寺、 

ついきに 久^ 大和 守 殿.. 是 まで 四 町、 夫れ より 小 橋 渡 

て、 明 蓮 寺 半 町 程 有、 夫れ より 又 小檢渡 て 一 一 町 程 

行ば 八幡の 道 へ 出る 、左右 道 あり、 

一 、右 之 町よ 東う しろ 通 南へ 行に、 雨 側 町の よこ や 
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有て、 右 小 笠 原 丹 波 守 殿、 つ いき 宫崎 i お 狭 守 殿 組、 左 

榊原十郎兵衞殿、核：牛半七殿、^3-條武兵衞殿、 此問ニ 

町 近く 有て 夫より 右の 堀に 付て 南東へ ふ. 5 て 行ば、 

右 は 屋敷の 地 な. 9、 一  町の 餘 行て 左右に 道 有、 行 あ 

た， - 阿部^ 豫守 殿、 東つ かき 諸 星 淸左衞 門 殿、 近 山 五 

郞右衞 門； 減、 久世 大和 守 殿、 是 まで 三 町 近く 有、、 此通 

東 十 町 程つ かきて 有、 右 之久世 大和 守 殿 屋敷より 一 

町 行て、 右手に 土 井能 登 守 殿、 此 やしき 二 町 有、 夫よ 

り 小 橋 渡り 、雨の 橋 iil より 左右に 道 有、 前の 通 東へ 行 

に、 左に 永 井 伊賀 守 殿、 此 屋敷 二 町 有、 右 大徳 院 かま 

へ  一 ^有、 あ ひ を へ だて、 牧野 因幡 守 殿 地 尻 一 町 有" 

夫よ. 0 さきに 家な し、 前の 阿部 伊豫 殿より 右への 道 

に 小 橋 有、 是 まで 渡. 5 て 西へ 行に、 右 長景 寺、 左に 道 

有て 酒 井 左 衞門督 殿、 此間ー 町 行て 行 あたり 堀、 左右 

_ ー售ぁ hN、 

一 、右 之 通より 東う しろ 通 南へ 行に、 雨 側 町の 橫ゃ 

有、 左 山 名 表 左衞門 殿、 右松 前 八 左衞門 殿、 つ  >  き 星 

敷の 地 尻、 左津 田： 牛四郞 殿、 建 部傅內 殿、 一 色 七兵衞 

殿、 新 庄勘助 殿、 打 越 次 右衞門 殿、 右 間宫又 左衞門 殿、 

左內膝 虎之助 殿、 右島 田 權三郞 殿、 左 山內數 .it 殿、 此 
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間 一一 一町、 行 あた り 諸 星 淸左衞 門 殿、 左右に 道 有、 

一 、右 之 通 東う しろ 通 南へ 行に、 兩側町 やの 橫手、 左 

五見 小才 次 殿、 中 山勘 之 一 殿、 右奈井 五郎 兵衞 殿、 津 

金 理左衞 門 殿、 左 細 井 喜三郞 殿、 右山 崎 三 左衞門 殿、 

左 小幡五 左衞門 殿、 右 皆 川 半 助 殿、 ついき 屋敷の 地 

尻、 左 阿部 大膳 正殿、 平 長 八 殿、 此間三 町、 行 あた， 5 

久世 大和 守 殿、 左右 道 有、 

一 、右 之 通 東う しろ 通 南へ 行に、 左右に 町の 撗ゃ、 但 

同前 町 一町め 二 町め の あひなり、 右 菅沼勘 解 由 殿、 右 

□  □ 才兵衞 殿つ  > きて 梶 藤右衞 門 殿 小 見 山 左 兵衞殿 

門 奈三郞 右衞門 殿、 つ いき やしきの 地 尻、 六鄕 藤右衞 

門 殿、 曾 我 极助之 進 殿、 此間三 町、 左右に 道 有、 前の 通 

一 町 行て 左 東へ 道 有、 前の 通 南へ 行に、 左 織 田內記 

殿、 此 やしき 一町 過て 左右に 道 有、 左の 道 東へ 行に、 

南が は 近 藤 彥九郎 殿、 ついき 水 11U 辛 栩樣御 やしき 地 

尻、 此通ニ 町 行 て 行 あた. 9 北條 安房 守 殿、 前 の 通よ 

右の 道へ 西へ 行に、 左淨行 寺よ こて 一 町 有、 右に 若 王 

寺、 ついき 鈴 木 修理 正殿、 左 一 心 寺 地 尻、 松 1^ 佐 渡 守 

殿 美 濃 部 十右衞 門 殿 I 此問四 町の 餘 行て 行 あた 寺 

久增院 、左右に 道 有、 前の 通 南へ 行に、 一町 行ば 左右 
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に 道 有、 行 あたり 堀な， 9、 

一 、右 之 通 東う しろ 通 南へ 行に、 雨 側 町の 橫ゃ 有て、 

左 服 部 六 左衞門 殿、 ついき 尾 敷の 地 尻、 右柴 山主税 

殿 伊鄕次 左衞門 殿中 村 金 右 衞門殿 加 藤 三 左 衞門殿 松 

1^ 忠兵衞 殿 戶田源 兵 衞殿小 村 七 兵 衞殿左 竹 本 武兵衞 

殿、 右 別 所 理兵衞 殿、 左 一 色 1 1 郞兵衞 殿、 此問三 町、 左 

右に 道 有、 前の 通 一 町 行て 行 あたり 織 田 内 記 殿 橫屋、 

左右に 道 有、 

一、 右 之： g 東う しろ 通 南へ 行に、 兩侧 町の 撗屋、 左 天 

野 五郎太夫 殿 組 一 町の 餘有、 右 森 佐 左衞門 殿、 本 田 新 

七郞 殿、 大炊 利兵衞 殿、 高 井 三 郎兵衞 殿、 つ V き 屋敷 

の 地 尻、 左 明 地  一 丁の 餘有、 此間三 町、 行 あた， 9 土 井 

周 防 守 殿、 左右に 道 有、 

一 、右 之 f$ へ 一町、 うしろ 通 西 かし はた 南へ 行に、 

町の よこ や 有、 ついきて 鈴 木 佐 左 衞門殿 組 一町の 餘 

有、 夫よ.^ 岩 出 佐 五 右 衞門殿 組 一町、 是 まで 三 町 ほ 

ど、 左に 橋 有、 右へ 道 有、 前の 通 南へ 行に、 土 井能 登 守 

殿よ こや 一 町の 餘有、 右 西へ 道 有、 前の かし 通. 9 南へ 

二 町 近く 行て 北 かざ 中 坊宗签 、行 あた 掘 左に 有、 右 

に 道 有、 但 かしば たなり、 


i  、右 西が しょり 東の 通 同 かし 南 へ ゆく に、 柳 原 三 町 

め 西よ こて、 つ いき 戶澤能 登 守 殿よ こや 一 町の 餘有、 

左 東へ 道 有、 此通を 行に 北側 同 やしき 一 町、 南が は 永 

井 伊賀 守 殿 地 尻 一 町、 行 あたり 曾 根 五郎 左 衞門殿 地 

尻、 右 南 へ 道 有、 前の かし 通 南 へ 行に、 左 永 井 伊賀 守 

殿よ こや 一 町 半 有、 小 橋 渡 て 右に 橋 有、 左に も 道 

有、 前の かし 通 南へ 行に、 大德 院橫ゃ 一 町 半 程 有、 左 

に 道 有、 東 へ 行に 右 宫毛能 登 守 殿よ こや、 細 川 若狹守 

殿 地 尻、 っ^き 十 願 寺 明 照 寺 地 尻 三 町 半 有、 左 大徳 院 

地 尻 一 町 有て 橫 手に 道 あり、 前の ついき 牧野 因幡 守 

殿、 此 屋敷 一 町 有、 よこてに 道 有、 前の つ- き、 夫よ. 9 

半 町 程 明 地よ こて 有、 猶東 へ 行に、 左右に 一 町程づ 、 

有、 行 あた. 0 明 地、 左右に 道 有、 前の かし 通 南 へ 行に、 

宮毛能 登 守 殿、 橫山內 記 殿.. 此間 一 町、 行 あたり 掘、 右 

に 橋 有、 左に 道 あ、 り、 かしば た 也、 

一 、右 之 通より 二 町 東の 通 南へ ゆく に、 雨侧 町の 橫屋 

有、 左碎井 理右衞 門 殿、 右 玉 澤彥兵 衞殿松 1^ 淸左衞 門 

殿 酋报五 郞左衞 門 殿 、横手に 道 有、 前の つ  >  き 永 井伊 

賀守殿 東よ こて、 左 は 明 地、 此間三 町、 左右に 道 有、 

前 の 通 南 へ 行 に 、右 牧野 因 Is 守 殿 東よ こて、 左が は 明 
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地、 此間 一 町の 餘有、 行 あた， -細川 若 狭 守 殿、 左右に 

道 有、 

一 、右 之 通より 東う しろ 通 南へ 行に 、雨が は 町の よこ 

や 少し 有て、 左极卒 因幡 守 殿、 右水 島 百 助 殿 田 代 又 左 

衞門殿 奥 村 七 郞右衞 門 殿、 ついき 明 地、 夫よ.^ この 

間 三 町、 左右に 道 有、 前の 通 三 町の 餘 行て 行 あた 

堀、 左右に 道 有、 但 かしば たな， 5、 

一 、右 之 通よ. 0 東う しろ 通 南へ 行に 五町 程 道 有、 行 あ 

た， 0 さる へ 村、 左右に 道 あり、 

一 、右 之 通よ.^ 東う しろ 通 西 かしば た、 左に 道 有、 南 

へ 六 町 半 有、 行 あたり 堀、 左 小 橋 有、 右に 道 有、 徂 かし 

ばた なり、 

一、 右 之 通よ.^ 東 かしば た 南へ 道 有，、 六 丁半 有、 行 あ 

たり 堀、 右に 橋 有、 左に 道 有、 かしば た 也、 

一 、右の かし 通より 四 町、 東う しろ 通 is へ 行に、 右が 

は ra5IE  、左に 畑 少し 有て、 松 1^ 市 正殿 松 平 中 務殿土 井 

周 防 守 殿 酒 井 壹岐守 殿 小 笠 原 土 佐 守 殿、 右に^ 輕左 

京 殿橫牛 一 町 程 有、 行 あたり 堀、 左右に 道 有、 かしば 

たなり、 此間六 町 半 あり、 

一 、夫より 東よ こて 通 四 通 1  程 有, 之ビぃ へ ざ も、 屋敷 
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の橫 手、 又は 田 畠の 道なる 故し るすに 及ばす、 

ちら まし 

右 凡 東西南北 三 里 四方 を有增 記す、 

右 書付 之 分惣數 

一 大名 屋形數 、凡 五 ぼ 貳拾ケ 所 之 餘歟、 

1 小名 屋敷 數、 凡 貳千八 百 七 拾 ケ所之 餘歟、 

一 寺院 之數、 凡 A 百 五 拾ケ寺 餘歟、 

一 神社 之數、 凡 百 威 拾 ケ社之 餘歟、 

一 町數、 九 百 町 之餘に 及ぶ 歟、 

一橋 數、 凡貳 fo 七 拾 ケ所之 餘歟、 

右 書付 之 道 を 町數に 精り て 凡 貳千八 百 八 拾 町之餘 

f、 但三拾 六 町 一 里に して 凡 八 拾 里 之 餘有レ 之 

歟、 
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ふ.、. -き、 それ/ \ の 名 付 所 を 見て 贈り 屈 けんに はし 

かんや、 又當所 案內の 人々 は 、愛の 近道、 かしこの 曲 

り 道まで、 御存知 有べ けれ ざ、 春雨の しめ やかに ふ 

り、 つれ < ^の あまりに は、 此書 をみ て ゑみ を ふく 

み、 予が淺 心 を 胸に たづ さへ て 其 批判の いたさし め、 

あやま h> のお ほき 所 を 世人に 傳 へて、 あきらか しめ 

給 ふべ し、 是唯當 座 の 笑 草に て、 又 VJ 取 あぐべ き 物な 

らじ、 亦 寺社 名所 舊跡 は、 右 序せ しが ご VJ  く、 古き 人 

の 物語 を 書付 侍り、 こし をれ 歌 あだ ロ發句 は、 是に U. 

あんかう の 口に 出る に 任 たれば、 見る 人の ために 耻 

を さらし、 聞 人の ために 嘲弄せられ 侍る、 され V- も い 


それ 順路 を わかつ は、 後世の ためにして 當， 代の 鑑な 

、しか あれ ど、 予愚 膝に して 己が 心に 任て 書つ  > け 

侍れば 、善惡 の 二道お ほか らん、 大略 我人の 行 べき 跡 

をした ひ、 或は 其 至れる 道を尋 聞いて、 今 一 部の 書 VJ 

はなせる、 うら むらぐ は、 諸 國の人 此江府 に 入 込 事 幾 

程 V」 い ふ 數を 知 らゃ 、然れ ば 斯 の 人 此書を 見て 、わ が 

行べき 所の 方角 を 見、 言 傅 書翰 等 を 屈ま ほしく おも 
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夫め でた き 御代の ためしに は、 唐土の 堯舜 本朝の 延 

喜 天 暦の 聖代 ど は 申せ 4r 今此 御代に はよ もま さじ、 

まこ W に 四海の 波 しづかに て、 吹 風 枝 をなら さねば、 

國 富民豊 にして、 武き 家に は 弓 を ふくろに 入、 干戈 は 

函 に 治 て 、猶も 御代 を 守護し 奉れ ば 、農 人 は 寿 耕夏植 

て 秋 かり 納る 業を營 み、 ェ商は それん \ の 所作 資 s«x 

に 暇な く、 子に 伏し 寅に 起き、 おのがし わざの 樣々 な 

るに も、 上 君の 廣き御 めぐみの 有が たさよ ビ、 萬歲 

を 唱ふ聲 、ちまたに みちて おびたい し、 かゝる 折に も 

生れ あ ひ、 水上き よき 御代 ぞビ て、 流の 末の わが 身 

まで、 榮 ゆく 花の 御江戶 にす みける 事 こそうれ しけ 

れビ、 古 鄕の事 を も 打 忘れて 年月 を 送り 侍る 所に、 旅 

の者ビ 5 も 見 へたる 男、 ふ、/」 尋ね 來 りぬ、 笠 をぬ ぎけ 

る を 見れば、 古鄕 のい VJ こに てぞ 有け り、 夢の 心地し 

て、 是は 何故 愛に は來り 給へ るぞ ビ いへば、 彼 者 申 

樣、 されば ビょ、 在所に て は、 御身の 御兩 親、 われらが 

父母まで、 其方の 事明暮 いか あんじ くらされけ 

るが、 次第に 年 もよりければ、 呼 下し、 家督 を もゅづ 


百 七十 八 

う、 隱 居の 身 W なり、 安樂に 月日 を も 送り 度 VJ の 願、 

月に かさなり、 日に まさ h- て、 どかく 片時 もはやき こ 

そ ほい なれ、 善 はいそげ 世話に もい へば、 われに 

VJ  く のぼりて W もな ひきたれ どの 使 ひに こそ 來 り つ 

れ、 早々 思 ひ 立 給 へ ビすゝ めけ る 程に、 予 がいはく、 古 

鄕ゑは 錦 をき て歸る どこ そき ゝ つるに、 我 は それに 

は ひき か へて、 しきしの たも， を 外聞 あしく ひるが 

へさん は、 且は 我み のぶて うほう を も 人に しらせ、 父 

母親 類のお もてぶ せに なさん もい かい なれば、 今し 

ばらく も 見合て こそ VJ 辭 しければ、 彼 もの 申 やう、 そ 

れは去 事 なれせ r 老少不定の 習 ひなれば、 もし へん 成 

事 も 出來て は、 悔ても 返る ベ きに あらや、 VJ かく 互に 

無事 無難なる 內に、 父母の 願 を 叶へ 給 ひて こそ、 孝行 

にもな り なん W  、强 ていさめ ける にぞ、 打 つれてく だ 

る ベ きに き はめぬ、 採む かし 今の 戀 しゅかし の 物が 

たり 過て 後、 彼 もの 申 やう、 そなた は 數年當 御 地に 住 

馴給ひ ぬれば、 町中 は 申に およばす 、神社 佛閣 迄、 殘 

らす 見た まひつ らんが、 われ は 此度ー i ての ぼり けれ 

ば、 東西南北 を も わかた す、 此 まゝ歸 りなん は ほいな 

き 事.^、 此序 にしば らく 退留 して、 あなた こなた を 見 
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めぐり、 此物 がた. 0 を古鄕 のみやげ にもせば や •/」 ぞ 

思 ふ、 ちか 比 太 儀に は 有べ けれ V- 、道 しるべして たべ 

かし ビ 申け る 程に、 われ も 年久しく は 住 けれども、 世 

わたる わざに 取 まぎれて、 こまかに 廻. 9 見る 事な し、 

然ざも そなたに は 少し まさりぬべし、 旅の つかれ を 

しばらく はらし 給 へ 、道筋 をば あない 申べ し、 まぎら 

はしき 所 は 人に も たづね きくべき ぞ かし、 我 も 幸 VJ 

こそお もへ 、在所に て 人に VJ はれ、 あいさつの てに は 

あしく ば、 めんぼくな か る ベ きに、 よく ぞ おも ひ 立 給 

ふ 物 かな VJ て、 互に 打 ゑみて 其 H はすで に 打 過ぬ、 
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第一 武藏國 の 古事 

去 間 明 ぬれば 旅人つ ビ におき、 い たづら に 逗留す ベ 

きに も あらや、 け ふより して 思 ひ 立ぬ る 江戸め ぐり 

せば やど ぞ おも ふ、 朝が れい ゝの むせる まに、 爱を武 

藏國、 、」 いへ るい われ を や 知 給 ふ、 語り 給へ ど -51.: ける 

程に、 いや VJ よ、 我 も 委き事 はし 侍らね V- 、當地 古老 

のものがた..^に開っる^^5?-有、此ロまねを申べ し、 そ も 

當園を 武藏國 ，ヒ 申 事 は 、 此國の 中に 祖父 が 嵩 ビ て 高 

き 山 有、 其 山の さま 偏 鎧 武者の 大に 怒って 立た るが 

ご どし、 されば 人 王 十二 代景行 天皇の 御宇に、：^ 本武 

尊 東夷 螭 めんが 爲此國 にく だり 給 ひ、 彼 嵩の け はし 

きを M 給 ひ、 此 山の いきお いに より、 此國の 人の 心の 

たけき 事、 餘國に 勝れた る もこ ど はり 也、 我 今 大將軍 

どして、 東夷 王 命に 背く を、 責 したが へんが 爲に くだ 

みづ から 

れ. 9、 願く は此 嵩の 祌、 我： 本 を 守る ベ しどて、 自 所持 

の 武具 を 嵩の 上なる 岩藏 にこめて、 山舯を 祭り 給 ふ、 

武具 を こめし 岩 藏の國 なれば、 文字に 武藏ご 書た る 


三股 舟 遊 花火 籍彌勒 寺： 大橋 

靈岩寺 

海 福 寺 

永代 島 八皤宮 

西本願寺 - 

永 田 il- 堪の山 王 櫂 現 

霞ケ 闕付錢 


也、 扨 程なく 國 平にお さまり ければ、 今 はは や 武者 武 

具をさしをく也 ビの たまひしょ.h^、 むさし の國 VJ 名 

付たり、 彼 嵩 は 後 弘法 大師の ぼり 給 ひて、 妙 見 菩薩 を 

勸 請し 給 ふ 故に、 妙 見 菩薩の 御嵩 VJ 申 也、 誠に 保 元 や 

治の 亂、 壽永元 暦の 合戦に も、 此國の わかもの 共 勝れ 

ねる はたらき はし つれ、 西 塔の 辨慶が 武藏坊 ど名乘 

ける も、 此 古事 を や 思 ひこめ つらん、 かれが 氣情 にて 

は尤 にこ そ 侍れ ど、 語 も あ へ ぬに 邀飯 をす へければ、 

亭主 箸 をお つど. 9 かくなん 

黑ゎ ん に 黑 米飯 はむ さし VJ も 

ちビ きこしめせ 身 もた 辨慶 

碰 g いづく でも そい、 九郞 V  J おぼしめ せ 

よし つ ねなら ぬ是は 御ち そう 

第二 御城の 方角 幷 大名 小名の 屋敷の 覺 

扨 も 名に しお ふ 花のお 江戶の 春の そら、 くもらぬ 日 

影 長閣な 、いざ、 せ 給へ 御供 せん ま、 打 つれ 宿 を 立 

出て、先御城の大下115^!' へ ぞ 誘な ひゆく、 是 こそ：：： 本の 

大將 軍の 御 住 城 也、 大廈の 御 構、 方 二十 餘町、 大手 は 

東，！： 也、 西の 御 丸 は、 御 本丸の 南に 有、 是又 大手 は 南 

向 也、 西の 御 丸、、」 御 本丸の 間に 紅葉 山 有、 東 照 大權現 

措輔， W 戶^ 卷第 1  I 


樣を崇 奉る 御佛殿 也、 されば 德 川の 流れ 淸く、 參州松 

1^ の鄉 より 新田の 跡 を か 3- やかせ 給て、 向 ふ 所に 敵 

なく、 まねか ざれ 共歸 降し、 よぐ やわらかに、 よく 剛 

なれば 一 振の 釆の 下にて、 萬 年の 永昌ビ なさし め 給 

ふ、 御城の めぐ.^ は 大名 小名の 屋形楝 をなら ベ 、軒 を 

きしり 立つ いき、 ゅゝ しか. 0 ける 事共 也、 まづ 大手 御 

門の まへ に は 酒 井 與四郞 、本 多伯耆 守、 井上 河內 守、 

稻垣對 s„t 守、 平 右 京大 夫 、ひどつ ばし のうちに は 小 

笠 原 佐 渡 守、 祌田 橋のう ちに は 松 平美繞 守、 內 1^ 山城 

守、 常 盤 橋のう ちに は黑、 田豊前 守、 本 多 伊豫 守、 典 鶴 

頭、 今 大路 延壽院 法 印道 三、 吳服 橋のう ちに は 核 備 

前 守、 米倉 主計、 蜂 須賀飛 驟 守、 戶田釆 女 正、 极平丹 波 

守、 丹 羽 遠 江 守 これ 町 御 奉行な.^、 さて 西の 御 九の 下 

に は 稻葉丹 後 守、 秋 元伹馬 守、 永 井 伊豆守、 加 藤 越 中 

守、 大久 保加賀 守、 同 長 門 守、 依田 新 五郎、 加 藤 源 五 

郎、 中 村 新右衞 門、 杉 浦 藤 五郎、 中 條丹波 守、 田 中左衞 

門、 小 1^ 與次 兵衞、 土 田 孫 左 衞門、 稻 葉- 十 郞、： 牛 ra 仁 

兵衞、 三 浦壹岐 守、 岡 和 泉 守、 安藤 信 濃 守、 間 部 越 前 

守、 その外 大小 名の 御屋 しき 軒 をなら ベ たり、 また 御 

； 屋 あり、 たつの 口より 大名 小路までに は 御 傅奏御 

百 八十 三 
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屋 しき、 御 評定 所 、土星 相 摸 守、 极 倂豫 守、 細 川 越 中 

守、 松 平加絮 守、 土 井 周 防 守、 溝 ロ伯耆 守、 酒 井 左衞門 

尉、松^^出羽守、織田越前守、松1^越後守、坪內能登守、 

これ また 町 御 奉行所な り、 松 平 土 佐 守、 核 平淡 路守、 

靑山 下野 守、 松 1^ 右 衞門督 、松 1^ 和 泉 守、 牧野 大學、 

田 能 登 守、 松 下野 守、 野壹岐 守、 これ も 又 町 御 奉行 

所な り、 小路 をへ だて ゝ土屋 山城 守、 靑山播 磨 守、 松 

1^ 主 殿 頭、 さて 又 馬塲先 御門の 外に は 齋藤帶 刀、 これ 

火け し 御 役 也、 林大學 頭、 山 下道 壽、 米倉 新 五郎、 同じ 

ならびに 高 倉殿屋 しき あり、 まこ ビ にさ かゆる 卸 城 

下の 風情い VJ  VJ う VJ ぐぞお ぼ ゆ、 櫻 S 御門の 外、 御堀 

ばた に は 井伊 掃 部 頭、 井上 志 摩 守、 上杉彈 正、 松平大 

膳大 夫、 日 比 谷 御門の 外に は、 櫻 田 御て ん御屋 形な 

り、 姬 門の 內に、 极卒丹 後 守、 阿部 對馬 守、 松 平薩摩 

守、 酒 井石 見守、 i^: 牛 主 殿 之 介、 松 1^ 兵 庫、 幸 橋の 內に 

は、 石川吉 十郞、 鍋 島加賀 守、 极平大 隅 守、 秋 田 信 濃 

守、 本 多 吉十郞 、南部 大膳、 橫山內 記、 渡邊越 中、 伊東 

出 雲 守、 龜 井隱岐 守、 永代 橋の 內に は、 半田 三 郎左衞 

門、 朽木丹 波、 阿部 飛 禪 守、 西 尾隱岐 守、 稻葉出 羽 守、 

虎の御門の內ょ..^櫻^御門の外迄には、掘田對馬守、 
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极平周 防 守、 黑 E 甲斐 守、 相馬彈 正、 阿部 伊豫 守、 板 倉 

隱岐 守、 本 多 備前守 、松 16. 安藝 守、 黑田 右衞門 佐、 永 田 

町の 近所に は、 井上 兵 庫、 岡 部 三 之 t^l、 丸 岡 丹 後 守、 淺 

野采女 正、 岡 部 次 郞兵衞 、永 井 彥兵衞 、小 出 宮內、 兼 松 

又 四郎、 村瀨 伊左衛門、 高木 勘 解 由、 坪內源 五郎、 古田 

作左衞 門、 吉田策 庵 * 保 科 主 水、 成瀨 惣右衞 門、 加 藤 平 

右衞 門、 加藤權 七、 永 田 町 山 王の 近所に は、 丹 羽若狹 

守、 內藤紀 伊 守、 平 外 記、 設樂甚 三郞、 小 愈 孫 太郞、 

門奈 助左衞 門、 永 田 小左衞 門、 永 田 淸兵衞 、永 田 善 七 

郎、 大久保 四 郞左衞 門、 內. 藤 伊勢 守、 阿部 丹 波 守、 fel^ 

左 近、 牧野 淸兵衞 、永 井 傳八、 永井彌 右衛門、 山 王の 裏 

門 通りに は 岡 部 美 濃、 西 鄉若狹 守、 赤 坂 御門の 內に 

は、 极平出 羽 守、 菅沼主 水、 菅沼越 中 守、 紀州中 納言公 

の 御屋形 也、 土橋の 內 外に、 尾 張中將 公の 御 屋形有 * 

又 一 谷の 御門の 外に、 尾 州 中納言 公の 御屋形 有、 扨 又 

土橋の 內に、 井伊 掃 部 頭 下屋敷 有、 土橋の 外に、 紀州 

中納言 公の 御屋 形、 小路 を 隔て 立 向 ふ 、それより 赤 坂 

の 方 へ 行ば、 渡 邊若狹 守、 水 野： 牛 右衛門、 久野丹 波 守、 

三 枝隱岐 守、 諷訪勘 兵衞、 千代 姬君樣 之 御 星 形 有、 井 

上 左 太夫、 妻 木 偉 兵衞、 竹 越 山城、 徵訪左 門、 松； 牛 左 兵 


衞 、松-牛 llii^ 作 守、 靑山 宿に は、 靑山內 記、 靑山 下野 守、 

靑山播 磨 守、 さて 其 先々 を す 也、 虎の 御門の 外に 

は、 田中大 隅、 谷帶 刀、 谷藏 人、 谷 出 羽、 野瀨帘 十郎、 岡 

田 八 郎右衞 門、 中西圖 書、 織田內 記、 松 1^ 丹 後 守、 戶川 

玄蕃、 极平 大和 守、 牧野 半右衞 門、 牧野 職 河、 朽木監 

物、 竹 中 左 京、 永代 橋の 外に、 京極備 中、 木 下右衞 門、 

相 良 遠 江、 島津 飛驟、 一 柳對 馬、 稻葉 右京、 同 庄右衞 

門、 分 部 隼 人、 松平采 女、 幸 橋の 外に は、 大衬 因幡、 秋 

月 佐 渡、 松 平 久米之 介、 永 野 左 近、 有 liil 左衞 門、 井上 傳 

庵、 山 內次郎 太郎、 岡 部 丹 波、 木 下 長 兵衞、 池田釆 女、 

中 川 佐 渡 守、 岡 部 志 摩 守、 片桐新 之丞、 同 主 膳、^ 增上 

寺 裏門 通に は、 野瀨 日向 守、 仙 石 因幡 守、 堀飛驊 守、 田 

村右京、极^^陸奧守、松：牛帶刀、內藤三左衞門、神尾五 

郞次郎 、溝 口 土 佐 守、 桑 山 丹 後、 藤 堂 主馬、 同庄 兵衞、 

1^ 野 丹 波、 愛宕の 下に は 阿部 伊豫 守、 牧野 大膳、 細 川 

丹 後、 跡 部 宮內、 片桐縫 殿、 同 主 膳、 石河藏 人、 fel^ 隱 

岐守、 本 多 美 作 守、 野瀨 庄左衞 門、 松 1^ 丹 後 守、 松平但 

馬 守 、青木 仁右衞 門、 靑木 甲斐 守、 川 勝 孫 四郞、 長 谷川 

五左衞 門、 藤堂釆 女、 是 等の 人々 の 屋敷 也、 日 比 谷 一 

町 目より、 金 杉 迄の 濱 手に は 脇 坂 淡跻、 松， 牛陸奧 守、 
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保 科 肥 後 守、 神 尾若狹 守、 森 和，： T 水 守、 關備前 守、 加 藤 佐 

渡 守、 校 1^ 右 京大 夫、 松 平 大和 守、 平伯耆 守、 龜 井能 

登 守、 岡 部 美 濃 守、 是 等の 人々 の 屋敷 也、 鹽留 橋み 東 

の濱 手に は、 奥 1^ 美 作、 秋 山 十 兵衞御 はまの 御 てん、 

州 中納言 公の 御下屋 しき、 稻葉丹 後 守、 松 平 安藝 守、 是 

等の 人々 の 下屋敷 也、 紀伊國 橋より 木 引 町 七 丁續た 

るう しろに は、 先紀州 中納言 公の 御藏 屋敷、 かいつ め 

次 郎右衞 門、 崎 權左衞 門、 新庄長 門、 伊達 宮內、 板 倉 

隱岐 守、 小 出 甚左衞 門、 朽木彌 五兵衛、 京 極ま 膳、 核 平 

支蕃、 平 周 防 守、 松 l^ffi 九郎、 松 1^ 久之丞 、山 岡三郞 

兵衞、 鐵炮洲 の 築地に は 松 1^ 遠 江 守、 大岡備 前 守、 酒 

井 靱晨、 奧： 牛 美 作 守、 彥 坂伯耆 守、 小 笠 原犛人 fir 井伊 

伯耆 守、 保 科 兵 部少、 久 志本內 記、 石 野 八 兵衞、 南 八 町 

堀に、 本 多隱岐 守、 井伊 掃 部頭藏 屋敷、 丹 羽 若 狹守藏 

屋敷、 牧野 八 太夫、 松 1^ 和 泉 守、 北 八 町 堀に、 今 村悔四 

郎、 酒 井 兵 部、 J^le. 丹 波 守、 三宅甚 兵衞、 前 田 左 兵衞、 

疋田半 兵衞、 鳥居 播磨、 松 平 越 中 守、 小 笠 原 安藝 守、 小 

濱源 次郎、 九 鬼 内 匠、 間宮 酒造 1^ 一、 向井 將監、 牧野 因 

幡、 小； M 民 部少、 小 濱奎之 介、 紳尾 市左衞 門、 島 彌左衞 

門、 其 外 は 町與カ 同心 等の やしき 也、 本 靈山石 島に は、 
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井上筑後守、松卒兵部少の屋敷有、北新堀には核^^伊 

豆 守、 朽木 伊豫 守、 阿部豊後守、 久世出 雲 守、 是 等の 人 

人の 下屋敷 也、 くづ れ ばし 近所の 演 手に は 、大名 下屋 

敷、 小名の 居 屋敷 打續 く、 先安 藤對 守、 酒 井河 內守、 

土居內 記、 同 式部 少、 酒 井 靱貭、 阿部 伊豫 守、 永 井 伊賀 

守、 淺倉新 十郎、 大島源 十郞、 板 倉 伊右衞 門、 靑山播 磨 

守、 井上 相 摸 守、 水 戶中納 言 公、 秋元但 守、 堀 3 下 

總、 牧野 備後 守、 岡 田 將監、 fe: 牛備前 守， 其 外 は 小役人 

の 面々 也、 柳 原の 土手の 內に は、 土 居 周 防 守、 西尾權 

之 介、 i^; 牛 伊豆守、 本 多 中務、 戶田石 見、 大澤 右京、 黑 

川 丹 波、 六鄉佐 渡、 細川豊 前、 水 野 第 人、 市 橋 三 四郎、 

一 色 右京、 依田 源藏、 保 田 甚兵衞 、大草 七十 郞、 小幡又 

兵衞、 伊奈 半 十郞、 守 川 勘右衞 門、 酒 井 壹岐、 勝 屋庄右 

衞門、 彥坂 壹岐、 上 村 土 佐、 細川豐 前、 稻葉 七左衞 門、 內 

藤 右近、 山 田 左 兵衞、 井上 三十 郎、 加 藤" 內、 德山 五兵 

衞、 遠藤備 前、 石 川 八 郎左衞 門、 土 居 左 門、 瀧 川 長 門、 

市 橋 下總、 本 多 中務、 井上 左 兵衞、 依田 內藏 助、 加 藤 織 

部、 甲斐 庄 □□□ 、春；：： 左衞 門、 渾田 平左衞 門、 前 民 

部、 三 浦 越 中、 戶田 但^、 渡邊孫 三、 建 部 傳右衞 門、 市 

橋 傅藏、 山 本 半左衞 門，、 是 等の 人々 の 屋敷 也、 神 田 橋 
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の 外に は、 永 井 伊賀 守、 舯尾 下總、 秘 "r^ 對馬、 中 山 丹 波 

守、 加 藤 伊織、 彥坂 壹岐、 御 大工の 木原內 匠、 同 鈴木修 

狸、 小 笠 原上纤 介， 御堀ば たに は 宫崎織 部、 久保 五兵 

衞、 久保 吉右衞 門、 一 つ 橋の 外に は 三 浦 壹岐、 土屋備 

前、..： ：1 根 1^ 十郞、 內藤甚 之丞、 高 井 作左衞 門、 內田十 左 

衞門、 池田帶 刀、 戶田 右京、 橫 田次郎 兵衞、 大草主 膳、 

岡 部 出 羽 守、 きぢ 橋の 外に は、 大岡 彌右衞 門、 井上 筑 

後、 久貝 物-左 衞 1： 、小 笠 原 丹齋、 榊原釆 女、 其 外 御臺所 

方の 諸 役人 也、 淸水 御門の 外に は、 稻垣藏 人、 揖斐五 

左衞 門、 永 見 新右衞 門、 加 藤 太 郞右衞 門、 奥山 藤 十郎、 

毛 利 新兵 衞、 田 安 御門の 外に は、 太 田 式部、 火 r ぉ役屋 

敷、 酒 井土 佐、 水 野 甲斐、 渡邊 1^ 三郎、 峰屋半 之丞、 朝. 

岡權 三郎： 小 野次 郞右衞 門、 永 井 外 記、 關 兵左衞 門、 大 

久保吉 之 1^1、 新 見 勘左衞 門、 大久保 半 兵衞、 さて 又 外 

くるわの 御門の 內番 町筋に は、 御 旗本 之 面々、 軒 をな 

らべ楝 をつ いけて 立て つらねたり、 小石 川 御門の 外 

に は、 水 戶中納 言 公の 御屋 形、 同 御 家老の 中 山 備前屋 

敷有、水道橋の外には、松^^紀伊守、小笠原壹岐守、曾 

我 伊賀 守、 石 丸石 見守、 安藤 九 郞左衞 門、 山 口 太郞千 

代、 本 多大 膳、 加 藤 i< 兵衞、 稻葉 八左衞 門、 酒 井越 前 


守、 小 笠 原內匠 頭、 本 多 肥 前 守、 筋 違 橋の 外に は、 本 多 

下野 守、 丹 羽 長 門 守、 杉 浦內藏 、核 1^ 伊勢 守、 土屋主 

秕、 遠藤備 前、 本 多 將監、 和 泉 橋の 外に は、 松！^ 因幡、 

牧野 長 門、 京 極 甲斐、 籐堂和 系、 新庄主 殿、 水 野 集 人、 

藤 堂 佐 渡 守、 あたらし 橋の 外に は、 本 多 円藏、 中 根 平 

十郞、 酒 井左衞 門、 宗對 馬、 松 浦 伊右衞 門、 佐 竹 右京、 

律輕 越. 5. 組 屋敷、 牧野 遠 江 守、 加 藤 遠 江 守、 淺草 橋の 

外に は、 佐 竹 右京、 浦 肥 前、 本 多 長 門、 酒 井左衞 門、 

核 平 中務、 野の 內方々 に、 松 平 下總、 核 平 兵 部、 松 平 

大和、 核 巿正、 立 花 飛驊、 小 出 伊勢、 本多彈 正、 織 田 

山城、 II； 田備 後、 皆 川 左 京、 加 藤 遠 江、 村 越 伊豫、 岩 城 

伊豫、 酒 井 兵 部、 其 外 組 付の 與カ 屋敷 也、 本 鄕に松 平 

加賀 守、 松 飛驊 守、 榊 原 式部、 松 平 大內藏 、水 戸 宰相 

公の 御 下屋敷、 甲府 宰相 公の 御 下屋敷、 小 笠 原 內匠頭 

屋敷 有、 先 あらまし はかくの ご V」 し、 但塌中 にても 小 

名の 屋敷 は のぞきた る もお ほし、 大名の 屋敷 を も、 端 

外に 是有 をば しるさ いる 也、 

第三 江 11^ 御城の 由來 

抑 江 の 御城 VJ 申 奉る は、 後花園 院の 御宇に、 鎌 倉の 

山の 內に 管領 上 杉 右京亮 憲忠 VJ てお はせ しが、 其 家 


の 子に 太 田道眞 W 云 人、 長祿 元年に ig て 築 給 ふ VJ 也、 

されば 都 五山の 萬 里 和尙も 古き 詩 を 引て、 此 地を譽 

給 ふ ビ なん、 其 詩に 云く 

窓 合， ー西嶺 千秋 雪, 門 盤 n 東 吳萬里 舟, 

VJ 點 をよ みか へ て、 此城 かなら す 一 度 は 繁昌の 地な 

るべ し ど 申されけ るに、 少も たがわざる 賢 徳の程 こ 

そふし ぎ なれ、 扨 道 眞の息 道灌 入道 持資、 相續て 居住 

せらる、 然に享 德三甲 戌年 十二月 廿七 =1 に、 鎌 倉の 公 

方 西 御門 成 氏 公、 彼 管領 憲忠を 御所の 內 にて 誅し給 

ふ、 是ょ. 5 關 東大に みだれて 靜成 時な し、 去 程に 道灌 

は、 上 杉 修理 大失定 正の 長 臣，、 J して、 扇 谷に 伺候 せら 

れ しに、 山の 內の管 頜上杉 民部大 夫顯定 VJ 定正 W 中 

あしく 成て、 度々 軍 有け るに、 文明 十八 丙午 年 太 田 道 

灌む ほんの 事 有 どて、 定 正の 爲に誅 せられ 給 ふ、 其 時 

歒 十文字の 縫 を 道灌の 胸へ 突かけ、 比すき の 道な 

れ ば、 今 も 歌よ み 給ん や -yj 申け る に 

か ゝる時 さ こそ 命の をし から め 

かねて 有べ き 事 VJ しらすば 

ぐ」 よみ 給ふビ 也、 かくき う 成 折し も、 取 しづめ たる 辭 

世 は、 前代未聞の 事也ビ て、 世擧 てかん じけ るビ 也、 
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定正、 朝 良、 1 一代 在 城 也、 朝 良 卒し 給 ひて 後、 管 額 上 

杉 修理 大夫朝 興 居城 有し を、 牝條 氏綱攻 落し て 、四 代 

相續、 氏 直の 時に 至て 、北條 治 部少輔 遠山 左 衞門尉 を 

もって、 城代 VJ せられし に、 天 正 十八 年 七月 六 ：！： に 小 

田原沒 落して、 江 城す でに 御當 家に 屬し、 又々 御城 地 

御 見 立の 節、 西の 御 丸の 方より 御 本丸の 方へ、 いづく 

共な く鶴來 りて 舞 あそぶ、 龜は 陸地 へあがりければ、 

千秋 万歳の 印な う VJ て 御 在 城 VJ あそばさせられ さぶ 

らひてょ.，^、 どり わけ 東夷 北 狄南蠻 西戎も をの づか 

ら隨ひ 奉り、 國々 の 諸侯 大夫 はまね かざる に來， 0 公 

を 守護し 奉れ ば、 民の か ま V- もに ぎ あいて、 朝よ， 5 つ 

づぐ夕 煙、 た つや かすみの 關守も 、戶ざ ゝぬ 御代 こそ 

めでた けれ 

さゝぬ ゃ關が 原より 御代の 春 

第 四 內郭 外郭の 御門 

先 大手の 御門より 出れば、 左の 方に 平 川口の 御門、 竹 

橋の 御門、 はね 橋の 御門 有、 右の 方に 內櫻田 外 櫻 田の 

御門 有、 西の 御 丸より すぐに 出れば、 東方に 馬镇 先の 

御門 也、 それより 表へ 出れば やよ すがし、 右の 方 は 日 

比 谷 御門、 左へ ゆけば 和 田 倉の 御門、 瀧の 口の， 小 橋 


也、 ほりばた にっきて 東へ ゆけば 道 三が し、 愛に 道 三 

橋 錢瓶撟 W て 橋 二つ 有、 此餞敬 橋ビ云 は、 その かみ 橋 

かけ はじめの 節 柱た つる ビて、 瓶に 錢の 入た る を ほ 

り 出した る 故の 名 也 VJ かや、 此 橋の 南北に 御門 有、 南 

を吳服 橋の 御門 ビ云、 北 を VJ きわ 橋の 御門 W いふ、 常 

盤 橋の 御門 を 出れば、 左の 方に 祌田 橋の 御門 有、 御門 

の 外へ 出て むか ふに 大 伽らん 立 給 ふ、 あた，. y の 人に 

ビ へば こ，、 J ば をろ かに ビひ給 ふ 物 かな、 此寺 ビ 申 は 


日 域の 鎭守 どして、 御代 萬々 歲 の 御 祈願 所、 眞言 密宗 

の 丹誠 を こめて、 久 かたの 天な がく あらがねの 地久 

しく、 國土 安寧の 願 所なる を や、 されば 御本尊に は不 

動 明 王、 左 は 觀世昔 右 は釋迦 如來、 御 玉屋の 御堂 玉の 

光 を あはせ、 いら かた ふ ど く 立なら び 給 ふ、 も VJ は 下 

谷に 立 給 ひて ビし月 をへ ける を、 元祿ニ 年に 此 所に 

此寺 をう つ させ 給 ふて 、常 陸 山 知 足 院元祿 寺 VJ 申 也 、 

VJ かたるに、 い- yj た ふ. rJ  くお ぼえ て ふしおがむ、 その 

ぃビ なみ きよらかに 金銀 をち. ばめ、 まこ yj に 善つ 

くし 美つ くす VJ は、 か ゝ る 御 こ VJ を 申に や VJ  、しばし 

た^すみ て 

是ゃ ， J れ 貴き 寺 は 門から ぞ 

見へ て か V やくき がね 白が ね 

夫よ、 り 左へ 行ば 一 つ 橋、 きぢ 橋、 淸水 御門、 田 安 御門 

つ ^く、 外の 町 を 飯 田 町，、」 いふ、 それより 御堀に 付て 

廻れば 雜町 御門、 右の 方 を 辨慶堀 VJ 云、 是は その か 

み、 西 國東國 の 大名 衆へ お ほせ 付ら れ ほらせら る、 

によって、 西 東の 武藏の 堀 なれば ど て、 辨慶堀 V」 いふ 

ぐ」 也、 御門の 外 は If 町  一 丁目 也、 扨 立 歸り吳 服 橋より 

出れば、 右の 方に 鍛冶 橋の 御門、 すきや 橋の 御門、 山 


下町の 姬 御門、 土橋 を 渡りて 幸 橋の 御門、 永代 橋 VJ 虎 

の 御門 有、^ また 稷木坂 をの ぼ 、溜池に ついて まわ 

れば赤坂の御門也、是ょh^左へ行、紀伊國坂をのぼ.o 

て 土橋 有、 四つ 谷の 御門 有、 うち は 桃 町 十 町 目、 外 は 

同 十 一 町 目 也、 猶左 へ 行て 一 谷の 御門、 牛 込の 御門、 

小石 川の 御門 也、 猶々 御 掘に つきめ ぐり 行ば、 水道 

橋、 か b 橋、 筋 違 橋の 御門 也、 なを 行て 和 痰 橋、 あたら 

し 橋、 淺草 橋の 御門 也、 是 迄にて 內 外の 御門 は 見め ぐ 

-9 を わり たり 

第五 m 本 橋より 北の 町 

扨淺 草の 御門 へ 入て、 左の 方 は童朋 町、 矢の 御藏 屋橘 

町、 兩國橋 も 見へ にけ， 5、 右の 土手 こそ 柳 原、 げに靑 

柳の 枝 たれて、 直に は ゆけ V- 橫山 町、 うちつ きつ ゝ 

三 M 有、 さもし ほらし き靈 町の、 口 もす ベ るゃ汕 町、 

大傳馬 町 三 町 過、 町に 似せ yj てあら ざれ V- 、是ぞ まこ 

ぐ」 の 本 町ビ、 糙 につい きて 四 町 有、 右の 方に 打 廻ば、 

あいだに 新道へ だゝ りて、 石 町つ  > き 四 町 有、 かくは 

はづ さぬ 鐵炮 町、 小俾馬 町が 三 町 有、 それにつ けても 

ばくら う 町、 四 町 過れば 又も どの、 柳 原に ぞ出 にけ 

る、 新道 .il^ 場 や 岩 井町、 しりな わ 町ゃ鹽 町の、 しほみ 
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がきに て ひか.. >  さす、 しろ かね 町 は 四 町に て、 御堀の 

きわへ 出る 也、 土手 をへ だて ゝ かわや 町、 東へ ゆけば 

こん 屋町、 三 町つ^き て有ぞ かし、 新 石 町に 大工 町、 

田 町が 二 町 それよりも、 跡へ かへ， 5 て 白 か ベ 町、 片町 

よ. 0 も 本通りへ 出れば、 右 は 鍋 町 や 新 石 町 やすだ 町 

や、 實 商人の れんじ やく 町、 人に すじかい 橋の きわ、 

それよ..^ 歸， 9 て かお 町 を、 一 一町 過れば くたびれて、 の 

物 町に 乘 ならば、 あた ひに 出す やしろが ね 町、 十 間 

棚 や むろまち を、 三 町 行ば 日本 橋、 南北に かゝ りつ 

つ、 長さ 一 町 あまり あり、 下 は 魚 船 薪 船 數百艘 こぎつ 

V> ひ、： n 每 に市ぞ たちに ける、 西 は あま だな まきが し 

や、 う を あきな ひ をし な 川 町、 さ， が. 0 物 を も 能 見せ 

て、 人の 眼 をぬ きつけて、 ぬかば もつ ベい さや 町、、」、 

きけば うたて やす げんぐ わ を、 する が 町なら さわが 

しく、 人 をき る どもき， 9 ちん を、， yj るか VJ ら ぬか 兩が 

へ 町、 かま ぐらが し をよ そながら、 りうかん 町より 三 

川 町、 四 町の さき はき じ 町 や、 さやぎ 町の こなた 成、 

新 白 かね 町ら うそく 町、 扨 橋よりも 北に むき、 本 通の 

東に は、 大 ふな 町が 二 町 也、 小 田 原 町 も 二 町 也、 あん 

じん 町 やせ ど 物 町、 いせ 町 米が しあら め 橋、 爱ぞ 名に 


あ ふ 江戸 橋に、 こぎつけ をく や こぶな 町、 二 町の すゑ 

はこ あみ 町、 三 町 さき はく づれ 橋、 わたれば 箱 崎 町 ど 

か や、 北 新 堀 は あれなら ん、 て れ ふ れ町を ，、」 をり っゝ、 

左の 方 は 堀江 町、 三 町 有 か V」 しあん 橋、 渡る 心 はよ し 

町 や、 甚左衞 門町大 坂ち やう、 住吉 町に 住 なれて、 うた 

ふうた ひ はなに わ 町、 猶も 目出度 高 ® 町 、疆. 々舞 はま 

わ ね V- も、 いづみ 町に て 金 }^ を、 かた る も 心い さぎよ 

く、 愛 ぞうき 世の^ 盯、 はや はぢ ま. 9  VJ しばぬ にて、 

さが. 5 はの 笛 ふきや 町、 六 助 町よ. 5 見物の、 女中の 乘 

ゃ乘物 町、 長 谷川 町に 富澤 町、 新 大坂町 田 所 町、 材木 

町の 堀留 に、 知人 あれば 立より て、 しば" くやす み 居 

たりけ る、 

第 六 日本 橋より 南の 方、 京 橋 迄の 町 

いざや VJ て も 此っゐ で. に、 日本 橋よ.. >  南の 町 をめ ぐ 

ら ん ，/」 て 、米が し の 堀留 よ り 、うき 世し やう じ にさし 

かゝ り、 いそげば 程なく  H 本 橋、 札の 辻に ぞっきに け 

る、 愛よりも 方々 への 道程 を考 るに、 品 川へ ニ里ぞ 

有、 甲 州 口の 高 井 へ 三 有 也、 中 山道 板 橋へ 二 里 

ぞ有 、奥州 道の 千壽 へ も 二 里ぞぉ 也、 下 總の葛 西 へ 一 一 

里 半、 行德 へ 三 里 有 也、 鐵炮洲 へ i 一 拾 町 也、 小 松 川 へ 


1 里 八 町、 角 田 川へ 一 里 十二 町、 箕輪 橋へ 一 里 有 也、 駒 

込の 富士 へ は 一 里 六 町 也、 本鄕の 追分 へ 三十 町 也、 ぞ 

うし 谷へ  一 © 十 町、 扨 四つ 谷の 追分 迄 は 一 里 也、 目黑 

不動へ 二 里 有 也、 扨又此 橋のに しに あた， りて 壹 石橋、 

こがね ごふくの 雨後 藤、 住け る 中に かけた るビ て、 壹 

石橋 VJ は 云 VJ かや 、くれ 木の 有 は 西が し 也、 南の 方の 

本 通、 日本 橋 を 本に して、 四 町 目 こそ は 中 橋よ、 西の方 

は廣 小路、 東の 方 は 入江に て、 其い にしへの 中 橋の、 

名 を 殘し る しるしな り、 さて 本通り は 京 橋 迄 、南傳 

馬 町 三 町 也、 都合 七 町有ぞ かし、 本 通よりも 東の 方、 

四日 市- yj ていに しへ は、 市の 立た る 所、、」 かや、 萬 町に 

靑物 町、 かいぞく 橋の 向 ひ 成、 かやば 町に は 山 王の、 

御旅 所有て 其 近所、 町與カ 同心の 住所 成ぞ や、 かい ぞ 

くの はしの こなたの 川ぎ し は、 本 材木 町 七 町 有、 VJ 

は 申せ ざもう たが ひて、 左內町 VJ やお ぼす らん、 f^i^ 

町の 松が 枝 を、 もんに やつけ ん吳服 町、 二 町 通れば ご 

ふく 橋、 新道へ だて ゝ南 大工 町、 二 町 過れば 油 町、 川 

瀨石町 くれ まさ 町、 はくや 町より ひもの 町、 一 一町 過れ 

ば 御堀ば た、 南の かう じ を ひっか へし、 上 まき 町が 二 

町 ある、 下 まき 町 も 一 一町 有、 入江 を こして おが 町 も、 


1 一町つ いきて 西 へ ゆき、 南 まき 町貳町 有、 そこらで た 

が を かつち めろ、 まかせて 桶 町貳町 過、 まなこの 玉の 

さや 町 を、 は づせマ 二 K て 二 町 過、 南の 方 へ いなば 町、 く 

まの そだち かす^き 町、 船路の 旅の かお 町 を、 貳 町ヾ」 

云 はろ の 事 か 、五郎 兵 衞町疊 町、 た、 みあげた る 草 招 

の、 ぐそく 町き て さね も. 0 の、 むかしが た. 0 のびん ひ 

げを、 そむる はすみ 町い さぎよ く、 問 も 竹 町 二 町に 

て、 京 橋 愛に 北 こん 屋町、 是もニ 町で 堀ば たの、 小 橋 

のき わに 出る 也、 

第 七 京 橋よ b 新橋 迄の^ 

扨 京 橋 を 打 渡り、 南の 方の 本 通、 新 兩替町 四 町 也、 尾 

張 町 は 二 町 有、 竹 川 町へ 出 雲 町、 是 新橋の は しづめ 

也、 扨 京 橋の ひがしに は、 金 六 町 や 水 谷 町、 橋 を わた 

-.^ て 凡 町 堀、 南北 41 〈に 五町 づ、、 打 過 ゆけば いなり 

橋、 それより 南へ をし ま はり、 本み な ど 町 三 町 有、 愛 

にて 船 松 町 VJ かや、 本 あみだな や 拾 間 町、 ほのぼのぐ」 

よむ あかし 町、 江 町 V」 や 飯 田 町、 川口 町に ゑ だた る 

る、 上 柳 町 志 水 町、 むすぶ もうれ し 水上町、 小 出 原 町 

に 小島 町、 是ぞ 世界の てつぼう や. - こなた へ 歸 りて 木 

挽 町、 紀伊國 橋よ， り 初つ、、 鹽留橋 迄 七 町 也、 三十 間 
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堀 八 町 を、 新 材木 町 VJ 云、 四 丁目より 五丁目 迄、 二 町 

の 問 新道 有、 W 京 橋の 西の方、 たちうり 弓 町 鳥屋 町、 

それより 四 町 新道 有、 彌左衞 門 町 新 右衞門 町、 ひ かき 

たへ せぬ 瀧 山 町、 惣十郎 町の 南なる、 山 王 町に 参る 身 

は、 神の- 5 しゃう に大坂 町、 馬 は^ づれ牛 は 又、 牛づれ 

なり ビ 寄 合 町 、尤 卑下す る 其 心、 ねう ちす るなら 八官 

町、 花の 加貲 町に ほひき て、 月の 影 こそ さ へ ぎ 町、 南な 

ベ 町 八 間 町、 さもき れいなる すきや 町、 南 こん 屋町四 

町 有、 日 かげ 町の すいし VJ は、 山 下町の わき ゆへ か、 

のぼる も 高き 山诚 町、 左 兵 衞町は 角なくて、 丸 や 町に 

もつ > くらん、 土橋 を わたりて あなた 成、 町屋の ゑん 

に 腰う ちかけ、 おゆるし あれ VJ て やすみけ. 5、 

第 八 新橋より 南、 品 川 迄 

それよ， 0 も 又う ち 出て、 西の方に は 兼 房 町、 備前 町に 

や いづみ 町 、かお 町 善 右 衞門町 を 過、 久保町 太 郎兵衞 

町- yj かや、 東の 方 はふき で 町、 さいわい 町の こ VJ ぶき 

は、 日々 にあら たや ひい やち やう、 三 町 ゆけば 源 助 

町、 臘 ：！； 町の いそがし きに、 ゆさんら しく も 芝居 町、 

宇田川 町の 橋 を こへ、 神明 町よ b 西の方、 三 島 町 ど は 

あれな らん、 久右衞 門 三 町 過、 金 杉 橋に つきに ける、 
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過に し：！！ 比 谷 二 町 目より、 是迄 新道 一 筋 有、 西 は 門前 

町 VJ かや、 東に 一 筋道 ぞ有、 金 杉 橋 を 打 渡り、 w は 新 

堀 麻布 也、 金 杉 町 を 四 町 過、 小 橋 を わた. 5 て さかな だ 

な、 四 町 過れば 田 町 也、 是 はついき て 九 町 有、 三 町 目 

より 右の 方、 もど 札の 辻是 より は、 三 田 町筋 ビ きこ へ 

ける、 田 町 九 町の 右の 方、 いさら ご VJ かや 申け， cs、 物 

牛 町の なら ひどて、 めぐる いんぐ わ や 小 車の、 わが ま 

まなら ぬ うき 世 かな、 しば 云 うら VJ へ ば、 しほき の 

ために； の 札、 高繩手 にもつき にけ り、 是 よりす へ は 

かみ 海道、 あれに 見 ゆる は 品 川 也、 いざや 歸 らん 尤 VJ 

て、 濱邊の 小船 か. 9 ての り、 むか ふ を 見れば 安房 かづ 

さ、 かすみの 內に みへ わたる、 海士の 小ぶ ねの 數々 

に、 諸國 よ. 5 の 運送船、 又 賣船も 打っ^き、 おびたい 

しく ぞ見 へ にけ る、 W も此 浦に て 取 ざこ は、 芝 ざ かな 

どて 名物 VJ きゝ ければ、 家づ W にせば やどて、 すな ざ 

りの 船に こぎち かづき、 少 所望した. 9 ければ、 やすき 

御舉 VJ て、 ロハ くれそう にもて なす を、 心 やすくお も ふ 

所に、 分 に 過て 高直 なれば、 

高さ ごや 此 うら 舟で 上て 

ゑび もろ VJ もに M い. 5 にせん 


ど 口す さみければ、 船人 返歌、 

あみの こぁぢ のしば ざこ 高く 成 物 を 

はやす みそに もっけ 給 へ かし 

VJ てうち わら ひける は、 只 もの に はよ も あら じ、 古し 

• へ 住吉大 明 神の、 漁夫 ど 成 給 ひて 白樂 天に あ ひ、 詩歌 

の 問答し 給 ひける 心地 こそ すれ、 定て その 方 は、 すみ 

その 大 めいじん 成べ し どて、 わら ひて 左右へ こぎ わ 

かれけ り  . , 
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さらばけ ふ は、 上野の 方 へ もな ひ 申さん VJ て、 宿 を 

立 出 ゆぐ 程に、 すじかい 橋に ほ V- なくつ ぐ、 橋 を 渡り 

て 右の かしつ いき はさく ま 町 四 町、 久 右衛門 町 二 町、 

平 右衛門 町 二 町に て あさ 草椅 也、 さて はたご 町に か 

か b 湯 島へ ゆく、 此町六 町つ 3- きて す へ は本鄉 也、 是 

も 又 六 町つ いきて す へ は 守 川 宿 ど いふ、 扨 湯 島 一 一町 

目に 祌 ffl 大明神 立 給 ふ、 此 御社，、」 申 は 1^ 親王 將門之 

靈廟 也、 昔 仁王 六十 ； 代 朱 雀院の 御宇に あたって、 相 

馬の 小 二 郞將門 ど 云 人 有、 先祖 は 桓武天 王 六 代の 後 

胤、 陸 奥の 鎭守府 前 將軍從 五位 下 平の 朝臣 良將が 次 

男 也、 承 平 二 年に 總州相 郡 に 內裹を 立、 我 ど 我 名 を 

16. 親王，、」 改、 伯父 鎮守府 將軍良 望、 後 常 陸大 丞國香 ど 

い- へ り、 彼 をう ち 取て 關 八州 をな びかし、 百官 をう ば 

ひて、 いやしき 下腈に ゆるして 召 仕、 いき をい 大にふ 

るふて 、天下 をた な ご ゝ. ろの 內 に 握ら んビ て、 旣 に 

河國 迄う つて のぼるよ し、 叙 聞に 達しければ、 帝大に 
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驚せ 給 ひて、 天 慶三庚 子年、 國 香が 子！^ 直 盛に 大將軍 

の宣旨 をく だされ、 副將 軍に は 藤 原の 忠文、 俵 膝太秀 

鄕を被 一一 仰 付； 數ー EC の 軍兵 を さし そへ、 うってに つか 

わされけ るに、 將門 通力 自在に して、 其 身 を 七 人に 變 

じ、 天 を かけ， 0 地 をく. > る 事、 目 を 驚し ければ、 たやす 

くう つべき 術な くして、 い たづら に 月日 を 送. 0 ける 

が、 秀鄕 はかり ご，/」 に、 將 門の 昧方 W 成、 ちかくう か 

が ひより、 終に 米 かみ を ねら ひて 射 ころす、 是天慶 三 

年 二月 十四！ M なり どい へり、 されば 正月よ. 9 美鑌國 

南 宮の山 神の 御賓 前にて、 住吉の 明達 法！： にお ほせ 

て、 四 大王の 法 を 修し將 門 を 調伏 有、 然るに 二月 十三 

の 午 1^ に、 赤 雲 東よ. 來て爐 爐に入 、しばらくな ま 

ぐ さき 香道 堪に满 ける どなん、 其翌 U うたれ ける ど 

ぞ、 藤 太 まさか V- の 首 を 討ければ、 梵ハせ 飛で 虛穴 H を か 

けり、 都に いらん どし ける が、 美濃國 にて 南 宫の山 神 

矢 を はなち、 其 首 を 射 を VJ し 給 ふゆ へ に、 南宫 の. t を 

箭路御 首の 宮 VJ 稱す、 彼 首 も 飛行 はは やなら ね V- も、 

い まだ 眼 をふさが す、 色 へ ん せす、 すさまじ か. 0 ける 

を、 都に のぼせ 獄門に かけ、 るに、 いかれる けしき 猶 

やま ざり けり、 然 所に 何もの か： r^- 歌に 
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將門は 米 かみより ぞ いられけ る 

懐 藤 太が はかり ご VJ にて 

どよ みければ、 から わら ひて、 そ ひよりし だい 

にかれ ける VJ 也、. g むくろ は、 下總國 よ. 0 此武 藏國迄 

追來 り、 せいきつ きて た をれ ける を、 路 邊に埋 ける 

に、 何 W なく 光物 出て、 しん V- うやむ 事なければ、 國 

の 守より 都へ うつ た へ 、將 門の 首 を 申ぐ だし、 むくろ 

ビ 一 所に 埋み、 一 社の 神に いわ ひて、 からだの 明 神 ど 

あがめ 奉け る 故、 しん V- ぅも鎭 りけ る ど 也、 いつの 比 

よりか あらためて、 祌田大 明舯、 、」 申 也、 所 を も 神 田 yj 

申ぐ」 かや、 古しへ は 此社神 ra 橋の 內な. 9 ける が、 今 の 

御城の 內 ひろげさせ 給 ふ 故、 此 所へ うつし 奉る ど 也、 

扨 膝 太 一？ "子孫 は、 今の^まで も此 神前 を ど をる 事な 

らざ h- ける 故に、 蒲 生 飛 驟守殿 は 道 を かへ て往 行し 

給 ふ，/」 也、 誠に 神 は 人のう やま ふに 依て 威 を まし 給 

ふこ yj わりに や、 今 は 藤 太の 家絕 ける V」 ぞ 、扨 又祭禮 

は 隔年に 九月 十五 日 同月 十八 H に御寶 前の 舞臺 にて 

能お 也、 扨 も 彼 調伏の 師 明達 は 攝州住 吉縣の 人、 姓 は 

土 帥 氏 也、 十二. 歲 にして、 藥師 寺の 勝 雲に 隨ひ 出家 

し、 後數 山に のぼりて 尊意に 逢、 顯密の 奥旨 を 請 給へ 


り、 天 暦 九 年 九月 一 一十一 一 H に、 七十 九歲 にして 寂し 給 

ふ、 師の尊 意 は菅 1^ 一  相 雷 神 ビ 成 仏 g ふ V」 きの 祈の 師也、 

師弟 共に 行徳 勝れた まふ 故に や、 祌 のた、 りの なか 

.0 ける こそ ふしぎ なれ、 御社の うら 坂より 見 をろ 

せば、 江 tr^ 中 不殘ー 目に 見 へ て、 氣 はれ- 4,^ どす る 也 

米 かみの いは ふす か いみ 曇な き 

御代 を 守りの. 神田ぞ V J きく 

それよ. 9 西の かたへ 出れば、 あたらしく 大なる 堂 見 

へたり、 そのよ そ ほひぎ V ビ して あたり も かい やき、 

をの づ から ひれふす やうに お ぼへ ければ、 たやすく 

立よ るべ きょし もな ぐて、 かたはらに 立 やす- り ふ に、 

五十、、」 せ あまりの 人の み へぐ る 有、，、， -ひ よれば、 かし 

こぐ も，/」 ひ 給 ふ 人 かな、 いで や あらまし かたり 申べ 

し、 よくき、 ていな かの 人に も かたりつ たへ 申され 

よ、 たビ へ ば 其 ほうご VJ きの 人 は、 た  >  みだ^の 御名 

號 ばかり はビな へ て、 後の世の こ VJ は 思ひ紛 ふらめ 

V -、 今の 世の いどな みに つきて、 人の 上の 心づ かひ 

は、 敎 ゆる 人なければ 能し り 給 はじ、 そ も-,. \«此 御堂 

ど 申 は、 かけ まく も かたじけな しゃ、 もろこしの 大聖 

人 孔子の 御 跡な.^、 その かみ 文宣王 V」 をく h- なし 奉 
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る、 その 尊像 を宗ビ して、 その 以下の 賢人た ちの 諸 像 

を あまね ぐ 安置な させ 給 ふ 所な り、 比 は 元 祿四年 は 

つ 春の 比 御 はしら 立 ましくて、 同年 八月 廿  一 H に 

移らせ 給 ふ、 三皇五 帝，、」 いふ は その かみの 總王 にし 

て、 大唐 をよ くお さめ 給 ふ VJ. い へ Vj も、 いたりて 久し 

き 御 こ VJ なり、 孔子 は 中頃の 大 にて 中興 VJ も 申 ベ 

し、 此御 どきよ b 人 問 の 道 も ひろく、 をし へ くわしく 

な. 0 ぬ、 この 道此國 にった はる，、」 い へ V- も、 いまだ 下 

愚の、、」 もがら、 いなか 邊 土に 生れた る 人 は、 孔子 VJ い 

ふ 御名 を もしらぬ やからお ほかるべし、 かたじけな 

くも 今 愛に 安置し 給 ふこ.，」 の 有が たさ、 仁 は 秋， ゅ洲 

の 外に、 流. れ、 めぐみ はっくば 山の かげよりも しげし 

VJ は、 かゝ る こ"、」 を や 申べ き、 されば：：： ご^ に此 御堂 

のかた はらに て、 人倫の こ V」 はり を 講談 あれば、 贵き 

も いやしき もま か. 0 ま うづ 、 其お しへ ロハ 孝 を もつ ば 

ら ど して 親 を いた はみ、 忠節 を はげまして 主につ か 

へ 、禮をまも..=^て夫をぅゃまひっまをぁはれみ、ぃ つ 

は. 0 なくして 友 だち，、」 まじ は. x^、 老 たる 人に は 能し 

たが ひ、 い ど けなき を ば め ぐむ、 た ふ ど く  VJ みさかへ 

て もお こたら や、 たかぶら や、 いやしく まづ しき もむ 
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さ ぼらす、 ぬすみせ す、 心 をす いしく Jin- ぐ もちて、 そ 

れ，^ \ のい W なみに おこたら や、 世の中の つ ビ め を 

はげむべき 事 は、 此 道の をし へに こへ たる は 侍ら や 

-yj や、 猶 たび-/,^ もまう で 給へ、 この 德に 入の S: ビ、 い 

VJ ねんごろに きこ ゑければ、 かたじけなくて 肝に そ 

みて ふしおがみぬ、 

徳に 入の 門な け. 0 ビ 至善に 

立 V」  >  まりて, .J*- ぬ 人 もな し 

第二 妻 戀の稻 荷 明 神 

扨明舯 のうら 坂 を のぼりて 右へ つき 行程に、 湯 島 天 

神へ 參る坂 口に 付たり、 坂 を のぼりて 右の かたに 妻 

戀の稻 荷 明 祌立給 ふ、 此社も VJ はわ づ かの 小 ほらに 

て、 此 坂より 下に 妻 戀の橋 VJ て、 溝 堀に かゝ りたる 小 

橋 有、 此き はに 有け る を、 近き 頃爱 にう つし 奉る、 此 

綠起 さだかなら ねざ も、 古老の 云 傅に は、 相 馬の 將門 

の 孫に 信 太の 小 太郞ビ 云し 人 有、 若年の 時 父に をく 

れ、 は、 ごに そ ひて まし/ \ け るが、 十四 五 歳の 頃 か 

ビ よ、 姉む この 小山 太 郎に國 を うばわれ、 るら うの 身 

VJ 成て、 母御 もろ VJ も 都 へ 上る どて、 近江國 ばんば の 

しゅくに て 母御に を くれ、 いよ/^ ちからなくて 國 
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へ 歸り けれ V- も、 小山よ せ つけ ざれば、 郎等の 浮 島 太 

夫 を 頼て おわせし に、 小山き ゝ つたへ、 大勢 を 率し を 

しょせ、 終に 合戦に 討 勝、 浮 島 一 家 を ほろぼし、 信 太 

殿 を 生 捕、 千 原の 太夫 どい ふ ものに 預け 置、 海底に し 

づ めよ，、 J.S. 付ける に、 姉御 小山が 目 を 忍て、 千 原が 宿 

所に 尋來 り、 信 太 殿に 對面 有て、 なく- 家の け いづ 

のまき 物 を、 信 太 殿の ふ VJ ころに をし 入て 歸り給 ふ、 

去稃に 千 原 は 、 夜陰 に 内海へ 出、 信 太 殿 をば を どし 申 


て、 を もりの 石ば か. CV を 海底に しづ め歸 りければ、 け 

んしを こ はざる VJ て 小山うた が ひ、 がう もんして 虫 s; 

ころす、 それよ. 0 信 太 殿 は、 あなた こなた VJ るら う 有 

て、 終に は 奥州の 國司ど 成、 小山が 館へ をし よせ 給 ふ 

VJ きゝ て、 小山 かな はじ VJ やお も ひけん、 此國 の妻戀 

が 原 迄にげ きた- 5 ける を、 追手の もの Vj も 妻 戀の橋 

に て 追 詰、 うち VJhv ける ビ也、 去に よって 今の 世 迄、 

彼 橋の 上に てまろ びけ る もの は、 三 VJ せの 內に 死.、」 

いひった へて つ、 しむ 也、 掷 小山が かばね を 愛に 埋 

ける が、 魂魄 野 干 ど 成て、 在所の 土民 をな やましけ る 

ゆ へ に、 此稻荷 大明神 V」 いわ ひ 奉る ど 也、 

蒌戀 のい なり 小山 ビ おがむ にぞ 

惡 やかん じて 善 神 ど 成 

第三 湯 島 天神 

溢 島 天神の 御寶 前に 參り ふし をが み、 あなた こなた 

を 見れば、 おさなき もの ゝ 手跡に て、 古き 詩歌 古語 な 

Vj かきて 、像 多 かけた. o、 年の 程より をビ なしく、 墨 

色う つくしく、 尋常に 書な したる を M れば、 老の 身の 

おろかに 過し 事 をぐ やめり、 扨當 社の ゆらい を^ 舉 

るに、 仁王 は 四 代 後土御門 院の 御宇、 文 明 十 年の 夏の 


I  —  3p?g 江 戶咄卷 Jfi  

頃、 太 ffl 道 灌江戶 の 城に 居住 有て、 北 野の 天神 を 信す 

る 心 ふか ゝ. 0 ければ、 城 中に 勸 請せられ ける に、 其 年 

の 秋、 あやしき 夢想 を かふむ り 給 ふ に、 あくる 朝 ある 

人 管 一 相の 自筆の 御影 を舉 りぬ、 道 灌此き V- く を か 

んじ給 ひて、 城の 北の方に 社 を 立、 梅の 木 あまた 植、 

社傾をょせてぁがめ奉，.^給ふょり此かた、 漸 はんじ 

や うして、 みや ゐ はたぐ ひすくな き景 地.、， - な れ り、？ 

島 VJ 云 は， の 名 也、 且又 庭前に 鏠梅有 を 見て、 

鏠梅ゃ 天神 卑下の 持 道具 

V」 やつ こらしく もい ひち らしければ、 旅の 男、 

自由自在に ふる は 春雨 

第 四 天澤寺 

天 澤山麟 祥禪院 は、 其 昔 宽永ニ 乙 a 年、 征夷 大將軍 家 

光 公の 御 乳母、 稻棄 氏春リ 局、 心 ざし を 起して、 武州 

江 城の 東北、 湯 島の 鄕に是 を 建立して、 報恩 山 天澤禪 

寺 ど 號し 、前 の 妙 心 寺、 %山 の 劉 和 小： 1: を まねきて 、當寺 

の 開山 ど せらる 、此師 後 に 本釋 定禪師 ノレ 諡號 有け り 、 

宽永十 一 甲 戌年、 大將軍 家 光 公、 すな はち 豐 島の 郡 柏 

木 村に て、 一 百斛の 田地 を 御 寄附 有て、 齋料ビ なし 給 

ふ 、殊に 天 澤山麟 祥院ど あらためさせ 給へ り、 然るに 


 百 九十 八  

本願の ぬし 寿：！： の 局 は、 寬永サ 癸未 年 九月 十四 H に 

柱 生の そく わい を遂ら るゝ、 家 光 公 御 歎き 淺 からず 

して、 其 忌：！！ の あたる 毎に、 無 遮の 大會を 取お こな 

ひ、 諸 僧 をく やうし 御 布施な させら る、、^ 上に 又 駒 

込 村に して、 二百 斛の 寺頜 をよ せて、 佛事念 頃に いど 

なませ 給 ふ、 萬 治 元年 九月 六 = に 、唐 僧 隱元禪 帥 攝州 

の 普 門 寺よ b 江 府に來 り 給 ふ 時、 大將軍 家 綱 公の 仰 

によって 此 寺に 逗留し 給 ふ 事 七十 餘日 也、 贵賤 道俗 

群集して 市の ご ビし、 殊勝 明徳の 高惯、 見 性 悟道 の 名 

師也、 去 間 山の手 筋の や もじ 達 は、 無 鍵の 釋迦 の. M も 

ちビ 云け る^ ぞ、 彼 春 H の 局の ー周忌には、禪《:^屮孫 

稻紫美 濃の 太守、 尊靈 追福の 爲にビ て、 太 声" 印本の 一 

切經を 寄進し て 、此寺 永代の 法寶ど せられけ る ど 也、 

天 澤寺本 豫の作 はしらね V- も 

. 寺は春日の御作成け.^^ 

第五 牛 天神 

それより しのばす の 池の はたに つきて 行程に、 東 叙 

山の 黑 門ぎ わにつ きたり、 右の 方に 牛 天神の 宮有、 是 

は北條 うぢ. やす 關東 たいお の 後、 靈 夢に 菅 丞相！！ 手 

お ほきなる 

に 一 枝の 梅花 を 持、 大成 牛に のりて、 都の 右近の 場 


よ 御影 向 有け り ビ見給 ひ、 夢 さ め て 此社を 一羽ら る 、 

久しぐ 大破に 及びし を、 堯惠中 典して 其 跡 をう しな 

はす、 今 は 上野 鎮守 也、 

むかし こそ 物う し 天神 成べ けれ 

今 は 御 自由自在 天神 

第 六 東 叙山附 元三 大師 

此東叙 山 ど 申 は、 其い にしへ 忍の 岡 どて、 當國の 名所 

成，/」 かや 、南光 坊天海 大僧正 の 御 開基 也 、僧正 入寂 有 

て 慈眼 大！： ど諡號 なさし め 給 ふ、 然るに 都の？^ 寅に 

當 つて 比 叙 山 有、 是 は桓武 帝.、」 傳敎 大師 御 心 を ひど 

つに して、 延暦 年中の 御 草創 也、 去に よって 寺 號を延 

暦 寺 "/」 號 す-、 王城の 鬼門 を 守、 惡魔を はら ふ 靈 塌 ごし 

て、 天下 泰 }^ の 御 祈禱所 也、 今 此東叙 山 も、 彼 ゑい ざ 

んを 東に うつし 給 ふ 故に や、 東の 字 を 置れ たり、 寺號 

は 又延曆 寺を學 びて、 寬永 年中に 建ら れし 故に や、 寬 

永 寺ビ名 付、 是又江 城の 鬼門 を 守、 惡事 災難 を はら ふ 

國家 鎮護 の靈塌 也、 天台 四 明の 法灯 を か、 げ、 佛乘三 

觀の覺 月 を あ ふぐ、 殊 151 東 照 大權現 様の 御宮 殿、 大猷 

院樣の 御廟、 嚴有 院樣の 御廟、 寶樹 院樣の 御廟、 f レ 

云是 ,ニ 云、 金銀 珠玉 をち り ば め 、七 寶莊嚴 の 卷柱、 善盡 
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美 盡て立 つらなり たる は、 只 寂 光の 都 極 樂肚界 も か 

くやらん、 寺屮 僧坊の 動 行 は、 二六時中に を こたら 

す、 香の けぶり は 穴 H に滿 て、 雲に くん やる ばかり &、 

南北 數十 町に 越、 東西 それに 應 せり、 此 山に のぼりぬ 

れば、 江府殘 りなく 服 前に 見 をろ しぬ、 黑 門の， 松原よ 

り 西の 麓 を 見 をろ せば、 しの わすの 池、 さながら 志賀 

の 湖水 をう つして、 SIS の 辨才天 は 竹 生 51? の 思 ひ をな 

せり、 扨 も噯を 忍ぶ の 岡 VJ いふ 事 は、 俊 成 卿の 歌に、 

たが 爲に忍 ふの 岡の 下 わらび 

けぶ， はたて 中 も へ わたるらん 

ヾ J よまれし は 愛の にや、 又續 古今 俊惠 法師の 歌に、 

何事 を 忍ぶ の 岡のお みな へし 

思 ひし ほれて 露け かるらん お 

ぐ」 よみし は 奥州の 名所 をよ め り VJ いへ り、 何れ ま定 

知が たし、 さらば 山中の 案内 申さん どて、 黑 門の 內へ 

W もな ひ 行に、 二 町 程が 間 は 松原に て、 並木の 櫻 今 を 

さかり V」 疾 みだれた る內 にも、 VJ きを そき 有て、 ビ き 

は 雪 を ふらし、 おそき は 色 を ふくむ 、老苦 男女 貴賤 の 

花見 ぐんじゅして、 貴き は 輿の 長 ゑ を かきつ 3 'け、 そ 

れ より 下つ かた 成 は、 釉を つらね もすそ を かゝげ て、 
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ひ きもち ぎら ざ りければ、 を か しげ な る 發句を い ふ 、 

ゑい VJ う ゑいさん よ VJ おす は 花見 かな 

旅の 男 も、 

う への 下 やど もて か へす 春 

VJ たが ひに つぶやきて 行程に、 二王門に つきたり、 左 

にしのば やの 池へ おる ゝ道 有、 右に 下 .ir の 札 立たり、 

然る 折 ふし いづぐ 共な く異香 くんじければ、 

花 かき やら かなんで もき やしゃに 一 一王 門 

,.」 いひす て、、 左の 方へ 行て 大佛を ふし をが み、 旅 

の SR にかたり きかせけ る は、 此大佛 、その かみ は 土の 

ねり 物に て、 みかげ 石に て 切 立た る ご yj くの 尊像に 

てまし ける が、 宽永 年中に 大地震 有て、 みぐ し を 

前へ ゆり を どし ける、 其 時 何者か 狂歌、 

释迦佛 のみぐ し は 前にね はん ぞう 

是ぞ 誠の じしん 成佛 

ビ よ み ける yj 也、 其 以後 御與與 に、 かくの ごビ くから 

かねの 尊.：^ 鑄 奉るな b  、右の 方の 小路の 隅 は、 普 門院 

也、 此坊の 前 を 通て、 淸水寺 の 観音 堂 有、 洛 陽の 音 羽 

m 清水寺 を うつせり、 御本尊 は惠心 僧都の 御作 千 手 

觀昔、 其 昔 は； 牛 家の 侍 主^の 判官 盛久 が持佛 堂の 御 
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本尊 也.、」 かや、 堂の 舞臺の 下に は、 櫻 を あまた 植られ ， 

たれば、 卷は ； 入の 美景 也、 

櫻 散る 此下庭 はさむ からで 

う へ のきよ 卞す. 5- しかりけ. 5 

,^れ より 行 あた， 5 て 最敎院 、爱に 山 王 權現立 給 ふ I 是 

又當 山の 鎮守、 比 叙 坂 本の 山 王 をう つし 奉る、 それよ 

.0 東へ ま はりて 常照院 也、 南へ 行 又 東へ 折 まがれば 

^5{-坂也、常照院の表門通りょり北 へ行道有、右がゎに 

明 照院、 相 嚴院、 照 隆院、 左の 方 は 顯性院 、顯 明院、 修 

禪院、 一 乘院 等の 地 尻 也、 此道を 二 町 程 行 あたりて 慈 

覺 大師の 立 給 ふ 御堂 也、 是 より 左右に 道 有、 右の 方 は 

屏風 坂へ 出る、 左の 方の 道 を 二 拾 間 程 行て 北へ 道 有、 

是は 柬漸院 M 覺院 への 道な り、 此道を 見す てゝ 左へ 

行ば 大猷院 様の 御廟 也、 ついきて = 光 御門 跡樣 なり、 . 

愛に 嚴有 院樣の 御廟 へ 向 ふ 道 あ b 、左の 隅は靈 山院、 

次 は 寶性院 、正 覺院 也、 愛に よこての 道 有、 延毒院 、元 

光院、御廟別當は律靈院ど云也、此^^靈院は其昔越俊 

國高 田に て、 五智の 如來の 院主た、 り、 武 州へ 來.^ 淺草 

の 律靈院 ど て、 津輕越 中の 大 守の 菩提 所に 住持 せら 

れけ るが、 一 山よ， 0 撰て、 此御佛 殿の 別當 職に ふせら 


るけ る こそ 、修練の 劫 どはい ひながら、.^ に 取ての 面 

目 や マ」 、うらやまぬ はな かりけ る VJ 也、 左の 隅の 方に 

護 國院、 西 續は林 廣院、 是 より 北への 道筋に、 右 は 則 

林 廣院、 左 は 等 圓院の 橫屋、 福 性院、 蓮 乗院、 常 德院、 

左に 道 有、 此隅は 尊 赏院、 右 は ffi- 沙門 堂 御門 跡樣 也、 

猶 北へ 行當 りて 寶 樹院樣 の 御廟 也、 是ょ b 引返して 

等 圓院の 道筋 を 西へ 行ば 极林院 、明 王院、 覺成院 、旦 

那院 御藏 有、 爱 より 谷 中 へ 出 道 也、 南の 小路 へ 少まは 

b  、西へ 向て 行ば 凉雲院 、靑 龍院、 塞：^ 院な. 9、 是權現 

樣の御 廟別當 也 、愛 に 東 照 大權 現樣の 御宮 殿 立 せらる 

る、 御寶前 の 左右に は 、諸 大名 衆よ り 御 寄進 の 石燈籠 

立たり、 尤餘の 御廟に も 石 燈籠は 立 けれ 共、 1^ 人の 通 

ふ^かな わざれば、 しらざる 也、 本通り へ めぐ. 9 歸 

て、 東へ 向 行程に、 左右 は极 原に て、 並木の 花 枝 もた 

は、 にさき みだれて、 芳 野の 春 を 愛に うつす かどう 

たが はる、 一 町 程 行て 左に 輪藏 有、 愛に 笑 佛立給 ふ、 

中 はぶかん、 左右 はかん ざん 十 どく 也 ざい へ.. > 、右の 

方に 塔 有、 ゆきあたり は 本堂、 うしろの 左 は 法 花 堂、 

右 は 常 行 堂 也、 扨 乂花を 見す て 、、ゆき、 する 人お ほ 

か， 9 ければ、 いかなる 故ぞ VJ 尋ねけ るに、 此 御山に、 
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元三 大師の 御影 まし-,^ ける が、 一 ケ n 切に 坊中を 

めぐらし 舉て、 是を 執行し 申さる、 に、 諸人 参詣して 

諸 願 を かけ 奉る、 もろ）， （\ の 吉凶 を、 御閣に まかせう 

らな ふぞ、 ひ マ」 つ VJ してた がふ 事な し、 是を くわん を 

ん占 VJ 云ビ かや、 此儀比叙山ばかh^にての執行なり 

ける が、 近き 頃より 此 御山へ も 御影 を 守 奉て、 執行 是 

ある 也、 其 あらたなる 事 一一 一一 n 葉 を もっての ベが たし、 抑 

慈惠 大師 の 御 儀 は、 諱を良 源 ど 申 奉る、 木津 氏に て 近 

江 國傻井 郡の 人 也、 延喜 十二 年 九月 三 に 生れ 給 ひ、 

十二 歲 にして 叙 山に のぼり、 理山 を師， ヒ して 御 出家 

有、 延長 六 年に 尊意 を 鱧し、 登 S 受戒 有 也、 廄保 三年 

八月に 天台 座主 ビ成給 ひ、 天 元 四 年に 大僧正 S 成、 永 

舰三乙 酉年 正月 三日に、 彌陀の 名號を どなへ、 入寂な 

らしめ 給 ふ、 かるが ゆへ に 元三 大師 號すビ かや、 慈 

惠 は諡號 也、 大師 は I 宗 の尊秘 也、 御 存生の 內 にも、 

ゑき れい を 鬼 形 ご へんじて しりぞけ 給 ふ、 然間末 迄 

も 我 化 形 を 門 戶に押 をく 家に は、 疫^ を しりぞけ 守 

る べし VJ の 御 誓 故に、 此尊形 を、 參詣の もろ 人 申請 ざ 

る はなき どか や、： W 松原 を 見る に、 まんまく を 打 ま は 

し、 酒宴 遊興 さま < ^にて、 謠っ いみ 小歌 しゃみせん 

二百 1 


增浦 江戶咄 #1 第二 


二百 二 


にて う/、 も 有、 又 いかにも わびしく 三 四 人よ. 0 あ ひ、 

ほ うづえに かほうち すが め て、 物 あんじす がた 成 も 

有、 是は い か さま 連歌 誹諧 を やあんす る 、詩歌 を や つ 

ら ぬる、 さぞ 心の 內 すみわた b てお もしろ からん、 然 

池へ よそめに は きづまりなる べし VJ 見 ゆる、 かぐうち 

ひらきた る 所に て は、 たが ひに うつ ひき うんの みさ 

わぎて こそ、 其 身 もよ そめ も 心う きたち て、 常の 心お 

貧苦 を も 忘る ベ きに、 氣を つむ ベ/、 は 宿に 居て こそ 

よけれ ど い へば、 折 ふし わきに 、あみがさ かぶりた る 

わび 人 有て 申け る は、 いかにもお ほせの 通に て は 候 

へ Vj も、 すきに あか ゑ ぼし VJ いふせ わ も 有、 その上 歌 

の 道 は、 めに 見 へ ぬ 鬼が み を もや はらげ、 たけき もの 

の， ふ の 心 を 慰、 いもせ のな きけ 知舉 も、 皆是 和歌 の ど 

く，、」 かや、 さ れば 今うた ひ さわぐ こうた も、 も ビは詠 

歌よ. 0 出た る事ぞ かし、 古き そうし 物が たりうた ひ 

な V- にも、 今やう をうた ひらう ゑいし，/」 候へば、 今 

やう ど は、 W き<\ の はやり こうたの 事 VJ きこへ た 

り 、 らう ゑ い は 大納言 公任 の ゑら まれた ろ 詩歌 な る 

を、 ふし をつ けて うた ひたり VJ きこ ゆ、 然ば 水の 風に 

うごきけ る をば なみ V」 名 付、 塞 天に かたまれる を 氷 


ど いふが ご V」 くにて、 も V」 は 是ぉ な じ 水 也、 め い /ヽ 

の 心 を なぐさむ は、 何れの 道 も 同^ 也、 人の せんき を 

頭痛に やみ 給 はんより、 さいわい それがし 吸 筒 を 持 

八 口 候に どて、 うた ひぶし にて、 先 木の も，、」 に 立より 

て、 よもの 木す へ を ながめて、 しばらく やすみ 給 へ や 

ぐ」 たわむれ ける 程に、 われ も 又うた ひぶし にて、 木 

かげに なみ 居て、 い ざ，^ はな をな が めん VJ て、 はや 

芝 原に 座 を さだめ、 人の なさけの さか づき に、 うきて 

心 もみだれ がみ、 ゆ ふに ゆわれぬ たのしみの、 餘の事 

のうれ しくて、 さけ かし VJ ねが ひやり な ふ 花の 下，、」 

いひければ、 彼 わび 人 も、 神の めぐみ も 長閑なる 签ヾ J 

いふ、 旅の 男 も、 主 親に そむかで 春な らん ど、 木に 竹つ 

ぎた る ごどくに や V- 、心 を かし か.^ けれ せハ、 いぐちの 

うそ も なぐさみ V」 て、 醉の まぎれの 口 だ わ. 事 、どころ 

一 しんに は あらね V- も、 心ぶ VJ  くもつき いだし、 さて さ 

てけ ふの 御 もてなし かたじけな しゃ、 是どて も此花 

さくや 姬の御 引合なる べし、 又もや 御 ゑんに てめ ぐ 

,5 車 坂に て御禮 申の ベた や どて、 たが ひに ひき ぞゎ 

かれけ る、 

第 七 不忍池 井 了 翁が 錦袋圓 
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忍ぶ の 岡に うちつ いきて、 しの わ づが池 有、 本 はしの 

ばす が 池 W いひし を 、今 條輪津 が 池 ど 呼 來れり 、堯惠 

法師の 路次 記に、 忍ぶ の 岡 は 今 は 上野に 有ビ いふ、 忍 

ばす が 池 今 はしの わ づの池 V」 號す -VJ いへ. 5、 誠に 此 

所の 上野、 古しへ ぼ ，35 やす ゝき生 茂りて 有け るに、 此 

池ば か. 5 あら はれて 見へ ける ゆへ、 しのぶの 岡に よ 

そ へ て、 しのばす の 池，、」 いふよ し 也、 池の 廣さ 五六 町 

四方 も 有ぬべし、 夏 は 紅白， の 速 花 さきて、 今一 入の な 

がめ 也、 池 5 中に 島 有、 辨才 天の 宮有 * 是は水 谷 伊勢 

守 奉りて 立ら る、、 その かみ は 道なくて、 な ベ ての も 

の ゝ 参詣す る 事なら ざ り けり、 其 後 道 つきて、 hN ゐ 

も 立た. 5、 此 島の 內の 左に 經堂 有、 右の 方の 中に 役の 

行者、 左に 稻 荷の 宮、 右に 摩利支天の 宮有 也、 扨 彼經藏 

は， 了 翁ビ云 道心 者の 建立 也、 ， 波 了 翁 は 男 陰 を 切す 

て、 大和 國長谷 寺に こもり、 巳が ゆびに 油 をつ けて，、」 

ぼし 火 をた て、 血 出して ぐわん おんき やう を 書寫し 

納 奉り、 それより 日々 夜々 に 勤行て、 心中に 大願 を 起 

しける は、 一 切經 その外 儒 餺 の禽籍 迄 も 不レ殘 ど ゝの 

へ、 本朝の 內ー 雨 所に 納 をくべし，、」 思 ひ 込て、 心經の 

守 を 出し、 其 外さ ま < ^ビ心 をつ くし、 其刼 むなしか 


ら やして、 京都の 黃蘗 山に 經藏を 立、 思 ひの ま、 に納 

ける が、 猶 あきたら ややお も ひけん、 武 州に 下， 0 下 谷 

の 池の はたに 住して、， 錦袋圓 W 云 妙藥を 調合して 代 

なしけ る 所に、 誠の 心 ざし ふか き 故に や、 遠 國端島 ま 

でもき こ へ て、 此藥 はやりければ、 一 切 經こビ ん\ く 

調、 經藏を 立、 此 島に 納 奉る、 彼 妙藥の 商人に は、 大助 

ビ 云 美少年 を 抱て、 勸學屋 ど 屋號を 云け り 、彼 美少年 

は 程なく 身 まか. 9 けれ ざ も、 其 跡に も 又 大助ど 云て、 
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前に あい も 劣らぬ 美少年 相つ いきて あきな ふ 程に、 

藥の望 ならぬ も、 色に めで、 も此 みせ だな にぐん じ 

ゆしけ る ど 也、 去 程に 了 翁の 大願 も 成就し ければ、 今 

は大 助が 世 渡る わざ ビ 成て 福 貴繁榮 す、 抑 江 州 竹 生 

島 VJ 巾 は、 有經に いわく、 ゑんぶ たいの 內に 水う み 有、 

其 中に 金輪 ざいより 生 出た る 水精 輪の 山 有、 天女す 

む 所 ど 云へ り、 則 竹 生 島の 事 也、 されば 大辨 功徳 天 は 

往古の 如來 法身の 大士 也、 妙 昔 辨才ニ 天の 名 各 別な 

り ど は 申せ 共、 本 地 一 體 にして 衆生 さい，，、」 し 給へ り、 

一 度 參詣の 輩 は、 所願 成就 圓滿 す、 信心 厚き において 

は、 福 良 延命に 守らせ 給 ふ，、」 承れば、 有が たや 今此島 

も 竹 生 島おう つし 奉れば、 たのみ を かけて 伏拜 み、 

辨才 天道 ひが 事なら ぬ 參詣は 

更に 人め もしのば すが 池 

第 八 忍 岡の 稻荷大 明 神 

しのばす の 池の はた を 北へ 行ば、 稻 荷の 宮有、 此祉ま 

で猶 忍ぶ の 岡の 內也、 本社 は 洞のう ちに 有、 ほらの 上 

にも 又祉 立た 、祉の 前 は 則 石の ほりぬき 也、 穴の 前 

兩 わきに、 白き 狐 を 作りて すへ をく、 此 御社に ニ說 

有、 一 說は太 E 道 灌^に 洛 陽の いな をく わん じ や 
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うせら る、 い へり、 又 一 說には 天 海 大僧正 此山御 

^基の 時、 忍ぶ の 岡に 年 へ て 住け る 狐、 山 も あら わ に 

成ければ、 すみ 所に まよ ひ、 歎き かなしみて、 此 11 臼 を 

大僧正へ 夢屮 にう つたへ 申 事 度々 なれば、 僧正 不便 

ど おぼしめし、 愛の 地 を あた へ、 則 をのが 住 ほらの 上 

に 社 をた て、 稻荷大 明 神，、」 あがめお かせ 給 ふ ど 云り、 

御 神木 は稷木 也、 社の 右の 方に 糸樱 有、 是ゃ 梅が 香お 

櫻の 花に に ほ はせ て、 柳の 枝に さかせた る VJ もい つ 

つ べし、 石 城の 下に 泉水 有、 岸 は 石に てた ゝみ、 石の 

橋 を かけたり、 西の方へ 向けば、 しのばす の 池 目の 下 

に 見 へ て、 氣も はれ 心 もす み て いさぎよし、 しばらぐ 

鳥居の 內の 茶屋に 腰う ちかけ て、 庭の 花に 見 どれて 

居た. 0 ければ、 旅の 男、 いざ ゝ. せ 給へ、 E もた くるに 

ビ、 手 を 取引た てながら、 

見る 人の 足 をつな ぐ ゃ糸樱 

VJ つぶやく、 さて-/ \ "いなかに も 都 有 VJ は是 なる ベ 

し、 き V- くに も 申された. 5 ど 打 ゑみて、 

座 もさら でい なかに 見る や 庭の 花 

ぐ」 いひす て、、 きく 人 もや あらんに- yj、 足ば やに 逃 

出て、 猶 池の はたに つきて 北へ ぞ行、 


第 九 淸 水の 稻荷大 明 神 

四 五町 も あゆむ やうに て、 愛に も又淸 水の いな. 0 ご 

て、 ちいさき 社 有、 是は昔 弘法 大師 御 修行の 時、 此所 

を ど ほ. 0 給 ふに、 御 喉 かわかせた まふ、 折 ふし j 人の 

嫗 有て、 水 桶 をいた  >  きて、 遠き 所よ b 水 を 汲て はこ 

ぶ、 大師 此 うばに 水 を 乞た まへば、 うばいた はしく お 

も ひ 奉りて、 水 を參ら せて 云 やう は、 此 所に 更に 水 御 

座な く て 、遠き 所 より 水 を はこび 候に、 我 どし わか、 

りし 時 は、 さの みにくる しから ざり ける が、 な r 年より 

候て は、 い.、」 くるしう こそ 候 へ 、又 一 人の子 を 持て 候 

が、 年頃 わ づらひ 伏て、 嫗 が やしな ひビ もしく 侍る 

ど 、歎き かなしみければ、 大師 不便に 思 召、 獨鈷を もつ 

て 地 を ほり 給へば、 たちまち 淸水 わき 出た. o、 其眛か 

ん ろの ご VJ  く、 夏 は ひや ゝ かに 冬 は 温 也、 いかな ろ 炎 

天に も かわく 事な し- 大師み づ から 此稻荷 明 神を勸 

請し 給 ひけ り、 か の嫗が 子 を 此水を もって あら ふに、 

病 すみやか にい へたり、 それより 此か た、 此水 にて 洗 

もの は、 よくもろ > (-の 病い へや，、」 云 事な し、 この 故 

に淸 水の いなり ど す ど 也、 御 神木 は 杉な り 、千載 集 

僧都 ハ" 慶 のうた に、  - 


いなり. H しるしの 杉の 年 ふりて 

みつの 御 やしろ 神 さびに け トリ 

ぐ」 有 VJ き は、 是に すぎた る 御 神木 は あら じどた わむ 

れ、 西 行の 口 まね、 

道 野 邊に淸 水 わき 出る か ：！ のかげ 

しばし VJ て >  J そ 立 寄に けり 

ビ 云ければ、 旅の 男 も、 

くみてし れいな の淸水 そこき よく 

近 井 も 深き 神の めぐみ を 

つら）/ \ おもん みるに、 此御祌 を 大師く わん じ やう 

なされけ る も、 其 故 あらん か、 社家の 説に は、 いなり 

明 神、 和 同年 中に あらわれ 給 ひて 、本 地 いざな ぎい ざ 

なみ W も、 又は 大己貴 命 ，じ もい へり 、密 家の 說に いわ 

く、 弘法 大師 洛陽東 寺の 門前に て、 稻を 負る 老人に 行 

逢た まひて、 其 異相 成 事 を 見知、 密宗 の鎭守 W 成 給へ 

VJ たのませ 給 ふ 時、 老人 諾し て 光 を はな ち、 伊奈 裡山 

へ 飛行し 給 ふ、 かるが 故に、 彼 山に 社 を 立、 稻荷大 明 

神 ど あがめさせ 給 ふ、 さ る あいだ、 いな は、 いね 

をに な ふ- y」 書れ たり、 右の 故 を 以て 愛に もぐわん じ 

やうな されけ るか ビ、 いど ど ふ ど，、 ぞ 拜 奉 也 、 
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ぐ」、 やたて 収 出した W うがみに 書て、 枝に つけん ビし 

ける 所に、 脇よ. 9 いふ は、 ，ヒて もの 事に、 此 花の 盛 成 

頃 御覽候 へ か し、 只 曼陀羅 花 の 地よ わきあがりて、 

木す へ に むらが hsyj  > ま るか、、 J  、怪 まれて、 まう でく 

る 人は歸 らん 事 を 忘れて 眺め くらせ ど 云を閒 て、 

花 はさ か. 0 月 はくまな きを 見る 物 か は 

つれ- C くる もよ しな か るべき 

旅の 男、 

南無 妙法 恩寺內 なる 庭の 花 

二 本に ならび 又 ござるまい 

第 十 一 南 命 山 善 光寺 

猶 行程に、 南 命 山 善 光寺 ど 云 比丘尼 寺に つきた.^、 御 

本尊 は祕佛 にて 開帳な し、 門の 二王 は 幾年 ふりけ る 

かや、 手足 もなくて 只く ち 木の ご ，,レ し 、實， /J は きざ み 

たるお も かけば かり 少殘 たり、 いつの 頃 か、 去 大名の 

庭の 景 にせん VJ て、 築山に す へ おかれければ、 每夜ゃ 

なりし しん V- うおび た -5- しかりければ、 も， A- の ご ヾ」 

く 寺へ 返しお かれけ る V」 也、 御本尊の 御づ しの 兩ゎ 

きに、 善導 法 然の緒 像 か、， -給ふ 也、 此 寺の 本 寺、 信 

濃國の 善 光寺 の如來 は、 佛 在世 に 月盖 長者が 、寵宫 世 


第 十 法 恩 寺  . 

それよ..^ 法 恩 寺へ 參り ける、 されば 此寺は 後土御門 

院の御宇文正年中に、太田^!^灌建立せらる、開山は：《 一 

住 上人な り、 後に 台 徳院樣 より、 寺領御 寄附の 御 朱 一 

印 を 下されけ る，/」 也、 大門の 左の 方に、 三十 番 卿の 社 

有、 拜 殿の 前に 魂屋 有、 鐘 樓は屋 ねなし、 本堂の 兩方 

に 櫻 二 本 有て、 花も漸 ほころび ける 頃 なれば、 一 

花の ひも どく 御き やう や だら 二 本  j 


界の閻 浮 檀金を 乞 請て、 則 極樂淨 土の 敎主を 鑄寫し 

奉る、 尊像 遠く 日本に 渡 給 ふ を、 欽明 天皇の 御宇に、 

尾 輿 連 弓 削守屋 がわ ざ どして、 難 波 堀江に しづめ 奉 

るに、 信 州水內 郡い もい の鄕の 本 田 善 光.、」 云 もの、 

官に 駆れて 都 への ぼり、 國に歸 らん VJ する を りから、 

堀江の きし を VJ ほ. 9 ける に、 うたかたの そこより 光 

さし、 此 御本尊 本 田-かう しろ に 飛 付、 おはれさせ 給 ふ 

を、 國 に歸. ^家 を- して 寺 どなし、 わが 名 を 直に 寺號 

ビ し て 、善 光寺 ビ 名付け る ，/」 か や 、今 此谷中 の 善 光寺 

は、 何れの 時い か 成 事に て 立ら れしビ も、 さだかに き 

こへ がた し、 門の 內に は、 兩 方に 並木の 櫻 有て、 花の 

頃 まふで くる 人 は、 縫 筵もう せん を 敷 島の 道に 心 を 

よせ、 手 まつ さ へぎる さか づきの 、めぐる！ n 影 もに し 

へ かたぶく をお しめり、 しばらく だう の ゑんに こし 

うちかけ、 たばこな Vj のみやす み 居て、 

善 光寺す はみだの ちかい ぞビ 

くわん ぎの 泪袖 にあ まれり 

第 十二 長曜山 感應寺 

長曜山 感應寺 は、 中興 H 長上 人より 此 かた、 法 花讀誦 

の-蹄た へす、 十羅刹 女、 三十 番祌 も、 感應の 眉 を 開き 

增輔、 江 戶咄卷 第二 
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給 ふべ し、 當 寺に；！： 連 大聖 人の みづ からき ざみ 給へ 

る 御影 有、 十月 十三 H は此 上人の 御影 講 なれば、 諸 

人 まう であつ まる 事 市の ごまし、 さる 程に 立願の 事 

有ば、 草履 一 足 を 持て 參り、 御影の 前に かけ 舉りて 祈 

るに、 所願 成就す る 事、 鐘の しも.、」 に 隨て音 を 出し、 谷 

の ひ ，《• きに お ふす るが ご どし、 よくもろ のき ヾ J 

くお ほければ 、感應 寺 ビ號す も 故 有 か 、虎う そぶ けば 

風 生じ、 龍吟 すれば 雲 を こる がご V」 し、 是 を感應 VJ 

云、 まさに 行者の 心 ざし 眞 有"/」 き は、 其 しるしむ なし 

から や、 常 はおろ そこに 打 過、 何ぞ我 身の上に 事出來 

たる VJ き、 俄に 祈 を かくる こそお ろか なれ、 寺 內は廣 

大 にして、 本堂の 前に 五重の塔 有、 鐘樓、 經堂、 册番神 

左に 立 給 ふ、 坊舍も 廿餘ケ 所有、 扨御經 にも 正直 捨方 

便^ 聞て、 

方便の あお わ ひ 惡きニ せん 箸 

なげすてな むめう 法の あ ぢはひ 

又 一 乘法 無二 亦 無三ビ き、 て、 旅の 男、 

二つな く 又 三つ もな き 法の 花に 

座して 佛に成 は 一 乘 

第 十三 新 堀 村 七 面明祌 
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感應 寺よ. - 左へ 少 行て、 新 堀 村の 七 面 明 祌へ參 ける、 

是は 寶珠山 延命 院の 住持 =長 上人、 万 治 三 庚 子年 正 

月 十六 H うた ゝ ねの 夢に、 七 旬に たけ 給 ひし 老僧、 か 

ぅぞ めの 袈裟 を かけ、 水精の 珠數 をつ まぐ b  、枕 も VJ 

にきたり 給 ひて、 汝 かなら す 七 面の 明 神を勸 請せ よ、 

しからば 大に はんじゃ.， フ して、 宗 流ます ます ひ ろ ま 

る べし VJ  、あらたに 吿を かふむ りて、 夢 は その まゝさ 

めた b  、：n 長 つら）， （\. - あんじ 給 ふに、 われ 日頃 妙 見菩 

薩を くわん じ やうすべき や、 七 面の 明 舯 をく わん じ 

やうす べき や VJ 、二心 有て 終に 决 せす、 H 頃 を 經る所 

に、 今此 夢想 を かう むる 事の 有が たさよ ビ思 ひ、 頓て 

七 面の 明 祌を此 地に くわん じ やう 申されし VJ 也、 御 

綠 H は 九： 十九 日 yj 廿 九日 を 取、 神事 は 九月 十九 

日 也、 七 面 は 本 地 北 斗の 七星な り、 妙 見 も又是 星の 名 

也、 武曲 星の かたはらに 有て、 諸 星の つかさ 也、 七 面 

を崇 れ ば 、妙 見 菩薩 は 其 間に こも て お わします 、 日 

述 上人 大難の 時、 梅の 木す へ に 星 下りて、 き V- く をめ 

ら はし 給 ふ も、 七 面の 明 神の 守護 故 な， 9 ビ かや、 然る 

に 七 面の も V- は是 甲 州 身 延 山に 有、 峯 七つの 山 也、 

昔： n 逮 上人、 此身延 山」 して 法 花讀誦 有りけ る砌、 其 


御聲谷 岸に ひ いき、 天人 も あまくだ. 5、 十 羅刹女 も 影 

向し 拾 ふらん，/」、 きく 人かん る い を もよ ほしけ る、 い 

かる に、 一 人の美女忽然wして來.^給ひ、上人に向 

ての たま はく、 我は此 山の 神 也、 御經ざ くじゅの 聲に 

ひかれて あら はれ 出たり、 此 山の 岸 七つ 有、 をの を 

の 七 面 をむ か へて 住す、 今よ. 9 後 守護神 ど 成て 守べ 

し yj のた まふ 、折節 は ぎり 井の 何某 ど 云 人來り 、美女 

の 有 を 見て うたが ひの 心 を こりければ、 たちまち 七 

面の 大蛇，/」 成て、 行が たしら すうせ たま ふ VJ 也、 上人 

是を あ か め 、身延 山 の 守護神 ビし給 ふ を、 日長 上人 右 

の 通， りの 夢想 を かう ぶり、 愛に くわん じ やう 有し 也、 

立願の 事 有ば、 神前へ めん を 七つ かくる も 有、 鏡 を 七 

つかく る も 有 也、 

七面錢 にかけ てあきら けき 

神の しゃう の たのもしき かな 

旅の 男、 

めん- (^の 心々 の 立願 を 

か，、 る錢 もな ゝ おもて かな 

第 十四 不寢 の權現 

扨 七 面より 左へ 行て、 さんさき を 通.. y 、せんだん 木ば 


やしに つく  、愛 に 不寢の 權現ど て、 ち い さ き 社、 樗 の 木 

ば やしの 內に 有-太 田 道 灌槌ら れし林 也、 さだめて 社 

も 其 頃よ b や 有 けん、 其 來歷を しらす、 太田備 中の 太 

守、 あらたに 社 を 作られし ビ也、 別當は 眞 光寺 昌， M 院 

よ- 5 お VJ な ひつ VJ めら る-/ -ビ&、 

もろ- (-の 神の 中に て 火の番 を 

つ 一，" め 給 ふか 不寢 の權現 

第 十五 駒 込 村 吉祥 寺 

權 現の 社よ. - 左へ 行ば 駒込衬 なり、 調訪山 吉祥 寺 は、 

太 田の 道灌、 遠山 丹 波 守、 心 ざし を 合て 建立 せらる、 

開山 は 靑岩周 陽和尙 也、 此寺、 その かみ は 和 田 倉 橋の 

內に 有しに、 此所 にて 用水の 井 を 堀け るに、 井の 中よ 

りひ VJ つの 金印 を ほ bffi す、 其 印に、 吉祥 增 上の 四つ 

の 文字 有、 是 によって 此 所に 一 寺 を 建立して、 吉祥 寺 

ビ 號す VJ か や 、禪 林に んじ やうの 靈地 也、 遙に 年パを 

經て 後、 東 照 權現樣 、- 初て 江 城に 移らせ 給 ふ 時、 當時 

は 第五 代の 住持 用 山. W 照和尙 也、 城內 きわめて 狹か 

りけ る 故に、 吉祥 寺 を 神 田に うつして、 城 を ひろげさ 

せ^ふ、 其 頃 寺の 替地、 旣に城 を さる 事 遠 か， 9 ければ 

人 偸 通 やる 事 希に して、 寺の ためい かい 有べき VJ 上 
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意 有しに、 玄 照和尙 答て 申 上られけ る は、 今此江 城の 

氣を見 奉る に、 君の 御代 大きに はんじゃ うして 市 を 

なし、 月に 隨ひ u を 追て 家居た ちひろ まり 申すべし、 

此 故に 後に は、 今の 替 地の 寺 も 又 地 を か へられ 侍ら 

んど申 上られたり ければ、 御感斜 ならす して、 則當寺 

に 七十 五 石の 寺 領を御 寄附 有け る V- なり、 それより 

代々 の 御 来 印 有、 明曆 三年に あたって、 同 安 洞察 和尙 

の 住持た る VJ き、 寺 を 此駒込 村に 移さ れた hs  、當 寺に 

江 城 詩 記 有、 文章 玉 を つらねて 金聲 有が 如く、 是を 

よむ 人 は、 忽ちう つき を はらし、 心淸々 VJ 成よ し 也、 

すわ さんれば よき さいわい かな じる し 

堀 出 をして 寺 はたちけ， 

第 十六 富 士權現 

それより 左へ 行ば 富士櫂 現の 1^ 有、 是は 百年ば か. 9 

もむ かしの 事に や、 本鄕に 有し ど 也、 彼 所に ちいさき 

山 有、 山の 上に 大き 成 木 有、 其 木の も VJ に 六月 朔！ 1： に 

大雪 降 精る、 諸人 此 木の本に 立 よれば、 かなら すた \ 

-9 有け る 故に、 人 皆 を それて 木の下に 小社 をつ く  .9、 

時なら ぬ 大雪 ふりけ る 故 を もって、 富 士權現 を勸請 

申け. 5、 それよ hN 年每の 六月 朔： ：！ に は、 富士 参り，,」 


て 、貴賤 上下 ま うでけ る 也、 宽 永の 一羽 つ か た、 此 所を賀 

州 小 极中納 言拜額 有て、 下屋敷 ど 成、 今 も猶其 社の 跡 

を殘 して 、毎年 六月 朔 日に 神事 有、 山の かたち 富士出 

を かた V- る、 其 前に 書院 を 立、 富士 書院 VJ 名 付ら る、 

树 愛に うつし 奉る 富 士權現 へ も、 今にた へ せす、 六月 

朔 rn に は、 江 巾の 老若男女 群集す、 此 社の 別 當も、 

眞 光寺 昌泉院 より、 おこな ひっビ めら るゝど 也、 

此神 はする がの 富士 のおむ すめ か 

こふじ ぢ よろ VJ やな を も 申さん 

第 十七 白山 權現 

富士 より 吉祥 寺の 方へ 立歸 り、 西 へそろ，^ 行程に、 

白山 町 VJ 云 少き町 有、 愛に 白山 權 現の 瓧有、 されば 白 

山權 現.、」 申 は 加賀國 の靈神 也、 其 昔 越の 大德泰 澄、 初 

て 白山に 登て 天女に 逢 給 ふ、 彼 天女 かたりての たま 

はく、 我は是 天神 第 七 代い ざな ぎの 尊 也、 今 は 妙狸大 

菩薩，、」 名 付、 本朝 男女 根元 神 也 どて、 たち まも 十 ！ 面 

くわん おんの 形 を 現じて、 御 姿 を かぐし 給 ふ、 又 ひヾ」 

つの 峯 にして、 金の 矢 を持脣 に は 白銀の 弓 をよ こた 

へ 給 ふ 祌に逢 給へ..'、 我 は是小 白山 大 行事 VJ 云 どて、 

聖觀 音の 形 を 現じ、 御 姿 を かくし 給 ふ、 次に 又 一 人の 


翁に 逢た まふ、 我 は 是大己 貴の 命 ど 名：^、 西方 淨 土の 

主 ビ て、 御 形 を かくし 給 ふ、 是 によって 白山 權現 を崇 

給 ふ、 佐 羅の早 は 本 地 不動明王 也、 金^ は 又是く 

b から ふ ざう の變作 也、 又お 山權現 は、 神代の いにし 

へ は 菊 狸 姬の尊 ビ© 侍. 9 き ビ 也、 今此 地に 勸請 有し 

事 は、 元 和 元年の 事な， 9 ビ かや 

.MJ 山の 本 地 を今ぞ きく  b 姬 

きか ぬ さきよ， 9 猶ぞた ふ どき 

第 十八 王子 村 金輪 寺 

稃は遠 けれども、 いざ 是 より 王子へ 行かん ビて、 いそ 

ぎけ るに、 程なく かしこに つきた. 5、 爱も豊 島の 郡に 

て、 王子 村禪 夷さん 金輪 寺 東 光 院"、 J 云、 此社は 熊野權 

現の 別宮、 若 一 王子の 宮也、 元龜ニ 年に 此所 にくわん 

じ やう あ， 9、 中興 東 照 權現樣 深く 御 依 有て、 社 額 二 

百 石 を 御 寄附 有け り、 それよ，.^ 此 かた 代々 の 御泶印 

有、 寬永十 一 甲 戌年、 將軍 家家 光 公 御； .s.:: 興 ましく け 

b  、此時 儒官の 羅浮氏 道 春、 宫 社の 綠起を 作て 社頭に 

納られ たり、 當 寺に 萬 病 妙應の 五香 湯 有、 近國の 人民 

是を 信服す るに 諸 病 をい やす、 いつの 頃 何もの ゝ云 

出しけ るぞ や、 案内の 乞 やう 小聲 なれば、 弟子の 私に 
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合た る藥を あた ふる 故に 、其 妙す くな し 、大昔 に案內 

を 乞へば、 住持の 耳に 通す る 故に、 弟子の 私なら ざる 

VJ 云に よ. 9 て、 かしこ へ 五香 望て 行 もの は、 おこが ま 

しく 大昔 聲 にて 案 內を乞 入 事、 おかし か， 9 けり、 然ば 

いづかた よ. 9 來る ものに も、 澄漬 飯に 奈良漬の 香の 

物 を そ へ て 出し もてなす なり、 七月 十三 日に 祭禮 有、 

寺 中 十一 一 坊 よ り 躍 子 を 出し て、 風流の を V.- りお、 見物 

の 貴賤 群集す るな，. y  、稻 荷大明 神- 是も 同じく 王子の 

寺 rS 也、 若 一 王子の 社より は 一 町ば かりかた はらに 

有、 當社 は關柬 所々 に 崇る稻 荷の 棟梁 也、 每年 十二月 

晦 U の 夜 は 、關 八州の 狐 V- も此 所に あ つまり、 狐火 を 

VJ ぼす、 愛の 地下 人 等 は、 燐火の ど ぼ.^ やうに て、 田 

畠 の 善惡 を 知，/」 也、 二月の 1 初 午の 日 は、 諸人 參詣 して 

祈. 0 申す ど かや、 

きっね火に王子田^^のょしぁしを 

知らん ど 愛へ こんり んぢ かな 
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第一 小石 川の 傳 通院 

け ふ は 又 小石 川 邊へビ もな ひ 申さん どて、 うちつれ 

ゆく 程に 、無量 山壽 經寺傳 通院に つ く  、當寺 は 明徳 年 

中に、 酉 連 社^ 問了譽 上人の 開基 也、 御本尊 は 恵 心！？. 

都の 御作 、坐： 像の 阿彌 陀如來 也、 六 八の 御 誓願 は ^ 

、！： 世の 苦界 を 憐愍し 、四 八の 金色 は 十 方 をて らし、 普 

く 念佛の 衆生 を攝 取し 給 ふ、 然 に了譽 上人 只 常なら 

ぬ 知識に てお はし まし、 御 ひたいに 三日月 生の あざ 

有て、 閣 夜に 灯な けれ iir かの 痣よ.. > 光 を 放ち、 聖敎 

をて らして 勤學 なされけ る ど 也、 御製 作の 書籍、 是 

又 數卷有 VJ かや、 應永七 庚 辰年 九月 廿七 H に、 御 年 八 

十歲 にして 御 入寂し 給 ふ、 去に よって 今の 世 迄、 九月 

廿六 H の 夜 は、 よもすがら 待 夜の 法事 有 ど 也、 一 說に 

云、 了譽待 VJ 名 付 て、 卄六夜 の 月 を 待 VJ いへ り 、定 て 其 

故 有ぬ ベ し、 扨 又 所 化 は 愛に お い て 學問を 究め、 古き 

名^ の 跡 を 慕 ふ、 去 程に 整 雪 の 劫 作 を つみ、 服 を經； i 

に さ らし、 反鵲垂 露の 點盡を か さ ね、 手 を 紙筆の 上 に 
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又 愛に あらたに 伽藍 立 給 ふ 有、 護國寺 VJ 云、 眞言 の 秘 

密 明らけ ぐ 世々 の 御 守， なれば、 一 I ^なく も元祿 年中 

に古きを改めさせ給ひて、御造營まし^»ければ、き 

よらなる 風情い はん 方な し、 玉 殿 玉の いら か 和 光の 

光 を や はらげ、 神 VJ^ まり 諸佛 ぼさつ 此 御寺に 守護 

し 給 ふに こそ、 かゝ るめ でた き 時に 生れ あ ひて、 逢が 

たき 御 法 をき くの みならす、 極 樂淨土 も 近く まの あ 

たりに 拜み 奉る 事淺 からす、 有が たさ こどば にもの 

* へ がた けれ Vj 、古鄕 にった えん どて、 

あ ふげ 猶祌も 佛も跡 たれて 

國を 守りの 寺ぞ此 てら 

第二 金 杉 村の 天祌 

扨て それより 金 杉 村の 天神へ 参る、 是は 古へ 右大將 

頼 朝卿勸 請し 給 ふ 所 也、 社 は 五 間に 三 間 也、 此 神の 氏 

子 は 五 間に 三 間の 家作る 事 を 恐れて 作らざる どい へ 

り、 本社 は 山の 上に 有、 山の 下に 鳥居 有、 御 神木 は榻 

木 也、 

ちら わらべ 

兒 童た のみ を かけて よ む 歌 を 

かく も かなす ぎ 村の 天神 

第三 金剛 寺 


ひるが へし、 口に 富 樓那の 辯 花 をち らし、 疑 門の 扉 を 

ひらく  ier 迦 葉の 胸に 悅 して、 只 連の 泥土 を 出る に異 

ならす、 鬼に も 角に も 僧俗 共に 、ねがわしき は 九 品の 

速， 躉 なれば、 五 念 修行に も W づき、 三 心 具足の 床の 上 

に、 三 輩 往生の 素懐 を 期さん、 

彌陀賴 む 人の 心 は 小石 川 

罪 もむ くひ も 流 ゆく らん 

幷に 護國寺 

S まあ 
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それより 金剛 寺へ 尋 行ける に、 當寺は 太 田 道 灌の建 

立 W して、 用 山 大和 尙の 開基たり、 此 故に 道 濯の 木像 

^、其 昔 は 寺院 もお ほく 境 內も廣 く、 僭錄、 首座、 請 

客、 侍者、 沙彌、 喝食、 維那、 納所、 行者、 火番 なん ざ あ 

-9 て、 祈禱、 祝 星、 開 浴、 淋 汗の 式々 の 勤怠ら す、 堂塔 

も きらびやかに 塔 頭も賑 ひける を、 今 はかす か 成 住 

罟 にて、 人げ もい ど かまれ 也、 本堂 は 費ぶ きにして、 

經 行の 道 もな し、 門前 は 水道 也、 門の 內兩 万に 寺 家の 

察 有、 鐘 は 有ながら 鐘 櫻 もな し、 只 二 柱に 龍 頭 を かけ 

たる 也、 それさ へ 一 方 は 庭に 生た る 松の木、 一 方 は 柱 

にて、 上に 貫 を 渡しても たせた る 鐘 也、 酉の 年の 回祿 

以後、 舯社佛 寺 かたの 如くに 作り あらため、 或は 地 を 

かへ 所 をう つし 侍りし も、 さすが わびし かりけ る 有 

さま 也、 

むかし 玉の 床に 有せ ハ今 庭に 

は きす て ら れ し 金 剛寺哉 

第 四 吉 水の 極 樂の井 

それよ. 5 吉 水の 極 樂の 井へ尋 行け..^、 是は其 かみ 傅 

通院の 開山 了卷 上人 吉 水の 寺に おわせし に、 龍 女 か 

たち を あら はして、 上人に. ま 見 へ 奉. 9  、佛 法の 深 旨 を 


  二百 十四  

も VJ めし かば、 上人 則 彌陀の 本願 他力の 實義、 即相無 

相挙理 俱頓の 耍法を 念 頃に しめし 給 ふに、 龍 女即悟 

無 生の 理 にかな ひ 、菩薩 戒血厥 を 請、 其 報恩 ^して 此 

名 水 を 出して 奉りけ. 5、 此 故に..， f 樂の井 VJ 名 づく、 む 

か し は 靈山八 年の 御 法に 、八歲 利根の 龍 女、 南方 無 11^ 

の 成 道 を.、」 げた， 9 し は、 法 花 開 會のカ 也 W い へ V- も、 

まのあたり 末代の 今、 畜趣を 出て 西方に 往生す、 まこ 

VJ に 十 方 衆生の せいやく あやまち 給 はぬ は、 本願 ふ 

しぎの 功に あらす や、 

法 を 得て 龍 女 返上す る 水 は 

了  ikyj もに ふしぎ 成け り 

第五 關 口村 目白 不動 

いざ VJ て もの 事に、 關 口村の 目白 不動 へ 參 らん ビ て 、 

打 つれ 行、 此豊山 新 In^ 谷 寺 目白 不動の 本砵 は、 是 弘法 

大師の 御作、 荒澤鑽 火の 不動明王、 御 長 八寸の 尊像 

也、 當 寺の 開山 は秀山 僧正 也、 その かみ 弘法 大師、 湯 

殿 山の 內、 荒澤 川に を こな ひ 給 ふ 時、 大日 如 來御姿 を 

あら はし、 たちまちに 不動明王の 御 形 VJ 變じ給 ひ、 み 

づ から 持 給 ふ 利魏を ふりて、 左の 御手 を はら ひた ま 

へ ば、 火 15 さ かりに もえ 出た. 5  、 大師 則 此御姿 をう つ 


增稀扛 戶咄卷 弟 s  二百 十 玉 


し 給へ. 9、 たぐ ひなき 秘佛 也ければ、 ふかくお さめて 

開帳な し、 御 本體の 御厨 子の 前に、 別に 坐像の 明 王 を 

すへ 奉る、 此玉 眼の 白き 故に や、 是を 目白の 不動 ど い 

へ る 也、 湯殿の 行人 讚 火 を 出す 事 は、 此明 王より 1 初れ 

されば 法界 體性智 の 德用は 本 有 舍那の 妙 ii をし 

めし、 阿字 三 摩耶の 観相に は瑜伽 上乘の 究竟 を あら 

はし、 謹摩灌 頂の 壇の 上に は 災難 を 他方へ はら ひ、 祈 

念 加持の 床の 前に は 福壽を 自家 に 成す、 まこ ど にき 

Vj くの 御本尊に てまし ませば、 貴賤 老若 あゆみ を は 

こぶ 事お びた だし、 堂の 前に はわび たる 茶屋 其 有、 是 

よりにし の 麓 を 見お ろせば、 田 面 打 ひらきて、 心 も は 

れ》2,^ど 氣も いさぎよし、 こなたの きしぎ はに は淸 

き 流 有て、 御手洗 水、、」 もい はまし、 

おしあ ひて 参る めじろの 鳥居 かな 

貴賤 は 不同 か 亡 に もれ まじ 

第 六 曹司 谷 法 明 寺 

いざや 是迄來 る 事 なれば、 曹司 谷の 御經 寺へ 參 らん 

W て 行程に、 威光 山 法 明 寺に 着たり、 當 寺の 開山 は 日 

源 上人 也、 此 上人 も は 天台の 宗風 をった へて、 玉 泉 

の 法 流 を 汲、 止觀鑽 仰の 床の 上に は、 一念 三千の 霜 を 


こらし、 無 相 般若の 窓の 前に は、 一 乘實 相の 月 を もて 

あそび 、學術 高く 智徳廣 ふし て、 世に かくれな き 名匠 

也 、 あ る 時驗河 の 岩 本 W 云 所 に て、 Co 遝 上人 に 行 逢 て 

法 問 有、 互に 勝負に 任せて、 弟子 W 成べ しビ 約束し 

て 問答 有け る に、 詞の鋒 は をみ がき、 辯 舌に 火花 を 

ちらし、 妙 狸の はしの ぎ をけ づ， 5、 難破の 鏵をゎ 

りて、 終に 日蓮 上人 問答に 勝 給へば、 日 源 は 弟子 ど 成 

給 ふ、 それより 天台の 流義を はなれ 日連宗 になり、 寺 
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を IT じて 此經 を弘 めら れた. 9、 本堂 は 三 問 四面 也、 是 

は 飛 驊の內 匠が 作し 所、 H 蓮 上人の 御影 は、 鎌 倉の 大 

佛師 式部 卿權 僧都、 百 H の 間 精進 潔齋 して 作， 9 たる 

所 也、 或はい はく、 楠 正 成の 妻室の 願主に て 作られた 

り 共い へり、 又 六 老僧の 御影 も 有 也、 鬼子 母 神 は十羅 

刹の 母 VJ して、 法花經 守護の 神 也、 是も 名作の 木像 

也、 その かみ 傍の 村に 有し を、 日昭房 いへ る 沙門、 

天 正 六 年に 此 寺に うつして 安置せ り、 諸 願 あやまた 

すかな へ 給 ふて、 諸人 參詣 して 祈り を かくる、 東照權 

現樣御 在世の 御 時、 當 寺に 十 石の 佛餉を 御 寄附 有、 そ 

れ より 御代々 の 御朱印 を 給り けり、 大 猷院樣 折々 當 

寺に 御成の 事お わし ましけ る 故、 御茶屋 を 立 置れ し 

VJ 也、 

御佛の 威光の 山の VJ ぼし 火に 

たま へし 法の あきらけ き 寺 

第 七 牛 込 村 穴 八幡宮 

それよ， 0 引返して 高 田の 馬場へ 行、 此所 打開き、 馬場 

の 長さ 四 五町 も 有ぬ ベ し、 是ょ. 0 南 へ 少 行ば、 光 2^ 山 

の 八幡宮 也、 是を 世に 穴 八幡 W 號し 奉る、 愛 は 武州豊 

島 郡 牛 込の 鄕戶 塚村ビ 云、 此 八まん の 地、 古しへ はき 


わめて 茂 hN たる 山な りけ る を、 世々 の 人 皆き hv つく 

して 根 を 堀 返し、 山 は 荒て 岡 V」 なる、 ゎづ かの 极の 

木 二 本殘， o たり、 然に宽 永 十三 丙 子年に あたって、 征 

夷 大將軍 源 家 光 公の 御 弓 大將极 I. 午 新 五 左 衞門尉 直 次 

に與 力せ し 人々、 弓の 稽古 をいた しける が、 誠に 源 家 

の 宗廟 なれば 、八幡宮 をく わん じ やうし、 その 前に 的 

山 をつ かせて、 弓 を もま なぶべし W 云 合る、 幸に 此地 

を 望 得て、 喜ぶ 事 かぎ， 0 なし、 其 折 ふし 山鳩 三 羽飛來 

りて、 松の 枝に ビ いまる、 是 誠に 八幡 大 菩薩 われらの 

まこ -y」 の 心 ざし を 御 納受 まし-/^ て、 御影 向 有事う 

たが ひなし ビ て、 皆々 歡 喜の 泪を 流し、 か.. > に 小社 を 

造り、 則 二 本の： il- を 御 神木 VJ 定、 鳥居 を 立て 崇舉 る、 

それより 六 年の 後 辛 巳の 年、 威成院 の良昌 僧都 を ま 

ねき て 社僧 ビ し、 法眛を そな へ 奉る、 此僧も VJ は 周 防 

國の 人山 口の 八幡の 氏人 也、 い W けなく して 毛 利 家 

の侍桓 本の 何が しにつ か へしが、 稷本身 まか けれ 

ば、 是を なげき、 十九 歲 にて 高野山に 登. 5 出家して、 

寳性院 の 法 印 春 山の 弟子 V」 なり、 一 紀の行 法 學道を 

VJ げて、 三十、 一 歳の 時よ. 9 諸國を 行脚し 、つちの へ 寅 

の 年 十：：： の Is^ 奥州に くだり、 金 花 山の 求 聞 持 堂 七十 


五日 こも， 、次の 年の 春 二月 七： ：！、 同き 山の 尾 上に 八 

幡宮 有、 愛に つやし 侍りし に、 其 夜の 夢に、 髮 から わ 

に 結る 老翁、 枕に 立吿 ての たまわく、 將軍 家の 御子 辛 

巳の 年の 夏の 頃に はかなら や 御 誕生 有べ し，/」 のた ま 

ふ VJ 覺へ て、 夢 はさめたり、 然！^ ハ ふかく 心の中に こめ 

て 更に 人に 語ら や、 それよ i 一年 過て、 巳の 年 正月 三 

日の 夜武 州に 來り、 曹司 谷の 御 藥圓の 主が 家に 宿し 

ける 夜の 夢に、 さきの 老翁 又來り て吿 ての たま ふ、 今 

年 夏將軍 家の 御子 生れ 給 ふべき よしを、 兼て 云 しら 

せし を、 汝 うたが ひ 思 ふなら ば、 明 H 此所 へ 將軍家 御 

ゎた.^>有べ き 也、 それ をし るし- yj して、 わがい ふこ VJ 

ば をうた がわす、 人に 語りき かせ ど しめし 給 ふ、 夜 あ 

くる をお そし VJ 、此夢 を あ る じに か；：： る、 案の ご ビく 

其 U 俄に 御成お わします、 僧都 も あるじ も 大きに 隱 

き 奇特の 事に おもへ り、 されせ 《世に ひらうすべき 事 

に は あらや ビ て、 猶 ふかくつ \ みて 打 過ぬ、 其 夏の 頃 

中 野の 寶泉 寺に 立 入て： 法印秀 雄の 會 下に 有け る を、 

彼 八幡宮 を 草創し ける 人々 の 中に、 相 知れる 方 有て、 

宮守の 爲にビ て 招よ せ、 秋 七月に 草庵 をむ すばん VJ 

て、 此 山の 麓の 地形 を 引なら して、 上の 山 一 丈ば か， 9 


掘く づ したる 山の 底に ちいさき 穴 あり、 諸人 あやし 

み 見る に、 ロは狹 くて 奧は ふかし、 おこ もの 4^ ハ內に 人 

て 見れば、 九 尺 四方に 深さ 一 丈 二三 尺ば か..' の 穴 也、 

內に 御た け 三寸ば かりのから かねの 佛像、 石の 上に 座 

してお わします、 其 前に はちい さき 瓶 一 つ 有、 左右に 

人の 骸骨お ほく 有け る を、 人々 v-,^ すてたり、 彼 弗 像 

は 世の常なら ざり ければ、 良昌 僧都 加持し 奉りて 卸 

厨子に うつし 奉る- 道俗 貴賤 此由を 開 傅へ 群集して 

拜み 奉る 、^八月 三 H 、右の 御 夢想に たが わす、 將軍家 

の 御 若 公 御 誕生 ましく、 上下 萬歲 をよ ば ふ. 聲 ちま 

たにみ ちたり、 良昌 いよ /\ みて ぐら を さゝげ 祝言 

を 申て、 かく ぞ よみけ る、 

生 そふる 千 せの 松 も 千尋 有 

かげ^さ か ゆく 御代 は つきせ じ 

此若公 御たん じ やうの 奇瑞、 其數々 おほし、 當 社の 綠 

起に つまびら か 也、 同 八月 九：！：、 社頭の めぐり 一 町 四 

方に 繩 張して 地形 を 開、 本 iM をば 御 神木の 松の 本に 

うつし、 鳥居 を石淸 水のう へに 南， Z に 立 か へつ、、 八 

重 垣 ゆいま わしけ る を、 賀 州の 太守 黄 門よ.^ も數百 

の 人夫 をつ か はし 給 ふ、 此 放に H 數 いくばく ならで、 
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同：：； 十四日に 朝淸 めして、 遷宮 取 を こな ひけ. 9、 此 H 

賀州 太守より、 酒 餅 肴な V- 山の ご ど く 送り てに ぎ は 

し 給 ふ、 次の B 放 生 會の式 取 行 ふ 、尤御 神 樂御湯 を 奉 

,5、fel^ 新 五 左 衞門與 力 同心 引 具して、 的 山の 邊に慕 

を は. 0 棧敷を 構へ、 かりそめの 宮居 なれば、 八 的 百 

手 等 はこ，.」 ぐし かるべし やどて、 只 式 正の 小 的 を 

たつる、 神 的 は 射法 なれば-小 池の 何が しが 子 十二 歲 

にして つかまつ hN ける が、 乂其 有さ ま 人の 目 をお VJ 

ろかし け る、 其 夜 神前 にて 風流のお ざ h^有け る に 、亥 

のこく ばかりに、 祌 木の 松の 棺 より、 てうちん 程なる 

光物飛出て、社のぅしろに落侍h^ぬ、諸人ぉがみ奉り 

て、 靈體な ふじゅの しるし を あら はした まふ どて、 い 

よ- C たう ビみ 奉る、 然に此 山の 腰より、 きょきした 

たり 流出る を、 堀 ためられ しに、 限な くわき 出 侍- 5 

ぬ、 誠に 石淸 水の 名に あ ふき ざくなら す や、 昔より 此 

所 を 阿 彌陀堂 山 ど 名 付った へし、 いか 成 故 ども 知人 

なし、 されば みだ は是 八幡の 御 本 地 也、 山の 名 もい わ 

れ なきに しも あらす、 され V- も 山の 名 を改、 神木の 奇 

特によ そ へ て、 光松 山 放 生 寺，、」 號す、 誠に 神 VJ 君ビの 

道す ぐに、 納る 御世のう ご きな き、 名 もい わし 水の 御 


神の、 廣 き誓ぞ 有が たき、 

穴た ふ yj ふ かく ぞ 頼む 神 心 

弓矢 八 ま ん男 みや ラり を 

第 八 築 土の 明 祌幷赤 木の 明 神 

それよ.. -築 土の 明 祌へ參 る、 此明祌 VJ 八幡宮 VJ なら 

びて 立 給 ふ 也、 扨つ くどの 明 神 ど 申 奉 る は、 將 門の 首 

を 祝 ひける ビ也、 然共將 門の ilH は、 都へ 飛 ゆきけ る 

を、 美 濃 國南宮 の 山 神、 矢 を 放射 留給 ふビ いへ..^、 い 

づれ かた  >し かるべ き、 但先愛 へ 飛來て 、その 、 ち 都 

の 方へ 飛 ゆき けん、 又は 都よ. り 申く だして 後、 爱に神 

VJ いわ ひ 候 や、 此 わけし- 5 がた し、 一 說に いはぐ、 此 

近所に 赤 木の 明祌 VJ 申て あ， 9、 是は將 門の 首 木の 梢 

に落留 りて、 血の つきた る 故に 赤 木 VJ いふ、 それより 

此築 土に 飛 下..^ ける を、 塚に つき こめけ る 故に 築 土 

VJ 云 VJ  、古老の 云傳 へ に は 有 どか や、 

七 人に 身 を わかちた る 人 なれば 

八百万に も 神 はな. 5 なん 

第 九 堀 兼の 井 第 十 柏木 右 衞門櫻 

それより 尋ね 行程に、 ほ， りかね の 井に つきた， 5、 是は 

武藏國 の 名所 也、 俊 成 卿のう たに、 


むさし に は 堀 かねの 井 も 有 もの を 

うれしく 水に ちかづき にけ， 9 

W よみ 給 ふ、 されば 昔繼 母の 讒 によ. 0 て、 其 父 わが 子 

に 井 を ほら せけ るが、 い VJ けな か. 0 ければ 、え ほら で 

死け る 故に、 堀 かねの 井 y 一名 づけて 今に 是有 也、 

ほり かねの 井の ち を はりし いにしへ は 

物う しごめ ビ きぐ も あわれ さ 

それよ. 9 た v-b くて 行程に、 柏 沐村圓 照 寺に つき 

た，.^、 此 寺の 庭に 右衞門 櫻，、」 て 名木 有、 此 ゆら ひを尋 

るに、 昔 柏木 右 衞門督 VJ てお わせし が、 源氏し なさ. た 

めの 時、 月 卿 雲 客 を、 月日 星 くもかすみ、 萬の 木く さ 

にた ど へられし に、 此ゑ もんの かみ をば、 柏木に よそ 

へらる いつも VJ きわな， 5 ける すがた をた ビへ てい 

へる なるべし、 ある W き 源氏 まりを あそぶ しける P- 

つめに、 右 衞門督 参られけ るが、 みすの 內ょ. 0 猫の か 

け 出け るに、 つなに てみ すのう ごきけ る ひまに、 女 三 

の 宮を見 そめ 奉りて、 それより いひた よ. 5 てハ汀 i ひ 

給 ふ、 ある VJ き はな だの 帶を わすれて、 源氏に 見つけ 

られ 侍りき、 源氏 是を ほのめかし、 ゑ もんの かみに 酉 

をし ゐて、 御 心よ からぬ 御目づ かひ をし 給 ひしょ.， >、 
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右 衞門督 心の 鬼に やい VJ  ^ しく 心み だれたり、 かく 

て 少の內 愛に ながされ 給 ひしが、 程なくめ しかへ さ 

れ しか V- も、 限な く 心地 やみに 打 ふしぬ、 女 三の 宫は 

柏木の 子 を はらみて うみ 給 ふ、 五十；：： のい わ ひの を 

,5、 彼 若 公 を 源氏 かきいだ かせ 給 ひて、 女 三の 宮の御 

そばに 立 寄 給 ひて、 

たが 世に かたね を まきし W 人 VJ は^ 

いか^い わね の：^ はこた へん 

ぐ」 よみ 給 ひし かば、 宫 はいふば かりなく、 御はづ かし 

くて ひれふし 給 へ りしが、 ゑ もんの かみう せし よ. 9、 

物の けになら せ 給 ひぬ、 扨 程なくう せ 給へ り、 彼 若君 

をば 後に 薰大將 ど 名 付し VJ かや、 ゑ もんの かみあ づ 

まに 下， 0 し 時、 う へられた る 櫻な りビ 云った ふ、 花 は 

しべ ながぐ 匂 ひ 四方に くんじ、 花の も VJ を 立 さりが 

たし、 されば 此所を 柏木 村.、 J 云、 人し げき 所 をき らふ 

人 は、 ひそかに 此 所へ 來り、 さびしく 花 打 詠て 短冊な 

r を 付、 散 花 を さか づきに うかめ な vj して、 たのしめ 

り、 かぐの ご VJ ぐに、 ひ- yj しき 心の 人 も 有て、 あな. N 

こなたよ， 5 參. 9 つ V- ふ 程に、 花の 頃 はに ぎ < ^しく 

成ぬ、 

I 
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かし はぎの ゑ もんつ くる や 花の かほ 

V」 いへ ば、 旅 男 も 

女 三み やる VJ たしなめる 春 

ビ いひて 花の 下に 立よ， 9、 人の つけ をき したん ざく 

を 見れば、 

たが 世に か樱 うへ し VJ 人ビ は^ 

いかいい も ほ 坊 はこた へん 

ビ 狂歌 を かきたり、 さだめて 此 花の 事 を、 小僧な ざに 

たづね 問 けん V,- き、 いざ しらぬ ども こたへ つらん VJ 

おもへ. 5、 

第 十一 f& 谷 八幡宮 金王樱 

それよ b 尋 もて 行程に、、 漉 谷の 八 牆宮に 若たり、 此八 

幡は金 王 丸を祀 ひたる： ハ云、 又 金 王 丸爱を 知行し け 

る 故に、 八幡宮 を勸 請し て、 氏神 ビ しける 共云傳 へ た 

り 、愛に 金王樱 どて 名木 有、 彼 金 王 丸 VJ 云 は、 左： liT 頭 

源義 朝に めしつか はれし， lis! なり、 大 がらの 兵に て 度 

度の 高名 を あら はしける ビぞ、 然るに 1^ 治 元年に 義 

朝 は 藤 原の 信頼に くみして、 むほん をお こし、 待 賢 門 

の 軍に うち まけ、 東國へ 落ら れ しに、 尾 張國野 間の 內 

海に 御家人 長田庄 司忠宗 V」 云 もの 有、 殊に は 鎌 田 兵 
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衞正淸 が M なれば、 心 やすく 思 ひ 給 ひて、 かれが も VJ 

に 落 來り給 ふ を、 長 田 心が わ. 5 して、 御 湯 を ひかせ 給 

ふ VJ て 、湯殿に て 討 奉る-、 む この 鎌 田 を も その 前の nj 

討たり、 金 王 は 其 折 ふし 有 合 ざり しが、 此由を 聞て か 

けつけ、 口 をし や v> て はしりめ ぐり、 手む かふ もの 共 

を 切 ふせて、 その後 篛 朝の 思 ひ 人 常 盤が も VJ に來 り、 

此有樣 を かたりった へて 後、 出家して 諸國を め ぐ b  、 

義 朝の 御 跡 を W ぶら ひ 奉る、 修行の っゐ でに 古鄕へ 

來り、 愛に 櫻 をう へ 置し ビ也、 此 さくら 今 はかれて 其 

木の 名殘有 を、 おこりの 落 どて 參詣の 者 共け づり取 

て歸る 也、 ある 說に は、 賴 朝の 仰に て 義經の 討 手に の 

ぼり、 都 堀川の 御所に て、 夜 討の 大將土 佐坊正 尊.、」 云 

はこれ 金 王 丸な り どい へ. 9、 今 は 別に 樱を うへ 置て、 

跡 をす てざる ゆ へ に、 花の 頃 は 愛に 來 りて、 詩歌 をつ 

らね、 短册を かき、 櫻の 枝に 付る もお ほか， 5 ける ヾ」 

也、 さて 旅の 男に 向 ひてい はく、 その 方に 誘 はれす ば 

よも や 愛に は來る まじき にどて、 

よし ビ もに さそ はれ 愛に 金 王の 

かたみに のこす さくら をぞ 見る 

まい ひければ、 たびのお のこ も 


よしつ ねに 心がけた る 正 尊に て 

今 も はなしに： 織 谷な-りけ-り 

第 十二 長者 丸 幷香貝 橋 

それよ. c 百 人 町に かゝ. り、 長者 九 を 過て 香 貝 橋に 若 

た. o、 爱を 長者 丸，、」 云 事、 香 貝 橋の いわれ を、 古老の 

云 傅に は、 むかし 此 所に； i 谷の 長 71^1^ て 長者 有け る 

が、 金の 長者 也 どて、 代々 おさな 名 を 金 王 丸 どい へ 

b  、是正 尊が 子孫 成 べし、 然るに 後光 嚴院の 御宇 か ど 
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よ、 其 時の 長者に 子な きに. り、 氏神 八幡宮に 祈て 女 

子 をもう けたり、 此姬 十五の 春の 頃、 目黑 不動に 參詣 

しける 所に、 白銀 村の 長 若の 子 をし ろかね の 長者 也 

VJ て、 代々 おさな 名 を 銀 王 丸 ど 申せし が、 是も 目黑に 

參詣し て、 御寶 前の きざ 橋に て、 かう が ひ を ひろ い 給 

ふ、 見れば くりから ふ V- うの ほり 物 也、 是 はひビ へ に 

明 王より 給り たる 所な り VJ て秘藏 し、 下向の 道に て、 

溢 谷の 長者の 娘 を 見て、 戀 慕の 闇に まよ ひ、 歸. 0 て 中 

だち を賴、 千 束の 文 を 送りて、 終に 心う ち W けゝれ 

ば、 忍 やかに 行かよ ふ、 あこき が 浦の なら ひ あれば、 

はや はし 1/\ 人 知た る やうになる 程に、 有夜姬 を 

W もな ひて、 舘の內 を 忍 出て 此橋迄 求り ぬ、 も V  J 大河 

く. u-r ち. r つ 

にて 橋 も廣長 成け る ど ぞ、 渡らん VJ する VJ き 、板 S の 下 

より 鬼 形 あら はれ 出で さまたげん V J す、 其 時 太刀に 

さした るかう がいぬ けて、 くりから ふ V- う ビ 化し、 鬼 

Tl をのまん ビかゝ る、 鬼神 も 又是に まけ じビ あらそ 

ひけ る が、 終に 鬼神 いき を い おどりて、 いづち ど もな 

くさ. 0 うせけ り 、其 時 またもぐ」 の か うが ひ VJ 成て 、爱 

に しづみ ける 故に、 かう がいばし VJ 云 W 也、 彼 鬼 形ど 

見へ し は、；：： 頃^ 谷の 姬を戀 て、 色に も 出さす し て戀 
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死た る もの ゝ靈 魂な ..yw かや、 彼 長者の 住け る あ VJ 

を、 長者 丸 ど 云 傅へ ける、/ J 也、 かくて 追手の ものせ ハ來 

,0、 二人 VJ もに つれ 歸， 9 て、 溢 谷の 長者に は、 幸 男子 

なければ VJ て、 むこに 取て 銀 王 を改、 金 王 九 どし、 銀 

の 長者に は、 子 A ハ 多き 故に、 次男 を 惣頜に 立け る W 

也、 其 長者の 末孫、 近き 頃 迄 かすかなる 百姓に て 有 

ぬるよ し、 今 もや 有 けん、 

鬼神が けん を ふる， yj も かな ふま じ 

つ、， 0 から 不動 は ゑ 物に ての む 

第 十三 麻^^龜子山善福寺 

それよ. 5 阿部 豐 後の 太守の 下屋敷の 前 を のぼるに、 

百姓 町へ 出、 麻布へ 行、 愛に 龜子山 善 福 寺- ヒて、 一向 

寺 有、 是を 世に あざぶ 殿 VJ 云、 當寺は 親鸞 上人の 御 

子 了 海上 人の 開基 也、 此寺其 かみ は 天台宗に て、 此 

開山 迄 その さき 三 四百 年 も 過來る 古跡な りビ かや、 

然る 所に、 親鸞 上人、 常 陸 之國の 配所よ り 、御 赦免に 

て 京都へ 御 登の 時、 此 寺に 御 腰 を かけられ、 御 一宿 有 

て、 夜もすがら 淨 土の 法 問を談 せられければ、 了 海 

信仰 有て、 則 宗旨 を改、 上人の 御 弟子 w 成、 一向 專念 

の 行者 ど 成 給へ り、 親 覺は翌 =1 御 立 候 どき、 いよく 


我す、 むな 所の 法 問 はんじゃう すべく は、 此 杖に 根 

つきて、 枝 を たれ 紫し げり さか ふ ベ し， i レ て、 自 つき 給 

ふ 御杖 を 庭に さし 置 給 ふ、 此 杖に 根つ きて、 今に 御堂 

の 左の 方に 是有銀 店の 木是 也、 扨 了 海上 人 は、 衆生 濟 

度の 御 心 ざし ふかき 故、 心中に 誓願 有て、 末世の ため 

神 ど 成、 所の 產宮 になる ベ き VJ ちか ひ 給 ひて、 七月 十 

五 =1 に 遷化し 給 ふ 、則藏 王 權現ビ 崇奉 b  、今 の 世 迄 麻 

布の 氏神，、」 成 給 ひて、 自 他宗 共に、 宫 f》 一 をば 愛に ま 

ふでけ る VJ 也、 其 外 願望 を かけ 祈る に、 かなわ やど 云 

事な し、 七月 十五 H は祭禮 VJ て、 所の もの V- も 集て、 

相撲 を 取て 神慮 をす^し め 奉る 也、 御堂の 左の 方の 

開山 堂是 也、 

淨 土より 今此 しゃば ぞたの もしき 

龜子 山の 善 福の てら 

それより 陸 奥の 太守の 下屋敷の 前に か、 り、 目黑方 

へ 行、 

第 十四 東 福 寺の 藥師 如來 

本御藥 園の 前に、 東 福 寺の 藥師ビ て あ 、是は 傳敎大 

師御 在世の V,- き-. 七 佛藥師 の靈像 をき ざみ 給 ふ、 其 中 

の 一 鉢 也、 然る を 本山 第二 世の 慈覺 大師 あまねく 衆 
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ぐ、 もろ），， \- の 衆生に 結 緣し給 ひ、 所々 に 座 を VJ  3- め 

現當 二世 悉地 は、 古 往今來 さらに か はる 事な くさ 

かん 也、 靈瑞 奇特 を 語り 傳へ、 きゝ つたへ て、 諸人 あ 

まねく 知る 所 也、 

おやくしの ゆらいい かに W 東 福 寺 

傳敎を かた きかす る 

第 十五 紫雲 山 瑞聖寺 

それより 白 かねの 方へ 行程に、 紫雲 山瑞聖 寺に つき 

たり、 此寺 は寬文 年中に 唐 僧 木 庵 禪師の 開基 也、 今 は 

小 田 原の 鐵牛 和尙 住持し 給 ふ 也、 門の 額 は 木 难和尙 

の 筆跡 也、 門の 右の 方に、 不レ許 ニー 5B| 酒 門 入 二、」 石に 切 

付 立たり、 門に 入て 右の 方に、 からかねの 連 葉の 手水 

鉢 有、 內 にもから かねの 龜を入 置、 石の きざ はし をの 

ぼり て、 四天王 立. 5、 本堂に は 釋迦佛 立 給 ふ、 向て 左 

の 方の 奥に、 木 庵の 御影堂 有 、毎日 昔の 念經 有、 例 

へば 念佛 を、 なむ をみ たう ふ^ 唱 るが 如くに て、 經の 

音聲餘 寺より 取 わけ 殊勝 也、 

紫の 雲の たなびく 山なら ば 

き や いしゃう じど 拜む ベ き 也 

第 十六 直指院 


生 利益の 爲に、 此 御本尊 を 守 奉りて くだらせ 給 ひ、 廣 

く濟 度の 御 結 綠を施 こし 給 ふ、 爱に又 江 城の 元祖 太 

田 道 灌此靈 傺を歸 敬し、 年 ひさしく 城 內に崇 給 ひし 

が、 又 故 有て 神 田に うつし 奉 b- 彌々 崇敬 淺から す、 こ 

ビ さら 時の 大御臺 御 願主 VJ 成 給 ひて 御堂 御界與 有、 

玉 を つらね 金 を ちりばめて、 奇麗な な 事 目 を 驚し け 
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それよ. 0 目黑 道に 岀 西の方へ 行程に、 右の 方に 千體 

佛を 安置した る 小 寺 有、 直至院 云、 是は 近き 頃、 直 

至 院塌譽 VJ て 木 食の 聖 有て、 念佛 のい どまに は、 佛を 

きざみ、 あなた こなたへ 千體宛 立ら れ、 八 千 瞪 に 及し 

時、 愛 に 千體立 ら る 、 を、 終 W せん V」 大願 をお こし 給 

ふビ 也、 此-聖 もど は參 州の 人に て 足 助の 後 成，、」 か 

や、 若き 時 闇夜に 人た が ひして 父 を 討、 逆 罪 >、」 いひ、 

そこつ-/」 い ひ、 是非な き 事し て 、旣 に 自害 せん ど せ し 

を、 智人其 やうす を 知た る 事 なれば、 太刀 をう ば ひて 

本意 を遂 させ ざり ける ゆ へ、 一日々々 VJ ながら へ 吾 

られ ける が、 VJ かく 出家遁世の 身 VJ 成、 父母の 後世 を 

もど ぶら ひ、 我 後の世 を もた すからん VJ て 新智恩 寺 

にて 受戒して、 I 向專 念の 行者 ど 成た まへ. o、 然ば行 

住 臥 口に は讀經 念佛を こたら や、 手に は 佛形を 刻 

心 に 西方 を 念じ、 身 は 有 髮草衣 木 食 VJ 成て 、自他 等 

の 大願 を を こし、 目黑の 原に 一 束の 草庵 を： HT ひ、 往來 

:,- りさ i 

の 人 をす、 めた まふ、 其 有 樣眞實 報恩 者 VJ 見へ て 有 

がた し、 かぐて 念 佛の功 もつ もり、 きざみた る^ 形 も 

旣に 八千體 になれ り、 時に 宽文六 年 午 二月 彼岸 會の 

事 成に、 行 若 もくねん どして 座し 給 ふに、 夢 どもな く 


現 どもな く、 老僧 一 人 忽然、、」 來 りたち 給 ひ、 直 至に 吿 

ての たまわぐ、 よき かな や 汝を 神無月 廿： n に か な ら 

す來 迎引攝 すべし どて、 夢の さめた る ごごく にう せ 

給、 直 至い よ ）（》 信心 まし 化導の 心 深 く.， ^て、 參詣の 

諸人に 向て、 我 {a 命つ き當年 十月 廿 rc に 往生 をビぐ 

る 也、 心 ざし あらん 人 は、 其 節參詣 有て 結綠 した ま 

へ、 扨 我 しるしの 石 は、 あれ 成觀 昔の 像き り 立た る こ 

そ 、な き あどの かたみにて 候 ど、 J^H に 語りき かせ 給 

ふ 程に、 此 事江戶 中に かくれな し、 旣に祌 無月に もな 

-9 たる 所に、 如西ビ 云へ る 道心 者 有け る、 是は讃 州 高 

松の 人に て 俗名 は 西 村 角 左衞門 VJ いひけ り、 世の中 

の 無常 成 事 をく わん じ、 發 心して 此直 至の 弟子に 成 

た， 9 ける が、 諸國 修行して 爱に歸 りきたり、 直 至に， 對 

面して 彼趨 をき ゝ、： ^はよ き 幸に 參 りたる 物 かな、 し 

からば われ 師に 先立て 十八 日 かばね を 土中に 埋り、 

師，. J 共に 往生の 素懷を W ぐべ し VJ 申ければ、 直 至の 

いわく、 我 は £ 伯 命 かぎ-り 有て 往生す、 なん ぞ 捨身して 

益 あらん、 時に 取て かう くわ ひ出來 なば、 却て 後の世 

の 障り ビ 成ぬ べし、 ま 6 り 鈴 へ VJ さま <.\ - 申されけ 

れ V- も、 一 筋に 思 ひつめ たる 事 なれば しき h- に 1! け 


る 故に、 直 至 も 此上は も かく も、 心に まかせ 給 へ ど 

のた まふ、 旣に 十七 W にな， 0 ける に、 如 西 俗な. 0 し 

時 二世 ビ かねた る 妻、 七つに 成 男子 五つに 成 女子 をつ 

れ來 り、 如 西に 尋ぁ ひ、 すみぞめの そでに すがり、 さ 

て も 御身 は 世 を さ b 給 ふ ベ き VJ のた まふ よしをき、 

侍る 也、 さま を かへ， 給 ふだに もうき 事に おも ひ 侍 り 

つれ V- も、 同じ 世に まします 故に こそ、 此 年月 立 はな 

れ まいらせ 候ても、 又 あ ふせ もた のみつ るか ひ 有て、 

たま / あい 見つ る を うれしき 事に おも ひける に、 

うらめし くもむな しくな らん VJ は のた まふ か. yj て、 

さま < ^歎き ビ 3- めけれ^、 如 西 は 少も正 念 をう し 

なわす、 利 S 劍即 是彌 陀號ビ 念じて おん あ ひの 魔障 を 

降伏し、 一 聲稱念 罪 皆 除 ど ビ なへ て 罪障 を はら ひ、 不 

見不 閜 ど 觀念 して 更に 愛欲の 言 菜 なければ、 妻子 も 

おも ひきり て 今 は 臨終の さはり にも 成べ しビ て、 な 

く^, \ 宿へ歸 りた b  、扨 如 西 は、 しの、 め も 明 渡る そ 

らの あさの 衣に づ だの 袋、 五 m 血脉 首に かけ、 念珠 を 

持、 直 至に 向 十 念 を 請、 われ は 鍾趙大 成て、 衆生 

の ゑき れい を拂 はん ど 誓て、 餽を 持て 穴に 入、 上より 

は 同行の 蕺、 念 佛の聲 どもに 土 を 投入 片時に 埋 ける 
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VJ 也、. WE 至 は 廿日の 夜す がら、 道俗 男女の 群集した 

る VJ 共に 念佛 し、 す はや gsl- 衆の 來迎を 近付ける ぞど 

て、 くんじ ゆの 念佛を ど 3. め、 其 身 はいす の 上に のぼ 

り、 合掌 念 佛數遍 におよ び、 精 暦 四十 七 歳の 十月 廿：： ： 

の 明 方に、 心頻 倒せす、 心し やく 亂 せす、 心しつ 念せ 

す、 心身に もろ./. \ 'の 苦痛な ぐ、 、い 身け らくに して、 

禪定に 入が ごどく 佛の 本願に 乘じ、 往生の そく わい 

を VJ げ給 ふ 、 其 時 西 の そらに 紫雲た な び きけ る を、 お 

がみけ る 人々 多 かりけ る W 也、 死骸 を 煙 どなし ける 

に、 悉く 4: 利 ビ成給 ふ を、 結綠 のた め 方々 へ 乞 請 申 事 

おびた^し、 さて 如 西 はち かひけ る 事むな しからす 

や、 今に 疫瘸 やみけ る もの、 ぁま酒を作..^竹の筒に 

入、 この 墓に かくれば、 速に 病苦 をの がれけ る ど 也、 

法の 塢譽は 四方に かくれな く 

直に 至 や 花のう てな に 

如 西に て 妻 や 子 共 をす て ざれ ざ 

誠の 道に いればせ ひなし 

第 十七 行人 坂 付 六 問 茶屋 

それより 西の方へ 行程に、 行人 坂に つきた. 5  、 愛 を 行 

人 坂 ど 云 事 は、 寬 永の 頃 澄 殿の 行人 愛に 住て、 大 =1 如 
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來を 安置 奉りし 故 也、 其 跡 今 は 小 庵 ビ 成て 大日 堂 有、 

彼 頃 迄 は 目黑原 VJ 云て、 原 中に 茶屋 六 間 有し 故に、 六 

間 茶屋 ど 云、 今 は 人家 立續 きて、 原 は 少しもな き 也、 

めぐろ はら VJ いひ はった へ て 原 はなし 

誠に 是 はからつ はらな， 9 

第 十八 蛸藥師 

猶行 てた こやくし につく、 慈覺 大師の 御作 成 VJ かや、 

さだめて 京都の たこ やぐし をう つされ けん、 

御 やくしの る h.- のつ ぼ を も 愛に て は 

蛇つ ぼに もやな し 給 ふらん 

第 十九 安養 院 

少し 行て 安養 院也、 こ ゝに釋 迦佛の 湼龌像 を 安置し、 

法 華 讀誦、 稱 名念佛 の道塌 也、 誠此御 佛靑遝 慈悲の 御 

まな じり をふさが せ 給 ひ、 頭 北面 西 右 脇 臥の 御 尊容 

を拜 奉れば、 心なき 者 4 ^〈迄 も 袖 をし ぼらぬ はなし、 三 

界の 衆生 を 御へ だてな く、 一子の ごどくに おぼしめ 

さる ゝ御佛 にて、 忝 も われら 衆生の 御 父に てまし ま 

す 也、 二 千 餘曆の 昔 を 過し、 今 をが み 奉りても、 覺す 

泪の こぼる ゝは、 三世 了 達の 如來 にて まし ませば 申 

も をろ かなれ ざ も、 ふしぎな， 9 ける 御 事.^、 
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安養の 臺 に釋迦 はね はん ぞう 

拜む 衆生 を もらし 給 はじ 

第二 十 目黑 不動 

漸く 目黑 不動に つきたり、 されば 目黑 W 云 は 所の 名 

にて、 此 御本尊の 御名に は あらざる 也、 仰此 不動明王 

の 御 由 來を尋 奉る に、 慈覺 大師の 御作 也、 大師 本 は 下 

野 國都賀 郡の 人 也、 俗姓 は 壬 生 氏の 後裔 どして、 延曆 

十三 年に 誕生し 給 ふ、 九歲 にして 父に はなれ、 兄に 隨 

て 外典 を 學すビ い へ V- も、 心 ざし 佛法 をした ひて、 終 

に 同 郡の 內大慈 寺の 廣智の 御 弟子 VJ 成、 諱を圓 仁 yj 

申 奉る、 大同 三年の 頃 十五 歲也、 有 夜の 夢に、 一人の 

沙門、 身の たけ 六尺ば か- 5 成が、 其 姿 はなはだうる は 

しく、 世に たぐ ひ覺 へて、 深く 敬 ひ禮拜 せし かば、 彼 

沙門 笑 ひ を 合み、 さまぐ 物が たりし 給 ふ、 傍に 人 有 

てい わく、 汝此 沙門 をし りたる や、 是は § 山の 大師 

也 VJ い へ. 9、 かくて 夢 さめて 後、 此由 を廣智 菩薩に か 

たり 給 ふ、 廣智大 にき ざく の 事に おぼしめし、 則慈覺 

をめ しつれ 比 叙 山に おもむき 給 時、 此目黑 を 通り 日 

慕ければ、 一 夜 愛に ま b 給 ふ、 其 夜の 夢に 忿怒 强盛 

なる かたちの もの、 右の 手に 叙 を 持 左の 手に 索 を 持、 


枕に 立 慈 救の 明 を どなへ、 枕 もど を あら ゝ かに ふ 

み 給 ふ ど 覺へ夢 さめた. 5、 廣 智も此 音に 驚き、 同 夢 さ 

めて お き 給 ふ、 慈覺は 夢の 有さ ま を かた. り 給 ふ、 - J れ 

誠にき ど くの 事 也 VJ て、 折 ふし 靈 木の 有け る を W  ,5 

て、 夢中に 御 姿 をき ざみ 作りて、 此 所に 立 11^ 給 ひて、 

比 叙 山に のぼり、 傅敎 大師の 御 弟子 どなし 給 ふ、 承 和 

五 年 六月 入唐 有て 、あまねく 諸方の 名師 にあ ひ、 顯密 

1 ー敎の 深き むね をき わめ、 同き 十四 年に 歸朝 有て、 其 

後關東へ下向の^ き、 又此 所に 一 夜 を あかして のた 

まわく、 此 所に は 瀧 水 有べ し W て 獨鈷を 持て 掘 給 ふ 

に、 やがて 手に 應 じて 瀧 水 漲りて わき 出た， 9、 今の 御 

手 洗の 瀧水是 也、 此水 炎天に も 更に 乾かす、 又霖 雨に 

もます 事な し. 扨 又慈覺 大師 は、 淸和 帝の 御宇 貞觀甲 

申年 正月 十四 H に 御 年 七十 一 歳に して 御 人 寂 也、 其 

後 星霜 はるかに 押 移り、 元 和 三年の はる 木 堂のう し 

ろの 在家より 火 出て、 ほの を旣に 御堂に もへ つきた 

,9、 此 所の 男女 はしり あつま b  、明 王の 御 尊 體を取 出 

し 奉らん VJ する に、 しきり-に 黑 煙 立 お ほひ 、猛火 烈し 

くも  >  ん あが- 9 ければ、 いか に ビ もす ベ き やうな く、 今 

は W 王 も 同ぐ 灰.、」 成 給 はん ど 悲しみけ る 所に、 明 王 
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の 尊像 瀧 水の 上に 立 汗 を 流して おわし ます、 是を見 

奉る 人 をの ）（- かんる ひ を 流しけ り、 此 外靈驗 種々 

おわし ます、 諸人 此 故に 力 を 合て、 かたの ごどくの 本 

堂 を 作り 安置し 奉る、 又 寛 永 元年の 頃に や、 征夷 大將 

軍 家 光 公、 此所 にお ゐて御 狩の，、」 きに 、御 魔 そ れ て 雲 

井に かけり 行ける を、 別 當實榮 にお ほせて 祈念 せら 

れ しに、 たちまち 御鷹 飛來 り、 御寶 前の 松の 棺に w> 

まれり、 家 光公是 をよ ばせ 給 ふに、 御 fit に應じ 御手に 

移り 參ら する、 御感 なの めなら すして、 頓て御 再興 迄 

有け り、 それより 此 かた 理智圓 明の 威力 廣大 にして、 

迦樓羅 焰の德 用 深 妙 也、 本堂のう しろ は、 高く そば だ 

ちて、 山の 腰に 堂 有、 爱へ のぼるに は、 石の きざ 橋 を 

つた ふ、 きざ 橋の 本 左の 方に 核 有、 是彼廳 居の 极 也、 

それよ.. >  先に は 勾 核 どい へ. 5、 獨 姑の 瀧 水今猶 みな 

ぎり 落て 絶る 事な し、 人此 水に うた るれば 諸 病 をい 

やす、 前に は 二王門 有 也、： W 本堂の 後にから かねの 大 

日 如來を 安置 奉る、 其 外 左右に 或は 三十 番神、 或は 愛 

染明 王、 彼是 末社 もお ほし、 二王門の 外に も あまた 堂 

宮是有 也、  > 

£ '&カ ざる 

あ ら魔ゃ に 鳥居 て 不動 

二百 二十 七 
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それで 佛の堂 は 立け. 9 

又 かたはら にて 人の 語る をき けば、 爱 の不勸 は目黑 

ヾ J 申、 又關 口村の 不動 は 目白 VJ.S- 、又 そめい、 にも 目 

赤の 不動 どてお わします、 然ば 此御佛 は、 目に かわり 

おわし ます か. VJ かたる を 聞て、 旅の 男、 

目黑 目白 目 赤ビ云 は 不同 也 

明 王 を か へ靑黃 VJ いへ 

第廿 一 池 上 村 本 門 寺 

さらば VJ て もの 事に、 音に きく 池 上 へま いらん VJ て、 

尋ね もて 行程に、 tel 原 郡 千 柬鄉池 上 村長 榮山本 門 寺 

につ，、、 當寺は 高祖： 《 遝 上人の 開基 也、 其 昔 安房の 小 

後より 船に めされ 、鎌 倉 へ 通り 給 ひし に 、武州 品 川の 

浦に して、 舟より あが. 0 池 上 村に いらせ 給 ふ、 此 村に 

關東番 匠の 楝梁 宇右衞 門 尉宗 仲，、」 云 もの 有、 上人 彼 

宗 仲が 家に 立より、 一 夜 を あかさん VJ し 給 ふ、 あるじ 

限な く 上人 をた ぅビ みて、 さま < ^にもて なし 奉る、 

iil 人此 山の景 を 見た まひ、 心に おも ひ 給 ふやう、 愛 は 

我 遷化すべき 地 成べ しど、 その ゝち 身延 山よ. 0 此地 

に 移り、 宗 仲が 家に いらせ 給 ひ、 あまたの 御 弟子 達 を 

集ての たまわく、 我旣に 衆生 利益 の化綠 つきて 、遷化 


二百 八 

すべ き 事 今 三 七 H の 內に有 どて、 佛法弘 通の 遣 言ね 

ん頃 にして、 弘 安五 年 十月 十三：！ 1 に 遷化 有、 宗仲も 上 

人の 弟子 ど 也、 家を點 じて 寺 VJ なせ. o、 今 寺 中 十六 坊 

の內 大坊是 也、 これ 上人 遷化の 地 也、 漸此寺 はんじゃ 

うして 寺 中の 境尤廣 し、 祖師 堂の 內に 上人の 御影 有、 

此 御影 は 上人 御 在世の 時、 御 弟子 日 法 上人、 則 H 速 上 

人の 御前に して、 一 刀三禮 して、 作 立ら れ たる 御影 

也、 長 榮山本 門 寺 祖師 堂 VJ 云、 三の 額 は 本阿彌 光悅是 

を書た.^、寺中十六坊之內に古跡四坊有、大坊は是上 

人 遷化の 地に て宗 仲が 家、 ：！： 澄 上人の 寺 也、 照 榮院は 

日朗の 寺、 覺藏坊 は H 像の 寺、 南 坊は日 昭の寺 也、 次 

に 寺の 什物に は、 

一 注 法 花經、 是 H 連 上人の 御 自筆 也、 自注 を 作りて 

經の 中に 書 入 給へ り、 殘 りの 四 卷は驗 河 國玉澤 

に 有 

ー靈鷲 山より 渡 b し 紫色の 石 一 つ 

一 御 弟子 檀那 等の も ビへ御 遺物 自筆の 帳 

一 身 延山御 弟子 衆 輪番 持 御 自笨の 帳 

ー數珠 一連 

一 上人の 御 消息 數多有 


一 囱 付の 齒 一 枚、 是は 上人 御 在世の 間に 拨 たる 也 

一 貞宗の 太刀 一 振 

有發 句に、 

池 上の 花 はめう ほうれん げかな 

愚予發 句、 

VJ し 御 祖師 VJ 花や 池 上 奉る 

旅の 男 一 首、 

長く 榮ふ山 は 誠に 木 門 寺 

妙法 蓮 花經の 日蓮 

第廿ニ 品 川 寺 水 月觀昔 

それよ， 0 品 川 へ VJ いそぐ 程に、 爱も猶 荏 原 郡 品 川鄕、 

金 花 山水 月觀 音の 堂に つく、 此 御本尊 は 弘法 大師 安 

置の 御本尊 也、 閻浮檀 金の 聖觀 昔の 立像 也、 本 是龍宫 

世界よ. 5 あがらせ 給 ふ、 大師 入唐 歸 朝の 後、 關東御 廻 

國 のつ ゐ でに、 品 川の 押頜使 某に 附 せられて、 家に 傳 

へ て崇 奉る、 品 川 左京亮 VJ 云 人 迄 代々 相傳 して、 持佛 

堂に 居 奉りて 他念な く 敬 信 せらる ゝ" 應永 年中に 鎌 

倉の 公方 持 氏 公の 時に いた. 0 て、 上 杉禪秀 VJ 合戰有 

し 時、 品 川の 一 門 皆 討死す、 此 VJ きに 彼 御本尊 を 草堂 

の內 にかくし 置た. 5、 太 田 左 金 吾 源持資 入道 久しく 
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品 川 を 知行して、 深く 彼 本尊 を 信じて 大 檀那た， 5 し 

が、 その かみこ の 所 西 國中國 商人 舟の 若 岸す る淺 也、 

故に 土民 はなはだ 富榮 て、 龃昔堂 を も きらびやかに 

作りて あがめ 奉. 5 ぬ、 長祿 元年 gl 月 太 田 道 江 In- の 

城に うつりて、 當寺旣 に 五十 餘町 へだてた hs  、文明 十 

八 年 七月に 道灌 は、 さがみ のく に糟谷 館に して 上 杉 

修 if 大失定 正にう たれ、 兩上杉 不和に な， 5、 關 東大き 

にみ だれ 品 川の 諸 寺 諸 社 皆 破滅に 及ぶ、 爱に小 田 原 

北條家 VJ 兩上杉 VJ 數 年の 間合戰 有、 上 杉 家 終に うち 

まけて 江 戶品川 皆 小 田 原の 爲に 押頜 せらる、 其 後 小 

田 原北條 VJ 武田 信玄ど あらそ ひ、 永 祿 十二 年 九月 上 

旬に、 甲 州の 信 支 旣に小 田 原へ 押よ せ、 信 州より うす 

い の^を 越て 武藏の 北方に かゝ り、 江 5. 品 川 を 追 捕 

し 、江戸の 芳林 院、 品 川の 大圓 寺、 此 くわん おんだう 

を はじめ，、」 し て 、數ケ 所の 祌社 佛閣 を燒 はら ひ、 ^资 

4i 《をう ば ひ 住持の 僧 法！： を 殺害す、 此^>きにぁたり 

て此 観音 を武田 方に 取て 甲 州に 歸り しかば、 其 人た 

ちまち に、 大 熟狂亂 して 口ば しり 云 やう、 我 は 是武州 

品 川の 觀昔 也、 急ぎ 本の 所へ 返し を くれ ど 云、 諸人お 

どろき を それて、 あたり 近き 里に つかわす、 叉 其 道に 一 
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て も 物く る はしく 成た る 人 有て 口ば しり、 品 川に 歸 

らん VJ 云、 然共武 州 甲 州の 國 境に 關 有て、 たやすく 人 

の往來 なし、 ビ かくする 內に、 品 川の 乞食 一 人 甲斐 國 

に來， 0 しを賴 て、 彼 本尊 を 返しつ か はすに、 乞 貪 なれ 

ば 關守も VJ がめ す、 品 川に 歸.. 0 給 へ V- も、 堂 はやけ て 

只 礎ば か，.^ 殘 りしに すへ 奉. 9 て、 漸 わら 屋を 作りて 

入 参らせけ り、 其 後 ひさしぐ 此近邊 に、 非人お ほぐ あ 

つま， 住け る を、 寺社 奉行に うつたへ て 皆 はら ひの 


 1 屋十  

けつ、、 承 應元壬 辰年 五月 中句に あた. 9 て 寺 地を拜 

頜し、 時の 住持 法 印權大 僧都 弘尊則 かたの ごどく 観 

昔 堂 を 修造し 、 海 照 山 品 川 寺 普 門院 V」 あらため 名 付 

しょ，.^ 此が た、 あまねく 衆生 を みちびき、 普 門 示現の 

威力 を あら はし、 歸依渴 仰の 紫 二世 願 gn.; を遂る 事-鏡 

に槌の ふる、 時に 聲の 出る がご. yj し、 利 生 あらた 成 

事 は 、 猶 名月の 水底に 落て 影 を や ノー レ す が ご VJ  <  、信 敬 

をいた す 行者の まへ に は、 かなら す 其し るし 有、 此故 

に 水 月觀音 VJ 云 也、 

品 川の 流 も淸き 水の 月 

影く も hv なき 觀 昔の 慈悲 

第 廿 三 柬海 寺附三 僭の 事 

それよ. 5 江 戶 の 方へ むいて くる 程に、 同所の 東海 寺 

に 着た. o-、 當寺 は澤庵 和尙の 開基 也、 師の 生國は 馬 

國出石 村の 人な り、 出家して 諱を宗 彭ど號 す、 其 かみ 

事 有て 玉 室、 江 月、 澤庵三 僧 „ ^〈に、 流罪に せらるべき 

に定 りしに、 江 月 は 別義の 51ni 有て なだめられ 江府に 

VJ いま b 給 ふ、 玉 室 は 奥州 棚 倉に 流され、 澤庵は 出 羽 

の國上 山に 流され 給 ふ、 其 時 落 書に、 

江戶 見そう ふたす りすり て 一 摺は 


みそかす ばかり 殘る江 月 

VJ よみて 江 月 を 中に も かすに たまへ た. 9、 いぐ 程な 

く 御 赦免 有て 二た び江府 に歸. -給 ふ、 宽永 十五 年 十 

一 月の 一羽つ かた、 東海 寺 を 立て 引 こも. 9 給 ひしに、 猶 

その 風儀 をした ふ 輩 は、 門前に 市 をな しける ビ かや、 

去 時 有レ人 和尙に 梅干 をち いさきつ ぼに 入、 進上し け 

れば、 和 尙御覽 じて 御 狂歌、 

むかし 見し 花の 姿 はち hN うせて 

しわう ちょれ る 梅ぼう しかな 

又 去 方よりに ご h\ 酒 を 送る どて、 十 里 酒 VJ 銘を うち 

ける 返禮 に、 

十 里 ビはニ 五- 9 -yj い へ る 心 かや 

すみが たき 世に 身 をし ぼ， 5 酒 

扨 庭前に 泉水 有、 愛に 一 つの 石 有 |g 將軍家 御成の 事 

おわし まして 此石を 御上 覽 有しに、 此石 俄にう ごき 

ける こそ ふしぎ なれ、 其時此 奇妙 を 和 尙文談 にて 書 

記、 則 石に 切 付 させて おきた まひ 今に 是有 也、 又和尙 

の 御影 は 丸の 內に 一 點を殘 給 ふ、 廟 所に は 大き 成 石 

を その まゝ、 三つ かさねて おかる ゝ、 是は 常々 弟子に 

云 ふくめ をき 給 ふ 故に、 かくの ご く 成 どか や、 


開山の 御影 をお がみ 澤庵 VJ 

東海 もな く 丸に 一 點 

澤 庵の 御影 は 丸に 一 てんか 

東海道に かくれ 御 ざらぬ 

さる 程に け ふの 日 も、.^ の內 にくれ にけ り、 あす もや 

きかん 古跡の ゆらい、 先此 所に 一泊すべし、 尤 どうち 

うな づき、 幸 旅人の や V- る はたご やに 立い りて、 一 夜 

を こそ は あかし けれ、 
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第 一 芝の 東禪寺 

夜 も 旣に明 ぬれば、 旅 宿 を 出て 江 lo- の 方へ おもむき 

ける 程に、 東禪 寺に 着たり、 當 寺は靈 庵和尙 開基に 

て、 齋 家の 末流 也、 も ビは庥 布の 臺に 有つ る を、 寬永 

の頃此 所に 引 うつさる、 門前 は 京都 江府の 海道に て、 

往來の 旅人の た ゆるま もな し、 東 は海づ ら廣々 V」 し 

て、 安房 上總迄 見え わたりて 景 地たり、 門 の 內へ入 

て 、小僧の あそび 居た るに、 此 寺の 事 をき ゝけ るに、 

こざかし くも 宗旨 は齋 家、 開山 は靈庵 ビ 云、 

開山 はたれ ど 小僧に 柬禪寺 

齋家 くらしく 靈庵 W 云 

第二 高 野 寺 

それよ， 0 上の 山へ た ざ. 0 登. 5 て 行ば、 高 野 寺に つき 

たり、 本堂に は 弘法 大師の 御影 を 安置 舉る、 前の 庭に 

は 三 鈷の松 をう へらる ゝ、 紀州高 野の 一 山より、 江府 

に 所用 あれば、 愛に 來 りて 宿坊 どす る ゆ へ に 、坊八 4： も 

少々 立 を かれたり、 抑 高祖 大師 は 生國讚 州の 人 也、 緯 
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を 空 海 和 尙ビ申 奉る、 入唐 有て 惠果 和尙 より 奥 言秘 

密を御 傳受せ させ 給て、 御歸 朝の 砌三鈷 を 明 州の 津 

よう なげ させ 給 ふ に、 紀州 高野山 の 松に It いまる 故、 

今に 三鈷 の： い へり、 扨 高野山 を 御開 基な され、 御 

年 六十 二 歳の 承 和 二 乙 卯年 三月 廿ー 日に、 御 入定 有 

也、 大師の 御 事 は 御 在世の 奇妙さ まぐ にて、 言葉に 

も盡し 難し 、遠国^ 島 迄 御 修行 有て、 所々 に ふしぎ を 

殘 おき 給 ひて、 今に 是有 なり、 

弘法の ちから を賴む 諸人 を 

淨 土に 高 野 ご 待 給 ふらん 

第三 太子 堂幷 庚申 堂 

それよ， 5 海邊 へ 出れば、 太子 堂幷 庚申 堂 有、 抑 難： 德太 

子 ど 申 奉る は、 本朝 佛法 最, i の 元祖に てお わします、 

御 父 は 用 明 天皇 ビ中 奉る、 御諱は 橘の 豎 HVJ 號す、 欽 

はし ひ 

明 天皇 第 四の 御子 也、 御 母 は穴穗 部の 間 人の 皇后ぐ」 

申 奉る、 敏達 元年の 正月 朔 =1 の 夜、 間 人の 御 夢に、 金 

色の 天童 來.^ 給て 間 人の 御 胎內を かり 給 ふ、 はし ひ 

ビ 夢の 内に のた まふ は、 我 不淨の 身に して、 御請 申が 

たき.、」 仰ら れ ければ、 天童 かさねての たま ふやう、 わ 

れに求 世の 願 有、 皇后の 御 はらよ h- 外に、 又 や V- る ベ 
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まし ませば、 守屋の 大臣 あ へ て是を もち ひすして、 佛 

像 經卷こ yj»2(\< やきすてた. 9、 かるが ゆへ に 太子 

是を せめほろぼし 給 ひて、 佛法 はんじゃ うの 地 どな 

さしめ 給 ふ、 推 古 廿九辛 巳年 二月 五日に、 御壽 四十 九 

歲 にして 薨じ給 ふ、 此 太子の 御ち からなら やば、 いか 

で 末代の 衆生、 佛 法の 有が たき 事 を 知べ き や、 御恩徳 

の 高き 事 山の ご どく、 深き 舉 海に ひ どし、 心 あらん 

輩、 たれ かお ろ そかに 思 ひ 奉る ベ き、 又 庚申 を 爱に崇 

奉る も、 其 故 有事 か、 我 朝に て 庚申 を 待 奉 事、 是乂攝 

州 天 王 寺より 一 れ b 、爱 にむ かし 民 部の 僧都 VJ て、 七 

旬に あまる 僧 一人 まします が、 有 時 十 歳ば か hN 成 天 

童、 そらより あまくだ b 給 ひて、 僧都に 吿 ての たまわ 

く、 それ 本朝 は神國 にして、 佛法 はんじゃ うの 國也、 

然共 庚申 待ビ云 事 を しら や、 汝是を あまねく 衆生に 

つたへ よ、 先 庚 S- の 夜、 鳥の なく を かぎ， 5 に まつり 侍 

べし、 然 らば 今生に て は、 七難^ 滅 して 七 福即 生し、 

^世に て は 地 ごぐ がきち くしゃう しゅら 人道の くる 

しみ をの がれ、 佛果に 至る 也ビ、 をし へ 給 ひて 天上 

^、それより 此 かた ni 本國に ひろまりて、 信仰し 奉る 

ビ也、 W 愛の 太子 堂よ. 5、 東の 海 づらを 見お ろせば、 


き 所な し W  、しひて か. り 給 ふ， さて 御 口へ 飛 入 給 ふ，、」 

御覽 じて、 御 夢 はさめた， 9、 猶 さめて 後 迄、 口の 內に 

物の さわ. 5 ぬる 心地したり、 かくて 明る 敏達ニ 年 正 

月朔 ：" に、 皇后 宮中の 庭 を 見め ぐ. 9 あそび 給 ふ に、 御 

厩を過させ給ふ時、しき.=^ に 御 心地して、 太子 降， 識し 

給 ふ、 是 によって 1^ 戶の 皇子 VJ 名 付 させ 給 ふ、 御成 長 

にした が ひ、 諸道に 妙 を 得させ 給 ふ、 然 所に 百 濟國ょ 

-5、 佛像 經卷に あまた わた されけ る 、太子 sli- を 尊敬 
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氣 はれ <^VJ 、心 も ひろ- Jf^ どして いさぎよし、 且又 

太子 ど 守屋 ど 合 戰有昔 を 開て 太子 方の 雨 ど ふるや 

に せめられて、 いかで 守屋 はた まるべき か は VJ よ 

みければ、 旅の 男 も 此國佛 法 有 緣の國 也 VJ きゝ て、 

徳ょ ，5 佛法 ひろまる 國 成に 

しいてき らふ も. 9 やな かる べし 

お ai-v 一け 

第 四 歸命 山如來 寺の 大佛 

海 邊の道 を 江戶の 方へ VJ 行ば、 歸命山 五智 院如來 寺 

お？ どけ  たん f> やう もくじき 

に 着た b  、是を 世に 芝の 大佛ビ 云、 是は 但唱木 食 行者 

の 建立 せらる、 所 也、 然るに 但唱は 生 國攝律 國多田 

の鄉の 人な- 9、 其 母 有 馬の 藥師に 祈りても うけた る 

子也、三歲ょ.9忽然ど魚肉をせす、少にても理不^?|に 

わた ふれば、 則 はき 返して 臈中 にど めす、^ 胎內に 

有し時母の夢に、老僧來^^て吿てのたまはく、汝がは 

ら める 子 は權者 也、 かなら す もって、 魚 鳥の 肉 を 噴べ 

からす，、」、 しめし 給 ふ，/」 見て 夢 はさめたり、 母 ふしぎ 

に はお も ひながら 打 過け る 所に、 隣 近の もの 共の 申 

ける は、 懷胎 のどき は、，/」 びう をの 干物 藥也 ど いふて 

すゝ めけ る 程に、 是を用 ひければ、 此母 大きにな やみ 

ける ど 也、 それよ. 5 かたく 魚 鳥の 肉 を 禁じけ る、. 


る、 時 母少も 苦痛な く 產す、 漸く 成長して、 五 歳の 

頃 VJ かよ、 小兒の 云ぐ われ 胎內に 有し 時、 母上 乾魚 を 

用 給 ふ、 其 骨 今に 我等の 背中に ありてい たむ 也、 是を 

取て たま はれ かし ど 云、 その どき 小 兒の背 を 見れば、 

左の 葛 さきより、 二 三寸 下の 皮肉の 間に あやしき 物 

見 ゆる を、 針 を もって ほり 出して 見れば、 魚の ほねの 

ちいさき にて ぞ有 ける、 九 歳の 年よ， 9 のぞみて しゅ 

た At 一ん もく にき 

つけし、 近き 所の 寺に 十五 歲迄 居たり、 14 《年 但善木 化 

の 弟子 ど 成、 信 濃 國檀特 山に 籠り、 百 H の內に 念佛三 

味 を發德 し、 むかひの 峯に三 尊の 影 向を拜 む、 其 御す 

がた 甚大に して、 虛 空に みち 給へ り、 其 後山 を 出て、 

又淺 間の 嶽に こもる 事 百日 也、 紀伊國 にいたり、 那智 

にお こな ふ 事 また 百日 也、 其 外西國 南海 あまねく 廻 

う、 もろく のき V- く を 見る 事た び  也、 殊に 江府 

にく だり、 此大雜 を五體 作り 漸く 箔の功 を じ やう じ 

たん. しゃ. つ 

ゆせ 、！^ 門前の 石の 二王 も、 同く 但唱の 作 也、 伹唱 

の 弟子 念 幸 は、 都の 東 白 川の 邊田 中，.」 云 所に、 地藏 W 

廿 五の 菩薩 を 作り あんちし、 念佛 をす ゝ めら れた り、 

然るに 但唱は 六十 一歳に して、 奄然 VJ して 遷化 せら 

る、 念 幸 も 今 は 往生し 給 ふ、 三 字念佛 のす、 め は、 但 


善但唱 一 一代に して 絶たり、 扨此 寺のう しろ は 山、 前に 

海のお もて を 見渡 絶景の 地 也、 庭に は 櫻 藤な どうへ 

られ ければ、 花の さかり は 一 入の 典 あり、 門前の 茶屋 

は、 江 B, 中の 商人、 諸 賣買& 相場 定の會 所 どする、 又 

は 江 5, より 上がた への ぼる もの、 京より 江 府へ下 も 

の、 伊勢 參宮の 送. 0 むか へな ど の、 酒 もり 所に 用る ゆ 

へに いつもに ぎ^ \- しき さて 又 ほうかう 人の 男 

女、 二 季の藪 人の 頃 は 、愛に て 出合、 あるひ は 逢 をよ 

ろ こびて、 過に しこ VJ を かたり、 行す へ かけての かね 

iUVJ  、たが い に 云 も 有、 或は うらみ かこちて 袖に あま 

るな みだの 雨に、 ぬれた る あ. 9 さま、 いやはや よその 

見る め も、， フら 山し かりけ る VJ きゝ て、 

御 佛の利 生か ふしぎ 歸命山 

五智 院衆 にあ ふぼ v> け ま へ 

堂 を 出る 左の 方に 閻魔 堂 有、 石に て 切 立た る 地藏菩 

薩も立 給 ふ、 是又 伹唱の 作な り、 . 

第五 泉 岳 寺 

猶江戶 の 方へ むきて 行ば 、泉 岳 寺 に 着たり 、當寺 は 門 

难和尙 開基に て、 洞 家の 末流たり、 其 かみ は 麻布の 臺 

に 有し を、 正 保 年中に 此 所に 引 移さる、 境地 絶景に し 

1 增輔、 な戶 咄^ 第 四  _ 


て、 山門 は 雲 を さしはさみ 、虛穴 H に聳 ゆ、 門の 內の道 

きせ.；； 1た 

兩 方に 並木の 松 有、 雪 飛で 枝に つもれば、 若 綿 をのべ 

て 雲に まが ひ、 風 吹て 棺を わたれば、 琴の しら ベ 空に 

ひ 3.  く、 東南の 方 は 海上 遙に晴 て、 帆 かけ 船 波 を はし 

り、 萬 天の 雲に 漣 をな せば、 田 面の 腐の わたるに 似た 

り、 釣す る 蟹の いさ. 0 火 は 沖に 小さく 浮沈、 なみまに 

すだく. 瑩火 か、 それ か あらぬ か晴る 夜の、 星 か VJ のみ 

ぞ見 へまが ふ 、嵐 はげしき 折から は、 波爱 元に 立かゝ 

る 心地し て 、 獨.. ^ま ろ ねの 夢 を やぶる、 潮に ひたす 月 

影 は、 くもらぬ 鏡 を あら ふに 似て、 海ょh^出て海に 

入、 すべ て 眺望に 興 を もよ をす、 岸に はかし 船 をう か 

のす 

めて 江府の 方へ 行人 を 乗る、 心 有人の 見た らんに は、 

おもしろく 

さぞ 面. 02 侍らん、 

塋火ゃ 雲 を 集て せんがぐ じ 

つのれば 悟道の 爲に こそ なれ 

第 六 福昌 寺の 藥師 

猶 北に 行て 左に 小 坂 有、 愛 をい さらご^ 云、 此坂 をの 

ぼれば 右の 方に 福昌 寺の 藥師 VJ て、 ち $ さき 藥師堂 

有、 是 はも w 鎌 倉 は んじ やうの ビ き は、 彼 地 におわせ 

しが、 いつの 頃 か 品 川の 御殿山に うつし、 其 以後 此所 
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へう つし 奉る、 智證 大師の 御作 也、 醫王善 逝の 悲願 1^ 

等に して、 一 切 衆生の 爲に 光明 を 放て、 是を てらせば 

よく 惡業煩 惱の閱 をて らし 饒 益 を たれ、 是を すく へ 

ば廣大 慈悲の 本 誓むな しからす、 靑 色の 寶壺を ひら 

きて、 微妙の 法藥を ほ V- こし 給へば 、萬 病す みや か に 

い へ 壽 命な がくの ぶる、 しかの みならす、 日光 月光の 

二 菩薩 は、 晝夜を こたら す 衆生の まよ ひ をて らし 給 

ふ、 十一 一 祌將. は 又 二六時中に 守護 をく わ へ て やむ 事 

なし、 八 万 四千の けんぞくの 夜叉 は、 常に かつがう の 

人 を まもる、 た マ」 ひ 三 毒 五欲强 盛の 羅剎 鬼な 共、 い 

づれか を それし b ぞ かざらん や、 然に此 御堂に 十二 

神 將の形 像 まし まさねば、 當 時の 住持 か 、る權 者の 

御作 佛に 脇士 なき 事 を 本意な く 思 ひ、 心に こめて か 

なしみ ける が、 貧窮 なれば ちからなぐ 打 過 けれ 共、 ね 

て もさ めても 心に か、 りて、 貞享 一 一年の 春 ふ，、」 思 ひ 

立て 是を もよ ほす に 、佛意 に 相 かな ふしる しに や、 遠 

近の 奉加 不， 招に あつまり、 程なく 其 夏の 頃 成就した 

b  、かく あれば 貴賤 老若 結 綠の爲 、又は 十二 神 將造立 

の よろこびの 爲、 開帳す？ きどて、 五月 一 ヶ月 開帳 有 

て 諸人に おがま せらる、 此 住持 も，、」 は， 把 州 ffl 村 郡 守 
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山の 人な りしが、 おさな か hs ける 時より 出家して、 更 

に 名 開 利用の 望な ぐ、 有に まかせた る 生つ きに て、 外 

をかざる 事な し、 然共佛 の莊嚴 をば、 心に こ めら るゝ 

こそ 殊勝 なれ、 

まこ VJ ある 願 を佛ぃ つくしみ 

福昌 寺て や 成就 有 けん 

第 七 三 田 山 魚 藍 寺の 觀昔 

いさら ごの 小 坂 をの ぼ. 0 て、 三 田へ 出て 魚籃 寺へ 着 

た り 、當寺 の 觀世昔 は 異國佛 に て、 常は秘 して 拜奉 る 

事な し、 貞享ニ  丁 丑年の 春 開帳 有て、 諸人に おがませ 

らる、 其 頃 參詣し 尊像 を拜 奉る に、 右の 御手に は、 籃 

に 魚 を 入ても ちた まふ、 左の 御手に は、 天の羽衣 を も 

たせ 給 ふ、 御た け 八九寸 一 尺ば か. >共 おがまれ させ 

給 ふ、 御面相 は 唐 女の ごどくに てわたら せた ま へ り、 

抑 此御佛 ど 申 奉る は 昔 唐土 金舍檀 ど 云國、 つよく 旱 

魃 有し ビき、 浦の 漁 父 共 食 VJ ぼしくて、 あみ を 引べき 

力 もな く、 旣に 餓死す ぺ き VJ 見へ し 所に、 觀 音の 大慈 

大悲 にて 女ど變 化、 毎日々々 籃に魚 を 入 持來. 9 給 ひ 

て、 漁 父のう へ をた すけさせ 給 ふ、 さて 又 薄 衣なる も 

のに は、 天の羽衣 を あたへ て、 寒 を ふせがせた まふ、 


かくて 月：！ 1 を 送らせ 給ふ內 に、 浦人 共 命の びて、 ちか 

らもつ きも- VJ の ご く、 すな V- り をして 世 を 渡りけ 

る 程に、 はや 心 も 長閑に な. 5 て、 色欲の 心 も出來 けれ 

ば、 彼魚籃 女の ようがんうる わしきに 心 まざいて、 を 

の. （- 宿の 妻に さだめん VJ あらそ ふ 程に、 魚籃 女の 

たま ふやう、 大勢の 人に いづれ V- わけてした がわん 

樣も なし、 此上は 我 望 を かなへ 給ん 人に、 したが ふべ 

しど あれば、 みな <\ 'よろこび いか やうの 望 にても 

け ちよ 

かな へんど 云、 其 時化 女、 さらば この 御き やう を、 一 

日 一 夜が 內に覺 たらん 人に、 したが はん ビて、 くわん 

おん 經を よみてき かせら るゝ、 其 時 色に めでたる も 

の 共、 此經の わけ はしらね 共、 我 望 を かな へんが 爲、 

われお- yj らじ ど 、彼 御き やう を讀 なら ひけ る 程に、 い 

づれ もの こら ゃ此 經を覺 たり、 然ば是 も 又 いづれ ど 

も わけが たければ、 此上は 別の 經を のぞまん，/」 て、 法 

花經 一部 八 卷廿八 品 を、 皆覺 たる ものにした がわん 

ヾ J のた まふ 程に、 又 皆々 精 を 出しよ みなら ひけれ V- 

も、 卷 軸お ほければ 覺 ゆる ものな し、 其內 にばら う ど 

云 者 一人 能覺、 さらば やぐ そく をた がへ や 其方の つ 

ま 7」 成べ きど て、 かれが 猎所 へ ど もな ひゆき ける に、 


其 夜 俄に かの 女 わ づらひ 付て、 身 大きに はれ、 ねつ 韮 

敷 事 火 ゑんの 如くに て、 あにり へ も よられざる 程 也、 

お VJ こなげ きて さまぐ いたわれ 共 かいなくて、 終 

にむな しくな b ぬ、 男な げき しづみ て、 死骸 を野邊 

に 送り、 無常の 煙り， yj なして わがやに 歸.. . '、いよ. 

なら ひたる 御經 を、 かたみ、、」 おも ひよ み 居け る 所 へ 、 

八 旬ば かりの 老翁 たづね 來 りて、 かやう./.^ の 女 や 

比邊に はきたら ざる か、 此翁は 彼女の 父 也、 いつも 歸 


二百 三十 七 


.  #赚 江 戶咄卷 a- 四  

り ける が、 今夜 か へらざる 故に 尋來る どい へば、 彼 男 

されば 其 女 は、 われらの 妻に やくそくして、 此所 へ つ 

れ來， 0 ければ、 俄に 煩 付て はてられ ける W  、なく-/. \ 

か た ければ、. W はさ やうに 有け るか、 さらば 其け ぶ 

り VJ なした る 所へ、 われ を つれ ゆき 給へ ビ 申さる ゝ 

程に、 かしこ へ ビ もな ひゆき、 愛に て 候 V」 をし へた 

,9、 その どき 翁、 はい を かきのけ 見せけ るに、 皆 金銀 

る 、しゃかう めの ふの、 舍利佛 ビ な 給へ， 9、 おつ 

どお ざろ き 、ふしぎの おも ひ をな しおが み 奉れば、 其 

VJ き 翁 申樣、 きの ふの 女 は、 くわん せおん の 化 女 也、 

汝等 あくが う ぼんの ふに ひかれ、 ぢ ごくに おちん 事 

を ふびんに 思 ひ、 かりに 美女 VJ へんげて、 ほうべんの 

ために をし へたる 經也、 われ もき の ふの 美女，/」、 一 鉢 

分身の 菩薩 也 VJ て、 光 を はなち うせさせ 給 ふ、 彼 男 か 

ん るいき もに めいじて、 則 出家し 彼魚籃 を持來 給 

ふ 御す がた を きざみう つして、 魚 藍の くわん おんど 

名付崇 奉り、 .1  母：" 法 家 どくじゅ、 稱名 念佛を こたら す 

して、 終に 往生の そく わ ひ を どげ たり、 是を 見聞 輩 皆 

皆 佛に歸 依し 奉り、 VJ もに 極樂へ 往生 を どげ しもの、 

かぞ るに い w まもな し、 彼 きざみた る 御佛像 、遠く 本 
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朝へ わたらせた まひて、 年 ひさしく 西 國の邊 土に ま 

し- (け る を、 當寺 の 開山 諸國 修行 の 節、 御 夢想の 吿 

有て、 是を守 奉り 爱に きたり 安置し 給 ふに、 貴賤き 

きった へ あゆみ を はこび、 諸 願 を 祈り 奉る に、 ひ V」 つ 

VJ して 叶 やど 云 事な し、 有難 か， 0 し靈佛 也、 つら）/ \ - 

おも ふに、 當 寺の 開山 は、 その かみ もろこしの 漁夫の 

苒來 か、 例せば 天竺の 月盖 長者、 本 田 善光ビ 成て、 善 

光寺の 如 來を負 奉り、 信 州に 下りけ るに こ、、」 ならす 

ビ おもへ 、誠に 開帳の 時節に あ ひ、 拜 奉りけ る も 御 

綠成 べし、 

御緣 あれば 此 くわん おん を 三 田の 山 

わきに て 又もぎ よらん じ はせ じ 

しんじつに 祈る 願 を 見た ま へ や 

大悲の 御 目に ぎよらん じ やせん 

第 八 田 町の 八幡宮 

愛に て 三 田 八幡 尋ねければ、 今 は 芝の 田 町に 移り 給 

ふ^ 云に よって、 それより もどの 道に ひっか へし、 田 

町へ 行て 此 八幡宮 を拜み 奉る、 も，、」 は 三 田に 立 給 ふ 

を、 正 保 年中に 愛に うつし 奉る、、」 なり、 此宮は 渡邊の 

綱を舯 にい わ ひけ. 9、 つな を 三 田の 源 五 VJ 云て、 三 田 
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を 知行 ビせ， 5、 尤も^ は、 律國 の渡邊 よ， 5 出た る 故 

に、 渡 邊を姓 € せ り 、身 終 所 は武 州の 三 田 也，、」 云 偉へ 

た， 5、 每年 八月 十五 日に； t 寧 有、 社のう しろ は 山 也、 

前 は 海のお もて を 見 わたして 殊勝なる 宮立 也、 

渡 邊の綱 ごやい わん 見し め繩 

ながぐ 守れ や 源の 御代 

第 九 西應寺 

でんち- ゥ ざん 

それよ b 北へ むき 行程に、 田 中 山西應 寺に 着たり、 此 

寺 は鎭西 一， 派の 流儀 をった へて、 念佛 三昧の 法 門 を 

ひらく、 其 昔 人 王 九十 九 代、 後光 嚴院の 御宇、 應 安三 

戊 申年 仲秋の 頃、 明 賢 上人 初て 開基し 給 ふ 所 也、 御 本 

尊は惠 心の 御作、 fil 方 彌陀の 形 像 也、 鎖 守 は 熊 野 三 所 

權現 也、 彼 三 所 之 内 證誠殿 は、 則 本 地み だに よらい 

也、 然れば 本 地垂跡 其に 一 致に して、 あまねく 念佛の 

衆生 を みちびきお わします 也、 然るに 開山 明 賢 上人 

は、 應永五 戊 寅年 黃鐘十 H に 遷化 せらる、 年 八十 六歲 

也、 其 後天 正 年中に 東照權 現樣此 寺に 入らせられ、 開 

墓の 由來其 年代 をき こしめ されて、 寺頜御 寄附 まし 

ましけ， o、 時の 住持 御朱印 をい た^き 候て より、 御代 

代の 御 来 印相 違な く 出さる、、 第 十六 世存問 和尙の 

I？ 輔， 江 戶咄卷 第 四 


時、 將軍 家より 仰の 旨 有て、 一 夏 九 旬の 中、 法 幅 をた 

て 一 百餘 人の 所 化 を 引て、 宗 風の 實際 をし めさる ゝ、 

すべて 念佛 三昧 他力 往生の こ ど わ. 5、 日々 にあら た 

に ひろまり、 をのく *此 をし へに 歸す、 應安 開基よ hN 

以來、 三百 餘 年に およべ b. 、講堂の 前後に 園 林 有、 老 

极數株 ゑ. た を たれて、 いく 百歲 をか經 ぬらん、 武州相 

州の 間に、 末寺 あまた 有 W い 八り、 

お ふ 西應寺 よろこび 有 やみ だ賴 めば 

淨 土の 外へ はやら じ ビぞ思 ふ 

かくて 門外へ 出る ビ て、 かたはら を 見れば、 門番の 翁 

乾 蘂子を あきな ふビ 見へ しが、 枕に 白 頭 を やすめ、 貽 

クー パ さ し 

をし やぶ. 0 居る を、 旅の 男 見て、 是ゃ宋 の晦機 師が頌 

に、 人間 番衆 西應 寺、 推 n 枕 白 頭 一 擾レ 飴雜、 W は 此事か 

VJ て わら ひながら 一 しゅ、 

さいおう じう ま そふ なれば 其 能 を 

少は， フ ばに ふ る. •V6 ひもせ よ 

VJ よみければ、 番の おやじ かしら を あげて 返歌に、 

是ぞ らくがん を VJ ぢ まめ やすみし を 

おこし 米 成人 ぞうら めし 

ヾ」 こせきしながら よむ ほ Vj に、 さ て./,^ 其方 は 、かき 
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の 本の 人 猿 か、 山家の 赤へ たか ビ、 わら ひて そこ を 出 

にけ り、 

第 十 曰 比谷邑 神明 宫 

かくて 行程に、 豊島郡 飯 倉； n 比谷邑 の、 神明 宮 につ 

く、 抑此祌 明の 宗廟 天 照 太 神の 宮所 也、 人 王 六十 六 代 

一 條院の 御宇、 宽弘ニ 乙 巳年 九月 十六 日に あた. 9 て、 

御 祌幣幷 大牙ー 枚此 地に 降く だり 給 ふ、 邑 中の 老若 

男女 あつまりて、 是 はいか さま、 神明の あまくだり 給 

ふ ベ きしる し 成 べし VJ  、あやしみ 奉る 所に、 いづく ど 

もな- - 年七歲 ばか.. >  の 女子、 其 所に 步み來 り、 たち ま 

ちまなこの 色 かわり、 お V- りくる ひ 口ば しうて 云、 我 

は是 神風 や 伊勢の 內外兩 宮の肿 也、 是ょ. 9 東 國に當 

て 軍 有 故に、 常 陸の 國鹿嶋 の 地に 降臨して、^ 軍兵 を 

退治し、 程なく 歸 座の 道に 及ぶ、 われ 此 所に 跡 を ど め 

ん おぼしめ す 也、 此 故に 二種の しるし を あら はし 

て先汝 等に しめす、 はやく 宮所を 一羽て、 おさめ 奉る ベ 

し、 いかにもた ふ VJ みう やま は  >  、末の世 迄 も 此所さ 

かへ にぎ は ひて めでた かるべし、 我 又 守の 祌 VJ 成て 

夜の 警 叢の さわぎ、 惡事 災難 を 他方へ はら ひ、 天 か 下 

納り 五穀 豊 ならん、 相 摸 國の內 に 藤 原 氏の もの 齋藤 
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氏の もの あらん、 是を まねきて 神職の 長ビ なして、 宫 

仕せ させよ VJ て 神明 あがらせ 給へば、 少女 も 跡 方な 

くう せに けり、 村中此 奇特に よって 打 置が たく、 先 小 

宫を 作て 御神幣 VJ 大牙を 宮に納 奉り、 齋 藤氏の 人 を 

尋 しに、 相 州 足 柄の 內に齋 藤氏の 人 有、 神明の 御 託宣 

に まかせ まねきよ せて、 家 を作リ 神職 を 司 Vj らしむ、 

靈驗 誠に あらたに して、 祈. 9 奉る にかな はす ど 云 事 

なし、 かくて 數百 餘歲を 送りて、 後鳥羽院の 御宇 建久 

四 癸 a 年 右大將 源賴朝 卿、 下野 國那須 野に 發 向し 給 

ふ 時、 當 地の 宇多川に 至て 、頼 朝 卿の はき 給 へ る 御 太 

刀自ぬ けて 水底に 沈みけ. 5、 水練の もの をめ して、 さ 

がし も VJ めさせ 給 ふに 更にな し、 爱に 傍に 人 有て 申 

樣、 此 川上に 神明の 宮 所お わします、 其う しろの 方に 

瀨 有て 水み なぎる、 水の 底に 物 有て 光る、 是定て 尋ね 

給 ふ 所の 御劍 なる べし ビ申 上る、 賴朝 きこしめして、 

すな はち 彼 B^J を 案內者 ど して 神明 宫に 御參 有、 やが 

て 後の 瀬に して 太刀 を もどめ 得 給 ひて、 直に 神明の 

御寶 殿に おさめ 給 ふ 、宮居 は祌 さびて、 何 VJ なくた う 

W くお ぼしめ して 尊敬 淺 から や、 ！千 三百 餘 貫の 田 

を も つ て 神明に 御 寄附 有、 それよ， 9 社頭に ぎ は ひ、.^ 


の 年より 神主 社僧 婦宜 等の 家々 軒 をなら ベて 立つ 5- 

き、； i 前の 祈念お こたる 事な し、 貴賤 老若 あゆみ を は 

こび 祈 を かくる に、 かな はす W いふ 事な し、 其 後 星霜 

ひさし，、 かさなりて、 人 王 一 百 二 代 後土御門 院の御 

宇、 明應 三年の 頃 伊勢の 新 九 郎氏茂 W 云 人 有、 小 田 原 

の 城主 大淼實 頼 を 返 治して 城を乘 取、 自北條 新九郞 

ヾ」 名乘、 それより いき を ひお びた ^しく、 あまね ぐ關 

東 を打隨 へ、 後に は髮を そりて 早 雲ビ號 す、 此時 にあ 

たって 當宮の 御 頷 をけ づり VJ つて、 禰宜祌 主 社 人 等 

各飢に のぞみ、 宫居こ く 大破に 及ぶ どい へ 

も、 修理す るた よ. 9 を， つし な ふて、 社せ 司 も 方々 \ 

行 散 て 、 只 其 跡ば か. 5 ゎづ かに 殘り、 年月 を ふる^い 

へ V- も亂 世打續 て、 おさま らざ りし かば、 をの づ から 

參詣 する 人 もなかり し處 に、 正 親 町院の 御宇 天 正 年 

中に、 柬照權 現 樣關東 御領 知の VJ きに あたって、 絕た 

る をつ ぎ、 すたれたる をお こし、 神社 佛簡ぃ にしへの 

故 有 所に は、 所領 御 寄附 まし， けり、 當宮も 社 額 御 

寄附 有て、 いにし へに は 似ゃビ い へ V- も、 形の ご く 

の 御 再興 をい VJ なみ、 雨 神主 其 外 社 人 等、 安堵の 眉 を 

ひらき、 漸 舯 前にぎ は ひて、 燈 明の 光り 和 光の 月に な 

J  補、 な 戶咄卷 第 四  in 


ぞら へ 、利. 物の 花ぶ さ 匂 ひ ほ V- こし 給 ふ、 宽永十 一 甲 

戌年 大將軍 家 光 公 御 信 敬 を もって 當宮 御與興 まし ま 

し、 いにしへ にかわら す 宮居 奇麗の 修造 有け b 、さて 

舊 例に まかせ、 年 侮の 九月 十六 日に、 祌率 祭禮 おこな 

ふ、 此砌 市立、 在々 よ.. y 品々 の 物 を、 もちはこびて あ 

きな ふ、 中に も古來 よりお ほく もち 來る物 は、 土し や 

うが、 うすきね、 木ば ち 飾く だ 物 也、 誠に 天下 安全 武運 

. 長久の 御 祈禱、 次に は 五穀 成就 万民 快樂 のた め 、御 神 

樂た へや、 取お こな ひ 丹誠 をいた す V」 也、 

卿 明に 祈る 願の かな ひつ ゝ 

H 比 谷 あらた VJ 飯 倉す か な 

第 十 一 三 綠山增 上 寺 

扨 三 綠山增 上 寺に 參る、 本堂 は 東 向、 橫 二十 間 縱 二十 

五 問 也、 本堂へ 向へば、 左の 方に 台德院 の 御廟 

有、 宽永九 壬 申年 正月 廿四； w に、 御 他界 まします な 

. ^、同 御 臺樣の 御廟 有、 御 法名 は 崇源院 殿、 一品 大夫 

人、 昌奏和 興、 仁淸大 禪定尼 VJ 號 奉る、 寬永三 丙 寅年 

九月 十五 日薨給 ふ、 雨 御 魂屋の 美麗 成 事、 金銀 を もつ 

ての ベ つけ、 七寶を もって かざれ たれば、 西方： f 樂世 

界 もまの あた b にて、 愛 を 去 事 遠から や W どき 給 ふ 
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JVJ わ.^ に 過て 覺へ ける、 上の 山に は 五重の塔 

有、銅の1^^をもって是をふ<、本堂のぅしろに、 經堂 

太子 堂 有、 本堂へ 向 右の 方 は 方丈 也、 同 方の 庭に 大き 

成 鐘 を かけらる.、、 左の 方に 開山 を 初代々 の 上人の 

御影堂 有、 山門の 上に は、 釋 迦文珠 普賢 十六 羅漢 を 安 

置す、 愛に あが. 9 て 四方 を 見る に、 江戶中 は 申に およ 

ばす、 あわ かづ さまで、 くも， なく 海のお もて を 見 わ 

たして、 ロハ 目の 下に 見 ゆる 也、 常 は .3 門へ 人の あがる 

事な し、 每年 正： ：！； 十六： ：！、 二月 十五 日、 四月 八日、 七月 

十六 日、 同月 十八 日、 此日は 山門 へ あがる 事 を ゆるさ 

る.^、 諸國 よりつ ざ ふ 所 化、 數千 人に あまれ. 5、 前 は 

京都 江府の 海道 也、 上下 往來の 諸人 市の ご どし、 海上 

はれて 、船の 行 通 ふ を 見れば、 又 有 ベ き VJ も おもわれ 

ぬ絕 3： 一！ -也、 抑當 寺の 開山 は、 上 總の國 千 葉 介の 末孫、 

千代 核 丸 W 云し 少人、 幼稚の 時より 出家 を どげ、 後 は 

其 名 を 華： 聰ビ 申け る、 然るに 眞言 の 宗流を 汲て 祕密 

金剛の 妙 用 を あ ふぎ、 遍照舍 那の實 際 を 求め、 後に 

は、 江府の 貝塚の 事： 光明寺に 住せら る、 此也 よん rfe 

、 - れ は越 前 の 伊豫太守の 事 也後 に 越^^1 中 將 公 の 屋敷 W 成 今 は 又細 に 

平 伊豫の 太守の 屋敷 VJ 成な， 9、 其 頃お ひ は 人 王 一 百 

渡 数多の： m 敷 £ 成 辨^| 仰" の はたな り 

一 代 後 小 おの 御宇に あたれ. 9、 時に 至 德ニ乙 a 年 


の 夏、 光明寺に して 論義 有、 讃題を 善導 大 帥の 四帖の 

疏に、 お 時 起行果 li 菩提， ヒ云释 文 也、 然るに 聖聰 一 山 

の 能 化.、」 して、 諸 化の 問 者 答 者た が ひに、 法 門の 

扉 を ひらき、 疑 難の 石お，、 だ か ん V- す、 愛 に 源 穴 H 上人 

より 七 世の 孫 弟、 小石 川傳 通院の 開山 酉 連 社 r 譽聖 

冏 上人 は、 托鉢の 鉢に て、 彼講席 法文の 場に 立、 つく 

づ く是 をき 、給 ひて 、莞爾 VJ 笑て 歸り たま ふ 、^聰 此 

由 を 見て、 自坐を 立、 跡 を 追 ふて 尋給 ふ、 やう やく 淺 

草の 邊 にて 追 付、 終に 其 笑 を ふくみ 返事 を 問 給 ふに、 

了譽 その 故 を 答 給 ふ、 それよ. 9 互に、 口に 劍裁を ふく 

み、 身に 妙 道の 錢を きて、 釋福 文の 利に かたん しば 

らく 問答し 給 ふ に、 淨 土の 奥義に 舌 を卷、 聰 深く 法 

fi こさ さ 

. 味 を あお わ ひ、 先の 惡念 名利の 鋒銳を 折て、 たちまち 

眞言 をす てゝ、 僞に淨 土 宗に歸 し、 則 我 寺 光明寺 を改 

て 三 綠山增 上 寺 W 號 して、 了 譽 上人の 弟子 ど 成、 大連 

社、 酉譽、 聖聰 上人 ど 成 給 ひて、 當寺第 一 の 開山 也、 應 

永廿四 丁； s 年 七月 十八 H 入寂し 給 ふ、 第二 代 を明逮 

祉遞譽 I？ 仰 上人 VJ いへ り、 第三 世 は定逮 社簿觀 iiH 譽 

上人，、」 い へり、 此上 人心に 大願 を 發し給 ひて、 億々 の 

衆生 を せん VJ はした まへ V- も 、皆 人 邪見 放逸 に て 、 


地獄 有 VJ 云 事 をうた が ひそし りて 用す、 十 惡の繩 に 

かゝ り、 三 毒の 海に しづむ が 故に、 いかにもして 誠の 

心 ざし を 出さし めん，、」、 自 誓願して 衆生 見 こ. りの 爲 

に 、臨終に 火 lsf に乘去 ベ きビ、 常々 心に こ め て 大願 有 

しに、 旣其心 ざしむな しからで、 有 時 火 車 を 引て 鬼 形 

來れ り、 上人のお まふ は、 只今 は 我 行べき 時に あら 

すこし  - 

す、 今少 衆生 を も 化 度し、 弟子に も 一句の しめし をな 

さん、 來 年の 今月 今日き たれ 、仰ら れ ければ、 鬼 形 

火 車 を 引て さりぬ、 又 ぞゃ月 も 日 も かわらす、 火車來 

うぬ、 其 VJ き 上人の 辭 世に いはく、 

看々 天地 淸獨色 五 妙 境界 淨刹臺 

三 惡火坑 阿 鼻 底 一 器不轉 古今 事 

火宅 をば またもや 出で じ 小 車の 

法 得て 見れば わが あらば こそ 

VJ のた まひて、 火 車に 打の， 0 給へば、 震動 雷電して 鬼 

形 4^ ハ 引て、 いづち VJ もな ぐうせけ る W なり、 權 者の 方 

便 ど は 云ながら ふしぎ 成け る 事 4：! ハ也、 つたへ きく 佛 

在世の 提 婆、 我 朝の 守 屋も本 地は佛 菩薩に てまし ま 

すか、 衆生の 見せしめに、 かりに 惡 人の 形 を あら はし 

袷 ふ W かや、 此音譽 上人 も、 かくの ごど くの 方便なる 


べし、 されば 道號ど 戒名 を ひ VJ つに 合れば、 5^ 觀 昔 ，,」 

見 へたり、 なん ぞ疑 をお こさん や、 其 後 時代 はるかに 

押 移、 第 十二 低の 和 尙を貞 連 社 源 譽存應 上人 ど號 す、 

これ こそ 東 照 權現樣 台德院 將軍家 二 代の 御戒 帥た 

、去に よって 五千餘 石の 寺 鎮を御 寄附 被， 成、 慶長十 

五 庚 戌年 普 光 觀智國 師の號 をた ま はりぬ、 元 和 六 庚 

申年 霜月 二  ：11 に 入寂し 給 ふ、 去 程 に淨 土の 宗門、 一 天 

下に 繁昌して、 念 佛に歸 する 楚、 四海に あまね し、 是 

や 末法 萬 年、 餘經悉 滅彌陀 一 敎 にかな ひ、 下 极下智 に 

栩應の 御 をし へに て、 廣く濟 度是有 は、 當 寺の 院號の 

廣度院 の 名に かな ひ、 _ ^がた か， 9 し結緣 也、 

諸の 佛に增 上の 寺の 

彌陀の 悲願 は廣く 度す 院 

旅の 男、 

七寶の 御玉 や 光 か いやきて 

よそに ぞ增る 上の 寺 かな 

第 十三 萬 年 山 青松 寺 

增上 寺の 裏門 を 出、 左の 方へ 行ば 坂 有- 是を 切通 VJ 

すこし 

云、 是へ のぼらす して、 右の 方へ 少 行ば、 萬 年 山： wfe 

寺 也、 此寺は 文明の 頃 か W よ、 靑 核の 何が しど 云 人 
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有、 愛の 開山 雲 江 和 尙へ歸 依 不レ淺 して、 建立 有し 寺 

也 、故に 名字 を寺號 どす、 本 は 此寺も 貝塚に 有け る 

が、 天 正 之頃此 所へ うつさる、、 江戶洞 家三ケ 寺の 內 

也、 開山よ. 0 當住 迄、 十五 世に およべ. >  ど 也、 

よろ やど fj やま 

萬 年 山 は靑极 しげ あ ひ 

み Vj りの 色も禪 なる 寺 

第 十三 愛 岩山 圓福寺 

北 隣 は 愛宕山 圓福寺 也、 石段 を 六十 八 段 登りて、 東 を 

見れば 安房 上總迄 見へ わたる、 北より へ 見 わた 

せば、 江戶中 不レ殘 目の 下に 見へ、 氣も はれぐ，，」 し 

ていさぎ よし、 されば 此愛宕 は 京成 あたご を、 遠 州な 

る こ 坂に うつし、 それ を 又 愛に うつさる VVJ 也、 抑 本 

山の 山城 國愛 岩山 は、 地藏 龍樹攝 化の 地 どして 、唐の 

五臺 山の 風景に 似た る ど 也、 文德 天皇 御宇、 大資 年中 

の 事に や、 役の 行者 ど 越の 大德泰 澄 W  、同此 山 に 登 給 

ふに、=1^^善界、太郞坊等の、諸大天狗ぁっまり、 大 

杉の 木の こや へに 有て、 行 法 を さまたげん VJ す、 役の 

行者 泰澄是 を 降伏 せらる、 地藏、 龍樹、 富 樓那、 ffi^ 沙 

門、 愛染、 光 を はなち あら はれ 給へば、 諸 天狗 共 いづ 

くど もな くさ， 5 うせけ り、 然ば 第一 の 開基 は泰澄 也、 
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彼大 杉を淸 瀧の 明 神 ごす、 太 郞坊は 高 雄の 眞濟 僧正 

也ビ かや、 愛に 又慶俊 法師 ，、」 て 河內國 の 人な りしが、 

俗姓 は 藤 井 氏の 末孫 也、 出家して 和 州 大安 寺に 住し、 

人 を あわれむ 心 ざし 深く、 貧 成 ものに は、 自衣 をぬ ぎ 

て あた へ 、飢 たる ものに は、 I 飯 を わけてた すけら る 

る、 天應 元年に 僧都に 成、 それより 世 をい ビ ひ 名利 を 

ぅビ み、 大安 寺 を 忍び 出、 山城 國 愛宕山に 引 籠、 勝 軍 

地藏 菩薩 を 安置して おはします、 光仁 天皇より 勅 便 

立 中興せ しむ、 和 氣淸. M 建立 也、 然るに 勝 軍地藏 は、 

修羅 闘綠 のしん い を 調伏して、 太平 靜謐の 守護 をく 

わ へ たま ふ、 忍 辱 慈悲の 尊 棘 也、 遠く 東 關の江 府の地 

に 勸請 、其 ど く い よくた か くし て、 太平 安全の 守 

り あやまち 紛 はす、 此社 もビは 天台宗 に て 寺 ，り し ：^, 、 

本山より むづ かしき 事共 云 かけたり し 故 宗旨 を改、 

今 は 眞言 宗 yj 成、 長く 本. 2 の 通路 きれたり どか や、 

地藏が ほで 佛も物 やかし 給 ふ 

しゃく じ や ，つに ぎ. 0 を わ ましけ る 

旅の 男、 

かるに 地藏 なすに は ゑん ま 顔 ど 聞 

あたご 味 能 物の かしぶ 


第 十四 眞福 寺の 藥師 

北 隣 は眞福 寺の 藥師堂 也、 是は .i:^ 海和尙 草創の 砌ビ 

かや、 その かみ 勢 州 一 志の 郡 五十崎 村 は、 藥師 如來應 

現の 靈地 VJ して、 弘法 大師 開基し 給 ひ、 晝夜 おこな ひ 

給 ひ し 所 に、 武州芝 の，； 3 中に るりの 光明 を はなつ 事、 

よるひる， yj なく かい やきければ、 諸 民 あまねく おが 

みて、 遠近に かくれな し、 大師 きこしめし をよ ばれ 此 

山に 东り たま ひ、 光りに 付て 山に のぼ..^ 尋 たま へ ば、 

山の いた  >  きに、 ひ VJ つ の 盤石 有、 此 石より 光 を はな 

つ 、大師 此 石に 向て、 持 念した まへば、 やくし 如來忽 

然 VJ して、 御す がた を 現し 給 ふ、 大師すな はち 此 みす 

がた を きざみう つし 給 ひて、 ひどつ のがらん をた て 

安置し 給 ふ 、かくて 數 百年 を經て のち 深 草院の 御宇、 

建 長年 中に 俊英 阿 閣利ど 云 人 有、 つら おも はれ 

ける は、 世す でに 澆滴 にいたり、 人 又 下 根 下知な.，^、 

今此 けわしき 山 坂 をし のぎて、 あゆみ を はこぶ に 物 

うくして、 參詣 の漦を こたるべし 、貴賤 老^の 爲、 廣 

く結綠 せしめ、 利益 かふむ らし めんに はしか じビ て、 

山上より 五十 餘 町の 麓に、 七 間 四面の 御堂 をた て、 彼 

御本尊 をう つし 奉る、 是ょ トリ 參詣猶 た ゆる 事な く、 病 
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患 を 祈る に 癒 やど 云 事な し、 されば 田 村の 長者： i  、此 

尊に 祈りて 愛子の 盲目 を ひらき、 攝 州の 貧 女 は、 此像 

に 詣で、 速に 窮 子の 願望 をビ げたり、 かくの ご ビ くの 

靈 驗かぞ ふるに 暇な し、 げ にも 我 此名號 一 經其 14 衆 

病 悉除身 安樂 の 御ち か ひ、 有が たか. 5 し 御 事 也、 

第 十五 西の 久 保の 天德寺 

すこし 

それより 西の方へ 少 行ば、 西の 久保ビ 云、 愛に 光明 山 

天 德寺ビ て、 淨土宗 の 寺 有、 是は應 永の 頃 か， 、」 よ、 稱 

念 上人の 開基 也、 此 上人 は、 名 開 利用に は少も か、 は 

,9 給す、 日夜 朝暮、 稱 名の 外 他事な く、 殊勝に まし ま 

して、 往生の 素懷を VJ げ給ふ どな， 5、 それよ， 9 十一 一代 

の 上人 をば 、晃譽 上人 ど 申け る 、是は 智德 勝れ たる 知 

識 にて 、諸人た う ビ み 申け る 、尤 大名 高 家 の 御崇敬^^ 

て 檀那 VJ 成た まふ 故に、 漸寺 はんじゃ うして、 寺 家 も 

お ほく 軒 をなら ベたり、 然れ ば晃譽 上人 を 中興の 和 

尙ど崇 申 也、 今 は廿餘 世な り かや、 御本尊 は 西方 敎 

主の 彌陀 如來 也、 正面の なげし の 上に は、 釋迦 文珠普 

賢 四天王 十六 羅漢 を悉作 b 付ら れ たり、 御堂へ むか 

ふ 右の 方に 觀昔 堂た てらる、、 左の 方に て少引 込て、 

釋迦佛 のね はん ぞうの 堂 も 有 也、 うらへ まわりて 隱 
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居 寺 有、：^ 寺の 左の 山 は あたご 山な り、 右の 方に うら 

門 有、 此 前の 通り は 西久保 通り どて、 芝 本 札の 辻へ 出 

る 海道 也、 其方々 への 道 わかれ 有 也、 

念佛の 衆生 を 照す 光明 山 

天の 德 有て らぞた うどき 

第 十.^ へ 鳥 森の 稻荷 ， 

それより 東の 方へ 行て、 鳥 森の 稻荷大 明 神 立た まふ、 

爱を武 州の 名所 V」 は 云った へ けれ ざ も、 歌枕 名 寄 等 

にも 見 八す、 さ てまた 古し へ は此 所に も. 0 有て、 から 

すのお ほく やど hv しゅへ に、 からす も， CN  VJ いへ る VJ 

な. 9、 其 森に 此 いな b みやう じんの やしろ、 古來 より 

どし ひさしく 立來る 故に、 烏 森の 稻荷 V」 云、 かくて 江 

城 御 はんじゃう にっき、 此所 大名 衆の 屋敷に 成て、 構 

の內 なる 故に、 わき/ \ 'より 參詣 ならざる 事、. 盧に 

叶が たく や あり けん、 其 屋敷 主に 御た、 り 有て 災難. 

に 逢 人お ほし、 然故 にや 久しく 明 屋敷 ど 成て、 皆 人 化 

物 屋敷 VJ いひ あへ， 5、 然る 所に 明 暦 丁酉 年 正月 十九 

H の回祿 のど き、 江 戶中殘 なく 燒て 、此明 屋敷 も燒け 

る 中に、 此稻 荷の 御社ば かり、 ロハ ひ VJ っ殘 りけ る こそ 

ふしぎ なれ、 其 時よ. 9 稻 荷の 宮地を のぞきて、 外 は 御 
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醫師衆 へ くだされけ るに、 今 は少も 御た、 りなぐ、 S 

づれ もつ、 がな/、 て、 住宅せられ けり、 爱を もって 前 

を考 るに、 神慮に かなわざる 事 分明 也、^ 次第に はん 

じ やう 有て 宮居 も あらたに 立な をり、 別當 もつ きた 

.9、 愛に もうで、、 もろ）/ \- の 願 を 祈り 奉る に、 ひご 

つぐ」 して かな はす ，、」 云 事な し 、有が た か り し 靈祌也 、 

くろやきになる ベ き 鳥 森な れ VJ 

やけぬ は祌の い ，、"く 成け り 

第 十七 ni 比 谷の 稻荷 

それより 東へ 二三 町 行て、 日 比 谷の 稻荷 VJ て、 爱 にも 

有、 是 は：：： 比 谷 三 町の 內の 氏神 也、 も VJ ゎづ かの ほこ 

らに て 有來る 故に や、 さだまり たる 宫地 もな く、 町 星 

に 借地の 脉 にて 有ければ、 旣に此 宮斷絕 に 及べ かり 

し 所に、 宮守の 夢に、 けだか き 老翁 忽然 ど 求.^、 吿て 

のた まわく、 我は是 いな. 0 明 神 也、 古し へ よ， り 愛に 有 

て 、氏子 を 守護す、 然 に 今斷絕 あらん こ そ 物う けれ 、 

さ b ながら 古來久 敷し るし あらば 相續 有ぬべし、 か 

るが 故に 其證 據を汝 にあた ふる どお ほせられ て、 何 

か はしらす 枕 本に、 さし 置た まふ- yj 見て、 夢 はさめた 

.9、 宮守 ふしぎに 思 ひ、 枕 本 を 見れば 鰐口 ひ VJ つ 有、 
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此年號 三 四百 年 程に も 及た るよ し 也、 宮守 よろこび、 

寺社 奉行所 へ 持参 仕 指 上る 、是 によつ て 宮居 無， 恙さ 

し を かれけ る- yj 也、 

宮守 も 鰐口 すれ ざ 證.， el あれば 

いなりに 社 立 を かれけ り 

增稀 江戸 咄卷第 四 終 
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第一 淺 草の 閻魔 堂 

け ふ は 又 淺草邊 へ 行べき ごて、 編 笠 引 込 W もな ひ！， 了 

程に、 淺 草の 總 門へ つきたり、 御門 を 出れば かや 町 二 

町つ いきて、！！^ 町 也、 左の 方に 十 王 堂 有、 二足 三 足 あ 

ゆむ ど おもへば、 又 閬魔堂 有、 寶 形作りに て、 屮 尊よ 

閻魔 大王、 左に 地藏 菩薩 右に 三途 川の 老婆 也、 本堂の 

左 に 不動 堂 も 有、 され ば此 閻魔 大王 VJ 申 は、 人 死 て 五 

七日の 斷罪 をつ かさ V- り、 淨狹 環の 鏡、 檀陀幢 ゆ I 此王 

宫に 有、 倶生祌 、司 命 司 錄祌、 同 愛に 有て、 衆生の 罪の 

輕重 をかん が へらる、 地 藏は是 閻魔 王の 本 地 也、 本 地 

の 大悲は 柔和 端 嚴の相 をし めし、 變 化の 大慈は 忿怒 

强 盛の かたち を あ ら はし、 本迹の 方便^ 々 成 事 は 、衆 

生 利益の 善 巧 也、 嫗は又 死 出の 山の 麓、 三途 川の ほど 

り、 农頜樹 の もどに 座して、 罪人の 衣 を はぎ，、 Jhs、 木 

の 枝に かくる、 是閻 魔王の 妹 也、 奪 衣 婆 ど 名 付る 由、 

經にビ かれた. 9  W 也、 衆生 更に 慚愧の 心なく、 放逸に 

して 一 生 を 過し、 罪業に ひかれて 愛に 來る、 此 故に 一 
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重の 衣を剝 取て、 慚愧の 心なき 華 を あら はす、 又 十 王 

W いふ は、 第三 年 迄 十三 佛の變 作 どして、 十 大王の も 

どに. D 者 をう け 取て、 罪科の 品々 を こ ど わり 給ふビ 

な. 9、 十 王 は秦廣 王、 お 江 王、 宗 帝王、 五官 王、 閻魔 王、 

變成 王、 泰山 王、 平等 王、 都市 王、 轉 輪王是 也、 十三 佛 

ど 云 は、 不動、 釋： i  、文珠 、普賢、 地藏、 彌勒、 藥師、 觀 

音、 勢 至、 阿 彌陀、 阿 間、 大 ョ、 虛空 藏是 也、 

じ やう はりの 鏡に かけて 見 ゆるなら 

日蓮 宗 はこ ゎ物ぞ かし 

三途 河の 姥を、 せわに はしゃ うづかの うば ビ いふに 

よりて、 旅の 男、 

人の 物 を 取が 罪に て 有なら ば 

おば ゝ のつ みは 何，、.」 しゃ うづか 

第二 大六天 

それより 出て、 天 王 町、 片町を 通り、 森 田 町に 行ば、 爰 

に大六 天の 社 有、 是は 開基より 此 かた、 八百餘 年に 及 

ぶ ど、 古老の 云った へ けれども、 其綠起 をし， 0 がた 

し、 代々 の 兵亂に 取う しな へ る W 也、 神事 は 二月 九日 

ま け、" し なら 

也、 大六天 VJ は、 摩 醯首羅 王の 尊像に や、 此天 は欲界 

大 六の、 他 化 自在 天の あるじ どして、 三 目 八 臂の形 を 


現し、 九 頭 の大牛 に^て 、神 通 自在 變化無 方 の 威 を あ 

ら はし、 三千世界に 飛行し、 欲 色 ニ界の 中間 禪を修 

し、 大樂 圓滿の 果報 をう け、 三千 界の あらゆる 衆生 

を、 我 けんぞく ど 思 へり、 此 故に 深く 世間 を 守り 給 ふ 

大元明 王 ビ 申 奉る ど 也、 

大 八なら ば 地 引の 車 共い わん 

大六は 牛 くるまけ いしゅら かな 

第三 ■ 西 福 寺 


そこ を 出て 、旅籠 町 の 西 福 寺 へ參 りけ る 、當寺 は そ の 

昔柬照 權現樣 if 府 の 御城に 御座 なさせら る、 御 W き 

に、 心逮 社貞譽 上人 頒故 を、 御歸 依の 僧，、」 して、 開基 

した まふ 寺 也、 御本尊 は 安 阿彌の 御作、 殊勝 端嚴 のみ 

だに よらい 也、 後に 江府 にう つされ て、 今此 所に を わ 

します 也、 辨才天 を もつ て鎭守 W せらる、 此 寺の 鐘樓 

は屋 ねなし、 藤の 林 鐘の 龍 頭に しげ b まど ひて、 花 さ 

く 折から は、 又 一 しほの 興 を もよ ほす、 

紫の 雲た なびく ビ うたが はる 

龍 頭に まど ふ 藤の 花 をば 

- 第 四 文殊 院 

それより 文殊 院へ 立より ける、 此寺は 高野山 行人 方 

の 頭 か はる-, \. 住院 たりし が、 故 ありて 元祿五 年の 

頃より 京の 岩 淸水を うつさせ 給 ふ、 されば 腿醐院 VJ 

かや もい ふ- yj 也、 近き 程 なれば さだかに ビ ふべき か 

たもな く、 ふし をが むにた ふ くお ぼ へ て、 

法の 師の おこの ふ 道の 跡 ふりて 

今 もす みける 岩淸水 かな 

第五 駒 形 堂 

爱を 出て 行程に、 黑舟 町に 稻 荷の 宮有、 す は 町に す は 


の 社 もまし ます、 それ を 通り 過て、 駒 形 町の 駒 形 堂に 

着た b 、愛 は淺草 寺の 門口 ど 云、 舟つ き、、」 云、 にぎに 

ぎしくて くわん おんへ ，フ する もの も、 又よ しはら 

へ VJ 心 ざす もの も、 ふねに て 來るは 皆 愛に あがる、 前 

に 茶屋 有、 殊に 此 川の 鯉 は 名物に て、 其 風味 淀 鯉に ま 

され h- 、かるが 故に 此 川端に して 是を あきな ふ、 され 

ば 此駒形 堂 は、 朱 雀院の 御宇 天慶五 年に、 安房の 太守 

卒の 公雅の 立.，^ れ、 馬頭く わん おん を 安置 せらる、 佛 

前に 馬 を 作， 9 てなら ベる が 故に、 駒 形 堂 VJ 云、 梵昔海 

潮の ひ ，》• き は淺草 川の 波に あら はし、 定業 能轉 のち 

かひ は 駒 形 堂の 軒に しめす、 大悲の 利 生 あらたに て、 

乾け るかば ねに は m て宍 づき、 枯 たる 樹に ふた ゝび 

花 さく、 まこ VJ に 殊勝の 事なら す や、 諸人 愛に て、 う 

がいし 身 をき よめ、 心 を あらためて、 淺 草の 本堂へ 參 

る 也、 

法の 道い さむ 心 は 駒 形の 

だう ぞ）/ ^VJ ねが ふ 後の世 

第 六 淺草 寺の 觀世昔 

^淺 草の 本堂へ 向へば、 右の 方に 材木が し、 はなが は 

ら町、山の宿、^|^天町どっ  >きて、 其す へ は 奥州 迄へ 

I  二百 四，^ 九 
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の 海道に て、 千 稀へ つ ， ^き 出る 道筋 也、 是を 見す て \ 

本堂の 方へ ゆく 程に、 並木の 茶屋 町 を 打 過て、 雷 門 へ 

つく、 門前の 左右 は廣 小路 也、 門より 內 へいる に、 

一 町餘 左右に 坊舍 十三 ケ 所有て、 程なく 二王門に つ 

き：^ り、 內へ 入て 左に 祌- iiT をつな ぎ、 右に 五重の塔 

有、 又 ひだ に 山 王の 社、 輪藏 有、 やくし 堂 有、 右に 隨 

身 門鐘樓 有、 扨 本堂に あがりて、 歸ロを 打なら し、 南 

無大慈 大悲 の 觀世音 W ふし をが み、 御寶前 のかけ 檎 

共 を 見る に、 おも ひ， （》 心々 に、 善盡 美つ く？ - てかけ 

たる 中に、 正面 を 見れば、 さの み 見所 有 VJ も覺 へぬ、 

す、 び はげち りたる 給お か、 れり、 こ は そ も かゝる 

結構 成 中 に、 何 VJ て かやう の 見ぐ るし きもの を、 舆 正 

面に はかけ、 る ぞ，、 J 、ふしぎに 思 ひければ、 かた へ の 

人に 尊け るに、 あれ こそ 狩 野の 古法 眼ビ て、 名 譽の衋 

ェ かきたる 也、 此 ：5il- も VJ はは なれ 馬に かきたる が、 夜 

中 はまこ VJ の 馬に 化して、 近 邊の作 毛 を あらしけ る 

ぐし也、百姓=^^ハぁゃしみ、有夜彼馬を追けるに、 此 御堂 

之 內に入 マ」 見 へ て、 見う しな ひた. 5、 あくる ni せん さ 

く，.. -て 見る に、 此繪^ の 四 足に 土つ きたり、 扨は是 

よど 6 づきければ、 鎗師 をた のみて、 つなぎ； H| にしけ 
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れ共、 つなぎ ドン む る ほ V- の 繪師な く て 数年 を 送 る 、愛 

にち かき 頃、 左甚 五郞ビ 云、 ほり 物 ざいく の 名人 有、 

彼が 縫 も ほり 物の 心に ちが ふべ からす、 われ ほり 物 

の 下鎗の 心に て、 つなぎ どむ ベ きどて、 §1- てつな を 書 

つきければ、 それより 此か たつな ぎ 馬 マ」 成て、 はなれ 

ぁるく事なし^ い へ り、 か \ るき V- くも 有事に や、 ふ 

しぎ ど はお も へ ども、 羅浮 氏の 撰 まれけ る. 神社 考に 

も、 搶竭の 神の 事し るされ たり、 此繪瑪 のき、 ざく に 相 

似たり、 然ば昔 も 有事 か、 仰 此覜世 音の 綠起 をく わし 

く尋 奉る に、 いにし へ 此淺草 川 をば、 宫戶川 VJ 云て、 

漁 父の あつまる 所 也、 然に推 古 天皇の 御宇に、 進中臣 

ど 云 人 有、 少 あやまれる 事 有て、 此 所へ 流人 ど 成て 有 

しが、 彼が 郎等に 檜熊濱 成、 武成 V」 て 兄 第三 人の 者、 

主人の 跡 をした ひて 此 所へ 尋來 り、 みや づか へすな 

r り をして、 主從 のい ビ な み を 送りし に 、推 古^ 六 戊 

子年 三月 十八：！ L の 事なる に、 兄弟 三人の もの あみ を 

もち、 舟に さほ さして、 宫戶 川の 沖に こぎいだ して、 

網 をお ろ しけ る に、 魚更 に なし、 あなた こなた W こぎ 

めぐり、 あみ をお ろしけ るに、 七 度 迄 あやしき 物 か ゝ 

りぬ、 ふしぎに おも ひ 月の 夜 影に 見た てま つれば、 光 


明かぐ やくた る觀 音の 佛砵 也、 兄弟 三人 大きにお V- 

ろき、 手 を 合て 禮拜 し、 かりに 草屋 をし つら ひて 安置 

せし が、 此邊の 草 かり、 朝 草 かりに 十 人 V」 もな ひて 來 

,9、 彼 草屋より 金色の 光 さしけ る を 見て、 終に 見なれ 

ぬ 草屋に、 光明 か くやく こそ あやし けれどて、 おがみ 

奉れば たつ V」 きくわん おんの 佛鉢 也、 是 はいかなる 

人の わざ やらん ど、 あやしみ ける 所 へ 、彼 三人の 者 共 

來りて、これ/-\-のゃぅすど語.0ければ、ぃょ^.»た 
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つ W みて、 を の ，（》 心 を ひ ど つに して、 ゎづか の 御堂 

を 取た てけ る W 也、 今にいた つて 兄弟 三人 を、 三 所の 

護法 ビ崇、 又 十 人の 草 かり を、 十 社 權現ビ いわ ひ 奉る 

也 、一^て 草屋 を 立し 所に 宮居 を 立、 一 の權現 ど 率 奉る 

也、 

〇 孝徳 天皇 大化 元年に、 勝 海上 人此 地に もうで、 奇 

特の吿 おはし ましけ るより 此か た、 御本尊 を 直に 拜 

み 奉る 人な し、 

〇 朱雀院 御宇 天慶五 年に、 安房 守： 牛 公 雅此觀 昔に 祈 

. ^て、 所願 を 満足し、 國の 守に なりて、 官位 高く 登し 

かば、 此 よろこびに、 件の 本堂 を S: 典し、 かたはらに 

又佛堂を立、輪藏を作h^、院坊を立らる、 又 五. まの 塔 

を 作、 一 驅の凫 鐘 を 鑄て 高く 一  樓に かけらる る、 鯨 音 

遠く ひ. >  きて 、聞 人 無明の ねぶ. 5 を さまし、 參 詣禮拜 

の 輩 は 福壽海 無量の 利 生 を かう ぶる 事、 鏡に 影 を 移 

すが ご，、」 し、 それより 後 あな ひ は 地震、 あるひ は 兵火 

の爲、 度々 堂塔 破鐵 すれ V- も 、再興 度々 也、 源 顆朝卿 

は、 三十 六 町の 卿 田 をよ せられ、 せ "マ 後足 利の 尊 氏 公、 

又 寺領を 寄られけ る ど 也、 其 外 遠く は 田村將 軍、 新田 

義貞 公、 ちか- -は權 現樣を 1 羽苯 り、 代々 の武 將御崇 
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敬 あさ か らざ b し 御 佛傺に てまし ます 也、 

すく はれて あがらせ 給 ふ 観世音 

すくい ぞか へし 給 ふ 衆生 を 

第 七 明 王院の 嫗ケ池 

本堂よ. 5 右の 方に も 門 有て、 坊舍 打つ ，5. きた 、その 

中に 明王院 VJ 云 有、 愛に 嫗ケ池 有、 是 はむかし 此 所に 

人家 まれに して、 人の や Vi  .5 なか. 0 ける 故、 旅人の 宿 

を 求む る 所な し、 愛に 野中に ひどつ の 柴の庵 有、 是に 

ビ しおひた る姥 の、 若 か， 9 し 娘 を 持て 住け るが、 往來 

の 旅人に 宿 を かし、 石の 枕 を あたへ、 ふしけ る 時 上よ 

.5 も大石 をお どし、 頭 をう ちぐ だきころ して、 衣裳 を 

剝取、 からだ を此 池に すてぬ、 旣其數 九 百 九十 九 人に 

及び、 今 一 人に て 千 人に 成ぬべき 處に、 淺 草の 観世音 

草 かりに 御身 を變 じさせ 給 ひて、 笛 を 吹せ 給 ふ、 其 笛 

の 音 をき けば、 

日 は暮て 町に はふす： H ハ宿 かるな 

淺草 寺の ひビっ 屋の內 

此 笛の 音 を ひ VJ り の 旅人 聞て、 ふしぎに は 思 ひなが 

らも、 や V- なき ま ゝの宿 VJ して、 愛に や V- りしが、 あ 

る じのう ば、 旅人 を 一 入 もてなし、 彼 石の 枕 を あた へ 
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ふさせけ る、 旅人 心に 思 ふやう、 誠に 彼 笛の ね ふしぎ 

成事ビ おも ひしが、 此 ひどつ 屋の 事に て や 有 けん、 枕 

も 大き 成 石の 枕 也、 あやし やい かさまに も、 ころさん 

ビの たぐみ なる べし VJ 心 を 付て、 やがてね や を か へ 

てう か.^ ひ 見る に、 さよ ふけて あるじの うば 忍び入 

て、 上より ふし Vj の 上へ 大石 をお しける こそお そ 

ろし けれ、 旅人き も をけ し、 からき 命 をた すかり て、 

それより あしに まかせて にげ ゆきし が、 まだ 夜 ふか 

ければ、 ひ VJ つの 堂に て 夜 を あかす どて、 少ま Vj ろみ 

ければ、 夢中に 童子き た. 9 て、 我 は 是此淺 草の 觀昔 

也、 汝常 にくわん お んを信 やる 故に、 かく 吿の笛 を 吹 

て、 汝が命 をす くひし 也、 いよ x-. 信すべし VJ て、 か 

きけ す やうに うせた まふ、 旅人 夢 さめ 見る に、 此觀昔 

堂に ふしけ る こそ ふしぎ なれ、 其 後舒明 天皇の 御宇、 

三月 十六 21 に、 くわん せおん は 彼姥が あくぎ やうつ 

もりて、 ぢ ごくに おちん 事 を、 ふびんに おぼしめし、 

ひどりの ちご ど 現じ、 うばが も VJ に 宿 かり 給 ふ、 姥此 

ちごの しゃう ぞくの び， 5 'しき を 見て、 宿 を かしう ち 

ころして はぎ，/ J らん <yj 思 ひ、 よきに いたわり もてな 

しける、 彼姥 がむ すめ 此兒の ゆうに やさしく たへ な 


る すがたに 心 ま V- ひて、 彼ち ご の ふ しけ る 所へ、 忍び 

入て そ ひぶし ける が 、うば かく ビは しら で、 早兒を ， J 

ろさん VJ おも ひ、 例の 石 をお ，/」 しける、 Ms はも VJ より 

くわん おんの 化身 なれば、 いづぐ かう せ 給 ひけん、 む 

すめ は, J< 'ぢん .yj 成て はてた. 0  、 うばし すました トノど 

て是を 見る に、 兒には あらで 我 娘、 石に あた， 5 みおん 

ノレ 成た. 9、 かくな さけな きうば なれ V- も、 おやこ あ ひ 

しう のな げき ふかく、 かなし さた えがたく や 有 けん、 

此 池へ 身 を なげうせ しど かや、 其し うしん 大じゃ VJ 

な. 5、 人 を 取 ころす 事お びた^し ければ、 一 社の 神に 

いわ ひて、 その 惡靈 をな だめければ、 今 はかへ つ て 守 

り の 神.、」 なり、 諸 病 の な ん をし.^ ぞけ、 ゑき れいお こ 

,9、 いも はしかの はやる 時 は、 あま 酒 を 作 て、 竹の 

筒に 入、 木の 枝に かけて 是を 祈れば、 たちまち 平癒す 

る、、」 かや、 され ば 白 河の 院の 御製 に も、 

武藏に はかす みの 關ゃ ひど っ屋の 

石の 枕 や 野 寺 有て ふ 

，じ 詠 じさせ 給 ひけ る も、 彼嫗が 住け る ひどつ 屋 VJ  、淺 

草の くわん おんお わし ま す、 野 寺の 事 をよ ませ 給 ふ 

ど. S. 悔 へた，^、 今 は 人家 立つ^き、 寺 內も廣 がり、 明 


王院も 出來る 也、 

旅人 をき ら卞 にころ し 娘 を ば 

くづ したう ふのうば が 池 かな 

さて 又む^き 心 を 引か へ 、今 は 守りの 神 VJ 成、 ゑ きれ 

い を のぞぐ ちか ひゆ へ に、 あまざけ を 作りて、 上る ビ 

きゝ て、 旅の 男、 

世に 有し 時に しらが を そ b もせで 

今の 甘酒 何の ゑき れい 

第 八 金 龍 山 附眞土 山 

觀 昔の. うら 門より 出て、 金 龍 山へ 行、 此 山より むか 

し、 金 龍 を ほり 出しけ る 故に、 則 金 龍 山 ご 名 付る VJ か 

や、 淺草 でら の 山號も 同名 也、 愛に 驢天宮 立 給 ふ、 此 

御社へ は綠 組の 事、 又 夫婦 あいさつ よき やうに ビ祈 

り 奉る 、さいげ 物に は、 ふたまたの 大 こん を 上る、 尤 

つく. 0 物に もして さゝ ぐる 也、 山は极 山に て、 柬の方 

に、 淺草 川、 牛 島 新田 迄 見 ゆる、 西 は 大道 也、： S 又此山 

を ひかし は眞 土山ビ 云て、 武藏國 の 名所 也、 紀州 にも 

同名 有 W 也 、新 勅撰、 辨基 法師 の 歌に、 

與土山 夕 こえ くれば いほ 崎の 

角 田 川原に 獨り かも ねん 
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ど よみし は 此與土 山の 事 也、 又續 古今 秋 の 部に、 小^ 

誰 を かも 奧 土の 山のお み な ベ し 

秋 VJ ちぎれる 人ぞ あるら し 

よみし は、 紀 州の まつち 山の 事 也、 

いつしか VJ 眞 土の 山の 櫻 花 

まち 

待ても よそに 閒 がかな しさ 

VJ よみし も紀 州の 置； 土 山 をよ め かや、 さても 愛 

の 山の 麓の よねまん ぢ うは、 江戸 中に かぐれ なき 名 

物 也、 山の 事 は 古歌に もよ まれ たれ ざ も、 此 まん ぢぅ 

は、 數 をば よめ ども 歌に はよ ま.^ い，'、 され ども ひビゝ せ 

の はやり 小うた に、 金 龍 山で 同道し よ、 も V- りが ひも 

じかよ ねまん ぢぅ VJ うた ふた.， 9、 然 ばこうた W かき 

て も、 こか ビ よ めば、 よむ かうた ふかの 違に て、 口に 

ヾ J な ふる は ひ，/」 しかるべし、 それて んぢ くの れい も 

んを、 唐土の 詩賦 W し、 唐土の 詩賦を もって、 我 朝の 

歌，、」 す、 されば 三國を やわらげ 來る 故に、 大 にや はら 

ぐ V」 書て、 大和歌 W よむ，、 J かや、 それ を 又 や はらげ 略 

して、 うた ふ 小歌の 一 節 も、 心 を なぐさむ は 同事なら 

ん、 誠 ゃ彼吉 原へ 行 若者 ざも此 所に て 待合て、 同道す 
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べき VJ やくそく せし を、 右の 小歌に はの ベた るビぃ 

ふ をき、 て、 

金 龍 山で 同道 せん VJ 約束し 

つれ を まつち の 待 遠き かな 

第 九 總泉寺 井 妙龜山 

それよ. 5 北 へ 行て、 石濱 村の 總泉 寺に つ きたり、 當寺 

は學宗 和尙の 開基 VJ して、 正 法眼 藏の 妙堙 をし めし、 

實相無 相の 心 印 を ひらく、 向上の 一 路に は、 着 相實有 

の 草を拂 ひ、 言下の 一 暍に は、 異學の 執 解の 鹿 を 飛 

す、 案の 床の 前に は、 一 千 一 百の 則 を かさねて、 以 

心 傳心を 守り 、坐禪 の ふ すま の も VJ に は 、朝三暮四 の 

たすけ を 待て、 文字 言 句 を はなれた. 9、 寺 內に千 葉 介 

の 石塔 幷 軍配 團有 也、 

妙龜山 は 、總， 5^ 寺 を 去 事 遠 か らす、 愛 をば 淺茅 ケ 原 VJ 

云て 當 所の 名所 也、 され ざ も 歌枕 名 寄 等に も 見へ す、 

されば 妙 龜は梅 若 丸の 母の 法名 也 VJ かや、 此人も VJ 

は 美 濃國野 上の 里の 遊女 花 子 いへ，.^、 吉田 少將に 

相馴、 かたみの 扇 を 持 身 を はなさい る 故に、 班 女 VJ 異 

名 をい へり、 班 女 は 唐 女に て、 扇 を 作り出し たる 人 

也、 此 故に 花 子が 異名 V」 せ b  、少將 を 待 わ び戀 の 狂人 


ビ 成け るが、 少將 にめ ぐり 逢て、 も V」 の 正氣に 立歸り 

て 少將の 妻 ど 成、 梅 若 丸 をもう けたる 也、 都 北 白 川 

に 住 給 ふが、 少將に は を くれ 給 ふ V」 いへ V- も、 梅 若 九 

になぐ さみ、 年月 を 送り 給 ふ、 然る 所に 奥州の 人 商 

人、 梅 若 丸 を かざ ひて、 當國の 角 田 川 迄く だる、 梅 若 

旅の つかれに や、 もっての 外にいた わ. 9 て、 今 はは や 

一 足 も ひかれす どて、 角 田 川の ほ W りに ひれふし 給 

ふ を、 情なぐ も 商人 は 打す て 奥 へ ぐ だる、 梅 若 は 程な 

くむな しくな 給 ふが、 今 を 限の 時、 我 は 都 北 白川吉 

田の 少將が 子 梅 若 丸，、」 いふ もの 也 * もしも 故鄕 にた 

よ. 9 も あらば、 ，/一  3- けて たま はれ どて びんの かみ を 

殘 して、 終に こビき れ給 ふ 、所の 者 ざも哀 に 思 ひ 塚に 

つき こめ、 しるしに 柳 を植、 念佛 申て ビ ぶら ふ、 梅 若 

の 母、 狂女 VJ なりて 尋 下り、 月日 こそお ほきに、 三月 

十五 日 一 周忌に あたる H  、角 田 川に つき、 渡船の 中に 

て、 向 ひに 人の むらがる を、 いかなる 故ぞ、 /J きぐに、 

梅 若 丸の さ いごの 有樣 を、 舟人 かた. 9 ければ、 母は大 

きになげ きかな しみ、 念 怫を申 跡 を VJ ふら ひ 給 ふに、 

11^ の內ょ り も 梅 苦 の聲 VJ して、 VJ も に 念佛を 申、 ま ぼ 

ろしの ご V」 ぐ 見へ つかく れっし 給 ふ W 也、 かくて 母 
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御 も 古鄕へ は歸. ^給 は で 、總， ：：^ 寺 にて かみ をお ろし、 

妙 喜 尼 VJ 法名 を 付、 三，/ J せの ^^-淺_ 矛が はらの 露に な 

きし ほれ、 念佛 して 居 給 ふが、 前なる 池に 出て、 我 影 

の やつれ はて ゝ、 か はれる 有樣 をう つして 見ん ど や 

おも はれ けん、 水のお もて を さし のぞき 見 給 へ ば、 猶 

^亂 のうへ にや、 梅 若 丸の すがた 池 水に 移りて 見 ゆ 

る、 あらい W おしや、 和 御前 故に こそ、 心 もみだれ て 

侍りし ぞゃ VJ いふて、 その まゝ 池に 飛 入て むなしく 

成 給 ふ、 あたり 近き もの 共、、 驚き あつま. 0 網 をお ろし 

引 あげ ゝれ V* も、 はやこ どきれ はて たれば、 塚に つき 

こめ、 其 上に 堂 をた て龜妙 堂，、」 名 づく、 內に妙 卷の御 

影 有、 開帳し て 諸人に おがまし む、 それより し て 彼 池 

を 鏡 ケ池ビ 名 付 ど 也、 池に も 島 有て、 妙 龜尼を 辨才天 

にい わ ひ 置け る 也、 

きて 見れば い ビ ぃ哀ぞ ます か いみ 

池の ひかし をき くにつ けても 

第 十 角 田 川の 木 母 寺 

S も われ-/ \- うき 世の ちりに まじ はりて、 にごる 心 

もす みだ の、 わたし どき、 てよ ろ こび、 舟 こぞ h> て 

せば く VJ も， のせさせ たま へ 渡 守、 さ ひ- yj て は ど、 い 
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ふより はやくう ちのりけ. 5、  も此川 は武藏 VJ 下總 

の 境に ながれて、 下 総の 名所な り W 問へ ける 、近衛の 

院藤 原の 信尋 卿の 歌に、 

求て 見れば 武藏國 の 江 li^ から は 

北 どひが しの 角 田 川 かな 

玉 葉 集、 後一 一條 院 大納言 典侍の 歌に、 

事ぐ」 へ Vj こた へ ぬ 月の すみ だ 川 

都の 友 VJ 見る かい もな し 

又 新 拾遺 集、 覉旅部 御製、 

限な く 遠く 來に けり 角 田 川 

言 VJ ふ 鳥の 名 をした ひつ ゝ 

此歌は 伊勢 物語に、 業 16 'あづまに くだ. 9 給 ふ 時、 此川 

にて 都 をみ て、 

名に し を は^い ざ事ビ はん 都鳥 

我お も ふ 人 はあり やなし や VJ 

讀た まふ 本 歌に よせての 御 歌な. 5 V- かや、 彼 都鳥 

€ いふ は 、はし，/」 足 VJ 赤ぐ て 羽 は 白く、 いかにも うつ 

くしき 鳥に て、 籠に 入 飼に、 蚣を 餌に する VJ かや、 扨 

舟ょりぁがりて少行ば、梅^^丸の墓有、 しるしの 柳- 

む  かし 植し は枯 て、 又 別の 木 を植置 ぬ、 三月 十五  21  は 
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綠日 にて、 ビり わけ 貴賤 道俗 群集す、 此 寺の 寺 號を木 

母寺ど號て、不斷念佛の道^^^,也、諸人愛にまぅで>む 

かしの 事 を 開った へ、 哀を もよ ほし、 歌 をよ み 詩 を 作 

りて、 一 興 有景地 也、 將軍家 折々 御遊 覽ぉ はします 故 

に 御茶屋 ある 也、 近き 頃 五知の 如 來を造 立して、 本堂 

の 向に 堂 を 立 安置し 車る、 さる にても 世の中の、 死緣 

無量 ど は 云ながら、 昔 は 雲の 上人の 御子に てまし ま 

す を、 情 もしらぬ あづま ゑび すの 手に わたり、 か Vj わ 

か さ れ給ひ て 生 所 を さ. 9、 知らぬ あづまの はて 迄 も、 

限な C 遠く も來. 0 給 ひつ ゝ、 道の 草葉の 露霜 ど、 き へ 

させ 給 ふいた わしゃ ど 、思 ~ ば 過に し 遠き 低 も、 今の 

目の ま へ の 心地して、 泪 はさら に VJ  U. まらす、 逆綠な 

が らも、 六 字 を かなに て 七 字 ど なし 、句 を こまかに く 

ばり て かく-か， 5、 

なば かり はむ め わか 丸 W あど にの み 

み， はさ きだちて ふる つか ビ なる 

VJ よめば、 旅の 男、 

よの 花の ちれば 色の み をし みけり 

梅 わ か をし まぬ 人 は あらしな 

第 十 一 牛 御前 
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なみだな がらに 立 さりて、 南の 方へ 少 行て、 牛 島の 牛 

御前の 御社に つく、 此御神 は、 むかし 建 長の 頃 此淺草 

川より、 牛 鬼 出て 人民 をな やまし、 淺 草の くわん おん 

だう へ 入て やすみ 居、 それよ. 9 行方 しらす 成たり、 去 

によって 所 を 牛 島ビ名 付、 彼 牛 鬼 を 一 社の 神に いわ 

ひ、 所の 氏神 どなし 奉る W 也、 牛淺草 川より 出た る 

事、 東鑑 にも 見へ たり、 

もろ 人の もうで くるまの 牛 御前 

よだれ をな がし 守りた ま はん 

第 十二 業 1^ 天神 

それより 猶 南へ 行ば、 業； 牛 天神の 社 有、 又な りひら 嫁 

どて 塚 も 有、 所 を 業； 牛 村 VJ 云、 橋に な， 5 ひら 橋，、」 いふ 

て、 天神の 社の きわに 有、 牛 島の 古老の 云傳に は、 此 

所に て 船 損じて な. 0 ひら 死なれし を、 にっき こめ 

たり、 去 程に 観の かたち を も 舟の ご W くに 殘 せり、 さ 

れば 宇治の 16. 等院 に、 源 三位 頼 政が 自害の 跡ビ て、 芝 

を 扇の なりに 取殘 して、 扇の 芝ビ名 付し は、 あ ふぎ を 

敷 自害し ける 故 VJ かや、 むかし はか やうに 少の綠 を 

取て 殘 しける も 心 やさしく ぞ覺 ゆ、 業 平の 事 は、 伊勢 

物語に 京に 住う か. 9 けん、 あづまの 方に 行て、 住所 求 


む て、 友 VJ する ムひ VJ り ふた b して 行けり VJ 有、 又 

四條 大納言 医 房 卿の、 江 次第の 第 十四 卷に 書れ し は、 

業 1^ 其 頃 は 左中將 にて、 二 條の后 を 犯し 奉らん はか 

り 事に、 出家せられ しが、 其 後髮を はやさん 爲に、 陸 

奧國の 八十 島に 至 b て、 小 野 小町が 髑髏の、 


秋風の ふくに つけても あなめ^^ 

VJ い へる 聲の 聞へ しかば、 草 村 を わけ-, \ 'て、 聲を求 

て 入て 見れば、 ざくろ の 目の 穴よ..^ 薄の 生ぬ きて、 風 
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にも まる ゝ音 也ければ、 な. 9 ひら 哀に おも ひて、 下の 

句 をつ けて、 

小 野 VJ はい わじす ゝ きお いけり 

VJ 詠せられ し、 彼 髑髏 はすな はち、 小 野 小町に て 侍り 

しまいへ， 9、 此 小町が 事 さだかに 知が たし、 京の 北山 

なる 小 野，、」 いふ 山里に て、 死け る ビて今 も 石塔 有、 小 

町 は狂氣 しける よし、 陸 奧國迄 も 狂 下し 事 もや 有ら 

ん、 然るにな， 5 ひら は、 二 條の后 を 犯し 給 ふつみ に、 

あづまに ながされた まふ W 云說も 有、 但 伊勢 物語に 

は 東に くだりし ビは 有て、 のぼられし W いふ 事 はな 

し、 

終に 行 道 VJ はかね て 聞し かざ  ， 

きの ふけ ふ VJ は おも は ざ h.- け， 9 

ビ辭世は^；？て、 いづかた にて 死なれし ビ云事 も 見へ 

す、 また 辭 世の やうす に て は、 舟 破損して 俄に しづみ 

給 ふ 時の、 歌 ビ はき こ へす、 其 上 心地し ぬ ベく 思 ひけ 

れば VJ あれば、 病死の 樣 にもき こ ゆ、 さりながら かや 

うの 事 は、 しいて 吟眛 する に 及ばす ど 云て、 歌道に て 

は うちすて ゝ取 上ざる 事 ビぞ、 三代 實錄に は、 元慶四 

年 五月 廿八 H 辛 巳、 從四位 上 右近 衞權 中將兼 美濃權 
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守 在 原 朝臣 業 平卒、 時 年 五十六 ど 記せ. 5、 是又 何方に 

て 死なれし- yj もしれ ざる 也、 

名ば かり は 今に 殘て有 原 や 

ぬし は 昔に なり ひらの 嫁 

爱に 京よ. 9 下りて 住 をの こ 有、 かねてょ.=^知人なり 

ければ、 たちよりけ るに、 折 ふし 飯 V- きに て 取ち らし 

たる 所へ、 行か ゝ， 9 て、 心 やすき ま、 の たわむれに、 

何ぞ たべものや あり はら、 ち，/」 ひも じに な.. y ひら 也 

ぐ」 い へば、 ていしゅ 打 笑て、 折 ふし 事 を かきもの. ゝな 

はんば かりな り VJ  、いふ をき、 て、 

なめし あらば いざち^ たべ ん 都人 

我 思 ふ 程 あ， 9 やなし や，、」 

ていしゅ 飯櫃の ふた を 取て 見せながら 返歌、 

きづか ひて なめし 有ゃビ どうがら し 

見 その でんがく 迄 も 有 原 

V」 よみて、 わら ひ 互に へだてぬ 中 なれば、 した、 か 腹 

をぞ した ゝ めけ る、 扨て いしゅに 暇 を 乞 出け るが、 旅 

の 男に 云き かせけ る は、 此近邊 に 古き 寺社 もお ほけ 

れ V- も、 愛 は 江戸の 外、 殊に 國も下 總 にて、 武州 にあ 

ら ざれば、 見め ぐ b て も 益な し、 いざや 向へ 越べき VJ 


い へば、 尤どて 川邊に 出れば 渡船 有、 いそぎ 打乘 こな 

たのき しにつ き、 駒 形の 少 北なる、 材木が しに ぞ 上り 

ける、 

第 十三 法 恩 寺 

さ て淺 草の 雷 門の 前 を 西 へ 通て、 寺 町 へ 出、 報恩 寺 へ 

參 る 、當寺 は 本願 寺の 開山、 親 驚 上人 の 御 弟子に 聖心 

坊 VJ て 有しが、 下 總國飯 沼に 一 宇の 坊舍を 立て、 上人 

所 立の 淨土具 宗の法 門 を ひろめられ しに、 彼 飯 沼の 

天神、 此流義 をた うどみ、 自御形 を あら はし、 聖心坊 

に對面 有、 紫の 戸 帳 一 ま を 袈裟の 料に W て參ら せら 

る、 又 正月 十一 日に は、 每年彼 天神より 池の 鯉 二 喉 

{ 处、！ ^心坊 に參ら せられし かば、 其 例 どして 今に 至る 

迄、 其 在所の 門徒 是を 報恩 寺 へ 参らす る VJ かや、 鯉 を 

持參の 時、 正月の 鏡餅 を 三 返 禮の爲 にっか はさる、 則 

其 餅 を 天神の 御寶 前に 備へ、 同き 廿五 ：= の 1 羽 連歌に、 

彼 鏡 を ひらきい わ ふ ど 也、 1^ 心 坊は大 中 HH 氏の 人 也、 

寺の 什物に は、 

一 親鸞 上人 六十 三 歳の 御壽像 

一 同上 人 關東御 回國の 時の 笈 

一 同上 人 御作 直筆の 敎行證 六册 
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一 同上 人 御 持候圑 

1 づん ぎり、 壹っ、 袋 共、 に 

1 唐草の 巾着 中に 永 樂の錢 四 文 有 

1 茶？ Ig  、壹 つ、 臺は木 也、 目な くして 茶 をる ゝ、 餘所 

に て 引ば をり す 

一 聖心坊 、過去 生の 骨、 是は聖 心坊、 夢想の 事是有 

て、 奥州の 土中 山より 掘 出す 

1 弘法 大師 御 直筆の 三部 經、 徂 木口に、 大師 直筆 之 

二十 五の 菩薩 之 縫 有 

一 脇 指 一 腰、 此 名を酏 返し ど號 

昔し 伊勢の 國鈴鹿 山の 邊に、 貧く 賤き男 有、 常に 身の 

わびしき 事 を 歎て、 太 神宮へ 福 分 を 祈り 奉る、 御 夢想 

に、 汝獵師 をして 世 を わたる べし- yj 、御 示現 を かう ぶ 

り、 それより 鈴 鹿 山 を 家，、」 し て 、獵を し て 明し 暮す程 

に、 ある き 三つ子 山に して、 あやしき 刀 を ひろ ひ 得 

たり、 此刀を 得て より は 、いさ、 かも 目に かゝ る^の 

けだ 物 を まの がす 事な し、 是太 神宮の 御 利 生ビ思 ひ 

て、 晝夜身 を はなた す、 有 時彼獵 帥、 鹿 を 待て 大き 成 

木の本に、 件の 刀 を よせかけて 置たり しに、 此木 たち 

まち 枯た り、 それよ 刀の 名 を、 木枯 VJ 名 付て 持け 

二百 玉 十 
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り、 其 頃 刑 部 卿！^ の忠盛 朝臣 は、 伊勢 守に 成て 下られ 

しが、 此事を ほのき、 て、 彼獵師 をめ しょせ、 薬 具 庄 

の 年貢 三千 石に かへ て どられ ければ、 れ うし は 家 富 

榮て、 いよ. （- 太 神宮の 御 利 生 をた うどみ 奉. 0 けり、 

忠盛は 都に 歸 りて 後、 六 波羅の 池 殿の 山莊 にて 、晝寢 

して 前後 もしら やお わします に、 木枯の 太刀 をば 枕 

本に 立ら れ しに、 大酏 池より 出て、 忠盛 をのまん ど、 

口 を はりて 游來 る、 彼 木が らし 颯ど拔 て、 がば VJ た を 

るゝ音 を、 忠 盛き ゝ て 驚き、 おきあが つて 見铪 ふに、 

さ 0 ささ 

刀はぬけて銳は大她に向ひたh^、 大她 は^に を それ 

て、 池に 歸り 水底に しづむ 也、 太刀の た をれ たる は、 

主 をお V- ろかさん がた め、 鞭より ぬけた る は、 主 を 守 

て 大她 を きら ん が 爲也 、大酏 恐 れて歸 りしより、 木枯 

を 改て她 返し ど 名 付 侍，.^、 世々 にった へて 今此 寺の 

什物 どなれり，，」 云、 又 有說に は、 此刀は 了 海が 作 也、 

^心坊 本より 家に 你.. 'て 持れ しが、 北國 をめ ぐ-' し 

どきに、 猶此 わきざし 身 を はなし 給 や、 有 時 舟に 乘 

て、 佐 渡 島に わた. 0 し を、 海中より 大酏 出て 舟に 乘移 

り、 聖心坊 をのまん V- せし に、 此刀银 VJ ぬけて、 大媳 

を 追 返しけ 、目 覺て此 由 を 見つ ゝ、 限な く 秘蔵して 


じ やが へし VJ 名 付て、 家に つたへ 今に 有 VJ かや、 扨 又 

此寺は いにしへ 下 總の飯 沼より、 櫻 田に 引越け る を、 

八 町 堀に 移し、 今淺 草に うつされし は、 明 暦 三 丁酉 年 

回祿 以後の 事 也、 

おたすけの ごほう おんじ VJ 一向に 

門戶を 立て 彌陀賴 むべ し 

第 十四 東 本願 寺 

それより 京 本願 寺へ 參. 9 ぬ、 是は又 一 宗の本 寺、 京の 


本願 寺の 移し 也、 東 照 權現樣 御 在世の 時、 京都 本願 寺 

の 門跡 光佐 敎如 上人に、 御 懇意の 子細 有て、 本人の 

開山 上人の 御影 を 寄附 有て、 上洛せ しめられけ b、 そ 

れ よ.^ 前に、 豊臣 太閤の 御 時に、 本 門跡 敎如 上人 を、 

故 もな く隱 居させられ、 秀吉 公の 御 はから ひ VJ して、 

敎如 上人の 御舍弟 を、 本 寺の 門跡に なされ、 敎如 をば 

うらの 屋敷に 押 籠られけ る を、 柬照權 現樣召 出し 給 

ふ、 されば うらやし きに おはせ しゅ へ に、 うら 門跡 VJ 

は 云け り、 是に對 して 西の 順 如上 人 を、 おもての 門跡 

，、」 云った へたり、 六條 室町の すゑに、 御堂 屋敷 拜頜有 

て、 新 町 を 限て 寺內ビ 成る、 此 時より 西 東の 兩 本願 寺 

ビ なれ， 9、 其 後神 田に 末寺 を 立ら る べきよ し、 訴訟の 

事 有て、 江 戶の神 田に 寺 地拜頜 し、 一 宇 を 建立し 給 ふ 

に、 今 は 大きに はんじゃ うなれば、 京都の 本 寺よ. 5、 

堂 衆 一 兩人、 かわる，^ 輪番に さし 下されて、 江戶中 

の 門徒 を勸 化せ しめらる、 寺內の 坊舍、 同列 座の 出仕 

を 動む、 明 暦 三年の 回祿 より、 此 所に 寺 地 を 移し あら 

ためられ、 寺院 をつ くらせられたり、 扨し ばらく 御 さ 

んたん 、御 ふみをち やう もんし 居け る 折 ふし、 わびし 

きもの 來り、 四五錢 上る を 見て、 


錢 程に 光 はう そか 本願 寺 

あみだ も ごもんせ き やた ま はん 

第 十五 三十 三 間 堂附本 寺の 緣起井 矢 數のー 初 

面の 方の 小 橋 を わた. 5 て、 三十 三 間 堂へ 行、 是は 京都 

の 堂 形 也、 抑 京都の 三十 三 問 堂のお こり は、 古しへ 後 

鳥 羽院ひ W つの 御 願お わしまして、 鳳城の北賀^；：^^川 

の 東に、 三十 三 間の 御堂 をつ く h -、 一  千 一 林の 觀音を 

すへ 泰り、 得 長 壽院ど 名 付ら る、 崇德院 の 御宇、 長 承 

元 壬 子年 三月 十三 日に、 勅願の 養 をの ベ 給 ふ、 導師 

は 天台 座主 柬陽 坊忠尋 僧正 也、 上 は 一人 三 公卿 相 雲 

客、 下 は 洛中 邊 土の 貴賤 上下、 參 集りし に、 靈咼 

座に のぼり、 三時ば かりの 說法 有、 智辨 無窮に して、 

言 薬 の 花 匂 ひ を ほ V- こし 給へば、 數 萬の 聽衆 をの を 

の歡 喜の なみだ を 流す、 かくて 祈願の 句に、 衆 病悉除 

身心 安樂 V」 、たからかに VJ なへ 給 ひし かば、 其聲 洛中 

白 川に 響き、 齋宮の 女御 を始 奉.. y、 此聲 をき、 し 輩、 

都て 二 萬 三千 人、 一同に 病 癒たり、 此 故に 彼 寺 を、 異 

名に は 平癒 寺 VJ 申 也、 御 布施に は 千斛千 K 沙金 千兩、 

其 外被 物祿物 庭の おもて はさながら 齋の 山の 如し、 

誠に 大善功 德の寶 刹な り、 然るに 愛に て 弓 を 射 そめ 
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し 事 は、 豊臣太 間の 御代し ろしめ されし 頃、 東 山 今 熊 

す き 

野觀昔 堂の 別當、 弓數 寄に て 八 坂の 靑塚 にて 弓 を 射、 

かへ る さに 三十 三 間 堂に やすみ、 1 羽て くりやに て 射 

一 初し よ. ol;! を こる、 指 矢の を こり は 松： 牛 下野の 太守 

の家來 川瀬 權內、 遠矢の 無双 は 同名 佐內村 田與介 也、 

然共 矢數の 多少 を 論す る に 不， 及して すぎ ぬ 、淺岡 平 

兵衞 ど 云 もの 、一羽て 通り 矢數 を 記 して、 佛 前に 儺 置し 

より、 段々 其 上 を 越 て、 弓の 天下 ビ定來 る 也 、矢 數覺、 


通 矢 五十 一 筋 

同 千 七 百 三十 筋 

同 千 七 百 四十 二 筋 

同 千 七 百 四十 六 筋 

同 千 八 百 五十二 筋 

同 千 九 百 二十 一 筋 

同 二 千 五十 四 筋 

同 二 千 七 百 八十 四 筋 

同 二 千 八 百 三十 五 筋 

同 三千 百 五十一 筋 

同 三千 七 百 七十 五 筋 

同 三千 八 百 八十 三 筋 


淺 岡 Ki. 兵衞 

落 合 孫九郞 

吉 田 大內藏 

下 村 忠右衞 門 

落 合 孫九郎 

山 田半內 

糟谷左 近 

杉 山 三 右衞門 

大 橋長藏 

高山 八 右衞門 

杉 山 三 右衞門 

吉 井 助 之 1^1 


同 四千 三百 十一 一筋  長屋 六 左衞門 

同 五 千 四十 二 筋  杉 山 三 右衛門 

同 五 千 百 九十 七 筋  高山 八 右衞門 

同 五 千 九 西 四十 四， 長屋 六 左衞門 

同 六 千 百 五十 四 筋  高山 八 右衞門 

同 六 千 三： 白 一 一十三 筋  長屋 六 左衞門 

同 六 千 三百 四十 三 筋  吉 見 喜太郞 

同 六 千 六 百 六十 六 筋  星 野 勘 左衞門 

同 七 千 七十 七 筋  葛 西 菌右衞 門 

同 八 千 筋  星 野 勘 左衞門 

同 八 千 五十 筋  和 佐 大八郞 

此大 八が 矢數 は、 貞享三 丙 寅年 四月の 事 也、 されば 勘. 

左衞 門が 矢數の 時、 京 一 nsr 養 .avi いはる 星 野の 勘 左 

衞門 唐土 迄 も 名 を 矢 八 千 VJ 落 書に 立け る ビぞ、 誠 

に 保 元の 昔 は、 爲 朝の 弓勢に を それ、 淸盛其 責ロを ひ 

かれけ り、 近 衞院の 御宇に は、 頼 政が 矢 さきにて、 變 

化の もの を射留 る、 大功 有事 は是に 過た る はなし、 武 

家に もてはやされ ける 事 尤也、 今 愛の 堂に は、 御本尊 

千 手 觀昔只 一 體立給 ふ、 堂のう しろに て 弓 をば 射る 

也、 諸國 にも 堂 形 有て けいこ 有に、 百 手 はも ゝ てなが 
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ゑんに 腰う ちかけ やすみ を. 9 て、 ビは すかた. 0 を 

し 出しけ る、 愚 親は吉 M 印 齋の流 を 汲て、 少々 弓 を も 

たしな みける 故に、 折々 勝利 を 物が た b 有し か V- も、 

我 は 生れつき 不器量 故射藝 をす かで、 若年より 數術 

を 好み、 千里 も 遠から す ビ師を 求、 方 圓を試 枕 を わら 

し 侍れ 4r 一  數を考 得た る 事 もな し、 しか は あれ V- も 

古しへ よ. 0 あまし 置た る 平圓を 解、 玉 形を碎 術を考 

付た. 5、 兼々 心に かゝ りつる に、 是 迄よ ビ 思 ひうち 

さん r1 

捨、 算把取 事 を 止たり、 一 生 益な きわ ざに、 心 をつ く 

したる 事を悔 て、 

親 の 弓弦 藝 をば 射 矢 ビ 引す てゝ 

散 算用に たらぬ わざせ り 

第 十六 幡隨院 

それより 神 田 山幡隨 院へ參 る、 當 寺の 寺 號を新 知 恩 

寺 VJ 云、 もど は 神 田に 有け る を、 明歷 三年の 回祿 に、 

此 所へ 移さる、 、是は 元 和 年中に、 智譽白 道 幡隨意 上 

人の 開基に て、 淨 土の 檀林關 東 十八 ケ 寺の 內也、 然る 

に此 上人 御 在世の 內、 き V- くの 事共 度々 有つ る 故に、 

諸人た う W み、 六 字の 名 號を望 受ける 也、 元 和 九 乙 卯 

年 正月 五日に、 時 年 七十 四 歳に して 入寂し 給 ふ ど 也、 


ら、 はづれ やして VJ を ぬる も、 京都の 堂に て は， 大 

かた VJ を，.^ かぬ るよ し 也、 それに かぎり VJ をして は、 

金の 采牌を 取 侍りて、 龍 門の 三級に のぼりし 鯉の ご 

yj  くいさみ よろこぶ は、 理に 過て ぞ きこ へけ る、 勿論 

觀世音 は、 大悲の 弓に、 智惠の 矢 を はげて、 四 魔の 軍 

を 破り 給 へ ば、 此堂 にて 弓 射る も、 故 有ぬ VJ 覺 ゆる、 

慈悲の 弓 智惠の 矢 數を千 手 どて 

佛も 堂に 居させ 給 ふか 
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皤隨 のしめし はわけ て 有難 や 

二 河 白 道の をし へ 成け り 

第 十七 海禪寺 

東へ まわ b 尋 行程に、 大雄 山海 禪寺 にっきた. 9、 是は 

梪武 天皇 六 代の 後 胤、}^. 親王 將門、 總州相 馬の 郡に 有 

て、 草創 せられし 所 也、 朱 雀院の 御宇 天慶 三年に 効 命 

の 事 有て、 俵 藤太秀 鄕が爲 に、 將門誅 せ. れ てよ. 5、 

堂塔 佛閣悉 大破に 及び、 さながら 狐の かくれ 家 VJ な 

.0、 うさぎの 住家， 成て、 年々 の 草の みしげ hs、 まう 

でく る どもが らもた へ はてたり、 爱に妙 心 寺の 派 下 

覺印 長老 愛に 住し、 いくばくなら すして、 地 をう つ 

し、 湯 島の かたはらに おもむか しむ、 柬照權 現樣御 

在世の 時、 此所 をめ ぐり 見 そな はせ 給 ひ、 住僧の 名 を 

御尋 有しに、 覺印ど 答へ 奉る、 權現樣 お ほせられ 候 

は、 名 は 聞 をよ びたり、 誠に 學 匠の 善知識 也、 此 寺に 

すまる ゝ VJ は 夢にも しら ざ. 0 し VJ て、 大きに 尊重 有 

てよ.，^、 其 名高く 開え、 其 道 遠くった は. て、 寺院 宗 

派相續 す、 明曆三 丁酉 年の 回祿 に、 堂舍ご ^く燒 

ほろびけ る を、 同じ年の 六月に 將軍 家の 钩命 によつ 

て、 地を淺 草に うつされ、 かたの ご VJ ぐの 堂舍を かま 


へられたり、 

再興 は VJ 覺印 じゅの 智惠ぞ かし 

げに はつ どめし 海 禪寺也 

第 十八 淸水寺 

愛より 南 へ 行て、 江 北山 淸水寺 也、 當寺は 人 王 五十 三 

代淳和 天皇の 御宇、 天 長年 中に あたって、 慈覺 大師 

今の 江 城の 北の方に ぉゐ て、 ひどつ の 勝地 を 求て、 天 

台 法 流の 一 院を 建立した まひ、 則 御 自作の、 一 刀三禮 

の 千 手 觀昔を 安置して、 未 世の. 衆生の 爲、 國家 安全の 

御 祈. 9 をな し 給 ふ、 此 故に 名 付て、 江 北山 寶聚 院淸水 

寺ど號 せらる、 其 昔 は佛閣 いら か をみ がき、 坊. 4：： 狩 を 

つらね、 誠に 奇麗 はんじゃ うの 砌也 ける を、 年 さり 年 

來 、星霜 かさなる まゝ、 天 變地妖 はなはだ 多く、 漸 

人 まれに して、 堂塔 やぶれ かたぶき、 坊舍 くちた をれ 

たり、 それより 此 かた 寺 號院號 もどな へう しな ふて、 

世に 知人 もなかり ける に、 當 代より 五世 以前の 師を、 

慶圓法 印 ど 名 付、 此人旣 に 出家して より、 長く 名利の 

思 ひ をの がれ、 v> こしな へ に 誠の 心 ざし を發 し、 朝に 

め ふべ 

は 五 種の 妙 行 をつ ビ め、 夕 部に は 觀諸法 空の 床に 座 

して、 おこな ひ 更に を こたる 事な し、 然 所に 有 夜の 夢 


に、 八 旬 計の 老翁、 忽然 w して 來，. > 給 ひ、 おもてに ゑ 

め る 色 を あら はし、 慶圓に 語. 0 ての たまわく、 我は是 

當寺 しゅごの あるじ 也、 汝 しば^ \ 我 名 を ど な ふ、 ね 

がはく は此寺 を再與 して、 我に あたへ よ VJ  、語 給 ふ VJ 

見て、 夢 は 則 さめたり、 誠に あらた 成御靈 夢の つ げ心 

肝に 銘 じて、 こぼる ゝ泪は 雨の ごビ し、 され V- も 心に 

のみこめて、 人に かたる 事な し、 是 世の 人 かなら す 疑 

ひ をお こし、 まこ どし からぬ 靈夢 かな V>  、あざけ. 0 そ 

しらん 事 をお そる、 故 也、 其 後文祿 年中に い^りて、 

比 叙 山に のぼり、 正 覺坊の 探題 豪盛 僧正に まみへ 奉 

りて、 夢想の 事 を 語り 出し、 則 ふ た 、 び 古し へ 寺號院 

號山號 を 立て、 江 北山 寶聚院 淸水寺 VJ 號す、 それより 

此 かた、 大悲普 門の 月影 は、 淸淨信 力の 水に や ざり、 

圓通 自在の 花房 は、 渴仰歸 依の 棺に薰 す、 千 手 千 服の 

妙 相、 あまねく 定業 亦 能轉の 利益 をし めし、 三十 三 身 

の應用 は、 等しく 弘誓 深 如 海の 願德を あら はせ り、 誠 

に闡提 救世の 御 方便、 いかで かむな しかるべき や、 

音 に き く 音 羽の 山の 流に て 

爰に淸 水 寺の たう VJ さ 

ゆ； 靈. fflw^i  i;  に ： — 


それより 右の 方へ 行て、 靈 山寺 也、 是は大 超 上人の 開 

基 也、 その かみ は， 潘 島に 有、 明曆 三年の 回祿 より 此所 • 

に うつさる ゝ、 是も關 東 十八 ケ 寺の 檀 林の 內成 ける 

が、 いか 成 故に や 世間 寺に 成た. 5、 かくて 數 年中 絶し 

ける 所に、 當 將軍樣 御め ぐみ 深 わたらせ 給 ひて、 すた 

,9 たる をお こさせられ、 たへ たる をば つがし めた ま 

ふ 事、 かぞ ふるに いどまな し、 去 程に 此寺 も、 又 昔に 

立 歸り檀 林に お ほせつ けられ、 貞享三 丙 寅年より、 檀 

林に 成たり、 

お ほきに こへ 

開山の 大 超し 德 しれて 

又 立歸. >檀 林 W 成 

旅の 男の 云る は、 關 東の 十八 ケ寺 は、 いづれ-/.^ ぞ VJ 

問、 委 はしらね 共、 

相 州 鎌 倉 天 照 山 光明寺 開山 良忠 上人 勉號記 主 禪！： 

武州 小石 川 無量 山傳 通院 開山 酉 連 社 了譽^ 問 上人 

武 州江戶 三 綠山增 上 寺 開山 大逄社 酉 譽聖聰 上人 

同 淺草 神 田 山 知 恩 寺 開山 幡 隨意智 春 白 道 上人 

同 永代 島 道 本山 靈巖寺 開山 靈巖 雄譽 松風 上人 

鴻巢 水精 山 勝 願 寺 開山 良 忠然阿 上人 31 雄；^ 豪 

瓜 連 草地 山 常 福 寺 開山 盛 連 社 了 實成阿 上人 
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飯 沼 壽龜山 弘經寺 開山 嘆 譽良肇 上人 

0 龍澤山 大巖寺 開山 廢蓮社 道 譽貞把 上人 

川 越 孤峯 山 蓮隱寺 開山 鎮連 社感 譽存貞 上人 

結 城 壽龜山 弘經寺 開山 存把 上人 

小金 佛法山 東漸 寺 開山 經譽愚 底 上人 

岩 築 佛眼山 淨國寺 開山 淸巖 上人 

瀧 山 觀池山 大善寺 開山 讃譽 牛秀 上人 

江戶崎 正 定山大 念 寺 開山 慶岩 上人 

新田 義重山 大光院 開山 吞龍 上人 

舘林 終 南山 善導 寺 開山 幡隨 上人 

淺草 靈 山寺 開山 大超 上人 

右の 通 聞傳へ 侍る 也、 逮 社號、 譽號、 しれざる は 記さ 

す 候、 

第二 十 東光院 の藥師 

藥王山 醫王寺 東光院 は、 慈覺 大師の 御 草創 VJ して、 顯 

密ニ敎 せハに ひろまり、 台宗ー 百八ケ 寺の 惣本寺 也、 御 

本尊 は 春 H の 御作 ビ して、 東方 淨璃理 世界の 敎主、 藥 

師醫 王の 形 像 也、 其 昔 太 W 道灌、 此 御本尊 を崇 奉り、 

江 城の 鬼門に 立て、 利 生の まもり を あ ふ がれし に、 權 

現樣此 御城に 御座な され 候 御代に も、 猶 あがめさせ 


給 ふ 故、 古へ にも 越 給へ り、 其 時の 院主に お ほせて、 

御殿 中に して、 每 年の 正 五 九月に は、 大 般若 を 轉讀せ 

しめて、 江 城 畏久の 御祈禱 有け， 9、 其 時 は 今の 常 盤 橋 

の 北の 地に 有け る を、 江 城 次第に 御 繁昌に 付て、 寺 を 

傳馬町 に 引 移されたり 、寺院 いら か をみ が き 、樹木 棺 

を ひけ る を 、酉の，.」 しの 回祿 に、 , ^ ビ <\ -く燒 ほ K- 

びて、 ゎづ かに 本尊の 藥師 ，、」 、智證 大師 御作 の 不動 尊 

幷雲慶 の 作れる 彌陀 如來の 尊像の みの こらせ 給 ふ、 

此 W きに あって 、又 寺院 を淺 草に うつさ れた. 9  、 當寺 

は 忝 も 一 品 尊敬 親王、 則 山門 無 動 寺の 松林 坊賢海 法 

印に お ほせて、 寺院 を 再興せ しめた まふ、 誠に 十二 願 

王の 威力 廣大 にして、 普/、 衆生 を 利益し、 現仳 後世 1 一 

世の 悉地 を、 満足せ しめ 給 ふ 事、 併此 御本尊の 大悲 

なり、 

御本尊 は 何，、」 東光院 ならば 

藥師 如來ビ 答い わう じ 

第廿 一 日輪 寺附 一 遍 上人 

日輪 寺は是 時宗 也、 御本尊 は 安 阿彌の 作、 立像の 彌陀 

如來 な. o、 是も その かみ は、 柳 原の 土手の 內、 もビ誓 

願 寺の 近所に 有け る を、 明曆 三年の 以後 此 所へ 遷さ 
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の 遊行に ふしぎ 成 事お ほし、 或は 加 贅 國 にて、 實 盛が 

ゆうれいに 逢た まふ も 有、 此故 にさね もりが 甲 今に 

有 どか や、 或は 柳の せいあら はれて 道し るべ 申た る 

も 有、 此 故に 柳の 名 を 遊行 柳"、」 名 付て 名木 ど 成、 其 

外に も 数々 の 事う けた ま はり 候へ ども 繁 きが 故に 略 

す、：^ 彼 開山の 一遍 上人 は、 正 應ニ己 a 年 八月 廿 三日 

に、 御 年 五十一 歲 にて 入寂 也、 

一 遍だ にむな しからぬ に猶每 H 

輪 寺 まう での 念佛 たのもし 

第廿ニ 誓願 寺 

すこし 

少 東の 方へ 行て 誓願 寺 也、 此寺は 其 かみ 相 摸 國小田 

原に 有、 見遨 社東譽 上人の 開基 也、 其 頃 上人 夢想の 事 

有レ之 春貞ど 云る 僧、 武 州の 秩 父より、 御 長 三尺の 彌 

陀の形 像 を 守來れ り、 則當 寺の 御本尊 ど せらる、 是春 

日の 御作 也、 誠に 殊勝の 靈佛、 奇特の 尊容 也、 見れば 

ますく 尊く、 拜 めば いよく 有が たし、 万 字の 胸の 

^に は、 種智圓 明の 月の 光， 5 を かい やかし、 千 輻のぁ 

な うらの 下に は、 莊嚴 端正の 花の 句 ひこ まやか 也、 御 

法の 匂 ひ 、遠く 三界の 涸渴 をうる ほし、 誓 ひの 網、 廣 

く 四 生の 沈溺 をす く ふ、 然るに 京の 誓願 寺 は、 奈 良の 


れた 、されば 此宗の 本 地 は、 相 摸の 國藤澤 に 有、 開 

山 を 一 遍 上人 V- 云、 此 上人 は 伊豫 國主河 野の 七郎通 

廣が子 也、 建 長 十 一 年、 十 一 歲 にして 出家し、 建 治 二 

年 熊 野に 詣、 神勅 を 承り 諸國を 修行し、 六十 万人 决定 

往生の 御札 を、 普く 衆生に 弘め給 ふ 故に、 遊行の 聖 VJ 

申 也、 扨 代々 の 遊行 を、 他 阿 彌陀佛 ど 名 付、 誠に 開山 

は、 京都の 誓願 寺の 額 を、 六 字の 名號に 書か へ f 

は、 和 泉 式部の u 靈に 望れ 給 ふ 故，、」 かや、 其 外 代々 
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都に 開基して、. キ安 城に 引 移さる、 今此 誓願 寺 は 小 田 

原の 縣に 開基して、 武州江 城に 引 移さる、 本尊 は同是 

春 日の 御作 也、 一 稱 一 念の 信 力に よって、 罪惡 をめ つ 

, し 、三 輩 三 心の 行者 を迎 へ 給 ふ 事、 西 都東關 いかで 隔 

あらん や、 東 照 欉現樣 御 在世の 御 時、 小 田 原よりも ビ 

誓願 寺 へ うつされし を、 酉の 年の 回祿 以後、 此 地に 移 

されたり、 彼 火難す でに 當 寺に 移りけ る 時、 御木 尊に 

奇特の 事お わしけ る どか や、 

も € よりも 世に 越た. 9 し 誓願 寺 

衆生 をす く ふ 阿み だ佛 かな 
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. 第 一 吉原 傾城 町 

いざや 世に 聞へ たる、 吉 原の 傾城 町 を 一 見せん、 此程 

は 祌祉の 神樂、 佛經の うなり 聲 をき 、 、抹香臭き めに 

のみ 逢たり、 け ふ は 衣紋の ほこ. 9 打 はら ひ、 ち， 0 てん 

ビ なる 三味線の、 糸 おもしろき 一 ふしに、 そら だきの 

伽羅の か を かぐべ ぃぞ や、 總 じて 田 舍者 をば、 やぼ V」 

云て なぶる ぞ、 む ざ ど 口き ゝて笑 はる、 な、 羅生門 ヾ」 

て 鬼に 譬 へたる 遊女の 有ぞ、 うか^,^.、」 あるきて 引 

こまる ゝな、 煙草 ふるま ふ、 ヒ て、， フっ ばし のむ 

な 、ざう もぬ けられぬ 事になる ぞな V- ゝ、 うさぎ 兵法 

をつ か ひく 行程 に 、淺 草堂 のうしろ の 大道 より、 七 

八 町 程の 堤 を、 北へ 向って 五六 町 も、 過た るビ おも ふ 

所に、 左の 方に 門 有、 されば こそ 此堤 を、 日本 づゝみ 

ど 云ぞ、 此門を 大門 口  V- いふて、 只 一 方 口なる ぞ、 所 

の 名 をば 三 谷 VJ 云、 町の 名 は 吉原町 也、 三方 は 掘 切に 

て 通路な し、 さて 門の 內に 入て、 江 町 二 町 目、 すみ 

町、 新 町、 京 町、 揚屋 町 V」 て 六 町 有、 まよへば 六 趣 輪 


ふ をん 


回、 さ VJ れば又 去此不 遠の 六 宇の 名號也 W  、それし や 

の 和 尙達は 勸め給 ふ、 此 よし 原 も ど は？ I 町の 近所に 

有け る を、 明 暦 三年の 回祿 に、 此 所へ うつさる、 それ 

傾城 ビ名 付し ゆへ は、 漢史に 李 延年が 歌に、 北方に 

有 n 佳人-絶世 而獨 立、 一顧 倾-- 人 城-再 顧 傾- 1 人 國-^ い 

へ- 9、 是 傾城 傾 國ビ いふ 名のお こり 也、 天竺に て は 

き し こく 

龜玆國 より はじまり、 唐土に て は 三代の 時より 是有、 

虞 氏、 楊 賁妞、 王昭 君、 西 施な ど、 云 は、 皆是 傾城 也、 

然 V- も 今 愛の 傾城 W は 各 別 上段の 義 にて、 まこ ど に 

都 を かたぶけ、 國をも 傾けた る 也、 我 朝に て は 鳥羽院 

の 御宇に、 島の 千歳、 和歌の 前、 是 白拍子の 根源 どし 

て、 或は 磁の 禪師、 同 娘の 靜、 或は ぢ、 岐王、 妓女、 佛 

御前、 遠 江國池 田の 宿の 遊 や、 大 礎の 虎、 きせ 川の 龜 

菊な V- ゝて、 世に 間へ たる 遊女、 昔 は 有つ る W 也、 又 

江 口の 君 ^>云 し は、 江 口  VJ 云 所に 住た る 故の 名 也 ど 

かや、 然ば江 口、 神 崎、 室の 泊な ざに 有て、 船路の 旅人 

を 慰めけ る 故に、 流の 女 VJ も云傳 ふ、 近き 世に 成て 世 

上に 閒 へし は、 京 六 條の吉 野 也、 其 頃 何人の 作歟、 題 こ 

劳野 1 
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五十 三 匁 一 夜 夢 覺來後 侮 鼻毛 人 

ほの < ^ビ あげや を 出て 今朝が へり 

名殘 をし よ， 9 かね 惜ぞ思 ふ 

此 よし 原に て、 世々 の 名 取お ほき 中に も、 丹前、 高 

雄、 小 紫 ど て、 本朝に かくれな かりし 遊女 も 有つ る 

也、 今 も 歌仙 三十 六 人の、 撰び もの は 有け るビ かや、 

近き 頃よ hN さん 茶 VJ 云て、 太夫 かう しょ. 5 は 下つ が 

たなる 女中 有、 江 戶 中の 老若 愛に 來 りて、 大臣 成は揚 

屋 にて 參會 し、 それに 及ばざる は、 さんち やの 二階 座 

敷に て樂 しみ、 又 それよ くだ. 5 て は、 靑 のれんの 蔭 

に 立より、 ぶん X- 相應の あおだて、 めい）/^ か/、 か 

くの は. 9 相、 筆に も 及ば や、 詞 にものべ がた し、 籬の 

內を さし のぞ-に、 そら だきの 匂 ひ 雲井に 薰じ、 綾羅 

の袂を 翻し、 丹花の 唇 を 動して、 迦陵噸 の聲を 出し 

て、 うた ふ 小歌の 一 ふし を、 ねが ひの 糸の 三味線に、 

のせて やきでの 言の葉に、 心 浮かる ゝ 鼻毛に て、 つな 

ぎづら なる 有樣は 、しやう しかりけ る事ぞ かし、 誠に 

遊女の 小歌に は、 にぎりつ めた るし わんぼう も 立よ 

り 、三味線の 糸に て、 大臣 もつな がる、 ど は、 よし 原 

の 見 もじ 立の いはれ し ど や、 そ も？ -此 道に ま， よ ひ 
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入 根元 をき くに、 も VJ よ. 0 好む もの はか. 0 にて なし、 

若き もの 共 は、 友 だち にそゝ のかされて、 一 度 一 一度 は 

をの こたらん もの は、 見る べき 事ぞ、 色 好ま ざらん も 

の は、 玉の 盃の 底な きが ご VJ し W 、つれ <\ にも 是有 

は 苦しから ぬ 事 也 VJ いふ、 それ を そむけば 古文 眞寶 

ぐ さき VJ て、 馳 53 して ませざる が $5 なし さに、 是非な 

ぐ その 座に つらなれ V* も、 やぼの 身の かなし さは、 何 

の 興 もな ぐ、 疊の へりの ちり をむ し. り、 小袖の わた か 

み を ひね り て 立歸. 5、 あま. 0 の ほいな さに、 今 一 皮 

1 度 VJ おも ひて 行程に、 次第に 知人 も出來 宿の かゝ 

も ねん 頃に 成、 おんぼうが 言葉 もやさし くきこ へ、 ぎ 

うが 挨接も 心 やすくなる まゝ に、 われ はは や 粋に 成 

た. 9  W 思 ひ、 友 を さそ ひさ そ はれて、 智慧 才覺有 もの 

は、 をのが hs はつに 迷 ひ、 藝能有 もの は それに 慢じ、 

美男 は 男ぶ り をた のみ、 不器量 は 心 だて をた，：^ なみ、 

いか やうに しても、 一 向 傾城に 思 ひっかれ んビ、 やき 

くさに 成 をば しらで たくむ 程に、 われ 覺 へす にかれ 

ひや- 7 きん 

に 引 こまれて、 有頂天に 飛 あが.？ M 金 もの、/」 成 はて 

て、 一 句の しなせ 言葉 をき ゝて は、 隱 元禪師 のしめし 

にも か へ がた く、 一 紙の 艷書を 得て は、 定家、 爲賴の 


御 筆よ も秘藏 して、 肌の 守りに かけ、 友 W する もの 

に は、 人の いやがる あくたれ もの にち なみ、 是を 太鼓 

ビ 定め、 賤き 六尺な V- が 部屋 を 中 宿 VJ して 行かよ ふ 

程 に 、實 體實目 なる 神妙 もの も 、いつ、、」 な く 表裏 輕簿 

もの W 也て 、そら 誓文 をた て、 手に はの ちが ふ 事ば か 

.9 なしけ る內 に、 身上 は 日 を 追て たまり 水の 炎天に 

乾く 如く、 金銀の へ る 事 はやす を もってお ろす や 

うにて、 借 餞の 淵に 首 だけつ か. CV  、主 親 をた をし、 一 

せき をた ゝき 上て 桶ぶ せに なり、 やう- ^ども だち 

のかげ にて、 のがれ 歸 りても、 生の 方へ はか へり ゑ 

す、 すぐに ぼん でん こく をうた ふ、 親が ゝ は 宿へ 歸 

せんせい •  > 

りても、 勘當 せられて、 うろた へ めぐ .0-、 善 盛の 古へ 

うたいなら ひ 引 習た る、 小歌し やみ せんにて、 か V- か 

V- に 立て 一 餞 を 乞 も 有、 又無藝 無能なる は、 心に そま 

ぬ 道心 をお こし、 かね 打た ゝき、 うわのそら 念佛を 

申、 爱 にて おも ひあたりて、 

けいせいの かけし 情 はし もく にて 

かねがなければ ならぬ 物 か は 

ざよ む W こそ、 しか は あれ V- も、 若き が 二度、/」 あらば 

こそ、 老て はこしに 梓の 弓 を は hN  、ひた ひに 四海の 波 


をた ゝ へ、 かしらに 雪 をいたい きて は、 人 まじわ. り も 

ならす、 其 上 老少不定 なれば 一 生 は 夢の ご ど し、 誰 有 

て 百年 を 送る、 なんの わざ くれ、 一 寸 さき は 闇、 白骨 

の樂 したる ためしな し、 あす は W も あれ かく も あれ、 

け ふの らくこ そうれ しけれ ，ヒ、 心 はい さみに いさめ 

きんちゃく 

せ r 巾着 は 春風に ふきち るば かりなれば、 旅の 男の 袖 

を 引、 いざ 歸 らん W 云 所に、 音 羽./」 いへ る 端 女郎の、 

小手 まねきして よぶ 程に、 立 ビ^ ま hN てき 人ければ、 

よきお てきさ ま VJ 見る は ひがめ か、 まさな ふ も 女に 

うしろ を、 見せた まふ かどて、 

ぢょ ろの 名の 音 羽ぁぢ よきお 茶の いき 

ふかきな さけ を 人 はしらす や 

VJ た わむ るゝ、 其 時 やがて こしに はさみた るお あし 

を 見せて 返歌、 

いかにお よろ 見や 此錢も をし ければ 

なれし 子 もちの はら や 立らん 

VJ よ？， 3^ すて、 足ば やに こそに げか へ りけ，. 9、 

第二 堺 町淨瑠 ™J! の 1 初. -幷 鳳來寺 

それより 引歸 し、 驟 町に 行ける に、 聞 及びし より は、 

にぎぐ しく、 表に て は、 誰彼 ど云藝 者の、 何 藝を仕 
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る ど、 口々 によび たつれば、 內には 笛つ. V み 太鼓に 

て、 打 離す 程に、 內 外の ざよ みに て、 人の 物い ふ を も、 

き \ わけが たく 、一^て 愛に きたる もの は、 氣 さかのぼ 

.9 て、 頭痛す る姊 也、 然 所に、 V- ろぼう 有て 巾着 をき 

り、 小刀 をぬ き 取、 刀 わきざしの 下緒 を 引ぬ き VJ る、 

此；^ かねてよ. 9、 心 付た る もの もどられ ける 程に、 猶 

更ー 初心に て は、 うか >(- ど 立て は、 VJ られゃ ビ い ふ 事 

なし、 萬 一 仕 合惡き Vj ろぼう、 見 付ら れて は、 ちゃう 

ちゃくに あ ひ、 まる はだかに せらる ゝ も 有、 此 さわぎ 

もた び.^ なる に、 ゃゝも すれば、 はす は 成 もの 有て 

こ ひお を はり、 眼 をい からし、 をのれ がさした る 刀の 

こじ hv.,.. ズ、 人の さした る 刀 わきざしの さやに うちあ 

て、 事を好て けんく わ を まねく やから も 有、 かくの ご 

VJ  くの 事お ほければ、 しづか 成 間 はさら になし、 是ゃ 

血 氣の男 W もいつつ べし、 ゎづか 一 夫の 勇 なれば、 し 

すまし たれば どて、 何の 用に かたつ べき、 ロハい やしき 

もの ゝ なす わざ 故に か、 奴 僕 VJ 名 付る 也、 扨 かなた こ 

なた を 見れば、 江 ln^ 大ざ つま、 土 佐の 太夫、 和 泉 太夫 

が 上る り、 天滿八 太夫、 江戶孫 四郞、 江戸 半 太夫が せ 

つき やう、 鶴屋の 源太郎 が、 なんきん あやつ， 9 ど、 口 


口によ びた て？ 羽 段より 御 見物 候 へ VJ て 袖 を ひき、 た 

も VJ にす がり，^」 いむれば、 さすが 岩 木に あら ざれば、 

心よ わく 立 ざま. 9、 札 を 取鼠戶 をく いる かぞ ふる 

にい，、」 まなし、 されば 淨蹈理 の 起，. ^ は、 あまり ひさし 

き 事に も 侍らす ビ かや、 豐臣 太閤 秀吉 公の、 御 臺樣の 

宫 仕に、 小 野のお つう VJ 申て、 ゆうに やさしき 上らう 

の 有け るが、 ようがん S つくしく、 ゑ かき 花む すび、 

しいか 糸竹の わざ も 世に すぐれ、 殊更 手蹟 は、 in 武の 

女帝 も、 同 世に だに まし まさば、 はお-おぼし めす 程 也 

どか や、 有 ビ き 御 臺樣通 女 をめ してお ほせられ ける 

は、 古し へ の 女の 世に すぐれたる 才藝 有し は、 其德を 

末世に 殘し 置し ぞ かし、 されば 伊勢 は、 在 五 中將の 一 

生涯 を 記して、 伊勢 物が た， 5.yJ て、 今の 世まで も、 も 

て あそぶ、 紫 式部 は 源氏 六十 帖を 筆に まかせ、 石山の 

くわん せおん の 化 女な KV  ，、」 、世 に 云 儺た. 0  、淸 少納言 

が 枕 草子、 かれ ど いひ、 是 VJ いひ、 首 葉の 花に ほや か 

に、 心の 水き よく、 久敷 世々 を 流 來れ. 5、 哀和 御前 も 

才藝の 程 を 末世に 殘 して、 名の かたみ どもな し 候へ 

かし ど、 御望 有ければ、 おつう 御 返事に、 いにしへの 

かしこき は、 皆 かみや 佛の 化身に てまし ます 故に、 さ 


やうの 事 をのち のよ まで、 殘しを かれ 候へ ども、 今つ 

たなき わら はの、 およぶ ベ き 事に 御 ざな く 候、 さ， ON な 

がら、 お ほせお もければ、 よしあし なにわ 入江の もし 

ほ 草、 書 あつめて さし 上、 どきの 御 わら ひ 草に もな し 

奉らん ど て、 昔 左；！ t 頭義 朝の 末子 牛 若 九、 くらまの 柬 

光坊の 弟子 VJ 成、 舍那王 九 ど 名 をつ けお わしけ るが、 

十五 歲の 春の 頃 、奥州 秀衡が も，.」 へ 下る W て、 金賣吉 

次 信 高が 家人に まぎれ、 三 河國矢 橋の 宿 長老が もぐ」 

にっき 給 ひて、 長が 娘の 淨塯理 御前に 忍 逢 給 ふ.、」 て、 

ぬれに ぬれた る 言の葉 を、 十二 段に わけて かきしる 

し、 御臺樣 へ さし 上ければ、 御臺樣 御上 覽 まし-.. \» て、 

扨々 言葉の つ- «• き やさ かたに、 筆せ い 玉 をの ベ た hs、 

今の 世の いせ か、 紫し きぶ か、 まこ ビ は 小 野の ながれ 

程 こそ あれ ビて、 御かん の あまりに、 太閤 樣の 御上 覽 

に そな へさせ 袷へ ば、 秀吉公 取 上さ せ 給 ひて 、是程 の 

もの を その まゝ すておかん も をし き！^ 也 どて、 岩 船 

檢 校に 節 をつ けよ どお ほ-せ 付ら れ ければ、 けんげ う 

お ほせ をう けた ま はり、 すな はち 山中 山城 守に よま 

せらる、 を 、つく，， il.^ どき、 て 5： やう、 十二 卷 1^ 家 は 

信 濃の 前 司 行 長が 作に て、 生 佛ど云 座頭 ふし を 付け 

！  础卷 第が  ^ 


る ど 申 偉へ 侯 也、 今 通 女の 作に、 此肓 目が ふし を 付 申 

さん こ そ、 末代 迄 の ほ £ れ に て 御座 候、 通 女の 作な < 

ば、 音曲の 妙 もむな しからん に、 よき さい わ ひに も 生 

れ合 候ビて 、しばらく 閑居して、 ふし を 付かた. 5, 初め 

ける ビ なり、 彼 通 女の 作 は、 筆勢い せ 物が た. 9 にに た 

りけ る を、 ふしゃつ けがた かり けん、 岩 舟 けんげ う 言 

薬 をく だしけ るビ かや、 それよ， 5 世上の 座頭った へ 

て かたりけ る を、 上る. 9 ぶし ど て もてはやし、 しだ い 

に 事廣く 成て、 京、 田 4:1、 遠國、 端 島 迄 はや. 5 ける 程 

に、 四條の 河原に て 芝居 をた て、 六 字 南無 右衞門 VJ い 

へる、 女 太夫 かたりけ る W き、 十二 段 計 はは や 人の 聞 

ふれて めづ らしから ざる W て、 舞に まふ、 やしま、 た 

か だち、 そがな V- を、 彼 ふしに かた. 9 ける 故に、 上る 

りぶ しに やしま を かたる、 高 だち を 語る ビ云 てより、 

をの づ から 其 名に なりたる V- 也、 それ より 左內、 宫 内 

な Vj  、いふ 太夫、 うちつ いきて 四條 河原に て かた hN 

ける 故に、 か はらぶ し VJ いふて、 座頭より はい やしめ 

ける どか や、 扨江戶 にても その かみ は 芝居 町に て、 座 

を はり かたり、 その、 ち 中 橋へ 移. 5、 又此 n; 町へ 移り 

語る 也、 其 頃は大 ざつ ま、 小 ざつ ま、 四 郞與吉 、七郞 左 

『一 百 七十 一一 一  ノ 


1^ 铺江戶 咄卷第 六 

衞門 どて 語る、 中頃 虎屋 源 太夫、 油屋茂 兵衞、 鳥屋 次 

郎吉、 南北 喜 太夫な， W  、云 太夫 有、 然れば 家々 の ふし 

出來 て、 淨瑠理 を もさ ま 作り出す 事 かぎりなし、 

太夫 共 も 皆々 受領して、 丹 後、 近 江、 長 門、 丹 波 かれ こ 

れ，、 J  、源平 藤 橘の 氏 を 名乘、 芝居 を も 金銀 をのべ かざ 

.9 ける 故に、 度々 御改に 逢たり、 扨 又和嚴 太夫が 淨瑠 

理は、 岡 淸兵衞 VJ 云 もの 作る、 いつ ぞの 程に か、 金 時 

が 子 を 金 1^ 也 ど云廣 め、 わたな ベ の 綱が 子 を、 たけ つ 

なぐ」 云 はやら かしてより、 むかしがたりに 云った へ 

たる、 べんけい、 時宗 あさひな など は、 彼 金平が 片手 

にもたら ぬ やうに きこへ けれ V6、  くわいり よくらん 

このむ 

しん 好お この もの 共 は、 金 1^ の 語る をき \ て は、 そば 

にて こぶし をに ぎ， 9 きば を かみて、 よろ こぶ 程に、 金 

l^- ど 云 事 をば、 三才の わら ベ 迄 もしり て、： ：！ 本國 へ ひ 

ろ まりた， 5、 彼 金平 作りの 淸兵衞 は、 生れつき 才發に 

して、 物覺 つよく、 太 1^. 記 、盛衰 記 、 ぁ づ ま か .^ み な ざ 

を、 そらにお ぼ へ 、儒釋 歌道 を も 少づゝ はこ ゝ ろみけ 

れば、 古事 來歷を 引 事 得 もの 也 W かや、 此 淸兵衞 近頃 

病死した る どき、 て、 哀 にも をし くお も ひければ、 

金^ を 作り 岡淸び やう 死して 


二百 七十 a 

惜ゃ 思へば 學も たけつな 

扨又淨 塯璃姬 は、 三 州 煙 岩山 鳳來 寺の 藥師 如來 よ. 9 

の 申 子 也 ど 聞 て、 鳳艰寺 の 綠起を 尋ねけ る に 、文武 天 

皇 の 御宇 かビ よ、 利修 仙人 V- 中て 阿 問佛の 再誕、 鳳凰 

に乘來 b 給 ひて、 煙 岩山に 住、 衆生 濟度 にならん 事 を 

願 給 ふに、 有 時 古木の 七 本 杉の 本へ、 八 童子 天降、 杉 

木 醫王藥 師佛、 一 步 一 見 諸 群集、 現世 安全 得 成佛、 後 

生 無量 佛國ビ 、三度 禮し 天上す、 仙人 藥師の 尊称なら 


ん事を 思 食、 杉 一 本 切て 一 尊の 藥師幷 = 天 月 天 を 一 

刀 三 禮に刻 彫す、 杉の 根に て は藥師 一 尊 を 作付 給 ふ 

に、 今に 生木の ご，、」 くにて 有 ど 也、 かゝる 所に 御門、 

lie の御惱 有し を、 占せ たま へば、 煙 岩山に 住する 仙人 

來-" 給 ふなら ば、 御快氣 あらん ど 奏聞す、 此時 勅使，、」 

して 藤 原 公宣 をつ か はさる、 則 仙人 鳳凰に 乘 じて 參 

內有、 后に 逢 奉る に 即時に 本腹なら しめ 給 ふ、 是 によ 

つ て、 望 あらば 協 へん W の 勅宣 也、 仙人の たまわく 別 

の 望 も 御座な く 候、 只 煙 岩山に 御寺 造 立 被レ成 やうに 

VJ の 望 を 申 上 給 へ ば、 則 勅額に て 鳳 來寺ざ 下され、 今 

に 有 ど うけた ま はる、 彼 やくしの 申 子 VJ は い へ V- も、 

則 上る. 0 は、 藥師佛 の 化身なる，， J かや 、此 御影堂 は 參 

州 岡 崎の 城の 二の丸に 有 故に、 他所の もの ゝ 見る 事 

なし、 水 野 家の 家來 は、 上下 共に 拜 しける よし、 彼 城 

下に 住け る もの、 かたりけ る 也、 牛^ 丸十 五の かた 

ち ど 、上る り 十四の，.」 しの かたちに て、 是有ビ 也、 

おやくしの 化身 成け る 上る hv を 

きけば 頭 1^ も 氣も晴 にけ hs 

旅の 男、 作者のお つう を ほうびして、 古歌 をな をして 

かぐなん、 
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上る り をき くに つけて も哀 々 

小野ビ はい わじ 佛 おつう か 

第三 ili 

爱 に 中 村 勘 三郞、 市 村 竹 之丞、 都 傅 内 ビ て 、 i 一一 n 盡 の 

芝居 有、 老若 つ V- ひ こぞり て、 をし つお されつ、 こみ 

あ ひ あらそ ひて、 ねこせ になり、 戶を ねら ひ よれ ざ 

も 、よりもつ かれす、 あきれて 立 も 有、 又 仕 合よ く內 

に 入 も 有け れ ば、 心 そらに. 成て、 いかばかり おもしろ 

き 事 を やする、 先し ばらく 見合て こそ V」 思 ひ、 あた b 

の 茶屋に こし うちかけて 居た る 所に、 ： お 人 か，、」 お ぼ 

しき 人、 是 もやす み 居られけ る 程に、 かやう の 人 こ 

そ、 もの、 ゆらい はしれる もの 也、 さ いわ ひに 此きゃ 

うげん づぐ しの、 起を尋 ば や，、」 おも ひ、 そこつながら 

ちょ £ 

もビ序 語 を 出して、 時の あいさつ ひどつ ふたつし を 

は. 9 て、 さ て も此き やうげ んづ くし- yj 云 事 は、 い つ の 

頃より はじま. り候ぞ や、 御^ 候 は  > 御 物語 候 へ "^Jslii 

みければ、 彼 人. S. 樣、 われら もく わしき 事 はぞん せす 

候、去ながら人のかたるをき、侍るに、も？」は神^5„|^-ょ 

.0 を こ. 0 て、 出雲國 大社の みこの、 舞 はじめけ る ども 

申、 又 後鳥羽院の 御宇に 通憲 入道 どい ひし 人、 儒释の 
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奥義 あきら か に、 諸藝萬 能くら か らざ， 5 し 人な る が、 

舞樂を やつして、 磯の 禪師ど 云 女に をし へま わせた 

まふ、 1 羽 は 白き すいかん きて、 ゑ ぼし ひきこみ 太刀 を 

はきて まひけ る 故に、 男 舞 ど ぞ申 ける 、せんじが 娘の 

靜 つた へて より、 太刀 を 囂して はかざる ゆへ に、 白拍 

子 V」 名 付た. 5、 かれは 九郞 判官の 思 ひものな りし 故、 

義經沒 落の 折から、 吉野 山に すてられし を、 鎌 倉 へ ひ 

きく だされ、 賴 朝の 御前に て 今やう をうた はせ、 舞 を 

ま はせられ ける 時、 ェ藤 祐經は 世に 聞へ たるつ いみ 

の 上手な り VJ て、 かれに っ^み をうた せ、 畠 山 次郎に 

^の 役 をお ほせ 付ら るゝ、 歌 をうた ひて まひけ る、 妓 

女 なれば どて、 歌舞 妓ビ名 付たり、 それより 世々 の 白 

拍子 共った へ來 りて、 慶長、 元 和の 頃に や、 佐 渡 島お 

く に ど 云 女、 わ れにを ビらぬ 遊女 あまた 集、 芝居 を 四 

倏 河原に かまへ、 歌 舞妓 をし ける 程に、 貴き も賤き 

も、 是に まよ ひて 芝居 さんじき に 、錄を 立 る 程の あき 

まなく、 こぞり 見物す、 それの みなら や、 かれらに あ 

ふ 事 を SH! みて、 ひた VJ 參會 せし 程に、 一 跡 をう しな ひ 

てうき 名 をな がし、 或は けんく わ 口論して は 公事 ざ 

たにお よび、 諸道の さまたげ、 わざ わ ひの 根元 ビ 成け 


れば、 女 かぶき を 禁制な され、 具 後 は 若衆 かぶきに 成 

たるな り、 去 程に 國々 よ， 9、 うる はしき 生れ 付の 子供 

を 買 も W め、 手 入 をして 照 光 程の 美少年に 仕 立、 歌う 

たはせ 舞 ま はせ ける 故に、 又た で を はむ 虫 も すきや 

き W て、 是に魂 をう ば はれ、 うてう てんに 成て うかれ 

通 ふ、 それの みなら や、 大名 高 家へ もめし いだされ、 

御酒 もりの 御 相手、 御酌な V- になり て 徘徊し、 又は 諸 

寺 諸 山へ めされて、 あなたへ つけさし こなたへ うち 

ごしな V- W せし 程に、 高僧 貴僧の 動 行座禪 のさ また 

な 力 だち 

げ VJ ぞ成た け ，5 、 是又 わざ わ ひ を 求 る 中立 、事 を み 

だす も VJ 也、 其 もどみ だれて すへ を さまる 事 は あら 

じどて、 又 御法度に お ほせつ けられて、 旣 にかぶ き は 

彥作、勘三郎此兩芝居の時ぞゃみたh^ける、その頃か 

ぶきのお V- ,5 歌に、 樱 川，， J 云 小歌 はや. 9 て、 散 かちら 

ぬか、 見た かの，/」、 うた ひける は、 若衆の 狂言 師 もち 

り）^ に 成べき、 前表 VJ ぞ きこ へけ る、 其 時い ろ/^ 

御 一!! 訟申 上な げきければ、 彼 _ ^衆 共の む かふ かざり 

を 取せ、 やらう VJ 云 ものに なして、 芝居 を 立べ しど、 

お ほせつ けらる ゝ、 是 によって 又い ろ /\  VJ たくみ 

出して、 京の 島 原に てけ いせいぐ る ひする てい を 狂 


言に 作り、 やらう 共 を 女に 似せ て、 つけがみ かづら を 

かづ かせ、 芝 を もよ ふしければ、 かぶき はしば らく 

VJ  ,s 'ま. CS たる 時節に て は 有、 めづ らしくて くんじ ゆ 

する 事お びたいし、 これ も 上る り，/」 云 ごどくに、 總名 

を 島 原 ど 名 づけ、 始の程 はかみ きりし まばら、 さかた 

島 原な V- ゝ 言 て、 うら 見 にかみ を 切た るし かた、 又は 

遠國へ あきな ひに 行た るて い をし ける が、 しだいし 

だいに 事 ひろく 成て、 古き 事 を 引て 作. 9 出し、 或は あ 

だかし まばら、 八 島し まばら VJ 云し が、 此名相 應せざ 

る ゆへ に、今は狂言^^|ど申也、誠に狂言偽虛どは云な 

がら、 神祗、 释敎、 戀、 無常に 孔老孟 の 道 を 引、 忠孝 惡 

逆の 程 を あら はしければ、 見物の 仕樣に て 善に も惡 

にも 移る ベ し、 されば 美少年 を 愛する 事、 天竺に て は 

大聖 文珠 よ. 5 はじま， 5、 唐土に ては^ 川 先生よ， 0 ら 

んじ やうす、 詩人の 東坡 はりせ つす いに ぬれて、： に 

乘少人 且婉也 マ」 いひ、 我 朝の 臭雅 僧正 は、 業 の 少年 

成し ビ き、 是を戀 給て、 どき わの 山の 岩つ ゝじ、 いわ 

ねば こそ VJ  、かこちた まふ、 三國 共に ぬれ 來る道 なれ 

ば、 今 て もやむ ベ くもなく、 金銀 をば ち， 5 あくた VJ 

もお もはや、 しば 1\ の 參會に 浮世の 思 ひでをな す、 


女色 は 目立て 出家の 通 ふべき 道なければ、 愛に 諸談 

林の 所 化 衆う かれ 行て、 一座の 參會 をば 三 翁 來迎の 

おも ひ をな し、 ほんい を W げて は、 龍 門 の 鯉の 三級の 

瀧に のぼる 心地して、 なを あきたら す 通 ふ 程に、 後 は 

あげ せんに 事 を かき、 經論 ili.; 敎をも 資すて、 佛具 袈裟 

衣 迄し ちに 置、 寺院 年來の 什物 をぬ すみ 出し もち は 

こび、 千 VJ せ もちぎ らん，、」 の 追從に 參らせ あげ、 身の 

置 所な ぐて 逐電し、 ぐわん にん 坊主 VJ なる も 有る ビ 

かや、 女が たビ云 は、 もビ 右近 源左衞 門より ぞ はじま 

りけ る、 其 後まん のす けど 云ぞ すぐれて 女に は 似た 

,9 ける、 去 間 驟の卜 養の 狂歌に、 

女かビ 見れば 男の まんの 介 

ふたな， 5 ひらの 是も おもかげ 

VJ よまれし ど 也 、又 下 さくや VJ て、 勘三郎 が 芝居 に 

有け るが、 萬 治 三年の 冬 身 まか. 9 ければ、 右 同人の 發 

句に、 

なに はづ にさく や 子の 花 冬 ころ. 9 

ど 申されし を、 去 人、 明年の 春き ゝ て わき をいた さる 

る 、 

今 を 春べ マ」 なく ゃ此鼻 

二百 七十. \^ 
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ビ いはれ しも、 ざれ 句ながら も 追善 なれば、 さくやき 

みの ゆうれい も、 さぞ ゃ悅^ ふ べし、 なに はの 句の よ 

しあし はしらね V- も、 所に よりて かわりた る はなし 

も、 なぐさみに やならん どかたり 侍る 也 ど 、語り 給 へ 

ば、 その まに 少鼠戶 もく つろ ぎた ひ、 いざ 入て 見ん VJ 

て內へ 入に、 中々 き ゝしは 物 かわに て、 天人の 影 向、 

菩薩 も爱に あまくだ ト" 給 ふか ビ、 うたが ふば か. 9 の 

美少年、 かみけ だかぐ ゆ ひう すげ しゃう して、 小袖の 


ゑ もん じんじゃ うに $ なし、 かりやう びむ の 聲をぁ 

げて、 小歌 をうた ひ、 階が ゝ. 9 にね り 出た まふ をお が 

み 申せば、 如 人なら でもい VJ をし らしぐ、 ひも ほ れ ？ 

れビ なる、 なべ て 見物の 人々、 前 成 は 三千 年に 一 度 花 

さく 心ち し て、 せ いわう ぼ， フがも ゝじ. り yj なり、 うし 

ろ 成 はう ざんげの 思 ひ をな して のびあがり、 さんじ 

きに 有 かた <\ は、 ぐち をみ、 わきまで あきて 诞を 

ながし、 餘 りのお もしろ さに 聲を あげて、 我 死 はたす 

けよ、 たへ がた や VJ よば ふ も 有、 又 うんけいたん け い 

あん あみの 御作 か、 ちょい^^ など ゝのゝ じりて、 た 

れさ まか れ さま VJ  、其 名 を さして わめきけ る は、 只な 

るかみ の ご- VJ  く 也. 

君達に 何 かこが ねの をし からん 

露の命 もやら う VJS へば 

第 四 廻向 院井爾 年 之 火事 

それより 出て、 ゑ かう いん へ參 らん ビて、 いづみ 町 へ 

かゝり 行程に、 是ゃ 此兩國 橋に おた り、 長さ 貳町 ，称 も 

有ぬ べし、 是 を雨國 ばし ど 云 は、 武藏 よ. 5 下總へ かけ 

たる 故 W か や、 是を 渡り て 行程 に 、諸宗 山 無綠寺 廻向 

院に 若た 、されば 此寺は 近き 頃の 草創 どして、 物の 


哀を W> めし 也、 その かみ 明 曆三丁 西 年 正月 十八 HI 

の 辰の 剥ば かりの 事な るに、 乾の 方より 風 吹^し、 し 

きり に 大風 ビ成、 ちり ほこ， 0 を 吹 あげ て 、中天 に うす 

まき わたる 有さ ま は、 雲 か 煙 か ど あやしむ、： n は 出て 

も 光な ぐ、 くらやみ ビ 成た-り、 未の 刻に も 成 やらん，、」 

おも ふ 折 ふし、 本 鄕の四 町め 本 妙寺ビ 云： n 速 宗の寺 

より、 失火 もえ 出て 黑煙天 を 掠め、 寺 中 一 同に 燒 あが 

る、 然 所に 魔風 十 方に 吹 まわし、 湯 島 を さしても え 

出、 はたご 町の 堀 を 飛 こへ、 する が臺 にいた. o、 大名 

の 屋形數 百 家 燒拂、 かま くらが しに やけ W ほり、 それ 

よ. 5 西風に 成、 さや 町 へ ほのほ 飛び移.^、 海 邊へ燒 出 

た. 9、 數 萬の 男女 にげ ま V- ひ、 靈岩 £S へ かけこ もる 

に、 程なく 靈岩 寺の 本堂 幷數ケ 所の 坊に火 か、 り、 一 

同に もえ 上. 9、 車輪 程 成 ほのほ、 風に はなされ 飛散、 

大勢 あつま b 居た るう へに おち か、. 0 ければ、 かし 

ら のかみ にもえ つき、 抉の 內 より 燒 -3-2 堪が たけ わば、 

諸人 あわてふためき、 火 をのが れん，、」 て 海邊を さし 

て はし. 5 行、 泥の 中に かけこみ けり、 寒さ はさむ し、 

今朝より して 食 はくわ やひ.^ に ひた， 9 て 立す ぐみ、 火 

をば のがれ けれ ざ も、 勢力 つきはて ゝ、 大方 凍へ 死け 

增稀扛 戶咄卷 第ぶ 


,9- それまで も にげの ぶる 事 かなわぬ もの は 五牀 

へ もえつきて やけ 死す、 お めき さけぶ 聲は、 かみ は ど 

うり 天へ もき こへ、 下 はなら く 金輪 ざい へ も 通す ベ 

し、 誠にお ご C の 罪人の ねって つの ほのほに 身 を こ 

がし、 ぐれん 大 ぐれんの こほりに VJ^ られ ける も、 是 

に は 過 じビ哀 也、 水火 兩難 にて 死す る もの、 九 千 六 百 

餘人 也、 其 慕 方 西風い よ/^ はげしく 吹て、 ほのほ 十 

町 廿町を へだて、、 ビび つき もえつき、 大名 小名の 屋 

敷、 祌社 佛閣、 町人の 家ビ もに、 雲 や 煙 ど燒 あがる、 老 

_ ^貴賤、 資 雑 具 を もちはこびて、 西本願寺の 門前に 

集る、 其 頃 は此寺 あさく さ 御門の 內也、 然 所に 旋風お 

びたいし く 吹 まきて、 ほん 堂 寺 家數ケ 所、 一 同に 燒め 

がる、 山の ご W くにつ みあげた る 道具に 猛火 もえつ 

きければ、 あつまり 居た る 諸人、 せめて 命 をた すから 

ん VJ て、 井の もどに 飛 入、 溝の 中へ にげ 入け る耗 に、 

いやが 上に かさな 、下 成 は 水に おぼれ、 中 成 は 友に 

をされ、 上 成 は 火に やかれ、 愛に て 死す る もの、 四百 

五 十餘人 也、 又淺草 口の 總 門へ W に げ 行 輩、 い く 千万 

人 ど 云數を しらす、 か、 る 所に いかなる 天魔の わざ 

にや、 升形 總門を ひし"/」 うちたり ければ、 思 ひも よら 

一一 JB 七十.^ 
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で、 跡より は 単 長 持つ ^ら等 を、 HrJ かけ 持 かけ 押來る 

程に、 門の きわ 成 もの 共、 いかにもして 門の 關貫引 は 

づ して、 ひらかん ど すれ V- も、 家 财雜具 を いやがう へ 

につみ かさねければ、 是 にっか へ て ひらく ベ き やう 

なし、 前 は つかへ うしろより はせ きか ゝる、 その あい 

だに 大名の 屋形卅 五ケ所 寺院 百廿ケ 寺、 一同に もえ 

たちて、 あつまり せき あ ふ 諸人の 上へ 三方より ほの 

ほ 吹か ゝる、 數 万の 男女た へ かねて、 升形の 築地より 

堀の 中へ 飛 入 程に、 手足 をう ち をり、 かう ベ をく だ 

き、 跡より 飛 人に ふみころ され、 愛に て 死す る もの、 

甙萬 三千 餘人 也、 ビ かくする 內に、 さし も 重々 にか ま 

へたる 見 付の 樓に火 かゝ， 9 て、 く づれぉ つれば、 にげ 

を くれたる もの V- も、 前後の 火に っゝ まれて、 燒死 

す、 其 死骸 方々 町中に かさなり ふして、 算を みだせる 

がご ビ し、 其 夜の 亥の 剔に 御藏の 米に 火 か ゝ，. >  、愛に 

あつまり 居た る もの 七 百 餘人燒 死す、 都て 牛 島、 新 

田に 至る まで 、皆 やけ ほろびて、 寅の こくば かりに 火 

事 はやう 靜 まりぬ、 

夜旣に 明ければ、 正；：：； 十九 日 也、 四角 八方に 逸ち， 0 た 

る 者 共、 たが ひに， 錄々 に たづね よば ふ、 燒死 たる 人 
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は、 かしら かみ 手足、 いしゃう まで 皆 もえければ、 そ 

れビ もさ だかに みしりが たし、 燒 のこりた る は、 いわ 

ひ 事して よろこぶ 所に、 十九 H の 巳の こぐ ばかりに、 

小石 川 新騰師 町より 火 出て、 しかも 北風 はげしく、 車 

輪 程 成 火の 子、 黑 煙の 中に 飛散、 十町廿 町の 外に もえ 

わたり、 炼 通院 を はじめて 廿餘ケ 所、 一 同に やけ あが 

り、 本廳帥 町より 殿 守 二三の 九、 諸 大名の 屋形十 五ケ 

所、 常 盤 橋の 內廿ケ 所、 むね VJ の 大名 廿六ケ 所、 小名 

の屋 形、 十七 ケ所、 都て 南北 七十 ニケ 所、 數万間 前後 

十五 町が 間 一 同に もえあが. 9、 ほのほ は 雲 を こがし、 

火の 子 は 雨の ご ど く、 燒くづ る ゝ 音 は、 百 千の い か づ 

ちの I 同に 鳴 落る がご どし、 申の 刻より 北風 西に な 

をり、 いよく はげしく 吹て、 紅葉 山 西の 御 丸 は、 漸 

殘 りたり、 やよ すがし へ 火う つり、 南北 廿餘町 一 面に 

成て、 町 星に 押出て、 京 橋 中 橋の 町人 共、 是 は？，^ >」 

いふ^ こそ あれ、 あわてふためき 鍛冶 町、 長 崎 町、 前 

i ひど つ に 成て、 男女 老若 にげ 出つ、 、もみあ ひせき 

あ ひける に、 車 長 持つ いら 革 籠、 その 外資 ^雜具 を、 

辻 小路に 山の ご VJ  くに 積す てた.. >  ければ、 諸人 共に 

心の まゝに 通り 得す、 諸 大名の はなれ 馬 ど、 男女 老若 


の 貴賤 打 まじ b 、もみ 合 こみあ ひする 內に、 猛火 さき 

ざき へ もぇゎた..^、京橋中橋ぎ羽て、四方の橋共ゃけ 

落たり、 前後の 火に 取 まかれた る もの 共、 今 はの がる 

べき かたなく、 北 や 南ゃビ あがきめ ぐ. 0 をし ぁふ內 

に、 ほのほ 五 鉢に もえつき うちた をれ ければ、 うしろ 

なる はしゃう ぎだ をし に 成、 其 上に ほのほ 落 かゝ， 5 

煙う づ卷 て、 おめき さけんで 燒死 する もの、 凡 二 万 六 

千餘人、南北三町東西ニ町が間にかさなh^ふす、猶南 

は 新ば し 木 挽 町、 柬は 材木 町よ. 5 大名の 藏 屋敷に 飛 

渡り、 十六 ケ所 一同に やけく づれ、 鐵炮 律に 吹つ け 

て、 酉の こくば か に海邊 にして 燒 VJ まる、 然る 所に 

戌の こくば かりに、 桃 まち 五町目の 在家より、 別に 失 

火 もえ 出て、 西風ます-,^ 吹し をり、 大名屋敷 數十ケ 

所 を やきはら ひ、 それより 又 北風に なをり しかば、 紅 

葉 山 西の 丸 は 、いよく 是 にも殘 りたり、 南の 方 大名 

小路 廿餘ケ 所、 櫻 田の 町 星に 出て、 愛 岩の 下 大名 小路 

八十五ケ所、增上寺の所化h^ゃぅ、三島呀の分、 其 夜 

の 丑の こくば かりに 炎上す、 增上 寺の 內は此 分ば か 

りに てし さいなし、 それより 南へ 十一 町、 芝 口 三 町 

目、 濱手 にして をの づか ら燒 ビ ま る、 本鄉 より 是迄 、 

i» 稀、 な 戶咄卷 ^1 ^か 


六十 餘町 四方 十 餘里廣 野.、」 成、 都て 町中 五百餘 町、 大 

名 小路 五： A 餘町、 屋形 五百餘 家、 小名の 宿所 六百餘 

家、 御城 殿 守、 二三の 丸、 櫓 三十 餘ケ 所、 江 卢 中の 橋 六 

十ケ 所、 ゎづ かに 淺草 橋、 一石 橋ば かり ぞ殘 りぬ、 此 

一 石橋の きわに て、 後藤 源左衞 門が 家 一軒の こ. 5 て、 

江 11^ のまち の 名 ごり VJ 成、 土 藏の數 九千餘 扉燒、 舯 

社佛閣 三百 五十 餘宇燒 失せり、 燒死 する 老十萬 或 千 

百餘人 也、 此 死骸 共 は かわりはて たる 有樣 なれば、 一 

類 けんぞく も 見 しらす、 辻 小路、 掘 溝に、 算を みだし 

て 有け る を、 河原の ものに お ほせて、 武藏 VJ 下總 のさ 

かひ 成 牛 島 W 云 所に、 舟に て 取 はこび、 六十 間 四方 

に 堀 埋新敷 塚 をつ き、 增上 寺より 寺 を 立、 諸 宗山無 

緣寺 廻向 院^ 名 付、 諸 寺の 僧 衆 あつま， 5、 千 部の 經 

を讀 誦し、 それより 不斷 念佛の 道堪ビ 成 也、 誠に 一 業 

所感の 者 共、 諸國ょ hv あつまり 來り、 同時に やけ 死て 

同穴に 埋まれ、 一 所の 土  成け る も、 過去 世の 因綠に 

て や 有ぬ べし、 江戶 中の 老若男女、 あるひ は 子に をく 

れ、 或は 親に はなれ、 妻に わかれ 夫 を さきだて、 つれ 

なく 生殘 りて、 有 かい もな き 命ながら へ 、物 うきなげ 

きに しづみ、 其 日に なれば 彼 塚に まう で 、五輪 卒都婆 
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をく やうし、 花 をた て 香 を もり、 水 をた むけ 靈俱を そ 

な へ 、かなしみの 泪 たも VJ にあ まり、 思 ひの 煙.. y むね 

を こがす もの、 高 き賤き 市の ご ビ くに 集り ける を、 見 

るに 目 も あてられ や、 かたるに こ VJ ば はな かりけ う、 

その ゝち 餓死に 及ぶ もの 共に、 御城 樣 より 粥 をお ほ 

せ 付ら れて、 H 本 橋、 常 盤 橋、 筋 違 橋、 本鄕、 八 町 ぼ. 9、 

新橋、 幸 橋、 虎の 門、 增上寺 前にて 施行な させら る、、 

誠に もつ て 死せ る もの をば、 作 善 をな さしめ、 生る も 

のに は 食 を あたへ て 命 をつな がしめ たま ふ、 御 慈悲 

の 程 こそ ありがた けれ、 然るに 彼 塚の 名 を無綠 塚ビ 

號す、 今 は 其 上に 唐金の 坐像の あみだ 佛を すへ 奉る 

ぷ り- 

三界の有緣無綠寺もらさじ^ 

申 念佛の 廻向 院 かな 

第五 三股 舟 遊 花火 

南 へ あゆみ 行、 うなぎ 澤の 川口に 立 V- ま.. y 、旅の 男に 

かたりき かせけ る は、 愛 をうな ぎ澤ビ 云て、 ぎ やう 

くへ 行 舟 道 也、 大河の 廣みを 三 俣 VJ 云、 愛 は淺草 川、 

新 堀、 靈岩 島、 此 三方に 相 通じて、 水の わかれな がる 

る 所 なれば かく 云 也、 北に は淺草 寺、 深 川 新田、 東 ゑ 
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い 山、 i への あたりに 見 ゆる、 西の方 は 江 城、 愛宕山 見 

ゆ、 辰 巳の 方に は 伊豆の 大島、 坤の 方に は驗 河の 富士 

山、 東の 方に ははる かに 安房 上總 までう ちつい き 見 

えて、 まこ に絕彔 の 所 也、 何よりも 面白き は、 八月 

十五 一 化の 船 遊な b、 世の 人 貴賤 上下 舟 を かざり、 慕 

を はしら かし、 三股より 鐵炮. 律 を さして 押出し、 又は 

愛に 舟 を どめ、 うた ひっ^み 太鼓 小歌 しゃみせん、 

心々 思 ひ-/ \» の、 なぐさみ は、 心 こど 〔はも をよ ばれ 

す、 常 はい ましめ なれ 共、 今夜ば かり は 三 俣に 花火 を 

ゆるされ、 舟 ごビに 我お ビら じ./」 色々 の 花火 をた て 

て、 たが ひに ほめ 合て V- よむ、 し だれ 柳に 糸 ざ くら 、 

牡丹 白 からな しゃ、 露の 玉 火に 流星 は、 くも ゐ はる 

か にわけ のぼる、 めぐれ やめ ぐれ 車 火 ど、 もに K 羞め 

ぐらして、 月 ど 花，、」 をなら ベて 見る、 それ 月の 名所 

は、 江 B' や あかし やさら しな や、 おばす て 山 ど 申つ 

つ、 浦に も 山に もお ほ けれど、 此 三股に て 見る 月に、 

よも や， まさじ、、」 を も ほ ゆる- 

月 も 見つ またし を もみつ 最中 かな 

VJ 申ければ、 旅の 男い へる は、 それ は 秋の 頃、 今 は 春 

ベ 成 物 を、 我 見る 花 はなし、 


山なら は 木々 もこ そ あれ 海毫は 

水の 出ば なやみつ またの 枝 

€ つぶやき： ける 所に、 御大 名の 舟 ど お ぼしくて、 黑 

き 船に めし、 かこ V- もサ 四 挺の 櫓 をお して 行事、 只み 

つばの そや を 射る がご どし、 うた ひつれ たる 歌の 一 

ふし をき けば、 枝 もさ かゆる 、は もしげ る VJ こ ビぷく 

は、 誠にめ でた き 御代の 印 W  、心肝に しみて、 

枝 もさ か へ はもし げり あ ふ 花の 江 戶 

めぐみ の 色香よ もに くんす る 

幷彌勒 寺 

それより 二つ めの 橋 を 越て 南 へ 行ば、 大 伽藍 有、 あた 

-9 の 人に VJ へ ば、 是な ん 彌勒寺 ビ 答 ふ 、眞言 密 宗 の 祈 

願所ビ して、 元祿 年中に 此 所に うつされ、 いど 新しく 

造 立ら れ しかば、 十方莊 嚴の粧 ひ、 言葉に も述 がた 

ぐ、 願 念の 內に、 

高野山た かく あ ふぎて 曉を 

待ぞ 久しき 世の ためし なれ 

誠に 有が たき 御代の 御め ぐみ、 萬歲を VJ な ふ、 それよ 

b 遙 西の方 を 見渡して 大橋兒 ゆる、 是は 元祿六 年に 

新 敷かけ させ 給 ひ、 目出度 御代に 大橋 ど、 貴賤 悅び 渡、 

ほ輔杠 戶咄ぉ 第ュハ 


第 六 靈岩寺 

猶 南へ 行程に 永代 島に いたり、 道 本山 靈岩 寺に つき 

たり、 當寺は 雄譽极 風靈山 1^ 上人の 開基に て、 淨土宗 の 

檀林 也、 誠に 古今 まれなる 善 智識に てまし ます 故に、 

程なく 京都の 智恩院 へお わしまして、 元祖 源 空 上人 

より 第三 十 世の 和尙ビ あ を がれ させた まふ、 宽永 十 

八 辛 巳年 九月 朔 H に、 時 年 八十 歲 にて 御 入寂 也、 扨當 

寺へ は以 天、 珂山ど 代々 相續 有來れ り、 もど は 靈岩島 
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を 雄譽の 法力に て 築 給 ひ、 寺 を 建立 有し 故に 島の 名 

ビ せり、 かくて 其 島に 明 曆の頃 迄^つ る に、 酉の 年の 

回祿 以後 此 所に 移せり、 本堂のう しろの 左に、 せいし 

だう 有、 佛 前の 庭に 藤 有て、 其 枝 庭 中に お ほひ、 花の 

頃 は 紫雲 庭 を うづむ かど あやしむ ばかり 也、 

蓮臺を かたぶけ 給 ふ 御佛の 

紫雲に まが ふ 庭の 藤 かな 

VJ  口す さみければ、 旅の 男 も、 

善 をす ゝめ惡 をせ いしの 御前なる 

藤 は 紫雲に まが ふこ VJ は h- 

ど つぶやきて、 しばらく やすみ、 いざか へらん どて 出 

る VJ き 

むらさきの 一休 かや 庭の 藤 

ビ いひす て、 大門 さして 出れば、 右の 方に 不斷 念佛の 

道場 有、 

第 七 海 福 寺 

靈岩 寺よ，. > 左の 方 へ 行ば、 海 福 寺 也、 是は 近き 頃の 草 

創、隱元禪師の御^^子獨本師の開基也、隱元は唐人な 

れ共、 當 寺の 住 寺 は 倭 朝の 人 也、 本堂に は釋 迦佛、 左 

右に 文珠 普賢、 又 十六 羅漢 を 安置す、 後ろに 隱 元の 御 
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影 をす へ 置た.^、 新地 なれ 其 奇麗 莊嚴 にて、 心 もき よ 

く 成 侍る 也、 

いんげん を 云 はこ、、」 はりきれい 成 

寺 はつ どめの 海 福 寺な. 5 

第 八 永代 島の 八幡宮 

それより 猶 南へ 行て、 永代 島の 八幡宮に つきたり、 そ 

も此 八幡宮 は、 宽永 元年の 頃、 長 盛 法 印 其 年 旣に七 旬 

に 餘れ. 5、 お 夜の 夢に 八幡宮 夢中に 御 託宣 有ての た 

ま はく、 我 永代 島に 鎭座有 ベ し ビ 、數度 靈夢を か う ふ 

り、 是 によって みづ から 信 をお こし、 一 社の 宮所を 立 

て、 八まん 宫を ぐわん じ やうす、 同 八 年に あたりて、 

や うやく 再興の 本意 を，、」 げらる、 御 神 鉢は菅 1^1 相の 

御作 VJ して 、中古 は 源 三位 頼 政 是を崇 たま ふ 、其 後 千 

葉 介の 家に 崇ら る、 後に 尊氏將 軍へ つた は. 5、 それよ 

,9 鎌 倉の 公方 基 氏より 同 持 氏 公に 傳り、 同 管 頜上杉 

家に 崇敬 有て、 太 田道灌 ふかく 敬 ひあがめ 奉らる、 も 

VJ は 下總國 にお はします を、 和 光有綠 の大悲 によつ 

て、 今此 御社の 御祌體 ど ならせ 給 ふ、 伊勢 太 祌宫、 春 

C! 大明神 左右に 相なら び 給 ふ、 是 八まん 三 所 VJ 崇奉 

る 所 也 、同 寬永廿 年み づ の W ひつ じ、 八 月 十五 日に 1 初 


て 祭 禮を行 奉. 5 て 毎年の 式 どす、 それより 此 かた 舯 

德 高く あら はれ、 諸人 渴 仰の かう ベ を かたぶ く、 島の 

內 にぎ は ひて、 人家 軒 をなら ベ た， 9、 慶 安四 年の 頃よ 

.5、 法務 貫首のお ほせに よって、 宫寺 VJ なされ、 大榮 

山 永代 寺ど號 せらる、 同 五 年の 夏 弘法 大師 御 夢想お 

わします、 其 御告に、 

名に しあ ふ弘 めん 法の わが 家 を 

人の V ひのう る ほ はす W も 

是 によって 高野山、 雨 門 主、 碩學其 外 東國ー 派の 納 

僧、 此 永代 島に 集會 せしめ、 一 夏 九 句の 間 法談 有、 別 

に 高祖 大師の 御影堂 を 立 て 、虞 言 三密 の 秘 跡を講 す、 

それよ. 9 此かた 卿 前に 龍燈を 上る 事 有て、 おがむ 人 

すくな からす、 同き 年の 秋、 天下 太 1^ の爲 に、 神前に 

やぶ さ 力 

て 流鏑馬 を始 む、 是 鶴が 岡の 法式 をう つす、 左右に 假 

屋梭敷 を かまへ 是を兒 る、 すべて 貴賤 上下 市 をな せ 

... '、萬 治 三年の 夏、 御室の 宮、 日光 御社 參の 序に、 下向 

の 道に 此 島に まう で 給 ひ、 天下 安全の 爲、 兩 日の 間 神 

前に 御 念誦 を 動 給 ふ、 此を. 5 から 兩院 家の 御詠 有、 

永代の 榮 久しき 此 島の 

めぐみた へせぬ 祌 がきのう ち 

. ^輔扛 戶咄卷 第み 


立なら ぶ，/ J きわの：^ も 色 そ へ て 

を さまる 御代 は 永き 代の 寺 

誠に 此 島の 地景、 又た ぐ ひすくな し、 東 は 遠く 安房 上 

總の 山を兒 や...，、 南 は 品 川 池 上 も 目前に て、 坤の方 は 

富 士の嶽 雲に そび へ 、戌 亥の 方 は 江 城 也、 北 は 筑波山 

ほのかに 見へ て 興 を もよ ほす、 寅の 方 は下總 にう 

ちつ  >  き、 すへ は海邊 の磯ぢ かく、 鼴屋の 煙 立の ぼ 

り、 風に なびぐ よそ をい まで、 殘 りなく 見へ わたる、 

此种德 を ビ う- yj み、 まう でく る 人、 利 生 を かう ぶら す 

ビ云 事な し、 又 永代 島 を 題 どして、 諸人 歌よ む 事 百 千 

の數 にも あまりぬ べし， 其 中に、 

さしくれば 波 こ、 も VJ に 立驢の 

ひけば 洲崎も 永代の 島 

愛 も 又お なじ 流れの 石淸水 

すむ こゝ ろから 永代の 島 

永き 代の 浦 吹 風に 霧 はれて 

八十 島 てらす 月の 影 かな 

實々 和 光 同麼は 結綠の 1 羽め、 八 相 成 道 は 利 物の 終ぐ」 

きく ビ き は、 現在 一 一 低の 御ち かひ、 誰か はたの まざる 

べき や、 
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永き 代 を 神 も 守れば 大榮を 

大慶山どぉ：^«む成けり 

石淸水 愛に 流の すへ 永く 

代々 に 大に榮 かぎらす  旅 男 

第 九 西本願寺 

それより 大 渡の 舟に 乘、 つくだ 島 や、 石 川 又 gL 郞 住宅 

の 島 を 左に 見て、 靈岩 島へ つく、 高 橋へ 出て、 いなり 

橋 を 打 わた b みな ど 町へ か、 り、 鐵 炮^の つき 地よ 

り、 西本願寺に 參る、 是も東 照 權現樣 御 在世の 時よ 

り、 京都 西本願寺の 末寺 を 立ら れ、 宗流を 汲 輩 をす、 

めら るゝ、 其 かみ 開山の 上人よ ，0 此 かた、 顯如 上人 ど 

云 迄 は、 只 一 寺に て 侍.^ し を、 豐臣太 閣秀吉 公の 御ビ 

き、 子細 有て 東西 二 派に わかれし より、 宗風別 成 をし 

へ もな けれ ざ も 、東西 一 一 ケの本 寺 W 成て、 巾の わろ き 

it?- 水尅 火の ご-、」 くにて、 我執 をお こし、 東の 門徒 は 西 

を そしり、 生ながら 魔道へ も 落 行 やうに おも ひ、 又 西 

より は 東 をに くみ、 命の 內に火 車に 乘 やうに おもへ 

b  、まこ VJ におろ か 成 事に あらす や 、東西 共に 彌陀他 

力の 本願 を賴み 一 向 一心の をし へ なれば、 何のへ だ 

て か 有べき、 又 末寺の 坊. Hi 等 我心に かなわぬ あれ 


 ニ百八十ムへ  

ば、 本 寺 を うらみて 西より は 東 へ 、東よ..^ は 西へ 歸山 

する ビて其 派 を かゆる、 されば 西 へ ちろ り、 東へ ちろ 

り どす る 故に、 かれらの やから を、 明星 坊ビ 異名 をい 

ふ ビ かや、 當寺 も，、 J は淺草 御門の 內に 有し を、 酉の 年 

の回祿 以後 鐵炮 律に 移され、 海 を つき出し 地形，. J せ 

り 、一^ は 人家 も 遠く 立 はなれて、 い，、」^ さびし かりけ 

る を、 江府御 はんじゃう 故に 程なく 人家 立つ  > き 、今 

は此寺 絶景の 地 VJ なれり、 本堂 は 南む きに 立ら れた 

り、 東に 安房 上 總：： P へ わたり、 併 豆 大島も 目前に 見 ゆ 

る 也、 坤の 方に は 名に しあ ふたる、 する がの 富士の 

嶽 くまなく 見 へ て、 おもしろた へ の 雪の ふり 袖 は、 坊 

4: 侮に を わします、 大 まわしの 舟 は、 順風に 帆 を あげ 

て 川口 へ ど いそぐ 也、 あまの 小舟の 釣竿の、 い， なみ 

まで もこな たに は、 詠の たね を まき 筆の、 かぐに つき 

せぬ 風情 かな V」 、四方 を 眺めて 立け るが、 さる にても 

同じ 流の あらそ ひ ある こそ、 うたで けれ ビ 思 ひて、 

西 こそ は をし へしみ だの 本願 寺 VJ 

自慢 はきみ やう 無理な あらそ ひ 

第 十 赤 坂 永 川 大明神 幷小六 

それより 木 引 町へ か、 b 行、 愛に も 狂言 盡の 芝居 二 


軒 有、 太夫 は 森 田 勘彌、 山村 長 太夫 ど 云、 是を 見す て 

しほ V- め 橋 を わた，.^、 掘に ついて めぐり 行程に、 入 間 

郡 赤 坂の 氷河 大明 神の 社に つく、 是は昔 人 王 六十 二 

代 村 上 天皇の 御宇、 天 暦年 中に、 近 江 國甲賀 の 郡に、 

遝林 僧正 W て 天台 四 明の 法灯 を かゝげ て、 一念 三千 

の觀 行お こたらざる 上人 有、 東國 修行の ついでに、 此 

所に 一 夜 を あかし 袷 ふ、 その 夜の 夢に いづく V」 もし 

らす、 老翁 一人 來 りて 云く、 我 はこれ 此 土中に 埋れ 

て、 一 千 餘歲を 送りた る もの 也、 いそぎ ほり 出して 安 

置 せ よ、 此所 の 守護神 ど 成べ し ビ 見 て 、夢 は 其 ま ゝ さ 

めた- 9、 上人 奇異の 思 ひ をな し、 その あた をめ ぐる 

に、 一所の 壇上に 金色の 光り 有、 いそぎ ほりて 見れ 

ば、 十一 面觀 音の 形 像 也、 やがて 其 所に 祉を たて 安置 

せらる ゝ、 一 ッ木 村の くわん おん VJ 號 して、 諸人 まり 

つ ざ ふ、 き はめて 利益お ほし、 逮林 遷化の 後、 治 暦 二 

丙午 年に あたって、 關 八州の 內、 夏より 秋に いたり、 

大に 日で，^ す、 萬 K うれへ ける に、 當 所の 土民 此 社に 

雨 をい のる に、 たちまち 洪雨 降く だって、 五穀 豊 にみ 

の， 0  、 民 よろこびの 眉 を ひらきけ. 9  、 是雨を 下して 川 

をな し、 雨中 冬の ごどく、 水の はる 程な りけ る VJ て、 

堪袖扛 戶咄卷 第山ハ  . 


氷 川 明 神 W 名 付 奉る ど 也 、神事 は 六月 十五 =1 なり、 今 

にお ゐて 、猶 此紳徳 高く おわし まして、 諸人の 願蕴を 

かなへ 給へ り、 かるが ゆ へ に 此御神 を近邊 にて、 所々 

にくわん じ やうし 奉る 也、 又 世に 小 六の 宫ど云 ふれ 

ける は 、慶 長の 頃關 東の 小 六 ，、- - て 、美男な る 馬 追 有け 

るが、 此赤 坂に 住け 、小歌 無双の 上手に て、 きく も 

の 前後の 事 を 忘れて、 きゝ どれけ る VJ かや、： W かれが 

所持した る： lil. のむ ち、 つえ 扇 等 迄、 賤の女 共 は 乞う け 

て 身 を はなさす、 もてはや しける よし 也、 生國 は西國 

方の 者，、」 きこへ たり、 此 故に かれが 舉を 作りた る 小 

歌に、 小 六 生れ は 西の もの、 そだち は 關柬の 小 六 *、」 も 

うた ふた hN  、是を 小 六ぶ し ./」 て 貴賤 VJ もに うた ふ、 年 

三十 年 程 づ、、 中絶して 三度 迄 さ へ か へ て、 =本國 

に はやりし 故に や、 いやしき もの なれ 共、 今に 至る ま 

で 其 名を殘 す、 此小六 氷 川 祌社を ふかく 信仰して、 家 

富榮け る 程に、 折節 宮も 大破し けれ ば 二 問 四面に 造 

立したり、 小 六が 立た る宫 VJ て、 小 六の 宮 VJ いひった 

へけ る，/」 也、 

御 本 地 は 衆生 濟 度の くわん せおん 

あぎら けき かみ 

ぢひ かわらぬ は 明 神 

二百 八十 七 


增補. w 戶咄卷 S2 ハ 


二百 八十 八 


第 十 一 永 田- 鴣山王 大權現 

それより 赤 坂の 御門の 內へ 入、 右の 方へ 行ば、 江府の 

鎭守山 王大權 現の 御社 也、 此 御社の 一 初を尋 奉る に、 釵 

山 第二 代慈覺 大師の 開基 也、 是則 U 域 守護の； し 

て、 和 光 同 塵の 利益 あさから や、 內には 圓宗の 敎法を 

守り、 外に は 鲼國利 民の 徳をほ V- こし 給 ふ、 殊更 御當 

家の 御產 土神 ビ して、 武 城の 鏔守ど 崇給ふ 也、 然に慈 

覺 大 師佛 法；： ：レ 通 の 爲 に 、武 藏國川 越に いた b  、今の 星 

野 山 を 開き そめて、 圓頓の 敎法を ひろ め 給 ふ VJ き、 且 

は佛 法な がくった へ んが ため、 且は和 光の 利益 を、 あ 

まねく 柬國の 間に ほざ こさんが 爲に どて、 比 叙 山の 

山王權 現、 上の 七 社、 中の 七し や、 下の 七 社の 内 を、 谷 

一社 づゝ をぬ き 出て、 三 所の 靈神を 彼 地に 勸 請し 給 

ひけり、 かくて 星霜 を かさねて、 後花園 院の 御宇、 長 

祿 三年に、 太 田 道 灌旣に 文武 兩 道の 才智 を もって、 天 

下 長久の 勝地 をかん がみ、 此江府 の 城 を 築 終て、 文明 

年中に、 始て此 山 王 三 所 を、 當 城の 產土祌 ビ城內 に 

あがめら る、 しか. 9 しょり 此 かた、 天下一 ！ 1 して 四海 

を だ やか 也、 抑當社 三所權 現，.」 申 は、 第一 に は 上 七 社 

の內、 二の 宮の權 現、 本 地 藥！； 如來、 東方 淨 11 璃 世界 


の敎 主な b、 第二 は 中 七 社の 內、 氣 比の 宮、 本 地 は 

觀音 也、 第三 は、 下 七 赴の 內、 王子の 宮， 本 地 は 文珠大 

士也、 いづれ も國 家富饒 のこ VJ ぶき、 理世 安民の 唱 

は、 近，、 は 柬關 八州の ちまたに み ち 、遠く は 五 畿 七道 

の 末にい たれり、 後土御門 院延徳 年中に、 仰のむ ね 有 

て 道俗 結綠 の爲、 三 社の 御社 を 山の手の 城の 西に う 

つし 給 ひて、 典 修造 有、 其 奇麗なる 事、 美つ くし 善 

盡 せり、 又明曆 三年の 回祿 以後、 今の 溜池の 築山 無双 

の 勝地た るに よって、 上 命 を かう ぶりて、 此 所に うつ 

したて まつる、 月日い くばくなら やして、 造 營の功 を 

たてら る 、金殿玉楼 天に かか やき、 書 棟 朱 簾 地に 映せ 

. ^、神事 は 六月 十五 H 也、 江戶 中の 大 神事 どして、 諸 

大名 衆大 かた 產 土神に てお わし ませば、 【、おろかなら 

や、 いづれ ももて はやし 給 ふ、 誠に 大 造の. 神 祭 なれば 

ど て、 隔年に 取お こな わる ゝ也、 

水無月 は 山 王祭垂 煎ても 

さあら ば ひや を切麥 にせよ 

此御 神の 祠者、 猿な り マ」 きゝ て、 旅の 男、 

よしあし も 見ざる きかざる いはざる や 

かま はざる に はま さる 事な し 


^も 此程は 、遠く もめぐ りきぬ る 物 かな、 そなたの 道 

しる ベ ならでは 、かく こま >L ^マ」 は 見 まじき もの を、 

，是ビ て も をの づ から 祌盧 にかな ひける かどお も へ り 

どて、 旅の 男 よろこびければ、 われ も そなたの 思 ひ 立 

ならす は、 いかで ひどりして は 見め ぐらん や、 其方の 

か げに て こそ あれ ，/」、 互に よろこ び宮 めぐ して、 八 

角 堂のう しろ ゑんに やすみ 居て、 近邊を 見渡す に、 溜 

池の 水す みて 、赤 坂の 民家に ぎに ぎしく うち 見 へ 、右 

の 方に 紀伊國 坂、 左に は 麻布の 槓木 坂、 今 井の 邊迄見 

ゆ る 、愛に 安藝の 太守の 屋敷 地 高く して 築 立 たる、 城 

山の ごビ くに 見 ゆる、 いかさま にも 故 有 地 成べ しど 

おも ひ、 かたへ の 人に たづね ければ、 いかにも 尤なる 

御 ふしん かな、 あの 地 は 古跡に て 御座 候、 むかし 今 井 

の四郞 兼- re、 爱の今 井に 有し どきの 居城の 跡に て 候 

よし、 古老の 巾った へ て 候 ど い へり、： W はよ くも 尋き 

き 侍 るよ VJ 云 て、 山の 麓 をめ ぐり SI? るに、 社， 曾の 坊舍 

數十ケ 所、 溜池の はたに 作り ならべられて、 いづれ も 

庭の景 をの づ からの， 2^ 水 VJ 成、 色々 の 花、 さま ぐ の 

VJ きわ 木 をう へ をき ければ、 四季 共に すてが たき 庭 

せハ なり、 取 わけ 夏の 凉 しさ、 又よ そに ならぶ る 所な 

I .  潮輔扛 戶粬卷 め^ 


し、 彌宜 かんなぎの 家居 是も 數十ケ ならべり、 本社 へ 

參る右 は 神主 H 吉大 膳、 左 は別當 勸理院 也、 社頜千 

石 御 寄附 也、 扨黑 門へ かゝ て 出る に、 右の 方 は 奥州 

1 一本. 松の 太守の 屋形 也、 此 書院よ.^ 西南 を 見れば、 山 

王の 社、 溜池の 水に 移り、 赤 坂 民家 迄 見へ て、 又 有べ 

き景 席なら や、 去 間 寛 文 十二 辛亥 年 五月 下旬、 此所 へ 

弘文院 恭齋を まねき 給 へ る 折節、 硯を 乞筆染 て、 

夏：：： 應，, 丹 羽 拾遺 之 招 , 賦， 1 庭前 即景 , 

賓 筵 禮 畢 到，， 斜 陽， U 吉新宮 隔， 水 望 

二 本 松 堅 千里 綠 森々 夏 木 一 庭艢 

同席 賦ニ晚 ル, 

南 驚 風缺揚 綠樹 幾千 章 

遮 莫外邊 熟 一 樓 五月 凉 

弘 文學士 

か くの ご VJ  く絕景 をかん じ、 作意 有つ る ど 也、 

第 十二 霞 關 

それより 歸る 程に、 名に しき こ へたる 霞關に 着たり、 

されば 續千截 集 春の 部 上に、 前 大納言 爲世、 

おなじく は 空に 霞の 關 もがな 

雲 路の雁 をし ばし めん 

二百 八十. K  . 


壤 補 江 戶咄卷 第 六 


二 19 九十 


春く る ゝ行衞 いづく  VJ しらね 共 

空 に 霞の 關 やすへ まし 

扨 愛に も藝 州の 太守の 屋敷 有、 是も 古跡に て、 齋 藤 別 

當實 盛が 城跡な り VJ 云った ふ、 愛より 櫻 田 御門 を 見 

渡して、 

名に しあ ふ 花のお 江 戶 の 櫻 田 や 

霞が 關も ざ、 ざる 御代 

1 天 四海 まったいら かにお さま し 

も 生れ あ ふ ぞうれ しき 


增補江 戶咄卷 第 六 終 


斯て 宿所に 歸り 明日 は 古 鄕へ歸 る べき VJ て 支度し け 

れば年 久く馴 なじみた る 近隣の 人々 暇 乞の 爲 VJ て 酒 

肴 を持參 して 云 樣は扨 も久々 馴 なじみ を 引 別れ 申さ 

ん こそ 御名 殘惜 けれ 御綠も あらば 又 こそ 御め に褂る 

べし 夫に つきて 此程 見め ぐり 給 ふ 所々 を 定めて 書留 

f ベ し 我々 も 所に は 住 候 へ 共 世 渡る 業に 取紛て 穴ェ 

しく 打 過 候 也 且は置 土 產且は 形見，、」 も存 候べ し 御 貸 

給 はれ 寫置候 はん ビ乞 程に 仰の 如く 谷に も 細に は 御 

存候 はじ 其 上 我々 も古鄕 への 土産 ビ此度 存立 候然れ 

ば 何方 にても 古 鄉へ歸 る 人々 は 望ましく や 有ぬ べし 

是を谷 記 留て故 鄉歸の 江 戶咄ど 表題して 世に 弘 めら 

れ 候へ かし 我々 計し， 5 て 箱の底に 空く 入 置なん 事 も 

ほいな し能ぞ 望み 給 ふ もの 哉 何れの 道に も 人に 敎ゅ 

る ゆ ゑんの 墨の 跡 永 からん こそすな ほ 成べ けれ ビて 

投 出して 寫 さしむ 扨 持参の 酒 着の 口 を 開き 隔てぬ 中 

の戯は 面白 や 諸共に 近くへ よりて 語らん VJ 唄 ひ 一 初め 

舞 ふつ 歌 ふつ 飮 みあかして 相生の松 風频々 の 聲ぞ樂 

しむ ど 謠ひ收 めて 兩人 は故鄉 へ こそ 歸り けれ、 


京 童 序 

，、」 し は 十の あまり 四 五の 大きさして、 唇，,」 つまさき 

の あかき、 是 なむ 都人に いざ こ ゝ はん、 そ も-/. \ や 

つがれ は、 丹 波の 國 lit 路、， J いふ 村に そだち、 牛の 角 も 

じさ へ 知らす、 無下に かたくな、 り、 檳の 木の も まに 

て 禝の實 を 拾し ど、 友 ど ちい ざみ あ ひし こそお ろか 

にった なけれ、 年た くるまで、 絲竹 のあそび，,」 いふ 

は 魚 釣竿の 事、、」 おも ひ、 なべ ビ， 5 公家 VJ いひな す は、 

筑 摩の 刺の 末々 か，/」 あやま.^ 心うる こそ あさましけ 

わ しらざる を しらす ど して、 しれる 人に うか 3- ひし 

らま ほしき 事な， o、 け ふは是 にして きの ふの 非 を さ 

ビす はいかに や、 鮑 魚の. -肆を 出て 芝 蘭の 室 を たづね 

ん ど 、いどま まう けて 花洛に まかり、 甘 艸，、 J 黄 耆をか 

みわけた る 門に いりて、 病のお こ. 0 をかん がみれば、 

：^!? にかたく、 ちび たる 41： ビ へらぬ 槌の 月な みある 

扉 をなら し、 滑稽の 事に たづ さはれば、 あ ふぐに たか 

し、 されば ふかき 井の 道 は、 水底く むに 手たら す、 VJ 

をき 和歌の 浦 は、 見渡す に まなこ をよ ばす、 いづれ の 

わざに 身 を そめ nz をお ぐ h> しビ やか こたん、 せめて 


古 |g のつ どに、 見ぬ 京物 語 は ほい あら じ、 仁 和 寺の 法 

師の ひビ. 5 岩淸 水に まう でつ る 事の あやしく、 今少 

年の さかし きに あない させて、 九重の 外まで 見め ぐ 

り、 鳳闕 のめで たきつ くり 、神社 佛閣 のかた ち を ゑが 

き、 來歷 をし るして よ VJ い へ ば、 杜撰の こ./」 な，. y ビ い 

なびながら、 相 如 は 上 林を賦 して 盧橘夏 熟する 事 を 

引、 班 面 は 西 都を賦 して 比 目 を 出す 事 あ hs  、これみ な 

文 を かざりて、 その まこ W ある を しら や 0C な り 、所謂 

鬼 は あら はしゃす く狗は うつしが たし、 今 黄吻ね が 

はく は、 詞の花 を かざらす、 その 根 を 求ん、 所々 まい 

,9 て W う 下向め され、 <yj が をば いちやが おはん W た 

はぶれ て 、筆 を はしらし む る、 よりて 此草蘂 を 京 童？」 

名づ く、 文章のお ろかなる は渠が 年に 罪 を ゅづ， 5、 事 

の あやまれる は 予が僻 耳の なす、 穴 かしこから ぬに、 

ゆるされ を か ふ むらむ、 
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を 芽 一 

〇 內裏 

今の だいり は 、人皇 五十 代桓武 天皇 の 御 時、 延暦 十三 

年 甲 戌に、 長 岡の 都 を、 此卒 安城に うつさせ 給へ る 

也、 明 靜四年 戊戌まで 八 百 六十 五 年になる な..^、 人皇 

の はじ め 神武 天皇 よ り 、 今上 皇帝 は 百 十三 代に 當ら 

せた ま へ る 也、 禁闕 のみ ありさま は、 玉 殿 金 門み がき 

たて、 四つの 時々 名に しお ふ、 まづ春 をし る 梅つ ぼ 

や、 梨つ ぼ 藤つ ぼ 仙 花 門、 夏 は 御 帳 も かたびら や、 雲 

井の よそに き、 もらす、 かんな. 5 のつ ぼ ふく 風 も、 か 

ほ b て かよ ふうち はし 渡 殿淸凉 殿、 秋 は 千尋の かげ 

あざる 

に 求 食、 鳥 もす むなる 桐壺 や、 七重 八重げ に 九重の 获 

の 戶 に、 露のう てな の あた ゝめ 酒、 冬 は 殘れる ^の 

宴、 朝餉の ゐ のこの 餅、 豐の あか. 5 の 節會の 舞、 內侍 

ぉ？！ゃ^:，-」《  、  C 

所の みかぐら や、 なやら ふよる の ぎしきな V- 、公事 殿 

づ くり、 おも ひ をく りおし はかり、 六 口の 門の 下馬の 

ふだに、 はいく わいする こそ ゆ、 しけれ、 山林の 賢人 

も 出て つかへ.、 生 草 を ふまぬ けだもの はき そ ひて 遊 
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び、 國 富み 民風 3j なる も、 ひビ へ に聖 君の 德 のうる ほす 

なり、 なを 久方の そらな がく、 あらがねの 土 ひさし か 

らんた めし、 世 は 住吉の 名に ひ しく、 よは ひ は 高 砂 

の 十 か へる 松、 千代に 八千代に さ. 《• れいしの をび、 か 

びら w しゃら り 

ん ふりの かけ 緒の い VJ^ の Vj かに 右往左往、 

大內は ゑ ぼし さ くら や 花の 釉 

しも & れ 5 

〇 下 御 11 附 くわん ん 

當社は 八 所な り、 第 一 きびの だいじん、 第二 崇道天 

皇、 慨 g ま，？^ 第三い よの 親王 まポ gg^ 、の 第 四 藤 原 太夫 

人き ^1: ま 第五 藤大夫 ill  、第 六 橘大夫 iIgM: 第 七 文 

.;^,lc 文 屋の宫 田 丸 也、.：.！； ？人.^^ り u>.s- 北 野 e- 1 鉢 也、 日の み： 

ナ 宇合の な リ>  ノ, 置び ラー m-w. &ズ 天神の 御 U んぞく 

也す ベて 八 所な り、 祭 は 八月 十八 =1 なり、 內襄 南門 

のうちまで 神輿 を ふ. 5 奉るな り、 此御 やしろ は、 いに 

しへ 八月、 洪水の 事 ありし 時、 上 ごれ うの ほこらな が 

れて、 今の 御靈 の町ビ いふに VJ^ まる、 その ほこら を 

南, 禪 寺の 僧に まもらせ、 こゝ に， フ つし 奉るな， 9、 神 は 

人のう やま ふに よりて 威 を まし、 人 は； 1： の^に より 

て 運 を そふ、 かたじけなくも 此御神 は、 やん ごビ なき 

御 かお も、 あまた 御 氏子に もたせお はします 也、 

枝く の 花 もや かみ V- 下御靈 


画 


よ"^ 
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又お ぐに 觀昔 まします、 これ は惠 心の 作な， 5、 

〇 誓願 寺 

當寺 は天智 天皇の 御 建立に て、 ならの 京に ありし を、 

楦武 天皇の 御 時、 此京 にう つした まひし なり、 本尊の 

阿彌陀 は、 春 n 大明 神、 賢 問 子 芥子 國， /」 いふ 父子の 人 

に、 御 かたち を 化 現した まひ、 つくらせた まへ るな 

b 、此 御寺む かし は 小川に あ. 9、 今 も VJ せいぐ わん じ 

VJ いふ 所な， 9、 しかる を 豐臣關 白 聚樂の 城 をつ くら 

せた ま へ る 時、 此ど ころに うつされし なり、 堂の 再興 

は、 佐々 木 京 極 殿の 息女、 豊臣 公の 北の方、 の 丸 殿の 

祈願な り、 六 字 名 號の額 は、 一 遍 上人 あそばされ 給 ふ 

なり、 今 も 遊行 上人 廻國の 時、 此 御寺に 一 七 H まし ま 

すなり、 再與大 施. fH の 額 は、 大 かくじく うしん 親王す 

いあんの 御 筆な り、 さて 又 堂の 南の かたの 塔の 本尊 

は藥 師如來 なり、 鎭守は 春 日大明 神な り、 此御 やしろ 

の 前なる 紅梅 は、 未開 紅 W 申な， 9、 此 花の 色 は、 いま 

だ 開けざる 時、 くれな ゐ深 くうる はしき ゆへの 名な 

,c -、  VJ しぐ の 春 ご ビ に、 都鄙の 人の まう でて 詩歌な 

V- 侍るな. 9、 折からち りすぎ たるけ しき、 いかがみ そ 

らした ま はんや- yj いへば、 


紅梅 を 紫雲 や 奪 ふ 寺の 庭 

又 云、 淸 原の 元輔の むすめ 淸少納 言 も、 こ のビ ころに 

はふむ り 侍る、 され V- も 時う つ， 0 事 さ. 0  、 跡 VJ ふゆ か 

hN も 稀なる にや、 この 墓所し る 人な し、 當 寺の ゑんぎ 

に 淸 信女 VJ ある、 これすな は ち 淸少納 言 なり、 

〇 和 泉 式部 

是 なる は 和 泉 式部の 古墳な .9、 此人は 一 條院 のき さ 

き上柬 門院の 女中な り、 父は大 江の 雅致、 母 は 越 中の 

守 保衡の むすめ 、夫 は 和ま 守 道貞な り、 さるに よりて 

和 泉 式部 いふなり、 小 式部が 母な. 9、 やま ビ うたの 
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道 ひろ く學 び、 よめる こ VJ の 薬 あまた ある 中に、 拾遺 

集第廿 に、 性签 上人の も へ よみてつ か はしける、 

くらき よ >o  くらき 道に ぞ いりぬべき 

はるかに てらせ 山の端の 月 

此 作者 和 泉 式部な り、 中納言 定家小 倉の 山庄の 百の 

人 かすに も いれられ 侍る、 まこ VJ にあら ざらん この 

世の 外の せつなる 心、 さも あらん こ V.J は. 9 に、 今も釉 

をぬ らし 侍る、 名は朽 ぬなら ひに て、 末の世に^ > 

め、 かぐ は 土に うづみ ぬれば、 いかなる おもかげ なり 

つる ぞょ VJ なつかしく、 いま 一た びの 逢 ふよし もが 

な .yj 、おき あまる 露 は 塚 を うらむ るな みだに こそ、 

花 をた てた むくる 和 痰し きみ 哉 

和 泉 式部 命 U は 十八 H 也、 

〇 腹帶の 地藏 

寺 號を淸 帶寺ビ いふなり、 此地藏 は土佛 にて 行 基の 

御作な り、 いにしへ は 新 町 通 下 立， M 下る 腹 帶の町 ど 

いふに あ， 0 し を、 愛に うつし たてまつる 也、 此 地藏菩 

薩は、 懷 妊の 女人 平產を まもらせ たま へ るに よりて、 

女性の ぐわん に帶を かくる ゆへ、 腹帶 の地藏 VJ 申 也、 

いつの 頃 誰 人なる らん、 此地藏 に まう でゝ、 
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露の 影 や 身 二つになる こもち 月 

此句を 昔より 小耳に もち 侍れば、 その 作者に は遙に 

おくれながら、 われ も 狂歌 を、 

はら 帶を むすび 句に しる 作者より 

この 歌よ むはの ちの ものな り 

もろこしの 白 居 易 は、 詩 をつ いりて 賤き 老女に きか 

せ、 作意 を さだめぬ る.、」 い へ ば、 今 われ も 身に おはぬ 

たビへ 事ながら、 此 狂歌 も、 VJ りあげ 祖母に なり ど 

も、 あはれ やす- VJ 聞う けさせた き： lijf- なり、 

〇 たこ やくし 

寺 號を永 福寺ビ 申な り、 そ も （. 此藥 帥 如 來は、 から 

うすの つぼな り、 昔た こや ビ いふ もの あ. 5、 夜な./ \» 

家の すみよ， 5 光 さす、 あやしみした ひみる に、 からう 

すの ある 所な り、 その あたり 光り さすべき 物 外にな 

し、 ふしぎに 思 ひ、 確の つぼ を ほりて みれば、 其 石に 

師の御 形 あるな. 9、 奇異の 思 ひに ありがたく あん 

ぢ せる yj ぞ、 されば 蛸 やの なにがし どか やの 家に お 

はします ゆ へ 、蛸 藥師 ど©. なり、 又 一 說に ひえの 山の 

僧の もてる 抹香 はたく うす VJ も 云り、 この f の 母、 寺 

の內 にやしな へり、 ある 時^ 病に ふさし む 頃、 蛸 を 好 


みける に、 も-/」 よ.^ 僧の も v> めに 叶 ひがたく、 され 

ざ も 孟宗が 雪のう ちの 竹の子 も あれば、 いかいして 

母の 願 を 叶 へん W  、か た への. < を^み て、 蛇 を 求めぬ 

れ Vj も、 魚肉 寺 門に 持 入なら す、 いか  > せん- yj あんじ 

ぬ るに、 よその 目 をつ ゝ むは 科 あ. 5、 さら かくす 

べきに あらす、 老母の 病に 願 へ る どころ なり、 佛神も 

罪 ゆ る し 給 はんや、 人 の ./」 が め あらば、 こ ,1  レ はり をつ 

くさん VJ 思 ひ、 蛇の 形 を あら はしながら 門 を 入りぬ 

るに、 かの 抹香 はたぐ うすより、 藥師 如來の あら はれ 

給 ひ、 此蛸 をよ そのめ に は 經の卷 物 ど 見せしめ 給へ 

ば、 さらに 人の W がめ もな く 寺に いり、 ゆの ねが ひ 事 

を かなへ、 病 をい やせり、 ありがたし.. （-、 されば そ 

の 藥師を あんお せる ゆ へ、 蛸藥師 V- 申 VJ もい へり、 

たむ けなば 八手の 花やた こやくし 

〇 四條 河原 

みぎり の 鼠 を みれ ば、 猫せ なかなる おの こ あ. 0  、 左 

の 矢 倉 をな が むれば、 鏠ぉ V- がいの 奴 あり、 見物の 男 

女老 たる 若き、 或は はたの そ. 9 たる 伊せ あみがさ を 

かぶ. o、 かど hN のうす もの 身に ま VJ ふ も あり、 或は こ 

つま 木綿 を 羽織に して、 うちぬきの 紙 小 はらわた 出 
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す も あ 5, 、 そ も /\ かぶき どい ふ は、 出 雷神 子の 舞 を 

まなび そめし &、 このみ こ、 佛 號を唱 へ 鉦 をなら し、 

念佛踊 せし 後、 又 刀 をよ こた へ、 の 装束に て 歌舞 

す、 それ を かぶき、、」 いひな しき たれる 也、 は.：：！ き 水 

千に さう まき さして 烏峭 子 を 引 いれ、 今やう をうた 

ひ、 白拍子の 舞し なり、 これ を 男 舞，/」 もい にしへ はい 

ひし VJ ぞ、 いつの 比まで か、 此所 にても たはれ め V- も 

の 舞し に、 みな 人 六 根 をな やまし、 心 を六麈 にどら か 

し、 たから を なげうち、 ある は 父母の 養 を か へりみ 

や、 ある はこ もちが りんき も い. yJ はす、 くる：： 1 もこぬ 

夜 も、 心 はこ ゝに 置きて、 かたち はくら の錢箱 をた ゝ 

く、 限り あるた からに、 盡 なきた はふれ を 好み、 親 を 

しのび 妻 を はかれ ざ も、 阿漕が 浦に ひく 網の、 目も繁 

ければ あら はる ゝ、 されば 國の さまたげ 民の ゎづら 

ひ 止 事な し VJ、 所 司 代よ h- うかれめ の 歌 舞妓 を 法度 

せらる 、也、 その後 少年 をうる はしく おふした て、 若 

衆 歌 舞妓 を はじむ、 もどより^ 道の たは ふれな きに 

あらねば、 ま た ^魄を かれに 奪 はれ、 食 すれ V- も そ 

の 味 を 知らす、 且股 どか いなの 敵 VJ もな れり、 あるひ 

は 若き 女 は、 これらの 美少年に 嫁ん 事 をね がふ か、 愛 


染の 弓に 矢 いれ をぬ からぬな り、 いはん や 諸 寺の 僧、 

えたり やお ふ ど、 ふせの 豆いた は 芝居の 札 せん VJ 定 

め、 祠 堂の 丁 銀 はしな せぶ りの まいらせ もの どなす、 

つけ ざしの 盃の光 は 秋なら やして めでたく、 舞臺へ 

の 花の 枝 は 奢に あらす してお かし、 金襴の 袈裟 は 太 

刀 かたなの 袋に おく. o、 もじの 衣 は 新發意 太鼓の 狂 

言師に ゆづる、 されば 遂に 住つ く 寺 も ひらき、 一 本の 

からかさ にて 日本 をめ ぐり、 i 鉢の まう けに 飢 をお 

ぎな ひ、 難行苦行 さらに 戀の 山な り、 豈 肛門 をお か 

す も 善心 をけ がすに あらや や、 もろこし にも 此道を 

栽 尾 ど S ひて、 ある 事に は あめれ V- 、心 ざし ひ しく 

してな さけた がへ.. >、 柬坡が 李 節 推 をした ひて 風水 

洞に おもむき、 騎； El" 少年 淸且婉 VJ つ ，3- る は、 まこ どに 

人倫の 交. 9 淺 からす、 思 へ ば /\ ありが たし、 又此日 

の 本の 阿闍 梨舆雅 は、 W き はの 山の 3 石つ、 じ、 いはね 

ば こそ VJ つらね、 業： 牛 少年に おくられ しも、 ひ VJ つお 

も ひに よりて 也、 されば 詩 をた つき ビ して 親しみ、 歌 

を かご W にて 交 はる は、 義も ふかぐ 鱧 もた 5» しく、 し 

かも 信 ありて 契. り 久し からん、 其た めし をい は  >、 主 

君に か しづかる ゝ少人 は、 二世 を はなれす 死 出の 山 
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路の跡 追 ふ あ. ^  、な》」 やかぶ きの 少年の、 黄金の はた 

へ をな でさせ、 如來肌 をよ せて、 た ビひ命 をち ぎる V- 

も、 末の 賴 まる、 ものに は あらね Vj  、人の 心 は- -VJ に 

ふれて 移る もの なれば、 隱花を 愛す まじき にも あら 

す、 まして 色に は そみ やすく、 たから を 費し 身 を 破る 

も 知らぬなら ひなれば、 か、、 る 若衆 歌 舞妓 も あらぬ 

に はしか じど、 仁 道 を もて これ も いつしか 停止 せら 

る ゝ な. 9  、され ば 今 は 若年 の もの も、 額の かざ り を VJ 

らしめ、 うるさき 形 也、 うちある さま を みれば、 小人 

島 VJ やらん 云 異國の もの は、 かぐや あらん ビ 思 はる 

る、 しかし さはいへ Vj  、三ぼう ももて なし、 しん はし 

やう ごんより おこるな り、 樂屋 入の 衣紋つ き、 笠の 內 

ゆかしから ぬに は あらや、 しれる かたな v> 目 を あは 

せ、 すこし 笑る はさら に 惜 からす、 それよ 跡 を 慕 ひ 

て、 君 を樂屋 のかた に 見送り、 われ は棧 敷に のぼれ 

ば、 程なく P が、， 9 に 出ら る、 姿、 又 ある ベ きもの ビ 

も 思 はれ や、 芝居よ b 御ら いかう ほむる もうれ し、 

われ，/,^ も聲を あはせ て、 たれの 御作 ぞ VJ いはま ほ 

しけれ ざ、 さながら おもて はぢか はしく え もい はや、 

まこ VJ に おぼしき こど いはぬ は 腹 ふくる ゝ わざな 
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.5、 やがて まひ 終りて 慕のう ちに ひきこみ、 かづら を 

かけながら 額の 綿 も 置きながら、 蹄り のさう ぞく も 

や つ さやして、 さじき へ VJ ぶら ひきませ る こそ、 また 

また うれしき もの なれ、 うしろの かたな V> につ ゐ 居 

ける を. - すだれの かたへ VJ いへば、 あまたの みる 目、 

苦しから ぬか は W 、こなたの 事 をい VJ へ る もい VJ し、 

あ VJ よ. 5 又、 百會を 頭巾に て かくした る 少年の、 VJ こ 

ろせ きまで 集まれる もな をな さけ ふかし、 盃 のうへ 

かろし な Vj たは ふれて、 細き 手く び をお さ ふれば、 こ 

ぼる ゝ ばか. 5 うけし もやさし く 思 はる ゝに、 つゆ 飮 

める 風情に て、 殘を たま はる こゝろ いれこ そ ありが 

たきもの なれ、 か、 るお. 9 ふし は、 下戶 もな く 飮酒戒 

もな し、 ある はまた 少年の" f^l を うけもてる うちに、 あ 

のな がれ は 誰れ か あるじな らん、 われえ まく ほし，/」、 

こゝ ろのう ちゃす からぬ に、 思 はぬ かたに 移る もう 

ら やまし、 ある VJ き は、 奥深き 寺な Vj かり も，、」 め 、夜 

すがら 打 向 ひ 酒た うべ たる も、 うき 世 を 忘る ゝ もの 

なり、 かな. & こなた W 時う つ hN 、さらば VJ い へる に 名 

殘 惜しく、 耻 かしながら も 狭に すが bvj  ^むれば、 さ 

すが つれな く あら ざれば、 心 弱く もた ちか へる、 なを 
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これ 輪廻の 迷 ひなれ ざ、 よしや 未來は 奈落に 沈まば 

しづめ、 いかなる 閻魔 王 さ うづ 川のう ば も、 この 少年 

をみ るなら ば、 婆 ふく 風 もこ ひし からん、 十目の 見 

る VJ ころ 十手の さす VJ ころ、 それい つ くしい かな、 お 

はぐろ つける 口 も VJ  、ベ にさせる つまさき 、女 VJ も 見 

えつ 男な りけ. 5、 なりふりの ありさま 見れば なつか 

しゃ、 われながらな つかしき や、 ぼうし かづける 額つ 

き は、 しぼめる 花の 色な うて 句 ひのこ. 9、 ありがたの 

寺の かね も、 こん./^ ビ ならし、 ビ b も 八 こ ゑ をつ く 

れば、 復だ ちゃ つらにく や、 けふもs,£^ぁひに花ち 

り 、いぶき ははて にけ り、 見し まひ はや ぶれう せ にけ 

り， 

すみぞめの さぐら はあり、/ J 何 かせん 

およぐ ろつ ける 花の くち も yj 

一 、淨 瑠璃，、， "云 事 は、 牛 若ビ淨 瑠璃 御前の 事 を、 十二 

段に ふし をつ け 語りし を、 則 其 物の 名に な，. >  て淨瑞 

璃ど 云、 是 今の 世に 語る 淨瑞璃 の はじま. 9 なり、 彼淨 

I？ 璃 御前 は 、藥 師如來 の ま うし 子な りし 故、 淨 瑠璃 W 

名づ けられし ビ也、 

〇 目 やみの 地藏 附杜梳 寺の 觀 音の V 


愛の 觀昔は 桂 橋 寺 VJ 申て 、 昔は淸 水の ほ VJ りに あ 

しを、ぃにし へ大水に寺くづれた..^しま、、此所にか 

,9 に觀昔 をう つし 奉る 也、 寺 は 桂の 橋ば しら VJ  、ゆや 

にうた ふ も、 これすな は. X 桂 橋 寺の 事な り、 しかるに 

此目 やみの 地藏 ど 中 は 、 知 恩院の 前な る 中より ほ 

り 出し、 此 所に あんお しける 也、 されば 御 かたちに 鋤 

鳅を あたらせ たまへ る あ V」 あり、 服 一 21^ を 土 くれのう 

づ みたる をき よめけ る- yj て、 かくた  >ら かした る 御 

目 も ，、」 を、 俗 に HT やみ の地藏 VJ 申な. り 、千 手の 御 事 は 

いひ 出る 人 も 稀に して、 地藏 ぼさつの あられぬ 御名、 

世に ひろまり 侍るな り、 いま 觀昔 VJ 地藏 *、」 あ ひ 住し 

てお はします に、^ 歌、 

. あ ひ 住に すめる 地藏 V」 觀世 昔. 

しょせん 此世 はか. CN の 宿な り 

. cm 園 

當社は 伊鲜諾 伊弊册 のみこ ビの 御子、 そ さの をのみ 

こどな り、 此 みこ VJ 出 雲の 國 にて、 手 摩 乳足縻 乳の む 

すめ Jgw 姬 VJ かたら はせ 給 はん^て、 八岐の 大蛇 を 

1^}.らげ給 へ る に、 おろち 尾よ， 5 八 色の 雲 出、 名 劍をど 

らしめ 給 ふ、 これ を あまの むら 雲の 劍 VJ  s. 、三種の 神 


器の 其 一 つ 也、 みこ》」 稻田姬 W すませた まひけ るに、 

八 雲た つ いづも 八重が きつ まごめ に 

やへ がきつ くる その やへ がき を 

是 三十 一字の 詠歌の はじめな り、 されば 敷 島の 道に 

心 をよ せん 人 は、 猶ぁ ふぐ ベ き 御 神な り、 淸和 天皇の 

御 時貞觀 十一 年、 御 託宣 ありて 此 地に うつし 奉る、 牛 

頭 天皇.、」 も 申、 武答 天神 ど も 申な り、 此み こど 南海の 

女子に かよ ひた まひし 時、 日 くれ ぬれば 宿 を かりた 

ま はん，/」 おぼしめ すに、 蘇 民將. ^どい ひ 巨 旦將來 ど 

いふ 兄弟 あり、 この かみの 蘇 民 は 貧しく 、お？ つ.、、」 の 

巨旦は 富め， o.、 こたんに 宿 を か. 5 たま はん，、」 お ほせ 

らるゝ に、 こたん かし 舉ら や、 みこ VJ 遺恨に おぼしめ 

し、 その後 巨旦を 殺させた ま へ るな り、 今 金 神の かた 

ビ いひて いむ 事 は、 此巨旦 將來の 精魂な b 、されば 人 

を 殺さん，/ J 思 ふ 鬼神の 靈魂 なり、 恐るべし 、 さ て 

又 蘇 民將來 は、 家まづ しけれ 共、 みこ W に 宿 を かし 奉 

-9、 粟の 供御 を そな へけ る どなり、 されば その ゆ へ を 

もて、 六月 十四 H のまつ りに、 四條京 極に て 粟の 神 供 

を そな へ 奉る 也、 蘇 民 御宿 を かし 奉る その 御 報恩に、 

天下 疫癘の 事 あれ ども、 そ みん 子孫 は 除かせ 給 ひぬ 
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る、 其 しるしに、 ちが やの 輪 VJ ちいさき 札 を 衣の 葛に 

かけさせよ ビ 仰せら る、 故、 すな は ち 蘇 民將來 子孫 

?J ある 小 札、 幼少の もの ゝ 襟に かけ、 大人の まもりに 

いる、 なり 、今 神前 にて 杉 の 葉 VJ 小 さ き 札 を うけ、 み 

どり 子の 守に かくる これ 也、 さて 當社は 三 座な り 、第 

一 そ さの をのみ こ .ASH^ 第 1 一ず 女 

财 まき P お 12 ヌ姿 第三 やまた のおろ ち、 又 < 王子 

おはします、 これ は. 0 女の 御 はらな. 0- 、年の はじめに 

歳 德の御 神 ど 申 もこの は， 0 女な り、 へう びわう ばん 

な V-VJ 申 奉る も、 八 王子の うちにて まします なり、 へ 

うび ど 申 は 本 地 三ぼう 荒神な り、 わう ばん V- 申 は 本 

地 勝 軍 菩薩な り、 その外の 六 神 本地藥 師如來 あり、 盤 

古 王の 化身 あり、 本地觀 自在 あり、 木地 沙門 あ. 5、 

本 地龍樹 菩薩 あ ，-、 本 地 千手観音 あり、 以上 八將神 

なり、 本社の 西の方の 堂 は藥師 なり、 感神院 のがく、 

こん ぼん 此藥師 の 寺に ありた る 額な り、 又當 社に ぐ 

わん ざん 大師の I？ 像 も あり、 

神前に やへ 垣 かその 八重 櫻 

〇 知恩院 

當寺 は法然 上人のお はし ましたる 也、 此 上人 は、 美 作 

lis 
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の國 いな を か VJ いふ 所に て 生れ 給 ふなり、 漆 間 氏な 

.5、 父 は時國 VJ 申、 母は秦 氏の 娘な り、 しばらく 子な 

かりけ る を わびしく 思 ひ、 父母 佛 神に 子 をい のられ 

し、 ある 夜の 母の 夢に、 かみそり を吞む W みて 夢 さ 

め、 夫の 時國 にか たられければ、 時國 きゝ、 やがて 懷 

妊の 事 あらん ビ あるに、 少しもた が はや、 胎內 重くな 

りて、 長 承 二 年 四月 七日に、 此 上人ビ なりし 人 をう め 

り、 此み V- .5 ご、 かしらく ぼくして か V- あ. 5 、 まなこ 

黃 にして 光 あり "いかさまた.^ ならぬ うまれつき 也、 

母懷 妊のう ち は、 魚肉 鳥類 五 辛 もち ひすして、 しゃう 

じんな. 9  VJ いへ り、 此 男子 十五 歳の VJ き、 延曆寺 功徳 

院 の皇圓 をた のみ 得度 せらる ゝ也、 天台の 敎を學 び 

ての ち、 黑 谷の ゑいく うに 從ひ、 源 信の 往生 耍集を 見 

られ、 所業 をす てゝ 淨士 宗を唱 へ 、承 安四 年に 黑谷を 

いで、 この VJ ころに すませた まふ、 しかるに 相 國兼實 

公、 淨土 の 事をビ はせ たまへば、 すな は ち 選 擇集を つ 

くりて 與へ たま ふなり、 建 曆ニ年 正月 二十 五日 午の 

W きに 、高く 彌陀の 名 號を唱 へ、 頭 北面 西に して 終ら 

せた まふ、 年 八十な. 9、 又 こ ゝを大 谷 寺 VJ もい ふな 
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色 を 避けい まもた つ v> き 僧た ちの 

大 こくじ VJ はえび すご ゝ ろか 

1 笑/ \ す 、御 めん なれ、 

〇圓 山 

此圓山 は寺號 安養寺 ビ いふ 也、 時宗な れ ど も、 遊行 上 

人の 末寺に は あらす、 當寺は 都人 こ，、」 に 心なぐ さむ 

かたな， 9、 爱 なる 池 は吉水 W いふ、 かの 吉 水の 和 尙 VJ 

いふ、 此 所に すみ 給 ひしな り、 是慈鎭 和^の 事、 また 

まく づが 原、、」 いふ 名所 此山 下に あり、 

我 戀は松 をし ぐれの そめ かねて 

まく づ * かよら-  一 M さはぐな り 

是慈鎮 和尙の 歌な り、 我 も 恐れながら、 此本 歌の 俤を 

けがして、 

我 こ ひ はま ゝ のでく る を まちかねて 

ひも じな はらに 蟲 さはぐな り 

〇 長樂寺 

當寺 は、 ていし ゐんの 御 建立、 本尊 は 觀音 にて まし ま 

すなり、 高 倉の 院の 后建禮 門院、 1^ 家滅 C の 後、 此 寺に 

いらせ 給 ひ 御 出家 ありし 時、 安徳 天皇の 御衣な ざ を 

遣 はされ し を、 御 はだに ぬひて、 今此 寺の 什物な. 9、 
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花に きて まふ や あげ はの 長樂寺 

〇 將軍塚 

將 軍嫁ビ いふ は、 梪武 天皇の 御 時、 此 京の 守護神 VJ し 

. て 、八 尺の 土偶 人 をつ くり、 くろがねの 甲冑 をき せ、 


くろがねの ゆみ 矢 を もたせ、 面 鉢 西に 向 はせ たゝせ 

て、 この 山上に うづ ませた ま へ るな り、 天下 禍 ある ヾ J 

き は 震動す る&、 

目く ぎ 穴う ちお さまれ る 御代 なれば 


つか はな か， （^なる 事 もな し 


〇 双 林 寺 

此寺 は國阿 上人の すませた まひし ゆへ、 靈山 VJ 本 寺 

末寺の 爭ひ ありて、 さいつ ころ 公方へ うたへの 事 あ 

、双 論な にど わかちた る もしら す、 ゆ 判官 入道 康賴 

流罪し やめん ありて、 鬼界が 島より 歸洛の 後、 この 寺 

にこ も. 0 ゐて、 ほう ぶっしう VJ いふ さう し をつ くう 

しなり、 すな は, X 康賴 石塔 此所 にあり、 

校 ど 花ビ祗 園に 双ぶ 林 哉 

又 西 行 法師 石塔 此所 にあ， 9、 命日 は 十四： n な .5、 

〇 八 坂 、力う だいじ あ.^ づ、 P 

南 を さして 行く に、 弓手の かたは かう だいじ、 此寺は 

豐臣 公の 北の方 政所 御 建立 也、 めての かたは ぁをづ 

か、 此所 にて 遠矢 を 射るな り、 八 坂の 寺 は ほうく わん 

じ ^ 號す 、聖德 太子 の 御 草創な り、 天曆 のころ 雲居 寺 

の 淨藏此 寺に きたり、 塔の 王城の かたへ かたぶく を 

みて、 それ 塔の かたぶく は 其方に 惡事 あるす いさう 

な， 0 ビて、 その 夜 祈らる ゝに、 西北より 風 吹て 出、 塔 

を ゆるがし 寶鐸こ ゑ をな して、 あしたに みれば、 塔 

婆 まろ ( になれ り、 奇妙 ふしぎ、 みな 人隨 喜の 涙缺を 

ひたす、 又 淨藏此 寺に 有け る 夜、 ぬす 人數十 人來る 
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に 、淨藏 いのる 聲す VJ 開く に 、其 ま ゝ 盗賊の 身 枯木 の 

ごどくに なりて、 たちすくみ にして 、しか/.. 'もの い 

ふ 事 もえせ す、 奇妙なる 率お ほし、 又賀茂 川の 水 を 祈 

られ ければ、 さかさまに 流れし マ」 な b  、しかれば 此塔 

は 五重なる に、 

花の さか. 5 塔に あやかれ 五十 = 

〇靈 山 

此. 5 は國阿 上人の すませた まひし 所な， 9、 此 上人 は、 

伊勢 太 神宮へ あしだにて H 參 ありし なり、 ある どき 

參宮の 道中に、 女の 死にた る ありし に、 此 屍骸 を はふ 

む b, たま ひけ， 9、 されば そのけ がれに て 参宮い か. V 

ビ おぼしめ さる、 に、 かの 死人 は、 天 照 太 神 の 化した 

まひ、 上人の 慈悲 悭貧 をた めした ま はんため なれば、 

も VJ よりく るし からぬ ど、 神の 御 つげ あ て、 それよ 

りすぐ に參宮 あり、 さ る に よりて 一お ま はりの 人々 は、 

参宮の 時、 まへ HI に此國 阿に まい.^ ぬればい み をの 

がる ゝ により、 末の 代までの ためしに なれる 也、 國阿 

上人 そ のどき の 杖 あしだ、 今 も此山 の 靈寶 にて ある 

なり、 またはぶ つの 阿 彌陀. こ 中 も此 所に あり、 寺より 

都の かた をな がむ る景. な、 めなら す、 まこ ど に 千里 


一 瞬な り、 

齒佛 もや 花に はに こ VJ 笑顔 

〇 さんねん 坂 又さん れい 坂 共 云 

こ 、をさん ねん 坂ビ いふ は 大同 三年に 引なら したる 

ゆ へ 三年 坂 どい ふなり，/」 もい へ り、 又 こやす の 塔に 

續 きたる 坂なる ゆへ 、產舉 坂 どい ふビ もい へり、 產は 

うむ ど よみ 寧 はやす き，.」 よむ、 いづれ のせつ も 一 理 

は 侍るな. 9、 かやう の 事 はじゃう のこ はき かたの か 

ちた る ベ し、 

尼 どい ひびく に VJ いへば この さかの 

名 はか はる もな しゃ ありの み 

〇 泰產个 II:--- やす 共 云 也 

もろこし 人の 鷹す ゆる 方 を みれば うば だうな り、 又 

口 の もど の 人の 鷹す ゆる かたみれば 經か くだう 也、 

くるまや v-h- むま W  > め、 そ も./.^ こやす の 塔 は、 た 

むら 丸の 御 娘 懷姙の 時、 御 } ^産の いのりに 建立 あり 

し 也、 御本尊 は觀音 菩薩な り、 丹 州老の 坂に 子 安の 塔 

あ.^、 是 は地藏 菩薩な り、 それ をこゝ ろえ 此塔 も地藏 

か V」 拜 みし は あやまりに こそ 侍れ、 まこ どに 子 安の 

観. 音 どきけば、 一 しほ 有が たし、 人に はえ かたらぬ わ 


が 心の うちにた のみた てまつ る 事 有ければ、 ねんご 

ろに ぬか づきた てまつ る 折から、 いづこの 人な るら 

つ. y  \ 

ん、 つもる 年 十九 か はたち か VJ 思 はる ゝ うる はしき 

よそ ほひした る 女性の、 顏 ふかく か く？ -て、 幾た びぐ」 

なぐく りかへ し C 拜み、 下女 をめ して わに 口の 緒 

な Vj まいら せらる ゝは、 まこ VJ に 心のう ち おしはか 

.9、 われ ど おなじね が ひ 事な るべ し VJ おも はる ゝに、 

なをな つかしく、 わが 身の 祈， 5 よりも、 此人 のね が ひ 

はたし かにう けさせ 給へ かし VJ 思 はる ゝ、 これにつ 

けても、 よろ づの事 を 人の わかちせ すして、 いづれ の 

道に もよ そを憐 み、 我 身 をな， 9 しだい W 思 はい、 道に 

そむかす、 をの づ からめぐ みあり て、 ねが ひご 祈ら 

す W て も 天より 與へ給 はんに、 大 かた 人 は 我慢に た 

かぶり 、人 を 救 は す 我 身 を たてん VJ するな り、 今 わ が 

心に、 女性の ねが ひ を わが 祈りより よくう けさせた 

ま へ かし w 思 ふ も、 これ わが 身 をお も ふ ひが 事 也、 

山の 腰 抱 や こやす の 花の 雲 
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〇 淸水寺 

朝 ぐら だう 田 村 堂 を 行て 本堂に いたる、 それ 當寺 は、 

沙彌 えんちん 寶龜九 年 四月に、 夢み る 事 あるに より 

淀川に 出て みら るれば、 水に 金色の 一す おあり、 ゑん 

ちん ふしぎの おも ひ をな し、 みなかみ を 尋ね も V」 む 

れば、 髓のも VJ にきた る、 一 つの 草の 庵 あ. 9、 うちに 

白衣の 老翁 あり、 名 を 問へば ぎ やう ゑい どい へり、 す 

でに 二百 歲 もてる 千 手の 像 あり、 これ を ゑん ちんに 

與 へ 、ぎ やう ゑい は 東 州に おもむけ， 9、 その 時ぎ やう 

ゑい、 ゑん ちんに のた ま へる は、 我 やがて 歸 らん、 その 

ほ V- は 此 草庵 に すみ 、 又 遲く歸 らば われ を またす し 

て、 千 手の 御寺 をた つ べし VJ のた まひ、 東 州に 去りた 

まふ、 その後 ゑん ちん、 ぎ やう ゑい を 待ち かね、 山 科 

の ほどり に 出ら るゝ に、 ぎ やう ゑいの 御杳 あり、 疑 ふ 

所 もな く かの ぎ やう ゑい は觀昔 菩薩の 化 現なる べし 

ビ、 沓を ど. 9 て か 八り、 その 跡 を 示し 給へ る 也、 延 

曆 十七 年に 將軍坂 上の 田 村 丸 鹿 狩して 此 草庵に わけ 

.  ^  善 五  1 1 
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入、 ゑん ちんに あ ひ 給 ひ、 しかくの 事 を閒給 ひて 有 

がた くお ぼし、 大同 二 年に 御 草創 あ h- し 御寺 也、 又 地 

主權現 はすな はち 淸水 寺の 鎮守な. 5、 本 地 は 文殊 菩 

薩な， 5、 祭 四月 九日に あ， 9、 音 羽の 瀧 どい ふ は、 こゝ 

ど 又 ひえの 山に も あり、 音羽ビ いふ 名所、 山城の 內に 

三 ビ ころ あ， 9、 古き 歌に、 

古今 

音 羽 山 けさこえ くれば ほ-^」 \ ぎす 

梢 はるかに 今ぞ なくなる 紀友則 

新 後 撰 

瀧津瀨 におち そふ 水の 音 羽 川 

せく かた もな き 五月雨の 比 爲氏 

右 兩首淸 水の 音 羽の 歌な り、 

ひえの 山なる 音 羽の 瀧 をみ て 

おち 瀧 律た きの 水上，.」 しつ も， 9 

老 にけ らしな 黑き 筋な し  忠岑 

. 山 科の 音 羽の 歌 

山 科の 音 羽の 川の さよち V- り 

, 及ばぬ 跡に 音 をの みぞ 鳴く 滅中納 職 

千 手の ちか ひに は、 かれた る 木に も 花 さき、 た^たの 

めの 御 誓願、 i 几 咀諸毒 藥所欲 害 身 者 念彼觀 音力 還 着 

於 本人 VJ きけば、 わが 眼疾の あらん 限 ，9 は、 大慈大悲 


古今 


の 御ち からにう さしてた び 給 へビ、 

いのる まなこ 慈悲 を ぞま千 手觀昔 の 花 

〇 六 はら 

大 谷の 藤のお ぼっかな き、 鳥 部 山の あはれ なる、 そヾ」 

は 思 ひやる も 心 ぼ そし、 犬の 聲も けう .yj くきこ ゆれ 

ば、 立 か へ- 9 六道の あはれ なる をな がめ やり、 南無 地 

藏ぼさ つ 又は 閻魔，/」 伏拜 み、 六 波羅に まう でぬ る、 此 

觀昔 は湛慶 作な， o、 又 平家 淨海 木像 あ， o、 又 東の かた 

に签也 上人の 像 あり、 鹿の角 を もてり、 此鹿角 を もた 


せ 申 事 は、 むかし 空 也の つれぐ を どひ 慰めし 鹿 あ 

り、 ひ，、」 ひふつ か 見えざる 事 あ. e- し を、 いか い V」 獵す 

る ものに たづね たまへば、 かり 人の 手に かゝ り、 かの 

鹿むな しくな る W いふ、 空 也な げかし くお ぼして、 そ 

の 角 を こ ひた まひ、 また 獵師を もしめ した まふに よ 

... 'て、 その後 佛 道に 赴きし VJ なり、 今の 鉢 叩き、 かの 

獵師 のな がれ V」 いふな， 9、 うへの 衣 はさる ごろ も V」 

いふ、 はじめに あら はす 如く、 當 寺の 尊像 湛慶作 なれ 

ば、 

火 を V」 もし さぐ やたん けい 花の 枝 

〇 豐國 

こ、 は 公方 太閤 秀吉公 を 大明祌 に 祝 ひ 奉る 御社 也、 

豊國大 明 神の 額 は 後陽成 院 の御袁 翰な. 9、 いにしへ 

はい VJ きら ゝ かにして、 宫守 も釉を つらね、 朝ぎ よめ 

夕の ビ もし 火 か \ げたて しに、 今 は 露 ふせぐ たより 

だに なく 朽 はて、 鳥居 は 倒れて む ぐらに かくれ、 ま 

こ^に 一 たび は榮へ 一 たび は衰ふ 世の なら ひ うらめ 

し、 天が下 しろしめす 御身に だに か ゝるこ VJ は あれ 

ば、 數 ならぬ 身の すぐせ 怨みが たし、 社頭に 言 問 ふ も 

のどて は、 あしたの 露 夕の 嵐、 はかなき ためし 見る に 

sn- 第 11  I 


つ きすして わびし、 機 も M ならではお VJ な はす、 nr も 

千 種の 虫なら では 言 問 はや、 あはれ 昔 は 諸 侍 駒の ii 

むし をなら して まう でつ るに、 いつしか ^螂が 斧の 

かひな く、 今 はか ゝる 草の 下に 足 ま ど ひ. yj なり、 末の 

思 ひ はき- 5 A\ す、 い ど 'さびしく 身に しめば、 たれ 

こうろぎ いひ も あへ す、 はた を. 0 蟲は あ， 5 ながら、 

しら ゆ ふ もた むけす、 鈴蟲 のこ ゑき け 共、 かぐらの 音 

せぬ ぞ かなしき、 

あはれ どよ くに 民 かてぬ 山 ざく ら 

〇 大佛 

此大佛 は 秀吉公 御 建立 ありし が、 程なく 回祿 し、 御子 

秀賴 再興 ありつれ. W も、 開眼 供養な かりし ゆへ か、 し 

やかの 鐽も 鈍く、 二王の 面め も 破れた. 5、 又是 なる 塚 

の 五輪 は、 秀吉公 こまいく さの 時 切り取り 給 ひし か 

の國の 人の 耳 を 塚に つき こめられ しゅへ、 耳 嫁 どい 

ふ 也、 

みる ご 聞、、」 まよ ひ を さくる 大佛の 

をし へに かな ふ 二王 耳 塚 

〇 三十 三 間 

こ ゝは鳥 羽 院の御 建立、 ： 牛の 忠盛 奉行に て造營 あり 
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し 也、 本尊 は 千 手千牀 也、 此寺 供養の 日、 導師 衆病悉 

除 身心 安樂 ど唱 へ たま ふに、 其聲 洛中に みて り、 此時 

病に 犯さ る、 もの 二 萬 三千 人 あ- 9 つるが、 一時に 平癒 

して、 毒 命長延 をえ たる ゆ へ に、 +11.. 號 を！^ 瘡寺ご い 

ひ、 院號を 得長壽 院.、 J いふ 也、 其後乂 後白河の 法 為一の 

御 5^ 立 ありし、 是も千 手千姊 なり、 是を新 千牀、 /」 い ひ 

逮 花王 院ど號 せる 也、 さて 又 昔 はな か し 事なる が、 

三十 三 間の 堂の うしろのえん にて 矢數 をい るな り、 

ちゃう ま へ VJ いふ は、 一 筋 通す を のぞむな hs  、今 他國 

にも 此堂 がた をう つし、 弓ビり 共け いこ を よんで、 こ 

こに のぼり 矢數を 射るな り、 通り 矢 は 堂 見 あ..^ てし 

るし を 引な.^、 もつ ども 摸 陵の 手な し、 

ぬく る やうに くわん をん たのみ たてまつる 

矢に て は あらや われ はやま ひ を 

〇 泉 寺附 いまく ま ©tf い がん じ 

此 御寺 は齊衡 年中に 左大ぉ 緒嗣御 建立な り、 昔に 仙 

人の 遊びし 所 なれば 仙 遊 寺 どい ふな. 5、 其 後 正 法 寺 

の 俊^ 上人 来朝より 歸 朝し、 この 寺の 住持 ビな り禪 

律の 宗を はじめら るゝ 也、 かたへ に靈水 わき 出る に 

よりて、 寺號の 文字 を 改め、 ま 浦 寺に なせるな り、 四 


條の院 VJ 申 奉る みか は、 此 上人の 御 さいたん VJ い 

ひった へ 侍る 也、 かの みか ざ 崩御な されし を、 此 御寺 

に 葬り 奉つ るに よ.. M し、 それより このかた、 崩御の 御 

葬送 この 寺に てお こな はる 也、 又 かの 足疾 鬼が 盜み 

し牙舍 利、 VJ..y か へされて 此 御寺に あり、 

風の 手の 花 をぬ すむ や 足疾鬼 

一. 花ぬ すむ 風に、 いだてん ゆかし、 さて 新 熊 野せ いがん 

じの 爭は是 にて 語.. > 申さむ、 いまく まの は 紀州熊 野 

三 所の 權現 を勸請 あり、 本 地 十一 面觀昔 也、 弘法 大師 

の 御作 也、 せいがん じ は、 佐 伯 きんゆき 建立 也、 高 倉 

院 みさ ゝぎ此 所に あり、 又小督 尼に な ての ち此寺 

にあり し 也、 

〇 御影堂 

五條の 石ば しょり 南 をな が ひれば、 融 のお.、」^ ちか 

のし ほが ま をう つした ま ひ 、 六條 河原の 院今は 煙 だ 

にた ゝゃ、 うら さびしく も 見え わたる かな、，、」 つらね 

られし 歌の すがた、 さながら ビ こそお ぼ ゆれ、 又はし 

づ めの 八幡宮 、いど かう， t.,^ しく 有が たし、 それより 

此 寺に まう でぬ る、 こゝ に 一 遍 上人の 御影 あり、 昔 は" 

一 道心 堅固なる 女に は、 一 遍か みそ- 9 をく だし、 時宗の 
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らに よ、 又此所 に敦 盛の 由緖を かた れば、 

扇 さ へ 馬から おりて さゝ るれば 

こや あつ も， 9 のさ い ごなる らん 

〇 いなば 藥師 

碓の昔 ご ほ./,^、、」 なれば、 夕顔の 宿 は いづこに ゃヾ」 

なつかしく、 光源氏の 惟光 をめ して 一 も，、」 乞 はせ た 

まひし を、 御隨 身に 白き 扇の つまこが したる にの せ 

てま. いらせつ る、 たそがれに ほの，， 晃た まひし 御 

車よ せし も此 あたり、 遠ぐ は あら じど、 ゆかしき なが 

ら言問 ひもせ すして、 藥師 如來に まう でぬ る、 そ も そ 

も 此如米 は、 因幡の 國の 海底より 網に あがらせ たま 

へ る.^、 い VJ た う W  く まし ま せば、 おろそかに 安置す 

べき 所な く、 1^ 盤の 上に うつし 車り し. 5〕、 それ を中納 

言行 }^、 此 都に 傅へ 奉れる 也、 されば 網の 目に かゝら 

せ 給 ひ、 又 基盤の 目 を 守りた ま へ ば、 いよく 有が た 

く、 わが 目の ゎづ ら ひもい やして たうべ よ VJ  、かけ ま 

ぐ も かしこく 祈り 奉れば、 如來の 願むな しからす、 や 

まひ かつお こたり ぬる 比、 過に し 年、 

露の 玉 は 鈴 はる やうの 木目 かな 

又 今 狂歌、 


法 を 授け 給 ひしに、 いつの 比よ， 9 か あやまり、 當寺 な 

Vj はめ ビる ためしに なりた. 5、 法義は 一 遍の ながれ 

をう けつぎ ぬれ 共、 遊行の 末寺に あらねば その 咎め 

もな ぐ、 まして 世の 謗り もなければ、 今 改めぬ はこ 

いな i 

はりに お ぼ ゆる、 程なく いつのまにやら 翁に あやか 

れる もめで たし、 煩 惱，、 J いふ も 菩提な b  、悟れる う へ 

に はさ，/」 り あり、 米 } へ るう へ に は 迷 ひ あり、 も VJ より 

無 一 物、 歌 ふ も 舞 ふ も 法の 聲、 折 ひる 扇の 拍子 を り 

て、 歌 は いうた へ 舞 は いま へ 、釋迦 のつ ま はやし ゆだ 
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棊 ばんなる 藥師 いのる に 海よりも 

あげたる 濱を よむ やま ビ歌 

〇 新 玉津島 

此御 神の やしろ、 所 を しれる 人 稀 也、 松原 通 烏 丸 西へ 

入 町 南が は、 商人の うらに まします 也、 其 あた. 0 にて 

尋 ぬれば まが ふ 事な し、 是は紀 州玉津 島の 明 神 を、 五 

條の 三位 俊 成卿此 所に 勸請 也， かたじけなくも 玉津 

島の 明 神 は 和歌の 守 神 也、 允恭 天皇の きさき 衣通姬 

をい は ひ 奉る 也、 

新 娘せ 今 神祇  . 

今こゝ にう つす もた かき 宮井 かな 

も VJ の 猪の 玉つ しま 姬 權中納 言雅綠 

すき ビ ほる 霞の 月 や 玉 律 島 

〇 五條の 天神 

此御 やしろ は 少彥名 命 VJ 申 奉る、 天下の 萬 物の 病 を 

おさめた ま へ る 御 神 也、 每年 せちぶんに、 人み なまう 

でゝ おけら 餅な Vj うくる は、 病 を 除く 例な hs 、もし 又 

世の中 騷 動の 事 あれば、 看督 長のお ひたる 靱を かけ 

られ けるな り、 

花 もま だすぐな ひこな や を そ ざ ぐら 

0 本願 寺 
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東西た. かひに、 天が下 か-. -れ なき 威勢 あらそ ひ ある 

事 なれば、 今 われ ご どきの いか V 由來 をい ひ 出ん や、 

親鴛の 御た ゝ，. >  も 恐ろしければ、 VJ かぐに 口 を ふた 

ぎて 心のう ちに、 

根 を VJ はレ 花や 本來無 東西 

〇 東 寺 

當 寺の 弘法 大師 尊像 は、 みづ からき ざませ 給 ひし 也、 

御 まへ なる 极を三 鈷の扱 VJ いふ はいか^ ぞゃ、 三鈷 

の 核 VJ いふ は 高野山に あり、 此 寺の 核 は 獨鈷の 挺 ど 

いふべ き 事 也、 高 雄 は五鈷 なり、 さて こ ゝ の 僧 を 長者 

ビ いふなり、 又 勾當檢 校な ざい ふ も 高野山 當 寺の 僧 

官 なる を、 い つの ころよりか、 めくら 法師の 官に もも 

ちゅ、むかし；^^法大師守敏ど祈.9の爭ひぁりし時、互 

ひに 决 せす、 されば 弘法 はかう ご VJ にて、 このし ろ 

いふ 魚 を やかせ、 人の 香 を 風に たぐへ ちらし、 葬送の 

儀式 あるに 守敏心 ゆるべ、 さて こそ 弘法 入滅 VJ た ゆ 

め るう ちに、 弘法い よ 》(» 法力 をつ のらせた まひ、 遂 

に 守敏は あ，.」 なくなせ， 9、 まこ VJ に權 者の はかり ご 

ぐ」 なを ありがたし、 

富に あかぬ 長者 や 寺の 花 ざ かり 


o 羅生門 

大內 裏の 時の 南門 也、 賴 光の 前にて、 渡 邊の綱 VJ 保昌 

あらそ ひて 鬼 } ^げんど、 しるしの 札 を もて、 綱の まか 

りし も 愛也、 むかし 又 都 良 香 VJ いふ 人、 氣 はれて は 風 

新 柳の 髮 をけ づ， 9、>、J いふ 句 を も VJ め、 末の 句い か > 

あらん あんじけ る 時、 此門を 通り 侍る に、 門のう へ 

よ b  、氷き えて は浪舊 苔の ひげ を あら ふビ つぎたり、 

これ こゝ にす みし 鬼神の 句な り、 

む ぐら 生 ひて あれた る 門 のい にしへ は 

か， 5 にも 鬼の すだく 息 あ ひ 

〇 西 寺の しゅびん 塚 

これし ゆびん の 御寺の 跡 也、 賞け る 玉の 數も かひな 

く、 草深き 野 どなり、 嵐 はげしく 露の 玉ち るば かりに 

て、 今 は 守 敏塚ビ 名 をい ひ 出す 人 もまれ， 也、 

歌 も 詩も翱 字に かゝん 花の 友 

〇大^1 寺 あま 寺 W 云 

此 寺は坊 門の 內府 のぶち か 公の 御 娘、 鎌 倉の 三代 將 

軍實朝 ム の御臺 所に てお はしける が、 將軍身 終らせ 

たま ひて 後、 御髻 をお ろし 給 ひ、 この 所に 籠らせられ 

しゅへ 尼寺 W いふ 也、 二世に 契. 9 の 通 ふ 故に や、 大通 
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寺 共い ふ 也、 い つ ぞゃ此 所に て 誰 やらん、 

ちる あ yj は げに あま 寺 や 女郎花 

〇 水 やくし 

淸盛 入道 淨海 熱病に 犯されら れし 時、 これなる 水に 

て 洗 はれければ、 こ ゝち凉 しぐな. 5 しど.^、 まこ どに 

あ.^ がた き 靈佛靈 水 也、 先年 此 井の 內 より わき あま 

る 水に 外の 病 を 洗へば 、いさぎよく いえた，， 、內の わ 

づら ひに のめば， 快くお こたる、 その 人々 のま こ V」 を 

ぬきんで ゝ 祈れば、 すせ うに あ. がた きため し 多 か 

b け. 9、 猶ぁ ふぐ べき 如來 にこ そ、 

胸に たく 火け してやぬ るむ 水 やくし 

〇 傾城 町 

昔 は 三 筋 町、、」 て六條 にあり し を、 十 VJ せ あなたよ. 5 

こゝ にう つされ て、 四 壁に かこみ 門外 いづる 事 かな 

はねば 籠 鳥の 如し、 誠に 秋來 見， 月 多 一一 歸思 1 ど雍陶 が 

詩 を 思へ る 人 はなき にや、 されば ひたすら 色好みの 

若人 は、 朝な 夕な あゆみ を はこび、 あ ひみる こどのう 

•yj きに は あら じ、 千里 も 尺なる べし、 それ 傾城 傾國 

VJ いふ 出 所 は 漢史に 見えた. 5、 李 延年が 歌に、 北方 

有 n 佳人； 絕 世而獨 立、 一 顧 傾 二人 城； 再 顧 傾 二人 國 i こ 


oJ 
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れ 傾城 倾國ど いふ 名のお こりな， o,、 もろこしに は 虞 

氏 楊 貴：^ 王昭 君な ざ みなこれ 傾城な，^、 本朝に は 鳥 

羽 院の御 時、 島の 千歳 若の 前、 これ 白拍子の 根源な 

り、 いにしへ は 室の 泊 三 島 江な ざに あ. 0 て、 舟 跻の旅 

人に 愛せられし ゆへ、 流れの 女 W もい へり、 今國々 所 

所に 遊君お ほければ、 いづこ も 美女に 乏しから す、 人 

間 七十 古來 稀なる 身に、 誰か 此た はぶれ をな さいら 

んゃ、 身の 後 は 金を堆 して 北 斗 を さそ ふ VJ も、 生前 一 

橄の 酒に はしか じビ いへ り、 丹花の ロもビ 芙蓉の ま 

なじり、 微、 渦 は あさが ほの 露 重げ なる が 如ぐ、 み.、、」 

,5 の髮は 楊柳の、 きの ふの 寿 雨に さど そめられて、 に 

ほへ る 朝 H かげう つ， o、 た ゆむ ばかりの 東風お ビづ 

れて、 行人した ふに 似た. 0 ヽ されば 梅が 香 を 櫻に 句 は 

せ、 柳が 枝に さかせ、 ほ VJ ゝぎ すの 聲 そへ、 ゆ ふべ の 

月 あしたの 雪 を こめたり VJ も、 なぞら へがた からん、 

I  か 5 え ふ 

力ぐ うる はしき 形に 溝 葉の 媒も たのます、 はこぶ 錦 

木 も いら や、 ゎづ かの たから をつ かひ どして 逢み る 

寧なる に、 かの 武藏 のかみ さよ 衣^ いら へられ、 艷書 

をな げかへ されし 折からに、 か、 る 遊君 はみ ざるに 

や、 叶 はぬ 戀に あこがれ しなり * かば か .o い.^ じきた 


はれ 女に は、 すこしき 價を すて、 鴛 驚の ふすまの 下 

に 枕 をつ ぎ、 薰香 ころもに あまし 閨に みたす る、 まこ 

VJ に 上品 上 生，、」 やらん もよ そなら す、 生ながら ほぐ」 

けどな り、 都 曲 をき けば 妙 昔 菩薩の ようがう か VJ 疑 

はる、 今 こ、 に おもざし は みれ V- も その 名 を しら ぬ 

も あり、 あるひ は 名 はき ゝ俾 ふれ ざ も その 形 をい ま 

だ 見 ざ る あれば、 いづれ あやめ ，、」 引 わ づら ひ、 よそに 

のみ 見て や 止みな む 葛 城の、 祌 ならす してよ るの ち 

ぎり を、 S ふうかれ 女に したしまぬ は、 すぐれて おろ 

かなら し、 されせ 〈よき ほざに て やみがた きも の なれ 

ば、 一 時の 榮 花に 一 生の なげき を 招く、 あすかの 川の 

瀬の 淺く ながれに なれぬ る は、 世の W がめ もうす く、 

老 鶴の 子 をお も ふなら ひ、 たかやす の i の 二心 をう 

ら みぬ 事 なれば、 憚の 關も ゆるす めれ V- 、しのびの 岡 

の はつ 草 も、 いつしか しげ くしげ、 れば、 終に 主君に 

仕へ す、 親 W さか ひ 妻 W わかれ、 身 を 巷に た、 しめ 

て， 先祖 をよ ごし われ を さいなむ、 末の 极山波 こえむ 

ヾ」 契. 0 しも、 忘らる、 身，、 J な. 0 てよ その ながめに な 

す、 かぐ 口惜しの 身ながら、 なを 命は惜 まる ゝ もの に 

て、 え 死に もやら す、 貪る 心の み 深く なれ，.^、 無常に 
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迫りた る 身-/」 はい へ V- 、人 ご，、」 脆き にも あらねば、 つ 

れ なき 命に うきめみ せんより、 須臾の 樂 しみ を やめ 

て 長き 憂いの なからん こ，、 J を 思 ふ べし、 しかし 富め 

る 人に いふに は あらや、 賴 のまね をす る 鳥 は 木 鬼 も 

笑 は ん か 、又 傾城 は 無 屈き なる も の など ビぃ へる は、 

無學の 人の！！ 也、 さに は あらす、 身 を 忘れぬ ほ V- のた 

はぶれ に は、 誰 VJ て も 臨終の 夕まで、 此 えよう すて ざ 

るよ け れ共、 必色 に 耽りて は、 迷 ひ を あるじ V} して 身 

の 程 を 忘れ、 忠も 孝も義 もお もはや、 魂 を かれに 奪 は 

るゝ ゆへ の 戒め 也、 搖聲美 色 は 易 レ惑レ 人 マ」 もい へり、 

されば こそ 承久 の兵亂 は、 白拍子 龜 菊が なす 所に あ 

らす や、 まこ VJ に國を かたぶけ 城 を かたぶく る もこ 

れな り、 よく 愼 みよく まじ はるべき 道の わき まへ い 

ふに たら や、 一 たび 此 事に なれて は、 今 は 屮絕ぇ 忘れ 

た， 0  VJ い ふ 共、 お ほく は 底 心 に 忘 れ ぬ も の な，c^•た  ，、」 

. ひ黑燒 にし たれば ビて、 五八 草 はき ゆる ビも、 このお 

もしろ き VJ 思 ふしゃう ね はの こる ベ し、 W かく 傾城 

辻 風に は 逢 はぬ が ひみつ、 か へんなん いざ、 

くせつ こそす がた こ VJ ばの 花い くさ 

〇 壬 生 

.  ： 三百 十三  ： 
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三百 十四 


雀の 森 をみ わたして 壬 生の 堂に まう でけ る、 そ も そ 

も此 御本尊 は 六道 能 化の 地 藏薩埵 なり、 いにしへ む 

ほん 人、 武藏 の國の 住人 香 勾 新 左衞門 高遠 W いふ も 

の 落人 な、 9、 此地藏 ぼさつに 賴を かけければ、 菩薩 

寺 僧 かどお ぼしき 法師に ならせた まひ、 高遠に のた 

まひけ る は、 さやう の 姿に て はかな ふま じ、 其 太刀に 

此 念珠 を^ りか へ、 つまぐ. 0 て此 もん を唱 へ よ VJ て、 

以大神 通 方便 力 勿 4- 墮在 諸惡 趣，.」 い ふ 事 を 授け たま 

ひければ、 敎 への 如く 念珠つ まぐ. 9 もん を唱へ 居け 

るに、 よせての 人數、 此 堂に 押 寄せ、 こゝ かしこ ど 高 

遠 を尋 ぬるに、 すでに 高遠 を 見 つけ ぬれ v> も 、念珠 を 

くり もん を唱 へ 、も VJ よ. 0 地 藏の御 加護 なれば、 よせ 

ての 目に は 高遠 を まう で の 人 VJ みえて、 少しも か た 

きの 思 ひがけな し、 しかる 所に 地藏 ぼさつ、 法師の 御 

姿に て、 血の つきた る 刀 を さげて おはし ましければ、 

よせての 人々 あやしみ、 此 法師 を 高手小手に いまし 

め、 つめ 牢に 入れ 置き、 目 も はなた やま も. 9 ゐ ける 

に、 夜の 間に 牢を ぬけて 何もな し、 ふしぎに おも ひ 壬 

生の 堂に きて 御 づしを 開き みれば、 高手小手の 繩、 地 

藏 菩薩の 御衣に 其 ま ゝかゝ ，9 て あ. 5、 人々 瞻を 消し 


尊く おも ひ、 逆綠 ながら 値遇に あ ひ 奉り、 よせての 人 

數も髻 をき りて、 ひたすら 後世の 道に い， 9 にけ る、 あ 

りが たき 御本尊、 中々 語り 盡 しがた し、 

有明のっれなき壬生のねぶっょ..^ 壬 生唯視 

き やう げん ほ Vi な ，フ くもの はなし 

〇 神泉苑 

天子 御遊 覽の所 也、 むかし 神 龍 あ， 9 此 池に げんす、 さ 

れば雨 乞に は、 此 所に 祈り を かくる に 忽ち 雨く だり、 

有が たき 事い ふに たらす、 又 正月に 眞言 院に てうつ 


53 ちゃ. 4 

球 打 を、 此 所に 出して やき あぐる 也、 法 成就の 池 

ふは此 池な り、 いは ゆる 今の 左義 長の 事 也、 此義 一 說 

に、 西域より 中華へ 佛 書の 渡りし 時、 儒 佛の書 を 左右 

につみ て 火 を かけ、 左の 義長 する VJ いふ 事に、 さぎち 

やう や 唐土 や 御 本 や，/」 いふ ビ云說 も あ. 9、 今一 說も 

あれ ざな が./, \ しく、 かつ は 神 泉 苑の事 をい はん VJ 

て左義 長の 事 をく はしく あかさん は、 かの 傍題 さや 

らんの 類なる べし、 又驚の五位なh^しも此所にてな 

り、 天子 御遊 覽の御 時、 さぎ を VJ らし めん おぼしめ 

し P へる に、 さぎ VJ んで たつ に、 御 ま へ に まします 人 

人、 勅定 なり VJ のた ま へば、 鷺御庭 へ たち か へりて 手 


にわた る、 其 時 五位 を 下されし ど 也、 

五位 鷺 はきて みよ あけの 花 衣 

〇 二 條の城 

弓は袋にぃれ，^1は箱にぉさまる御代なれば、 天守の 

しゃち ほこ もい よ？ （\ 'ひれ あ，^、 堀の V- うがめ もな 

を 萬歲を つげ、 國土 安穏に して、 五つの たなつ もの ま 

す./ \. みのれば、 民も畔 をゅづ -9 あ ひ、 まこ VJ に 武運 

長久、 天下 泰卒 この 時 也、 かゝる 折からに こそ、 發句 

も ざれ 歌 も 

の V- けさ やかん この 荅も鬚 矢 倉 

なれ みても めでたく なりぬ 城郭の 

ほりの V- ぅ龜 いく代 へぬ らん 
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〇 北 野の 天神 

此御舯 は 今 の 高 d;- ，、レ 號す御 家 の 、是善 ど 申 に 、養 は れ 

たまへ るふ. 0 人 也、 延 喜の みか V- に 右大臣 ど な. 9 て 

仕へ させ 給へ る 也、 和漢の 賢才 人に こえさせ 給 ひ、 帝 

の 御う しろみ、 國の おさめ あらん 事 を、 其 時の 左大臣 

時-牛 そね み 給 ひ 讒言 ありて、 昌泰四 年 正月 廿 《 に、 筑 

紫へ 流し 奉らし め 給 ふな. 9、 遂に 延喜 三年 二月 廿五 

日に、 配所に て かくれさせ 給 ひ、 安樂 寺に 葬りた てま 

つる、 御 年 五十 九な， 5、 その 年の 夏、 淸凉 殿に い かづ 

ち 落つ る、 これ 右大臣 さすらへの 御 恨みの 愤 の は 

やくな す 所 也、 天德 三年 九月 廿三 W 庚申の 夜、 內裏回 

祿す、 其 後 圓融院 の 御 時まで 營 みたてた まひし に、 一 

夜のう ちに 天井の 板 虫ば みて、 文字 を あら はし 歌 を 

なす、 

つくる VJ もまた もやけ なむす が 原 や 

むねの いたまの あらんかぎり は 

又い かづち VJ ならせ 給 ひて、 左遷の 仇 をむ く はん VJ 

つ 二百 十 m 
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おぼしめ さる、 に、 その ころ 比 叙の 山に、 尊意 僧正 ど 

てた つ 、、」 き 人 まし. （- 、九し きの ま V- の 前、 十 じょう 

の 床の ほど， 5、 瑜 伽の 法 水 をた ゝ へ、 三 密の月 をす ま 

せる、 夜 ふけて つ ま卢を ほ W  ならす 音せ り、 た 

ぞ ど 問 はせ たまへば、 過に し 二月 下の 五日に 世 を さ 

りし 菅 丞相 也、 讒言の 仇 を 報 はんため いかづち VJ な 

らん、 其 時 僧正に 勅使た ち、 祈りの 詔く だる VJ も、 參 

內 ありて たま はるな ビぉ ほせられ ける に、 曾 正 開 仏 5 

ひ、 勅使 二度まで は參る まじ、 三度に 及 は  > 、普 天の 

下に ありながら 參ら では かな ふま じ VJ お ほせら るゝ 

に、 菅 丞相の 御け しき か はり、 御 まへ なる 柘榴を かみ 

ぐ だきて、 つま 戶 に 吹き かけ 給 へ ば、 火えん VJ な. 9 て 

つま 戶 はやけ あがる に、 僧正^ 水の 印 を 結び 給へば、 

火えん はきえ にけ り、 天 歷九年 三月に 御 託宣の 事 あ 

りて、 大內の 北 野に 一 夜に 千 本の 核 生た. 9、 此 所に 御 

社 をた て、 天滿大 自在 天神 ど 祝いた まへ る 也、 一 條の 

院 にいたり、 正 暦 四 年 五月、 宰府 安樂 寺に 勅使 をた て 

紛ひ、 太 政 大臣 正 一 位 をお ぐらせ たま へ る 也、 その 時 

御 神託の 詩に、 

昔 爲，， 北 闕 被&  士， 今 作，， 西 都 雪， 恥 屍， 
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生 恨死歡 其我奈 從， 今 望 足 護 i 基， 

又 配所に て 古里の 梅 を 懐かしく 思 召し 給 ひ、 御 歌に、 

こち ふかば に ほひお こせよ むめの 花 

あるじな し VJ て 春な わすれ そ 

これにより て 梅 飛び 配所の 庭に 生やる 也、 御 神 かく 

れ させ 給 ひて 後、 七 百 五十 年忌 近年 有し 也、 其 時 北 野 

に 萬灯會 あ. o、 折から 詣で ぬ る 人 誰 やらむ、 

梅 VJ に ほへ 丁子が しらの 萬灯會 

一 、御前の 廻廊の 內に社 一 つ あり、 是は筑 紫に て、 天 

祌 につな をし かせ まいらせつ、 御 もてなし 有つ る 白 

太夫，、」 中 をい はへ.^、 

一 、老松の 明 神 は 天神の 御 眷族 也 、末社の 內、 東より 

二番の 御 やしろ 也、 

一 、紅梅 殿 は 金山 天 王 寺 どい ふ、 觀音 堂の 前に 有、 

一 、ふねの 宮 VJ 申 は 一 夜に 生た る 千 本 极 をい はへ り、 

一 、ふねの 宮 VJ 申す つ いきの 北 は藥師 也、 

i  、笑 ほどけ VJ 云 は 、佛書 儒 書 を 左右に 置 て燒き し 時 

の、 双方の 童子な. 申す、 しか じもん じゅふ げん、 

一 、塔 は虛 {<H 藏 菩薩" 乜、 

一 、會 所の 前の 五輪 は辨才 天、 Mm;^^ ゆ 


一 、南の 鳥居の そばなる 五輪 は 淨藏貴 所 どい ふ、 此人 

親ど子の綠ふかき事ぁるにょ..^て、 中陰の 忌み 過て 

まいる 也ビ い へ う、 五輪の 中には 小佛 あり VJ ぞ、 

それ 天 満天 神 は、 むじつの 罪 を はらし、 風月の 道 を 守 

. ^給 ふどきけば、 今こゝ にかた はらいたき 事 をつ い 

る、 そ も. （- やま VJ 歌 は 此國の 風俗に して、 祌盧 にも 

かな ひ佛 意に も かよ ひ、 よこしま を 返け て 正しき を 

補 ひ、 力 を も いれ やして あめつち を 動かせり..」 也、 さ 

れば國 平らかな らん も此道 にしく はなし、 况んゃ 身 

を 修め 家を齊 へん を や、 され Vj も 鶴 を さくに 牛の 刀 

は 用 ひがたし、 こゝ に 俳諧 歌 あり、 紀の貫 之 古今 集に 

その 一 體を あら はせ b-yj い へ 共、 心 をえ がた し、 俳諧 

の 連歌 もひビ しかるべ けれ ざ、 當世 士農工商 までう 

w からぬ 俗 詩 をよ せ、 ひたすら もて あそび，/」 せり、 さ 

は あれ V -、 いひ 捨の 戯れ 心 慰む かたどの み 思 ひて 吐 

ちらし、 俳諧の ほい を あやまてる 人 も 有べ し、 これた 

だ 君. 臣 親子 兄弟 夫婦 朋友の 道 を さ，/」 し、 氣形 草木の 

こ，/」 は り を 感じ、 身 を 修め 家 を 守り、 人 を 救 はんの も 

VJ たる 俳諧なら し、 戯言な れ共 おも ふより 出づ 、神 を 

まつる 時 はいます がご VJ  くせん 事 を わき まへ、 隣に 


喪 ある 時 は 歌うた はぬ 道 をなら はん はしたり、 弓 削 

らんに は箕 をつ く. 0 なら はせ るが 如ぐ、 此幽に 生れ 

て は 敷 島の 道に 入るべき はじめ を、 きょ.^ 難き 所 

をく だかし めん 俳諧の 連歌な. 9、 われ 如きの あそび 

事 どば かり 心うる はたが へ. 5  、 今次に 記す 八 句 付、 心 

句 鉢に か 、はらす、 は しづくり の兩字 もこ ど 字の こ 

ゑ を かり 用 ゆる、 さらに 人の ため に は あらす、 われ 健 

忘の だすけ にか， きつけ、 身の 戒を 配る 也、 

配戒之 連歌 

養 性 をつ ねに わすれな 花 心 

家職の つ ビ め はげむ 永き H 

無理な せねば わが 身 も 長閑に て 

慈悲 あるむ ねの うちはたの もし 

うそ はっかぬ もの- yj 不斷 のた しなみ に 

人 あなどら やそれ- C の禮 

おごらぬ や 月 もみち て はかけ ぬらん 

藝は あれこれ！^ なら ひおけ 

一 、連歌 賦物 五ケ は、 山、 路、 木、 船、 人、 

山 は 伊せ、 跻 は住吉 、木 は 春： n  、船 玉 律 島、 人 は 人 九、 

一 、 一 字露顯 はた VJ へば、 
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H を 火、 蚊 を 香、 名 を 菜、  . 

一 、二字 反 音 はた VJ へば、 

花 を繩、 夏 を 綱、 水 を 罪、 如， 此 下から 上へ、 

一 、三 宇 中略 は、 

霞 を 紙、 菖蒲 を 雨、 桂 を 唐、 如 レ此中 一 つ はぶく、 

一 、四 字 上下 略 は、 

鶯を橛 、玉章 を极、 苗代 を 橋、 如レ此 上下 を 松る、 

一 、連歌 俳諧の 席に て 殊に 腿の きざす はうる さし 1 こ 

れらの 座に 限らす、 夜 にても 晝 にても、 ふくべ を 木に 

つるした る やうに、 時ならゃぁたまをぶら，9/^\»ど 

ふらめ かす は、 其 身の 行跡つ たなく お ぼ ゆる、 されば 

ねぶりの 犯さぬ 藥ぁ. 9、 ゆめ-/. \ 相傳 なき 率 なれ ざ 

も あら はし 侍る、 老人の 睡は人 も 罪 ゆるせ， 5、 是は若 

人. のために、 

みや 5 がさ 5 

一 、客 荷 草 を や はら かにた ゝ きて 尻し きに 入る、 又 下 

帶 下紐に もぬ ひこ まる、 もの 也、 に ほひぶ くろほ VJ 

にして 尻の あたる 所に ぬひつ くる、 猶ロ傳 ゎリ、 

〇 西方 寺 

此寺を しんせい ど 申はノ いにしへ しんせい ビ いひし 

びくに、 はじめて 結び 住みし 庵室なる が ゆ へ に、 その 
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名 を 用 ゆるな り、 今 も 比丘尼 か は ^に、 堂に てよ 

る ひる 念佛 たえす、 又 しんせい 拔 にて、 寺 中に 視をも 

つ 事なら す、 い VJ すせ うの 事 也、 

花の ふる は淨 土の 春 や 西方 寺 

〇 紙屋 川 

こゝ をみ な 人、 かい 川- yj い へる は、 あやま， 9 か あやま 

,.^にぁらざる歟、雲林院をぅぢゐど い へ ば、 此川も そ 

のた めし か、 され ども かみや 川 ど いひて はは づれ す、 

古今 集 物の 名に、 かみや 川、 

むば たまの わがくろ かみや か はるらん 

鏡の まへ に ふれる しら 雪 紀貫之 

はいかいの 花や 四 ひらの 紙屋 川 

此ぁ なた 1^ 野 なれば、 右の 句 中に 立 入 侍る 也、 

〇 平 野 

當社は 今 木の 神、 久 度の 神、 古 關祌、 相 殿比賣 神、 又 第 

一 みなも ど 氏、 第二た いら 氏、 第三 高 階 氏、 第 四大江 

氏、 すべて 八 姓の 祖 神な- 9、 延喜 年中に 此 御社 御 さう 

そう あ， e- - 

枝の 花は幣 かの つ VJ は 极の聲 

又 津の國 に 平野 VJ 云 あ， 5、 これ は仁德 天皇の 廟也、 


o 千 本 閻魔 堂 

此寺は 小 野の 篁 建立 也、 閻魔の 像 も 篁の 作 也、 さて 暮 

春の 念佛 は、 龜 山の 院の御 時文 永年 中に、 如 輪 上人 W 

申 人 はじめられ しな， 9、 白 毫院に は 紫 式部 古墳 あ、 り、 

船 岡 山 をな がめ やり、 或は 大灯 國師 開山たり し大德 

寺 を 見め ぐり、 雲 林 院の花 もな つかしく、 又定家 卿の 

時雨の ちん VJ いふ は、 今 寺 町 通の 上に、 くわん ぎじ w 

いふに 由緒 あれば ゆかしく、 遙に 衣笠 山 を 望む に 、む 

かし 夏の 日、 雪 をに せて 衣 を ひかれし 故の 名 也、 又 千 
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本の 花 はふ げん ざう なれば、 

ふげん ざう の 花つな ぎ- y」 めよ 柳 髮 

〇 今宫 

當社は 一 條の院 の 御 時、 民 疫癘に なやまされけ るに 

より、 紫 野に 社 をた てゝ、 疫癘の 神 をい は ひな だめ 給 

ひし 也、 されば 1 羽め てた て 給 ひける によ. 5、 今宫 VJ 申 

な， 5、 神馬な V, ひかせられし 也、 

しろたえの W よみて ぐら を どり もちて 

いわ ゐぞ そむる 紫の 野に 藤 原 長 能 

今よ. 9 は あらぶ る  > ひまします な 

花の 都に やしろ さだめつ 同 

花 ちらす 風に 長 能が 歌 もがな 

〇 上賀茂 

むかし 健 角 身命 VJ 申す あ. 9、 其 息女に 玉依姬 W 云お 

はせ. o、 ある 時せ みの 小川の ほ W りに 逍遙 有け るに、 

水上よ. 9 丹 塗の 矢 流れき たる、 W りて 歸， 9 屋の 上に 

さしはさ む、 其 後 ふし ぎ に 懷姙し て 男子 をう めり、 心 

得す あやしきながら おふした て、、 この 父 をし らん 

ため、 三 歳の 時に いた. 9 て、 里人 を あつめ 酒宴 さかん 

なる 時、 かの 男子に 盃を もたせ、 なん ぢ父 にこの 不處を 
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さすべし ビ あれば、 男子 K 肌 を 丹 塗の 矢の 前に 置き、 わ 

れは 天神の 子な り ビ て 、忽ち いかづち VJ ならせ、 天に 

のぼ- 5 て 地に くだれる、 今の 上が も わけ いかづちの 

祌 これ 也、 下が も は 御祖の 神、 これ 玉依姬 なり、 また 

丹ぬ りの 矢 は、 素靈 鳴の みこ V」 の 御子お ほ あなむ ち 

ビ 申す の 化し 給へ る 也、 此矢も その 時い かづち ビな 

り， 天に あがらせ ける 也、 今の 核の 尾 大明神 これな 

b 、此 かもの 御 神 Is!!?- お ほき 中に、 五月 五： 《 の ぐらべ 馬 

こどに もの 見に て、 かう 》i{\ しくお ぼえ 奉る 也、 

ほめられて かつに のるな りき ほひ 馬 

やぶる 一 坊 は あい もた まらぬ 競馬 かな 

〇 下 鴨 

當社の御^^-は、上にてぁらはし侍る如く、御祖の神ビ 

申 奉る、 玉 依姬是 也、 かの 丹 塗の 矢に 鴨の 羽 あれば 此 

所 を 鴨 ビぃ ふなる VJ ぞ、 愛 は 又たい す VJ 申す 也 、神前 

に 御たら しあり、 侮 年 水 無：；； 末 十 H のうち は、 人の ま 

うで もつ ねよ り おびた  > しく 侍るな り、 あしに かゆ 

る だんご もお かし、 

みだらし やげ にも 花よ， 0 だんご 哉 

〇 本滿寺  . 
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當寺は 廣布山 本滿寺 W 申て、 n 逮 上人の 御 流、 H 傅 上 

人の 御 弟子、 玉 洞 妙 院日秀 上人の 御 建立 也、 天 正 年中 

に： H 重 上人 VJ 申 あり、 其 比 丹 波の 國せ りゃう VJ 申 所 

の 山中に、 讀 經の聲 聞え し を、 里人 ふしぎの 思 ひ をな 

し、 あたりの 土 を 穿ちて みれば、 日蓮 上人の 御影 を ほ 

り 出せり、 是を 此本滿 寺よ h- ひたすら えまく ほしき 

ど 願 はれ、 終に 思 ひ を どげ、 當 寺に うつさ しめらる、 

也、 それ 佛法 繁昌の 所 は 王城のう し VJ らの方 成べ し 

ビ ある 事、 思 ひあたりた. 5、 まこ VJ に 當寺は 都 東北の 

角 也、 諸人 あゆみ を はこび、 妙なる 法の 花 さかんなる 

事、 お ほん 敎 へ にもた が はす、 しかれば =1 蓮 上人の 上 

行 ぼさつの 御 さいたん にて、 末法 佛經 のた め 衆生に 

佛架 をビげ させ 給 はん VJ の 御 願 也、 南無 妙法 蓮華 經 

南無 妙法 蓮華 經、 

南無 三 寶月ぞ かくる、 嶺の雲 

無 ざん な. 9 っゐに 入ぬ る 山の 月 

妙なる や 月に つまぐる 珠の數  • 

法の 聲 けだい をな すな 月の 秋 

蓮 葉に 未来 はの ぼれ 胸の 月 

たて i> な 

華や 月に どひよ る 墓所 


經に 後世 を わするな 月の 友 

〇 しんにょ だう 

本尊 は 阿彌陀 如來、 慈覺 大師の 御作 也、 元は ひえの 山 

にお はし まし、 今 は 都に 拜 まれ させ 給へ る 也、 ひえの 

山 は 女の まう でた やすから ぬ故此 地に 移う 給 ひ、 五 

障の 罪深き 女人 を も 救 ひ 給 はん 爲也、 されば 八 さい 

の h- うによ も、 なんばう 無垢の 成 道 をうれば、 况ゃ人 

身ビ してな Vj や 願 は ざらん、 すいえんの 波た て や、 眞 

如の 月 を 照し 給へ、 なむあみだぶつ なむあみだぶつ、 

な なぞら ふや もろき 命 ど 春の 花 

む むじ やう こそお これ 若木の 花の 風 

あ あらし 吹 花や へんす る 世の ためし 

み みるう ちにちり ぬる 花や 會者定 離 

た だいじな り あす しらぬ 身の はな；：」 ゝろ 

ふ ふる 雨に 生死のう みや 花の 浪 

つ つ ゐに行 道 を しらする 落花 かな 

〇 百 萬 ベ ん 

寺 號は知 恩 寺 VJ 申 也、 法然 上人の 住せ 給 へ る 御寺 也、 

上人の御弟子せぃくゎん坊に此寺を讓h^給ふ、 其 後 

の 住持 淨忠 W 申 上人 も 智識に て ありし が、 病に ふす 
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人 を も 十 念に て 癒し 給へ る 也、 疫癘 杯い ふ 邪 氣を感 

する は、 猶々 十 念の 力に 返き 侍る^ を もて、 今 も 世 

に 疫癘の なやみ あれば、 此 寺の 僧 をし やう じ、 念佛百 

萬遍唱 へし むれ ば 奇特 あるに よりて、 丙 一 Si: 遍 ど 申 也、 

さぐ 花に 數も百 萬べ んたら .9 

〇 革 堂 

一條の かう だう ビ いふ は 順 禮觀音 これな..^、 此革堂 

ど 申 は、 そ も）/^ 筑 紫の 僧に 行圓 上人 ど いふ あり、 宽 

弘ニ 年に 帝 城に 遊べ り、 革 ごろ も をき たまへ る 故に、 

みな 人 革 上人，、」 いふ、 或 時 上人 ゆめの つげに より、 賀 

茂の 神祠の 傍らなる 槻の 木に て、 千手觀 音た け 八 尺 

の 尊像 をき ざみ、 小川の ほ W りに 行 願 寺を營 みて 安 

置 せらる ゝ なり、 されば 行圓 上人ね が ひの 寺なる ゆ 

へ 行 願 寺，、， J いふなり、 か はごろも をき ませる 上人の 

たてられ しゅへ に 革 堂 VJ も 申すな. o、 先年 聚樂 のた 

ちし- yj き此、 /」 ころに うつれる 也、 

花の 换せ くやまい り W 下 かう だう 

又此 所に かも 大明神 を もい は ひ 奉りて まします 也、 
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〇 吉田 

當社は 山 蔭の 中納言 春： n 四 所 を勸請 ある 所 也、 奈良 

の 京の 御 時 は、 宮女も かの 御山に まう で 給 ひし を、 程 

遠ければ 叶が たく、 今 禁裏 まぢかく 此 山に うつされ、 

官女 婦人た やすく まう で 給へ るな り、 かぐら 岡 ざい 

ふ は 禁中の 神祇官 也、 いづれ のお ほん 時に か あ- 0 け 

む、 此 かぐら 岡に うつし 奉り 給 へ るな り、 是 H 本國中 

の 神祇お はします 所 也、 一 條の院 御 在位の 御 時、 此山 

に はじめて 行幸な させられし VJ 也、 又是 なる ち ふく 

ゐんど 申て、 虛空藏 菩薩 を 安置し ける 寺 は、 兼 好 法師 

他 を遁れ てす みし 跡な り、 又こゝ なる 觀音は 新 はせ 

寺 V- 申て、 十 一 面觀音 也、 

拾 遣 神樂 

名に たてる 吉 田の 里の つえ なれば 

1^ つぐ どもつ きじ 君が 萬 代 兼 盛 

すべ ら き 

皇も たのむ 宫 井，/」 な， 9 にけ ，0 

た^山 かげの 名殘 ばかりに 從 三位 爲實 

八重 ビ 一 重 花やよ し 田の 早 稻晚稻 


〇 白 河 

此所 は忠仁 公の 御在所 也、 かの 大臣 御身 終らせた ま 

ひし どき、 

ちの なみだお ちて ぞ たぎつ 白 河 は 

君が代までの 名に こそ 有 けれ 素性 法師 

その 後白河の 法皇、 この 所に 院の 御所 をつ く， 5 て 住 

ませ 給へ る 也、 法 勝 寺の 六方 九重の 塔》」 いふ も此所 

にあり-、 

きれば ちる や 白 河 石 も 小米 花 


〇 新黑谷 

源- 上人 ひえの 山の 黑谷を 出 給 ふ 時、 いづち かわが 

念佛の 繁昌し て 、衆生 濟度 の 誓願 を 達せ ん ノレ 、諸 菩薩 

に 祈誓 ありて 瑞相を まち 給へ るに、 此 所よ.^ 紫の 雲 

たちのぼ- 5 しかば、 こゝ こそ わが 法の 弘 まるべき 所 

ビ 思 召、 あ W をし め 給 へ る 也、 さて こそ 紫雲 山 金戒光 

明 寺 VJ いひ、 新 黑谷ビ は 申 也、 塔の 前の 藤 さかりなる 

ころ、 

. むらさきの 雲 こみぬ る や 山の 藤 

此 所に 熊 谷の 次 郞直實 、又敦 盛 石塔 ある 也、 

〇 永 觀堂， 

こ、 を禪 林寺ビ いふ 也、 永觀 律師の 建立して、 禪律淨 

土の 三宗を をけ り、 大和の 當麻寺 W 同じき 也、 はす 

の 糸 に て 織れ る 曼陀羅 は當麻 のまんだら の あま hv ヾ」 

ぞ、 又み か へ ，9 佛ど 云 は、 永觀行 道の 時 あみだ 佛ぉ な 

じく 行 道な りて、 跡 をみ か へ.^ 給 ひたる 御 形 をう つ 

し 奉り、 末の世まで 拜 まれ させ 給へ る 也、 又永觀 律師 

の 作の 物に、 十 因 yj いふ 書物 あ- 9、 

花に 目 やみ か へり 佛 下向 衆 

〇 南 禪寺附 靑蓮院 


瑞龍山 南 禪寺は 親^ 國師の 開基に て、 五山の 內 のつ 

かさ 也、 ちかき 比の 金地院 は、 禪 のさう ろくたり、 さ 

て それより 靑蓮院 にさし かゝ る、 こゝは 皇孫の 御 出 

家なら せ 住ませ 給へ る 御寺 也、 內に  一二 申 をい は ひま 

つらし め 給へ り、 まこ まに よしなき 事 は 聞かざる が 

よし、 よしなき 事 は 見ざる がよ し、 よしなき 事 は 言 は 

V?- るパょ ン、 此三. S. 傳教大 

さる 力よ， L 師の作 也、 

お ふた 子の 敎 へな， 5 -yj も 花 VJ 實に 

心の さるの 徳をも VJ めむ 

〇 東 福 寺 附萬籌 寺  . . 

山 號惠日 山、 寺 號東福 寺 VJ 云、 開山 聖 一 國師 也、 入唐 

ありて 無 準の 弟子たり、 伽藍の 材木 朝鮮 木な り、 趣 一 

入定 は 十月 十六 ni 也 、每年 の 開山 忌 に、 入定の VJ ころ 

に 年 數の札 あれば、 今 こゝに 記さす、 その 日 無 準の け 

さ、 そのほか ぼくせき いだして、 諸人に 見せし む、 聖 

一 の 木像 ひつじ さるの VJ き ほ V- にかき いだせ り、 ま 

た 當寺通 天の もみお は 名高し、 兆 殿 司よ h> このかた 

櫻 はう へや、 

くれな ゐの雲 は 通 天の もみお 哉 

又满壽 寺い ま 此寺內 にあ， 5、 五山のう ちの 一 ケ寺 也、 
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昔 は 九重の 內 にあり し 寺なる ゆ へ 、山號 はなし、 

春の 日の あまげ にむ す やまん ぢ うし 

〇 稻荷 

此御神 は、 和 銅 年中に いなり 山に 現じ 給 ふ VJ いへ り、 

祭禮 四月 卯の H なり、 弘法 大師 東 寺の 門前に て あ ひ， 

たま ひ、 東 寺の 鎮守 VJ なせり W もい ふなり、 明 神お き 

なに 形 を かへ させ 給 ひて、 いね を 荷な はせ 給 ひし 御 

姿 を あら はし 給 へ るに より、 稻荷 VJ いふ VJ もい へり、 

神輿 五社な， 9、 御旅 所より 東 寺へ ふるな り、 この 所に 

て 祌供を そな ふるな， 5、 此御神 弘法に あ ひた まひし 

ころ は、 東 寺の 伽藍 建立の 折からに て、 ばんじ やうの 

かれい ゐ まいらせ そめし 例に て、 今 も 神事の 日は大 

ェも ビ よ， 0 卿 供 を そな へ泰る ビ なり、 

よもぎい るゝ いなりの 茶屋のう すの 餅 

あ を か. 5 しょりお も ひつくな り 

〇 藤の 森 

深 草の 里 をす ぐるに、 昔の 言の葉 ざ も を 思 ひつ いく 

る こそ あはれ なれ、 うつせみ はから をみ っゝも VJ な 

がめ、 あるひ はかりに だに や は 君 はこ ざらん のお も 

ひ、 あるひ は 野邊の 櫻し あらば ど ； 詠せられ、 うづら 


なくなる 深 草の 里 VJ つらねられし は、 歌き ぐ さ へ 身 

にしみ てお ぼ ゆる、 さて 藤の 杜の 御祌靈 は崇道 天皇 

なり、 祭禮は 五月 五： H にて まします、 此御神 は 御靈八 

所の 內の 一 神 也、 

神 も 跡 をた る ゝゃ极 に 藤の 森 

〇 伏 見 

後 拾遺 

都人く るれば か へる いまより は 

伏 見の 里の 名 を もた のま じ 橘 俊 綱 朝臣 

新 古今 

ふしみ 山 松の かげより みわたせば 

あくる 田 面に あき かせ ぞ ふぐ 変 成 

伏 見 山 ふ もどの きりの たえ 間より . . 

遙 にみ ゆる 宇治の 川 波 常 磐 井 入道 g 太 § 

花に かく 歌 や 鰹の ふしみ 山 

〇 宇治 

みやこの たつみ 名所 あり ビ、 人 はいへ タ」 もま だ じら 

す、 伏 見の 夢 もさめ ぬれ、 夜 を こめつ ゝも立 出る 人 ま 

れ なれば、 木幡 をす ぎ 五ケの 庄の あみだ を拜み 奉る、 

是 は次郎 どい ふ 者の 網に あがらせ 給へ る ゆへ、 世の 

人み だ 次 郎、、 ， "いふ 也、 やがて 宇治橋に 至りぬ る、 それ 

此川は 西國ー の 大河な り、 いにしへの もの、 ふ 共、 先 


ノ  c^3^ 
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茶 をのみ しま ひての ぁビ に、 茶碗 を 鼻に よせて、 意氣 

がよ し VJ ほむる は あやまり 也、 意 氣ど いふ は飮 まぬ 

さきの 香.^、 飮 みしま ひて あ V」 の 茶碗に 殘り たる は、 

えんか  みち しゃ 

菌香 どい ふな hNVJ、 世に 名高き 此道 者の 物が たり 閒 

うけ 侍る、 され 共 茶の む 人 をた めすに、 今時 大 かた 茶 

碗に 殘れる あ  の 香 を意氣 どい ひ ぬれば、 われ ひ VJ 

り此 事し りが ほに 菌香 ど ほめん より、 人な みに して 

居て、 心のう ちに は あやま ，9^ まこ./ J を わすれす し 

て、 もし 人に 問 はる ゝ時は 答 へ たき 事な. o、 よろ づの 

道に、 この 心得 は ある べきな り、 

一 、橋姬 ど いふ は此橋 詰の 社 也、 北に あたらせ 給 ふ、 

離宮 は 住 吉の明 神 也、 よな ぐ 此橋姬 に 通 はせ 給へ 

る ど 也、 

古今 築 

さむし ろに 衣 かたしき こよ ひも や 

われ を まつらん 宇治の はし 姬 

平等 院は 宇治の 關白 殿の 御 建立、 惠 心の 僧都 說法ぁ 

b し 御寺な り、 金 葉 集雜の 上に、 忠史 法師 うぢの 平等 

院の寺 主にな りて、 宇治に 住 付て、 ひえの 山の 方 をな 

がめ やりて、 

宇治川の そこの みく づビ なりながら 


陣後ぢんの事は^^な人耳にみてれば、 今更 かたりい 

でん も 珍しから す、 そ も ？ （ -.. - 昔より 茶 は 人の 交り を 

なし、 ねぶり を さまし、 胸を淸 くし、 〈德ぉ ほき もの 

也、 茗ど いひ 茶 VJ いふ は 同 物に て、 つむ 時の 早き 遲き 

にて か はる 名な hN  、もろ）^ の藥 種に も、 VJ る 時節に 

從 ひて、 同 ものに 名の こ W なる あ 、こ ゝに又 古し へ 

よ. 5 七 種の 名菌ど い へ る は、 

森い わ 井う もし 川下 奥の 山 

ふ も VJ の 朝日 琵琶 を ひく 也 
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®1 くも かゝ る.；：； i ぞこ ひしき 

1 、扇の 芝 は賴政 さいごの 所な り、 

む もれ 木の 花 さくこ VJ もなか-.^ しに 

身の なる はて ぞ あはれ なりけ る 

一 、朝 = 山の 歌、 

ふもビ をば 宇治の 川霧 たちこめて  - 

雲ゐ にみ ゆる 朝： n 山 哉 權 大納言 公實 

一 、こじまが さきの 歌、 

續 古今 

癸に ほふ こじまが さきの 山ぶ き や 

八十 氏人の かざしな るらん 藤 原 光俊 

一 、やまぶきの 瀨の 歌、 

ち. 5 はつ る やまぶきの 瀨に行 春の 

花に 棹 さす うぢの 河 長  西圓寺 入道 

一 、宇治川の 凝 は、 治 承の 戦に うたれ しもの ゝ. U 魂ぐ」 

もい へり、 こうしゃう 寺 は、 近き ころ 再興 ありて、 道 

すがらの けしきお もしろ く、 のぼ， 5/.- て眺 gl! えな 

らぬ 山な. 5、 いにし 比 辛夷の はな を 生て、 茶の 發 句せ 

よ W いはれ て、 

花 ど 茶 や こぶしになる ゝ 鷹の 爪 

まきのし まに て、 


花の も VJ に醉 てやく だ を まきの 島 

〇 八幡 

此 御社 は 筑紫宇 .拉 八幡 をう つし 奉る 也、 淸和 天皇の 

御宇に 紀 氏行敎 ど 云 僧 あり、 宇佐の 社に まう でゝ 一 

夏 九 句の つ-ため あり、 或 夜の 靈 夢に、 王城の 傍らに 

すみて 皇 を 守らん ど あ， りし かば、 示現 を奏閒 せん 

ビ、 行敎山 崎に 至る に、 又 あらたなる 夢 を 蒙る， さめ 

て 東南 を みれば、 男 山 媳の嶺 に 光 か^ゃけ b  、是 八幡 

のす ませ 給 はん 所な. OVJ て、 其 時淸和 天皇 此社 をた 

て させ 勸 請し 給へ る 也、 圓融院 天 元 二 年 三月 廿 八日 

に 初めて 行幸 ありけ る 也、 

花の木 は 伽羅のに ほひ や 鳩の 峯 

〇 山 崎 

愛の 御 神 は 酒 解 神， ヒ申 也、 又此 所に むかし 上宮 太子、 

百 濟の佛 作りに きざませ 給 へる 十一 面觀 昔の 像 有、 

沙門 慈 信 あんお せり、 觀音 ある 夜 沙門 慈 信 夢に みえ 

させ 給へ る は、 山 崎の 民、 誠 をぬ きんで 慈悲 あり、 い 

よ C 守らん、 菩薩の 像 をう つす 所を營 むべ し 、御 

身よ. 9 光 を 放ち 給 ふ 也、 さて 又た から 寺 を伏拜 み、 離 

宮八. 噃 にぬ かづ き、 延命 じ、 しゃう， 9 うじ、 かうた にす 


ぎて、 むかう の 明 神に 參る、 當 社の 額 は 小 野の 道 風な 

b  、しかれば 山 崎に て、 

^花やよ V- の 隣の たから 寺 

〇 大原 

此所を 小鹽山 どもい ふなり、 奈 良の 都 を 長 岡に 遷し 

給 ひける 時、 春： n 四 所を勸 請の 所に てお はします 也、 

後 撰 

大原ゃ をし ほの 山の 小 まつばら 

はや 木 高 かれ 千代の 影み む 貫 之 

續 拾?. 35 

こがらし も 心して ふけし めのうち は 

ちらぬ 悄ぞぉ ほ はらの 山  周^ 內險 

f?I 千載 

大原ゃ をし ほの さくら さきぬ らし 

神代の 校に かゝる 白雲  正三位 爲實 

色に 出て いはぬ ばかり ぞを しほ やま 

まつ VJ は 風の 便りに もき け 入道 前 太 政 大臣 

同 

ちはやぶる 代 もき か ぬ くれな ゐに 

をし ほの 山 はもみ ぢ しにけ， 5 爲 定 

此所 にげん ひん 僧都の 古蹟 あり、 又 西 行 法師め でし 

，あ hv、 

東風 ふけ ばげ にも 西 行 ざ くら 哉 

〇 鳥 羽の 戀塚 
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此戀嫁 は文覺 上人の きづけり、 文覺 俗の 時、 たうの 盛 

遠 VJ いふ、 其 比 源の 渡 W いふ もの あ， 5、 此 渡が 妻 を 盛 

遠 こ ひ あこが る、 也、 たへ かねて 渡が 妻の 毋を媒 に 

たのめり、 母 思 ひも ふけぬ こビな り、 わが 娘 VJ いひ、 す 

でに 渡が 妻 V」 なした る 上 は、 いかなる 事 あ hN マ」 も媒 

かな ふま じ v> いふ、 盛 遠 聞て、 なかだちせ ざら ば 母 を 

殺さむ W いふに 、母せ むかたな ぐ、 或 時 娘 をよ びて、 盛 

遠お も ひの 程 を 語. 9、 なんお ひそかに 夫の 渡が 目 を 

忍 び、 盛 遠 にあ ふべ し、 さなき に 於て は ゆ が 命 を 盛 遠 

はたすべし、 孝行 を 知らば 盛 遠に まみえ て、 母 をた す 

けんか VJ いふに、 娘な く- (^思 ふやう、 盛 遠に あ ふま 

じビぃ へば 母 を 殺す、 是 不孝 也、 逢へば また 夫 をす つ 

る、 是 不義な り VJ  、心のう ちに 思 ひ 定め、 詐. 0 ていふ や 

うは、 われ を 盛 遠 さほ Vj まで こ ひ 給 は .5- 逢 ふ ベ レ ノレ 

て もさら ば窃に 忍ばん より、 わが 夫の 渡 を 盛 遠に 殺 

させ 給へ、 みづ から ぁひづ してうた せん、 夫 はて ゝ後 

心靜 かに 世 を 憚ら や あはむ VJ いふ、 母此 よしを 聞て 

盛 遠に く はしく 語る、 盛 遠 も VJ よりが うの もの、 喜び 

勇み 渡 をう たん VJ 思 ひ、 あいづ をビ るに、 渡が 妻の い 

はく、 いっくの 夜 ふけき ませよ、 かしこの 閨の內 に 
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す もの あり、 これ こそす はや 渡 ぞビ思 ひ、 細 首 やん V, 

打 落し、 しすました， 0 ビ思ひ 立 出て 其 首 を みれば、 わ 

が 戀ひ慕 ひたる 女の くびな， 9、 されば 貞女 は兩 夫！. i 

まみえざる ためしな. 9、 母に 孝 VJ いひ 夫に 義 VJ いひ、 

其 身 ひ，、 JhN の 死 を 厭 はす 外 を 助け、 まこ ど に 節 女な 

、 それより 盛 遠 此事を 悲しみ 、番 をき りて 文 覺ど名 

をつ き 高 雄 山に のぼ， 5、 此 きりたる 女の 塚 をつ かん 

所 を はるかに のぞみ、 すな はち 鳥 羽の 里に きづけ. 9、 

なづけて 戀塚ビ いふ これな り、 碑の 銘に いはぐ、 

吁 節婦兮 惟孝 惟義 石 可 兮 貞名不 y 已 

折から 求 女 塚の 昔 も 思 ひ 出られ、 女 塚の 古しへ も あ 

はれに 慕 はる ゝ、 まこ どに か ゝる戀 塚 貞女の 行跡 は、 

異國も 本朝 も、 末世の 女た る 者に 聞 しらせ まほし き 

事 也、 舜を學 ぶ は舜の 徒な 、又 狂人の まね て 大路 

を はしらば 則 狂人な り、 いつは りても 賢 を まなばん 

を 賢 ど いふべ し VJ こ そ 侍れ 、 

戀 塚の 石よりか たき 人 ご.、 ろ 

鳥 羽 かりい ふはい ふ にたら すよ 
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髮洗 ひて ふす もの わが 夫な， 9、 ね やの 戶 ざし をす こ 

しみ づ から あけて 置くべし、 立い. 9 て あやまた すう 

つ ベ しどい ひ あはせ お-き、 さて 其 夜の 宵の ほざに、 失 

の 渡に かれが 妻 酒 を 强ひ飮 ませ、 かく を 知らざる 

ほ V- よはせ、 その 酒の みたる 座 を さらす その ま、 渡 

はふ させ、 ふすま をき せ 置きて、 かの あいづ を VJhs た 

る 閨の內 に は、 渡が 妻髮洗 ひ^したり、 やう— 夜 ふ 

ぐるに 、盛 遠 渡 をう たん VJ 思 ひ、 敎へ し閨の ほど. 9 に 

ゆけば、 いひし に， たが はや 戶を 少し あけ、 髮洗 ひて 臥 
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〇 くらま 

みぞろ 池、 いちはらな ざ を 行て、 ふごお ろし こそ を か 

しき 物 なれ、 はつ 寅 二の 寅な V- にば か. 5 ある 事 か VJ 

思へば、 いつ ど て も 所の よしある ものに い へば、 おろ 

して まう での 人に みせし むる 也、 それより 八 町 坂 七 

まが h- 過て 御 まへ にまい， o- ける、 そ も），， \«  くらま 寺 

は 藤の 伊勢 人の 建立 也、 常に 觀昔を 安置 せんこ ど を 

思 ひ、 いづれ の 地 を か 求めん- yj 心に かけらる ゝに、 あ 

る 夜の 夢に、 城 北の 山に 白 髮の翁 あり、 つげて いは 

く、 此地 天下に すぐれた. 9、 山 は 三鈷の 形に 似て 常に 

五色の 雲 いづ る、 なん ぢ この 所に 觀音を 安置せば、 利 

やく 無量な らん ど い へ 、いせ 人 夢に 問て いはく、 お 

きな はた ぞゃ、 翁 答へ ていはく、 王城の 鎮守 貴 船の 明 

まなぶ」 い へ. 9、 伊せ 人 夢 さめて、 夢中の 山 いづく VJ 

もしら や、 いか， 5- して 夢に みたる 所の 山 を 知らん VJ 

思 へる に、 いせ 人 常に 乘れる 白馬 あり、 それ 白馬 は靈 

畜な..^、なんぢゎが夢みる所をしらんyJ、鞍を飾，oて 
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白馬 を 追 ひ 放ち、，、」 3- まる 所 を さだめん VJ 思 へる に、 

此馬 こゝの 山に ビ^ まる、 伊せ 人 夢に 兒し所 VJ 少し 

もた が はざる 形な り、 此馬 のど V ま b し 所に て、 びし 

や もん 天の 像 をえ て、 これ を 安置 せらる、 いは ゆ る觀 

音 VJ 多 門、 名 はか は， 9 て 一 鉢な り ど、 又 夢の つげ あ 

り、 よりて 此所 をく らま 寺 VJ い ふなり、 又 ひ VJ つの 堂 

をた てゝ、 觀 昔の 像 を も 安置 せらる、 也、 今の 寺の 西 

にある 觀昔院 これな b、 

おる 花に 異儀 をい ふなよ 鞍馬 寺 

〇 僧正 谷 

此谷は 不動明王 示現の 地な り、 源の 牛 若、 舍那王 丸 W 

いひし 時、 16. 治の 亂れ をの がれて、 此 あなたなる 鞍馬 

寺に 入、 ある 時此 谷に 至りて 山ぶ しに あへ. y  、山伏 牛 

^^9にぃふ、 われ 術 をえ たり 傅 へんどい ふ、 牛 若よ 

bc^^ へり、 ます- 兵法く はしく して、 十五 歲の 

時 奥州に ゆき、 壽永 元年 平家 ビ合戰 して 其 功 勝れた 

b  、文治の 一羽 一 一度く らま 山に 來り、 彼 山伏 を 尋ね あは 

んぐ」 思 ひ 給 ひ、 此 谷に 入 給へ 共、 廿： 〈後 終に 山伏み え 

す、 これ 天狗に て 有し 也、 

まれに 出ば 鼻 を たかはれ 天狗萁 

三百 二十 九 
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〇 貴布彌 

此 御社 は 龍神な り、 されば 雨 乞に も 又 雨 を やむ るに 

も 此宮を 祈るな り、 又 夫婦の 中 を もま も h- たま ふ 御 

神な 、むかし ひで， 9 の 時、 賀 茂の 社 司 こゝに まう で 

雨 を こ ひし その どき、 賀 茂の 幸 平 歌に、 

お ほみ 田のう る ほふば かりせ きか け て 

いせきに をビせ 川上の 神 

和， M 式部 夫の 簿情を うら み 、此祌 に まう で、 みたらし 

川に VJ ぶ猹 をみ てよ める、 

ものお も へば 澤の ほたる も わが 身よ. 9 

あく がれ いづるた まか VJ ぞ みる 

此時御 神、 男子の 聲を なした まひて、 御 歌、 

お く 山に た ぎりて をつ る瀧津 せの 

たまち るば かりものな 思 ひそ 

うはな り は 花 ちらす 風の きぶね 哉 

.  かな む 

おなご 竹に どまる 整ゃ鐡 輪の 火 

〇 いは 屋 

めぐ， CN/.- て くるま 坂 を ゆき、 まんじ ゆた うげ を こ 

えぬ るに 、まんお たうげ か、 まんじ ゆた うげ か VJ 問へ 

ば、 たうげ の 茶屋の あるじ、 中に あんの 入た る もの を 


一 さしいだ して 、まんおう たうげ 也 どい ひし もやさし、 

いはやに いり ぬれば、 さしくち に 一 す ぢの瀧 あり、 そ 

れ よりの ぼ. >  ぬれば 不動明王な. 9、 これ は 弘法 大師 

の 御作に 石の 尊像な り、 厨子 VJ ちゃうに こめたり、 開 

帳た び-,^ あり、 すぐれて ありがたき 明 王な り、 され 

ば國々 所々 より 參籠 ありて、 病 をい やし、 こたび 喜び 

の 眉 を 贈く、 いづこの 人に か あ. 0 けん、 眼疾 うれ ひ 侍 

るに、 不動明王に 祈. 5 を かけ 此 所に 參 籠し、 つれ，^ 

の 折から、 

やむ 目よ. 5 みる めビへ かし ほ VJ ゝ ぎす 

岩窟に 香水 あ， 9、 

香 氷 やひら く  VJ 岩の はなの 露 

〇 醞醐 

上の 醍醐 は 女人け つかいの 山 也、 貞觀の 末に 聖寶ひ 

らき、 顯密 のニ敎 をのぶ、 延喜ニ 年に 僧正 VJ なれ- 9、 

同 九 年に 酲醐を 賜 はって 官 寺たり、 塞 寶 ど もし 火の 

も VJ に 書 をよ みたま ふ 時、 ねぶ-り を さまさん 、茶盞 

を，、 J  .5 たま ひし 半夜の 比、 うつば， 5 の 上よ， 5 大蛇の 

形盞 中に うつる、 聖寶仰 い で 叱す、 蛇 忽ちに 退きみ え 

す、 又 蛇 を 平らげ 給 ひし VJ て 叙 あり、 此 山の 靈寶な 


り、 又 如意 あり、 背に 五師子 をき ざみ、 面に 三 鈷件を 

える、 顯密 ならび 學べ る 事 を 表せり、 此 如意 は 東大寺 

舆 福寺兩 寺のう ちに 今 ありまい ふ、 in 寶は延 喜 九 年 

四月に 病に ふし、 同 七月 六日に 身 終れる 也、 年 七十 八、 

天の 月 もす めば 太鼓 や M 醐山 

笠.、」， 0 山、 炭 山、 日 野 山 を 行て、 長 明が 跡 あはれ に、 お 

, り 琴つ ぎ琶琵 おも ひ 出て、  • 

琵琶 琴の ちいん もたぬ や 糸す ゝき 

下の 醍醐 は 三 寶院ど 申し、 山伏の つ か さなり、 此 庭に 

佐々 木の 三郞盛 綱、 ふぢ es の わたしの 淺瀬を 尋ね、 か 

の 下らう を 一 かたな 刺し ゝ時、 尻 かけし 石 あ. o、 なづ 

けて ふぢ 戶 いし VJ いふ、 また 聖護院 は 本山 W いひ、 此 

山を當 山まい へば、 

當山 ゃ楓も 色に そみ かく だ 

〇 大原 

旅の 疲れに やせの 里 を 過て、 大原 にっきに ける、 法然 

上人 大原 問答の 時の せう この 阿彌 陀伏拜 み、 かの 女 

院の御 あんじ つ、 阿波の 內 侍の 影 も あはれ なり、 せれ 

うの 里の 細道、 おぼろの 淸水 おぼつかな きに、 

モ桌 

ひぐ」 りすむ おぼろの 淸水友 ビては 
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月 をぞゃ V- す大 原の 里  寂然 法師 

やへ むぐ らしげ みが 下にむ すぶ て ふ 

おぼろの 淸水夏 も しられす 中 納言匿 房 

瑩 VJ ぶお ぼろの しみ づ かすかに も 

しらば や をのが 燃る 思 ひ を 守國冬 

わが こ ひ はお ぼろの 淸水 いは こえて 

せき やる かた もな き 心 かな 俊 賴 

大原に こもり ゐて 
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新 千載 

はれく もる 月 もし ぐれ ももる. 1^ の 

哀れ をよ その 人に みせば や 前 左 兵衞督 惶 方 

大 はら は ひらの 高ね のち かければ 

雪 ふる ほど をお も ひこ そやれ 西 行 

低 を そむぐ かたは いづこ も あ. 9 ぬ べし 

大原山 はすみ よか， 5 き や 和 泉 式部 

おも ふ 事大 はら 山の すみがま は 

い ビ，^ 歎の かす を こそつ め 少將井 尼 

日 かす ふる 雪げ に まさる すみがまの 

煙 もさび し大 はらの 里 式子內 親王 

御產の v> き、 此 里より こしき をめ させられ、 御殿の 楝 

よ ころば かすな hs、  P 泡 衣 VJ  ,5. こ ほらせら るゝ時 

に は ある 事、 滯らせ 給 はねば 此事 なし、 皇子 御 誕生に 

は 御殿の 棟より 南へ 落す、 皇女 御 誕生に は 御殿の 楝 

より 北へ こかす る 也、 飯 かしぐ こしきの 事 也、 下 藤の 

しはじめし 事 なれ 共、 吉例 ゆへ 大內 にも あそばし 給 

へ る 也、 此大 原より 覿を 奉る 也、 それ はさ も あらば あ 

れ、 あの 山み さい 此山 みさい、 いたいき つれた 大 原木 

を、 

大原は 身 もちになる や 小 梅の 木 
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〇 ひえの 山 

昔 は y 枝 山 VJ かけり、 その後 叙 慮に 入 たる 山 なれ 

ば て、 文字 を 改めて 叙 山 VJ かき、 比 叙の 山 V」 かける 

也、 又傳敎 大師の 歌より このかた、 わがた っ杣 W いふ 

も此 山の 事 也、 末の 代の 句に も、 我た っ杣 V」 あれば、 

名所 V」 釋 敎に定 むる 也、 ひえの 山ビ 句に して は 名所 

、の； P ばかり 也、 釋敎に は あらす、 昔の 人此 山の 歌に、 

拾遺 戀四 

我戀の あら は にみ ゆる ものなら ば 

都の ふじ VJ いはれ なまし を 

ひえに のぼ. 9 て、 か へり まう できて 讀る、 

古 春 

山 高みみ っゝ我 こし さくらばな 

風 は 心に まかす ベら なり 貫 之 

傅敎 大師 は 近 江 國溢賀 の 郡の 人な り、 父の 名 は 百 枝 

W いふ、 子な き 事 を うれへ て 叙 岳の 左 麓の 神 祠し祈 

られ ける に 、妻 懷姙 ありて、 神 護 景雲 元年に 男子 をう 

め. o、 是傅敎 大師 也、 その 庵 は 今の 神宮 院也、 又 をの 

ころ 島 VJ いふ は H! 本の 物 5 名な り いへ ども、 此 山の 

事 也、 伊鮮 諾伊鲜 冊の みこ ど、 天の 浮 橋の 上に た、 せ 

給 ひ、 みほこに て あ を うな 原 を搜り たま ひ、 その ほこ 

さきよ. 0 したいる 鹽 凝て、 ひど つ の 島 VJ なる、 これ を 
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をの ころ じ ま ，、」 いふ、 此 山の 事な り、 さ て 又 元三 大師 

の 鰭 像、 あ. 0 がた きみく じあり、 又 飯 室に は定家 卿の 

墓 あり、 

下からの 色 葉 やすせ も ひ ゑの 山 

ほこら 

〇 鼠 禿 倉 

白 河の 院の御 時、 京 極のお ど  > の 娘 中宫ビ ならせ 給 

ひける に、 帝 御子な き 事 を あやなく おぼしめし、 三 井 

寺の 僧賴豪 どい ふ を 召して 、中宮 御子な し、 もし 賴豪 

祈..^ にて 懷娘 あらば、 何に よら や 望み を かな へん ビ 

勅 あ. 9 ける に、 頼 豪綸 言 を かふむ. 0 祈り 奉る に、 ほ V- 

なく 中宮 御懷娘 あ..^ て、 承 保 元年 二月 十六：" に 皇子 

をう ませられた. 5、 帝 御 悅び装 だし、 その後 賴豪 望み 

の 寧 を 奏聞す るに、 叶 ひ 難き 事 ありし を 怨み 奉り、 又 

皇子 を 殺し 奉ら ん どて 、賴 豪斷 食し てつ ゐに 死せ. 0  、 

皇子 も 御ビし 四つに て、 承 暦 元年 八月 六日に 身 終ら 

せ 給 ふ、 賴 豪が 霊魂 くろがねの 鼠 VJ な， 5 て 叙 山に の 

ぼり、 佛像經 論 をく ひ 破る、 これによ りて 一 つの ほこ 

らを たて ゝ まつ， 9 給 ふ、 今の 鼠の ほこら これな り、 

いる 山 は 月の 鼠の ほこら かな 

〇 日吉 


. t 本 地ば 藥師& 、堅の 三 てん に 槿？ 一  てん.^ 加へ、 横の 三 

13點 に 堅の _ 點^^ そふ W いふ 事 あり、 是山王 W いふ 字 也、 

大宮 ごんげん は 釋迦、 天照大神の 垂跡 也、 

塞 眞子は あみだ、 八幡 大 菩薩の 分身、 

1 一 の宮は 藥師、  八 王子 は 千手觀 音、 

客人の 宮は十 一 面觀 音、 白山 職 定の靈 也、 

十禪師 の宮は 地藏、 三の 宮は 普賢、 

中の 七 社の 牛の 御子 は大 威徳、 

大 行事 は 毘 沙門、  早 尾 は 不動、 

氣比 は聖觀 音、  下 八 王子 は歷 空藏、 
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思 ふ を 外に 
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いひつ ^くれば 

きく 人の 

こなされなん ヾ」 

おそろしく 

ひらに yj いむる 

たは ぶれに 

白 ひげの； t 

あら はせば 

VJ かぐい ふまに 

つげぬ るに 

都 を さして , 


お ほみ そや 

もしも ありな 5i 

しるから に 

思 ひやれ 共、 

,s あらや 

すけの み 寺の 

しらむ ほざ 

人の あざけ- 5 

三 井の 寺 

なご， 0 おしく は 

の ？  こそ すれ 


名》」 ころ は あ ふみの 海の 丸太 船 


くる， 9>(.»-yJ  〈 めぐ h\ て rf' る 
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〇 あたご 

愛宕山 朝 H の峯勝 軍地藏 W 申 は、 百濟國 HI 羅の靈 な 

り、 敏達 天皇 十二 年に、 みか ざ ゴ羅は 賢に して 勇 ある 

事 を きこしめし 及ばれ、 濟國に 勅使して、 日羅 をめ 

しける に、 百濟 王、 惜 みて 渡され や、 又 刺 使 あ て 其 

時來 朝せ り、 帝政 を，、」 はしむ るに、 甲 を 被て 馬に の 

り、 廳 前にす ゝんで 跪いて、 天下 を 治む る 所以 を あら 

はせ. 5、 又聖德 太子 もろ ）（- の 童子に 交 はりて、、/」 も 

に 日 羅の舘 に 入 まみえ 給 ふに、 あまたの 中、 も VJ より 

いづれ を 誰 ビ しれる 事な きに、 太子 を さして、 これ 神 

人な. 9 どて 三拜 あ. CV しビ なり、 ^後 太子 日 羅の御 15 

子に ならせ 給 へ る 事 あ. 5、 文武の 御宇 大資 年中に、 役 

の 行^ 此山 にわけ いらん，、」、 嗟峨の 奥に 雲遍 上人 VJ 

いふ あり、 これ を 同行に て淸 瀧に いたれる に、 雲お こ 

^、いかづち なり、 雨 ふる 事 車軸の 如くして、 もろ も 

ろの 天狗 大 杉の 上に げんす、 時に 二人 秘 S 几 密言を も 

てい のらる ゝに、 天 はれ かい や， き、 地藏、 龍樹、 富樓 
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那、 沙門、 愛染、 ひかり を 放ちた まへ り、 しばらく あ 

.9 て 天狗 返き ぬれば、 二人 山に いり、 神 廟を朝 H の峯 

にたつ、 開山 第 一 祖 は雲遍 上人な. 频： 巧 1 その後 

光仁 帝の 御 時、 內 州の 人 藤 井 氏慶俊 p^lg^^f- 都 勅し 

て 中興せ しむ、 和 氣の淸 丸 建立な り、 又桓武 天皇の 御 

時、 宕を 改めて 護の 字 どなし 給 ひ、 愛 i 石 護山 大權 現ビ 

號す、 是勝軍 地藏日 羅の靈 なり、 

拾遺 雜下 

なき 名のみ 高 雄の 山 VJ いひ 立る 

君 は 愛宕の 峯 にや 有らん 八條 のお ほい 君 

太郞坊 V- 申 は、 文徳 天皇の 御 時、 洛 陽の 人 正 六 位上紀 

の 朝臣 御國の 子に、 眞 濟.、 J いふ 人 あ.^、  §11 化、 僧 弘法 

大師に 密敎 をう け、 承 和の はじめ 入唐 あ. 9 て、 歸 朝の 

後、 高 雄の みねに いりて、 十二 年 出られ ざり ける に、 

いつの 時なる ぞゃ 、眞 濟染 殿の 后 をみ て 心 まざ ひ、 思 

ひの 火 を 胸に たき、 遂に 貞觀 一 一年 二月に 死せ り、 年 六 

十一 、その 靈魂大 天狗 どなり、 すな はち あたご 山の 太 

郎坊 これ 也、 

もろ もに あはれ どお も へ 天狗た ち 

鼻より ほかにい ふ 事 もな し 

此山 はいく さ を 守， 5 火難 をのが した まへば、 いづれ 


の ありがたき 事 かこれ にしかん や、 

ひお ざしの 鎧 や 花に 勝 軍 

〇 高 雄 

こ ゝは和 氣の淸 丸 建立 也、 弘法 大師 入 寺なら せ 給 ひ 

て 眞言の 法 を はじめ、 神 護 寺 ビ名づ けられし な 、其 

後文覺 上人 此 山に 入再與 あ. 9 ける、 又 か はらけ なぐ 

る は 地藏院 VJ い ふ 寺な り、 つね は 女の まう でなら す、 

三月 廿ー 日ば か. 5 女人 もまい るな り、 紅葉の 比 誰 や 

らん、 

露む すぶ 紅葉 ゃ大 緒た かお 山 

まきの 尾に 入、 所化療 にた ，5« すみ、 ； In にこ yj ゝ へ 共、 

いさ V か 答へ す、 もし 龍に あやかれる 耳 か V- 、くり か 

へし かれこれに 問へ ざ 答へ す、 山吹の 花色 衣な. y 、拇 

の 尾 は明惠 上人す ませられし 寺な り、 上人 渡 天の 望 

みあ. りし，、 J き、 春：" 大明 神、、」 々めさせた まひし 也、 又 

茶 は栂の 尾の 名物 なれば、 

たま はりし VJ がの 尾の 茶 はす ぐれたり 

これ や 宇治より そだちな るらん 

〇 淸瀧 

さかし き 九折 を くだりて 淸 瀧に やすら ゐ、 むかしの 


歌 V- も 思 ひつ いけ 侍る、 

禳古 今春 上 

氷ゐし 水の しらなみ いは こえて 

淸瀧 川に 春風 ぞ 吹く 後 京 極攝政 

新 古今 春 上 

ふ h- つみした かねの み 雪 解に け， 0 

淸瀧 川の 水の 白波  西 行 法師 

鸱 VJ んで 天に いたれば 淸 たきの 

^！には魚もぉ こそ すれ 

〇 小 倉 山 

此山 はもみ おの 名所 也、 亭子院 みゆきの 御 時、 貞信公 

供奉に て、 

拾遺 雜秋 

小 倉 山み ねの もみおば 心 あらば 

今 一 たびの みゆき またな む 

古今 秋 

夕月夜 を ぐらの 山に なぐ 鹿の 

.  聲 のうちに や 秋 はく るら む 賞 t 

中 納言定 家 卿、 山莊を つくりて おはし まし、 先達 百 人 

の 歌 を 色紙に か、 せられ、 此山 におし 置た まひし 

を、 定家卿 果てさせ 給 まひての ち 一部の もの VJ なし、 

世に 百 人 一 首 ど號 せる 也、 

しのばれん もの VJ はなしに を ぐら 山 

軒端の 核ぞ なれて 久しき 定家卿 

1  卷笫 4 ハ 


ニ尊院 は法然 上人の 御影 あり、 これ を あし 引の 御影 

V」 いふ、 

はる 》il^ ビ 御影お がみに くる 人 も 

くたびれ ぬれば あし 引の 山 

往生 院は、 淸 盛に 愛せられし はらからの 白拍子、 祇王 

ぎに よ VJ いふ もの、 ほ VJ け 白拍子に おも ひか へられ、 

も VJ  ^h- を 切て 入し 所 也、  V 

もえ いづる も かる ゝも おなじ 野べ の 草 

いづれ か 秋に あはで はつ べき 

VJ なん つぶやき、 こゝに 閑居し ける に 、又 ほ VJ け 刀自 

も、 此 二人の 尼に なりし を 慕 ひて、 も ごゆ ひきり、 こ 

こに 入、 三人の 尼お こな ひす まし 侍る 也、 今 三人の 

影、 い VJ ちいさぐ して ある 也、 

遊君の 髮を おろして 入 てら は 

なむ あま だぶ ど 申す * へ きな， 9 

又 瀧 口 入道 横笛に した はれぬ る 事お も ひ 出て、 

橫 笛が 花の 瀧 口にしの び 竹 

かゝる 折からに、 小 督の昔 もお も ひつ  > け 、此 地に か 

くれし を、 仲國 琴の 爪 昔に て 尋ね 求めし なれば、 

鴛の琴 はこが うか 嵯 蛾の 奥 

,  13 三. .J 
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かれこれ いひつ いくれば 暇な し、 かの 遍 照の われお 

ちに き VJ 人に かたるな ビ、 美しき 女郎花に 戯れし も 

此嵯峨 野 なれば、 われ も 又 あれこれの 名に めで、 か 

きしば か. 9 也、 わが！. り を 口の さがな き 人に 語るな、 

〇 釋迦堂 

こ ゝは嵯 蛾の 天皇の 離宮な りしに、. 穿 料 f 法師 入唐 あ 

りて、びしゅかっまが っぐ.：^^し、しゃくせんだんの^ 

像 を 傅へ 、歸 朝し て 奏聞 を どげ、 皇居 を あらため 寺 を 

つくり 、すな は ち 淸凉寺 VJ 名 づけ 、尊容 を あん ちせ る 

なり、 三月 十九 日 御身 拭に、 

欲 招 や はなる、 釋迦の 御身 拭 

この あちに 廣澤 VJ いふ 池 あ， 9、 これ は 月の 名所な り、 

此事、 御室の あらま し 、妙 心 寺 の 仔細な ざ はこ ゝ にて 

かたり、 これより 南に 名所々々 あまた あれば、 此三所 

は 月の 比まで 殘し 置かむ、 ま づ廣澤 の 月 をみ るに は、 

池の 西に 居て、 東の 山より 出る 月の 水に うつる を 見 

る nllDi  、  ^ よ b す ぐ れ rl^i? る ，；ふ .CN  、 

後 拾 遣 

住人 もな き 山里の 秋の 夜 は 

新 千^ 月の 光 も 寂し か. け. 0 藤 原範永 

いにしへ の 人 はみ ぎ はにかげ たえて 


月の みすめ る 廣澤の 池 賴 攻 

廣澤 のい けの っゝ みの 柳 かげ 

綠も 深く 春雨 ぞ 降る  爲 家 

又 鳴 瀧の 山に は、 五智の 如來 石に きざみた る 有、 御室 

は 寺 號仁和 寺 VJ いふな. 9、 寬^ 法皇の すませ 給 ひ、 御 

庵室 あるに よりて 御室 ど 申 也、 妙 心 寺 は 花園 VJ いふ 

なり、 是も 花園 院の！ 願 所なる 故に 花園 也 、花園 

院の 尊影 檢像 にて あ， 0 し を、 近き ころ 奏閒 あ. 9 て、 木 

像に なした てまつ るな， 5、 當寺は 關山惠 支禪師 のな 

がれな り、 

〇 天 龍 寺 

當寺は 夢 窓 國師を 開山 なし、 尊氏將 軍の 御 建立 也、 

前なる 池 を八宗 論の 池 V」 いふ、 昔此 池の ほ VJ りに て 

八宗の 法論 ありし 故の 名な， 5、 夢 窓 國師の いんきょ 

は 西方 寺 VJ  S ふな. 9" 今 ゆ，、 べき 道な り、 此 寺の 庭 

は、 1 夜の うちにつ くられし VJ 也、 七 本 竹 どて、 名 あ 

る 竹、 庭に あ， 9、 

花の 雨 も ふらし こそ すれ 天 龍 寺 

〇 野の 宮 

野の 宮 V」 申 は、 伊勢の 齋宮へ 帝よ. 9 皇女 をく だし 奉 


らしめ 給 へ る 也、 みか V- に 皇女 まし まさねば、 親王 家 

よりも 息女 をた て 給 ひし 例 あ り、 その 前の 年此 野の 

宫に御 はらへ し 給 ひて おはし ませる かりの 宮な， CN  、人 

皇 十代め 崇神 天皇の 御代よ， り はじまれる 御 事な， 9、 

此 野の 宮 にお はします うち は、 御い み詞 どて あり、 

一、 佛を なかご ビ云、 一、 經を そめ 紙ビ 云、 一、 塔 を 

あらら ぎ V」 云、 一、 寺 を か はらぶ き- yj 云、 一 、 齋を 

かた じき ど 云、 一、 病 を やすみ ま 云、 一、 をし ほ 

たる ゝビ 云、 一、 血 を あせ V- 云、 1 、死 をな をる ヾ」 
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云、 一、 墓 をつ ちぐれ V- 云、 

さて 齋宮の 御 下向の 時 は、 大極殿に て 天子 御て づか 

ら齋 王に さしぐ し を さゝせ 給へ るな り、 その 時 天子 

齋王 にの たまへ る は、 二た び 都への ぼり まします な 

ぐ」 て、 御 暇 乞 ある w 也、 其 子細 は、 當今か はらせ 給 へ 

ば 齋宫も か はらせた まふ 故 也、 されば 上 を まなぶ 下 

VJ やらん にて、 下々 の 者 も はなむけに 櫛 はせ ぬ 事な 

り、 ふる へ 二た び 歸り給 はせ ぬ 御 事の いはれ を、 下 

下の まなぶ は 恐れ ありながら、 こ，/」 はりに すぎ たれ 

ば尤 にこ そ、 又此齋 王の 伊勢への 御 下向 を 行啓 yj い 

ふなり、 長 奉送 使な V-  VJ ていかめ しき 供奉 あり 、久し 

くた えて 今 はなき 事 也、 むかし 六 條の御 息 所の 御む 

すめ、 齋宮 にた、 せ 給 はん VJ て、 この 宫に すみ 給 ひし 

を、 光源氏み やす 所 を さすがに 思 ひ はて 給 はすして、 

あきの 花み な衰 へ、 蟲の聲 も^れぐ に、 核 ふぐ 風の 

ひ 5- きまで も 寂しき みちす がら、 わけ いらせた まひ、 

さか 木の 枝 を 折.. y て、 ゐ がきのう ちに さし 置き 給へ 

ば、 御 息 所、 

神が き はしる しの 杉 もな きもの を 

いかに まが へ て 折れる さか 木ぞ 

ョ i 十九 
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御返し、 光 君、 

を VJ め 子が あた.^ ビ おも へば さかきば の 

か をな つかしみ，、」 めて こそ おれ 

野の 宮ゃ つぼむ 時分の 伊勢 櫻 

〇 大 井川 

延 喜の 御 時、 大 井川に 行幸 侍け る H、 

新 古今 

かげ さへ に 今 は，、」^ のうつ ろ ふ は 

波の 庭に も 霜 や 置らん 坂 上是則 

後 撰 

大 井川う か ベ る 船の か >h^火に 

小 倉の 山 は 名のみ 成け. 9 業 1^ 朝臣 

拾遺 

色々 の 木 葉な がる、 大 井川 

しも は 桂の 紅葉 どやみ む 忠 岑 

大井 河川べ の 松に こ VJ ゝ はむ 

か、 るみ ゆ きゃあ. h> し 昔 も |3；  之 

くみて しるさ そふ 小 鮎の 大 井川 

〇 嵐 山 

此 山は吉 野の さくら を 移 し 植られ し 所な， 5、 されば 

こもり かつ ての 御 神、 塑 跡なら せ 給 へ る 所な， 9、 

大 井川 ふるきな がれ を たづね きて 

嵐の 山の もみ ぢをぞ 見る 御 製 
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かめ 山の 仙 洞に て、 

わがや ざの もの か あらぬ か あらし 山 

あるに まかせて 落る 瀧； 51； せ 太 上 天皇 

龜山 VJ 申は龜 山の 法皇す ませ 給 ひし 御 跡な り、 さて 

又此嵐 山に 古へ は 城郭 ありし 也、 今 も 礎 は殘り 侍る 

によ. 0 て、 城主の 末葉 こしかたした ふ 也、 されば 昔の 

,1 は 今の 菜 刀に て、 いよく さびお £ ろ へ、 はがね を 

ならす こ- y」 あらねば、 誰に 身 をビ はる ゝ よすが もな 

く、 小 尻つ まり ぬれば 浮世 を 凌ぎが たく、 まこ VJ に 

昨 H までみ し鏠梅 もこ ぼれ 落ち、 け ふ はさう し 錐の 

もみでに てへ つら ひ、 ふせぎ かねた る あらし 山の 猿 

舞 腰 どなり、 心 をた かくう ごかす ばか.. y にて 、翼な き 

鳥の 如く  、の V- けき 签 かける 友を羡 み、 よそに みなさ 

ん はわび しき、 

よその 花 を こちに もさ そ へ あらし 山 

〇 法 輪 寺 

ち ふく 山 法 輪 寺 は、 弘法 大師の 御 弟子、 太秦の 住持に 

て ありし 道昌 僧^ の 建立 な kv  、 僧都 眞言 をう け 百 U1 

じゅした まふ 事 ありし に、 明星 降臨 ありて 僧都の 衣 

の釉 にう つり、 虛空藏 菩薩の 御 かたち を 現じ 給 ひ、 日 


數 へても 消えさせ 給 はや、 されば 僧都 ありがた くお 

も ほえ、 みづ から 虛{ 仝藏 菩薩 の 尊像 を つぐ， 9  、 ころも 

の釉の 御影 像 を 中に こめ 奉り、 高 雄 山 神 護 寺に 於て 

弘法 大師の 供養 をせ させられし VJ な. 5、 その 翁 影 を 

こ ゝに遷 し 奉り 給 ふなり、 されば あ. 5 がた かりき 虛 

签藏 菩薩 にて おはします 也、 

跪 やち ゝ たる 春の ひつじの 子 

〇 松 尾 

當社は 二 座な り、 大寶 元年に 秦の都 はじ. めて 建立 

也、 素盞 鳴の みこ ビの 御子 大己 貴，/」 申、 又は 贺茂 川に 

ながれし かの 丹 塗の 矢，、」 申、 是松尾 大^ 神な り、 され 

ば まつ h- に あふひ かゝ るな り、 當 社の 祭 は 四月 上の 

中な り、 貞觀 年中に はじまる、 一 條 院宽弘 元年 十月 十 

四 ほに、 はじめて 行幸 あ. しなり、 その 時、 

ちはやぶる 松の 尾 山の かげみれば 

け ふぞち VJ せの 始成 ける 源 兼 澄 

四月 八日、 松 尾 祭 使に たちて 侍け るに、 內侍は 誰； て VJ 

上 卿の たづね 侍け る、 折し も 時鳥の なきければ、 

時鳥し めの あた. 9 になく 聲を 

聞く 我 さへ に名乘 せよ ビゃ 後深草 院少 將內恃 

S 卷第六 


の 尾 や 春風の 手に 琴の 曲 

〇 梅の 宫 

贈 太 政 大臣 正 一 位淸 友の 御む すめ 嘉智子 ど 申 は、 嵯 

蛾の 天皇の 后に て、 仁 明 天皇， の 御 母な り、 されば かち 

し 橘 氏に て ありし ゆへ、 儲兄淸 友な ざ を、 此 所に まつ 

らん V」 そうし 奉り、 承和年中に當社を御建立ぁ，.^し 

な り. 、皇后の 御 歌 ，、」 て 世に 傳ふ、 

もろこしの 山の あなたに たつ 雲 は 

こゝ にたく 火の けぶりな. 9 けり 

此 皇后 遺 詔 にて、 わが 屍 を 野中に すて 置け、 葬る 事 あ 

る まじ VJ 仰せられし なり、 其 仔細 は、 世上の 人に すご 

きかば ね を 見せて、 色欲 を さけさせん VJ のた めな .5、 

きれば 遺 詔た がへ す 野外に すて 奉 hN、 狼 犬の あらし 

たる 白骨 一 拳の こ たる を、 後に 拾 ひて 納め 奉るな 

り、 その 所 を 名 づけて 一 拳 VJ いひ、 又 拳の 宮ど申 也、 

春 も， yj へ； g 氏 を ほ VJ ゝ ぎす 

5 づ 3 さ 

〇 太秦 

むかし この VJ ころに 蜂お ほく あ. 0 しゅへ、 蜂 岡寺ビ 

いふ、 また 廣隆 寺ビも 申な り、 聖德 太子 は 用 明 天皇の 

御子な り 、腿の ほ VJhv にて 御 誕生 ありし ゆ へ 、むま や 

1ー1 百 四十 1 
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の 5$| 子 V.J も申舉 る、 又い ど さかし くまし まして、 八 人 

一時に 書 をよ ませ 或は 物 をい はしめ、 一度にき ゝゎ 

けさせ 給へ る ゆへ 、八 耳の 王子 ど も 申 奉るな り、 然れ 

ば異國 より、 秦 氏の 人壺に 入て 流され、 風波に ゆられ 

て、 その 船 難 波の 浦に VJ  ^まる、 太子 VJ り あげさせ 給 

ひ、 みや づか はせ 給へ るに、 忠勤 はげみ、 並ぶ かた も 

なく 仕へ 奉る ゆへ、 太子の 太の 字 VJ  、秦 氏の 秦の宇 を 

. つ さ 

VJ り そ へ て、 この *,」 ころに 太子 をう つし 奉り、 太秦 VJ 

いふなり、 又藥 師如來 あ. o、 それ 人身 は 病のう つ はも 

の なれば、 誰か おろそかに たのみ 奉らん や、 人 も われ 

も 信心 安樂な む藥師 十二 祌、 

命 門 VJ 五 ざう 六 ふの かす < ^に 

たのむ やぐし の 十二 神な り 


京 童 卷第六 終 
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神風 穩 かに 四つの 海 波な ぐ、 關の戶 さゝぬ 御代 なれ 

ば、 心の 及 ぷ所縱 横に あゆみ をな さん も、 誰か 咎めん 

よ ほろ 

,、J 、長き： 《 め も そ 庄屋の 一番 子，、」、 京 童の 二番 ビ、 丁 

の 二 m 一  瓢を たよ. して、 都の ほどり た ざり ぬる、 

しかるに 見 わたす のみ は、 金の 山 も 石の 峰 も ひ どし 

ければ、 玉 ある 所の ひかり を たづね あかして、 たつ ど 

きをた っビ まし めん ど、 みがく 硯に水 窒のを かしき 

言 の 葉、 おりから のい ひすて を つらね、 ある はむかし 

むかし 其處に ふれた る 愚 句 を も、 今 かきょせ ぬる、 藻 

にす む 虫の われから かたはらいた きに、 まして 人の 

みるめから は、 あまさ かさまの そしり、 なほ 又 先吟ぁ 

る を しら 波の、 うき 名 は 立 田の やまじ VJ いはれ なん 

事 も ある ベ けれ 、しかし あづまの 春 は、 天邑 より は 

やくいた り ぬれ ざ も、 谷の 戶 口のう ぐ ひす、 きく 人 ま 

れ なる ゆ へ、 もてはやさる ゝ 人の 心の 花に あはねば、 

世に 鳴か いなく、 あ ビ なる 友に 先 を こさる ゝ ならし、 

されば 予 がさき がけの 句 も、 着 到に もる ゝは、 か へり 

て を くれば せになる も あらん すれ v>、 よしやよ しの 

のか へり 花、 はやく も あれ を そく も あれ、 いまこ ゝろ 

ざす は、 詞の林 を 愛する にあら す、 k^vj いふ 物 を繪に 
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あれた る 窓の 破れ 簾、 かけ まく も かしこき やま yj 歌、 

もゝ にあつ めさせた まへ るよ、 太郞ぁ 次郞 あり、 も 

ろ こしの ふるき ふみに 前 集 後 集 侍り、 猶又 鵜，、」 驚の 

本末な V- 、書 編みな 先 後 あり 、さり VJ て 雲井に たかく 

VJ び ゆく を、 か.^ そめに もお ふけな き 身 VJ し、 池の 石 

龜の翅 おも ふ 類、 いかで か 心 ざしの 及べき どお も ひ 

さだめし、 せめて 唯 その 撰に 始終 ある 事 をのみ、 おろ 

かなる 作意に まなび どり 、予莊 年の 比明曆 戊戌 歳 、大 

內 のめで たきを あ ふぎ 奉し より、 洛 陽の ほ た 

ち佛 たち 靈 地のより きたる 事 凡書よ せ、 京 わらべ，、」 

題號 せし 草案 を、 人に ほり 求められ 梓に 行 ひける に、 

名に た ゝる所 も ある は繁て 省、 ある はお ぼっかな く 

て殘 せし を； 又 かしこの こゝ の記錄 をう かいひ 事 を 

問て、 あ VJ を ひど 名 づけ、 翌年 己 亥に 大 かた 首尾 そろ 

ひ 侍り、 すでに 又剤劂 氏の 手に おち 侍らん VJ せし V」 

き、 われ 田 八 も わたら ひして、 笈の底 を 出ぬ 事、 きの ふ ど 

いひけ ふ はや 十ビ せが ほ.、、」 也、 今し き. 9 に淸書 をす ゝ 

む る もの 有、 鳴 呼 ビり \レ , J ろな き 草子な る 物 を、,」 、耳 
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の あなたに なし 侍ぬ る も、 たび かさねて、 生の うらみ 

ぬるけ しき なれば 、さくら あさの あさから， ぬ 友に、 山 

なしの なし VJ も いらへ がた く、 此 たび^ 魚を拂 ひて 

ゅづ. 5 侍る、 まこ どに はじめの 年の 戌の 尾 をぐ ふて 

ま はるご どく、 ひか. 9 の 陰め ぐ り 、歳次 寬文七 丁の 羊 

のぐ る まに 轄を かため、 さきに 出け る 京 わらべ をし 

た ふゆ へ に、 跡 追 どい ふ もの 爾な. o、 

中 川 喜 雲 撰 
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〇 仙 洞 之 御池 

みなも"/」 淸 くして 下 も 獨らぬ お ほん 時 のた めしに 

や、 姑射 山の 傍らに 安 古世 賀池 どかい へ る は、 三 伏の 

夏い かなる 旱魃に も、 淸水か はかす どなり、 名 は 聞つ 

た ふれ V- も、 その 故 をい かに VJ しる ベ きに あらや、 そ 

れ磧 礫に ならって 玉 淵 をう か ^は ざれば、 醒 龍の 蟠 

る VJ ころ を 知らざる 也、 されば 深から ぬ 心の 水 室に 

はしげ き 藻鹽草 もな く、 かば か.^ だに 拙な きす さ ひ 

にう つし、 罪の 重 かる べき を はらして よど、 祈る 北 野 

の 神木に. よせて、 霞の 洞 をう かいひ 奉る、 

梅 ど 松 やみ V- .9 の 洞の 五位 六 位 

八 島の 外まで 穏 かに、 たかき 御め ぐみ、 猶 つぐば 山の 

薩ょ. り もしげ き 御代に あ ひ ぁふ悅 び、 四方の えびす 

すら、 俳諧 もて あそばぬ は 稀 也、 よろ づの祌 のまに ま 

に 手 向 草 V」 なし、 三世の 佛 にお て 奉る 花 紅葉 を 錦 

の 斗 帳、/」 いひ かけ、 ある は 守 袋な Vj 興 ある さまに つ 

づ. 0 侍る のみなら す、 子 持が 婦夫 S さか ひの 中な を 
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.5 も、 狂句に てお かしがら せぬ るは此 道の 德 なり、 さ 

れば等 類 は 日々 に 多く、 付合 は 席每に ふるめかしく 

な. 0 もて 行 VJ い へ ざ も、 {仝ビ ぶ 鳥の 網 を もれ、 水に す 

む 魚の 鈎 をのが るゝ なら ひなき にし も あらねば、 ま 

さ ごの 數々 拾 ひ、 此 全部に 愚 句 を 加 侍る 事、 良材の 檜 

木に は 人の 斧 を いれ ぬれば、 我 はの こし をく 昨 木に 

鉞を うちた つる もの 也、 かく 敷 島の 道に おもむきむ 

かひぬ る も、 世靜 かにして 人の 心騷 がしから ぬ 故な 

り、 然れば 賤が称 歌 も 田 歌 も、 詞 すなほに してな さけ 

さ を >J め 

內に こも. o、 いかに 五月乙女 飽 書が ほしい か 八け しゃ 

う 文 を た ぶ なら ば、 さ ぞな 嬉し かるべきな V- たはぶ 

る、 も、 國 土うる ほひて 民の 心の 種 はびこ hN、 科 戶 

の效舌 もな ごや かに、 時 をた が へぬ 下 米の 下、 二葉の 

松のお ひそ ひて、 千代の はじめは 千世の はめ じ は、 

きょし <.CA 'じん 

〇 淸 荒 神 

此 荒神 は攝 律國淸 VJ いふ 也、 寺號常 施寺ビ いひて 天 

台な り、 むかし は 下 京に あ h- し を こ、 にう つす、 洛下 

に lEOT-VJ いふ あり、 これ いにしへの あ VJ にて 侍る、 さ 

て 本 地 は 不動 敕願 所に て、 い W たつ ど く あらたな- 9、 

內に 三申辨 才天琵 沙門 あ h^、 
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荒舯 はかま.、、」 のかみ-、， - きくから に 

げ にも 火焰の 不動な b けり 

お ほ，？ 

〇 大 炊道塌 

寺 號を開 名^ ビ いふ 、念佛 一一 一 昧 の 道塲な ，9  、 いにしへ 

は 室町 通 道場の 町に ありし を、 寺 町 通に うつされし 

f、 一  遍 上人の をし へ をう けつぎて、 遊行の 末寺な 

り、 一 遍 上人 は 伊豫の 國の 人、 河 野 七 郎通廣 がー 一男な 

. ^、さて 此道 IT に 光孝 天皇の 御 位牌 石^な v> あり、 か 

のみ か V- 盲人 を あはれ ませ 給 ひ、 洛下左 牝牛 W いふ 

所に 長屋 を 立 やしな はせ 給 ひしに、 あらかじめ 崩御 

の 後に 凍 接のう れゐ あらん， i を おぼしめ させられ、 

撿校 勾當な V- いふ 座頭の 官 は じめ て 下されし VJ 也、 

さるに よ. 0 て 愛の 聞 名 寺へ 座頭の 出仕 ある 事 也、 さ 

れ V- も 今 は た へ < ^なり VJ きこ ゆ、 む か し より 童の 

こ VJ わざに、 あめう じ 目 くらが 杖つ ゐて VJ ふ る 所，、」 

いふ は、 左 牝牛 目 くらが 杖つ きて 光孝 天皇へ まいる、 

よせ ある さま をい ふ亊 なり、 又 寺 內に稱 名寺ビ いふ 

あり、 秋 野の 道場 VJ て 由緒 侍る 寺に て、 本尊 は 安阿彌 

の 作の 阿 彌陀を 安置し、 いにしへ はまば ゆく 門から 

見 ゆるた う.、 J い 寺に て あ. o し どなり、 4r は 柴の霏 に 
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草 ふきし あ. 0 さま、 むかしに まさ. 0 て ® たつ- yj し VJ 

ひ つ よし， -* 

お ぼ ゆ、 それ 沙門 はすみ か を かざらす、 匹 如 身に、 惡 

衣惡 貧に 身 を やしな ふこ そ、 ほ V」 けの をし へ なれ、 な 

んぞ 名利に つか はれて 富貴 をね が はんや、 金 あらば 

山に 捨、 玉 あらば 淵に なげて、 ひたすら 念佛 V- な へ ん 

こそ、 後の世の たからなら め、 當 寺に 予 がま V- しき 

藉 糟糠 を 醺齋が 僧 侍れば、 まこ，、」 にわが 寺の 佛 たう 

VJ しど やらん、 决定 往生の 四 句の 文、 又 遊行 上人 所持 

の靈寶 まで 書つ け 侍る、 

六 字名號 一 遍法 十 界依正 一 遍體 

萬 行 離 念 一遍 證 人中 上々 妙 好 花 

六十 萬 人决定 往生 ビ は 、字が しら を ど れ る 也、 又大會 

軒端 梅な ざに うた ふ 東北 院寺阿 上に あり、 此 寺の 同 

宗な り、 

遊行 上人 什物 

一 、熊 野權 現より 相傳 の^ 口の かたわれ 

一、 いほ 硯  一、 和布の 构子 

一 、中 將姬制 髮の三 尊の 阿彌陀 

一 、31 具 盛 甲此外 有レ之 W い へ ，w もしる すに ぃミ まもらす 

上人の もて ありき ぬる 和布の しゃくし 


衆生 をす く ふしる しな. る らむ 

遊行 上人 回國 のころ、 當寺 堂の 端よ. 5、 札く ばりた ま 

へ るに、 

短 尺 も 遊行の 札 か 柳 陰 

上人 札 を 押た まふ 事、 衣の 袖 中に て、 紙 幾重 もの 上よ 

り をされ ける に、 下の かみまで./」 をる ビ やらん、 しか 

も 間に. R 紙 一まい へだ、 り、 上よ り 下まで ビ をる 事 

奇妙の 義 なり、 見ぬ こ VJ なれば しらす、 法力に て か、 

る 事 も ある ベ きか、 

〇 妙傳寺 

當 小 ：1- 開基；：： 意 上人 は、 はじめ 天台宗 也、 しかるに 三大 

部の 內疑 難の 所少々 あり 侍る 時、 その 比身延 山に、 rc 

朝 上人 W て 廣學の 僧 あり、 此 も，、」 に ゆき、 多く 開て 疑 

を はれ、 それより 日朝 上人 をい よ） （- たつ VJ み、 法灯 

を 相續、 身延の 十二 代 目に そな はれ. o、 されば 日朝 上 

人 ど 心 を ひ VJ つに してお も へらぐ、 西 國の此 宗旨の 

男女、 甲 州身延 山まで はこぶ 步も たやすから す、 いで 

や 宗門の ために どて、 身延山 を花洛 にう つさん VJ、 一 

ケ寺を 建立 あ.^ し、 これすな はち その 法 鏡 山 妙傳寺 

也、 昔 は 西洞院 にあり し，、」 也、 さて 本堂 高祖 上人の 御 
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影 は、 も VJ 圓意 どい ふ 僧、 上京 飛鳥 井町に 寺 をい ごな 

み 安置せ しに、 さる 事 あ..' て、 妙 傅^:" 惠 上人の 代に 

當 寺に うつせり、 圓意 弟子 ある 時邪氣 にき そ ひ、 此御 

影の 背 を 錐 にても みしに、 其佛 罰の がれす、 翌年 其雜 

もみし 月！ n 同時に、 圓意 子 矢に あたり 死す V」 也、 し 

かも 御影 を もみし 所、 又 かの もの、 せなか も 同所 を 

矢つ ぼに て、 高き 所より 射 を どされ 、弓箭の 死 をせ し 

事、 ひ，/」 へに 佛 像の 罰すみ やかなる 事 さも 有べ し、 こ 

れ にっきつ く，^ ど 思 ふに、 木石 絶 等に 物の かたち 

を あら はす 時、 その物の 靈 やどら や VJ い ふ 事 有 まじ、 

それに まこ，、」 の 奇特 を 見す る は、 种 明に 適すれば 

也、 もろこしの 丁 蘭 父母の 木像に 希代の 事 ありし は、 

丁蘭ュ 5 こ VJ の 心の 孝行より、 その 靈を そな へたる も 

の也、劉黄凡は木s^^作..^ければ步、また張僧繇は龍 

を霱 ぬれば 動きたり ぬ、 これみ な その 精 をよ くそな 

へ 妙 を あら はす もの 也、 よろ づ其 物に その 性の そな 

は る 事 あり、 本草 綱 H: に 東 壁土 ど ある は 、文字 の 如く 

東に 向た る 壁土の 事 也、 伏 龍 肝 VJ 云 は 竈の 土の 事 也、 

されば 1^  土 を 粘した る 物 なれ 共、 せハ 證替れ り、 柬 壁土 

は氣眛 甘、 伏； i は 辛、 猶南 壁土 それぐ の 病に 用 ゆ、 
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法の 道う つす 甲斐 あり や 逮華筆 

**」 • し 上 

〇 御所 八幡 

當社は 八幡よう かう の 地 也 、しかる，、」 ころに、 源の 尊 

氏 公、 曆應 一二 年に 苒與 あ. 9、 それより 御所の 八幡 ど 申 

な り 、尊 氏 公 を さして 御所 どい へ.. >  、又 等 持 寺 VJ も號 

す、 尊 氏 東夷 返 治 の 御 立願に、 建武ニ 年當社 へ 御參詣 

あり、 此度 所願 成就せば 一 日に 大社 三 ケ所御 建立 あ 

る ベ きど の 刻、 社： S の BS びら ひ W りひら き、 白き 鳩し 

ろき 耦を くわへ 坤に V」 び さる、 めでたき 瑞 相な りヾ J 

よろこばせ 給 ひ、 其 後 柬夷を ほろぼし まし- (^て 願 

滿 侍る により、 建立の 事お ぼしめ さるれ 共、 一 ：《 に 三 

ケ所 はなり がた く、 三ケ 所の 表示 V」 て、 當社を 等 持 寺 

VJ 號せ. 5、 文字に 寺 三つ あり、 それによ りて 尊 氏 公の 

道 號をも 等特院 殿、、， -申舉 る、 末社 九 所、 伊勢、 春 日、 祇 

園、 北 野、 稻荷、 河原 神、 武 氏神、 讖訪、 熱 田、 いにしへ 

はけいだ い 四 町 四方に て、 本社 八楝 作. 9 に  一 二の 鳥 

井な どた ちし どぞ、 東に 本 地 堂 あり、 藥師ビ なむ、 今 

はわ づ かなる 宮居に てまし ます、 しかし 參詣 の人絕 

る 事な し、 

. 八まん のうつ ります かや 月の 弓 
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〇 頂 妙 寺 

當寺は 仁皇百 三代 後花園 院の 御宇 寶徳元 己巳 年、 日 

人 草創な り、 後柏原 院永正 十 癸 酉年 四月 十二 日 

寂す、 壽八 十七、 辞世、 

八十 あま 七 年 かけて 人 を 渡す 

命ながら の はし 柱 かな 

東照權現の御時ょ..^命せられて、 下 總國葛 飾の 郡 正 

巾 山 法 華經寺 を、 妙國 寺、 本 法 寺、 當所、 三ケ 寺に て 輪 

番に赏 主た. り、 妙國寺 開山 H 咣 僧正 慶長三 戊戌 年 八 

月廿七 U に 寂す、 壽六 十七、 本 法 寺 開山 U 親 in 人長亨 

一 一 戊 申年 九 =1； 十七 = 寂す、 壽八 十二、 

なき 人の 跡 を Hf- ふ 過去帳の 

い つの 日 次に か へ- 9 ど いねん 

一 、本堂 は 南 向 也、 しばらく 頂 妙 寺 VJ いふ 額 侍りし が 

程なく 是を おろす、 此 筆者 洛 陽に 住居せ し 筆 道 修行 

の 能書な. 5 しか 共、 凡俗の 身なる により、 か、 る 寺院 

に は 用捨 故 か、 本朝 支那 その 例 侍れ 共、 宗 鉢の 寺 法い 

かい 知らす、 伹もビ 額の なき 堂なる 故 か、 一 たび はか 

か， 5 つれ 共、 猶 改めてい にしへ を 守れる か、 

1 、三十 番神堂 幷拜殿 あ トノ、 


一 、東 向に 十 羅刹堂 あり、 傳敎 大師の 作の 大黒 有、 

一 、西 向に 日蓮 御影堂 あ..^、 開基 U 祝の 像是 在、 

一 、ニ王門には柬は持國西は^^沙門阿畔の像、安阿彌 

の 作な り、 むかし は 和 泉國高 倉に あ. 9 し を、 當寺 三世 

日现 聖人 夢の つげし よりて 此寺 にう つせ.^、 立願の 

ビぅ みや 5 

事 ある 時、 數の 灯明 を か、 げ 侍る 、聞し よりたつ どく 

まします 事、 短き 筆に いかで か は あら はすべ き、 その 

しるし 多き をよ くもし り 侍る、 又 草鞋 を 大きに 作. 5 

て 願 人 かけぬ る はいかなる 事ぞ も、 

一 、當寺 內の柹 名物 也、 江府な V- へ もっか はし 侍る、 

風味 外より すぐれたり、 むかし 此 寺に て柹出 侍る に、 

即興、 

ぁぢは ひも 法 華 をし るぞ 寺の 姊 

法 蒂湼继 の ビきは 醍醐.^ な， いへ る 1^ を、 いにし 

へ 間て、 かう つか うまつ b 侍る、 若 か. 9 し 年の 口す さ 

び をお も ひ 出、 今此折 ふし 老の 身の 甘な ひぬ るに、 淡 

ぐ覺 て、 句 一 ッ あらたに つくり 書つ け、 る、 われな 

がら 未熟なる 事に おも ほ ゆる 句 を、 猶靑姊 の 熟^ ビ 

ふ ぞ や ，/」 、 又 雲脚 か もしら すなが ら、 

しかくる や 口き. の 茶に 法 華 釜 
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1 、鐘 樓、 此 鐘の 聲黃鐘 調 也、 攝津國 天 王 寺 六 時 堂の 前 

の 鐘の 聲ビ 同、 伹 寒暑に 從 ひて 變る事 なれば、^ 聞 人 

耳底の ためし あらん か、 鄭の 子產は 女の 啼聲を 開て 

その ま、 搦捕、 汝人を 殺し 調子 あり ど せめられ、 拷問 

にた へ かねて、 夫 を 殺せし 事 あら はれた. 5、 奇妙の 事 

也 、公冶 長 は 雀の こ ゑ だに 開 しれ， 5 し 事 あ. 5 ビ 也 , 

一 、本堂の 東に 骨 堂 やらん いひて これ あ. 9、 死 骨 剃 

髮な V- 收る所 か、 たしかに はしらす、 但 存命の 人 もぬ 

けたる 齒な V- をお さむる 所 か、 さて 又こゝ のつ いで 

に 思 ひ 出 侍る 事 あむ、 齒 のおち たる を 二た び 生す る 

事、 黑豆 をう しに はませ、 その 驚に まめの かたち そこ 

ねざる を 取、 ね やみの ほね VJ  二色 VJ もに やき、 ぬけた 

る はぐきに ぬ. 0 ぬれば、 かさねて また 齒を 生す VJ  、も 

ろ こしの 醫 書に 侍 h>、 その 人に よるべ き 事な り、 く は 

しく はしる さす、 さて 此 一 ケ條に は、 死 骨 制 髮の事 書 

ベ き，/ J て、 えんに ふれ、 こゝに はよ しなき 藥 方の 道に 

うつり 行 侍る にっきて 思 ふ 事 あり、 後世ね が はん.、」 

てえん に ふれ わきみちへ 行、 肝心の 後世の 道う どく 

なる 事 あらん か、 

〇 六角堂 


拳 
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寺 號頂法 寺 VJ いふ、 木錄は 如意 輪 観 昔、 一 標手 半の 金. 

銅な り、 傘- 徳 太子 淡跻の 海の 演 にて、 朽 たる 筐の浪 に 

たいよ ひきたる を どり て、 開き 見 給 へ ば、 此 如意 輪な 

b 、すな はち 御守佛 VJ して、 御身 を 放ちた ま はす、 其 

後 堂宇 を 構 へ て 尊像 を 安 置 せん VJ おぼしめ さしむ る 

に、 老 嫗の敎 へに よ， 9 て 杉の 靈樹を 求め 給 ひ、 用 木 ど 

して 一堂 を 作らせられた 、他 木 を まじへ す、 其 宇 六 

稷也、 万 治 二 年の 卷 S. 帳 あり、 拜 まれ させ 給へ る は、 

弘法 大師の 作 ど 云、 この 内に 赏像 まします よし 也、 過 

にし 比 七夕に 立 花 侍る を、 

六角 や 花 さす 瓶 もき かう てん 

一 、侮 年 雨 度の 祇園 會山 鉢に、 次第の 閻此 堂の 前にて 

定る、 七！ w の は 六日の 朝、 十四日の は 十三 日の 朝、 雜 

職 こ ゝに來 りて 鬮を持 出る、 山 鉢の 町人より 行司 出 

きざみ 

て閣 を持歸 り、 翌； H 神事の 、次第 をみ だら す 又雜職 

に货 す、 

一 、侮 年 二八 月出眷 りの 節、 下部の 奉公人 共 この 堂に 

あつまる、 

一.、 太子 堂 あり、 

〇 粟田口 神明 


此 神明 山 は、 その かみ えびすの 宮 ありて、 えびす 谷 ど 

いふ、 然るに 慶長 十九 甲 寅 の 年 九 月朔 日 、靈夢 により 

て、 伊勢 太祌宮 をう つし 奉る 也、 せ き 紙の 方角 いづ 

れ のかた にむ か はせ 奉らん どお も ふ VJ ころに、 たつ 

みの かたの 山より 烏 二 羽 どび きたり、 榊 をく はへ て 

今の やしろの うしろの 松の木に VJ ま， 9、 さかき を 下 

へお./」 す、 さるに よりて 御 祌の吿 VJ おも ひ、 其 榊の 

おちた る 所に 御社 をい VJ なむな り、 其 比の 神職 左衞 

門 尉 宗光ビ 云、 當社は 南 向な， 5  、 すこし ひつじ さるの 


方へ ふる、 山に て 方角お ぼっかな き ゆへ く はしく 記 

し 侍る、 隣 は 岩 倉 山、 あた， 0 にこま か満 VJ いふ も あり、 

末 赴に 八幡え びす 幷 洗米の いけ あり、 

ぇびす谷ゃ祌明山の^^草 

〇 安祥 寺 

伊勢 物語に、 むかし 田 村の みか Vj ゝ申 すみか ど おは 

しまし けり、 其 時の 女， たかき こ VJ.S- すみ ま そかり 

ける、 そのうせ 給 ひて 安祥 寺に てみ わざしけ b-yj あ 

り、 これ 山 科なる 當 寺の 事 也、 開基 は眞雅 僧正 也、 田 

村の 帝 は文徳 天皇の 御 事 也、 女御の 多贺喜 子 ど 申す 

は、 右大臣 良 相の 息 女 也、 堂 の 本尊 觀昔、 む かし 五條の 

后 順 子 御 建立 ありし どなり、 たかき こうせ 給 ひて、 四 

十九； 0 の 御 佛事此 寺に て ありけ る、、 J き、 人み、 のさ ゝ 

げ物、 金 の うち 枝な ざ につけて、 堂の 前に た てら れけ 

れば、 山 もさ ゝ に 動きいで たる やう VJ 侍り、 

山 もさ ゝ にう ごくやうな，.^ 雲の 峯 

〇 關明神 

逢坂 關の明 神 は蟬丸 也、 庵の 內に 琵琶 を 抱、 うき 世の 

ちり を遁れ たのしめる V」 也、 延喜第 四の 皇子 ごい へ 

る はいかい、 不審な 、古今 集に 蟬 丸の 歌 三 首 入たり、 
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逢坂の 嵐の 風 は 寒 けれ Vj 行衞 しらねば わびつ ゝぞゐ 

る、 殘ー 一首 こ、 にしる すに 及す、 古今 集 は 延喜五 年の 

撰 也、 其 比 主上 廿ニ歲 にて まします、 此 年ば ひに て 

かやう の 秀句よ ませ 給 ふ ベ き 皇子お はします 事 有 ま 

じ、 されば 延 喜の 皇子 ビ いふ 事 信用し がた し、 仁 天 

皇の 時の 道 人に て、 常に 髮を そらす * 世人 翁 V* いふ ピ 

也、 又 仙人な りビ い へ る說も あり、 

村雨 や 花 を ふらす る 琵琶の 曲 

〇 三 井寺 

山 號は長 等 山、 寺 號は園 城 寺 也、 天智 天皇 天武 天皇 持 

統 天皇 三代の 帝 御 誕生の 時、 御產 當 寺の 井の 水た 

てまつ りし ゆへ 御井 寺ビ號 せ.， r -、 後 改めて 三 井に な 

せり、 元祖 は敎 待和尙 也、 二 代 智^ 大師 は 渡 唐し 給 ひ 

て、 佛經 を寫し 秘法 を受 得て 歸 朝め. 5 し 也、 寬 1^ 一  1! 

年 十 月 廿 九日に、 七十 七歲 にて 入滅、 存命の 名は圓 珍、 

認を智 澄 大師 ビ賜 はる 也、 當 寺に 龍神より 俵 藤太秀 

鄕に 贈りし 釣鐘 あり、 釋尊 祇園 精舍 うし ビらの 隅に 

つり 給 ふ 鏡な り ビ いひった へ 侍り、 然 れば义 永の 亂 

に 山 徒の 手に 渡り、 峰より 落し 侍る によ. 9 て、 うちわ 

れ ぬる 所に、 白龍來 りて これ をね ぶる、 たち ざころ に 
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われた る- xJ ころい え あ ひ、 も- yj の 如くの 聲 いでけ る 

ビぞ、 今に 至りて 此 寺の 重 寶な， 9、 

みだるな よ 釣鐘 草の 花の 風 

〇 智積院 

寺 號根來 寺-、」 い ふ 、 開山 は覺鑀 上人な り 、宗旨 眞言 に 

て、 勤 學の察 舍螢を ひろ ひ 雪 を棠 めて い たづら にね 

ぶら す、 鑀 上人 藩染往 n 興 福 寺 一 習 二 唯識？ 一  夕 倚 二 春 H 

明 神霊 夢, 學 二 密敎； 即至 n 高 野， 營>1 傳法院 一 住 有 レ年入 

レ定 云々、 元亨釋 書に 審 かな.^、 後^^子上人の廟を紀 

州根來 にう つし、 又道塌 をた て、 根來寺 ど號せ 、智 

積院 は根來 寺の 學頭 也、 根來沒 落に よ. 9 て、 智精院 を 

洛陽東 山に うつさる、 又 南 隣に 一 寺 あり、 禪の南 花 和 

尙 すめる 所な り、 後 相承 僧な く、 大樹 公 命に よ. 9 て、 

智精院 より 南 花 和-: 1： の 寺 を も 住せし むる な. 9、 

窓の 前に 智も積 やた まり 雪 

〇 寶塔寺 

深 草 山 寶塔寺 は、 も V- 眞言 律の 寺に て、 極樂寺 VJ 號 

し、 今 も 村の 名 を 極樂寺 村-、」 いふ 也、 抑々 仁 明 天皇 一斤 

川 行幸の 時、 御 琴の 爪う せ 侍る に、 供奉の 公卿 その外 

尋ねさせ たまへ 共、 求 出されす、 漸く あ. 5 て 今の 寶塔 
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寺の 地に て 尋ね 得た まひし、 これによ. 5 て 伽藍 建立 

あ .5、 其 比に 極樂寺 どい ひ 侍.. > 、今の 寶塔寺 也 * 元祖 

は 聖寶、 中 比日 像 菩薩 法 華 を 弘め給 ひしより、 此 宗旨 一 

にて 日 像 を 元祖 V」 せ. 9、 極樂 寺の 僧 良 桂 事、 龍 ^傅に 

く はしき 故 こ、 に詳 かなら t  し 

みめ はぜら ろ、 方角 各 

別な り、 な 考 べし、 

一 、御 塔./」 いふ は、 日 像 菩薩の 4c 利 をお さめ 塔 を 立る 

靈 地なる ゆへ な.^、  一 

一 、=- 像弘 通の どき、 說 法の 高座 石な. 5、 

うぐ ひす や 柳の いどに 琴の 爪 

〇 淨華院 

當院 は も ど 禁裏 の佛 殿に て、 淨 土の 本 寺な，..'、 法 然上ー 

人の つた へをラ け、 賓 物な V- 侍る 寺 也， 倩お も ふに、 一 

それ 念佛の 行者し な.^ あ. -、 融通 念佛、 躍 念佛、 六 一 

离念佛 、歌 念佛、 鉢 控念佛 等、 かね をなら し、 太鈹 をう 一 

ち、 瓢篥 をた ゝき、 又 千木 念佛、 壬 生 念 佛には 狂言 さ ； 

へま じ へ、 うた ふ もま ふ も 法の 聲、 かく その 流々 所に 

よりて 名 はか はる VJ も、 難 波の i 一 尸 は 勢の はま 荻な 一 

る？ し、 然れば 何れの 念佛 修行な り 共、 終の.， よるべ は ： 

變る まじ、 されば わがお も ひどれ. るかた に從 ひ、 唯 ひ 一 


た すらに 名 號を唱 へ、 他念な く あみだ 佛 .、」 賴み ^；^ る 

* へ きものな. 9、 そ も. （-念 弗の 功蕷 り、 臨^に 驶； 衆の 

來迎 にあ づ かり、 西方 十 萬 億 土 も、 一 念のう ちに こゝ 

を去こど遠からすして、标樂世界に往生する^^、覼經 

に說 たまへ るに あらす や、 なん ぞほ W けに 妄語 ある 

べき、 一 心不亂 に念佛 せば、 尼 入道の 無智の VJ も、 がら 

も、 身の 後 は 上品 上 生に いたらん、 まこ どに 極 \isi 惡人 

無 他方 便、 唯 稱彌陀 得 生 極樂、 

月 花み 見ても こ、 ろに ぞ かけ 念佛 

むかしく 衣； 史_〈7 い 時 正に、 ある 淨土 宗門の 前 を 過 

りぬ るに、 說法 はじめなん 時、 近く 見え わた り、 色々 

の 袖 を つらねし 聽衆 群集し 侍る に、 つれし 小 候の ま 

よ ひも やせん，， J 、跡 をみ か へしければ、 年 まだ 若 かり 

し 入、 かた t, すぐれて 賤 しからす、 おふした てられし 

ど 見えぬ る が、 よそ ひ 風流に して 詣 でけ るに、 

花の 铀ゃ あどよ.^ 戀 のせめ 念 弗 

せんかた なみだに 臥 しづまん はおろ かな.. y  、 狂 言 綺 

0 のた はぶれ 、本心 くらます 事な か れ 、無始の 輪廻 は 

一 心の 執心より おこりて、 生死の 牢獄 やぶ .o- がた し、 

いにしへ. の 歌に、 
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よのうき め 見えぬ 山路 へ いらむ に は 

おも ふ 人 こそ ほ だしな. e- け hs 

それ 和歌が 德は想 持の 義、 陀羅尼 ビ おなじ-,」 S へ b、 

天竺の 陀羅尼 も、 其國の 人の こ VJ ば 也、 和國の 三十 一 

宇の 詠又爾 なり、 阿彌陀 VJ いふ は 梵語に て、 漢には 鍵； 

量壽 VJ い ふ、 阿 は 無 空 の 義、般_^;1 の徳 なり、 彌は 量、 假 

の義、 解 脫の德 なり、 陀は壽 、中道の 義、 法身 常住の 壽 

命な り、 支那 晉の惠 遠 法師 は爐 山に. 01 逆 社 をい ごな 

み、 ちか ひて 山中 虎溪 をす ぎす、 一 向 往生 極 樂の行 業 

他事な く、 本朝 惠心 僧都 は、 往生 耍集を えらびて、 漢 

土まで 名，^., ほ V- こせし、 めでたき 往生 人な.，^、 天親菩 

薩の淨 土 論に は、 淨 土に 生れん VJ おも は  > 、菩提心 を 

おこすべし ビか 侍り、 (外法 然 上人の 作りた まふ 物 

にも 見 へ ；J^?、 

ぼんな ふ も ぼだい ど 聞て いにし へ の 

白び やうし さ へ ほ VJ け ど はいふ 

隨 おのな みに た よ ひ、 妄執の 雲に さ へられて、 胸の 

月ひか，.^を現はしがたき下愚のゎれらごどき、 穢土 

を はなれて、 淨 土に はいかで おもむ かんや、 かなしき 

かな、 すみやかに 地^く におち、 分 荼離迦 ど やらん に 
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て、 いかなる 獄卒に か 行 あ ひ 、いかばかりの 苦 を かう 

けん、 それ 地獄の 數 おほし、 等活、 叫喚、 焦 熟、 阿 鼻 地 

獄猶 これ あ b  、餓， M 畜生 修羅、 か- - あさましき 寧の し 

な < ^かへ， 9 みて、 はやく 五 麈六欲 をい VJ ひ はなれ、 

佛の敎 へ に從 ひ、 如說 修行 を勵 まし、 常 樂の果 を も VJ 

むべ し、 か， 5 そめ も惡 をな せば 惡に むく ひ、 善 をお こ 

な へ ば 善 をう くる こ VJ  、 影のう つ. 5 鏡に 姿 を あはす 

がご》」 し、 勸善懲 惡の事 を わすれす * 無常の きたりな 

んを はかる べし、 易の 整辭 にい はく、 日往 どき は月來 

,9  、暑 ゆく^き は寒來 る、 此理を さ V」 し、 善惡の 到來ま 

の あたりなる 事 思 ふべ し、 本心の； t 靈を 昏蔽 し、 生な 

がら 地 ごくに 入らん はう VJ ましく 思 ひ、 よくつ ど め、 

いかにもし て 如 來大悲 本願の ご どく 引接 に ぁづ か り 

て、 無 億劫の 業 障 も沾滅 し、 安樂 幽に 生れん ， ^ ど を 

ねが ひ、 一 返の 念佛 つもり、 一 粒の 稲の 大木 どなる が 

ご VJ し、 岷 江の 觴を 浮ぶ る も、 楚に 入て 千尋の 底なる 

ぞ かし、 千里に 赴く も 一 步ょ. 0 始まり、 その 心 ざす 道 

よこしまに まよ ふ 事な く、 かんが へ 思 ふ べきな り、 人 

を 養 ふ 物 も 口よ..^ 入り、 人 を ころす もの も 口より 入 

な. o、 源氏物語に 好色 をい へる も、 人の このむ 所より 
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して、 道に ひきい れんの 方便な り、 色欲 VJ のみの 管 見 

は 誤りなる べし、 易 は 乾坤 を はじめ 陰陽 男女の 事 を 

しる 也、 人倫の はじまり は 夫婦 なれば、 なくて 叶 はぬ 

道 也、 されば^ すれば 人倫 をみ だり、 色 をい へる は 色 

を 戒めん 爲也、 無爲 の極樂 をね がふに、 五 欲 を 満足す 

る は 淨土ど をし ゆる は、 五 欲 を はなれし めんの はか 

b ご ビ 也、 弊 起 はこれ 病、 つかざる はこれ 藥、 妄念 來ら 

ば 常な き 風に はら ひ、 飛 花 落 菜に 此身 をよ せ、 夢幻 泡 

影に 命 を そへ、 はかなき 事を勸 じ、 地獄 ある 事 をし り 

ながら、 刹那 も あみだ を 忘れ、 須臾 も佛號 ど な ふる 事 

おこたらん は、 何の 仇ぞ や、 南無 阿 彌陀佛 の 六つに も 

VJ づ かすして、 眼 耳 轟 チ：： 身 意の 塵に たぶらかさる、 

念々 の 心、 い たづら もの ど さだめ、 かれ を 返 治せん VJ 

思 ふ 所の 善心 、かれ，、」 これ ビ、 一 身に 物 二つ か VJ 思 へ 

ば 一 一 つに あらす、 一つ どお もへば 一つ にも あらす、 た 

€ へ ば 水の 月の ご，/」 ぐ 手に もどられす 、たどへば 山び 

この ご VJ  く 目に も 見へ す、 火に 入 土に @ て も 成せぬ 

くせもの、 くるしめ もうけ、 たのしみ も 極る、 王公 もま 

ぬがれぬ 一 大 1^、 みだりに どら やして、 終焉の め e た 

からむ こ VJ を、 ひたぶ るに あみだ 佛 にうた へ なば、 願 


な Vj かむな しからん、 されば 欣求淨 土  VJ をし へた ま 

ふ、 三 途八難 をの がれ、 七寶の 山に のぼり 八 功徳 池に 

あゆみ、 いのち は 無量に て不生 不滅の 身、 淸淨 堅固の 

妙 鉢 なれば、 塵勞の 境界に を かされす、 阿字の 一 字眞 

言の 肝心 也、 深く 習 へ ば 舌 相 言語 みなこれ 眞言な り、 

三大僧 紙の 修行 も 一念の 阿 宇に こえ、 五相瑜 伽の 寶 

藏をマ 座の 觀 心に ひらく、 いかなる 鈍根の もの も 一 

字の 眞言 は 習 ひやす し、 しかれば 鈍智の わいだ めな 

く、 念佛 門に 入、 南無 阿 彌陀佛 VJ ゝな ふれば 、た，/」 ひ を 

もき つみ も、 他力 自力に よて、 釘拨 のよ く 釘 をぬ くが 

ご ごしど い へり、 いよ/、 佛の 金言 を 恭敬し、 如來の 

ちから をた のみ、 一 佛淨 土に 生れん 事、 心に ふくめる 

こそ 肝要 なれ、 

他念な く 口に ビな ふる 阿 彌陀佛 

むねの れんげ ぞ臺 座な りけ る 
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〇 相國寺 

萬 年 山 相國寺 は、 尊氏將 第三 代義滿 建立に て、 夢想 國 

師を勸 請の 所 也、 むかし 當 寺の 僧 橫 川に 人の 問け る 

は、 木篇に 目の 字 は， いか  >  よみ 侍る にや VJ 云り、 橫川 

答に、 篇も旁 ももく の聲 ある 字 也、 よみ はしら や、 聲は 

もくなる べし ど いら へ られ しに、 そばなる 兒、 相^ 寺 

の 相の 字なる 物 を VJ いはれ、 さど、 V> よみに な. 5 にし 

VJ なん、 橫 川に 限らす、 か ゝる失 は 誰^ても ある 夢な 

り、 羅山子 詩に、 水 を 上に 書て 下に ェど いふ、， こうの 聲 

ある 字 を 書たり、 學の VJ もがら 見る 人 不審 かりし 

に、 ある 少人江 la- の 江の 字 也 yj いひけ る、 まこ VJ にさ 

にて あるな. 5 ビ 、人々 手 を うちあ へり、 

つきぬ 種 や 萬 年 山の 瓶の 花 

一 、定家 卿 時雨の 亭の 遺跡 此 所に 侍り、 難 波津の 道に 

おもむき ある は、 八月 廿日 を 心がけて まか る 事な. 5、 

又 歡喜寺 V.- いふに も由來 これ あり、 是は寺 町 通の か 

みに 有、 千 本の 白毫院 にも 由緒 有ぐ」 也、 
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〇 建 仁 寺 

柬山建 仁 寺、 榮 西い VJ なめる 時、 石木 をよ する 人夫に 

力 を そ へ ら れん ビ、 み づ からの 名 をよ ばし めら る、 榮 

西. （- いふに 隨て、 人夫 V- もい さ む 心 つ き、 造 立 は 

やく 成就せ しど 也、 寺內 にたつ VJ き 摩利支天 あり、 

月の. これ をい はば や 丸し 天 

又當 寺の 門前 西の方に 送葬の 場 あり、 火葬の けぶり 

絕す 立の ぼり 侍る に、 いづれ の 23 か 我な らん VJ 心 ぼ 

そく、 まこ VJ にあす しらぬ わが 身 V」 思 へ ゾーレ， くれぬ ま 

のけう は 人 こそ かなし か. 5 けれ VJ よめる 歌、 い ども 

あはれ にお ぼへ 侍る、 されば 棺を II ぐ もの、 手の いど 

ま 得る 事 まれな り ビ ぞ、 なきがら おくる 方 こゝ のみ 

なら や、 鳥 部 山、 船 岡、 中 山、 なを 形 その まゝに 土に は 

ふむ る も あれば、 ふ も VJ の 道 はか はる，/」 もお なじ 死 

出の 山路の つれなる ベ し、 刹 利 も 陀もか はらぬ 所、 

っゐに ゆく みち ど は 兼て きぐ ものながら、 なき 風 

の 音 をよ そに のみお も ひて、 け ふ も 又い のちのう ち 

に 慕 侍る 也、 南無 阿彌 陀佛、 

一、 いつの 年 いづれ の國の 侍に て やらん ありし、 船 

綱に を ひて 主人 第三 年に 追； g きりし あはれ を 見 侍り 


き、 いさぎよく 神妙なる 最後、 みな 人な かぬ は ひし、 

搔 Iw^ の 前、 しづかに 卒度 笑ぬ るに、 黑 つけたる 士 

にて ありけ. り、 あつ ばれ 世にながら へ忠を^^|しなば、 

いかば か h- の 粉 骨 あらん VJ  、見る ス きく 人 云 あ へ. 9、 

もろこしに は芻靈 VJ いひて、 その 人の かたち を 草に 

てつく り、 穴に うづみ し 也、 その後 孔子な V- のころ は、 

木に て 作り、 あなに うづむ、 これ を 木 偶人、、」 いふ、 孟 

子 梁の 惠 王の 上 篱に、 仲 尼曰始 作， 1:^ 者 其 無， 後 乎ぐ」 

お ほせられ しなり、 此 ころ は 俑は木 偶人の 事な. り、 後 

VJ は 子孫の 寧な h -、 此 人形 をつ くる もの は 不仁なる 

ゆ へ に、 子孫 もた ゆ べし VJ 、孔子の にくませた ま へ る 

事な り、 いはん や 人の 絶命 を や、 その ゝち秦 の 代に 

はじめて殉死ぁ.^、これ日本にぃふ追腹の^?|也、史記 

に 見えたり、 秦の武 公 卒す、 雍の I ^陽，、」 いふ 所に 葬 

る、 此 時に 殉死 六十. k 人、 是 主君の あ VJ を 慕 ひて 死す 

る はじまり 也、 それよ b 又の ち稳 公の 卒せる ビ きに 

殉死 百 七十 七 人、 此內奄 息 仲 行铖虎 V- いふ 三人 は、 な 

らび なき 臣下 也 、函人 從死を かなしみて、 黄鳥の 詩 を 

賦す、 これ 詩經に 見えたり、 乂禮 記に、 陳乾昔 病に ふ 

し、 すでに 臨終の ま へ に、 われ 死せば 二人の 婢子を 


京 童 跡追卷 第二  一 一一  百 "A 十九 


死 させて、 棺を 大きに つぐ. 、兩を さし さはみ て はふ 

むる べし ど 造言 あり、 一 ー婢子 はかた ちうる はしき つ 

か は れ 女の- :、」 也、 しかるに ^乾 昔、 そ の 子に 尊 己 VJ 

いふ あり、 rail 1 婢 子の 腹に は あらす、 此尊 己、 いかに 父 

の 遺言 なれば.、」 て、 殉死 は 鱧に あらす VJ いひ、 父 命 を 

そむきて 二人の 女 死 を まぬがれたり、 親 の 命 を そむ 

く は 不孝 なれ 共、 これ は亂命 也、 そむきても 不孝に あ 

らす、 たど ひ 不孝 VJ いふ 共 かろし、 命に 從 ひて 殉死 さ 

する は、 禮 にあらぬ^ なに かこれ にす ぎん^ いひて、 

二 女 共に ころされす、 此 事檀： IT の 下に 見えたり、 まこ 

VJ に ：！： 本 は義の 正しき 事、 もろこしより こえたり、 

〇 鳥 部 山 

爱を 阿. 彌陀峯 ビ いひ、 又 裙を鳥 部 野 V」 いふ 也、 まこ VJ 

に，： Cik は 土よ. り も 高く、 紅涙 は 雨よりも 頻也、 

千載 . 

鳥 部 山 を も ひやる こそ かなし けれ 

ひ VJ り や 苔の 下にく ちな む 民 部 卿成範 

玉 葉 集 

分き つる 袖の しづく か 鳥 部 野の 

なく >\ かへ るみち しばの 露 俊 成 

往ん じごろ、 さ る 人の 追 tel: に、 

聲 あげてな きがら V- ふや 蝶の 經 


〇 大 谷 


此所は 文 永 九 年に 草 建に て、 阿彌陀 堂；：；：、 親鸞 上人 九 

十一 歲 にして 弘長ニ 年 十一 月廿八 a! に 遷化 也、 四百 

年忌の 時 一宇 をい どなめ り、 親 鷲 上人 古塚 、もど 知 恩 

院 山門の あたりに 有け る を、 知 恩院造 立の 刻 此大谷 

に 引 移さる、 西本願寺の 墓所 又學問 所なる 由に て、 岩 

屋な V- さながら しみ <\ - どお ぼ ゆ、 名に 高き 藤 波よ 

るべ の あるじ どし、 花に 宿^りて うき 世 をよ そに な 

し、 しばし の靜蜜 もすな はちの、 ひ佛 にて 寺れば、 これ 
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も 御た すけの 御 恩 V」 ありがたく、 

藤の 花 は瑤珞 なれ や ほどけ 達 

〇 立 本 寺 

山號 具足 山 VJ いふ、 日 像 菩薩 開闢な り、 弟子 大覺大 僧 

正の ビき、 後醍醐 天皇 勅命に より、 弘法の 地 を 洛內の 

櫛笥 にた まひし 綸ぽ、 當寺 にあ.^、 其 後 後陽成 院の御 

宇に、 豊臣 太閤 秀吉 公文 祿 年中に、 此地を 今 出 川に う 

さい つ ころ 

つ さしめ たま ふなり、 近 曾の 住持 H 審上 人名 譽の僧 

にて、 說法を ひろめ、 受 法の 人數 あげて かぞ へがた し、 

富 樓那の 辯 舌 も かほ どに は どお ぼへ し、 世壽 六十 八 

歲 にて 寂す、 辭世、 

むすび をく 法の 誓の ちぎ b に は 

駕 のお 山の 月 を こそ みん 

五 逆の 提婆は 天 王 如 求の 記 t 别に ぁづ かり、 八 歳の 龍 

女 は 南方 無 1% の正覺 を，.」 なへ た b  、されば 男女 老若、 

此經 王の 功力に より、 即 得成佛 うたが ふ 事な く、 行 住 

坐 臥に 南無 妙法 速華經 をお こたる 率な かれ、 

罪 を ふせぐ 釋迦 はや. 0 梅 や 具足 山 

〇 鹿苑寺 世に 云 金閣寺 

常 寺 は 相 國寺を 造 立 ありし 尊 氏將軍 三代 義滿將 Jsf の 


御 菩提 所 VJ して 建立 也、 高閣 をた て、 金箔に ての こる 

w ころな く をし 侍る 故、 金閣寺 ど いふなり、 いつの VJ 

しに か ありし、 紅葉の ころ 此寺 にきた hv  、若年の 友 ど 

ちぐ」、  , 

山林の もみ ぢに あそべ 鹿の 苑 

此時 のつ ゐで、 北 野の 比屋 つく. 9 木植 しげ. ^立より 

見 侍る に、 古木の is の にげなき にもうる はしき に、 枝 

ぃろ^-花ぁる物っきてそだてしに、 郭橐駝 おも ひ 

やられし、 爪， ー其膚 ー以驗 一一 其 生枯； 搖 一一 其 木 ー以觀 一一 其 疎 

密 一，/」 いましめし 事、 よくも こゝ ろうる ものなら し、 

しばし 庭にた^ やみて、 

草 も 木 も成佛 する VJ ビ くの. 0 の 

まこ どなる かな 庭の 羅漢 樹 

〇 大德寺 

龍寶山 大徳 寺、 宗峯妙 超 元祖 也、 宗派 世上 流布の 本 侍 

る 故、 こゝ にぐ. はしから す、 大燈は播磨の國の人な 

..^、父母子なき事を憂ゐて、書寫山の觀^昔に祈誓を 

かけ、 其 後す でに 懐胎して うめる 一 男子 也、 相 州 鎌 倉 

建 長 寺 大應國 帥の 弟子、 悟道 發 明の 僧 也、 建 武四年 十 

二月 廿 1 一日に 遷化、 世壽 五十 1 ー歲、 後^醐 天皇の 御 時 


大 燈國師 w 諡を賜 はりし 也、 當 時に 南 派 北 派 VJ いふ 

は、 一 休 宗純養 叟宗頤 な V- の 時よりの 事 か、 

くる 秋 はいかなる かこれ 西の方 

〇 妙 心 寺 

開山 關山 恵玄 なり、 大燈國 帥の 弟子たり、 閼山父 は 信 

州の 人、 源氏 高 梨 高 家の 末葉 也、 惠玄 い VJ けなき 時、 相 

摸 S 國巨福 山 廣嚴和 尙に學 び、 其 後花園 院關山 を 住 

山 VJ なさせ 給へ る 也、 かるが 故に 當寺 を花圓 VJ もい 

ふ 也、 山 號は正 法 山、 法皇の 一宇 は 玉 鳳 院ど號 せり、 

か.^  .0 

近年 法 塔の 天井に、 龍、 探幽齋 法眼の 時に 書 也、 關山 

遷化 は 延文五 年 十二月 十二 日、 行年 八十 四 VJ 也、 

釉 にもて る拂 子め きたる 尾花 かな 

0 釋迦堂 遺教經 

二月 九；：； より 十五 Ml まで 一七：！！ のうち、 僧 あつま. CV 

經 よみ を こな はる、 な. o、 堂の 如來の 尊像 は 用 明 天 

皇の御 守 本尊 ど 也、 院內に 護摩堂、 不動 は慈惠 のき ざ 

め る 也、 本院 を 大觀音 寺 用明坊 W い ふ 、年毎の 中 春に 

緇素 むらがり あつまれ. 5、 又此 所に 古き 五 諸 車 あり 

し、 いかなる 事共い まだ どひ 侍らす、 

經 をよ み燒 香す る やに ほひ 鳥 
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〇 仁 和 寺 

仁 和 年中に、 宇多の みが VJ  、室の 扉い まな ませ 給 ふに 

よりて、 御室 VJ もい ひ、 仁 和 寺 VJ も號せ hN、 比 叙 山 を 

延歷の 頃 草創 ありし 故延曆 寺.、」 いへ るが ご どし、 此 

仁 和 寺 は、 かたじけなくも 皇子の すませた まひ、 殊に 

僧官を のぞみ ある ものに ゆるさせ 給へ る 也、 內に弘 

法 大師の 堂 あ. - 、三；：；； 廿ー 日に 男女の まう でお ほし、 

門の 前に 下乘を 石に ほ. 5 て 立ら れし、 賀 茂の 氏人の 

筆跡 どなり、 

なら ひが を か 

一 、雙岳 VJ いふ も當 所の 事 也、 

色々 になら びの を かの はつ もみお 

秋の さが 野の ゆき ゝにぞ 見る 

一 、近き あた hv の 民家に 陶 あり、 又い にしへ よ. 5 仁 和 

寺の 眉 作 ど いふ を、  . 

仁 和 寺に 見る や 柳の 眉つ く. 5 

〇 新住吉 

此宮は 五條 高 辻に あり、 むかし 三位 俊 成卿攝 州住吉 

大明 神を勸 請の 所な.^、 いにしへ は宮 lig 方 一町に て 

ありし に、 應 仁の 亂 に回祿 せり、 そ も-, \ 住吉大 舯 

は、 西の 海植 原の 鹽路 よ.^ あら はれた まふ 御祌 なり、 
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  , "お t 跡 追卷 is  .  

く はしく は 此奧攝 律 國住吉 の 所に 書し るし 侍る が、 

俊 成 卿の 歌に、 

和歌の 浦の みちをば すてぬ 神 なれば 

あはれ を かけよす みよしの 波 

雲の 波に 月 や 出現の 神 ごゝろ 

〇實 相 寺 

上 鳥 羽 木 井 郡 正 覺山實 相 寺 は、 開基 U 逮 末流 大覺大 

僧正の 建立に て、 妙覺 寺の 末寺な り、 此 所に 先 帥 松 永 

氏 長 頭麼を 葬、 されば 滑稽の 道の すき 人^ あ ふぐべ 

き 寺な h- 、今 の 世に 俳諧 もて あそぶ VJ もが ら、 京師 も 

遠く 國々 も、 誰か 此 翁の 捉 にした が は ざらん や、 十 一 

月 十五 H か、 人々 ど此 寺に まい b 侍る 時、 

奥 ふか き雪佛 -、」 ふ や 作 禮而去 

俳の 好 人 長 頭 L まの 像 をかゝ せ、 うる はしき 表 補繪に 

て 、典 行の どきの かけ 物なる に、 予に讃 せよ VJ い へり、 

いなび 侍る も iS うけす、 おしてい へる にの がる ゝ事 

かたく、 盡圖を か へ り 見 侍る に、 宋廣を もてる かたな 

h- 、その 禮 紙に 書つ く、 

末 ひろ ゃ詞の 花に 御 傘 

御 傘 VJ いふ 書 は 翁 齢の 後の 法 を、 にあ まねく ひろ 
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めら れ しなり、 かの 末廣 がりの 狂言に 傘.、 あはせ 

侍る を、 又 こゝの 句に かれ VJ これ.、」 を 幸 取 用る 事、 ま 

こ.、」 に 狂言 也、 

〇 妙 速 寺. H 鳥 羽 也 

開基： n 像せ；！；^ 也 、い にし へ は寺內 三百 間 有餘に て 、堂 

4" いかめし かりし に、 いつの 比よりか 衰微して、 寺內 

田 畠-、」 なり、 本 も 民家に ありし を、 宽文六 年の ころ 

ある 僧 さたり て 小 堂 をい どなみ >  いにしへの 本尊 を 

安置し、 すたれる をお こすもの なり 、毎お 十九：" に 開 

帳 あり、 

= 逮 御影 H 像 上人 作 也 

屮 尊  ：：： 像の 筆 也 

J^^^J^  く.：？ に瞥！ t 丄大 大僧正 は貞治 三年 甲 辰 

H 像ハ 景 .t^，.7^ 熠 f=!  四月 三 B に 秦 五十八 -」 て 寂 

をの づ から 雪に や 鳥 羽の 作り 道 

〇 黄蘗山 

山城 國 大和 W に 承應庚 子年 建立の 寺な り、 隱 元禪師 

來 朝の はじめはし ばらくな £ 田に すみた まひ、 それよ 

-5 此所 にう つり、 い よく 禪風さ か んに、 從學の 僧お 

ほし、 抑 豊臣關 白秀吉 公、 文 祿元壬 辰年 朝鮮 を征せ ん 

ど、 兵 を もようした まひ、 ほいの ごどく、 遼 東の 李 子 


ビ いふ 將をど .5 こにし、 い きを ひ を あ め がした に ふ 

る ひ、 掌に 八 隅 をに ぎ.^ 給 ふ 比、 朝鮮に て 八 歳の 兒を 

どらせ たま ひ、 H 本へ めしつれられん V. -、 改陣の VJ 

き、 おなじ 御船に 侍り、 古 鄕をさ る 事 をな げきかな し 

みて、 一 一首の 詩を賦 す、 秀吉公 甘心 まし-,^ て、 ちご 

を 朝鮮へ 道よりも ビし給 ふ ど 也、 その 詩句、 

煙 水茫々 歸路畏 蒼 波  一 a: 里 隔，， 故 鄕， 

與， 人 欲， 語 々 1 音 別 終 = 無 J き 送，， 夕 陽- 

又 

夢 裏 分明 歸，， 故鄉， 双 親 逢， 我 問 =扶 桑， 

華 鯨樓上 一 聲響 撫 ，枕 猶疑 在，， 大唐， 

まこ どに あはれ なる 句々 也、 誰か 落涙せ ざらん や、 い 

かなる 鬼神 勇猛の 士も、 あはれ を そふる はむ ベな. o、 

しかれば 今の 御代、 仁 道の 德澤 四海に みち、 支那の 名 

僧まで も、 をの づ からした が ひたて まつり、 みづ から 

もろこし ぶね を；：：： の も V」 によせ て、 厚き お ほんいつ 

くしみ を か う it れ り 

漢竹 もな びく や 御代の 春の 風 

唐 僧 問、 道 什麼、 答、 淸風 動， 一脩 竹？ 

やまぶき はげに 黄 疑 や はなの 色 


僧 又 曰、 如何、 答、 滑稽 句、 僧 云、 何不 レ學， 詩、 

答、 僧是 僧俗 是俗、 俗喫レ 茶、 我 又 對，, 繩床 13, 欲レ破 

レ眠、 狂歌 咦、 

何事 も ど さ VJ  .5 て そば きりを 

三十 棒に うたせ たき かな 

〇 元三 大帥 御影 

比 叙 山に あり、 慈惠 大師 VJ もい へる 也、 古き 繪 像に 

て * 近くお がめば あざやかなら や 、遠く 見れば 御 かた 

ち あら はに お ぼ ゆる は、 予病眼 ゆ ゑ、 われば かり かく 

ありて、 眼疾な き 人ば 遠近 か はる 事 あらざる か、 さて 

靈像 のた つどく まします 事、 凡慮の 筆舌に あら はし 

がた し、 靈 前に 奇妙の 御閣 あり、 信仰の 人 これ を 取、 

文句 あたら や VJ いふ 事な し、 むかし それがし 此 御く 

じ を 取 侍る 事 あ .5  、尊影 橫 川に いま ぞ かりけ る ごき、 

その後 又 飯 室に まします 比、 兩 度の 御く じ 同事に て 

侍りし、 ム莫レ 作 二等 閑 看； 此 結句な り、 一 ッの おも ひ 

よる 所に、 日 をへ て 二た び収 ぬる 御 M おなじ ものな 

る 事、 奇妙 也、 されば おそる ベ した つ W む べし、 

三 ヶ月の 尖し 影 や 角 大師 

1 、張 良 占 VJ やらん 云て、 四 言 四 句に 作り、 當所 にて 
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筮物 あり、 これ. W 似た る 事な がら、 大師 御閽ど は 谷 別 

なり、 もつ ビ も 同 U1 の；！！ にあら す： 卜 士又斧 を 锹，、 J い 

ひし 類 侍れば、 工夫に 功 ある べし、 

一 、元三 大師の 御名の 事、 夏 疋は斗 柄 建 レ寅三 陽 交、 <1 

泰の y 卦也、 象レ人 也、 かぐの ご どきの 子細に よ...' て、 

つきた まへ る 事 か、 猶詳 かに こど はり 盡し 侍べ けれ 

共、 姓名の 義さ のみつぶさから す ども ありな む、 又 勅 

言 大師 ビも いひ 侍る、 これ もい さゝか 巨細 あ. o、 又々 

大師 灌 頂の 起請 ビ い ふ 事 あ 、ロ傳 VJ て、 しる 人 秘密 

せ る を、 ふか めすして あら はす ベ き 事、 且は 道に も 背 

き且 はしりが ほ VJ そしられなん も なし、 ^にも ぽ 

めかせ 侍る 事 ほいに あらす、 これらの 義、 山門 愤學の 

僧に^ 侍， りし もの 也、 まこ VJ に 赤蜻蜒 の黑燒 喉痺の 

藥 なり，、」、 あまね ぐ 人に しらせられ ぬる 心 ざし こそ 

た， フ ビ けれ、 

〇妙.说寺 

松ケ崎妙.：1^寺は、開^^實眼僧都也、むかしは歡喜寺ど 

號し 眞言 宗 にて ありし が、 ：：： 像 上人の 敎化 によ， 0 法 

華宗 にな. 5、 すな はち 又 村 中の 者、 のこら や 其 時 法 華 

にな h 'しど 也、 されば 春分 三月 雀變 成， 拾、 秋分 九月 


蛤 變成レ 雀、 乂田鼠 化成 レ鶉、 うつ b か はる 人の 心. あす 

か 川の 淵瀨 なり、 萬 事 はみ なす ゑの 露 もどの 1| 卞、 

一 、此 所に 題目 躍 あり、 七月 十六 H の 夜、 男女 老ぉ 一 在 

所の こらす、 題目に ふし をつ けて 躍、 其 有 樣稻の は へ 

出て よりみの るかた ち どやらん、 はじめは 立てめ ぐ 

り、 後に うつぶして 稻 のみの. 5 て ふした る體に 躍る. 

なり、 經に 踊躍 歡喜 どか 侍る、 その 心なる か、 さて 松 

ケ崎ビ 云 名所、 山城 ど 近 江に も あり、 古歌に、 

夏の B も凉 しかりけ り M ケ睹 


れゃ 氷室の わた， Q 成らん 

は 鶴 をよ める 也" 


是 山城 也、 又 江 州の 秘ケ崎 

拾遺 柒 

千年 ふる 极ケ 崎に はむ れゐつ、 


又- 


田 鶴 さへ あそぶ 心 あるら し 元 

聲 たかみ を ど， 5 大夫か 极ケ崎 

- 、 

足 も 手 も はね 盟目 P 躍ぶ. 0 
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〇 春 日 

赛 U 大 明；^ は天兒 屋根 命 也、 神道 三ケの 大事の 一 つ 

ビ な れば、 容易い ひ 出ん 事 ど がめ おそろし、 され ども 

和 光 同 塵 は 結綠の はじめ、 も，、」 より 慈悲 萬 行の 日の 

影、 三 笠の 山に 照る にあら やや、 そ もく： w の； t 岩戸 

を閉、 ど こやみ の 世 VJ なり 侍る W き、 二た び H の 神. を 

呼 出させた まふ は此命 也、 誠に 世人 擧てぁ ふぐ まじ 

き は 非 也、 四 所 大明祌 、第 一 御殿 は武雷 命、 又 曰 武饔槌 

神、 第二 御殿 は齋 主命、 又 曰經津 主命、 第三 御殿 は 天 

兒 屋根 命、 第 四 御殿 は姬 太祌、 天 照 太； t の 分身 也、 又 

若宮、 凡浮展 氏の 释 地勸文 VJ もい ？, 

天兒屋根命は、神の事をっかさ^れる宗源な-.^、ょり 

て 此國の 臣下た るビ もがら、 猶 よ/上 寸.. ^給 はむ.、」 也、 

これ 藤 原 氏の 元祖たり、 神 護 景雲 元年 六月 廿  一 H 、常 

陸國鹿 島より、 武雷命 白 鹿に のりた まひ、 柳の 枝 を 鞭 

ビ し 、a: 勢 名 張 の 郡に まし/ \  、中臣 の 連 時 風秀 行 な 

Vj 供し 奉り、 同 二 年 正月 九 ：！： 三 笠 山に 至らせた まふ、 
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齋 主命 は 下 總の香 取より 來り まし、 天兒 屋根 命 は、 河 

ひ 一-を か 

內國枚 岡よ. りうつ り まし， 姬太刺 は^ 勢國 よ..^ おは 

しまして、 四 所の 神 三 笠 山に すませ 給 ふな. 9、 貞觀元 

年 十一 月 九日 祭禮 はじめて おこな はる、 

接 千 iJJS 集 神祇に 

春 日 山 あまつ こやね のます 鏡 

うつりし 影の 月 を 見る かな 中 臣祐茂 

春の S. も 光 こ VJ に や 照す らん 

國 く，. -の 葉に かくる しら ゆ ふ ^ 成 

今^ 

いか ぱ か- 5 神 *r うれし ど 三 かさ 山 

一 一葉の 核の 千代の けしき は 周 防內侍 

續後 撰 

春 日なる みかさの 山の 宫ば しら 

たてし 誓 は 今 も ふ. 9 せす  素 俊 法師 

一 、春 H の 御祭 VJ いふ は 十一 月廿 七： n 也、 le. 生の 神 供 

管 終に て そな へ 奉る、 予夾 すぎ 侍る 比 奈阜に まかり、 

春 日の 綱宜高 に 侍り、 渠が もどに 宿さ だめ、 日 を經 

てこゝもかしこも見めぐ.^.、  H: 記 作りて 外題 を奈良 

刀 VJ 云、 わざの 鈍ければ 也、 此內 にかき こめし 狂句 

共、 今 どり 出て つ いでよ くこ、 に うつさむ ビ、 見 侍れ 

ば 多く は同吟 あり、 此奈良 刀の 草 藁 は、 若 かりし 時 も 

たびく 薪の 能な V- 見に まか. 0 ける 比、 發句 つかう 
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まつ り、 長 頭 魔 添削の 上に て凾 底に 打 をき しま ゝ、 あ 

つめて 一 小册 VJ なし 侍る を、 此 たび 取 用 ひん VJ すれ 

ば、 今 ほ V- 同 作意 ありて、 支證の 出し を くれに な b 侍 

る、 しかし われに 應 じての 爪印、 年へ て 見 侍れば、 等 

類になる 共お しからぬ 句作 數多 侍る 中に、 兩句 書つ 

けん、 かへ す 愚 句 を そだてん ためにて は ゆめ ゆ 

め あらす、 

鉢の 木 をす る や 薪の 能 太夫  - 

猿澤の 池に えなれ や 御 まつ..^ 

かう やうの 句、 む かし 貞德翁 に 見せ 侍る 時、 愚作 

は 能役者.、」 結句に 置け る を、 翁 の 了 管に て 、能 太夫し 

かるべし、 三の 句 直して 墨 引べ し VJ  、珍 贯ど いふ もの 

うけた ま はりし、 御祭の 句 は その まゝ點 すべ し，、」、 呑 

盛 VJ いふ ものに 仰せて、 其 後見せ 侍りし VJ き 合點 な 

り、 懷紙 V- もい まに 所持し 侍る、 武 陵に おもむきし 

時、 みちぐ さ VJ 名け し ー册、 又 赤手 拭 どい ふ 草子、 こ 

れは 宇治 見物の ころ 書つ ^h- し を、 袖 中に 携へ 翁の 

も VJ に ゆき、 一 返 直に 讀て、 老耳を かたぶ けられ 再 

つけす， ほ-」 きん 

三 は 小姓に よませられ、 付 墨 慈 斤 あ. 9 しも， 今 ひらき 

ぬれば、 此 比の 人の 述作に 似 かよ ひたる のみ 也、 いづ 


れ かさき、 いづれ かのち、 互に しらす、 人の 句 を 犯し； 11^ 

こズは 

らぬ理 .0 しかな. o、 愚 句 は廿年 あなたの 事に て 侍る 

也、 和歌の 浦波に 心よ する ほざの ビ もがら、 誰か 他の 

句 を 奪 心 ざし あらん や、 しかも わがお ろかなる を 似 

する 人 は ある まじ、 厶此ゃ この ゆく も かへ る も わか 

れて はしる もしらぬ も 逢坂の 關、 此歌蟬 凡 也、 しかる 

に 素性 法師 家の 集 をう か  > ひ 侍れば、 右の 歌 一 字 も 

たが はすこれ あ. 9、 猶 = の もどの 人 ど 唐人の 詩文 さ 

. へお なじ 作 あり、 いはん や 十文字 餘七 字の 內， ひビし 

き 類なくて や は、 措 をお りて かぞ へぬ る、 黄吻の 作者 

も、 それがしが をろ かなる 先吟を はつ. 0 て、 材木に せ 

ら れん -yj に は あらす、 よその 作意 を予が 趣向に せ ざ 

る 事、 年月 を か、 なべた うび よ、 どまれ かくまれ よし 

野の 川の よしやよ の 中、 

のみうた へ かすん がの まつ- 9 酒の 友 

ぬ さいれ ていた > くや 鹿の 袋 角 

此 山の 月 を やい はむ 春 H 盆 

三 笠 山 やよ ろづ 代よ ば ふ 雪お こし  ， 

これ は 寬文七 年 夏の 五月、 此ぁビ をひ淸 書のお. 9 か 

一ら 作. し 句な. o、 先 作者 いづこに な， e- ビぁ b-yj いへ 
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る 時、 余 が 句 等 類 にせん た め、 年月 書付 侍 る、 さて 御祭 

の 次第 は、 廿 六日に 田樂 あり、 維哩鬼 等の 犧を そな ふ、 

今宵 流鏑： あ..^、 廿 七；" 假 御殿の 前にて^ 人の 舞 あ 

り、 田樂 の： li 玉 足 あり、 あたりち かき 諸 侍 綺羅 をみ 

がき、 行列 を みだらす 美 をつ くせ. o、 數疋に 鞍掛 具 を 

かざ. 9、 いかめしき ていたらくな. CS  、夜に い. 9 て、 か 

り 殿の 御前に 相撲 あり、 廿 八：：： に 能 あり 、かりそめな 

らぬ 神事、 つまびら かに はかき もらし；^ る、 常社廿 1 

年 目に 造營 あり、 御旅 所は每 年に 立、 

〇 薪 能の 事  、 

一 、薪の 能 は 南 大門の 前、 芝 S 上に て あり、 與福 寺に 

て、 正月より 二月 六 H! まで 法曹 あり、 そのみて るに 及 

で、 諸 僧 少年う ちま じ はり 酒 せし に、 猿樂 うた ひ 舞 

そめし より、 絕 すつ ビ むる 事に なれ. 、六日より 十一 一 

U まで、 每夜能 あ. o、 衆徒 南 大門の 前に 立ながら 見物 

さ ざ はし 

也、 役者のう しろの かた 脇 正-, a に は、 階の ご. こく 高く 

くらかけして、 見る 人 尻 かけな みいる 也、 七 U よ. 0 十 

三 H の內雨 ふれば、 十五：！ 1 を かぎりに の ベ て、 地の 乾 

きたる 時、 七：！： の 都合 をた す V- 也、 ft は 又 若宮の 前に 

て 能 あり、 敷舞臺 せば き 所なる 故に、 役者の 居座 は 常 
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VJ替れ..^,^^ょそ太夫笛、大小のっ3•み太鼓を、 地 水 

火 風 空の 五つに あつる ど 也、 翁 立の 事、 翁 は 天 照 太 神 、 

千 ざい は 春 ：！！ 大明祌 、尉 は 住 吉大明 神 どなり、 たじ か 

に はしらす、 猿樂 -、」 云 いはれ をのみ あら はさん も、 粗 

世に しれて 物に もしる し、 めづ らしから ねば、 さまで 

書も ど む ベ き に も ぁ らす 、且 又異，i^^ も侍 れ ば 、 い づ れ 

を是 VJ せんや、 撗^ の 事 は、 五の 穴に 心得ぬ 事^の. 9  VJ 

やらん、 それ 五の 穴 は 下 無 也、 下の 穴は壹 越、 干の 穴 

は 平 調、 上の 穴 は 双 調、 夕の 穴 は 黄 鐘、 中の 穴 は 盤 渉 * 

六の 穴 は 上 無、 かくの ご W  く、 間々 に 一 調子 づゝ こめ 

ゐ るに、 五の 穴 上の 穴の 間に は 一 調子な し、 さるに よ 

りていぶ かしき ビぃ へ り、 宮 商角徵 羽の 五 調子 を 十 

二に わりつ く 間に、 雙調 は體、 下 無 は 用な， 9、 この ゆ へ 

に 一律な きを さ，/」 す 事な. o、 大小の つ ，5- みに は 陰陽 

を 表し、 たいこに は 天地 あり ビ なん、 され Vj も 身づか 

らの職 だに おろ もの ゝ、 まいて 外の 事 わざ、 いかでし 

る ベ き なれば、 過言 あり VJ も 見 ゆるさる ベ きか、 花 傅 

書 ど いふ もの を 年の VJ きょみ 侍りし に、 太夫 はは 

な の し ん、 役者 は 下草の ご》」 し，、」 か あり、 まこ どに お 

もしろ し、 花の しん は 下草 を そだて、 下草より はしん 


にゐ せいある けしき、 む ベなる かな、 太夫 は 役者 を そ 

だて、 役者 は 太夫 をん せいある さまに もてなす 事 肝 

耍 W 見え 侍る、 君臣の みち もこれ なる べし、 われ 壯年 

のころ、 ある 所に て 大小 鼓う つ 人に 對し、 


ならさ かや 此 手拍子の ふた. CS こそ 

ど にも かくに も 器用 人 なれ 

1 、水 谷祌 51 能 は 毎年 四月 三日より 五日 迄 これ あ.^、 

〇 八景 

南 圓堂藤 


藤 波 は 神の こ VJ はの 花 なれば 

八千代 を褂て 猶ゃ赖 まん 太 政 大臣 良 基 

左 寶河瑩 

飛 ほたる かげ をう つして さほ 川の 

淺瀨に 深き 心をぞ しる 前內 大臣 公忠 

猿澤池 月  . 

の V- かなるな みぞ こ ほれる さる さはの 

池より 遠く 月 はすめ ども  藤 原雅幸 

春 H 野 鹿 

かすが 山み ねの あらし やさむ からん 

野べ に 麓の 鹿ぞ 鳴なる 權中納 言 公勝 

三 笠 山 雪 

みかさ 山 さしてた めのば しら 露の 

深き 心 を 神 やしる らん 前 右大臣 實俊 

雲居 坂 雨 

むらさめの はれまに こ 、スょ 雲井 坂 

三 笠の 山 は 程近く ども 權中納 言爲重 

東大寺 鐘 

をく 霜の はない つくしき 名 も 高し 

古ぬ る 時の 鐘の ひいきに 前 大納言 善 成 
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轟 橋 行人 

うちわた る 人め もた え やゆぐ こまの 

ふみよう ならせ VJ  V ろき の 橋 前 中 納ま C 實ム 

さる 人の い へ る、 森の 橋 はに  >  ひろく、 ポ 三輪 をなら 

ベて 通る ゆ へ に 轟の 橋，、」 いふ V」 也、 さも ある べし、 是 

又 一 景 ならん、 

いにしへの ならの みやこの 八 ッの景 

け ふ九ッ に そ へ て 見る かな 

〇 元 興 寺 

聖徳 太子の 御 建立な ^  、法與 寺 W いひし. を、 推 古 天皇 

の 御宇に あらたま. h -、 元 興 寺 ，、」 號せ り、 そ の 比 高麗よ 

.C. 惠灌 v> いふ 僧來朝 ありて 此 寺に すめ. o、 又 IR 濟の 

惠聰も 住持せ り、 いにしへ は 六 町 四み 勅願 所の 大伽 

藍な. しも、 い つ のころ よりかお どろ へ 、今 は その あ 

V- 塔の みな b  、又 わら は ベの がごせ どい ふ は、 こ、 よ 

.9 はじま. 0 し^な. o、 むかし 此 塔に、 ばけ 物す. ノミ い 

ひて、 暮れ は 人 も かよ はや ビ也、 されば おさなき もの 

のうる せき 事い ふに、 すかし かねて、 元與 寺の 鬼に あ 

はせん Vi いふ 事 を、 がごせ にかません な V- ゝぉ ざし 

て、 しづめ 侍るな り、 土 も 木 も わが 大君の 國 なれば、 
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いづ この 鬼の すみかなる らんに、 をろ かなる 心に、 狐 

狸の わざ 魑魅魍魎 を あやしむ は、 まこ どに 凡眼の 見 

る 所 かも、 

ばけ 物 か 雪に さま か へし 鬼が はら 

東 金堂 は 十一面観音、 秘佛 也、 

〇 興 福 寺 

此寺 はき 原不比 等の 立た まひし 也、 はじめは 山城 山 

階の 里に ありし によ. 5 て、 山 階 寺、/」 號す、 本尊 は大織 

冠 鎌足の 作らせた まへ る 丈 六の 佛也、 元 明 天皇 和 銅 

三年に、 大和に うつさせた まふ ビな り、 皇極 元年 十 一 

月に、 蘇 我の 入躯大 を大絨 冠う ちた ま はんの ビき、 

立願に より、 釋迦の 像 をつ くりた まふ を、 父の 御た め 

藤-!^ 氏の 御 ぼ だ ひ 所に ぃビ なみた まふな り、 ilii 武天 

皇の 御宇に、 東 金堂 を 立 させた まひ 藥師 如來を 安置 

きさき 

した ま へ .9、 后 光明 皇后の 西 金堂 を い ビ なみ、 十 一 面 

觀 昔ビ釋 を 安置した まへ り、 南 圓堂は 弘仁四 年に 

冬嗣 公の 立ら れ、 不{仝麝 索 觀昔を 安置した まふな. 9、 

新 古今に 補 陀洛ゃ 南の 岸に 堂た て、 今ぞ さか へむ 北 

の 藤 波、 當 寺に 維摩 會，、 」 いふ 事 あり、 器量の 僧 を えら 

びて 導師 VJ せり、 毎年 十月 十日より 十六 日までお こ 
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な はる、 藤 原 茶 俊、 ちぎり をき しさせ もが 露 をい のち • 

にて どよめる 歌 は、 息 僧都 光覺の 維摩 會の 講師の 請； 

たびく もれに ければ，、」 侍り、 

ゆうしき ビ 誰も 維摩 會の 講師 かな  ： 

海 士の謠 はいかなる 人の 作に や、 猶 く はしき 文 は 未 一 

だ 見 侍らす、 今 我 も淺き 筆の 海に 露の 玉 を どる 也、 ： 

此 寺に ひかる は 玉 か 雪 ぼ どけ 

一 、講堂 は 阿 彌陀、 一 、北 圓堂は 彌勒、 

一 、五贯 塔 は大： ：！、 一 、食^ は 千 手、 . 

〇 東大寺 

當時は 人皇 四十 五代. 聖武 天皇の 御 建立 也、 八十 代 高 

-倉院 の 御宇 治 承の 比、 平氏の 重 衡此寺 燒 失せし に、 俊 1 

靈坊 源國々 をす ゝめ 立ら れ しも、 又 百 七 代 正 親 町 一 

院の御 どき 回祿 せり、 ：！： 本 四 ケの大 寺の 一 ケ寺 也、 十一 

丈の 盧舍 那佛の 像、 たぐ ひまれ なる 尊容 也、. R 辨 僧正 

天平 勝寶 三年 四月 九日に 供養 ありし 也、 僧正 は 近 江 

國志賀 の 里百濟 氏の 人、 その^ 觀音 にいの，.^ て懷胎 j 

し產 り、 良辨ー 一歳の VJ き、 母 桑 を ど..^ 兒を 木陰に をき 一 

し 所に、 鷲き たり 兒を つかんで さる、 母 かなしび なげ 一 

き、 鷲 を 追 かけ 山野 を たづね、 三十 餘年 家に か へらす 一 


して、 行衞 もしらぬ 鷲 を 尋ね まはリ し、 枋 南都の 義淵 

VJ いふ 僧、 春； I； の： に まう でられし に、 道なる 野に、 鷲 

の兒を つばさに て かいつ くろふ を 見、 ひそかに 此ち 

ご を もビめ 得て 歸り、 五歲の 時より まなばせ、 その 智 

人にこぇた，.^、 しかるに 良 辨の母 三十 餘年 あこがれ 

さまよ ひ、 又 ふ る 里の かた を たづね 見ん ビ、 淀 舟に の 

り、 故鄉の 方に おもむかれ ける どき、 船中の 人 東大寺 

良辨 のむ かし を かたる、 母き ゝて、 わが 事な り VJ よろ 

こびの なみだ.、」  >  めかね、 南都に ゆき 東大寺に 至り、 

ノ良辨 の 事 を マ」 ひかた るに、 人々 あやしみ、 嫗に 貴僧， ど 

たばかり けがさん ビ にや VJ うけざる に、 母、 その 疑な 

き 事 あり、 良 辨兒の VJ き、 一 寸 一 分の 觀音の 像 をき ざ 

み 頸に かけさせし なり、 鷲の つかみぬ る 時 も あり、 も 

し 其 大悲の 像 今に あ， 9 や V」 いふ、 良辨、 さて はうた が 

ふ 事な し、 鷲に VJ られし VJ きょりの 觀 昔の 傺今も あ 

b ま、 二た び 母子の 對 面して、 老ゅ を院の 側に をき て 

養へ， 9、 良 辨は寶 宇 四 年に 僧正-、」 なり、 寶龜四 年閏十 

一月 十六 日に 卒す、 大佛は 天 1^ 勝寶 元年 十月 廿 四日 

に 鑄 奉りし 也、 

月の 雲 をつ かまん 鷲の 爪 もがな 


一 、越 前の 國に 鮭の 庄 VJ いふ 所 あ. り、 欺； 武 天皇の 御 

時、 東大寺に 付 屬し給 ひし ビ也、 衆 IH 學 問の 爲に 勅許 

ありて、 これ を 用 ひし 也、 鮭の 頭 を^ば 眠る 事な し、 

一 、當 寺べ 幡の宮 前にて、 

木々 の 蟬.； - よむ や 八まん 諸樂， 經 

一 、法蒂 堂は觀 昔、 一 、戒 檀^ は 千 手、 

一 、念 佛堂は 地 藏沸舍 利 あ..^、 

一 、15ー：；院は^^海開基、 一 、捷ハ 禪院、 上に なじ、 

一 、寶 •  ほ - い 蘭 奢 待お、 饥此三 字 *」 爽大寺 一」 云 文字： もリ、 

かほ b くる 風ゃ此 寺の 蘭 奢 待 

〇一 一月 堂 

^：^ 辨 の ^Jis 子 實 忠 VJ い ふ ぁ り 、 都 率 の 法 を お こ な へ ..^  、 

ある どき 攝州難 波の 津 にて、 川より ながれ 來る闕 伽 

桶 を ひろへ り、 中に 銅に て 七 寸の大 悲の像 あ し を、 

帝に そうもんし、 東大寺に 安 si^ し 奉り、 毎年 二月  一 ：！！ 

より 十四 n: 都 率の 法お こなへ り、 此時牛 王 出る、 天. 牛 

勝寶四 年に 始まれり、 これ を 二月 堂のお こな ひ VJ い 

ふ、 天 }^ 寶字五 年より 二月 十五 日涅 缩會 あ..^、 實忠ニ 

月纖， をお こな ふ どきに、 もろ/.^ の祌を かきつけて 

供し 給へ り、 多の 祌ビ いふ は 若 狹の國 にあ. 5、 これ 此 

三ほ 七十 I 
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座 にまし>.^\.' 、關伽を奉.らん ビ の たまひし に、黑白の 

二の 鳥 どび 來， 9、  土 を 穿ちて その ほ VJ りの 樹にミ ま 

るよ-^、 うがちし 土の わごに 淸水 わき いづ る、 これす 

な はち あかの 水に 用 ひ 給へ. 5、 いつの 年 にても 水 出 

かぬ る VJ き は、 衆 僧お 州の 方に 向 ひて 祈り、^ 狹々々 

VJ い へれば 忽ち 水 出き たる 也、 お 州 多の 神の 前に 川 

あ 6, 、音 無 川 VJ いふ、 これより 二月 堂の 行 ひの 水 ゆく 

なり、 まこ VJ に 希代の 事なら す や、 おこな ひの 札 わら 

はやみの 守りなる 事、 世に か/、 れ なし、 

わら は 病お ちての ゝちは ビんっ はねつ 

あそ ベ 鵜の 宫 にん 月 堂に 

一 、三月 堂 どい ふ は塗武 天皇の 御 建立 法苹堂 也、 不 穴ェ 

11 索觀昔 を こめさせた まへ る 也、 

一 、側に 賴の宮 あり、 これ 土 をう がちぬ る黑 白の 二 鳥 

な h -、 

〇 西大寺 

當 寺は大 一， &の 西なる 故、 西大 寺ど號 す、 三十 二 町 四面 

に 寺內を かまへ、 都 率の 內院を 表し、 四十 九院 の精舍 

余 堂、 本尊. は 丈 六 等身 彌勒慈 尊な り、 山 號秋條 山、 院 

號资 塔院、 稱徳 天皇の 御 願 所な り、 天 fe. 神 護 元年に 草 
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創 ありて、 沙門 持 II 增長廣 目の 四天王 を 銅像に て 

安置した ま はん ど 、長 七 尺に 鑄させた ま へ るに、 沙 

門 持國廣 目の 三體は 成就し、 增 長の 傺六 度まで 鏡 そ 

んじ ける を、 女帝 ふかくう れゐた まひ、 七 度に および 

誓 ひての たま へ る は、 もし 來世女 身を轉 じ成佛 せば、 

御手つ、 が ある まじ v>、 わきたる あかいね の！！ の 中 

へ 、御手 を いれさせ 給 ふに、 露ば かりた^る ゝ事 もま 

しま さす、 すでに 增 長の 像 も 七 度め に 成就せ る VJ 也、 

まこ ビ にあり がた きみこ ゝ ろなら す や、 されば 法-華 

に  一 ^|^不得作梵天皇、ー 一 者 帝釋、 三者 魔王、 四 者轉輪 

藥王、 五 者 佛身云 何 女 身、 この 文な V- かけた がふべ 

き、 即 成就 佛身、 

べに 染は豊 心 丹 か 花 ごろ も 

〇 法 華 寺 

さき  げん U- づ 

法 華 寺 は聖武 天皇の 后, 明 皇后の 菩提 所、 又 還 C ど 

云 名僧 渡天歸 朝の ため、 旁の 願 所に て、 比丘尼の すめ 

る 所な...'、 猫 も 牡猫 は 飼ゃ牝 ねこ を 養 VJ. い へり、 土に 

て 犬 をつ く. 5、 諸國へ つか はせ り、 そのち いさきに は 

蟻の 大きさした る あ. .5、 うつくしく 色 V- り、 姬の よき 

もて あそび 物、 また ころも を 職て 業 VJ せり、 やむ ご，、」 


なき 衆の 息女 達 もまし ますよ し、 

尼鷺 もなる ゝ 柳の えの こかな 

一 、猿 澤の池 は、 その かみ 釆女 なりし 身の、 君 を うら 

みたて まつ る 事 ありて 身な げし 池 どなり、 端に 釆女 

の宮 あり、 衣懸柳 あり、， 人 丸 歌に、 

わき もこが ねく たれがみ を さる さはの 

いけの 玉 も VJ 見る ぞ かなしき 

又 拾遺 集に、 

わき も 子が 身を捨 しょり さる さはの 

いけの っゝ みや 君 はこ ひしき 

霞 こそ 衣 憑 柳 池の はた . 

〇 三輪 

素讓烏 尊娶， 一 稻田姬 一生 一 一大 己 貴 神つ ヒ 云々、 此 所に は 

社！^. なし、 大己貴 神 天の 羽 車に の， 9、 大.！ ！ を かけりた 

まひ、 ひそかに 活玉侬 姬に通 ひ、 三 諸 山に S らせ たま 

ふ ど 也、 少彥名 命 ど 御ち か らを あは させた まひ、 あめ 

のした のよ ろづの 民、 病な からし めんこ.、」 を 經營し 

たまへ り、 大物 主の 祌、 又荤原 醜男、 又大國 主の 祌、 乂 

八 千 戈 神、 又大國 玉の 神、 又 國作大 己 命、 みなこれ 

三輪の 明 神の 御名な. 9、  I  

追卷 第一 11  , 


みしめ ひぐ 三輪の 杉む らふ. 5 にけ. 5 

これ や 神代の しるしな るらん 爲家卿 

新 拾 造 集に、 

三輪 山 はし ぐれ ふ るら しこ も りくの 

1^ 酒の ひばら 雲 か、 る 見 ゆ 隆敎卿 

杉 原 か 三輪の 神ます 山の 雪 

よる ）（- ご.、」 に 活玉依 姬に通 はせ 給 ひ、 書 はな V』 や 

きまし まさぬ VJ あ^ -J i み、 みこ どの 衣 裏に は b をつ 

>ど 1£  <* き 

け、 こなたに 苧玉卷 を ひか へ、 あ，/」 をした ひたて まつ 

h- ける に、 三 諸 山に ど いまり、 三輪 ね あ VJ にの こり 

しによ. 9 、三輪 山 ど いひ 侍るな V- い へる に 又、 

松の はり やい.、」 ゆ ふつけ て 三輪の 山 

大祌祭 四月 上の 卯の 日な. 5、 三つ ある ど き は 中な り、 

の = 勅使た てり、 冬の まつり は 寅 5  H 勅使た ち 侍 

る、 直^ 年中に はじまる 也、 

〇 畏谷寺 

本尊 十 一 面觀昔 也、 人皇. 四十 八 代 元 正 天皇の 御宇に 

草創 あ. o、 ある 時 江 州 高 島の 郡 三 尾の 山より 靈 木な 

がれ 出、 御 長 二 丈 六尺に 大悲 S 像 をき ざみ、 此 寺に 安 

置した まへ り、 昔年 大 唐へ 吉備の 大臣 遺 唐 使たり し 
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ビき 野馬 臺の詩 をよ ましむ、 あやまり 侍れば いのち 

あやう かりけ るに、 つね >J:^ 吉備 公信せられ しこ、 

の觀音 に、 ひたすら 事故な くよ まん 事 を 祈り、 歸朝を 

ねが ひ 給へ る に、 觀音蜘 妹 ど な.^ て 其 紙上に お ち 、漸 

步 して い S を ひきけ る に、 あ VJ を VJ め、 一 字 あやまた 

すよみ つくせ. 5、 されば 命つ、 がな くお はせ し 事、 此 

佛カど 也、 眞 に廣大 智惠觀 悲観 及 慈觀常 願常瞻 仰、 

始-定 娥-天 本丄 ：4 1 初-功-元— 建 

I  I  I  I  I  I  I  _ 

終 臣-君 周-枝 祖 興-治-法 主 

谷 走 生-羽 祭-成 1 終-寧 衡 

塡 田 负-臉 i 世-代-天- ェ 翼 

孫-? 動-戈 葛 百- 國-氏 右 輔 

昌 ，f  I 中 干-後 C 東-海- 姬 司- 爲 

白 失-水 寄-胡 oi 八于 爲-遂 國-喧 

I  I  I  I  I  一  I  I 

. 龍- 游 窘-急 城 土- 茫-々 中 鼓 

牛-後 食-人 黃 赤- 與- 丘- 靑 鐘 

臈 鼠- 黑 代- 雞 流- 畢，. 竭-猿 外 

丹 ^- 後 在丄 一一 一 王 英- 稱-大 野 

水-流 天-命 <v.f.H 雄-星-流— 飛 

野馬 臺 かしげる こ.、」 の 葉に 蜘の糸 


一 、冁磑 に 東大寺の 八幡の 禰宜 あり、 殊 光より つた は 

し徐 の繪 めり、 表具 殊光 羽^の 段 子の きれな り、 

書は鷺 に声萍 也、 幷极島 どい ふ 肩銜 所持す、 

一 、十三 鐘.、」 いふ は、 いにしへ 此 所の ちご 手なら ひし 

ける つくえの ほ、/ J りに、 鹿き たりて 紙 を はまし めぬ 

る、 ちご 筆の さきにて 鹿の はな をつ きければ、 たち V, 

ころに 鹿 死たり、 もどより こ ゝの鹿 殺す 事、 その 罪 か 

ろから す 、神慮に を それ ある 事 なれば、 わたくしの 沙 

汰に をよ ばす、 社頭の 格式に まかせ 刑戮」 おこな ひ 

し、 兒 のどし 十三 なれば、 此 ぼだいの ための 鐘なる ゆ 

へ 十三 鐘ビ いふ ビ なり、 又 あけがた 七つ，/」 六つ ど を 

兼て つくに よりて 十三 鐘の 名 どもい へり、 

〇 般若 寺 

當寺 伽藍に、 本願 塞武 皇帝 御 建立、 本堂 本尊 は 三世 覺 

母 文殊 菩薩な り 、十三 重の 石 搭此下 に うづ めり、 天皇 

御袁 翰の 鮒 紙 金字の 大 般若 經 あり、 よって 般若 寺 VJ 

いふ、 山 號は法 性 山、 西 門の 額 は 弘法 大師な，.^、 

一 、五大 カビ いふ は 道祖神 どやらん 聞 侍.^ し、 猶 たづ 

ぬ ベ し、 今 w ビ きょり 誰か は 書 そ め けん、 遠方の 書札 

に 五太 刀を符 する は 道祖神の 守り ある 心に て、 道に 


さはり なから むた めか、 狀の： に 五大 力 菩薩 VJ 符ゃ 

る は、 おさなび たる 事なる ベ し、 此 所よ 出る い- y」 た 

う ビ き 守 札 あ. 9、 これ を まなび かたざる か、 

文月に 竹の 葉陰 やさ ゝぼさ つ 

一 、般若 坂 は奈. せ 北よ b の 入口 也、 十八 間の S 瞢の長 

屋 あり、 これに 痛風 病の 乞丐 人す む 也、 奈 良に ゆく 左 

の 方に 尻 かくる ばかりの 石なら ベ あり、 これ は 大科 

ある を 罪に おこな ふどき、 穢多 共 あつまりての 式 あ 

り^な む、 其時此 石に 穢多 等 こしかけ 侍る どなり、 さ 

るに よりて、 往來の 旅人 うら ぶれながら も、 かれ をい 

みて こゝ にやす む 寧な し、 をよ そ 五 刑 は墨叛 剕宮大 

辟 也、 十三の ちごの 鹿の 命 をた ちて、 大辟 にあ ふ 事 ほ 

いなし、 口け のした なる 3^ の. C 魂、 このった なき 一 し 

ゆの 歌 かれき ゝた まへ、 

くび せん を 六 百赏に さだめ をき 

科 ゆるした ゃ大 般若 坂 

〇 喜 光寺 

伽藍 は 行 某 菩薩の 建立 也、 本尊 は 彌陀の 三 尊、 すな は 

ち 行 基の 作 也、 一 观は菅 原 寺 >/」 云し、 聖武 天皇み ゆきの 

時 本尊 光明 を 放ち 給へ り、 よりて 喜 光寺 ど號 せり、 


夜 學には ひか， 9 よろこぶ 整 かな 

〇 藥師寺 

藥師寺 は 、本尊 藥師 如來、 脇 に H 光 月光 有、 

一 、五重塔 一 、八幡 一 、文珠 堂 

東の 月 代 や 御 光 藥師佛 

佛說 秘密 藥師 -經 

南無 藥帥 瑠璃 光如 來 H 光遍 照 光大 士 十一 ー神將 各々 

七 千夜 叉 同心 守護 同心 加護 晝夜隨 順每日 一 遍受持 者 

皆大歡 喜信受 奉行 佛說 秘密 藥師 經、 

ささ さ 

仰ぎ よれば はなの 后 も 十 一 一 神 

〇 招提寺 

唐招提 寺の 額、 聖武 天皇 御裒 翰、 

赤栴檀 の釋迦 如來、 毘首翔 磨 作 V」 也、 嵯峨の 尊容. こ 御 

長 ひ VJ しき VJ 也、 4：： 利 毎 = 々塞に 開帳 有， 5i 尊像の 前 

にて 戒壇、 天下に 四つの 內 なり どい へり、 小 野 篁 作の 

地藏 あり、 龍 水の 池 VJ 云、 有 H でり の 時は此 池に て 東 

大寺興 福 寺の 僧 雨 を 祈る 也、 春 日 御影 向の 松 侍る に、 

姬松ゃ 影 向の 時の 神 樂晃に 
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〇 住吉  ， 

伊究諾 尊、： " 向の 小戶の 橘の 檍原 にて、 御 威した まひ 

しど き、 海底よ. 5 底 倚 男、 中 筒 男. 表 筒 男の 三 神 出現 ま 

します、 これ 住 吉の大 神な、 り、 神 功 皇后 三韓 返 治の ど 

き、 三 神 あら はれ 御舟の 守護お はしまして、 こ VJ ゆ へ 

なく 新羅 國 をたい，" げ 給ひ歸 朝の どき、 攝州 住吉の 

里に宫 づ くりし 給 ふげ る 也 、冬 十 月 、師舟 新羅 にいた 

.0、 國王 をした がへ 給 ひ、 高麗 百濟 まで 歸服 せしめ、 

十二月に 築 紫に 歸帆 ましくて、 譽 田の 天皇 をう み 

給 ふ、 その、 ち 軍に したが ひ 給 ひし 三祌、 攝、 雜國に 至 

,5、 眞住吉 どのた まひし より、 其 地の 名， なれり、 豐 

浦那珂 2 兩所、 みな 攝^ 國の 名に よれる どなり、 日本 

紀に、 仲哀 天皇 八 年 九月に 种 託の をし へ、 に 血ぬ 

らす、 寶の 國を 得た ま はん ど 侍る 、まこ，/」 に祌敎 たが 

はす、 めでたき 御代，、」 なれり、 住所 四 所 は、 第一 天 照 

太祌、 ^二 宇佐 明 神 田霧姬 な.^、 第三 底 筒、 表 筒、 中 

筒、 爲， 一 一 座；^ 四 神 功 皇后、 又 三 神 ど 神 功 皇后.、. -を四 


所 共い へ hv  、長 門 國豊浦 郡なる は 三 座、 攝州住 吉は四 

座、.-、延喜式祌名帳にニ^ぁ.^、筑前の國那珂の郡に 

鎮座 あ. o、 是又三 神な， o、 神 詠に、 

夜 やさむ きころ もやう すき かた そぎの 

ゆき あ ひの まより 霜 や を くらむ 

倂勢 物語に、 むかしみ か V- 住吉に 行幸した まひけ h^、 

われ みても ひさしぐ なりぬ すみ 吉の 

きしの ひめ ま ついく 世 へ ぬらむ 

ほ ん棉げ ぎ やうした まひて、 


む つま じ.、」 君 はしらな みみ づ がきの 

久しき 代よ. 0 いは ひそめて き 

又 古今 集に、 題 しらす、 よみ 人 しらす、 

すみよし のきし の ひめ まつ 人なら ば 

いく代 かへ し- yjvj はまし もの を 

ビ よめる に、 翁の なり あしげな るが 出 居 て め で 、返し 

衣 だに ふたつ ありせば あ • か はたの 

山に ひ VJ つ はか さまし もの を 

W よみ て：^ うせけ り、 今お も ふに、 此 神に なんお はし 

ける にや ど 云々、 

すみ Q え  すみの え 

万 葉 三に、 墨吉、 同 六に 住吉 どよ ませ h -、 住 吉の荒 人 

神，、」 よめる は 、神 功 皇后の 御 事な り 、卜 部 兼 直 歌 に 、 

西のう みあ はぎが はらの なみお より 

あら はれいで しすみ よしの 神 

異國 征伐した まへ ろ，、」 き 擁護の 祌、 又 和歌の 道の 守 

^にて まし ませば、 此：" 本の 人 ビ して、 仰ても あきた 

らす こそ 寺れ、 三月 三： n  , W ゝ の體 干に まか b て、 人々 

詩 あ. 9、 歌 あり、 發句 など、 思 ひ- C に硯 をなら し 侍 

ける 折から、 


筆の 海 も かする ゃ鹽干 花の 友 

又 狂歌に、 

朝 ゆ ふにく へ ば こそ あれす みよしの 

きしより 沖のう をの ぁぢは ひ 

むかし 壹岐 守紀貞 良す みよしに まふで ける^、 女に 

ちぎ.， >  し 事 侍りての ち、 又此 浦に まか. 0 ければ、 まさ 

ごの 上に 蛙の あど ひく あ. 9、 みれば 歌な h -、 

すみよし のうら の 見る め も わすれねば 

かりにも. 人に 又 VJ はれぬ る 

水に すむ かはづ の 歌よ みし VJ いふ 事是 な.. y、 

か へる 子 を 持し や 歌の 父 VJ 母 

住吉 のす み に雀ビ 、. いにしへ も を かし 姊を詠 じ、 又 

ぁふぎ，、J.C^ て、こゝ はすみ ょしの御前.、」 うた ひ 出し 

核の ひまより 海 づらを 見れば、 き， < ^に まじ はる 淡路 

の 島山、 こぎく る ふね はお もしろ や、 おも ひやり 侍る 

だに 興 ある、 此ビ ころ 眼の 前の 風景 斷腐 ばかり 也、 さ 

て 御田 植ど いふ は 五月 廿 AH  、驟の 遊女 來 て  1、 早苗 

ノレ る 儀式 あ. 9、 又 御 威 は 六月 晦 H 也、 數 多の 宜綱馬 に 

のり、 幷に練 もの あり、 猶又此 所の 市 は 九月 十三夜、 

月の 雲 ゃ寶の 市に かくれ 簑 
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ば、 末代まで 色 更に 替る ベから や、 

二、 龜 井の 水 は、 天竺 無熱 池より 龍 宮城へ 銀の 樋 を か 

け、 又龍宮 より 天 王 寺 へ かけ たれば、 絕 ベ からざる 

者 也、 

三、 <e- 堂の 雨 落く ぼまざる 故 は、 太 天竺 靈鷲 山よ， 9 天 

龍に 銀 を 逆せ て 地に しかれた る 寺 なれば、 此雨落 

くぼむ ベから や、 

四、 池の 蛙な かざる は、 此 池の 底に、 十 丈の 大蛇 を 祭 

らしめ 給 ふ 事、 七 頭 これ ある 故に、 息 を 立てな かざ 

る 也、 

五、 金堂 內陣の 柱 は、 赤 栴擅を 天竺よ. >  八大 龍王に ひ 

かせて 作りた. o、 末代に 朽 ベから ざる もの 也、 

六、 石の 鳥居 は 西 門に て-.: f 樂淨 土の 東門の 中心 を當 

る どい へり、 されば 西 門に こそ 二王 は 立ら るべ け 

れ、 なん ぞ南 大門に 立る 事 は、 太子 末代に 至る まで 

補陀落 山に 通 給へば、 南 大？： に 立ら れた り、 此ニ天 

は 金剛 像 王、 天竺より 下 給 ひて、 みづ から 力士 七 像 

王 を 造り 給へば、；：： 本に 作者なければ ど 云々、 され 

ぱ此 二王の 上に は、 小鳥 も 更に どば やぐ J いへ. 0  、 

七、 大木、 金堂 资 塔よ.？； 咼ぐ生 上ら や、 若し 天に のぼ 


〇 天 王 寺 又 難 波 寺 W 云 

當寺は 用 天皇 一 一年に、 皇子 聖徳 太子 御 建立な， 9、 太 

子； W 本に 佛經 ひろめ 給 はむ ど ありし 時、 守屋 大臣 法 

敵 VJ なれり て、 たゝ かひの W き、 太子 白 膠 木に て、 多 

間持國 I？ 長廣 目の 四天王の 像 をつ くり、 御 もど 5- り 

にこめた まひ、 誓 ひての たま へ る、 勝利 あらば 四天王 

寺 を 造 立した ま はん、、」 也、 しかるに 守屋を 本意の ご 

どく ほろぼし、 佛法 はんじゃ うの 國 VJ なされら れた 

.0、 さるに より、 此 V- ころ を 天 王 寺ビ號 せり、 石の 鳥 

居 は 忍 性、、」 いふ 人、 永 仁 二 年に これ を 立、 額 は 小 野道 

風 筆 也、 

いざよ ひ は 

額の 字數ゃ 

{仝 の 月 

一、 六 時 堂の 前の 鐘、 黄 鐘 調の もなかに て、 これ を 伶 

人樂 の 指南 VJ せる VJ 也、 但涅 猶會 よ.^ in 靈會の 中 

間め りか b なし、 八 耳 太子 忌 二月 二： IE な ，5、 

七 ふしぎ， yj いふ は、 

一 、寶塔 第 一 の 露盤、 閻浮檀 金 一 千兩を 以て 鏡 たれ 


れ V- も、 枝 は 下へ 措べ し、 毎 ：《 天人 天降り、 石 上に 

て法會 をのべ 供養 をな し 給 ふ 故、 枝 は 下へ 指 下る 

な-.^ ビ 云々、 

七 佛の ふしぎ もい つか 月の 秋 

〇 庚 中緣起 

大寶 元年 庚申 正月 七 H 庚申の 日 申の 時、 攝津 の國難 

波、 律 天 王 寺 民 部 僧都：^ 善 V」 云 坊主の 所へ、 十六ば か 

-9 の 童子 來て、 われ は 帝 尺よ. り 御 使に 下りたり、 H 本 

に 寺 多し ビ いへ 共、 天 王 地 はこれ 佛法 3-^ 初の 靈 地に 

して、 彼 地より 諸佛弘 まる 也、 然る 間、. 今 部 僧都に 

庚申 の 秘密 を 傳授す ベ き 也 下略、 抑々 庚申に は 男女の 

愛 念 をた ち、 精進に して 五 辛 を 禁じ、 垢離 抓、 淸淨の 

上 棚に 供 具 を そな へ、 申の 時より 南方に 向 ひて、 待ち 

むる ビ なり、 信 をぬ きん づる ども がら は、 其 願 成就せ 

す どい ふ 事な し、 六つ 時より 四つ 迄 は 、不動明王、 藥師 

如來、 文珠 菩薩、 四 つ 時より 八つ 迄 は、 釋迦 如來、 靑面 

金剛 、摩利支天、 八つ 時より 六つ 迄 は、 阿 彌陀、 六覜昔 

を，/」 な ふ る 也、 そ れ 人身 に 三 尸 鬼 九 虫 VJ やらん い 

ひ て、 惡事を ， J の む 虫 あ b ど な り 、 善惡 の 事 を、 此 H 

梵 天帝 释 に 吿奉 る ど ぞ、 され ば人每 に 、庚申 を あ ふ ぎ 


たつ VJ む べき 事な り、 凡そ 一 年に 六 度、 いかなる 行 法 

な， o ど も-なすに 難から す、 

月の 友 も あけて 待ぬ る 猿 かな 

〇 天 滿天祌 

北 野^ 廟 より 四十 年餘 後の 造營 W 也、 菅 家の 御 事 は 

委しく 京 童に しるした てまつ るに よ hN て、 又 こゝに 

あら はし 侍らす、 昔し 此 所に 一 夜に 七 本の 松 生 出け 

る、 猶 希代の 事 、大融 寺の 僧 奏聞 を どげ、 宽正四 年の 

綸旨ぁ„^し、又天滿宮の額は伏見院御良翰なり、大融 

寺 ど 云 は、 左大臣 融 公の 建立な り、 靈寶に 世尊說 法の 

時の袈l^^?り、さて天祌御滅は六月ニ十五uなり、甞ー 

いろ- (- のね. > ^もの あり、 夜る 舟に て祌 わざ 侍る、 當 

所の 老 男女 は 15- なり、 花洛其 外隣國 よりも、 けふ此 

みそぎに あはん 爲め、 よりぐ る 人、 ふねなら 陸なら、 

V」 ころせき あ へ り、 五 どせ 往 しころ、 あしたより 夜 ふ 

くるまで、 誹 次 これ かれ W  、ふねのう ちょり 祌輿艄 あ 

ふぎて、 

暑さ を も 風に おはら ひや 神輿 艄 

難 波、 律の 道に 富る 御 神に てまし ませば、 こ、 に 人の 

せ し H- ま で をし る し 寺， る、 まこ- yj につげ 口に n 寺 る 
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柳髮に 常住 VJ まれに ほひ 鳥  西 畔 

追 善 

花 水の 桶に も そ.^ る 鳴 輪 かな  作者不知 

吹 ビぢな 雲の かよ ひぢ ひば， 9  |由 服. 都氏究 兼 

はふ こ 草の けし やう 道具 か 眉 作. 0 壞 i 氏 盛 親 

大 阪に て 

月 丸く 出る 東な. の 郡 かな  同 

Ml げか もの どな. 0 寺る に 

あた、 かな； n を やせな かに 老の春 池 S 氏 正 式 

歌の 聲は熊 野 比丘尼 か あま 蛙 熊 谷 氏 三 永 

こがらして あへ 物にする 木の葉 哉 法眼 寸靑 

靈山 にて 

かほる 風 は 龍诞香 かひが しゃ ま 法眼 可 生 

春 や 又た たね V- 矢聲弓 はじめ ^^崎氏幸 和 

おもだ かの も VJ をり な. XT' のく はゐ哉 休 甫 

下の 十日 見る やおん さの 廿； 《 草  重 盛 

膝 もつ きて 見る は 生 をく 手 ま b 哉 元 信 

茶 磨 山 や 子 U の 松 も ひき 木 かな 土 佐 堀 4： 諸 

ながれた つる 身の 定紋 や 藤の 波 同 

是は 藤の 紋 ある 寢 まきを 兒てビ なん 


歟、 四季 を も わかた す、 作者 も 次第 不同、 

めぐりあ ふ 輪 王の 御代の 春：！！ かな 長頭麼 

七ケ： w にな させ まほし の寶 かな  同 

よき 友 はこ、 ろの 花の そへ 木 哉 . 立 圃 

元 = 雨 ふ.. >  侍 るに 

喜 雨亭の 吉例し る し 今朝 の 春 

耕 は 歌の 糨 まく 試筆 かな 

十二支の 枝に やひら く 年の 花 

君 たれば 臣も 新泰の 御慶 かな 

延 にけ， 9 きの ふの 師走け ふの 春 

かきぞめ や 塵の つもりて 大和 假名 

つく 措 も 三つの はじめの 鱧義 かな 

東から 代 はお さまる き 赛：： ： かな 

佐 保 姬ゃ姉 * か 小路の はり さい 女 姉 小路 住隈光 

幸 やひき まう けたる 弓 はじめ  政 信 

かざり 竹 はまこ どに めでたう 候よ 道 節 

書 一 初 や 歌に屋 はらの かみ ご、 ろ  主 札 

さ 3- れ石 やえい ど 引まで 君が 春  未 得 

立つ いぐ 花の みやこ や 四方 面  名 不知. 

山寺に ちる 音き くや 花の りん  僧正 壽 延 
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海 あれば 硯箱 にもち v~. りかな  乘 典 

むら 雲に 月の 弓 もや ふち はなし  友 枕 

屠蘇の 酒 やな がれの 末の 我ら 迄 庭 虫 

鞠けば のまつ に 音せ よ 杏 代 鳥  同 

をく 露 は 知惠の ひかり か 利根 草 名 不知 

萩が え や 錦 をる 野の 機 道具  同 

たちばな にな V- か 無音の ほ VJ  、ぎす 作^^不知 

む 月 ビ 、こ W しの T 募 VJ  、兩度 立春 侍る をお も ひ 

ゃ，^て、元H、 

三春 力 やく ありて たつこ VJ しかな 大 夢 

鈴 鴨 や これ 水神の 庭 かぐら  永 房 

山 がらの ふん V- しなれ や 抑 もみお 不 平 

春の ぁビ にきた る は 冠者 太郞月  拙 交 

木の葉衣かっぐゃょめ"^^^  一  無 

車座に めす 御所 姊 やま はり 藥+  氏 雲 岫 

下帶 をし むる や 尻の われ 相撲 柳 原氏宗 利 

六角堂に て 

雪 そげに 六角堂の ながめ もの  葉 舟 

茶 厘が 軒に ふるやお ほ たれの I 散签 求 可 

まん べんに しげる やなぎ や 四方 俊 久 犮 


色に いは V 粟の 內侍ゃ をみ な へし 宇 野 氏 親 E 

むかしお も ふ 草の 庵の 新茶 かな A 代氏累 子 

これ も 又 上 土 門 かつば めの 巢  11 一枝 氏 快 幽 

攝津國 にす む 人の 兄の 追善 

花の 兄 VJ ふや 難 波の 三つ 具足 

茶壺 もや 網 かけ VJ いはん 鷹の 爪 

くゝ おちの 葉 も ビの雪 や 銀 は いき 

水 かけの いは 井が 雨に 武庫の 山 

江 戶 にて 

綱 引 はげに 船 町の 嘉例 かな  同 

な. でし こに まがき の 竹 や 枕 蚊屋  同 

. 熱 田に て 

あ ふげ なを 熱 田の 宫に 月の 叙  同 

雪花の 水ぎ はなれや 橋ば しら  同 

一羽 寅の 尾 を ふ む や うな 難所 かな 加々 爪 氏 辰 

さ を VJ めの 歌の すがた や 雨中 吟  同 

はらむ 田 も 火の ど ま b たる 整 かな 同 

なが ゝれょ をのが 命 毛筆つ むじ  同 

す ゝ はき はち h- に まじ はる 紙 こかな 同 

年玉 をい る、 や 富貴ばん ふくろ 滿田 氏戀士 
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天神の 梅の こだち や 御 はかせ 

ど 6 分て 見る や 木 三 字 森の 花 

待かぬ る 花に ため 息をつき 木 かな 

け ふ 酌 や 桃の よう-/. \« たるの 酒 近 

置 露 は 白銀 物 かよろ ひ 

にぐ からぬ もい けて こそ 見れ 美人 草 

のむ に 心い そ./^ する や 桃の 酒 近 

ちゝ VJ ふる 雨 やなで しこの 花の 親 

うつす もや 驟 はえに せま ひ 筆つ 虫 

暮 六つに な V- ゃ聲 せぬ 時の 鳥 

讃州 金比羅 祭に まか. 0 て 

ふる 雪 もこん く，  ひらの 祭 かな 

奔夏 のさい 目の くゐ やくつ 木 垣 平 

花ゃh^しみのなるはてゃ梅ぼぅし 

綺 にかぐ は 王 昭君ゃ 美人 草 

こよ ひ 月 毛 あっぱれお 馬 候よ 

さかな もや 具足の 餅の 引 あはせ 辻 

大小 やなが しみ じかし 月の. 

靑 梅の 露 や 天神の 牛の 玉  並 

あいさつの こどの 葉 もな き 冬 木 哉 岩 


林 

藤 重 

同 

野 正 

氏 直 

J  pal 

國 虎 


中 3 


吉 


政 


竹 


命 

常 


佐 


雪道 を あゆむ や 足の 土 ふます 

名のらぬ は 枚 を ふくむ か 時鳥 

卯の花 や 風の 手に う つ 雪つ ぶて 

巳の 年 正月 二：！： 神な. 0 侍れば 

年 德の神 樂太鈹 か 雷の 聲 

ほう づきの 發句ゃ これ も 口す さみ 

この 花 は 養 君 か うばざくら 

姬 百合に そ へ て をく b 侍る 

腰 もどに おめか けられよ 小姬 百合 

■ 短 尺 をつ くる さくら は 和歌 木 かな 

池に かすみ 引 や 蛙の 歌の てん 

天神の 三 木 かや 梅 ど 松 さくら 

料理に は 骨まで たゝく 水難 かな 

VJ びち る は 花火 W いはん ほたる 哉 

天の原 はかり もの なれ や こもち；：；： 

朝顔の つる ゃ寢 起の 見 だれ 髮 

福の 祌は よる やひる こよ^え びす 

煙 ►  ^ そ 燒鹽ら しき 富士 の 雪 

能の 堪に て 

じんじゃ うに 舞て お そ へ 庭の 蝶 


司 

岩 蔡芥子 

專 光寺 W 

片山氏 宗 淸 

西 川 正 利 

寺 橋 信 行 

二 次靈吉 

同 

末 玉助資 

曾 根氏紹 r?^ 

0 な 


小 濱氏勝 白 一 
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文ホ かめぐ る. 初秋の 月の かげ 三 次宗利 

一. 5 んも 目に か、 るな り 金錢花 長 崎田玄 

なにがし 所望に 

若 竹 は 弓 筆の みちの そだち かな 作者不知 

加州に て 

名に おは  >  梅の 加 賀 みちよ 國の內 敕使河 £^ 武經 

； g 邊の 郭公 を 

波の 鈹 名のりが しら かほ ビゝ ぎす 藥 S 寺 八 身 

賢人 もす てぬ や 山の 金 草  ^  、江紹 休 

淵に なげし 玉 ど 申さん 菊の 露  作者不知 

老の波 も あらいそ がしの 師走 かな 安 原貞室 

〇 玉 造稻荷 

その かみ、：：： 輪 九つ 中天に 見えし 時、 塞德 太子 弓矢 も 

て 射た まふに、 八つ は！^、 のこる 一 つ 烏 V」 なりて 射お 

VJ され、 首此 所に VJ いまる、 太子 首 を 見た ま へば 玉 あ 

り、 其まゝ 土中に うづ めさせた まふ、 それより 玉 造 ビ 

いふ、 五社 大明神 ど は、 第 一 十一 面觀昔 、第二 如意 輸、 

第三 千 手 • 第 四 不動、 第五 ra^ 沙門な り、 こゝを 粟山 V」 

いふ は、！ II！ 德 太子、 守 崖 VJ た、 か はせ たま ふ どき、 此 

山に て 供御 をめ しける に、 菓の木 をき b て 御 はしに 


奉る、 其 時 観音に 祈誓し のた ま はぐ、 たゝ かひに かつ 

べきなら ば、 此 はし 木 今夜の 間に 枝葉 出し、 さもな か 

らんに は、 その まゝ あるべし VJ て、 御箸 を 土に さし を 

きた まふに、 P 化のう ちに、 えだ 薬 さかへ しかば、 ほ 

V- なく 守屋を ほろぼした まふな h -、 これによ りて 粟 

山 VJ いひ 侍る、 

夏山 や 藍より 靑き 玉つ くり 
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京 童 跡追卷 第五 

い， ご s-t 

〇 新御靈 

此宮は 鎌 倉權五 郞景正 VJ 也、 本 地 堂に 十 一 面 觀昔ぁ 

、正 H: 十七 日に、 的 射 どて、 弓 を 射 侍る、 又 祭 は廿七 

2! 也、^ この 宫を權 五郎 VJ もい ふ、 鳥 海 彌三郞 に 弓手. 

の 目 を 射させ、 その 矢 をぬ きけ る 時 も、 ます 勇猛 

の 事 あ. 0 し VJ 也、 

射させて はちる や 目星の 花 軍 

〇 座 間 

座 間 大明神 は、 本 地藥師 如來ビ なり、 祭 は 六月 廿ニ 

：:!、 又 九月 廿ニ  ：！： にも 神 わざ あるな b、 

凉 しかれ ど いのる や 人の こゝ ろざ ま 

〇 生 玉 

もビ開 侍る に 、三輪の 神の 御 事 あ. o、 今按 する に、 活 

玉依姬 なる べし、 さるに よ b て、 生 玉 VJ い へ るなら 

し、 そ もく 三輪の 明 神 は 大己貴 命な り、 素讓烏 尊の 

御子、 稻田 姬の產 也、 この 命活 玉依姬 ごちぎ b たま 

ひ、 男女 一 牀 のかたら ひ あ b  、されば 三輪の 神慮う つ 


いく 玉 や 月に 見 どれし 黑服 


〇 淸水 

こ ゝは洛 東 淸水寺 を、 ちかき に うつせる 所な り、 され 

ば ふるき をし るすべ きもな し、 千 手の 御 事 は、 京 量に 

侍れば、 一 一た び これに あら はすに をよ ばす、 

花の 瀧 や 音 羽 な ら ねざ 淸水寺 

一 、逢阪の 水 V」 いひて、 い ど ひや、 かなる 水 あり、 所 

の 古歌 あ. 0 もやす らん、 なく もや あるらん、 いまだ か 
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んが へす、 

しみ づ もや 醉の 後に はさ ゝ むすび 

〇 三津 S 生 郡 

近 江に も 攝津ビ ひ VJ しき 此 名所 あり、 又 歌に よみ あ 

はせ ぬ る VJ 同 物 あ， £>、 

新 古今 旅 

いざ 子 V- もはや：；： 本 へ お ほ VJ もの 

みつの 渡 松 待 こ ひ ぬらむ 山上 憶 良 

、新 拾遺 秋 

大 伴の みつの はま 祌 さびて 

昔ながら の 秋の, 羽風  大鈉 言經信 

又 近 江の 國 三律濱 は志賀 郡な. 9、 

新 古今 

七十に みつの 演松 おひ ぬれ V- 

千歳の 殘り は猶ぞ はるけ き 淸 輔 

玉篥賀 

老の なみな を しづか なれ 君が代 を 

九十まで みつの 濱核  隆 信 

西 生 郡高津 

むかしお も. ふ 高！ J のみやに 跡 ふ， 9 て 

難 波の あしに 通 ふ 風  慈 鎖 

難 波 律 

難 波 人 あし 火た く屋 はす ゝ けたれ》」 

をのが 妻 こそ どこめ つらなれ 人 丸 


敷 津 

すみよし の のい はね を まくらに て 

敷津の 浦の 月 を 見る かな 後 徳大寺 左大臣 

j  、こ ゝらの 名所々々 の 古歌 かぎりなき ゆ へ 、是 のみ 

あげて やみぬ、 

琴 詩 酒 や 月 雪 はなに 三つの 友 

〇 源聖寺 

下 寺 町柬榮 山源樂 寺、 開山 遠譽 上人 は、 奧州 衣川な に 

がしの 子な. 9、 三 歳の 頃繼 母の 嫉妬に よりて、 父の 隙 

をう か^ひ、 乳母 を かたら ひ 衣川に しづむ、 しかる 所 

に 川下に ながれ 上て 三 =1 の 間 死せ す、 川邊 の人费 子 

のな ぐ こ ゑ を li て ひろ ひ，、」. 0 養育す、 人み な權， 匕の 

示現 ビ うたが ふ、 やう やぐ 七 歲を經 て、 父 件の 子細 を 

きゝ、 世間 ものうき VJ 思 ひしょり、 爪 連淨福 寺に を ひ 

て出家せしめ、知行兼備の學匠^なり、六十餘州修行 

し、 終に 攝州 大阪に 足下 を V」 いめ、 今 この 寺の 開山 VJ 

あ ふぐ もの 也、 東關 より 來り、 化 益 西 海に 満ゅ へに、 

柬榮 山ど號 す、 さて 赤栴檀 にて、 一 刀 三 禮の阿 彌陀佛 

を 作り、 御 母の 方へ 送り 給 ふ 本尊 あ.^、 此 本尊 世々 ふ 

しぎお ほし、 又 右 大將赖 朝公牧 狩の どき、 富士 權現靈 


夢の つげに よりて、 得た ま へ る 签もぁ 、猶 この 所の 

つ  > 'らを w 

阪の 風景のお もしろ さ、 いづこに 似た る 九折の ある 

べき ども おぼえす、 戴 叔偷の 詩に、 沅湘 日夜 東に ど 侍 

る 也、 山 號寺號 にたより あれば、 もろこし 人の こ ヾ」 

ばの はな を 一 枝お るに や、 まこ ビに 落花狼藉 もの 也、 

〇圓 照 寺 

攝 律の 國島 下の 郡 山 田の 芘圓滿 山 圓照寺 は、 慈覺大 

師の 開基な り、 上古 當 山に 大木の 櫻 あり、 靈木 なれば 

是を 伐て 千 手 千 眼の 像 をき ざまし む、 立像の 觀音、 御 

長 五 尺の 尊容 ど、 本堂の 本尊、 これ 慈覺 大師の 作な 

b 、奇特 殊勝なる 事、 世俗 その 利 を わき まへ、 千 手 山 

ビ いふ、 まこ W に 祈る もの は 諸 願 を かな へ 、あ ふぐ も 

の は 宿望 を滿 せす V- いふ 事な し、 此ゅ へに 圓滿山 V」 

いひ、 又は 大慈大悲の ひかり まざ かに、 有綠の 衆生 を 

照せるにょ..^、圓照寺>」號す、貞觀十ニ年庚寅、 淸和 

天皇の 御 時、 尊像の 威靈大 かたならぬ をかん じお は 

しまして、 勅符を かけ、 秘佛 どな さしむ、 しかれば 又 

元 慶六年 壬 寅、 陽 成院御 治世の VJ き、 御 違例 はなはだ 

を も か. 0 しに、 當尊 のちから を もて、 帝 病 すみやか 

に、 平 腹し まします、 この 時、 秘佛の 封 を ひらきて、 又 
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勅 封 を かけさせた まへ る、 其 後 又 宇多 天皇 寬-ネ 六 年 

甲 寅、 染殿 のきさき、 病に くるしめる、/」 き、 敕封を 

ひらかせ 給 ひける に、 快 かりし，/ J 也、 ふしぎな るか 

な、 三度の 見佛 共に 十三 年の 星霜 をへ だて、 おなじく 

寅の 歲 ごろに あたれり、 しかしより このかた、 一 十三 

年 を か ぎり、 { お 、の VJ し を もって 、當寺 本尊 の 開帳 VJ さ 

だめ、 あまねく 結綠の 衆生 を みちびき、 ひろく 濟 度の 

方便 W せる 也、 

樱木 はかれても 花の 斗 帳 かな 

〇 尼 崎 大物 若宮 

1^ 相國 入道 殿、 安藝 國嚴島 建立の ため、 攝津國 尼 崎 ま 

でお もむ き 給 ふに、 波風 あらく、 舟路の 渡海た え は 

て、 はからす：：； 數 つも b 、海神へ いのり 申さく、 波風 

しづめ 給へ、 この 願 成就せば、 此 所に 辨才 天の やしろ 

を 建立せ む どち かひた まへば、 程なく しづ ま.^、 海の 

おもて 平地の ご く なれば、 舟 を もよ ほし、 彼 島 造 立 

すみやか にして、 又 この 沛に歸 り 給 ひ、 願 ど げん 

V3、 地 を も VJ め 給 ふに、 此 大物の 南に は 難 波 入江、 東 

に は 猪 名 川、 北 は 待 かね 山、 西 は 伊登妓 島の 遠き けし 

きもお も ひや， rr- 、地景 この 所に しく はなし VJ  、身 を は 
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なた や 安澄し まします 辨才天 を神砵 にお さめ、 社 を 

建立し 給 ひ、 身の 老衰 を 祝して ゃ若宫 ど號 し、 神宮 寺 

を 海中 寺 VJ 名 づけ 給 ふ、 それよ b 民屋軒 をなら べし 

かば、 すな はち 氏神 V- 尊崇し、 今に 繁榮 す、 舊記、 亂國 

に 紛失す、 舊 例の 殘 りし は、 年々 正月 三ケ H の 問 開 

帳、 月次 連歌、 靈寶に 馬 角牛 王 等、 今に これ あるな. 9、 

故人の 物語 を しるしぬ、 

千金の 代物 や こ、 の 春の 慕 

〇 西宫 

伊群諾 尊の 御子 蛭兒ど 申 奉る を いは ひぬ る！^ なり、 

=本紀に、雖，1已三歲；脚獬不，立、故載，，之於天|^攒^ 

船； 而順レ 風 放棄、 そ も 又え びす 三 郎ビ申 奉る 事 は、 根 

の國 へな がされ 給 ふ を、 沖の 釣す るえ びす、 拾 ひ 奉つ 

り、 養 君の 三番 目なる ゆ へに、 夷 三郎ビ あがめ 侍る こ 

ビな り、 

手む くる や：：： もな が どえ びす 歌 

〇 勝 尾 寺 

常 寺 はいに しへ、 攝律國 の 太守に 致 房 VJ 云 あ. 5、 其 二 

子に 善 仲、 蕃算 VJ いひ 侍る 發心者 あ hs  、此 所に 庵室 を 

かまへ、 兩人 どもに おこな ひす まし、 終 をビれ るの 
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ち、 光仁 帝の 皇子 開城，.」 申 奉りし 座主、 寶龜八 年に い 

ど なませ 給 ひける に、 沙門 與 UVJ いふ 人き たり、 八 尺 

の 白 擅 を 所持し、 佛像 きざまん isf. を かたる、 開城 御 心 

ざし をお なじく した まふ ど きに、 佛 師妙覷 まみえ、 同 

十八人の^;^ェして、千手觀音を作り安置せしめ、並に 

四天王 あり、 そ も-. \ 此觀 昔の 慈悲、 ： "本のみ なら 

す、 異國 にも あまね し、 その かみ 百濟 國の宮 女、 いか 

なる 故に か、 み の 疑、 須臾に. rE_:^.、J なれり、 國王 

も 后 もも ろ VJ もに うきお も ひに しづみ、 醫藥 術を悉 

せし に、 更に 功な し、 然る 所に、 ゆめの つげ 有て、 はる 

かに 勝 尾 寺の 舰 昔に 祈誓 ありければ、. たちまち 一 夜 

のうちに、 もビ の黑髮 VJ なりし-、 J なり、 されば 觀昔妙 

智力 能 救世 間 苦 具足 神通力 廣修智 方便 十 方 諸 M 土の 

御經の 文、 いよく ありがたく、 か、 る靈像 本朝 異國 

たつ どみ あへ る こそ、 げ にさる isil}' なれば、 かの きさ 

き、 ねが ひ滿 てるよ^ こびに、 しゅ.， ^のた からもの 

を、 この 寺に を くられぬ る、 閼伽 器、 余； 鈹、 金 鐘， ii^ 也、 

白雪 やきえて 后の 柳錢 

〇 大宫寺 

豐島郡 醫王山 大宮寺 は、 藥師如 來の靈 場、 聖寶 開闢 


の精舍 也、 すな はち 聖寶 作の 藥師、 ： 

置せ. -、 如來觀 昔、 愛染明王な ざ 侍. 

七 n  、秘術 修正 動 行、 同 八日 大法 會- 

つり 也、 

けぬ がう へに 又 六の 花や 十二 灯 


一尺八寸の 立像 安 

リ、 每年 元日より 

- 九月 十四 五日 ま 
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〇 粟生 光明寺 

速 性 法師 開基の 所 也、 若年の 時に、 武 藏の國 にて、 た 

け き 熊 を どり ひし ぎ 、威 を あら はし、 熊 谷 ど 名乘け る 

事な り、 さて 當寺は 西 山 流の 學問 にて、 所 化の 學室ぁ 

り、 法然 上人 鏡の 影 VJ いひて、 はりこの 像 あり、 念佛 

して こどに 殊勝なる 所、、」、 身にしみ てお ぼ ゆ、 

寺の 名に いはい 紅葉 や 光明 朱 • 

眞實事 は、 壽永ニ 年に 一 谷の いくさに て、 平 大夫敦 盛 

VJ  くみけ る 時、 少年の 顔ば せ はなやかな るに 心 まよ 

ひ、 すでによ ろ ひの ち. 9 はら ひて、 たすけん どせ し 

に、 味方の 人々、 熊 谷 心が は. 5 もや どい ひ あ へる に、 力 

をよ ばす して、 花の やうなる 敦 盛の 首 ど. 9  、それより 

も りきり て、 法然 をた めみ したが へる どなん、 世 

にい ひ傳へ 侍る 也、 又 東鑑を 見れば、 熊谷^^-郞直實、 

親族 ど 論 訴の事 ありて かたす、 其 故に 制髮ど 侍り、 兩 

樣の說 いづれ か是 なる、 . 

つよき 雨 は 花 どくみう ちゃ 錯草 
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〇 御香宮  . 

此所 は祌功 皇后の 廟な， 9、 本社に 天よ. 9 ふ. 0 し 金 札 

の 神 あり、 天津 太 玉の 神 也、 祭 は 九月 九 H な り、 御 香 

宮ど いふ 事 は、 いにしへ いづく よりか 來 りけん、 猿 引 

この 宫 にいたり、 飢 につかれて、 すでに 絕入 にけ. 9、 

しかる 處に、 此猿 かなしむ 風情に て、 宫 前に ありし 水 

を 手に むすび、 洁っ かひの 顔に そゝ ぎ、 口に いれぬ る 

に、 その 露 胸に 落て、 夢中の ご ど く.. ^て、 味 ひかう ば 

しくお ぼえ、 それよ.. HI 生し 侍. 5、 此 神の たすけに あ 

ひ、 二た び壽 ながらへ ぬる 率、 ひ VJ へに 神 力の いたす 

所なら やや、 さるに よりて 御香宮 VJ いふ VJ い へり、 さ 

ればビ よ、 い つの./」 きのみ だれに やらん あ. 9 し、 山 王 

の 猿 鐘 をつ きぬる 事 あり、 諸 兵、 相圖 のかね W 心得 

て、 おも はや 敵に よせ あ ひ、 味方の 利 を 得し 事 あ， 5 け 

る，/」 也、 これ 又、 山 王の 祌の 擁護に て、 か ゝる事 も あ 

りしな hN、 

君 はいつ 御幸の 宫の花 車 

〇 興聖寺 

こ、 は 越 前國永 1^ 寺の 開山、 道元 禪師造 立の 所な. 5、 

其 後久し く あ、、」 絕 ぬる を、 淀の 城主 大江氏 永 井尙政 


 11i 九十  

再興に よりて、 猶々 山の すがた、 川の ながれ、 見所 あ 

り、 山の 腰に 尙政 先祖 の 卵塔 逆修の 碑の 銘 侍り、 川 に 

ちかく-: 川亭、 觀流亭 な V- い ふ 茶店 あり、 いにし へ の 

通 圓がぁ ど は、 橋の 爪に あり、 又 橋の 半に、 三の 間ビ 

い ふ あ， 、 此 VJ ほ り の 水す ぢ よく、 茶の湯の 水に これ 

よりく みて 用る 也、 八月 十四： 11 此所 にて、 

さんの 間 や 一 一七 めの こもち 月 

どぶ 臈ゃ 手なら ひの 君の 古 反古 

此の 結句 は 重言の やうに 侍れ ざ も、 世の 妙 目に 如レ此 

の 例お ほし、 反古 ど は 古歌に もよ める、 折節、 今 宇治 

の 事 見ん VJ、 机 前の 源氏物語 1^ 家 物語の そこ），. \. を 

ひらき、 又 反古の 歌かん が へ ぬれば、 

秋の 田の 反古 v.> も臈の み ゆる かな 

誰 中空に 書 ちらす らん 

梶原源 太 景季、 佐々 木 四郞高 綱、 この 宇治川 を 渡しけ 

る 事な ざ、 右の 物語に 侍る 故、 又 こ ゝに書 出ざる 也、 

もみお 葉 は 赤手 拭か 山の 腰 

〇 金 龍 寺  . 

當寺は 沙門 千觀草 建の 所な h^、 父母の 申 子に て、 千 

手觀昔 にいの り まう けけ る议 に、 千觀 VJ 名づ くる ビ 


ぞ、 されば 觀 昔の 像 を 安置し、 靈佛靈 地た ぐ ひなき 

事 V- も 也、 應和ー 一年、 旱 して 國 民う れゐぬ る 時、 この 所 

の 池に て、 千觀雨 をい のられけ るに、 大雨 たちまちく 

だり、 みな 人 よろこびいさみ、 いよ/、 千觀 たつ，、」 

ぐ、 ます-. f\» たなつ ものみの りて、 國 やすけ きビ な 

、又 長 門 守 永 倥、 法名 能 因、 この 寺に すみけ る ころ 

よみ まる、 

山寺の 春の 夕暮 きて みれば 

入相の鐘に 花ぞ 散ける 

能 因 法師 は、 道に 名譽 ありし なり、 又々 雨 乞の 歌 をよ 

みて あめ を ふらせり、 猶粉 骨の 事お ほし、 

あまの 川な はしろ みづ にせき くだせ 

あまくだります 祌 ならば 神 

まつ 花に 雨 乞の 歌 かに ほひ 鳥 

〇 有 馬 

此所 は舒明 天皇 孝徳 天皇 行幸の 地 也、 そ もく 釋の 

行 基、 武庫 見 陽 寺よ hwj  、に 來. o、 一  人の 病臥に あへ 

り、 病 者 行 基に いふ、 われ 温 溢に おもむき 痫を あら は 

んど する に、 力つ かれて、 進 返 やすく 心に まかせす、 

願 ふ どころ は、 鮮魚 を もち ひん 事、 これに 過た る のぞ 
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みなし ど、 行 基き、 て、 やがて 長洲濱 より 魚 をもヾ J 

め、 病人に あた ふ、 病 者の いふ、 割烹て、、」 このめり、 行 

基此ご VJ  くして、 半 割 、よく 烹て あた へられし、 又 【丙 

者の いふ、 われ 瘡瘪の 痛し のびが たし、 但抵 VJ き は 疼 

痛 止む、 願が はく はこれ を抵 て、 くるしき を やすまら 

しめよ ど、 行 基き ゝて、 焦爛臭 穢の瘡 をね ぶれる ビ 

き、 忽ち 病 者の かたち 變じ、 すな はち 金 身の 藥- 帥の 御 

かたち.、」 ならせ 給 ふ、 行 基こゝ ろざし の 程 をい かに 

ノレ， 藥師 如来の ひきみ たまへ る 事 也、 行 基 有が たく、 

ふしぎの 思 ひ をな し、 等身 藥師の 石像 をき ざみ、 泉の 

湧出る 所に をき、 一 宇 を 建つ、 今の 藥師堂 これな. 9、 

又た 如法 經を寫 し、 泉 底に うづめ. 9、 さて 彼 病人に 行 

基の あた へられし 殘魚、 昆陽 寺の 池に はなた る、 化し 

て 一 目の 金魚 ど な. 5、 今にたま^^\»此寺に 1 目の 魚 

あ hs ビ なむ、 希代の 事 也、 常 喜 山 温泉 寺、 ，師行 基の 

作 小 像の 藥師 安置せ る を、 豊臣秀 吉公、 又大 像の 藥 

師を 作らし めた まひ、 小 像 は 頭 中に こめさせ 給つ る 

也、 されば 兩像 一 鉢に 拜し 奉る、 左右 は 文珠、 不； g  、舰 

音、 勢 至、 十二 舯也、 此の 藥帥 堂に て 羅山子 道赛， 

. 澄 泉不， 熱不 波 新 浴 皆 歡秦， 宿 病" 
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一 切 衆生 無， 恙否 醫王却 欲， 問，， 維摩- 

延壽院 道 三、 湯 文 を 見 侍りし、 入 澄の 人、 一日に 二度 

ばかり VJ あり、 猶病 者の 輕重 虛實 による 事宜なら し、 

それ 温. 湯 は 硫黄の 氣ょ 涌 出す、 金瘡 にな をく 應 

じな む、 されば 遠近 をい はす、 病け る 人、 かなら す此 

山に 來り、 病 ii をい やす 事、 年々 其數を しらす、 まこ 

ど にあり がた き 事、 何の よろこび か これに こえん、 南 

無藥師 如來、 

一、. 揚女は 以上 四十 人 あ. 9、 一の 揚 まもる もの 十 家、 

但し 一 家に 二人 づ、 湯女 あり、 二の 湯 同前な り、 

一 、妬 湯 一 、洗 目 湯な V* あり、 

一 、鹿 舌 山 有" ilHS 士 鼓 瀧 地獄 谷 猪 名 野 

其 外しる すに い VJ まあら や、 

一 、その かみ 澄 山 權現女 鉢 を 現し、 此 山に いま ぞ かり 

ける に、 軍士お そひ來 りし 事 ありけ る.、」 て、 今 も 山中 

へ 嫌 物、 i 藤の 弓、 白の 鷹、 あしげ 馬、 此 三色、 其 時の 

事 をった へ きて、 今 も 山內に 入る 事 をき らふ VJ な. 9、 

千載 集 

め つらし きみゆき をみ わの 种 ならば 

し るし 有； SI- の 出. 澄なる べし 按察 使資賢 

一 、今 魚を資 もの、 籠に いれて 提 ぬる は、 行 基の 長洲 
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の濱 より 魚 を も VJ め來 りて、 病人に あた へられし 餘 

風 ど 也、 

タレ タノ ほん 

あ.. y まなる 鶯の昔 や 涌 出品 

はだに そふ ゆかたの 妻 を かさ ぬれば 

うはな， 5 の！！ ど 名に やた つらん 

で 白 瀧 前 

これ 墜栗 花の 根源 也、 攝律國 矢 田 部 郡 丹 生 山田庄 原， 

野 村、 墜粟花利左衞門>」ぃふ^1^の宿所なり、 記錄ぁ 

り VJ いふ 、廢帝 天皇 の 比、 右大臣 豊成 公の 息女 中將姬 

の 妹に、 白 瀧の 前 どい ふ あり、 0 一女 を此 所に 辨才 

天に 祝 ひ、 五月に 水の 浦 いづる 所の 上に あり、 凡 九 百 

年餘 になる 事な り、 今 も 其 末葉、 墜粟花 利 左衞門 どい 

ふ もの こ、 に 住む 也、 むかしの 歌 どて 語る、 

雲 だに も か ゝらぬ 嶺の白 瀧 を 

さの みな 戀そ山 田お のこよ 

是は白 瀧 前の よめる VJ いひ 傅へ し、 又お のこ 返し、 . 

水無月の いな 葉の 末 もこが る、 に 

山 田に 落よ しら 跪の 前 

墜粟花 利左衞 門が いふ * 大 むね 徵は 立春より 百 三十 

五： M にあた る，/」 なり、 その ：11 かなら や、 利左衞 門が 所 


に 水 I 仙 出る、 常 は 乾きた る 所な. o  、 いよ./, \»  く はしく 

は 利 左衞門 所持の 舊 記に あり、 微の はじまり、 お 所の 

み大 かたの 事 を これにし るす もの 也、 但し 記 錄も大 

體此 おもむき にか はる 事な し、 

か つら 男 月 や 白 瀧の 前 わた. 5 

易の 乾の 卦に いはく、 水は濕 るに ながれ、 火 は 燥る に 

^VJ^ る、 

0 嚴島 i 雖ん ぉ认 

( i  1 fid さ.^  J せ 

秋 津國、 吹 風え だ をなら さす、 十 U の 雨 塊 を やぶら 

で、 波 しづ か に 打お さまれ る 時に あ ふ を、 やら^ \ め 

でた VJ 舟 子 Vj もに うた はせ、 いっく 島に ま， フで ぬる 

道す がら、 海山の 眺望、 つれな きこ VJ の 葉に も、 いは 

ねば 腹 ふくる ゝ わざ なれば、 いは じビ にも あらや、 矢 

よりも はやう をす 船に、 弓手 を 見れば にの 島 W いふ 

あり、 こゝ にた へ ばな り は 11 尻の ご VJ  くなる に、 

富士山に よく 似の 島 や 月の 雪 

馬 手の かたに は、 總角 のか かふ 草 liv- きくに、 發句 

の 趣向 もな く、 むなしく 井の 口 をふさぎ ぬる も ほい 

ならね V -、 亥 中の 月を廿 H 市に いひ 出さん もめ づら 

しからす、 かしこに か いらう ど 名 づける 山 侍れば、 

ioi 宣 跡追卷 第. 一 ハ 


山の 名の かいら ぅビ なく や 鹿の 雙 

廣 島ど宫 島の なかばに ある、 つくね VJ いふ は、 錢にた 

かふして、 人の めだつ 島な り、 

ij- の 露 や 句 ひの 玉 をつ くね 島 

はるかに 地の 御前に むかひ、 手 房 をう しほに 淸め、 護 

身 法 の 印む す び、 九 字き りて、 

風の 手 もど もに 九 宇 を や 霧の 海 

ひじ. 0 崎 VJ いふ は、 海に 出た る 尾の 上に、 松 ある 所な 

れば、 

世 をの がれ これ は どなたの ひじ. 9 崎 

お 床しき ぞょ 松笠のう ち 

つれたる 手繰 舟の 二三 町 を くれぬ る を、 杉の 浦に ま 

ねき よせ、 綱 引 させけ るに、 いたいけ したる 鯛 こちゃ 

うの もの、 綱に い ぬ、 桶に 鹽 ためて しばし はなちぬ 

れば か つ うれしげ な る に 、又 人の 目 をよ ろ こばし む、 

都の かたに て はめ なれぬ いかれる 魚 すら、 藻 盥草を 

かきわけ 躍 出ぬ、 なをた なごな V- いふ も を？ "しく、 

引ビ る や 露け き 網の 掌 

^ふ 貝つ 物 さかなに は、 何よ 望ん，、」 いひし ろ ひ、 石 鼎 

に 鍋す へ柴 折た きて、 物ビ、 の へたう ベぬ る 人々 に 

I  三百 九十 ミ 
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も、 さの みはお それす、 うしろの 山より あまたの 猿 出 

て あそぶ、 ころさえ 七つ 時に 近ければ、 

色になる 山の =0 脚 もや 申の 時 

子 を つ るゝ ましら も あんなる に、 

山ぢ かくよ せ ぬ るふね の 帆ば しら の 

小 猿 も なれが 友 VJ や は 見る 

VJ かぐして、 又 舟に のりうつり、 えびすの まします 長 

濱ょ. CV お b たち、 禿 倉ぬ かっきて、 

釣針 かえび すの 宫に三 ケの月 

これよ..^ 蛆 をった ひ 、市中の 家に ぃh^ぬ、ぁるじ風呂 

ま， フけ なざしけ るに、 

吹から にこ 風呂 も をく や 扇 板 

こよ ひは此 所に どまり、 夜 さむ を しらぬ につけて 、お 

を，、」 へば、 櫻 は 外に 咬 を くれす、 郭公 を ビ くき 

き、 蚊 虻の 利觜に うれ へや、 月 雪見る に更 な. 5、 燒く 

椅ビ ぼし か らゃな V- 、 お きな びた るぬ し、 所え が ほ に 

伴 ひしみた. 0 よた に 物語、 VJ.9< ^の聲 にお Vj ろ 

き、 夢ば か， 5 ま V- ろみ、 夙に 起 出て 明 舯に參 りぬ、 そ 

も-, \.當 社 は 、娑 謁羅 龍王 の姬 どい へる、 故 ある 事に 

や、 いぶか し、 素 盞烏尊 三女の 市 件島姬 これな り、 推 古 
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天皇の ころ、 宫 造りした まふけ る VO なむ、 腐た る水莖 

みじかき 才に あさ. C しくい はん は、 VJ がめ おそろ 

し、 聞し にこえ たつ ビ く再拜 して、 

女郎 神 さそ ふ 月よ- 5 いつくしま 

苍. 波渺々 客船 奇、 疑 覔，， 蓬萊， 嚴 島姬、 

暫 語，， 老翁， 忘，， 世事； 正 甞__ 仙藥ニ 瓢 IT 

か ゝる靈 地の 風景、 つくぐ おも ふに、 あやまって 仙 

宫に入 か、 峩々 たる 山、 悠々 たる 海め ぐ. 5、 草木 禽獸 

こ •/」 さまに おぼえ、 萬 事 を わすれて、 ひたすらた のし 

むこ ゝち のみなる は、 仙 家の 酒の なすに や、 かくてえ 

ならぬ けしき、 見ぬ もろこしの 西 湖 もや は をよ ぶ、 華 

表 は 海に たちて 潟なる 時 も あ h -、 漫々 たれば 廻廊 も 

鹽に ひたさ れ 、川瀬の 橋に 高き 水 ゆ く が ご ビし、 百 八 

の 燈籠を 間遠に つれば、 廊の 長き 事 これに しれり、 か 

かげぬ る^も しび 海底に うつる は、 いづこに たぐ ひ 

せんや、 寶藏 H にかいやき、 瑞籬 月に 映す、 輸橋は 住 

吉 より ゆるぐ して 長し、 五重の塔 は八阪 よりうる は 

し，、 て、 たけひ^し く 見 ゆ、 乙女の 舞 殿に は 橘の 金 鈴 

を つらね、 伶人の 樂には 龍の^ 昔 を あはせ、 祝 部の 祝 

詞に 松の 聲吟じ そへ、 猿 樂の舞 臺には 波の 鼓 を しら 


ぶ、 經 堂よ hv,^ 四面 を のぞみて、 狂句、 

謳， 歌 嚴 島社參 船、 面白 神々 御寶 前、 

鳥 笑，， 猿 尻， 遊-, 海 際； 鹿 嘲-. 峰 尾， 走，， 山邊； 

薔 師 拋 無 fe, 手、 文 者 返 不 X ど 屑、 

止 fe- 擧 三 鬼 殿、 雖^ 魔 界， 葬 抓 JK、 

ぐ ひんた ち 

あたりち かき 狗品 達、 一杯 一杯 又 一 杯、 御免 あれ 兵 庫 

の もの、 

舌 崎に を ひて、 

舌 崎 や 波 すさまじく タチッ タト 

あらえびす にて、 

いつ W て も 神の えが ほ はよ からん に 

あらえびす ビは浦 をい ふか や 

多景 はお さ/ \ 劣る まじき、 四 明の 麓なる 山 王の 客 

人，、」 い へる は、 白山の 權現ど 也、 されば 愛の 宮居に て 

山 王の 客人 か 白き 山の 月 

a 沙門 堂に て、 

沙門の みほこなる らし 月の^ 

大黑 殿に て、 

福の 祌 のっか はしめ かや 黄金虫 
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藥！： 堂に て、 

淨 瑠璃 か 玉し く 庭の 藥師草 

觀昔 堂に て、 かの 御 經の雲 雷 鼓 製^ 應時得 消散 ど あ 

る を、 

雲の 帶得^ 散 や 月の 前 

天神の 宮、 

御覽 あれ 神の まに-,. -梅 紅葉 

； g  ail- ひ-腐 

神 垣 は- itr 立なる かこまつ なぎ 

さて 嶋ま はり は 七 浦な り 、凡 七 垔ど いふ 、旅館の 軒の 

も v.> より、 船歌 そろ へて めぐりぬ る 所々、 みやし ろの 

名 をい ひこめ つらぬる 句、 ぬき VJ  .9 あ へ ぬ 旅 なれば、 

手 向に もや，/」、 第一 に 杉の 浦 を はじめ、 街 離搔輪 人形 

ヾ J いふ もの を こ ゆる、 六月 減の 茅の 輪の ご VJ し、 

新酒 や あらん しるしの 杉の 浦 

此拜 殿に てあした のした ゝ めすみ、 猶 ゆけば、 かた へ 

の 山の み V- りが ちなる に、 くれな ゐ ふかき 木立 まじ 

はりたり、 媳 によみ あはせ ぬる 據ど いふ 木な り、/」 見 

さだめけ るに、 又うる しの木な どゝ いひ つれば、 

えしら すば 攄 VJ たしか に い ひながら 
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又，. ゾ るし VJ はぬ つたり は げたり 

第二 鷹 S 巢、 

鶴 草 あり や 小 鷹の すゑ 所 

11 の 三つ 四つ 一 一つな V- ビび かひ おり 居る も あるに、 

江 南 野 水 碧 二 於 天： 中 有 n 白 ii 閣似 P 我"、」 山 谷 もい へれ 

ば、 を だ やかに すめ る この 鳥の 心 を、 誰か うらやま ざ 

らん や、 又 をのが 眼の かたち、 錢に似 たれば、 その 名 

を かまめ ど い ふ ビも、 き、 つたへ しに、 

房 崎の 浦な くな くにした はる ゝ 

鳥の まなこの なか も かまた. 5 

こし 

第三、 腰少、 

腰少 につら なる 雁 や 三重の 帶 

又 狂歌、 蟻の 浦ビ い ふ 所の 侍れば、 

いたむ VJ もさ い つ さ、 れ よさ かづ きを 

こし ぼ そ よ も螺の 滞., H で 

第 四、 靑海 若、 こゝの 谷水の すめる に、 我が 醉を洗 ひ 

て、 

もみ ぢぬ は靑 のりなる か 霧の 海 

この も かの もの 木々 の 葉、 また 露 時雨 も そめ あへ ね 

ばし か 也 、又 海原 を 見 わたせば、 一 つの 島 あり、 名 を 


v> へば 黑髮 VJ いらへ ぬるに、 

うらやまし 黑か みさげて よる > /^は 

女波 男 波の まくらなら ベむ 

馬の 牧ビ きけば、 鎮の 尾に つく はいがい も あらまし 

ぐ、 晝 のかれい ゐ くひけ るう ちに、 

liir 串 か かみに どが る 薬の いが 

第五、 藪 崎、 

薮崎ゃ 身に しめて しるさ V いかな . 

郡の 名 を 佐 西，、 J いへば なり、 さて 愛の 沖に 宮人 船 押 

出し、 人々 も しづ まり こぞり、 みやつ こ 笛吹み て ぐら 

を ふりて、 海上に 神 供 をう け ぬれば、 嶺 より 唯 雄の 烏 

きたり、 ふなばたに よりそ ひ、 供物 を 求 食り、 又 山に 

どび いりぬ、 され ば祌盧 の な す 所 にあら やや ど、 皆感 

涙 をな し、 を そる ベ し愼む べし、 まの まへの 奇異 い ふ 

にたら す，、」 、船中 驟を あげて 周章よ る こびうた ふ 、も 

しもい ひ 事 あれば 鳥 ぬる 事な し ビぞ、 - 

第 六、 山城 演、 この 名 を 折 句の 水： n 冠に す へ て、 

八重の 霧 間し るし 眞 くろ は な れ島 

又 

波の そこの 都 VJ いふ はこの す へ か 


山城 濱は ひなび ざり ける 

第 七、 洲屋、 

すゃ-^^ど月に眠るな宮づ か へ 

これなん 七 浦 いふ、 いつの 時より 誰が はじめ けん、 

こ ゝの宮 前にて、 參詣 のめん/、、 禰宜も 立 まじり 

て、 餅 を 礫の ごどく 打 あ ふ は、 いかなる ゆ へ ぞゃ、 又 

與ぁ. 5、 御床に は疊敷 はえた る 如きの 磐石 あり、 をの 

をの 石 上 に な み 居、 社師の 祭文よ む をき、 ぬ、 輪 人形 

〈此 所に おさめし、 

見》」 _ ろ の最 花や 中稻早 稻晚稻 

大 元にて、 

大も W も 今 も か はらぬ や 秋の 山 

島 巡 過，， 大元 _ 玩， 景佇 = 珠垣， 

見渡 無，， 花 梢， ？f^ー家秋夕昏、 

み せん 

彌山は 高く そびえて、 けう どき 天狗す まる 嶽 なれば、 

け ふ はえ も あがらす、 あな ひせる 人に 對 して、 

君なら で 誰か は 見せん この VJ ころ 

宫も島 を もしる 人ぞ しる 

我慢 高 雄の 峯 のみなら や、 愛 岩の 山の 太郞 房、 比 良 山 

の次郎 房、 伊豆 奈の 三郞、 富士の 太郞、 上野の 妙 義坊、 


京 章； 跡 追お 第 六 


三百 九十 七 


 京 童 跡 追 卷第六   

常 陸の 筑波法 印、 彥 山の 豐 前坊、 大山の 伯 耆坊、 大樂 

の 善 鬼 金平 六、 比 叙 山の 法 性坊、 肥 後の 阿閣 梨、 葛 城 

の 行者 高 間 坊、. 醍醐の 山上 僧正が 谷、 猶 か の 善 界坊、 み 

な これ 長 翼 高 鼻の あやしき かたち VJ なん、 鷂， で 天 

にいた る 事 を か へり 見、 仰げ はいよ くた かきこ ゝ 

の 山 頭に、 靈 签 藏 いま ぞか りけ るに、 

この 山の 求 聞 持く るか 秋の 蟬 

筧の ながれ も 法 水に つ い/、 や ヾ」、 

漸 さむき 水の 烟ゃ 護摩 VJ 閼伽  . 

宮 島の ならびにて 、神い ましめ たま ふこ，、」 なれば、 婦 

人 月 ご どの さはり ある、/」 き、 かたはらの あし 山 どい 

ふに VJ ぢ こもる、 

姬荻も 月の物 かや 下 もみ ぢ 

順風に 具 帆 を もたせ、 城下に おもむぐ 折 ふし、 なにが 

しどい ふ 滑稽の すきもの、 朝な 夕な したしむ 友なる 

が、 かう やうの 句 一 つ 作. 9 て かたりし、 

波路 を や 月の 兎 も はしり 舟 

ど つぶやき ぬるに、 予脇 第三 をつ かりぬ、 

島山 陰 はよ ねんな がき 夜 

看 臺に色 か へ ぬ 松 ど 竹う へて 


I .  ,  兰百 九十 八   

撥破捨 べき もの なれば、 いひち らしつ、 城郭の も、， J に 

舟つ き、 われ すみ 家に いりぬ どて、 立 わかれぬ る 

なごりお しさ、 のりけ る 舟 を兒も ざし * 

ほの <^VJ あかねの 慕 を はしら かし 

島 ま はり； ふね をし ぞ おも ふ 

京 童 跡 追卷第 六 終 

导ず 念- 仂 V, 慕 ffi 救 


卷 第一 

序 

都 を さだめられし 所々 の 事 

山し ろの 國 平安 诚 今の 京の 一 初 附將軍 塚の 事 

大内 基の 事附 宮城 十二 門の 事 

今の 京 ま は.. >  の -1^ 

禁中の 總圖 


卷 第一 ー柬 より 西へ g 町 

京 極 逋今は 寺 町 通 W いふ 

白山 通 今 は 腐 や 町 通 W 云 ， 

^Es: 里 小路 ff 一 今 は 柳 馬塲通 W 云 

せ 向 倉 通 北に て は 項 妙 寺 通 ミ 云 

東 洞院通 


御幸 町 通 

富 小路 通 

#  via ニ條の 南に ては材 

一水 町ミ云 

間 之 町 通 

車屋 町 通 


烏 丸 通 I 認 下にて は 因幡 I 兩替町 通 

卷第 一二 室町 通より 西 朱 雀 通まで 竪町 

室町 通  衣棚 通突拔 


町 尻 通 今 は 新 町 通 i いふ 

西 洞院通 

油 小路 通 

卷 第四朿 i り 西へ 横町 筋 

和 泉 殿突拨 f マ \ は醒が 井 通 

同 通 西 行 

？ i5 隙 通 川の 西 三 筋め 

大宫 通" I- 川の 西 五 筋め 


签 ii 突援通 

小川 通 


堀川 通 東行 

岩；^ 通 堀川の 西 二 筋め 

里 ^ 門 通 堀川の 西 四 筋め 

大宮通 西 坊籠训 の 西 六 


此 間に 坊城 通、 壬 生 通、 匣 通ミて 名のみ あれ ，2 も 町筋 も 民家， 

なし、 

西 朱 雀 i 此西 LL は 藪 土手 ゎリ 


, 卷 第五 柬 i り 西へ 橫 町筋 

寺 之內通 

五辻 通 

今 出 川 通 

武者 小路 通 

正 親 町 通 今 は 中立 賫通ミ 云 
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それ 政 かしこく、 道すな をなる 御代の しるし ビて、 六 

合のう ち穩 かに、 四方の 海 しづかに 治まれる 時 を ゑ 

て、 その 恵み を かう ぶり、 樂 しみに ほこる K の 家々、 

軒 をき しり 門 をなら べし 都の すま ゐは、 こ VJ さらに 

花やか 也、 凡そ 九重の 條理 は、 いにし へ より 定まれる 

こ w なれ V- も、 町々 の 名 は 時代に まかせて 變り ゆく、 

おなじ 都の 人に て だに 聞 しらぬ 町の 名 も あれば、 す 

む 人の 家 もお ぼっかな し、 まして 田舍 人の 俄に 京に 

のぼりて、 人 を 尋ね はべらん に は、 まぎれた る 町の 

名、 同じ やうなる 家づ く. 9 に、 方角 を 忘れ 尋ね わびつ 

つ、 西に 東に 北み なみ、 ひね もす めぐりく らし * 

こど にも 時 をた が へ 、 d;^ のち また 門の ほ に 立 や 

すら ひ、 行つ かる ゝ事 すくなから や、 この 故に 文の 

5.- ュ うき 

表書 札の 書付、 その 理 その 町 ど さだか ならねば、 田舍 

より 都に 送 るた よ， 9 の、 ゆき VJ  > かぬ こどもお ほし、 

是を 少しの 案內 にも なれ かし，、」、 一 條 より 九條 まで、 

西の 朱 雀より 束の 京 極まで、 町並 を 書つ いけ、 故 ある 


所に は その かみの ためし をし るし、 田 含 人に 敎 ゆ，/」 

いふ、 

都 を さ だ め られし 所 々の 事 

凡そ 京師 は是 帝王のお はします 所に して、 天下 四海 

の 貴賤 あつまりつ V- ひて、 よろ やの 法式 をたい し、 い 

VJ なむ 業 をな せる もの 也、 今の 京 は 民の しな す 

みわたる ありさま、 めでたう 榮 ゑて ゆ、 しげに 見え 

たり、 これより のち 猶 よろ づ 代まで も 限りな かるべ 

きを や、 岩 ほ をな で 芥子 をかぞ へ たり W も、 いかで か 

譬へビ げん、 そ も/ \ 本朝 人皇 の はじめ 神武 天皇 は、 

天神 七 代地 神 五代の 跡 をう け傳 へ、 ひう がの 國宮崎 

の 郡に して あまつひつぎし 給 ひ、 五十 九 年に 當 るつ 

ちの どの ひつじ 十月に 東征し、 豊藍 原の 中津 國に留 

ま b  、：^ 傍 山に 都 をた て、 欞 原の 地 を 伐 はら ひ、 宮作 

h- し 給 ふ、 これ を かし 原の 宫 VJ 名 づけら る、 今の 大和 

の國 也、 それより 代々 のみ か V- 、都 を他國 にう つされ 

し 事、 四十 度に 及べり、 神武 天皇より 景行 天皇まで 十 

二 代の あ ひだ は、 大和 國の 郡々 に宫づ くりして、 他國 

へ はう つされ ざ. 5 し を、 景行 天皇の 御宇に、 大和の 國 

纏 ..MH 代の 宮 より、 近 江 國志賀 郡に 都 をう つして、 穴 
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穂の 宮を つく  b:: お へ り、 仲哀 天皇 一 一 年 九月に、 穴 穂の 

宮ょ. 9 長門國 にう つ 、豐 浦の 郡 をた て、 天皇 こ、 に 

して 崩 じ 給 ふ、 是ょリ 御 后 神 功 皇后 御 位に つかせ 給 

ひ、 女帝の 御身 VJ して 靳羅 濟 高麗の 三韓 を責 した 

がへ、 御歸 朝の 後、 筑 前の 画み さかの 郡に して、 皇子 御 

誕生お はします、 其 所 を產宮 VJ ぞ名 づけた る、 この 皇 

子 御 位に つかせ 給 ひて 應神 天皇 V」 申す、 これ 八幡 大 

菩薩の 事 也、 その後 神 功 皇后 は、 大和 國十市 郡 磐余稚 

櫻の 宮に おはし まし、 天皇 は 同じ 國 のうち 輕島豐 明 

の宮 にす み 給 ふ、 仁徳 天皇 元年に 攝津國 難 波に うつ 

.0 て、 高 津の宮 にす み 給 ふ、 履 中 天皇 二 年に、 大和の 

國十 市の 郡へ かへ りすみ 給 ふ、 反 正 天皇 元年に 河內 

國に うつされ、 柴 籬の宫 にす み 給 ふ、 允恭 天皇 四十 二 

年に また 大和 國 にか へりて、 遠 g^H 香宮 にす み 給 ふ、 

安康 天皇 三年に 同じ 國泊瀨 朝 倉の 宫に おはします、 

繼體 天皇 五 年に 山し ろの 國綴 城の 宮に 移され、 其 後 

十二 年に 乙 訓の宫 にう つりす みたま ふ、 宣化 天皇 元 

年に 又 大和の 國 にかへ h> て、 梅隈 入野宮 にお はし ま 

す、 欽明 天皇より 皇極 天皇まで は、 大和 國郡々 に 宮居 

して 他國 へ はう つされ す、 孝德 天皇 大化 元年に、 攝津 


國 長柄に うつ， 0 豊 崎の 宮 にお はします、 齊明 天皇 二 

年に、 また 大和の 國 にか へ. 5 て、 飛鳥の 岡 本の 宮 にす 

み 給 ふ 、天智 天皇 六 年に 近 江國に うつされ て、 志賀郡 

大 律の宮 にお はします、 天武 天皇 元年に 大和の 國に 

か へ h- て、 岡 本の 宫に すみ 給 ふ、 これ を 飛鳥の 淨見原 

の宫ど 申す、 持統 天皇より. 光仁 天皇まで 九 代 は、 大和 

國奈 良の 宫に すみ 給 ふ、 

山城の 國 安城 今の 京の 初の 事 附將軍 塚の 事 

こ、 に 人皇 五十 代桓武 天皇 延曆 三年 十月に、 大和の 

國奈 良の 都 を、 山し ろの 國に遷 されて、 長 岡の 宫 にす 

み 給 ふ 事 十 年に して、 この 京 は 甚だせば し VJ のた ま 

ひて、 同じ 第 十二 年 正月に、 大納言 藤 原小黑 丸、 參議 

左 大辨紀 古作 美、 大 僧都 賢 環 等 をつ か はして、 山城 國 

葛 野 郡 宇多村 を 見せられ しに、 三人 VJ もに 奏し 申さ 

れ ける は、 この 地靑 龍の 流水 あり、 右に 白 虎の 大道 あ 

り、 前に 朱 雀の 澤畔 あり、 うしろに 玄武の 高山 あ. 9、 

まこ VJ にこれ 四紳相 應の靈 地な り ど、 これによ つて 

延曆 十三 年に、 長 岡の 京よ.^ この 1^ 安城に うつ.^ 給 

ふ、 公卿 せんぎ ありて、 王城 堅固 長久の ため どて、 長 

八 尺の 土人 形 をつ く.. y  、くろがねの 甲胄 を 着せ、 弓矢 


し； 


を もたせ、 帝み づ から 人形に 向 ひ 祝し 給 はく、 必すこ 

の 京の 守護神 ビ なり、 後の世に 若し この 都 を 他所に 

う つ す 事 あ らば 、そ の 人 を 罰せ よ ど 宣命 あり て 、東 山 

のみね に 一 丈 あまりの 穴 を ほらせ、 西む きに たて ゝ 

埋まれたり、 今の 將軍塚 これな. 5、 それより 寬文四 年 

© 甲辰歟 

きの VJ の. m. 今歲 八百餘 年に あまれり、 この 京 は地景 

めでたく、 五 業 久し かる べき 卒 安の 都 城 なれば、 四方 

いよく 廣く榮 ゑて、 民の 家々 もた ちつい き、 町々 行 

かふ.、」 もがら • 一尚き しきす ベ て 市の ご VJ し、 

•nfp 裏の 事 

それ 天子の 王 業 は、 一 H 萬 機の 政 その 事し げくして、 

百官 諸 司 位 を あやまる が ゆへ に、 鳳闕 の分內 せば け 

れば、 膿 法 儀式 を 整 ふるに かな ひがたし W て、 大內裹 

を ざう ゑい せらる、 東西 二十 町 南北 三十 六 町 を かこ 

みて、 その 內 にもろ こし 秦の始 皇帝の 咸陽宮 をう つ 

しっくら る、 四方に 十二の 門 あり、 東に は 陽 明 門 待 賢 

門 郁芳 門、 南に は 美 福 門 朱 雀 門皇嘉 門、 西に は 談天門 

藻 壁 門 殷富 門、 北に は 安 嘉門偉 鑒門達 智門？  J の 外に 

上 東門 は 陽 明 門の 北に あり、 上 西 門 は 殷富 門の 北に 

あり、 右近 左 近 衞の府 を 置きて 非常 を いましめられ 
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たり、 三十 六の 後宮に は 三千の 女官 ありて 粧ひを 飾 

り、 七十 二の 前 殿に は 文武の 官職 をつ かさ ざ て 詔 

を 待つ VJ かや 、建禮 門の うちに 承 明 門 あり、 紫寘 殿の 

うしろに は 仁 壽殿承 香 殿 常 寧 殿 貞觀殿 あ， 5、 この 貞 

觀殿ビ 申す は、 后 町の 北の 御 厘 殿な り、 又仁壽 殿の 西 

に は 淸凉殿 後凉殿 あ. 5、 仁壽 殿の 東に は 綾 綺殿温 明 

殿 あ， 5、 鬼の 間、 直廬 鈴の 繩ぁ， o、 海の 障子 は 淸凉殿 

に 立ら る、 賢 の 障子 は 南 殿に これ あり、 左 近の 櫻 右 

近の 橘 は、 枝葉 さかゑて 今 も あり、 西に 月 花 門 東に 日 

花門は、陣の聖に立むか へり、校書殿^申すは、 淸凉 

殿の 南なる 弓堪 殿の 事 也、 武德殿 ど 申す は、 眞弓 くら 

ベ 馬 を御覽 せらる ゝ W ころな り、 昭陽舍 は 梨壺、 淑景 

4：： は 桐壺、 飛 香舍は li 壺、 凝 花舍は 梅壺、 襲 芳舍は 雷 

鳴 壺の事 也、 萩 戶陣の 座、 瀧 口の BS  、鳥 曹司、 縫 殿兵衞 

の陣、 東の 方 は宣陽 門、 西の かたは 陰 明 門な. 5、 大極 

殿 小 安殿、 蒼龍樓 白虎樓 有、 左右に むかひて 立ら る、 

豐樂院 ，.」 申す は 八 雀の 西に あ. 5、 天子 御遊 宴 會のビ 

ころ、 これ を 馬場 殿 ビ なづけた. 5、 豊樂 殿，/」 申す はも 

VJ これ 乾 臨閣の 事な， 5、 神 泉苑の 前に ある 中 臺の事 

ビ かや、 淸署堂 はまた 五節の 宴 水、 大甞曾 みなこ、 に 
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して 行 はる、 奥 言院 はこれ 御 修法お こな はる ゝ所 也、 

內侍 所、、」 中す は、 溫叨殿 VJ 紫宸殿 VJ の 間、 東の 方に お 

はします、 弘嚴 でん は 常. ¥ 殿の 西に あり、 そ. のうしろ 

は 登く はう でん、 その 北 は徽安 もん 也、 鴻 臚舘ビ 申す 

は、 異國の 使者 を VJ いむる ビ ころに して、 羅生門の 南 

にあ. 9、 鳳の いら か は 天に かけり、 虹のう つばり は 雲 

に そび ゑ、 その 廣大 なる 事い ふば かりなし、 然る をた 

び- (-の 回 祿に國 力 ひすろ ぎ、 今 は 昔の 形ば かりに 

成け る ies. も、 時世に まかせて かくの ご どし、 然るに 都 

のうちに、 西の 京 ひがしの 京 どて 東西 一 一京 あり、 西の 

京 は 一 初めに 立て、 東の 京 は漸々 後に 立つ  >き おり、 こ 

の 故に 伊勢 物語に も、 ひがしの 京 はま だ 人の 家居 も 

定まらす VJ かき、 源氏物語に は 、夕が ほの 宿 を たづね 

て 、五條 わたりの あばら や VJ 記せり、 さ れ ばまづ 大 内 

裹を つくられし にも、 宮城の 十一 一門 をば、 十三 ケ國の 

造 部に 仰せて 立 させられ、 その外 諸國 より 宮殿 をば 

つく.^ て舉 りけ るビ なり 、大內 ー袭東 の 三門 は 、大宫 通 

の 西. y け 通に 立ら れ、 南 はニ條 大路に 三門 あり、 今 

の 西の 來雀通 は、 南 三門のう ち 中の 朱 雀 門の 理な. 9、 

柬 三門のう ち、 陽 明 門 は近衞 通に あた 待 賢 E は 中 
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のみ かどの 理 にあた. 5、 郁芳 門は大 炊の 御門の 理に 

あたれ， 、さて 上 東門 は 土 御門の すぢ にあ， o、 此 十二 

門の 外、 四方に 百官 諸 司の 坊院寮 町、 さらに 筆に つく 

しがた し、 今 は 僅かに 名のみ 殘 りて、 大內 裏の 跡 は、 

或は 民の 家 VJ な. 5、 或は 田 畠 な， 9 は ベり、 この 故に 

今の 都の 町 小路、 人の 家居た ちつ^きて 限 なし、 堀 

川 通の 西が はよ.^ 西の 朱 雀 通まで、 竪町を 記さん ヾ」 

する に、 一 條 通より 北の かたは、 町 小路い りくみ て攀 

には盡 しがた ければ、 堀川の 西 一 條 より 北 をば 、繪圖 

にう つして これ を 知らし む、 一條 通より 下 は 九條通 

に. 至る まで、 町並 をし るして、 北よ. 9 南 へ あら はし 侍 

る、 それ 田舍 にて は、 京の かた を 上 VJ いひ、 奧 のかた 

を 下 どい ふ、 京に て は 北 を かみ ビ いひ、 南 を 下 どい 

ふ、 天子の まします，、」 ころ、 いづ 國ょ. 5 さして 中す に 

も 上方- yj い へ， 9、© 圖は次 las 下に 載す 
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京雀卷 第二 堅 町 

【京 極 通】 今 は 寺 町通ビ いふ、 

寺 町 通 北の 行 あた. 5 は、 くらま 口の 町 どて、 賀 茂の 

川原より 西に 向 ひて、 一 町の 民家 あ. 9、 これより 甫 

にさが りて、 その 町 をば 西方 寺 町 VJ 名 づく、 これ 寺 

町 通の 北の かしら 町 也、 南に さが.^ て 五條 松原 筋 

まで、 東行 は大 かた 寺に て、 町 屋は西 行ば かり 也、 

〇 西方 寺 町 この 町に 西方 寺 V- て 淨土宗 の 寺 あり、 

〇 光徳 寺 町 この 町に 光徳 寺 どて 寺 あり、 

〇 長 福 寺 町 この 町に 長 福 寺の 不動.、」 て 名佛 あり、 

菅相丞 の 御作 VJ いふ、 

〇 歡喜寺 町 〇 阿 彌陀寺 町 〇 十 念 寺 町 

〇 本 满寺町 右の 町、 その 町に ある 寺の 名 を 以て、 即 

ちその 町の 名 V」 せ. 9、 この 本 滿寺は H 蓮宗の 寺な 

り、 此 寺の =1 連 聖人の 木像 は 小 原 山の 麓より 堀 出 

し 奉る、 年ハ J ろ この 所の 地の 底に て 法華經 をよ む 

聲の 開え しかば、 あやしみて 地 を ほ， 0 ける に、 木像 

おはし ましけ り、 極めて 靈驗 おわし ます VJ て、 かの 


家 流の ども がら は、 尊み 侍る yj かや、 

〇 隆本寺 町 これ も： H 連宗の 寺 ある 故に かく 名 づけ 

た. >  、此 寺の 塔 は靈佛 の釋迦 多寶に て、 佛も 塔も異 

國 より 渡されし 所 也、 門前の 仁王 も 名作に て 侍り 

し を、 さある 頃內裹 炎 上の 時に 燒け う せ た hN  、今の 

門 は 八 條の宮 の 御門 をつ か はされ て 侍り W ぞ、 

隆本 寺の 南 は 小 原 口の 道に て、 東 は 御手洗に 出る 

川原 表 也、 西 は 今 出 川筋 也、 


今 出 川 通さが る 町  . 

〇 真如 堂 門前町 この 寺 は 比 叙 山の 眞如 堂に て、 本 

尊 は慈覺 大師の 御作 どして、 不斷 念佛の 道場 也、 內 

裏 炎上の 時 やけうせて、 三 m の 塔まで 崩れ 絶たり、 

〇 一 條道塢 前 町 これ 一 條通 下る 町に 當れ. 9、 一條 

南京 極 通の 柬ニ町 は、 古し へ 上 東 門院の 湯 所に て、 

都の 坤 にあ ける 故に、 東北 院、、 J 號す ど いへ り、 

〇 芝の il- 師前町 又は 本 善 寺 前 町 W もい ふ、 本 善 寺 

はこれ も：" 逮宗の 寺な. o、 この 寺の 立像 は、 いにし 

へ龍宮 より 渡らせ 給 ふ て、 佛の 御身に 牡蠣 がら 

の W りつき て 侍り 、極 め て 靈佛也 VJ かや、 

土 御門の みなみ 京 極の 西 は、 いにしへ 京 極 殿 どて、 

南北 二 町、 これ 入道 長家 公の 家 也、 ある 說には 上 東 

門院 これな， 9、 後 一 條院、 後朱雀 院、 後 冷 5!^ 院、 三代 

のみ かど 御 誕生の 家に て、 后 四 人まで 生れ 給へ 

る 地な り、 賀茂 明神紀 伊の 島に 通 ひ 給 ふ 道な りけ 

る 故に、 めでたき 地に て 侍る VJ かや、 

〇 淨花院 前 町 此寺は 淨土宗 四 ケの本 寺の 其 一つ 也、 

ある 說に正 親 町の 北、 京 極の 西 二 町に、 染 殿の 后の 

御所 あ. 9、 これ 忠仁 公の 家な り、 又 或 說に正 親 町の 

南、 京 極 の 西 をば 淸和院 ビ 號す 、淸和 天皇 の 母后 染 
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殿の 御所に て 侍りし かや、 

〇 中 御 靈前町 此町は 上 御靈の 御旅 所に て、 七月 十 

八日より 八月 十八； II まで、 御靈の 御輿 こゝ にお は 

• [ ^ ます 

〇 七 觀音町 此 町に 七 観音 淸和寺 百万 返 あり、 百万 

返 は 寺 號は智 恩 寺 VJ いふ、 淨土宗 四 ケの本 寺の 一 

つ 也、 中頃 淨忠 VJ い へ る 僧 住持して、 十 念 を もって 

疫病 をい やしけ る，、」 かや、 內裏 炎上の 時み な燒た 

.5 し を、 後に 地替せ させられ、 百万 返 は神樂 岡の ほ 

ビり、 白 川 道の 北に 田 中，、」 いふ 所に 遷 さる、 せい わ 

寺 は 北 野の ほど. 5 に替 られ、 七 觀昔は 八 坂の 高大 

寺の 前にう つされ たり、 

〇 革 堂 前 町 革 堂の 覜 音の 由 來は、 都 物が た 京 童 

の 口に 出た. り、 これ 册三 所巡禮 札の 礼所ビ して、 寺 

號を行 願 寺 どい ふ、 

〇 さいせう 寺 前 町 •〇 淸 光寺 前町 〇 正 行 寺 前 町 

〇 下 御 靈前町 御靈八 所の 神の 事、 京 童に いひ あら 

はせ り、 此 町に 天下一 御 細工 所 和 泉掾. ^ て 人形 作 

あ hN、 

〇 大炊道 塲前町 時宗 寺な，..^、 ぉほゐ のみ かざ 通に 
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あたれる 故に、 かく 名 づけたり、 此 町に 日 逄宗の 寺 

あり、 寂 光寺 ど號 す、 此寺內 に 碁 所 本忍坊 あり、 

ニ條 通わ：. る 町 

〇 ゑう ほう 寺 前 町 〇 めう まんじ 前町 

〇 ほんのう じ 前 町 此寺 もど 新 町 通に ありし 時に、 

織 田 信 長公此 寺に して 明智 光秀に うたれ 給 ひし W 

いふ、 

11 一條 通わが る 町 

〇 天性 寺 前 町 

〇 下 ほんのう じ 町 此町 南の 東 簾に 矢 田 寺 あり、 こ 

の 地 藏の綠 起 は、 東海道 名所 記に 記せり、 

三條通さ1^>る町  , で レ 

〇 ゑつら く 町 此町 東行 は、 誓願 寺の 長 門 井 地な り、 

西 行の 町家 は 高麗 物 や、 數珠 やな ざの 棚 あり、 

〇 泉 式部 町 此町柬 行に 和 泉 式部の 石塔 あ. -、 四十 

ばか. -の 比丘尼の 貌 うつぐ しきが、 墨染の 衣に 淺 

黄の ぼうし を かう ぶれ， 5、 

その 南 隣 は腹帶 の地藏 なり、 これ は その かみ、 新 町 

通 下立賣 さがる 町に おはせ し、 寺號を 淸帶寺 VJ い 

ふ、 この 地 藏は行 基の 御作 也、 女人の； 牛 產を守 b 給 

ふ どて、 懷姙の 女 は帶を かけて 祈る ゆ へに、 腹帯 

の 地藏ど 名づ く、 こゝに 名譽の 口中 を 療治 するど 


へ る^ 藥 をう. 9 け， 9  W かや、 

これ はいに しへ 室町 通ニ條 さがる 町に あ 

,0 しま かや、 今 は 四 條坊門 筋 東の 行 あた. o、 この 寺 

町に あり、 此 故に、 世に 坊門筋 を 蛸 藥師通 V」 いふ、 

ョ外頃 にゃあり けん、 やくし 堂の 庭なる 井の も W 

に、 生 蛇の あ- 5 ける よし、 いひ はやら かし 侍りし、 

〇 圓 ふくじ 町 圓 ふくじ は 淨土宗 の 寺な. 9、 も ど は 

室町、 通 御池 さがる 町に あ しビ かや、 

錦の 小路 さ， いる 町  ： ， し， 

〇 大 もんじ 町 この 町に 六 條の道 煤、 四條の 道場 あ 

.9、 みな 時宗 一遍 上人の 流 を 汲，、」 いふ、 

〇 ていあんの 町 此町 大雲院 は、 信 長 公の 時 安土に 

して 淨土 日蓮 雨 宗法 論の どき、 貞 安の 勝け るより、 

此 寺の 名高く 聞 ゆ、 此ー兩 年 は 二月 十五 日に 釋迦 

の 湼藥會 を おこな ひ、 葬禮の 儀式 をいた さる 

る は、 當麻 のね 供養に 似 かよ ひて、 有が たく 殊勝 

さ ふ にお ぼ ゆ、 

〇 中 町 〇 ゑ びす 町 

〇 蓮 池 町 この 町に 筆の 上手 裏 辻が 家 あり、 

五條 ま つばら 通さ .^5 る 

〇 弓 や 町 此 町に は 弓 を 削り 矢 を はぐ 細工 人、 その 


外 革細工、 攝ゃ、 よろ づの商 物 あり、 

〇 鏠ゃ町 鐽、 長刀、 その外 品々 の 物 あ. 9、 

右二 町 は ひ つに して、 橫の 小路 はなし、 鏠ゃ 町の 

南 は 五條の 橋 通 也、 橋の 西づ めよ. 5 南 へ は、 六條樋 

の 口町に ゆく 細道の 川端 也、 

【御幸 町 通】 その かみ 太閤 秀吉 公の 御 時、 大 坂の 城 

にお はし まし、 折々 禁中 參內の 道に て、 必ら す此町 

筋 を 通.^ 給 ひける 故に、 御幸 町 W 云傳 へし VJ かや、 

さはら 木 町 通さが る 

〇 長 ねん 町  〇 毘 沙門 町 〇 松 も》 J 町 

二 條！？ S さ .i- る 

〇 だるま 町  〇 鶴 や 町  〇 かめ や 町 

われが- - う. ち さがる 三條 通さ. ^5 る 

〇大 もんじ^ 〇 まる や 町 〇 ゑび や 町 

四 條坊門 さがる 錦の 小路 さがろ 

〇 いせや 町 〇 舟屋町 〇大 く 町 

四條 さ， いる  緣の 小路 さがる 

〇 めぬき や 町 〇 まる や 町 〇 たち 花町 

五條 松原 さがろ 

〇 ます や 町  〇 す はま 町 

〇 あかち 町 この 南 は 五條の 橋 通行 當. 5 にて、 御影 

堂 前の 町 也、 是 より 南 は 寺 計 也、 五條 通さが る 町、 


六條 さがる 

〇 樋のう へ 町 


〇 湛池町 〇 鉗 や 町 
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〇 なや 町 此南は 七條通 材木 町の 行當り 也、 此 町の 

西 筋 も、 五條 はし 通さが る 寺 町の すそ、 

六條 通さが る 

〇 わか 宮町  〇 よろ づゃ町 〇 下よ ろ づゃ町 

〇 すみよし 町 是 より 南 は 七條通 材木 町 行當り 也、 

【白山 通】 この 町筋に、 その かみ 腐 麵を賣 もの 多 か 

りし 故に、 今 も^に 腐 や 町 通 W いふなり、 . 

さはら 木 町 さがる 

〇 きく も VJ 町 〇 ふね や 町 〇 さ ゝゃ町 

〇 ほてい やくし 町 この 町に 布袋 ゃビ いへ る 家名の 

細工 人 ありけ る 故に、 その かみ は 布袋 や 町 W いひ 

ける を、 後に 藥師を 安置して、 御緣 日に は 燈明を ど 

もして、 諸人に 拜 ませければ、 いつの 程に やらん、 

こ VJ の ほかに 繁昌して、 八日 十二 日に は 貴賤 參詣 

して、 布袋 藥師 VJ 名 づけ、 寺號を 大福 寺 どい ふ、 

ニ條 さがろ 

〇 おはり 町 その かみ 此 町に、 素麵腐 温飩の 粉を寶 

ける 家 多 かりければ、 世に 腐 や 町 通 VJ 云 傅へ し、 

〇 上白 山 町 〇 中 はくさん 町 〇 下 白山 町 

この 三 町のう ちに、 その かみ 白山 權 現の 社 あ.. y け 

る VJ かや、 

三條 さ.. J> る  六角 さがる 

〇 しらかべ 町 〇 さか ひ 町 〇 梅 や 町 
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四條 さがる  緣の小路さ.^>る 

〇 ます や 町  〇 かお や 町 〇 たはら や 町 

五條 松原 さがる 

〇 なべ や 町 〇 かぎ や 町 〇 うろこ 形の 町 

〇 神明 町 此町柬 が はに 祌 明の 社 あり、 此南は 五條 

橋 通 ゆき 當也、 少 西の方に 行て、 橋 通さが る 所 は 寺 

町に て、 本覺 寺！ t 樂寺、 その 南 隣に 首 切地 藏 W て、 

大 なる 石地藏 あり、 御 首 はがた （》ど 動く、 其 首の 

下へ 小石 を はさみ 入る に、 夜の まに その 小石な く 

成 VJ いふ、 奇特の 事な り、 世に 首 切地 藏 VJ 號す、 信 

心 を 起し 祈り 奉れば、 よく 所願 を かなへ 給 ふ VJ 云、 

【富 小路 通】 


さはら， krs- さ. いる 

〇 さいせう じ 町 


往昔 最勝寺 ど 


ふ 淨土宗 の 寺此町 

あ， o、 今 は 寺 町 通さ はら 木 町筋 上る 町に 移せ. o、 


〇 ます や 町 

ニ條 さがる 

〇 たはら 町 

〇 ふくな が 町 

〇 たか 宫町 

〇 ぬし や 町 


〇 大炊町 

〇 も， 0 山 町 

三條 さがろ 

〇 櫻 や 町 

〇 大 もんじ 町 

〇 す 3- や 町 


〇 か おや 町 

〇 极ゃ町 

〇 ほね や 町 

四條さ.^,る 

◦  VJ  く ゑん じ 町 

〇 ゑび す 町 


f 1 十 


>」；s め， ビ通 


〇 下 舯明神 この 町の 南 は、 五條の はし 通に て、 鹽が 

まの 町に 行 あたる 也、 


【萬 里 小路】 古しへ 民の 家居 未だ 立續 ざり し 時、 此 

筋に は 柳 多く 生つ いきし かば 、柳-垢 場 通 ビ いふ、 

さはら 木 町 通さが る 

〇 こま や く.. i 町 往昔、 高麗 藥師此 町に おはしけ り 

かや、 昔 は 中 御門の 北、 萬 里 小路の 東に、 紀の貫 


之の 家 あり、 南 庭に 櫻 木お ほくう へ 渡しければ、 そ 

の 家 を 櫻 町 どが うせし VJ かや、 

〇 柳の 馬堪三 町め 

〇 かほ も b 町 その かみ、 金 守 出 雲 守 殿御 やしき、 此 

町に ありし ビ かや、 

〇 柳のば^ 五町め 

ニ條 通さが る 

〇 たう じの 町 むかし 異國の 商人、 此 町に 宿 V」 りし 

どか や、 又 高麗 陣 捕物に て 日本に 來 りし 唐人 其、 此 

町に 住け りビ かや、 

押 小路 さがる 

〇ビ らいし の 町 昔 本願 寺の 開山 親鸞 上人、 此 町に 

住 給 ひて 遷化 あり、 その 南 庭の 築山 泉水の 石に、 虎 

に 似た る大石 あ-り、 太閤 秀吉公 聚樂の 城に 引 どり 

て 築山に 据給 ふ、 後に 城 を 伏 見に 引 移されし 時、 虎 

石 を も 引 w られ たり、 石 田 治 部少輔 叛逆して、 伏 見 

の 城代 鳥 井 彥右衞 門 をう ち VJ.9、 城 は 破れて かの 

虎石 は 今 は 狼 谷の 蓮宗の 寺に 有 どい ひ傳 へし、 

、|  姉 小路 さがる  三條 さ， る 

〇 八まん 町  9 のぶら や 町 〇 つち や 町 

〇 井づ、 町  〇 十 もんじ 町 〇 しぶかみ 町 

玉條松原さ.^>る 

〇 かし はや 町 

^1^1^ 第 1 i  , 


〇 忠蒂町 この 南 は 五條 はし 通 ゆきあたり 也、 

柳馬鴣 より 東の かた、 五條の 橋 通より ira へ 八 町の 

うち は、 むかし 融の 大臣の すみ 給 ひし 家な り、 六條 

河原 院ど 號す、 後に 宽 le. 法皇の 御所 ビ なれ.. -、 今 は 

その 跡 だに なくな. ^侍り" VJ ぞ、 

【g ^か 町 通】 この筋を、ニ條ょ.^下にては、材木町通ど 

いふ、 四條 わたりに ては龜 やの つきぬけ VJ いふ、 北 

は內襄 南の 御門な り、 . 

さはら 木 町 さがる 

〇 こま ひき 町 古しへ 望月の 駒 を 禁中に 引 まいらせ 

し を、 此 町の わたりに て 引つ くろ ひけ h-VJ かや、 今 

は 世に どなへ ！.！ ^り て、 こま ふく 町 ど いふ、 

〇 たちばな 町 

〇s^ 町 和 泉の 裸 衆お ほくす みそめた る 故に かく 名 

づけし VJ かや、 

ニ條 さがろ 

〇 龜ゃ町  〇 じゅせん 町 

押 小路 さがる 

〇 ざいもく^ 〇 中 ざいもく 町 〇 下お 木 m- 

右此三 町の 內、 皆 材木 を賣 あきな ふ、 

三條 さがる  . 

〇 たう だいの 町 〇 かぶ VJ や 町 
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〇 さる や 町  〇 や を や 町 

四條 さがろ 

〇 ふろや 町 この 町 南 は 綾の 小路 通 ゆきあた. 5 也、 

又佛 光寺の 南より さがる 町、 

佛 光寺 さ，. ろ 

〇 すしや 町 此町も ど は 夕顔の 町 ど いふ、 むかし 光 

源氏 さすら ひ ありき 給 ふ、 五條 わた. りの あばら や、 

夕顔の 宿 もこ ゝのほ VJ りに や、 此町 民家のう しろ 

に 夕が ほの 墳ぁ りて、 奇特の 事 侍， CSVJ いひった ふ、 

かゝる 古跡 は 求めても あらま ほしき に、 いかなる 

もの か、 夕顔の 町ビ いふ 名を替 て、 すしや 町 VJ 改め 

し は 何事 ぞゃ、 

〇 かじゃ 町 又は 金輪の 町 VJ いふ、 古しへ 物ね たみ 

深き 女 あ， 9、 かしらに 金輪 を 頂き、 賀 茂の 明 神に 詣 

でたり しが、 鬼に な， 5 て 憎き 人 ざ もど. 9 ける が、 後 

に 降伏 せられし、 その 墳 今に 此 町に あり、 

〇 たはら や 町 この 南 は 五條の 橋 通行 あた.， >  なり、 

すこし 西の方に ゆきて、 淨國 寺、 りう わう 寺、 隆さ 

ん寺， ヒ いふ、 三ケ 寺の 南の かたより 下へ、 

山本通さ，^>る 

〇 ほね や 町 〇 榮町 

〇 から 物 町 この 町の 南 八 間 町 ゆきあた. 5、 東 本願 


寺の 新 屋敷 御茶屋 あ..^、 その 南に や 町 ビ て、 1 町 

の 民家 あり、 その 南 は七條 通な り、 


【高 倉 通】 この 筋の 北に、 頂 妙 寺 どて 日 連 宗の寺 あ 

b て 行 あたる 故に、 世の 人 頂 妙 寺 通 どい ふ、 南は佛 

光寺に て行當 b ゆへ に、 三條 より 下にて は佛 光寺 

ビ いふ、 佛 光寺の 南に て は、 高 倉 通 V.J いふ 也、 いに 

しへ 土 御門の 南の 方、 高 倉の 西に あた. 5 て 一 町 四 

方、 これ を 高倉院 VJ 名 づく、 昭宣 公の すみ 給 ひし 家 


あ. 9 け hNVJ かや、 

さはら 木 町 さがる 

〇 ふくも- yj 

〇 坂 本 町 その かみ 坂 本の 人す みそめた hv し 故に 名 

?J す、 

〇 ふく や 町  〇 あま かみ 町 

ニ條 さがる 

〇 か はら 町 此町は 扇の 骨 を 削る 職人お ほし、 

〇 ひらぎ や 町 〇 龜 のかう の 町 

〇 かたわら 町 この 町 は 鬼 行ば か，^ 家 あり、 西 行 は 

堀に て、、 e んけ院 殿 家のう しろ 藪 土手な. 5、 

一 1. 一^ さがる 

〇 まる や 町 〇 かい や 町 

〇 を ひや 町  〇 ざいもく 町 

〇 竹 や 町 この 町の 南は佛 光寺 前の 町、 五條 坊門通 

なり、 此寺は 本願 寺の 開山 親 驚 上人の 弟子 眞佛原 

の 開基な 、中興 は 本願 寺の 存覺、 彼の 家に 入て 相 

續ぁり どか や 、佛 光寺 の 南門 は 高 辻 通 也 、その 筋 を 

さがる 町よ. 0 南 へ、 

高 辻 さ：^ る 

〇 っ^ら や 町 此 町に はっ^ら を あみて 業 W す、 

玉條 松原 さがる 

〇 か はら 町  * 


〇 ほね や 町 此町 扇の 骨 や 多し、 

五條 橋、 通 下る 

0 さし 物 や 町 〇 どみ や 町 〇 ます や 町 

〇 四 町め 此 南は柬 本願 寺 新 屋敷 ゆきあた. 0 也、 新 

屋敷の 南に 高 倉町ビ て、 只 一 町 あり、 其 町の 南 は 七 

條通 にて、 七條の 道場、 七 條の慕 跡 也、 其 後 は 東 九 

條 VJ て、 都の 內 ながら、 家居 は 在鄉の 村里 也、 

【間 之 町 通】 

出水 通さが る 

〇 今 新 在家 町 これ は 出水 通さが る 町な り、 ひがし 

行 は 九條殿 うらの 御門な り、 又 頂 妙 寺の 寺 家のう 

しろの 長 也、 

〇 木の.^ W 町 この OT- も 東行 は、 頂 妙 寺 西の 長 坪に 

て、 西 行ば か. 5 町家 あ， 9、 

さはら 木 町 下る 

〇 あいの 町 〇 大津町 

〇 いづみ 町 〇 ゑび す 町 

ニ條 さがる  が は 

〇 きせる や 町 此町 東西 兩 行ながら 皆き せる を はり 

て 世 を わたる 業ビ す、 

〇 高 田 町 此町 東行に 高 田の 寺 あり、 此寺は 親鸞 聖 

人の 弟子 高 田の 覺信坊 の 開基 也、 東の 川原 町ニ險 
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にも 高 田の 寺 あ. o、 本 寺 は 勢の 一 心傳是 也、 

〇 わた や 町 このみな みは V- んげ院 殿の 屋敷に て、 

行 あたりな hs、 佛く はう 寺 南の 筋 高； j;! 通さが る 町 

よ. hNP!' へ 町 あり、 

た ゲっ じさ. P る 

〇っ>  らゃ町 この 南 は 長 光寺に て ゆきあた， 9、 長 

光寺の 南の 筋、 樋 口 道 さがる 町よ. 5 下へ 町 あ， 9、 

ひぐち 通さ P る 

〇 あさひが 町 この 町い にし へ 朝：：： VJ いへ る 名譽の 


 二十 肩  

神 子の すみけ など かや、 

wr- 條樯 通さ，. ろ  六條 通さが ろ 

〇 大津町  〇 ぬし や 町 〇 ゑび す 町 

〇 天神 町  〇 みこし 町 

〇稷 木 町 この 町に 朝が ほの 墳 VJ てこれ あり、 

〇 ほりつ め 町 この 南 は 七條通 ゆきあたりな hv、 

【東 洞院 通】 

〇 七 けん 町 これ は 新 在家 中の 町 を さがる 町 也、 こ 

の 北 は行當 りに て、 禁中の 築地 也、 これ 新 在家の 北 

町 東の 行當 りな， 9、 北 町 は 西 も 烏 丸 通に して 行 あ 

たりに て、 只 一 町 西 ひがしの 町 也、 この 七 けん 町 

は、 これ 東の 洞 院の頭 町 也、 

55 水 通さが ろ 

〇 上 三本 木 町 いにしへ 東の 洞院の 西、 近衞の 南、 一 

町 四方 は、 枇杷 左大臣 仲 "牛 公の 傳領 して、 もど は 

昭宣 公の 家 也、 おなじ 所に 北 一條の 御所山 吹 殿， ヒ 

て、 淸和 天皇 御 誕生の 所、 貞信 公の 家 あ. 9 しど 也、 

又 近衞の 南、 東の 洞院の 東に、 花山院 どて 一 町 四方 

の 御所 あり、 も W の 名 は 東 一條の 御所 yj いへ， 5  VJ 

かや、 

下な 賫 さがる  すが 通さ. いろ 

〇 三本 木 二  目 〇 三本 木 三 町 目 〇 三本 木 四 町 目 
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の 刺 大蛇，、」 なりて あら はれ 出で たり、 三郎 これ ヾ」 

たゝ かふて 遂に 其 神 を 殺す、 兄 二人 鹿 を V」 るに 妨 

げ あり ど 怒って、 三郞を 谷底に 押 落す、 三郞 死せ す 

して 大蛇の 形ち に變 じければ、 そのす む 所に 穴 出 

來 たり、 三郞 この 穴に い. 0 て、 信 濃の 國こ なきの 

松原に ぬけ 通る、 三郎が 妻子 は 悲しみ 歎きて、 觀昔 

堂 をつ くりて 跡 を Hfi ふ、 かくて 卅 三年に あたる 日、 

三 郞故鄕 ゆかしく 思 ひて 甲 貲に歸 る、 里人お それ 

まざ ふ、 三郞 わが 形ち の淺 ましくな b たる 事を悲 

しみ、 觀昔 堂の ゑんの したに は ひいり わ だか ま. 5 

て、 一 しんに 觀 音を稱 念し ければ、 大蛇の 形 もぬけ 

て、 も VJ の三郞 VJ なる、 妻子 大に 喜びけ るに、 兄の 

太郞も 次郞も 恐れて 自害す、 三郞は 甲賀の あるじ 

ヾ」 なり つ 、家 さかゑ、 遂に 信 濃の 國に飛 さり 、後に 

人の 夢に、 われ は il 訪の明 神の 化身な り W つげ 侍 

り、 その 觀音堂 は 今の 南口の 宿に あ. o、 三 郞が子 

は 後に 都に のぼ， 5、 今 このす はの 町に すみけ る 故 

に 名 VJ す、 京に ある 人 もし 鹿 を 食 せんどす るに は、 

此 家に 參り明 神を拜 み、 白 箸 一 前 をう けて 歸り、 そ 

の 箸に て 鹿 を 食 へ ば 子細な し W 云 ふ、 


ニ條さ i> る 

〇 井筒 や 町 〇 つぼ や 町 〇 か はらの 町 

〇 ふね や 町  〇 さ ゝゃ町 

〇v- んげ院 ざの 町 曇 花 院殿は 今 比丘尼 御所な り、 

三？^！？さがる 

0 三 もんじ 町 

〇 戮方町 むかし 近 江 國甲賀 の！； 巴なる、 甲賀 の太郞 

次 郞三郎 どて 兄弟 三人 あり、 常に 山 をめ ぐり^ を 

殺して、 世 を 渡る い VJ なみ，、」 す、 ある 時 三人 つれ 

て、 若 狹の國 たか かけ 山に わけいりけ るに、 この 山 
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〇 じ やう ゑんの 町 〇 ばん ざ ラゃ町 

四條さ がる 

〇 あし ふん じ 町 〇 扇 ざ かや 町 〇 たかはし 町 

OVJ うろう の 町 その かみ 太閤 秀吉 公の 御 時に、 こ 

の 町に 彌 五三 どい ふ もの あり、 七月の 燈籠を 公儀 

へ 申て、 我 只 一 人う けどりて 京 巾に うりけ. 5、 此故 

に 町の 名ビ す、 今 は冶缠 やお ほく あ b  、又 產前產 後 

の 醫師彈 正の すけが 家 あり、 因幡堂 や^ - 東の 門 

の 町 也、 又此 町よ.^ 祇圚會 七日の 祭 鱧に、 花ぬ す 人 

VJ いふ， 山 を まつ.. >  渡す、 是は昔 藤 原保昌 禁中の 宿 

直して、 花を盜 どり 御 垣 を 越し 所 を、 左 近の 陣ょ. 5 

矢 を 射ければ、 保 昌が键 を 射 きられた るの 所 也 ど 

いふ、 

五條 松 1^ さがる  五條 橋 通 下る 

〇 さくら 町  〇 ふ- 9 き 〇 おくま 町 

ニ條 さがる 

〇 いづみ 町 〇 下 いづみ 町 〇 橋 づめ町 

〇 たんた 町 〇ビ うがね 町 

〇 かざ. 9 や 町 此南は 七條通 也、 直に 伏 見より 京へ 

かよ ふ 車 街道 也、 竹 田 通 V」 云、 此 南に 宇賀 途子、 竹 

EH の 里 あり、 伏 見まで は 行程 三 里 あり、 

【車 町 通】 これ はっきぬ け 也、 下 姉が 小路に、 車 借 


お ほく ある 故に、 その 町筋の 名 VJ す、 北 は 出水 通に 

て 行 あたり 也、 出水 通さ が る 町より 南へ、 

〇 大 かた 町 世に はお かた 町 どい ふ、 ある 人お かた 

町 を や 忘れて、 上 郞ゃ町 ど 尋ねて 、傾城 町に 敎 へや 

りけ り、 上郎 御 方 ど は 何 か 違け る- yj て、 腹 立け る 

VJ なん、 

下た ちう りさが る  «-i 

〇 ほ b たての 町 その かみ 此 町の 西 行より して、 鳥 

丸の 東行まで は、 堀に て あ. し W かや、 

〇大 炊 町  〇 沙金町 

〇 御旅 町 むかし 祇園 殿御 旅所 この 町に あ. -し、 今 

は 四條寺 町に 引 移されたり VJ かや、 大炊 通の 南の 

方、 東の 洞 院ビ烏 丸 V」 の 間 一 町 四方 は、 いにし へ 惟 

喬 親王の すみ 給 ひし 家 あ. 5 けり、 惟喬 は文德 天皇 

の 皇子 也、 母 は 紀の名 虎が むすめ 靜 子のう み 奉り 

し 所 也、 然る を 御 弟 惟仁 親王 は、 忠仁  <ム の 御む すめ 

明 子のう みたて まつり 給 ふ 所に て、 御 位 を ふみ 給 

ふ、 淸和 天皇 どぞ S. ける、 此 故に 惟喬 は 御 兄ながら 

御 位 を 引 違ら れ、 小野ビ 云 山里 に 引 籠 給 ふ、 後に 小 

, 野宫定 頼 &傳領 し 給 ひて、， 小 野 宮ど號 す、 又 此町西 

行に 少將井 どて、 紙 園 殿 手 洗の 水 有し 故に、 今も此 
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後藤庄三郎が家ぁh^て行當り、 後藤が 家の 後 は 六 

角 堂の 寺 內池坊 が 家 也、 それより 南 五條 松原 通さ 

がる 町まで は 、竪 町の 突 扱な し、 五條 松原 通さ が る 

町より 南へ 立 町、 

五條 松原 さ，；^ る 

〇 いなば 堂の 突ぬ け 

五條 橋 通さが る 

〇 同 二 町 目 〇 平野 町 〇 下 平野 町 

0 佛具ゃ 町 此 町より 東 本願 寺の 寺內 也、 

〇 たかつき 町 〇 かめ や 町 〇 鶴 や 町 

〇 小川 町 右 これ 因幡堂 開す の 門 筋 W いふ、 

此南 は七倏 通行 あたり、 麻緖の 町な， 5、 

【鳥 丸 通】 

上立賣 通 下る 

〇 柳の つじ この 町 北の 橫町を も 榊の 辻 子，、」 いふ、 

西 を 風呂の 途子 ふ、 只 一 一町に して、 ゆきあたり 

は 御所の 內、 、」 いふ、 

上立賣 さがる 

OA まん 町 此町西 行 は 1^ 護院 御門 跡の 御屋敷 也、 

〇 二 本 松 町 この 町 西 行 は 典 懇頭淸 法 印の 家 也、 

〇 下 二 本 町 此 町の 東に 橫 石橋 町 て 唯！ 町 あり、 

その 東 は 相國寺 門前 也、 


町筋 を少將 殿つ きぬけ ビも いふ、 

冷 .：1}^ 通さが る 

〇 二王 町 此 町より 南へ、 ニ條 通までの 間に、 むかし 

觀音 堂の 有し W かや、 寺內廣 かりし を 返轉に 及び、 

六 波 羅の愛 寺に うつされ、 其 後門 前の 二王 を も、 

此 町より 送りつ か はせ し，、」 也、 

ニ條 さがる 

〇 下 二王 町 

〇 ぬし や 町 この 町兩 行： ^〈に 堅 地塗師 なり、 

〇 車 や 町 此町 はみ な 草 借の 住け る 家 也、 南行に は 

剐③ 通 一 
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〇 五條 殿 町 ： 

〇 觀昔町 此町 東行 は 一 條殿 ふしみ 殿襄の 御門 也、 

〇 藥院町 この 町 東行 は 藥院の 築地な り、 いにしへ 

は 施 藥院、 悲田院 どて、 この 雨院に 知行 を 付ら れ、 

國 中に 或は 年老て 子な きもの、 或はい，、」 けな く，. > 

て 親に おくれし もの、 又は 病に ど. 9 ふせられて 、赖 

むかげ なき 者、 みな 悲田院 に 集めて、 粥 を煑て 食せ 

しめ、 施藥院 よ. 5 藥を 出して、 病人 を 療治せ し V* か 

や、 今 は その 事絕 果て ゝ、 悲田院 は 鴨 川の 西に あり 

て、 その 跡に は 乞食 集りす み 侍り、 施 藥院を 略して 

藥院ど 號す、 むろ 町の 西 唐 はしの 南に ありけ る を、 

今 は 一 條 通さ * かる 鳥 丸に あ， 0 ながら、 無綠の 者に 

藥を 施す 事 を もき かす、 

中ケ" K さがる  が は 

〇 爐， 射 町 典 藥頭廬 _ 逝 法 印、 此町 東行に 家 あり、 小 紅 

屋 どて 紅染 する 家 も 同じく 西 行に あり、 むかし 土 

御門の 內襄 VJ 申せし も、 この^の 西の方に ありし 

どか や、 

〇 川 田 町  〇 丸い ち^ 〇 櫻のば い 町 

〇 ほりのう ち 町 この 町より 面へ 一町 は、 营 丞相の 

御所な り、 ある 說 に は 父 參議是 善 公の 家 ありけ り、 
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後に 觀喜 光寺 VJ 號す、 北 野 祭の ：H、 かなら す此 所の 

枇杷 を VJ りて 、神前 に まつる，、」 いへ. 9  、 

中の 御 門 さがる 

〇 かすが 町 この 町に 春 日 明 神の 小社 有、 ， 

〇 お ほ ゐの町 この 町の あたり、 その かみ 大 炊の 內 

裏 VJ て 、御所 の ありけ， 9  W かや、 

〇 少將 井町 古老 傅に いはく、 此 町のう しろに 御旅 

町 VJ いふ は、 こゝ も VJ 古し へ は、 人の 家居 もま ばら 

なりけ る 時、 祇園 殿の 御旅 所に て 侍りし、 これ 今の 

琪屋町 通な り、 少將 井の 御 こし を 居た る 社の 前の 

井の も VJ あ hN ける 故に 名 どす、 時世う つりて 今 は 

烏 丸 通の 家屋敷 VJ なり、 その 井の も V」 は、 いま 少將 

井の 町に、 鎖屋 どい ふ 酒 やの 家に あ， 5、 名 水 なれば 

諸方より 水 をく む VJ いふ、 

ニ條 さがる 

〇 淺野町 

〇 二 條殿町 いにしへ この あたりに、 二 條の內 裏 ど 

て 御所 ありけ る どか や、 

〇 虎の 町 

〇 堪の町 此 町に は 馬 借 ある ゆへ にや、 六月 十四日 

祇圓の 祭 鱧に、 靜山 どて かざり まつる、 


三條さ がる 

〇 まんおう やの 町 此 町の 饅頭 屋は、 日本 第一 番餵 

頭の 一 初なる よし、 家名の 書付に あり、 

〇 七 觀昔町 その かみ 七觀 昔の 堂、 この 町に ありし 

を、 寺 町 通に 引 移されし を、 寬文 三年 又 八 坂の 高大 

寺 前に 引 移しけ る 也、 

〇 てうすの 町 此町 東行 中 ほ V- に、 井の も ま あり、 每 

年 祇圚會 六月 七日よ. 9 十四日まで、 この 井の 水に 

て 手水つ かふ、 常に は 柵の 木 ゆ ひま はして あ. 9、 

錦の 小路 さ.； ろ  たかんな 

〇 たかの、 町 本名 は 箏の町 ビ名づ く、 祇園 會 七日 

の 祭禮に 、孟宗 が 母の ために、 雪の 中なる 竹の子 を 

ほ. 0 得た る 山 をつ く， 0 て、 孟宗山 VJ も、 または 竹の 

子 山 VJ も 名 づけて、 まつり わたす、 

四條 さがる  が は 

〇 水 かね や 町 この 町 東行に 大佛 師の^ あり、 

〇 ニ帖半 敷の 町 此 町に 大經師 の 家 西 行に あり、 京 

中の 曆は これより 出して 賣 するな り、 昔 この 町に 

五條 寺 VJ て、 眞言 宗の寺 ありし を、 帥の 坊身 まかり 

ける 時、 二人の 弟子に 寺 を ふたつに わけて どらせ 

ければ、 五條 寺 ふたつに わけて、 ニ帖半 じきの 町ヾ」 

名 づけし ビ かや、 又 ある 說に は、 疊五帖 じきの 家 


を、 兄弟に 分て 讓. 5 しかば 、かく 名 づけし どもい へ 

り、 ある 人 都 俳諧 VJ てせられ しに、 「中立の きげん 

さう にも 見 ゑの 町」 VJ いふ 前 句に、 「數奇 や はニ帖 

半 じきの 町」 VJ 付たり、 

〇 大政 所の 町 昔 この 町 東行に、 紙 園 殿の 社 あり、 そ 

の 跡に ある 人家 づく， 9 して 住ければ、 蛇お ほく あ 

りし を、 打殺せ ども W りす つれ V- も、 さらに 限. 5 な 

くわき 出て、 すさまじ か. 5 ける を、 後に 大善院 W い 

へる 山伏、 此 家に すみて、 七 步蛇を 見つけい だし 

て、 打殺しけ るより、 長く 蛇 絶て なくなり たる どか 

や、  .> 

〇 いなば やくし 前の 町 この 町 東行に、 因幡堂の 藥 

師 おはします、 本堂 は 南む き 也、 その かみ 因幡の 國 

の 浦に て、 漁の 網に か、 h.- て、 大海より あがらせ 給 

へり、 中 納言在 原 行； 牛 卿、 困 幡守 にて 下り 給 ひし 時 

に、 甚 盤の 上に のせ 奉りて 拜 まれし より、 今も蕃 

盤の 上に おはします、 後に 大納言 橘 好古 これ を 都 

にの ぼせ まいらせ、 堂 を 建立 せられし、 今の 本堂 こ 

れ なり、 寺號を 16. 等 寺，、」 號し 、堂 を 因幡堂 どい ふ、 

五條 投原 さがる 

〇 も yj 竹 田 町 今 は 五條 烏 丸の 町 どい ふ、 
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〇 檜 皮 町 この 町に 檜 皮ぶ き師住 そめたり V- かや、 

もぐ」 の 名 はあく わう じ 町 W いふ、 中頃よ， 9 四條通 

御旅の 町 北行に、 あくわう じの 社 を 引う グ しぬ、 今 

も此 社の 參餞 をば、 此檜皮 町へ 取る VJ いふ、 

五條 はし 通さが る 

〇 上の 大坂町 〇 中の 大坂町 〇 下の 大坂町 

右の 三 町に は、 ざいもく 竹 や 多く あり、 

〇 寺內 一町目 此 町よ 南へ 東 本願 寺の 寺內 也、 

〇 寺 內ニ町 目 

〇 寺內三 丁目. 此町を 大鼓の 番屋 の町ビ いふ、 これ 

よ， 0 南 は 西 行 は 本願 寺の 門前、 東行 は 御 家中の 家 

家 打なら ベ， 9、 

七條 通さが る 

〇 櫻 町 このみな みは 七條 通行 あた.^ 也、 

【兩替 町 通】 此理は 春 日 通、 今い ふ 丸太 町筋より 北 

には竪 町な し、 九 太 町 通さが る 町よ，. y 南へ、 

丸太 町述 さがる  > 

〇 さ S はう じ 町 も V」 西方 寺、、」 て 淨土宗 の 寺 あり， 

今 はさ はら 木 町 通 あがる 寺 町に 引る、 

〇 鶴 龜ゃ町 

〇 北こう ぢ町 この 町 その かみ、 北 小路 殿 VJ いふ 公 

家の すみ 給へ. 9 ビ かや、 


\ 一 


！ 一  條通 さ が る 

〇 兩替町 


同 兩替町 〇 同 下町 

〇 同 兩替町 右 四 町の あ ひだ、 兩替 町に 金 座 銀座の 

家々 軒 をなら ベたり、 銀座の 司大 こく や 常是、 朱 座 

の 司 この 町に あり、 南 は三條 通に て ゆきあたり、 そ 

の 下 高 辻 通さが る 町よ b 南へ、 

高让 さがる  五條 松原 さがる  ひぐち 通さ. いる 

〇 がんぎ 町  〇 辨才天 町 〇 み ごく 町 

五條 橋 通 下る 

〇 上の すの 町 此 町に 誠 方の 堀 どて 堀 池 あり、 


□ のの づし 下る  ： , 

〇 中の す はの 町 此町 にす はの 明 刺の 社 あり その 

がみ 六 條に倾 城 町の あ， 5 し 時 は、 此明 神へ けいせ 

い V- もの 參， 5 て、 わが 身の 事 思々 の 願 だてなん V- 

し、 繪馬 かけ 燈明 まいらせて、 にぎ はゝ しかりけ る 

を、 今 は 倾城屋 ぐ」 も は、 みな 島 原に 引う つされ しか 

ば、 まう で 拜む人 も 稀に して、 神 さび わたり、 物す 

ごき 宮居 VJ なれり、 そのうへ 東 本願 寺の 古 御堂の 

時 は、 この 町筋より 門徒の 衆 も參詣 せし を、 今 は 烏 

丸 通に、 御堂の 門の 立 たれば、 此 町筋い，、」 V さびし 

さまさ， 5 ぬ、 

〇 識 方の 町 この 町も大 かたは 本願 寺の 家中 衆 也、 

南 は 御堂の ゆきあた， 9 な， 5、 


京雀卷 第二 終 

I -.  雀卷第 m 


京雀卷 第三 

【室町 通】 - J の 筋 は、 北 は 上御靈 通行 あた， 9 に て 、そ 

れを さ が る 町 を 森 も ビ町 VJ いふ、 

上御靈 さがる 

〇 も. 0 も VJ 町 〇 竹 や 〇 柳 原 町 

寺 の 內通 さがる 上. KtK あ ろ 

〇 下 柳 原 町 〇 室町 頭 町 〇 同 かしら 町 

〇 うらつ じ 町 〇 つき 山 町 

〇 惣 門の 町 此 町に 禁中 御 藥子所 ニロ屋 V」 て あ. 5、 

〇 つ > らゃ町 この 町に は 塗つ いら あり、 

〇 小島 町 此 町に いにしへ 小島 三郞ビ て、 文武 兼備 

の 勇士 住 侍 し 故に 町の 名 VJ す、 

1 條 通さが る 

〇 新 町 此 町に 御 香具 所 播磨掾 が 家 有、 又 梅 原 V」 て 

^給 師が家 あ. 5、 

中立 賣 さがる 

〇 花た て 町 この 町に は有德 人お ほし、 中に も 袋 や 

VJ て 大福 人の 名 を VJb ける 宗古 有、 身 まか. CS しか 

ざ も 家 は 今 も. Sip せり、 

〇 淸和寺 町 淸和寺 は 寺 町 百 萬 返の 町に うつされし 

を、 寬文 三年に 北 野に うつされた， 5、 七 觀昔淸 和 寺 
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〇 冷 ii^ 町 古しへ 公家 冷泉 院 ざの 住 給 ひし 故に、 町 

の 名 VJ せ，. y  VJ いふ、 

ニ條 さ. いる 

〇 藥師町 その かみ 蛸藥師 この 町に ありし かや、 

今 は 四條坊 門. ゆきあたり、 寺 町に うつされた. 9、 む 

かし 此 町の 西 行より 一町 西、 新 町 通の 東行まで、 南 

は 三 倏坊門 通 北行まで 二 町の あ ひだ、 鴨井院 どて 

御所 あ. 9、 堀川 院御 誕生の 所な り、 又 ある 說に は、 古 

き 井の も あ， 5 て、 鴨つ ねに 下 居た る 故に、 鴨居 殿 

ビ名 づけた. 9，/」 かや、 

0 御池 町 これ 三 條坊門 通 あがる 町な. 9、 これ も 鴨 

居の 池の 說 をい へる にや、 

0 ゑん ふく 町 圓福 寺ビ云 寺 あり、 今 は 寺 町 通 六角 

通さが る 町に 引う つされ、 その 町 を もまた 圓福寺 

の 町 VJ い ？、 

三條 めが る 

〇 ゑんの 行者の 町 この 町より 視画會 十四 ：《 の祭禮 

に 、役 行者の 山 を ま つ -り 渡す、 そ の 町に 新 嫁 V-  あ 

れば、 その 新 嫁の 表 衣 を、 ゑんの 行^の 人形に 着せ 

しむ W かや、 この 人形の 面 は靈狸 奇特 あり、 燈明散 

米 を 拱へ て 祈る に、 よぐ 瘧病 をお VJ す ど いひった 


百 萬 返の 跡の 地に は、 禁中の 與カ 衆の 家，、」 なる ど 

いふ、  ， 

出力 さ 。 る 

〇 近衞町  〇 火鉢 や 町 

下 立 f;- さがろ 

0 ふ ゑん じ 町 〇 大 もんの 町  . 

〇 だう じ やうの 町 その かみ 大饮の 道塌、 この 町に 

あり VJ 云 ふ、 

竹屋町 通さ.： る 

〇 か^みや 町 


へし、 此 山の 子細 は、 ゑんの 行者 大峰葛 城に おこな 

ひ 給 ふ 時に、 その 谷 深く 峰 高く し て、 苦行の もの 并ぉ 

しめ. 9 、此故 に 大峰 >、」 IT 城 ど の 谷 あ ひ に、 岩 橋 を か 

けよ どて、 山の 神 を 呼び集めて、 橋 を わたさせら 

る、 i 言 主の； i 貌か たち 見ぐ るし き ゆ へ に、 書 一 出て 

橋 を 渡す 事 かな ふべ からす、 ロハ 夜ば かり 出 侍らん 

VJ ゆせ る を、 行者 怒. CV 給 ひて、 いましめ を 加 へらる 

る體 を、 あら はした る 山な， 9  ,ZJ いふ、 

三條 さがる 

〇 ゑ ぼし や 町 此 町に ゑ ぼし を 折. 9 て賣 な. o、 又 六 

月 十四 H 祇園 會に、 黑主山 を かざ. 5 てまつ. 0 渡す、 

これ は 花 山の 樱を大 伸の 黑主 がな がむ る 所 どい へ 

b 、ある 說には 雲 林 院の花 どもい へ. 5、 

〇 鯉山の 町 この 町、 祇園 會 十四 H に、 鯉山 を まつり 

渡す、 龍 門の 澠を鲤 の 昇る 形 を 作れり、 りう もん 三 

級の 瀧 は、 太 唐 無双の 名 瀧 どして、 その 流れ を孟渾 

さいふ、 これ 又 第一 の 大河 也、 此 川の 鲤、 三月 三： w 

にかの 龍 門の 瀧 を 3^ りて 龍に なる^い へ り、 

四 條坊門 通さ. J> ろ 

〇 山ぶ し 山の 町 此町 祇園 會 六月 七日の 祭 鱧に、 山 

を 飾り 渡す、 此山は 淨藏食 所 VJ いふ 人、 大峰葛 城に 


入て おこな ひ 給 ふ 所 を 作れり、 

〇 ゑび すの 町 この 町 東行に、 いにしへ よ..^ ゑび す 

の 木像 あり、 燈明洪 物 を そな ふ、 

四條 さがる 

〇 馬の またの 町 

綠の 小路 さがる 

〇 まつ も VJ の 町 此町 に^子 屋 おほし、 中に も洲. M 

餅 は、 餘所 になら びな き 風味 あり VJ 云、 祇圓會 六月 

七；！！ の 祭禮 に、 白 樂天山 を 飾りて 祭り 渡す、 もろ - J 

しの 道 林禪師 は、 の 枝に のぼり 座して、 心 をす ま 

しお はせ しに 依て、 低の 人 これ を 鳥 蕖和何 ど名づ 

けし を 、白 築 天 こ、 に 行て、 法 を 求めし 姊&、 

六 條坊門 さがる  が は か 5- 

〇 さん わう の 町 此町 東； 仃 北の 廉に、 山王權 現の や 

しろあり、 毎年の 山： 土 まつりに、 この 町より 江 州 

へ 、御供 を ま いらせ 送る どい ふ、 

古问 迁 さ. P る 

〇 たかつ じ 町 

五條 橋 通さが る 

〇 大 こく 町 〇i- 町 

〇 下さ かひ 町 いにしへ この 町、 東 Ig 一  町 を 海 橋 立 

VJ 名づ く、 此所は 祭主 輔 親の 家な，^ し、 その 庭に 連 

理の樹 あ けり-ど かや、 


五條 松原 さがる 

〇 も VJ 兩替町 〇 ばん V- うや 町. 
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〇 八 百 町 此 町の 南 は、 東 本願 寺の 行當り 也、 此町 

の 西に 袋 町 どて ロハ 一 町 あり、 下 上み な 行 あた 也、 

【衣棚 突拔 通】 この 町筋の 北 は、 後藤 かくせう が 家 

にて 行 あた. CN  、その さがる 町 を、 

〇 上 木の も，、」 町 〇 下 木の もど 町 〇 信 樂の途 子 

つ C  上.！ i,- 賫さ. る 

〇 芝の、 辻 子 〇 瓢 たんの 町 〇 はたけ 山 殿 町 

〇 今 辻 子 此 町の 南 は 行 あたり 也、 鷹 司 通い まの 下 

長者 町筋 さがる 町より 又 南へ、 

〇 御 靈の町  ， 

〇 常 宣院の 町 中頃 は 頂 妙 寺の 門前 東行に あ h- し を 

禁中 役人の 家に 屋敷 替 あり、 

下 立 R さがろ 

0 もんせき 町 東の 本願 寺 中興の 開山 敎 如上 人，、 J  S 

ひし は、 太閤 秀吉 公子 細 あ て隱 居せ しめらる、 今 

西本願寺の 寺內、 花や 町 西の ゆきあたりなる 尾 敷 

に 引 こもりお はせ し を、 今の 東の 寺 內を東 照大權 

現に 申 給 はりて 堂 を 立てら る 、ほど、 西 寺 內を VJ 

.9 のきて、 此 町に 來 りて すみ 給へ bvj かや、 

角の.. g さがろ  まるた 町 さがろ  竹 や M さ， る 

〇 くす. 0 や 町 〇 たまや 町 〇 花た て 町 

〇 大 をん 寺 町 大恩 寺 今 は 寺 町 通さ は らぎ町 あ が る 


所に うつされた. <y、 

ニ條 さ. かる 

0 上 妙 覺寺町 

〇 下 妙 覺寺町 妙 覺寺は 日蓮 宗の寺 也、 今 は 柳 原 町 

行當、 小川 通の 北の 極に あり、 = 

0 長 はま 町 南 は 三條通 衣の 棚 也、 此 南行に 突拨 ロハ 

一 町 一 忍の 辻 子 ど 云、 其 南に 出れば 六 條通玉 倉 町 

にて 行當 也、 それより 南 は 四 條上町 鐘木途 子、、」 て 

一 町 あ， 9、 其 南 は 京 極お 狹守 殿御 屋敷に て行當 也、 
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その 南に は 五條 松原 通 下町よ.^ 竪町 あり、 北 (北た 

は 淺野伹 "iSl 守 殿御 崖 敷 也 、そ の 町 を さがれば、 

五條 松ぬ さがる 

〇 たんば や 町 

〇 小 田 原 町 是 より 南 は行當 にて 町家 はなし、 

【新 町 通】 古しへ は 町 尻 通、、， - いひし，、」 かや、 ニ條 の 

北 新 町の 東 一 町 は、 關白兼 家 公の 家 也、 町 尻 殿.、」 い 

ひける ゆへ に、 この 筋 を 町 尻 VJ いひけ， 9、 この 町筋 

の 北の かしら 町 は、 上立賣 通さが る 東行 は 入江 殿 

なり、 その 町 をば 無邊町 どい ふ、 

今 出 川 通さが る 

〇 も"、.； 新 在家 〇ビ く 大寺殿 町 

1 條 通さが る 

〇 一條 V- の、 町 〇 扇 町 

〇 仕 丁  W 禁中の 仕 丁の すみけ る、、」 かや、 

土 御門 通さ， V ろ 

0 もどち やうめ うじ 町 頂 妙 ilt- 今 は 高 倉 通 さはら 木 

町 あがる 北の 行 あたりに あ. C -、 

出水 通さが る 

〇 ごれ うの 町 いにし へ この 町に 御靈の 御旅 あり、 

今の 寺 町中 御靈 これ 也、 此 町に は乘物 をつ くりて 

寶ゅ へに、 世に は乘物 や. ビ いふ、 

〇 はらおび 地 藏の町 腹帶 の地藏 は、 寺 町 誓願 寺の 


南にぁ.^^、名は同じけれVJも、それ にはぁらす、 今 

三條 通， むろ 町 を 東 へ 入 町 を 、む.、」 うの 町 ど いふ、 そ 

の 町 北行の 西が どに、 腹帶地 藏，、 J て 町 やの うらに 

あり、 七月 廿四 H に はお もて へ 出し、 燈明 供物 を そ 

な ふ、 參詣の 人 市の ご，、」 し、 

い の 棚 さがる  まるた 町 さ. P, る 

〇 靑田町  〇 大炊町 

竹 や 町 下ろ  冷泉 通さ が ろ 

〇 辨才天 町 〇 ニ條新 町. 
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ニ條 さがる  • 

C ぬし や 町 この 町よ.. >南 へ 二 町の あ ひた はむ 力 

し 東 三 條院ビ て 御所 あり、 四 條院御 誕生の 地な り、 

後に 大入道 殿 貞信公 これ を傅領 せられし、 艮久四 

年晦； ：！ に燒 失す、 

〇 下ぬ しゃ 町 右二 町の あ ひだ、 ぬし やお ほし、 

三 條坊門 通さが る  r 

〇 神明 町  〇 町 かしらの 町 

三條 さ^る 

〇 い，、」 う 町 六月 十四：！ I 祇囿會 に、 八幡 山 を かざり 

まつる、 

六 角通 さがる 

〇 六 かく 町 六月 十四日 紙圍會 に、 觀音山 を まつり 

渡す、 

〇 むかで や 町 

錦の 小路 さ， i> ろ 

〇 こ § ^ひの 棚 此町 は、 ハ$ 年 七 極月 W に、 萬の 物 

を もち 出て あきな ふ 市の 棚 ある 故に、 町の 名 ごす、 

四條 通さ， V る  ， 

C 十四 屋の町 六月 十四 = 祗園會 に 舟 ぼ こ を 祭 渡 

す、 是は神 功 皇后 三韓 を責給 ひし 時、 異國の 蒙古 降 

參す る 體 なり、 その 事共 は 本 傅に あり、 

〇 袋 や 町 お 1^ 山の 町 紙 園會七 U の祭禮 に、 山 か 

ざり 祭り 渡す、 天照大.神天の5.^^戶に引こもり給ひ 
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し を、 八 百 萬の 祌達岩 戶 の 前に あつまり、 思 兼 命.、」 

いふ 御 神 さま-^、 功 をな し、 常世の 國 よりな がな 

きざ.<=^を求めて、これを鳴せ、庭火をにき、 神樂を 

奏し 給 ふに、 大 神岩戶 を出紛 へり、 されば その 山の 

鳥 井のう へ にある 人 は、 思 兼 命な り、 

高；^:1さ.^>る  五條 松原 さ. J> る 

〇 さし 物 や 町 〇 山 崎 町  〇 ざいもく 町 

五 條通 さ ゲ る  六 條通 さ ゲ る 

〇 ゑび すの 町 〇 下 ゑび すの 町 〇 うし *、」 ら町 

七條坊 門 さがる 

〇 四 本 松 町  0 三 町： H 

〇 四 町 目 此 町の 南 は七條 通行 あたり 也、 

【かまの 座つ きぬけ 通】 この 町筋 は、 北は下長^！^町 

通に て 行 あたり 也、 それより 南へ さがる 町、 

下 立 1 はさ. i リる 

〇 しもお き 町 〇 なら や 町 〇 はんさう じ 町 

まるた 町 さ. P- る 

Q 同じく 下の 町 〇 かご や 町 

竹 や 町 さがろ 

〇 たんご や 町 此呵そ のかみ より 丹 後 つ む ぎ を あき 

な ふ 、今 は.； t の 鍋 を 商 買す、 

るつ ひす 川 さがろ  が は 

C 大こ くや 町 此町西 行中 ほざの 家に、 藥師を 安置 

せし を、 その 町に しめたし の染物 やお ほく、 鹿の子 
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〇 かう やくの 町 又此 町の 南に て 行當、 神 神の 

厥 有、 其 南 は 雨 神の 社 也、 神 田 明 神の犁 は 江戸 名所 

記に 記す、 雨 神の 社の 前 高 辻 通さが る 町より、 

-^p つじ さがろ その やみ  た V す 

〇 だいう す 町 當此 町に 伴天連が 住て、 5i 宇子の 

法 を勸し を、 太 閻秀吉 公 禁制せられ、 寺 を 壤れた 

五條 松原 さがる  ひぐち 通さ，. る 五條ば し i さがる 

〇 鶴 や 町  〇 布 や 町 〇 ゆ の 町 

六條通さ.^-る  さめう しさ. かる 

〇 す .5- や 町 〇 わか 宫町 〇 西 四 本 町 

セ條坊 門 さがろ 

〇 わか 宮ニ町 目 

北、 、う. ち さがる 

〇 竹 や 町 此町の南は七條通にて行ぁた.^也、 

【西 洞院 通】 この 筋の 北 は 淸藏ロ  V- て、 賀 茂に ゆく 

道の 入口な り、 

〇 下せい ざう 町 〇 大心院 町 

〇 道 正の 町 道 正の 解毒 丸 は、 天下に かくれな き 名 

藥な. 9  、洞 家の 僧の 傳 へし，/」 かや、 子細 は 諸人の 口 

にった はれり、 今 も， 禪 僧の 此 家に 入來る VJ いふ、 

〇 內藤町 

〇 安樂 寺の 小路 此町西 行に 御所のう ち VJ て 屋敷 あ 


c-v® の 


を ゆ ふ 女 V- も、 n: ぐれ ご VJ に はつ V- ひ て 參詣 す、 此 

故に 鹿 子藥師 W 名 づけて、 今大 かた 繁昌す、 

ニ條 さがる 

0 松 や 町  〇 下 松 や 町 〇，fi 輕町 

0 签の座 此 町に 茶の？』 の 签を錢 ける 上手 ども 有， 

町の 南 は三條 通行 あたり、 西 ひがしの 町 を も签の 

座 W いふ 、鍋签 萬 鑄 物師の 道具 あ hs  、行 あた. の う 

しろ は紀伊 大納言 樣 御屋敷 也、 それより 南 四 町の 

間に は突拔 なし、 


J 

i 
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〇 大 みねの づし 此 町に その かみより 大 なる 椏の木 

あ.，^、 その 木に 妖物 すみて、. お f^T かたに は 梢より 光 

り もの VJ な， リ てくだる、 その 形つ る ベ の 如し、 世の 

人 はねつる ベ ど 名 をつ けて いひった ふ、 

〇 松の 丸 殿 町 此の^に 松 丸 殿，、」 て 住 給へ， 9、 これ 

は 太閣秀 iin 公の 妾に て 、わりな くお ぼしけ るに、 太 

間御遺言の事ぁh^て、fe丸殿は尼になり、此町にす 

• み 給へ..^、 誓願 寺に 祠 堂の 心 ざし を殘し 置かれ、 猶 

今にいた りて 丸 殿の 年忌に は、 誓願 寺に て 佛？！ ！ f. 

あ. 9、 いど 殊勝の Jsu- 也、 

中立 費 通さが る 

〇 將ゃ町  〇 新 町 かしら 町 〇 ます や 町 

出水 通さが る 

〇 ごくもんの 町 むかし 左の 獄舍 は、 近衞 通の 南、 西 

の 洞院の 西の方に ありし どい へり、 犯 科 人 あれば 

そこに 入られたり、 せ を かくる に はこの 獄門の 町 

にかぎ られ し、 いにし へ は 源； 牛の 後まで も、 科 人 を 

ば 京都 を 引渡し、^ を はねて は、 この 獄門の 稱の木 

にか けられたり、 今 は 人の 家居た ちつ いきて、 町屋 

になり けれ V- も、 猶 獄門の 町、、」 名 づけたり、 後に す 

む 人 この 名 をうる さがりて、 菱ゃ町 ど 改めけ る W 


いにしへ 尊氏將 軍より、 代々 公方，、 J して、 光源 

院義鰥 公 まて、 此 御所に おはしけ る を、 三好修 太 

夫が むほんして、 義輝公 を 打 奉りし よ. リ、 この 御所 

荒に つきたり、 此 町の 南の ゆきあたり は、 上立資 

通、 近 衞殿樱 の 御所の 門前な り、 

〇 近 衞殿町 〇 かなつ きの 酊 

〇 下 かなつ きの 町 右三 町に て 南に ゆきあたり、 本 

せ いぐ はんじ 通さが る 町より 又縱町 あり、 


かや、 

下 立う りさ.. J, る 

〇 うらつ じの 町. 

い の 棚 さ.： J> ろ 

〇 ゑび す や 町 昔は此 町に 神祇官 VJ て、 大內襄 の 時 

の官 4!： あり、 又 春 3- 通の 南、 堀川 通の 西の かた、 二 

町の 間に も； t 紙官 あり、 又大 炊の み か ぐ」 通 の 北、 大 

宫 通の 東、 藍 園の 西の かた 一 町に も 神祇官 あ. 9、 都 

のうち 三 所 の 神祇官、 ，、」 も に 書傳 に 神祇官の 前 ど 

記せる は、 みな 此 所の 事 也、 

〇 大 炊の 町 春 H 通の 南の かた、 西の ビぅ院 の 東の 

かた 一 町、 大 炊の 內裏 どて、 昔し は 御所 ありけ る 故 

に 町の 名 VJ す、 

竹 や 町 さがろ 

〇 び しゃもん そのかみこの町に^^沙門堂ぁり、 

今 は 姉 小路 通 油の 小路 を 西へ 入 町、 か； り や 町の 北 

行に うつし か へ て 侍り、 又此 町に は來金 道、 伊賀 守 

金 道、 丹 後守吉 通、 越 中 守 政 俊、 出 羽 守國通 どて 名 

鍛冶 あ，， r- 、ど. 0 (-に 打いだ す 刀 わきざし 小刀、 い 

づ れも よく 骨 を 切 ど いふ、 

〇 藥帥町 

〇 も，、」 めう げんじ 町 妙 顯寺は H 連 宗の寺 也、 京都 
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= 連宗ー ： 十 一 ケ 寺の 中の 第 一 也、 今 は 小川 通の 北 

の ゆきあたりに 引 移されたり、 一 一條の 南 二 町、 西の 

洞 院の西 一 町 は、 むかし 間院の 大臣 冬嗣 公の 家 也 

し、 そ の 家 の 築山^！^水 は、 金 岡が つ ( り し 所な り ヾ J 

かや、 閑院 殿.、」 なづけて 奇麗 絶景の 地 也、 

又 この 町、 今 は 押 小路 ビ名づ くる W かや、 昔 近衞院 

の 御宇に、 東 三 條の林 頭より、 鶴 VJ いふ 怪鳥 くろ 雲 

にの b て 禁中に 來り、 わざ は ひ をな し、 此町 閑院殿 

の 築山の 大 石の 上に やすみたり、 その 鶴の 通 ふ 道 

なれば どて、 押 小路 は 烏 丸 を 限りに、 西の かたは ふ 

さがれし.， J かや、 これ 俗說 にして 信じが たし、 空 を 

ぐ」 ぶ ほ ビ の ものに 、押 小路 を ふさがれ たれば VJ て、 

何い：！ か あらん やど 也、 只 も VJ より 閑院 殿の 境地に 

て、 おの づ か ら 町筋な き 也、 源 三位 賴政 に 仰せて 射 

お ビ さ れし事 は 、！ 6. 家 物語に あり、 鶴の 腰掛 石 ど 名 

づけて、 今 もこの 町民 家の 壺 にあり、 束 三條の 林. 如 

w いへ る は、 今 鴨 川より 東、 岡 崎邑の 南の かた、 悲 

田院の あたり にあ. 9、 

〇 三條 西の V- ぅ院町 その かみ 三條 西洞院 殿》 J 云 公 

家、 この 町に すみ 給 ひし W かや、 今い ふ 三 條西殿 VJ 
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いふ は此事 也、 

〇 她 西の ビぅ院 町 

一 一 一條 さがろ 

〇 柳の 水の 町 此町 その かみ 織 田常與 公の 御屋敷 あ 

り、 その 井の も VJ 名 水に て、 餘 所の 水に はす ぐれた 

b、 井の 端に 柳 をう へられ、 茶の， 溢の 水に はたぐ ひ 

なかり し を、 後に 常 真 公 は 北 野の 五辻に うつり 給 

ふ、 その 井の 柳は枯 て、 今 は 樗の木 一 本 井の ほどり 

にあり、 され V- も榴 柳の 水 ど 名づ く、 その あた. 0 の 

人 は 今 も 此の 水ケ」 汲ゾ」 いふ、 

六條 通さが ろ  ：で< 

〇 いけす 町 此町西 行に、 その かみ 織 田 有 樂の御 や 

しき あ. o、 又 東が はに 魚 や あり て、 生洲を こしら へ 

て、 川魚 をう りけ り、 今 はたえて、 その 生洲は 民家 

の 井の もど になれ り、 

〇 しきれ や 町 此 町より.： e は、 西 東兩行 どもに、 大か 

た 茶染、 けんぼう ゃ染 をいだ す、 

〇 外郎 町 小 田 原の 外郎 は、 この 町より 出す どい ふ、 

紙園會 七日の 神事に、 この 町より 螳螂 山 を かざ. 9 

祭る、 此山 はもろ こしの 燕 どい ふ 國の君 御幸の 時、 

御 ial- の 輪の 職き しかば、 ^螂 怒って 斧 を さしあげ 
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びか、. 0 し を、 大王 大 にかん じて、 これ 武勇の も 

のな，^ どて 捕へ て 飼 給 ふ、 この 故に 諸國 武勇の つ 

はもの 來り 集ま. 0, て、 國大に 治ま， 0 たり VJ いたり， 

この 故事 をつ く. 9 て 祭り 渡す どか や、 

四條 さがる  が は 

〇 いう てんじ 町 この 町 東行 一 町 は、 昔四條 の大納 

言 公任 卿の 家な. 5、 そのころ は 毎：！： この 屋敷より、 

紫雲の 立お こりし W かや、 公任の 卿 は 朗詠 集の 作 

者な. 9、 

綾の 小路 さがろ 

〇 けんばう 町 中 ごろ けんばう の 某 どか や 云 もの、 

黑茶染 を 仕出しけ り、 . この 故に けんばう 染 ごい ふ 

：^し かや、 この 町に 住ければ 町の 名 どす、 又 この 町 東 

行 一町 は、 むかし 菅 丞相の 御子た ちのお はせ し 所 

にて、 紅梅 殿 ど 申せし、、」 かや、 

五條 坊門 さがる 

〇 下 柳め 水 町 

高つ じさ る  な， 

〇 高、 辻 西洞院 此町 東行 一 町 は、 ひかし 菅 丞相の す 

みたま ひし 御所 あ b ける ビ かや、 

〇 大水 町 此町は 五條 天神の 東の 門前 也、 扇の 地祇 

又は 白紙 を滚ぐ 家お ほし、 

〇 八 けん 町 


〇 も V- 大夫町 昔此町 東行 一 町 は、 中 務卿具 平 親王 

の 御所に て、 千^ 殿 ど 申せし ビ かや、 

〇 下 大夫町 右 大夫町 二 町 は 傾城 町 也し を、 六條三 

筋 町 マ」 一 同に、 西 朱 雀の 島 原に 引う つされ た.^、 

.;ハ^通さ.^>ろ 

〇 西洞院 一丁目 〇 同 二 町 目 

〇 かじゃ 町 此 町に は、 釕 かすがいな ごつ くる 鍛治 

お ほく あう、 

〇 ふくも ビ町 此南は 七條通 也、 中に、 流る ゝ川 よ、 北 

は生洲 町より 南へ 流れて、 末 は 竹 田の 里の わた 

にて、 賀茂 川の 水 どひ W つに 流れ あ ふ 也、 

【小川 通】 

上立賫 通さが る 

〇 かみの 小川 〇 中小 川  〇 よ. 0 や 町 

,.^ざ誓願寺さ.^,る 

〇 う つ ぼや 町 〇 み づ の や 加 賀殿町 

ー條通さ.^-る  中立賫 通さが る 七 御門 さ.； >  ろ 

〇 小川 殿 町  〇 小川 二 丁目 〇 岩 やの 町 

£山水通さ.^-"0  下 立 賫さ がる  い,^ の朋 さ. かる 

〇 勘 兵衞町 〇 八まん 町 〇 か ぢゃ町 

丸太 町 さがろ  竹 や 町 さ. る  る、-びす川さ..^>る 

〇 まる や 町  〇 下 まる や 町 〇 なら や 町 

ニ條 通さが る 

〇 古城 町 


〇 らうの 町 此町は 古城 町、、」 ひどつ にて、 R 門 ひ VJ 

つに て 隔てた るば かり 也、 西 行の 南に 牢ゃ ありて、 

京都の 科 人 を 入 置かる、 

〇 はりつけ 町 牢 やの 南に はりつけ M は、 さし 合て 

聞 ゆ、 さりながら 犯 科 人磔の 率に は あらや、 風、 

ふすま、 障子な V- の はりつけ する 名 ど いふ、 

〇 せいどう 町 

三條 さ. る  がよ 

〇 疆々 酒 やの 町 この 町 西 行に 洒ゃ あり、 表の ひさ 

しのうへ に、 猩々 をつ くり 出し 徵 きたれば、 おの づ 

から 家の 名に なれり どい ふ、 

〇 本能 寺 町 本能 寺 町 は 《: 蓮宗の 寺な り、 太 閻秀吉 

公の 御 時に、 今の 寺 町に 引 移されたり、 その かみ 此 

寺 こ、 に ありし 時に、 織 田 信 長 公 上洛 あ， 5 て、 この 

寺に おはし ましけ る を、 明智： 守 光秀が 逆心に 

より て 、信 長 公 は 打れ 給 へ. 9、 主君 を 打け る 天罸に 

や、 十三 日め に 太 閣秀吉 公の た め に 追 落され、 野 伏 

のために 打殺されし ビ かや、 此 町の 南 は 本 田內記 

殿御 屋敷 行 あたり、 


せ さ 力 る 

〇 舟 や 町 


五條 松 L がさが る 

〇 天子の つきぬ： 
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〇 天子の 銜拔ニ 町 目 〇 同 三 町 目 

.1  パ條 通さが る 

〇 しの むら 町 〇 天子の つきぬけ 

七 條坊門 さがる 

〇 同 二 町 目  〇 もみお 町 

北- 、う-ち さ. いる 

〇 もんが くの 町 此 町の 南 は 七條通 ゆきあたり 也、 

文覺 上人 高 尾の 勸進帳 をよ みて、 ー院の 御遊 を さ 

またげ 奉. o、 からめ どられ て 土の 牢に 百日 入 置か 

れ、 それより 流されて 伊豆の 大 島に すてられ、 兵 衞 

佐賴 朝に むほん をす、 めたり ける、 此町は その S 

の 牢屋の あ VJ 也、 }^ 家 物語に みえたり、 

【油 小路 通】 此筋は 北の 行 あた h -、 その かみ 誓願 寺 

の ありけ る、 今 は 引う つして、 寺 町 六角 通の 行 あた 

りに あり、 此 故に 油の 小路 ゆきあたり、 西 ひがしの 

理 をば、 も VJ せいぐ わん 寺 通 yj いふ、 

水 誓顯寺 通さが る 

〇 本せ いぐわん 寺 下町 

〇 百 萬 遍の町 この 町中 ごろ 百 萬 遍知恩 寺め りけ る 

ビ かや、 

一 條通さ.^,ろ 

〇 一 條油 小路 町 

中. 2 、つり さ ゲ ろ 

〇 甲斐 守 町 此 町に 木 出 5- 斐守 殿御 屋敷 あ， C 'ける 故 


新 さ いけ 中の 町 さが 一 

〇 大 こく 町 


一一 n  <it  -14.  7i  ---  J 1 1 1 l-.L.E!  li  i  - 

なり 

ロ門通さ.^>る 

〇 鶴 や 町 

s水通さ.^,る  が は  』， 

〇 近衞町 此 町の 西 行 一町 は、 いにしへ ひ， たり 獄舍 

にて、 犯 科 人 はこ ゝに 入られし VJ かや、 義朝鎌 田が 

首の 出た る を、 兵 衞佐賴 朝に 渡し あたへ た. 9VJ い 

ふ は、 この 獄 4: より 出た るな W いふ、 

下立賣さ.^>ス-  まるた 町 さがる - 

〇 うら 辻 町 〇 しゃ 町 〇 大 もんじ 町 


冷. 3^ 通さが る 

〇 ぐす り や 町 

三條坊 1： さがる 

〇 しき あみの 町 


ニ條さ.^-る  一 

〇 ニ條油 小路 叮_ 


その かみ 大友 宗麟此 町に すみけ り 

〇 六角 油の 小路 〇 山 W 町 

-の 町、 六月 七 = の 祗園會 に、 八幡 山 


竹ゃ町さ.^>ろ 

〇i^ もど 町 

〇 押 油 小路 町 

姉 小 さ ゲ る 

C そうりんの 町 

どなん、 

三 降 さがる 

〇 三條油 小路 町 

錦の 小路 さがる 

〇□□ もど 町 - 

を まつり 渡す、 

g 條 さがる 

〇 べんけい 町 

終の 小路 さがる  り 

〇 かざ はやの 町 この 町、 七日の ぎ をん 會に、 天神 山 

を かざ， 0 祭る、 これ 宰府の 天神 飛 梅の 事 を 作れり、 

五條 坊門 さがる 

〇 太子 山の 町 七 H の 祇園 曾に、 太子 山 を 飾り 祭る、 

此山 は、 その かみ 欺德 太子、 十六 歲 にて 弓 削守屋 を 

打 給へ り、 その 時 四天王に 願 を 立 給 ひ、 天 王 寺 をた 

てん どて、 山城の 國を だきの 郡の 山中に 入て、 材木 

を 求め 給 ふ 所に、 御 守に かけ 給 ふ 御本尊に、 奇特の 

事お はし ま す有樣 をつ く. 0 て 祭 り 渡す 、 

高つ じさが る  五條 松原 さ. いる 

〇 ふ も.、」 の 町 〇 ひぐち 町 〇 かな 池 町 


が は 


玉條梳 通さが る 

〇 下 かな 池 町 

〇 うちぼりの 町 此町 東行に 內掘 どて 目醫師 あ，， ： 

〇 はり 极町  〇 佛具屋 町 〇 同 三 町 目 

〇 同 四 町 目 此 町の 南 は七條 通行 あたり 也、 猶 その 

南 は不勸 堂、 その 南より 稻 荷の 御旅 所に 出る 也、 


京雀卷 第三 終 
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【いづみ どのつ きぬけ 通】 四 條坊門 通さが る 町、 堀 

川お もてより 東へ 半 町の？^ は、 藤 堂 和， M 守 殿御 や 

しき ある 故に、 町筋の 名 どせ り、 此 筋の 北 は 一 條通 

行 あた.. >  也、 

一 條 通さが る  す C; よ さ.， 

〇 松 下の^ この 町に 洲與 三ビ て、 その かみ 無双の 

薛檢師 ありけ る，/」 かや、 

〇 同突拔 此 町の 南 は、 水 野 美 作 守 殿御 屋敷に て 行 

常り 也、 南に て は、 錦の 小路 下る 町より 南へ 竪町 

あり、 

錦 小路 通さ.. J> る 

〇 いづみ 殿 町 此 町の 北 は 和， お 守 殿御 やしきの 行 あ 

たり 也、 

s: 條 通さが る 

〇 たかの、^ 

〇 ゑう ぼうじ 町 耍法 寺、 日 連宗の 寺な り、 今 はニ條 

寺 町に あり、 

五條ばぅもんさ.^-る やら S かみ 

〇 からかみ 町 阅 韓：^ はも ど , 」 れ か：； 內^ にあり どい 

ふ、 延 年中に お 岡の 京より この 京に 都 うつしの 
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時、 この 神 を 他所に うつ されん VJ せし に、 御 託宣の 

事 あ， 5、 ながぐ 此所 にあり て 帝都 を まもらん どの 

給 ひし 故に，、 其 ま V 宮內咨 にお はし ましけ， 5 -yj い 

へり、 ある 歌に、 

近き だに きか ぬみ そぎ を 何 か そ の 

から 神まで は 遠く 祈らん 

どよめり、 二月 ど十壹 おの a の： ：！ 神 _ ^あり どか や、 

この 町、 いにし へ よしある 人 住 給 ひて、 この 神を勸 

請せられ しビ かや、 

五條 松原 さがる 

〇 すみよし 町 〇 さら や 町 

玉條 ばし 通さが る 

〇 いづみ 町 〇 はすいけ 町 

〇 さめが 井水の 町 この 名 水 ある 故に 此筋を さめが 

井通ビ いふ、 

〇 匪が 井二 町め 〇 同 三 町め 

〇 同 四 町め このみな みは 西本願寺の 前な り、 

又 油の 小路 通 ど、 さめが 井 筋 どの あ ひだに、 六條通 

さが る &ょ. 5 七條 通まで、 堅 町 あり、 

六條 さがる さめこう じさが る 七條坊 鬥 さがろ 

〇 すみよし 〇 さかた 町 〇 まる や 町 

北 小路 さがる 

〇 ひしゃ 町 此 町の 南 は七條 通行 あた. 5 也、 


土 御門 通さ， ハ る  新 在お 中の 町 1^ 力 卜る 出水 通 下る 

〇 同 ざいもく 町 〇 同 ざいもく 町 〇；Ig? いもく 町 

下 立 賣 さがる  がに 

〇 長 はま 町 この 町の 東行 一 町 は、 本院の 右大 £:! 時 

-牛 一公の 家な りし，、」 かや、 

い.,^ の 冊 さ が る  よ る た 町 さ i> る 

◦  L.; ほ h> 川  〇 ほり 川 七 V め 

竹 や 町 さがる 

〇 ほり 川 八 町め 〇 ほり 川 九 町め 

ニ條 さがる  vi 

〇 つち はし 町 此町 東行に、 山の せんかう や 敷 あり、 

〇 押 堀川 W 此 町に 土 井遠 江 守 殿御 屋敷め り、 

三條 さがる 

〇 三條 堀川 町 〇 姉 ほり 川 町 〇 はし うら 町 

g*^ さがる 

〇 六 かく 堀 河 〇 にしき ほり 川 〇 四條 樋の 口町 

綾の 小路 さがる  五條 坊 1： さがる 

〇 ぬけ 小路  〇 よし 水^ 〇 高 辻 ほり 川 町 

五條 松 涼 さがろ  がに 

に： 本 國寺前 OT- 右 堀川 通 東行 これ 

その 南 を 半 町ば かり 東へ ゆけば 

るな り、 . 

【同 ほり 通】 四 行の sf- 町 

一 條め がる 

〇 ゑの 木の 下町 

一 條さ. P る 

〇か；^ゃ町 この 町に は 釘 かすがいな ざつく る 鍛冶 

. . I  gre 四十 


て 行 あたり 也、 

さめが 井 通に 出 
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【堀川 通 1^、 行 この 筋、 北 は 本 法 寺 どて、 = 連 宗の寺 

にて ゆきあた. 9 也、 寺の 內 通さが る 町より 南 へ 、 

きの 內 さがる 

〇 竹 やの 辻 子 いにしへ 竹 ゃ殿ビ て、 一公 家の 住 給 ひ 

しど かや、 

上 立 K さがる  玉 辻 さがろ 

〇 上の ふなばし 〇 下の ふなばし 

すまの町通さ.^,ろ 

〇 む ら 1(4 の 町 此 町む ら 雲 の 御前 どて これ あり、 

水 誓願 夺通 さ..^ ろ 一條 通さが る  中な賫 さがる 

〇 どんだ 町  〇 ざい も/、 町 〇同ざ いもぐ , 


 京 雀 卷第四  

おほし、 

〇 さいり 町 

中立 ISJ^ さ. P ろ  む. しろ や <* も、 のか ュか ST. やす 

〇 なら 物 や 町 この 町 は蔬、 楊 梅 皮、 茅な ビぅ， 9 あ 

きな ふ、 

〇 ほり 川 四 町め 此町は 桶 井筒つ るべ 水 舟な V- をつ 

ぐり てあきな ふ、 

下 立 資さ がる  い,^ のた なさが る 

〇 なる を 町  〇 上の ほり 川^  , 

〇 ほ h> 川 七 町め 此町は 牧佐渡 守 殿下 屋敷の 長 1- に 

て、 惣 門の 口 ひどつ 開て、 民家 はなし、 竹 や 町筋 堀 

川の 橋 西の つめ、 それより 南 は ニ條の 御城 西の か 

た 也、 南 へさ がれば 左 は 堀川の 端 柵の 木 也、 右 は 御 

城の 堀な り、 これより 三 町 南に ゆきて、 

八まん 町 通さ.  かる  三條 通さが る 

〇 大 こく 町 〇 姉 堀川 町 〇 はし うら 町 

〇 六角 堀 河 町 

〇 四條 堀川 町 此 町より 南 は、 古道具 唐の H 本の 品 

品、 鍋、 签、 桶、 障子、 古家の 壤 道具まで も、 家々 に 出 

し 商な ふ、 

M 條 さがる 

〇 四條 樋の： 1 町 〇 緩 小路 堀川 町 

〇吉 水 町 昔 吉水法 印，/」 て 住け， 9、 
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五條 松 通わが ろ 

〇 高、 辻地內 五條 41 原 通 下る 町 は、 本國 寺の 門前に 

て、 町家 は 只  一 二 家 あり、 堀端の 南 も 本^ 寺の 門 脇 

也、 

【ほ.^川通ょり西へ 二 筋目】 

一 條ゎゲ る  一 條 さ.. ろ 

〇祌 明 町  〇 福 大明神 町 〇 たはら 町 

〇 よしや 町  〇 きく や 町 〇 風呂 や 町 

下 立う りさ. る  , 

〇 まる や 町 

〇 なを ゑ 町 此町直 江の 某，/」 て武 男の人 住け る ど に 

や、 此町にて^^は牧佐渡守殿御ゃしきにて行ぁた 

り、 その 南 は ニ條の 御城 あり 、御城より 南の 堀川の 

西 二 筋目、 

〇 佐 渡 町 その かみ 本 多； 渡 守 殿御 尾 敷 有、/」 いふ、 

あれ-、 う" ち さ. かる 三條 さがる 

〇 上 八 もんじ 町 〇 下 八 もんじ 町 

〇 岩 神 町 此 町に 5}5 神の 社 あ.^ ける 故に、 此筋を 

祌 町筋 どもい ふ、 

〇 宫も VJ 町 〇 松 かた 町. 

四 條 さがる 

〇 たかす 町 此町 いにしへ 和 泉の 境 高洲の 人す みそ 

め f ビ いふ、 


〇 雁金 町 


〇 ゐづゝ や 町 


五條 松原 通 もがる 

〇 吉 もんじ 町 この 町の 南 は本國 寺に て 行當り 也、 

【猪熊^^ニ ほ リ川通 i リ西 へ 三 筋め 也 

一條 あがる  一條 さがる . 中立 資さ..^ る 

〇 び しゃもん 町 〇 小 寺 町  〇 小 寺 町 二 町め 

土 御門 さがる 

〇 はなばた の 町 聚樂御城の^^此町のゎたりは御花 

畠 也、 

〇 ゑび す 町 

〇 くわう じん 町 此町柬 行に 荒神 堂 あり、 

下立賫 さ .J, る 

〇 かぎ や 町 

〇 見 陽 野 町 ^の 國見陽 野の 人す みそめた. り.、， "云、 

ある 說に、 此所 その かみ 野原に て ありし を、 聚樂御 

诚の 時、 小屋が けして 商賣 したる 故 VJ かや、 

〇 二 町め 此町 東行 は 下屋敷 也、 西 行 は 牧佐渡 守 殿 

家の 門 也、 此^ は 御城 打 あたり 也、 冷^ 通，、」 ニ條通 

どの 間、 大宮^の くまの ほざ 一 町 四方 は、 むかし 小 

野 篁の 家な し VJ かや、 

〇ー ー條御诚ょ-^南の方ほり川ょ-^^-三筋め 


ニ條 御城 さ， i> る 

C- もがみ 町 


0 三ぼう 猪の 隈町 


三條 さがる 

〇 三條ゐ のく ま 町 


〇 か はら 町 〇 柳 町 


〇 铈猪 くま 町 

〇 ぐろ もん 町 

四 條さ， i> る 

〇 かお や 町 〇 瀬戸物 町 〇 土 や 町 

〇 わら や 町 今も此 町に は蘂を あきな ふ 也、 この 町 

の 南 は、 本國 寺の 行當 b にて、 五條 松原 通 也、 

【堀川 通より 西へ 四 筋め】 くろ 門 通 V- いふ、 

一 條ぁ がる  づ し  i 

〇大 しゃう じ 殿 途次 大聖 寺 殿 は 比丘尼 御所 也、 

1 條さ. ゲる  •  . 

〇 やぶの 內町 その かみ 民家 未だな か..^ し 時に， 聚 

樂 御城の ころ、 此 わたり 竹蔽 にて ありけ る かや、 

〇 小 大文じ 町 〇 くろ もんの 町 

プカ f  M 

て 人の 家に も ゆか ざり しかば、 奇特が hs て その 家 

名 を 蟹ゃビ 云け， 5. VJ ぞ、  . 

〇 森屮町 

〇 小 倦. it 町 此町、 牧佐渡 家 殿に て 行 あた. 5 也、 

ニ條 御城の 南、 掘 川より 西へ 四 筋め、 

ニ條 御城 さがる  三條 わがろ 

C だんご や 町 〇 大 もんの 町 〇 上 一文字 町 

三條 さがる 

〇 下 一 文字 町 〇 山 崎 町 〇 下山 崎 町 一 


〇 根の 木の 町 

下.；，： ちう り わがる 

〇 かに や 町 ある 人の 家に M を 飼け る 
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び.， ふぢ を か 町 その かみ 染 物の 上手に て、 藤 岡 どい 

へる ものす みける 故に、 町の 名 VJ す、 世に いふ 藤 岡 

染 V- は 此寧也 どか や、 

太刀の 松 町 此 町に 大木の 松 一本 あり、 世に い 

ふ九郎 判官 義經 太刀 を かけられし、 今 も 此松を 太 

刀 かけの 松 W 名づ く W かや、 

〇 綾町 

〇 竹 や 町 此 町に は 靑竹を あきな ふ、 

〇 杉 ゑび すの 町 此 町に 杉 夷，/」 て あり V- いふ、 此南 

は 本國寺 にて ふさがり、 五 條极原 通 にて 行當り 也、 

【大宮 通】 ほり 川 通 リ 西へ 五節め 

北の ゆきあたり は、 今宮の 御旅 町 VJ て、 西 東 只 一 町 

あり、 その 町の 柬は、 ほ， 9 川へ 出る 水の 源に て、 賀 

茂 川の わかれて 流る、 所 也、 その わた， 5 に、 大宮權 

現の やしろ あり、 此 故に 町筋の 名，/」 す、 さて 御旅 町 

の 西 は、 紫 野 大徳 夺に行 道な hs  、その 北 は 今宮、 紫 

竹、 大門、 鹰が 峰に ゆく、 こ、 に は 野 間玄澤 法 印の 

藥園 あり、 みそのす ゑ は、 萬壽峙 より 岩 やの 不動へ 

參る 道 あり、 岩 や は"：^, 海 和 尙の開 ど し て 、本尊 は 
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行 基の 御作 ，、」 し て 、大 iJi 一  不動明王に てお はします、 

都より 五 里ば かり あり、 車 坂萬壽 峠な V- いふむ つ 

かしき 難所 を こして 、雲が 畑 ど 云 山家 をす ぐ る、 こ 

こは柴 かり 薪.、】 る い どなみ に 隙な し、 その 里より 

十 町ば かりにして、 山 石 崖の 瀧 あ. り、 狂氣 す る もの こ 

の 瀧に うたせ ぬれば 物の けさむ る どて、 都より 狂 

つれて 人 を つれて まう で、 不動^王の 御 利 生 を あ 

ふぎなる へき はかりに て、 正氣 になる も 多し ビか 

や、 今宮の 社の 事 は、 京 荒の 口に 出た- 5、 鳥 井の 前 

に流るゝ川をば、：_^;1狹川どなづく、そのぁた.り に获 

野 上野 て あり、 又 この 萩 野 を 見つ るし 野 V」 も 名 

づく、 萩の 名所に て、 今 も 萩お ほく あり、 

柴 野は是 大徳 寺の ほ.、」 り 也、 源の 兼 高 朝 g の 歌に、 

宮人の かざして 歸る葵 草 

此 1^ 野まで み v-h^ 成 かな 

€ よめ リ、 夫 木 和歌 集に の せ たり、 賀 茂の 葵 ま つ .5 

のか へるさをょめ，リ^ぉぼゅ、 

龍资山 大德寺 は、 大燈 國師の 開基 也、 この 師の 由來 

は 別 書に しるす、 

雲林院 は大德 寺の 門前に ある 村な り、 櫻の 名所 


して 古歌 V- も數々 あり、 

今 営 旅 町 下る 

〇 わか 宮町 〇 筋 違 橋の 町  - 

〇 安居院 中の 町 安 5^3 院は もど これ 山門の 一 院 にて 

つ  >  き 

安居院 ど號 す、 音の 連 {ュ しき 故に， あぐ ゐ *^」 いふ、 

寺の 內 通さが る 

〇 安居院 前の 町 〇 上 花 開院 町 

上た ちう. IT' さ ゲる 

〇 下 花 開院の 町 C 芝の 大宮町  . 

五；^ 通さが る 

〇 艇 世の 町 此町、 申樂四 座の 內、 觀世 太夫が 家 あり、 

すまの 町 通さ 力る 

〇 京 や 町 西陣 織 殿 やの つか ふ 声 2 糸 を 商な ふ 、 

〇 石 やくし 町 此町 西が は 北の 廉に石 や く？ -ぁ. 9、 

一 條 さがる  中立う りさが ろ 

〇 梨の 木 町 〇 小 堀 町 . 〇 藤 九郞町 

.r さ？ S- しら の  下立賫 さ ,ゲ る 

〇 櫻 町  〇 大字 頭 町 〇 ひしゃ 町 

〇 三 町め 

春 B 通さが る 

〇 大宮ニ 町め 此 町の 南 は、 ニ條 御城の 行 あたり 也、 

御城より 南大宮 通、 

御城 さがる 町 

〇 布の 町  〇 本 水 町  〇 つる も W 町 

一二 條 さがる 

〇 二 條大宮 町 〇 六角 大宮町 〇 坊門 大宫町 


〇 四 條大宮 町 0 たんば や 町 

〇 下 くりや 町 〇 山 崎 や 町 

六 さがる 

〇 土 井のう へ 町 〇 寺內ー 町め- 

七^ 通さが る 

〇 こお や 町 〇 七 條大宮 町 

八條 通さが る 

〇 鹽 がま 町 〇 石ば し 町 

〇 下の 町 


〇 単 や 町 

五條 坊門 さ.  かる 

〇 あり や^ 

〇 かぎ や 町 

〇 间ニ 町め 

〇 中の 町 

〇 中の 町 

がら はし 通さ，.^ る 

〇 塔の 角の 町 東 寺 は 唐 はしの 南、 九條の 北、 大宫の 

西、 壬 生の 東に あり、 廻 四 町 四方な り、 塔の 角の 町 

の 南 は、 九條通 也、 東 寺の 二王門 あり、 その 前 を 西 

に ゆけば、 東 寺の 西に 西 寺 あり、 むかし；；^ 仁の 帝の 

御 時に、 東 寺 を { 仝 海に、 西 寺 を 守 敏に給 はりし VJ か 

や、 西 寺の 西に 四 塚め. 5、 其 西 は 吉祥 院村 也、 村の 

西 を 橋 VJ いふ、 その 西 は 桂 川な り、 又 東 寺の 二王 

のす こし 西の かたより 南へ ゆく は、 淀 鳥 羽の 道に 

て、 大 坂まで も 連たり、 戀塚、 秋の 山、 みなこの 道に 

あり、 又 九條通 直に 西に ゆけば、 桂 川よ り^の 國山 

崎の 道 也、 

【大宮 通の 西の 筋 北 へ今宮 御旅 町 さがる】 
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〇 西 わかみや 町 〇 下 西 わか 宮町 

〇 七 野 社 木 下町 此 北の 橫町を 山 桝ゃ町 どて、 ロハ 一 

町 あ. C '、その 町よ. 0 七 野 社に まう で、 舟 岡 山に ゆく 

道 あり、 此舟 や」 か 山の 西の 麓に、 千 本の 墓所 あり、 

むかし 保 元の 亂に、 六條の 判官 爲義を 切せられ た 

る は、 此舟岡 山に ての 事 也、 七 野 社の 南の かた、 長 

ふく 寺の 町  >」 て橫町 有、 その 町 を 下れば、 . 

〇 みのべ， 〇 壹岐殿 町 〇 しゃう でんの、 辻 子 

〇 櫻 井の 辻 子 C 橫大宮 町 〇 立 花町 

1 條 通さが る 

〇 智 惠光院 門前町  〇 虫 はみ 町 

〇 洲液 池の 町 〇 鳥 井町 

新在家屮の町通さ.^>る 

C ふくろ 町 右是 より 南 は 行 あた b 也、 又 長 ふく 寺 

是は i- 、町 

の 西 町を關 貫町ビ 云、 その 西の： ど さがる 町、 

◦in 天 三 町め 

〇 聖 天の 町 此 町の 內、 東の かたは^ 天の 社、 是は陰 

陽の 神に て、 夫婦 ひか ひ 立 給へ り、 面相 は 象の 貌の 

如し、 又 西の かたは 石神、 これいに しへ ニ條 御城の 

南の 岩 神の 町に あ..^ し、 その 本 鉢 は大石 也、 石の 景 

こどの 外に 見舉 也ければ、 內ー袭 に 引よ せ 庭の 立 石 
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にせん VJ せられし に 、靈驗 の 奇特 あ. 9 て、 八 條宮の 

御所の まつに すてられし を、 奇特の ありければ、 石 

神 ど 名 づけて 此 所に 鎭 祭れ. 9、 此 町の 南 は 行 あた 

りに て、 日蓮 宗本立 寺に て行ビ まれ. 9、 下 は 智惠光 

院の 南の 門よ，. >竪 町 あ， 9、 これ 一 條 通さが る 町 也、 

一 條 通さが る 

〇 本丸 町 これ 聚樂の 城 、本丸の 跡 也、 

〇 山里 町  〇 下山 里 町 

〇 上 てんびん 町 此南は 安寺 云 寺に て 行當、 猶此 

西に 入 組た る 町々 は圖 にあり、 

【西 朱 雀 通】 上に て は 千 本 通 どい ふ、 この 筋 北の 行 

ぬけ は 丹 波に こ ゆる 道な り、 紫 野 大徳 寺の 西に あ 

たりて 蓮臺野 あ， 9、 寺 を 逮臺寺 ビ名づ く、 空 海和尙 

の 開基な. 5、 都の 北に 七 野 あり、 一に は內 野、 二に 

は 北 野、 三に は 紫 野、 四に は 上野、 五に は 萩 野、 又は 

見つ るし 野 VJ も 云、 六に は 連 一『# 野、 七に は 平野 也、 

〇 閻魔 堂 前の 町 此町 西、 行に ゑん ま 堂 あり、 小 野 篁 

の 建立，、 J して、 堂の ゑん ま 王 も 同じく 篁の 作 也、 三 

月に 大念佛 あり、 龜山院 の 御宇より 一 初 まれ.. = -、 

此所 に 白毫院 ど て 紫 式部 が 墓所 f、 

寺の 內 さがる  ,  - »  »; 

〇 花 車 町 この 町の 西の かた 一 町 はか b にして、 釋 


迦堂 あり 、二 月 八：：： より 十五：！ I まで、 此堂 にて 遺敎經 

を訓讀 す、 

〇 作 港町  〇 五辻 大 下町 

五辻 通さが る 

C 丄 せいく はう 寺 前 町 淸 光寺 は 今の 寺 町 通さ はら 

木 町 東の ゆきあたり にあり、 

〇 下 五辻 町 〇 大津町 〇 大塔前 町 

屮 立う リ さ..；；, る 

〇WI 萬 返 町 昔 百 萬 返 智恩寺 一 ^ の 町に 有し ぐ J かや、 

土 御門 通さが る 

C かうた う 町 その かみ 一 條の 革堂此 町に ありし を 

聚樂の 御城 をつ くられし 時、 百 萬 返 も かう 堂 もみ 

な、 今の 寺 町に うつされし- yj かや、 

〇 福 良 子の 町 

〇 十四 間 町 中古に ニ條 殿の 御 家つ くられし 時に、 

新 在家より 立た る 町 也、 

この 南 は 下立賣 通な り、 これより 南 は 田 S にて、 人 

の 家居 はなし、 近頃 ニ條 御城 常番 同心の 衆に 尾 敷 

を 渡され、 家つ くり 少々 あり，、」 いへ 共、 京 町の 數に 

あらや、 


又 朱 雀 通作葡 町の 南の 辻 を 西へ 一 町 ゆきて あがる 

町 は、 

次 さ. かる 町  次 さがる 町 

〇 釋迦 ^北東 町 〇 しゃか 堂の 町 〇 さたけ 町 

次 さがる 町 

〇 みなみ 佐 竹 町 此南は 野 也、 

又釋迦 堂の 正面 は 南 向 也、 門前 さがる 町 を、 

〇 釋迦堂 前 の 町 その 次 さがる 町 を、 

〇 び しゃもん 町 VJ いふ、 此南は 左 近の 馬場に て 行 

あたり 也、 
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京雀卷 第五 北よ. - 南へ 橫 町筋 

【寺 之內 通】 東は相國.^^.の西、塔中にて行ぁたり也、 

室町 通 頭 町の 北の 辻 子 を 西 へ 入 町より、 

〇 なやの 町  〇 ふかさ ほの 町 

〇 めう けん 夺前町 此町 北；：；； に =^_r 小の 寺 妙 顯寺ぁ 

^^^、京都：：！連宗廿ー ケ 寺の 第一 にて、 開基 は：：！ 逆の 

^子 日 像 也、 

〇 ざ》 の 町  of- のうち 町 

〇 妙 遂寺町 此町 北行に 逮宗の 寺 妙逮寺 あ， -、 

あく， n 匪 西 へ 

〇 ゐの くま 町 〇 中の 猪隈町 〇 新猪隈 東の 町 

〇 ほそ こ 町 此町小 野 細 川の 薪賫の 住 そめし，、」 かや 

西の方は千本通にて行當、释迦堂の東の^?也、 

〇 烏 九 通 北の 行當、 柳：； y 子 を 西へ 入 町に、 柳の 辻 

子、 風呂の 辻 子 どて 、横町 ロハ 二 町 あり、 その 西の方 

は 御所の 內 にて 行 あた 也、 〇 安居院 通の 東に、 北 

小路 町た ゑ ま 町 どて ロハ 二 町 あり、 その 西の 町 はみ 

の へ 新町ビ て、 右三 町 入 鬼て あり、 又 其 南 町 安居院 

通 を 東へ 入 町 を、 曼陀羅 辻 子 、、」 云、 その 西 の^はい 


 四百 五十二  

まどの 町 VJ いふ、 右二 町に て 、そ の 西 は^ 天の 社 行 

當. 0 也、 

【上 立賓 通】 東 はからす 丸 通に て行當 也、 

ilw 丸 西へ 入 町  ， . f 

〇 ひしの 町 〇 も，、」 立う の 町 〇 西た ち 賣の町 

小川 asl へ 入 町  油の 小路 西へ 

〇 御 三 間 町 〇 ざいの 呵 . 〇 埋忠の 町 

わ .i- る 通 西へ 

〇 たかに し 町 〇 觀 世の、 辻 子 〇iii 天 岩 神 門前町 

〇 ゑび す 町 〇 どうたい 町 〇 おほら 町 

〇 釋迦堂 東 寺 町 

【五辻：^ 一〕 

、つらす 丸 西へ  むろ 町 通 西へ 

〇 罌ご院 殿 町 〇 鍋 町の 辻 子 〇 御 靈の辻 子 

〇 近 江 殿 辻 子 〇 本 阿 彌途子 〇 やま VJ のづし 

〇 石 やの、 辻 子 

もぐね 通 西 へ 

〇 五辻 町 此 町の 後 北の かたに、 かんやの、.^ 子 どて、 

西 東 只 一 町の 辻 子 あり、 その 町の 東 は あぐ 院通、 西 

は智 惠光院 通に て 行當. ffi、 

〇 一 色町  〇 西 五、 辻 町 〇 西 五、 辻 子 町 

千木 通 四へ  ト， rr- 

〇 ふろや 町  〇 伊丹 町 

〇 柳 町 此西は 北 野天 神 東の 鳥居 七 間 茶屋の 前に 出 


る 也、 須 磨の 町の 末 VJ ひ VJ つに 出合な り、 

〇 须磨町 通 此筋は 東 は 小川 通に て 行 あたりな り、 

小川通西へ入町ょh^、 

小川 通 西へ 

〇 あすか 井町 〇 すまの 町 〇 いま の 町 

あぐね 通 西へ 

〇 東北 小路 〇 西せ 小路 〇 中の 町 

〇 はんせの 町 此町 北行の 般舟院 VJ て 寺 あり、 禁中 

方の 勅願 所に て、 後光明 院御 中陰の あ ひだ も、 此寺 


にて 御，、」 ぶら ひ ありけ り、 町の 名 も 般舟院 の 町 ご 

いはん VJ て、 はんせの 町 VJ いひなら ひけり、 

〇 西 はんせの 町 

千 本 通 K へ 

〇 おこび VJ 町 〇 西お こび VJ 町 ； 

〇 紅梅 殿 是は北 野の 天神の 末社 也、 北行に 天 王 寺 

VJ て 寺 有、 

〇 西方 寺の 町 此町 南行に 信 西 ど V； "尼寺 あり、 寺號 

を 西方 寺 VJ いふ、 この 町 は 北南兩 行、、」 もに、 皆 まち 

やにて 燒豆庥 r 炙 餅、 酒肴い ろく 店屋物 あり、 殊 

更に 粟の 餅 は 北 野の 名物 也、 此 町の 西 は 天神の 鳥 

居の 前にて、 五辻 通の 町 末 どひ，、」 つに 出合 也、 

西お こ 人 町の 北に あがる 前 只 一町 あり、 地 ごくの 

辻 子 V- いふ、 此 町の 北 は^ 丹 町 行 あたり、 南 は 西 御 

小人 町に て 行 あたり 也、 

【今 出 川 通 J むかし は 今の 小路 ビ名 づけし VJ にや、 

この 家の 今 出 川 殿 住 給 ひし 故に、 今 出 川 通 どい ふ 

、/」 い へり、 此 筋の 東 は 小 原 □□□ 、表に 出れば 北柬 

商の あ ひだ 隈なく  □□ 小 原、 く に ま、 比 ゑい 山に ゆ 

く、 みたらし、 田 中、 白 川、 4r か 崎に も 行な. o、 山中 越 

どて 白 川の 里の 東に こ ゆれば 、山中の s! あり、 これ 
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より 東 坂 本に 出る 也、 寺 町 通 を 西 へ 入 町より、 

寺 町 通 西 へ 人 町 

〇 大原 口の 町 此町 ロハ 1 町に 町人の^ あり、 此 町の 

西の 町よ. 0 烏 丸 町までに、 北 南兩行 共に 公家 殿の 

家 也、 南行に 八 條の宮 、近衞 殿の 御屋敷 あり、 北行 

に は 武家の 與カ、 同心 衆の 家 も あり、 

丸 通 西へ 入 町 むろ 町 西へ 

〇 やすいの 町 〇 ほり 出しの 町 


〇 辨才天 町 此 町の 西 は 行 あたりて、 又 小川 通 を 西 

へ 入 町 あり、 

小川 通 西 へ 

〇 いま 町 此 町の 西 は、 堀川 通の 北なる むら 雲の 町 

にて 行 あたり 也 、又 大宫通 糸 や 町 を 西 へ 入 町、 

大営通 西へ 

〇 よご 大宮町 〇 ひしゃ 町 〇 かめ や 町 

〇 西 かめ や 町 此 町の 西に て行當 也、 

【本 誓願 寺 通】 

新 町 通 西へ 入 町 

〇 狩 野 殿 辻 子 

卜. rr?^ 西 へ 

〇 もどせい ぐわん じ 町 誓願 寺 は 大和 國 にして、 天 

智 天皇の 御 時に 建立せ し 所、 今此 京に 引う つされ 

し は、 椬武 天皇の 御宇に や、 そのころ は此 町の わた 


.r- に 地 を 定められし を I 太 間秀吉 公の 時に、 三條 

通に うつし 給へ り、/」 い へり、 惣 じて 京の 町中に あ 

りけ る 寺 V- も、 大 かた 東の 川端に 引う つして、 寺 町 

通に 諸 寺の ならび 立た る は、 これ 太閤 秀吉 公の し 

袷 ひし 事 也、 されば 京 町の 名に 寺號の ある は、 その 

かみ その 寺の あ， 0 し 町なる 故 VJ い 八り、 

G 隨ゃ町  〇 今こう ぢ 0 高 西 町 

〇 本 妙 顯寺町 〇 中の 町 〇 今 出 川 町 

.  千 本 通 西 へ 

〇 四 丁め  〇 极ゃ町 

〇 大 もんじ 町 此西は 释迦堂 筋に て 行當. 0 也、 

【武者 小路 通】 

鳥 丸 西 へ 入 町 

〇 梅 や 町 

むる 町 通 西へ  新 町 通 西へ 

〇 むしゃの こ うぢ 〇61 武者 小路 

右二 町 は <g のた な 八； 崖の 商人 也、 この 町の 西 は 

行 あた. o、 大宮通 を 西 へ 入 町より、 

火 宮通石 0- くし 町 西 へ 

〇 ます や 〇 さゝゃ 一町め 〇 同 二 町め 

〇 同 三 町め  〇 同 四 町め 

〇 同 五 丁め 此 町の 西 は 北 野の 經王堂 前の 町 也、 經 


王 堂 は 小 野道 風の 建立、、」 して 自筆の 額 あり、 其 堂 

の 前に 大 なる 核の 木 あり、 垣 ゆ ひ 廻したり、 梢 高く 

支 たれて、 誠に 物 ふ. 5 てみ ゆ、 名 を 辨慶松 ど いふ、 

經王 堂の 西の かたに 觀音堂 あ り， 山 本 左大臣の 建 

立 どして 、等身の 千 手 觀昔也 、その かみ 菅 丞相い ど 

けなく おはし ましけ る 時、 手 習し 給 ひし 所 也、 その 

院の天井の板は、猶其時の板なり^ 云った へし、堂 

も 本尊 も 東に むかひて 立た， 9 ければ、 世に 東 向の 

觀音 -yj いふ、 

經 堂の 南の かた を 西へ 三 町ば かり 行て、 大將 軍の 

社 あり、 是ょり 又 一 町ば か， - 紙屋 川 有、 世に はかい 

川 ど 云、 いにし へ この 川 水に て 紙 を 漉け る， >」 にや、 

【一條 通】 武者 小路 ど 一條 通，、」 の あ ひだ、 烏 丸 西へ 

入 町 ロハ 一 町 あり、 柳の： i;- 子 VJ いふ、 西 は行當 也、 

、つらす 丸 通 西へ  むる 町 西へ 入 

0 西 一條の 町 〇 も VJ 廬 港町 

かう だう の^ 中の 革 堂の 觀音 この 町に おはせ しど 

にや、 

〇 西口 町  . 

、ひ 高 や 町 此 町の 西 は 堀川 通 一 條の屍 橋 也、 昔 八 坂 

雲居 寺の 淨藏 貴所 の 父 は、 三 善淸行 ビ名 づけし が、 

京 雀 卷第玉  ！ 


淨藏 大峯に 行し 頃、 父 すでにむ なしくな り 給 へ り， 

折 ふし 淨藏 都に か へりし に、 此 堀川の 橋に て葬禮 

に 行 合、 棺に 向って いのりし かば、 淸 行よ みがへ 

り、 打 つれて 家に "戻り ける 故に、 一 條 堀川の 戾橋 ど 

いふ、 和 泉 式部が 歌に、 

いづく にも 歸る さまの み 渡れば や 


屍 橋，、」 は 人の 云らん 

壞川 西へ 

〇 ふくな が 町 
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〇 晴明町 昔 安倍 晴 W 此 町に 住け る どか や、 花山院 

は；^ 徽 殿の 女御に おくれ 給 ひ、 七月 廿 三日の 夜 御 

發心 ありて、 禁中 を 忍せ 給 ひ、 晴 明が 家の 前 を 通 給 

ひし を、 晴 明星の 座の か は. 0 し を 兌て、 是 ：1 ハ^に あ 

. らすど 驚き、 急ぎ 參內 いたしければ、 帝 は 早 や 行が 

たもな く うせさせ 給 ひし どか や、 此 町の 事 成べ し、 

あく ゐ通 IS へ 

〇か> 見 石の 町 その かみ 此 町に 鏡 石 どて 絕景の 名 

. 石 あり、 太 閬秀吉 公より 取て 禁中に 奉らる、 此 石に 

J り て 町の 名-/」 す ど かや、 

〇 新 在家 呀 〇 かう だう 町 

〇 伊勢 皮 町 此 町の 西 は 行 あたり、 それより 南へ、 

〇 かま か 辻 子 、、」 て竪町 五町ば かり あり、 

【正 親 町 通】 むかし 大內裹 の 時、 お ほぎ 町 は 西の W 

ぅ院の 東、 一 ^のうち、 此筋 にあ-りし 故に 名 どす、 

今 は 屮立資 通 VJ いふ、 鳥 丸 通 西へ 入 町より 町屋ぁ 

り、 鳥 丸の 東 は 禁中 西の 惣門 也、 

、つらす 丸 西へ  むる 町 通 西 へ 

〇 中立う り  〇 同 二 町め 〇 同 三 町め 

油の、 一う. ち 西へ  ほり 川 通 西へ 

〇 同 四 町め  〇 梳 本の 町 〇 はし 西の 町 

〇 しんざいけ 町 此 町の 北に 袋 町，、」 て ロハ 一 町 有、 
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【土 御門 通】 むかし 大內 奥の 時、 此 筋の 南の かた ！ 

町、 鳥 九 の ® にあたり て、 土 御門 內裹 あり、 此故 に 

筋の 名 VJ す、 今 は 上 畏^ 町 通 VJ いふ、 

、つらす 丸 通 西へ  その かみ 

Q も，^ 卜 淨花院 町 往當 淨花院 この 町に 在し どか や、 

〇 土 御門， お 昔 土 御門 內 ia^ 此 町の^ にあ h- し W 云、 


新 町 西へ  小川 通 西へ  油 小路 西へ 

〇 土 御門 西の 町 〇 たはら や 町 〇 たはら や 西 町 

ほり 川 w へ  大宮通 西へ 

〇 たはら 町 〇 鶴 や 町 〇 坤の町 

〇 洲濱 池よ こ W 〇 洲濱 いけの 町 〇 みだい 町 

〇 新院の liiT 堪 〇 あいせん じ 町 

此 西は內 野の 田 畠 也、 - 

【新 在家 商 町 通】 

の 洞院通 ia- へ 入 町 

〇 新 在家 南東 町 

is- の洞院 西へ 入 町  か は 

〇 新 在家 南西 町 此町 南行に 典 藥頭毒 德院の 家 有、 

〇 この 5- 町 右此 町の 西 は 室町 通近衞 町行當 也、 

【廳司 通】 昔 この 町筋の 北の かた 一 町、 萬 里 小路 通 

の 東に、 鷹 司 殿 あ. 9 し 故に 名，、」 す、 今 は 中 長者 町 通 

ど いふ、 案 やる に 今の 鷹 司 殿の 家、 すな はち 昔の 屋 

敷に 替ら す、 これ 魔 司 通に あたり、 萬 里 小路の 東に 

あたれり、 

束の 洞院通 西へ 入 町 

〇 新 在家 中の 町 此 東の 行 あたり は 今 新院の 御所う 

らの 御門 也、 新 在家の 北 町，、」 いふ は、 此 中の 一 町 北 

，のかた に、 柬洞院 通 を 西へ 入 町な. 9、 此北 町の 北 

行 は 公家 勸修寺 殿の 長 築地 也、 西 は 烏 丸 通に て 行 


あたり、 ロハ 一 町 ある 所 也、 

中の 町逋烏 丸 西へ  • 

〇 な へや 町 

〇 かんき 町 此 町の 北う しろ、 室町 通 淸和寺 町 を •  西 

へ 入 町、 〇 淸和寺 銜拔町 〇 長者 町 〇 西 長者 町 て 

只 三 町 あ 、其 西 は 油の 小路 通 鶴 や 町、 水 野^ 作 守 

殿御 屋敷に て 行 あたりな り、 

中の 町 通， ^^ん さ 町の 西 新 町 通 EI へ  油の 小路 通 西へ 

〇 下 長者 町  〇 たかつ かさ 町 〇VJ き は 町 

〇 めば た橫^ 〇 大北 もん 町 〇 東つ いら 町 

〇 西つ いら 町 〇 山 も VJ 町 〇 西 山 も VJ 町 

〇 御幸 町 頭 町 〇 二 本校 町 

此 町の 西 は 田 畠な. 9、 

【近衞 通】 今 は 出水 通.、」 いふ、 

〇 よこ 三本 木 町 此町 は、 柬 は九條 殿御 屋敷の 坪に 

て 行 あたり 也、 問の 町 通 北の 行當り を 西へ 入 町 也、 

束の 洞院 西へ  V らす 丸. 四へ 

〇 ひがし 出水 町 〇 西 出水 町 

室町 通 西 へ 

〇 御り やう 橫町 此 町の 西 新 町 あがる 町に 御 霞の 町 

VJ て あ， 9  、 

新 町 通 四 へ 

〇 丁子 ふろの 町 丁子^ 呂 ど い へ る 風呂屋 あ， 0 し 故 
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に 名，/」 す、 

西の V- ぅ院 西へ 

〇 西 丁子 風呂 町 

油の 小路 西 へ 

〇 このる 殿よ こ 町 此町 さがる 油の 小路 通 を 近衞町 

ビ いふ、 


ほり 川 西 へ 

〇 かめ や 町 

てんぴん 

〇 西 唐 秤 町 


〇 くろ 門の 橫町 〇 てんびん 町 

〇 かね は 町 〇 西 てんびん 町 

〇 千 本よ こ 町 


〇 神明 町 

この 西 は 寺 あ. 5、 

【勘 解 由 小路 通】 今 は 下 立賣通 VJ 名 づく、 

古しへ 太閤 秀吉 公の 御 時に、 上中下の 立賣 はみ な 

英服 だな にて、 大名 小名 小釉 かたびら 此町 にして 

買 もビ めら る、 きぬまき 物 を 裁縫 て賣 ければ、 立賣 

VJ いひけ る どなり、 

わい の 町 通 西へ  東の ミぅ院 面へ 、つらす 丸 西へ 

〇 ふくろ 町  〇 東 たちうり 町 〇 はら や 町 

むろ 町 西へ  新 町 西へ  西の W ぅ院 西へ， 

〇 ひがし 立資町 〇 東 立う り 〇 東 立う り 

油の 小路 两へ  ほり 川 通 西へ  下 立う り 

〇 は しづめ 町 〇 西 は しづめ 町 〇 橋 詰 二 町め 

〇 うきだ 町 聚樂の 城の 時分、 宇喜多 宰相 殿此 町に 

おはしけ る VJ  、 


1、 母ぎ  1, 

顆 


〇 田 中 町 


〇 伊な ば 町 


〇 まる や 町 

〇 畏門町 

〇 西の 京 この 町の 西 は行當 りなり、 北の方に 向 ひ 

て ゆけば、 西の 京な. 5、 なを 北 野の 天祌、 南の 高 井 

すぢに 出る 也、 中 むら 町 東の、 辻 を 北へ あがる 町 を 

ば、 下 てんびん 町 名づ くるな り、 その 西へ 入 町 は 

ロハ 一 町 あ. 5、 ふん V> う 町 VJ いふ、 てんびん 町の よこ 

町 なれば、 かぐ 名 づけたり ける にや 、知が たし、 


【中 御門 通】 この 筋 は 西に て は 魚の たな 町 通 ど 云、 

東に て はさ はら 木 町 通 VJ 名づ く、 寺 町 通 西へ 入 町 

よ， CS  、さはら 木 町まで は、 南行ば かり 町家 あり、 北 

行 は 禁中が た 同心 屋敷のう しろ 坪な り、 

s^f,,, しま 町 むかし 太閤 秀吉 公の 御 時、 福 島左衞 

門 太夫、 禁中 御 修理の 奉行 をう け 給 はり、 此 町に 假 

屋を 立ら れ し，、」 かや、 

〇 つちみ かざの 町 此 町に は 陰陽師 多く 居住す、 

〇 さはら 木 町 此町 中頃 はさ はら 木の 材木 を あきな 

ふ ものお ほくす みけり、 

〇 西 かう だう の 町 その かみ かう V- うの 觀音 おはし 

ましけ. 5、 中頃 は 寺 町 通に 引ラっ さる、 

〇 角 倉 町 

ひょう あんの 町 中頃まで は此 町の 北行に、 よう あ 

んど かやい ふ 人の 家 ありし、 今 はなし、 

むろ 町 西へ 

〇 靑物町 

新 町 西へ  ， ，  く 

〇 ゑび す 川 町 是 より 西 は 魚の たな 也 

油の ， 、う. ち 西 へ 

〇 山 崎 町  C う を や 町 
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〇 かう V- うの 町 かう だう の觀 音， も は此 町に も 

おはしけ. 9 どか や、 

〇 みな，、」 の 町 . 

〇 中將町 此西は 牧野 佐 渡 守 殿御 屋敷 行當 也、 

【春 = 通】 此 筋の 西 堀川に、 丸太の 材木お ほく ある 

故に、 世に は 丸太 町 通、、」 いふ、 昔大內 裏の 御 時に、 

此筋 室町の 西 一 町に、 光孝 天皇の 御所 ありけ り、 新 

町 通の 面 一 町に 、神祇官の 町 ありし W かや、 

寺 町 通 西へ 

〇 いしゃ 町 

〇 昆布 や 阿 今 は 魚の たなお ほく ぁ&、 

富の 小路 西へ 

〇 く ははら 町 此町、 古しへ 桑原 殿 VJ てお はしけ， 5 

どか や、 

のば 5- 西へ  高 くら 通 西へ 

〇 がき や 町  〇< はん W うや 町 

柬の W ぅ院 西へ 

〇 ひかり だう の 町 中頃 此 町に ひか. 9 だう ビ て 寺 あ 

り、 その 本尊の 阿彌陀 光明 を 放ち 給 ひし VJ かや、 今 

寺 了  > あ .0、 

ひ 馬 や 町 屮 ごろ 此 町に、 東 開通に かくれな き 馬 追 

の 段兵衞 どい ふ もの 住て、 馬 借せ し 故に 名ビ す、 此 
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町 北行に、 岡 崎 殿 VJ て 織 田家の 後室 住 給 ひし、 其 御 

やしき 今 は 町人の 家，/」 なれ 、 

むろ 町 西へ 

〇 かねまき 

le の W ぅ院 西へ  か" ^  .  、 

> の 町 北南兩 行ながら^ 冶 やなり， 


〇 かぢゃ 町 

の 小路 西へ 

C まるた 町 

i づ川西 へ 

〇 西 丸太 町 

ねの くま 通 西 へ 

0 ふくろ 


此町雨 行ながら 丸太材 木 やな. 5、 

〇 はら や 町 

此 町の 西 は 牧野 佐 渡 守 殿御 やしき 行當 


【大炊 通 1 此 筋の 西 ほ， り 川に、 竹 やお ほく ある 故に、 

世に 竹 や 町 通 どい ふ、 此 束の 行 あたり 寺 町に、 大炊 

の道堪 VJ て 無 綠の寺 あ. CS  、寺 は 時宗に て、 一 遍 上人 

の 流れ を汲ビ かや、 


寺 町 西へ 

〇 大炊竹 や 町 

富の 小路 西へ 

〇 はくや 町 

東の 洞院 西へ 

Q かめ や 町 

らす丸 西へ 

〇 きつ、 け や 町 


御：，. う 町 西へ 

〇 魚 や 町 

柳のば い 西へ 

〇 へ いの 內町 


〇 きく や 町 

高 倉 通 西 へ 

〇 きょ 水 町 


此町 北み なみ 兩 行，、」 もに、： ii:r 道具、 


切 付、 その外よ ろづの 革細工 師ぁ. 
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新 町 w へ 

〇 さし 物 町 此町、 から 木 細工、 其 外よ ろづ のさし 物 

師 おほし、 

西の. こう 院 西へ 

〇 東 竹 や 町 

〇 西 竹 や 町 ほり 川の 橋む かひ は、 牧野 佐 渡 守 殿下 

屋敷に て行當 也、 橋む かひ をす こし 南へ ゆけば、 二 

條 御城の からめ 手の 堀ば たなり、 

【冷 痰 通】 古しへ 此筋 ほり 川の 西 二 町に、 冷 羧院の 


御所 ありけ る どか や、 大炊 御門の _s ほり 川の 西に 

あり、 嵯峨 天皇の 御宇に 立ら れ、 それよ-り 代々 の 後 

院た りし、 もど の 名 は 冷然 院ど い へ り、 しか る を弘 

仁 年中に 燒 たり、 然の 字に も ゆる VJ 云讀 ありて、 此 

院號 しかるべ からす ビ て 、然 の 字 を 改めて 、冷 柬院 

ど號 せらる、 い ま此筋 其院 の 中に あたり たれば、 冷 

-、 今 は 夷川 通 ，、」 名 づ く ど か や 、 


白山 通 西 へ 

〇 たはら 町 

、つらす 丸 西へ 

〇 ビもゑ 町 

西の ミぅ院 西 へ 

〇 ゑび す 川 町 


，！ 1:^ 通 ど名づ 

寺 町 通 西へ  御-、 う 町 西へ 

〇 丸 や 町  〇 こふ や 町 

たゲ くら 西へ  ia? の ミぅ院 西へ 

〇 むかで や 町 〇 九 けん 町 

むろ 町 西へ  新 町 西へ 

〇 かき や 町  〇 四 けん 町 

. ^の ト JpT  /  « 

C かお や 町 此町、 小刀 かみ そ.^、 いろくの 鍛冶 多 

し、 堀川の 西 はニ條 御城の 行當り 也、 中頃 ま で は 堀 

川の 上に 橋の 有し を、 朽て 落ければ 今 は 橋 もな し、 

【ニ條 通】 

寺 町 西 < 

〇 丁子 や 町 

白山 通 西 へ 

〇 鹤ゃ町 むかし 此 町に 傾城 やの ありけ る を、 これ 

より 荒神 川原、 今の 寺 町 通 を 一 町ば かり 後に 追う 

つされ たり、 こ \ も 中 ごろ 追た てられて 今 はなし、 


卯の て ！•  S- へ 

〇 く はん をん 町 古しへ 愛宕の 觀昔、 此 町に おはし 

けり、 今 は 東の 六 はら 邊に引 うつされて あり、 

高 倉 西 へ 

〇 まつや 町 

.1^ の洞院 西へ 

〇 二王門 町 昔お たぎ 寺の 二王門、 この 町に あたり 

て？ 面む きに あ. 9 ける、 車 や 町 通ニ條 あがる 町 を 1 1 

王 町，、」 いふ、 二王門の 前 ど 云 心に や、 今 は 是も六 は 

らの邊 に 引う つされ て 、愛 岩 寺 にあり VJ い ふ 、 
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烏 丸 西 へ  がに  . 

〇 たまや 町 ，此町 北行に 秤 や 善 四 郎が家 あ； f^、 又此 

町 北 南の 兩行 別にして、 北行 は 玉 や 町、 南行 は大黑 

町 どい ふ、 

〇 大 おん 寺の 町 大恩 寺 も VJ は此 町に あり、 中頃よ 

b 寺 町 通さ はら 木 町 さがる 町に うつさる、 

新 町 西へ 

〇 正 行 寺 町 これ も 中頃 寺 町 通 下 御霊の 北に うつさ 

る , 

西の W ぅ院 にし へ 

〇 西大 こく 町  * 

〇 や はた t 此 町の 西 は、 堀川 通 ニ條の 土橋、 その 西 

は 御城の からめ 手、 ほりばたな り、 

【押 小路 通】 

寺 町 通 西 へ 

〇 きね や 町 

〇 たち 花町 此町 古しへ けいせい やの 侍りし を、 六 

I 三 筋 町に 引 うつさる、 花の 立の きたれば，/」 て、 立 

花 町 ^ 名 づ け し ビ か や 、 今 は 古 道 具 屋 町 也 、 

柳のば.， '西へ  たゲ くら 西へ 

〇 竹 や 町  〇 左 京 町 

束の 洞院 西へ 

〇 西 押 小路 酊 此 町の 西 は 烏 丸 通に て行當 也、 世に 


いふ、 此理は 鶴の かよ ひける 道に て、 ふさがれし VJ 

S へり、 それに は あらす、 昔 fc? 丸の 西 は 鴨居 殿、 束 

三 條院、 閑院、 堀河院 どて、 南北 二 町づ、 の 家、 立續 

て 侍りし 跡なる 故に、 町屋 にな りても、 ふさが りた 

る ものな. 9、 

： 三 條坊門 通】 此筋を 東に て は 八. 幡町 通.、」 云、 御所 

の 八幡宮 ある 故 也、 西に て は 御池 通 VJ 云、 此筋 室町 

に 御池 町 あり、 むかし 鴨居 殿ビて 御所 あり、 鴨 の 下 


に if ひ、 ハムつ』 9-J, 

！ sssgn  


居 池の 井 ありけ る 跡 也、、」 かや、 

寺 町 西へ 

〇 大 ひがし 町 〇 東 八まん 町 

〇 八幡 町 此町 南行に 御所の 八幡 VJ て 社 あ. 5、 世に 

いふ、 も VJ は 三條內 裏の 內に、 勸 請せられ し 八幡宮 

也、 建 武の頃 尊 氏 將軍此 社に 願して、 新田 義貞ビ い 

くさし 給 ふ、 もし 此 軍に 打 かたば、 塔 を 立て まいら 

すべし ビ 祈られし-か、 軍に 打 勝、 則 塔 を 立ら れし V」 

かや、 

〇 た か宮町 江 州 高 宮の布 を あきな ふ、 今 は 錯綿ま 

でも 商 資する 町 也、 

東の- W ぅ院 西へ 

〇 中 ほり 町 

，"ら す 丸 西 へ 

〇 御池よ こ 町 鴨居 殿の 池の 井の 跡、 今 もな を 有べ 

く、 その 水 極めて 淸 ければ、 あたりの 人 は 汲 i い 

ふ、 此 町に、 少き 溝のう へに 小石ば し を 渡せり、 是 

を かさ ゝぎの はし VJ 名づ く 

室町 西へ  新 町に しへ 

〇 橋 上 町  〇 石ば し 町 

ほり 川 西 へ 

〇 もり 木 町  〇 よ こか V- 町- 

〇 たはら 町 此 町の 西、 大宮 通行 あたりに て、 其 西 は 
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神泉苑 な. 9、 神 泉 苑の事 は 京 黄 部 物語に あ，， 、又此 

筋の 西、 泶雀邊 に 耳敏川 あり、 七 瀨の內 也、 

【姉 小路 通】 

寺 町 西へ 

0 姉が こ うぢ 町 〇 さ しゃ 町 

柳のば，、 西へ 

〇 わかさ や 町 此 町の 西 は、 んげ院 ざの 屋敷に て 

行當、 東の 洞 院通西 へ 入 町より、 

東の .w ぅ院 西へ  がに 

〇 車 や 町 この 町 は 車 借の 家お ほし、 南行に 後藤 庄 

三が 家 有、 

、つらす 丸 西へ 

〇柳 明柬町 

〇 神^ 町 此町 北行に 神明 あり、 又町內 は釘緞 冶お 

ほし、 

西の W ぅ院 西へ 

〇 まる を 町 此町昔 少納言 信 西 入道の 家 あ. 0 し を、 

ギ 治の 亂に源 義朝そ の 家 を 燒れし V」 い ふ 、 

の 小路 西 へ 

〇 かお-や 町 此 町に 毘 沙門 堂 あり、 町內 鍛冶 やお ほ 

ほリ川 西へ 

〇 たる や 町 此町 は桶簿 つくれる ものお ほし、 

〇 さる や 町 此 町の 西 は洒井 讃岐守 殿御 屋敷 あ. 9、 
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【三條 通】 三條 の大檢 は、 往昔 太 問秀吉 公の 渡し 給 

ふ 所な h 、この はし 西の つ め 南の 方に、 畜生 塚 ど て 

あり、 その 事 は太閣 記に しるせり、 聚樂 の關白 殿に 

めされし 妾、 せパ外 女房 連、 罪科の 寧 ありて 殺された 

る しるしの 塚 也 VJ いふ、 

大橋小 のおい 

〇 中 町 此町 旅人の 5? かす どに や、 古しへ より 旅 

人に 一 夜 は {i^ かせ V- も、 二 夜、、， "は. 借さざる 捉 なり、 

北行に は 布 を さらす 家 あ. 5、 又 柳膏藥 どて 名 方の 

かう やく あり、 

5 柳の した 町 古しへ 此 町の めぐり 二 町ば か. -は、 

みな^ 原- i て りし V」 かや、 

〇 べんけい 石の 町 昔 はくら ま 口に、 武藏坊 辨慶が 

常に 腰かけ 休た る大石 ありし、 ある 年の 大水に 流 

れて此 町に 來れ り、 又 後に 面 朱 雀の 水藥 帥の 寺內 

に 引 VJ りたり VJ いふ、 

〇 中の 町  〇 ます や 町 〇 ひしゃ 町 

〇 埋忠 の 町 その かみ 堙忠ど 云 鍛冶 この 町に 住け. 9 

，、しか や、 今 は 上 立う.^ 通 安居院の 東に 居す、 制變刀 

によし、 


ひみく じ 町 此町 北行 兩替町 通の 簾に、 武田法 印の 

家 あり、 牛黃淸 心圓を 出す、 又此 町の 北行 西の 廉に 

^^^膨！^の地藏どてぉはします、 每年 七月 廿 四日に は 

. 貴賤 群 翁して 参詣 あり、 


〇 衣の たな 町 此町 北南兩 行、、」 もに 衣屋 也、 六月 十 

四：； ilM 園 會に鷹 山 を 引 まつ る、 

o§ 町 . 此 町 北南兩 行 共 に 鍋签 を 鶴 て 商賣 ビ す 、 
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西の W ぅ院 K へ 

〇 鹽ゃ町 

S5 橋柬町 此町 にて、 六月 十四 rn の 祇園 會祭禮 、ねり 

物 以下 を ゆり そろ へ て柬 へ 渡し ま つる、 

ほり 川 西 へ 

〇 はしの 西 町 

〇 み， ごく 町 この町、祇園會十四日の祭禮に、、.^?!に爐 

をつ き 注述を ひきて、 ぎ をん の 御 こし を こゝ にか 

きす へ 、淘. 0 酒 を そな ふる 事 あ. 5、 此西 は大宫 通に 

て、 猶 その 西に は 家な し、 此西朱 雀通薮 土手の 外 

に、 北の方に は 犯 科 人の 京都 を 引渡す に 及ばざる 

もの を 成敗す る塲 あり、 南の 方に は 墓所 あ. 5、 世 

に 西院の 墓所 ビ云 ふ、 H 夜に 煙の 立ざる 時な し VJ 

かや、 

【六角 通】 この 筋の 柬は、 誓願 寺の 正面 なれば、^ に 

は 誓願 寺 通 どい ふ、 せいぐ わん じの 事 は 、京 ー宽 物語 

にあ. o、 天智 天皇の 御宇に 建立 あ， o、 桓武 天皇の 御 

時、 奈 良の 都よ. 5 この 京に 引う つされ たり、 本尊 は 

春 日の 御作 W して 、寺 中 に赛 日の 鎮守 あり、 社の 前 

の 紅梅 は、 未開 紅 W て 名木な. 5、 


寺 町 西へ 

〇 や を や 町 

〇 大 こく 町 今 は 革細工の 職人、 木綿の 衣類 を 裁縫 

て 商 買 w す、 

高 くら 西へ 

〇 掘 上 町  〇 ちぎ. 9 や 町 

束の- W ぅ院 西へ 

〇 六角堂 門前町 六角堂の 事、 京 童 は 忘て いはや、 都 

物語に しるせ b  、堂 の^に 色 花の 師池坊 が 家 あり、 

又 西 隣 は 愛染 堂 也、 南行に 照善院 あり、 山伏の 先、.^ 
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也、 その 前に 鐘 有て、 十二時 をつ ぐる、 

^ら す. / 

〇 ほね や 町 此 町に は 扇の ほね やお ほし、 

〇 たま くら 町 もどの 名 は 手枕 町，、」 いふ、 又 玉 倉 町 

どい へ， 5、 此 町に 源 三位 賴 政の 社 あり、 又 祇園 會十 

ET  H の 祭禮 に、 山 を かざ ，5 ま つ る、 其 山 の 名 を 世 に 

は あすい しゃう./」 名づ く、 是 俗に a« ちが へ た. 9、 昔 

頼 政 宇治 合戦の 時、 宇治橋の 板 をはづ し、 1^ 家の よ 

せ 手 を 防し に、 三 井寺 法師 筒井の 淨 明、^ に 疲て橋 

げたに 休 居け る を、 その 弟子 一 來房ビ いふ もの、 淨 

明が うへ を はねて こして 第したり、 はね こ ゆる 時 

に、 あしう 候 淨明房 VJ いひけ る詞を VJ りて、 唱 誤て 

あすい しゃう ど いひなら はしける どか や、 

新 町 通 西 へ 

〇 西 六角 町 

西の ミぅ院 西へ 

〇 りじり 町 此 S その かみ は 高野聖に 宿 かしけ るヾ， J 

かや、 

^のこう. ち 西へ 

〇 ゑ ちご 町 

〇 岩 神 町 此町を ひ ぼへ さがる 町 を も岩祌 町、、」 云、 

〇 丸木 や 町 この 町の 西 は 大宮通 也、 その 西に は 南 


し 蛸 藥師の 堂 ある ゆ へ 


柳のば" 西へ 

〇 三文 字 町 


行み な 淨土宗 の 寺な り、 

【四 條坊門 通 】 寺 町 行 あた、 

に、 世に たこ やくし 通 ど いふ、 

てら 町 西へ  はくさん 通 西へ 

〇 やくし 前の 町 〇 あぶらの 町 

た、 P  くら 西へ  東の. W ぅ院 -し しへ 

〇 せいしゃう 寺 町 〇 いしゃ 町 

、"ら す 丸 西へ  , 

〇 橋 べんけい 町 祇圓會 十四 = の 祭 鱧に、 橋 辨慶の 

山を钸 まつる、 五條の 橋に て 牛 若 丸 殿、 千 人ぎ. 9 し 
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給 ふ 時に 、辨慶 がー 初 め て 行 合 つ ゝ 降參し た る 事、 義 

經記 にみ ゆ、 

室町 西へ  新 町 西へ  西の W ぅ院 西へ 

〇 うへ 柳 町  〇 ふ ざう 町 〇 七 けんざいけ 

.W の lc,yn 西 ゝ  ？ 'よ 

〇 た、 き 町 此町 南行に 鉢 扣の住 侍る、 是 古しへ 空 

也 上人の 跡 也 、極樂 院、、 」 名づ く、 そのころ 空 也 上人 

御っれ，^(^の時を慰めまぃらせし鹿ぁり、 ある 時 

は 雨 nl みえ 來らざ りければ、 獵師に 逢て 問 給 ふに、 

その 鹿 は 狩人の 矢に か、 b て 殺されたり VJ 申す、 

上人 欽ぉ ぼして、 其 角 を 乞 求て 杖に つき、 かの 獵師 

に 近 づ き、 佛道を 示されし かば、 れぅ しも 年頃お そ 

ろしき 罪つ くりし こ VJ を悔悲 しみ、 つ ゐに發 心し 

て 念佛唱 へ け り、 瓢楚を 打扣き 修行し け る ゆへ に、 

今 も鉢扣 ど名づ く、 其 節 をつ けて 申すな る 事 は、 空 

也 上人の つくりて 敎給 ひし 法語 也、 かの 杖に つき 

給 ひし 鹿の角 は、 今も^ 樂院の 什物 どして、 去ぬ る 

ころ 後光明 院 崩御の 御中 陰に、 此 所よ h\t 扣數十 

人 打ち つれて 般舟院 にまい り、 念 佛，、 J なへ て諷經 

しける 時に、 かの 角 を さ、 げて 白洲 に 立 た，.^ ける 

を、 まのあたり 見 侍り、 ^にたぐ ひもな く大 なる 


五 まの 鹿 角 也、 又 常に は 鉢 扣ざも 茶签を 作， 0 て資 

侍る、 

ほり 川 西へ 

〇 ゆやの 町  . 

ねの くま 通 西へ 

〇 た、 みゃ^ 此 町の 西 は 大宮通 也、 その 西 は 田 畠 

也、 

【錦 小路 通】 

てら 町 西へ  白山 通 西へ  柳のば 西へ 

0 や を や^  〇 中の 町  〇 う を や 町 • 
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た、 P  くら 西へ 

〇 西う を や 町 

鳥 丸 西へ 

Q 鮎 祝 山の 町 


東の ミぅ院 西へ 

〇 あ を や 町 


六月 七日ぎ をん 會の 祭禮 に、 此 町よ 

ら かざりて 祭る 山の 名 を、 世に あい はい 山，、.〕 いふ、 

むかし 神 功 皇后 三韓 を責 したが へ、 すでに 歸陣ぁ 

^^^^、肥前國にして川^-の石の上に立給ひ，釣針をぉ 

ろし 給 へ ば、 あやしき のか ゝ りて あがりけ る を、 

皇后み そな はして、 め づら物 也、、」 の 給 ひしょ. り そ 

の 川 をめ づら 川，、」 いひけ る を、 後に 五 昔 相 通じ て 、 

松 浦 川，、」 なづけ、 其 里 を 松 浦の M どい ふ、 かの 釣 あ 

げられ し 魚 は、 鮎に て 侍り、 形 を 山に 作.^ て 祭れ 

,5  、此 故に 町の 名、、」 す、 

&ぁ」 おね や 町 此町祇 圓會七 U の祭禮 に、 宰府の 天 

神 飛 梅の 故事 を 山 に 飾り、 天神 山 ，、」 號 して 祭 る 、 

新 町 西へ 

〇 西 をけ 町 


西の 


院 西へ 

やの 町 

し VJ かや、 

の 小路 西へ 

〇 一 もんじ^ 


昔 穴 也 上人 此 町に 庵 を 結びて おはせ 


此町 北行 は 藤 堂 和， M 守 殿御 SH^ 敷 也、 


ほり 川 西 へ 

〇 よしの 町 

ねの くま 西 へ 

C 七 けん 町 

よ h 西 は 


此西 は大宮 通、 猶其 西に は 小 寺 あ、 

田 畠な り、 
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【四條 通】 この 筋、 寺 町 通より 東の 方 一 町 を、 冠者 殿 

前の 町 W いふ、 こゝ はぎ をん V- の 御旅 所 ，ヒ し て 、毎 

年 六月 七日より 十四日まで 御輿 を、、」  >  め られ、 0 

詣の 貴賤 道 を さり あへ す、 舞 殿に は 神 子かん なぎ 

なみ ゐて、 神樂を 奏する に 休 隙な し、 又 この 御旅 

所の 南の かた、 中 川の はたに、 西 向に 小社 あり、 低 

にい ひった ふ、 是は土 佐 房 正 尊が 瓧也、 その かみ 賴 

朝の 命に 依て、 九郞 判官 義經の 打 手に のぼり、 此事 

露顯し て 、六條 堀川の 御所に 召よ せ られ、 義經 の 前 

にて、 打 手の 使に あらす、 熊 野 まう でのた め 也 ど い 

ふ 起請文 かきた h -、 主君の 御た めに 罸をか へりみ 

す、 おそろしき 起請文 かきける は、 忠ぁ り，,」 い へ \レ 

も、 その 報 ひに や、 正 尊つ ゐに義 經の舘 に 夜う ちし 

て、 S け ざら れ 殺されたり、 かの 起請文 を ものうき 

事に 思 ひ、 今 は 神 W いは ゝれ て、 世の 人の 起請文の 

罸の 身が はりに 立べ しどい へる 願 あり VJ かや、 此 

故に 十二月 大晦 H の R は、 京 中の 商人 穴 H 誓文の ほ 


る 


H 


ざこし に、 此社 へまう でゝ 祈. 0 まいらす、、」 いふ、 

寺 町-通 西へ  が. - 

〇 なら 物 町 此 町に は、 南北 兩行 どもに、 むしろ、 ー腐、 

刈 安、 楊 梅 皮、 奈良 火鉢、 土器 やうの 物 を あきな ふ、 

白 出. 通 西 へ 

〇 たち 資の町 

叩 リ ,x  4 西 へ 

〇 立 賣西町 右二  "g^ は、 その かみ 上京の ご VJ  く賴布 

を 商 ひける 故に、 世に 四 條立賣 ど 云、 


# 
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たゲ くら 西へ 

〇 る ごく 町 

束の. W ぅ院 西へ 

〇 長刀 ぼ この 町 此町， 六月 七 H 祗圓 會祭禮 に、 11:;^ 刀 

ば こ を かざり まつる、 此畏刀 は 武藏 坊辨慶 -aj も ち 

け る 所 也、 真 向に 立 れば あ り ビ て 、正面に はた て 

す、^ を かたはらに む け て 立 る ど か や 、總じ て紙圓 

會に まつり 渡す 山 鉢 は、 皆 その 町の 行 求 六角堂 

へ 參り、 雜色舉 行し て、 鬧を ど りて  一 二三 番をさ だ 

むる 事 なれ V- も、 長刀 鉢ば かり は、 第 一 番山ぼ この 

1^ なれば、 今 も闈に 及ばす、 いつも 一 ばんに 引 まつ 

る -yj かや、 紙 圓會は 直観 年中よ hM 初 まり て、 大 造の 

祌 isl. な る 故に 式法 あり 、鋒の 拍子 物 は、 五月 廿五 ：11 

より 每年 その 町內 にして けいこ あり、 六月 五 HI は 

渡り 1 初 V」 て、 鉢 を かざりて その 町 內を引 わたす、 七 

：：! に は 正式の 神事に て、 四 條通を 寺 町より 南 へ 、五 

條 松原 通に くだり、 それより 西 を さして 引て 歸る、 

その あ ひ： U の贿 は、 祗 圓殿產 土の 町、 山 も 鋒 も 出さ 

ぬ 町より、^ 子 V」 して 家な みに 米 を 出し 集めて、 鋒 

の 出る 町 へ 送りつ か はす、 

、つらす 丸 西へ 

〇 かんこ ぼ この 町 六月 七日 此 町より 諌鼓鋒 を 引き 


ま つる、 是 はもろ こしの 堯王 は、 天下 をお さ め て 民 一 

を あはれ み 給 ふ に、 もし 政道の あしき こ V- あらば、 - 

直に 開し めすべし V」 仰せ けれ V- も * 政道た 5. しか 

b. ければ、 諫 のつ いみ を 打 人 もな く、 鼓 は 苔 生て •： 

逢 鳥 そ のうへ に あそびけ る V- 也. 諌皴苔 深し て 鳥 一 

お V- ろかす ビぃ へる は此事 也、 それ を まなびて ま 一 

つる、 鉢の かざ.^ 物に つきて、 鋒の 名 も、 町の 名 も、 一 

かんこ ぼ この 町 はいふな， 5、  一 

むろ 町に しへ  一 

〇 月 鋒の 町 鋒の 上に 三；： "月 をつ く， 0 のせた， o、 た 一 

かく わす かなる 鋒の ありさま 也、  ，ー 

新 町 西 へ 

〇 川の たな^ 六月 七 H 此 町よ-り 签ほ. 0 山 を が ざ り 

まつる、 これ は 晋の郭 巨が 古^^をぅ つせ り、 

西の ミぅ院 西へ  - 

〇 おしろい や 町 同日 かさ ぼ こ を まつ， 0 渡る、 

油の， 、う. ち 西へ  一 

〇 逢 鳥 ぼ この 町 同 B の祭禮 に、 からかさのう へに 一 

鹿 鳥 をのせ て、 そのした に は 太鼓、 鳥 鐘、 笛の 拍子 一 

物 あ b  、棒 ふり j 人からの 頭 を かう ぶ， o、 かるさん 一 

を 着して ねり 渡る、  一 

堀川の 水 は、 四條 通に て 西へ わかれて 流る、、 川ば 

た 北南ビ もに 町家 二 町 あり、 樋の 口町 VJ 名 づく、 大 


宮 通の 西に あた b て 雀が 森 あり、 其 道の 左手 は 永 

井信 II 守 殿下 屋敷 あり、 厘 通に あたりて なぎの 宮 

あ hs  、是 よ. i> 西に ゆけば、 梅 律、 の 尾、 嵯 蛾まで 逍 

ついけ. 5、 又 壬 生 通 を 南 へ さが れば、 壬 生の 地藏堂 

に ゆく、 此地藏 の 靈驗の 事 は、 太平 記に しるせ ひ、 

侮 年 三月 十四日よ. 0 廿 四：：： まで 大念佛 あり、 

【綾小路 通】 

白山 通 西へ 

〇 鹽ゃ町 


寺 町 西へ 

〇 たび や 町 


此ニ 町に は 木綿 足袋 を 業 VJ す、 

柳のば S- 西へ 

〇 ざいもく 町 

〇 神明 町 此町 北行に 舯 明の 社 あり、 その 前に 稷の 

木 ありて、 町中の 大道に 生 攻^> しが、 今は枯 て、 末 

は 切す てゝ、 朽 たる 根ば か. 0 殘. 5 ぬ、 

^5^の洞院西へ  烏 丸 西へ  むろ 町 西へ 

〇 竹 や 町  〇 あしだ 町 0 せん 長 寺 町 

〇 やた の 町 古しへ 矢 田 寺 は、 大和 國矢田 W 云 所に 

あり、 滿慶 上人の 開基、 本尊 も 同じ 作の 地 藏ぼさ つ 

なり、 綠起は 元亭釋 書に あ. 9、 中頃 京に うつして 此 

町に おはしけ る を、 太 閣の御 時に 本 町 通 三 條の東 


廉にぁ.„^、貴き靈像也、 

西の ミぅ院 西へ 

〇 声 刈 山の 町 六月 七 H の祭禮 にか ざり まつる、 こ 

の 山の 古事 は 大和 物語に あり、 

： ^の 小路 西へ 

〇 井の もど 町 

ほり 川 西 へ 

〇 めう まんじ 町 =： 速宗の 寺め うまん 寺此 町に あり 

し を、 今 は 寺 町 通ニ條 さがる 町に 引 うつさる、 

ねの くま 通 西へ 

〇 まる 山 町 此西 は大宮 通な. 5、 猶 その 西 は 壬 生の 

地 藏堂行 あたり 也、 

【五條 坊門 通】 

寺 町 西へ 

〇大 こく 町 

た、 P  くら 西へ 

〇 同 門前町 

室町 西へ 

〇 い VJ や 町 

西の 洞完西 へ 

〇VJ  くさ 山の OT- 六月 七 B の祭禮 に、 木賊 刈の 山 を 

かざ. 0 まつる、 此 山の 古事 は、 木賊 い へ る謠 につ 

くれる 所 也、 

袖の： う. ち 西へ  ほり 川 西へ 

〇 きょし 町  〇 さくしゃ 町 


白山. 通 西へ  柳のば S- 西へ 

〇 ひがしの 町 (し 佛 光寺 門前町 

柬の W ぅ院 西へ. 爲丸 西へ 

〇 うへ 柳の 町 〇 て かくし 町 

新 町 西へ 

〇 かんたいし 町 
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〇 た 3- 町 この 町の 西 は 大宮通 也、 それより 西 はみ 

な是田 畠な り、 

【高、.^ 通】 立 町 は 高 倉 通に あた. 9 て、 佛 光寺 ある 故 

に、 今の 高 辻 通 を、 世に 佛 光寺 通 VJ いふ、 

寺 町 西へ 

〇 ちゃ ひ 町  〇 しぶかみ 町 

柳のば！' 西へ . た、 P  くら 西へ 

C 藪の した 町 〇 藪の 下 新 町 

, 右二 町は佛 光寺 南の 門前、 右左 は 竹やぶの 垣 也、 南 

行ば か. 9 町家 あり、 

束の W ぅ院 西へ  ，3ら す 丸 西へ 

〇 すいうんの づし 〇 ほね や 町 

むろ 町 西へ  が は 

〇 おはんじ よの 町 此町 北行に、 おはんじ よの 神 VJ 

て 社 あり、 神事 もこの 町に てつ，、」 むる ビ いふ、 

新 町 西へ  西の ぅ院 西へ 

〇 ほ b の內町 〇 ゑい あんじの 町 

の，、 う-ち 西へ  堀川 西へ 

〇 たかつ じ 町 〇 たんば 町 

〇 七 けん 町 此西は 大宫通 也、 猶其西 は 田 畠 也、 

【五條 松原 通】 

寺 町 西へ  白山！ ig: へ  柳のば- '西へ 

〇 ふ V- う 町  〇 中の 町  〇 杉 や 町 

〇 かみ子 や 町 此^、 紙子^ 紙 をつ く， 9 て 商な ふ、 


にて、 南行ば か 町屋 あ. 9、 

、p らす丸 西へ  が-" 

〇 にゐ 玉つ しまの 町 此町 南行に、 古しへ 五條の 三 

位 俊 成 卿の 家 ありけ り、 家沒 落の 時、 薩摩 守忠度 

は、 .1$ の國狐 川よ. 9 引返し、 わがよ みたる 歌の 集 

を、 俊 成 卿に 渡して、 千載 集に 入られん こビを 望ま 

れ しに、 さ  >  波 やしが の 都 は あれに し を、 W いふ 歌 


一 首 を 入れられし は、 此 所の 家 也 どか や、 俊 成 卿 歌 

道に 堪能 あらん こ，、」 を 祈て、 玉 律 島 明祌を 我家に 

勸請 有て、 新 玉 津島明 神ど號 せらる、 時世う つ て 

今 は賤き 町人の 家ビ なり、 あるかな きかに 名ば か 

.5 殘れ， 9、 

むる 町 西へ  が は 

〇 なや 町 此町南行に^^のなゃぁり、 

〇^^ぶのした町 . 此町 北へ あがる 町 を、 だいう す 町 

-yj いふ、 其 町に 昔き りしたん の 住て、 法 をす ゝ めし 

に、 4<閤 の 御 時 破 却 せらる、 其 時 はき. 9 したんが 住 

ける 家の 北 は 堀、 南 は 竹薮 也、 されば 北の 橫町は 

堀の 內町、 竪町 はだい うす 町、 此町は 藪の した 町 VJ 

云 也、 

西の W ぅ院 西へ  が は I 

〇 天子の 町 西の、、」 ぅ院を 西へ ゆく 南行に、 五條 天 

神の 社 あり、 此神は 昔 神代の 時、 高 皇產魂 尊に 一 千 

五 百の 神 子お はせ し を、 御手に のせて 愛し 給 ふ ほ 

V- に、 少彥 名命ビ 申す 御子 を、 指の 間よ b 泄て、 此 

下界 へ ど り お VJ し給 へ り 、ゃ が て 此國 に 住 て 、素i^fA 

鳴 尊 ど 御 心 を 合せ、：！！ 本の 地形 をつ く  給 ひ、 國の 

作法 を 定め、 業 をつ くりて 蒼生の 病 をい やし、 疫神 

i お 雀卷第 六，. 


を はら ひ 給 ふ、 今の 五條の 天神 是也、 往昔 國の 作法 

を定給 ひし かば、 京都の 所 司 代よ 崇ら るゝ VJ か 

や、 疫神を はら ひ 給 ひし 故に、 今 も 節分の 日 は、 此 

社の 前に 雑色の 來 りて、 白木 餅 をく ば h '侍. 9  、白：！^ 

を 家に ふす ぶれば 、惡氣 を淸む る德ぁ W いふ、 此 

外の 事 は 京 童 部 物語に 記せ h -、 

わ ぶら の小跻 西へ 

〇 あ を や 町 

〇 賴 光堂 町 此町、 いにしへ 攝津 守源賴 光の 住 給へ 

り、 後に 寺 ビ なして 賴 光堂 ど 號 せし、、」 也、 今 は退轉 

に 及べ. 9、 

〇 らいこう だう の 町 此 町に は 貞光、 季武、 綱、 公 時 

ビて、 賴 光の 家に 四天王 VJ いはれ しもの すみけ り 

どかゃ、此町の西は大宮通也、猶その西は田^2は也、 

【極 口 通】 今 は 萬 壽寺通 VJ いふ、 寺 町 通 は 五條 原 

通 VJ 五條 橋 VJ  二 町 ひ，、 J つに して、 今 此樋ロ 通 は、 

白山 通の 下より 西へ 町筋 あり、 

白山 通 西 へ 

〇 かた 田 町 此町、 その かみ 江 州 かた 田の 綱 引 ざ も、 

鯉 鮒 やうの^ を もち 來り、 市 をた て、 資け. 5  VJ い 

ふ、 今 は此町 をう を や 町 ど名づ くる 也、 
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C い を や 町 

〇 萬 じ やう じ 町 昔 萬壽寺 は、 禪宗 五山の ひどつ 也、 

此^に ありし を、 今 は 東 福 寺の 北の 門 內に引 移さ 

れた り、 俗にまん じ やう 寺 VJ いへ り、 京 城， 3 萬 毒 寺 

は、 聖 f 國師の 弟子 寶覺 禪師の 開基 也、/」 い へり、 

束の W ぅ院 西へ  、つらす 丸 西へ 

〇 大ほ. 5 町  〇 まるた 町 

むろ 町 西へ 

〇 六 けん 町 此町を 世に は 長刀 をれ の 町 ど いふ、 1^ 

園會產 土の 町 は、. H ほこ を かざ， 9 渡す 也、 山 ほこの 

なき 町 は、 思 ひ）^ に 山 ほこの 出る^へ 寄 子に つ 

く 也、 此六間 町 は 四條通 長刀 鋒の 寄 子に つくべき 

を、 町 割に はづれ たりければ、 長刀 をれ の 町 ど名づ 

けし VJ かや、 

新 町 通 西へ  西の 洞院 西へ 

〇 うき 世 町  〇 月見 町 

わ ふの： う-ち 西へ 

〇 いづみ 町 この 西、 ほり 川 通本國 寺の 行 あた， 5 也、 

【五條 橋 通】 もま は 六 條の坊 門 通 ビ いふ、 古しへ は 

松原 通 を 東 へ 道 あ ける VJ にや、 今 この 大橋は 、東 

の 川端に 人形 あやつりの 芝 }15 を かまへ、 細き 假檎 

を かけて 侍りし に、 太閤 秀吉 公の 時、 伏 見より 禁. f?. 


へ 參 内し 給 ふ 道筋よ し ビ て 、此大 橋 を かけられ、 人 

形 あやつりの 芝居 をば、 今の 四條 川原へ うつされ 

た. 5 ビ かや、 

大 橋の 西の つめに、 南の かた 八幡宮 あり、 社の 右の 

かたに ほそ 道 あ.^、 伏 見に 通 ふ 高瀬舟の 通る 川ば 

た 也、 そこ を 南へ さがれば、 六 條の柬 寺內、 六條通 

樋の 口う へ の 町、 梅が 小路に 入な， 9、 その 入口より 

南 は、 川ば たの 藪 土手 也、 


〇 み ゑいだ う 前の 町 此町 南行に 御影堂 あり、 此寺 

は 一 遍 上人の 流れ を 汲て、 時宗 念 沸の 敎 をった ふ、 一 

寺 中に 念 佛の堂 ひ，、」 つ あり、 其め ぐり は 軒 をなら！ 

ベ て 立つ ^き、 尼 ざ も 扇 を 折りて 業ビ す、 末代に な 

りて、 今 はわ か き 女房 共 あ ま た あり、 髮 うつく しう 

ゆ ひけさう して 扇 を 折りけ る、 さし も かぐれ なき 

御影堂 勗也、 

dii がまの 町 古しへ 源の 左大臣 融公 は、 六條 河原 

院 ぐ」 て、 八 町 四方に 家づ く. 0 してす み 給 へ り、 つき 一 

山 泉水 その 頃 世に たぐ ひなか h> し かや、 源 順 こ 

の 河原 院の賦 をつ くられし、 本朝 文粹 にの せたり、 

又み ちの くの 千 賀の鹽 竈 をう つし、 津の國 難 波の： 

みつの 濱 より、 曰 ご VJ に薩を 汲せ、 こ、 にて 遛を燒 一 

せて、 御 心 を 慰め 給 ひし VJ 也、 融公 なくなり 給 ひ 一 

て、 河原 院も あれ ゆきし かば、 紀赏 之が 歌に、 一 

君 まさで 煙絕 にし 鹽が まの  ： 

浦 さびしく もみえ わたる かな 

ど よみけ る VJ 也、 

〇 はしゃ 町 萬 里 小路 六條坊 門の 南 二 町に、 六 條院ー 


あ b け. 5、 その 西 高 倉 通 六條坊 門の 南 二 町に、 六條ー 

の內襄 ありけ り VJ いふ、 

高 くら 西へ  柬の ミぅ院 西へ  で b す 丸 西へ  ， 

〇 扇 や "g-  〇fe や 町  〇 たいこ 町 一 

むろ 町 西へ  新 町 L1 しへ  西の W ぅ院 西へ 

〇 くさ.^ や^ 〇 西く さ..^ や 町 〇 わら や 町 

びわら や ザ この 町の 西 は、 さめが 井 通行 あたり 也、 _ 

【楊 I 通】 

〇 やま も ゝのづ し 此 西の 行 あたり、 室町 通 西へ ゆ 一 

く 町 を、 上の 町、、」 名 づく、 その 西 油の 小路 を 西へ 入 一 

町より、 さめが 井 通 ま での あ ひだ に 、六條 堀川 の 御 一 

所.、」 て、 九郞 判官 義經 すみ 給 へり、 堀 河 うち は此ー 

所に て 侍り ビ かや、  一 

又此 筋の 南に つきぬけ あり、  -.. 

た、 P  くら 通 西へ づ し 東の W ぅ院 西へ  * 

〇 う をのた な 辻 子 〇 かき や 町 

室町 西へ  > 

〇 中の 町 この 西 は 行 あた， 0, 也、 

【六條 通】  一 

た、 つくら 西へ  東の ミぅ院 西へ むろ 町 西へ  ^ 

〇 梅が こ うぢ 〇 東 魚の たな 〇 東 魚の たな 一 

新 町に しへ  j 

〇 ねす みが 小路  一 


京 雀卷第 .一 ハ 


四百 七十 玉 


0 


I  京 雀卷第 六  I  ,  li 

西の w ぅ院 西へ 

〇 う をのた な橫町 此西 はさめが ゐ 通行 あたり 也、 

さ め •「 し 

【左 女 牛 通】 

〇 八 間 町 此町は 白山 通の にあ たれり、 東 本願 寺 

新 屋敷 北の 築地の 町 也、 

山 くら 西 へ 

〇 花や 町 

^の V- ぅ院 西へ 

〇 上の じゅ やや 町 此西は からす 丸に て 行 あた b、 

東 本願 寺の 前な り、 此筋新 町 通 西へ 入 町よ b 西へ 

町屋ぁ 、西本願寺の 寺內 也、 

新 町に しへ  西の >v っ院 西へ 

〇 松 や 町  〇 花や 町 

の 卜え" へ 

〇 花や 町 此西 はさめ：. か 井 通の 南に て、 西本願寺 北 

やしきの 行 あた. o、 堀川の 水此 前に 流れ ゆく 也、 

【七 條坊門 通】 鬼 本願 寺 新 やしき 西の かたなる 大門 

筋 也、 高 倉 通より 西に あたれり、 

〇 廿人講 の 町 

^の W ぅ院 西へ 

〇 中の じゅす や 町 此 町の 西 は、 からす 丸通柬 本願 

寺 御 ゑいだ うの まへ 也、 新 町 通 を 西へ 又此 筋の^ 

家 あり、 

〇 ゑび すの 水 町 


I  S! 百セ 十六 

西の- W ぅ院 西へ 

〇sw ゑい V- う 前の^ 是は 西本願寺の 御 ゑいだ うの 

前な り、 さめが ゐ 通の 末にて 川ば たな. 9、 

【北 小路 通】 

東の ミぅ院 西へ 

〇 下の す 5- や 町 此西は 東 本願 寺 南の 築地の も VJ に 

て、 御 墓 へ ゆ/、 道な り、 又 北 小路 通 新 町 を 西 へ ゆく 

所より 町屋 あり、 

新 町に しへ 

〇 井づ、 町 

由の トき西 / 

〇 たいこの まへ 町 是は 西本願寺の 寺內 なり、 此町 

の. 西の 辻 は、 さめが 井 通の 末にて、 御 本 寺の 南の か 

. た 、太 皴の番 やの 下に 出るな. 5、 その もどに 堀川の 

流れに 渡せし 橋 あり、 その 南の かたは 典 正 寺 御門 

跡 也、 太鼓の 番 やど 典 正 寺の 間に、 榼を 渡りて 道 あ 

り、 御 本 寺對面 所の 門前な， 9、 それより 西へ ゆけ 

ば、 大宮 通に 出る 也、 

【七條 通】 七條 川原の 東に、 大佛の 正面 筋に あたれ 

ば、 世に 大佛通 VJ もい ふ、 寺 町 通の 末にめ たる 筋 を 

西へ 入 町、 ， 

こ 5- さ 

〇 材木 町 機 木材 木 を商賣 VJ する 也、 町中に 入 川 あ 


り、 伏 見よ b 高瀬の ふない り 也、 

東の 洞院 通の 東の かた、 七條 通の 南に、 金 光寺，.」 て 

時宗の 寺 あり、 世に 七條の 道場 ど 名 づく、 一  遍 上人 

の 開 某 也、 一遍 上人 法名 は 知 萬 房、 その 俗姓 は 伊豫 

國の 住人 河 野 七 郎通廣 が 二 男な り、 家ビ みさか へ 

てえ よう をき はめし に、 二人の 妾 を もちたり、 ある 

時 かの 二人の 妾、 搭盤を 枕，、」 して 一 所に 晝寢 した 

.5 ければ、 たちまちに 二人の 女房の 髮結、 小 蛇，. J な 

,9 っゝ 111 合け る を 見て、 刀 をぬ きて 中よ む 切 わけ、 

それより 發 心して 比 叙 山に こもり、 十八 歲 にて 面 

山の 善惠 上人の もど にいたり、 淨土 宗を學 し、 十 一 

年を經 て、 建 治 年中に 熊 野に 參詣 し、 直に 權現 を拜 

み 奉り、 神勅に よりて 諸國を 修行し けり、 かの 二人 

の 妾 も 同し く 出家して、 一 遍 上人に ビ もな ひ 侍り、 

時宗に 尼 を 妻、、」 する は此 故に や、 藤澤 の道鴣 は、 こ 

れ 時宗の 本 寺な ビ いふ、 

束の i ぅ院 西 へ  ゲらす 丸 西へ 

〇 ま をの 町  〇 ひがし 寺內 〇 西の 町 

町に しへ  西の i ぅ院 西へ の 小路 西へ 


〇 ゑび すの 町 

ほり > し へ 

〇 や を や 町 


〇 大 こく 寺 

ねの くま 西 へ 

〇 大工^ 一 


0 仕 丁 町 


此西 は大宮 通な h -、 猶 その 西 く  1 -げ 通の 末に あた 

- りて、 大通寺 あり、 世に 尼寺 ど 名づ く、 これ は 古し 

へ 1^ 忠 盛の 內室、 池 大納言 賴 盛の 母、 池の 禪尼 のす 

まれし 所 VJ い へ， 9  、案す るに、 その かみ 池 殿 は 梅が 

小路の 南、 室町の 西 一 町に あり，、」 いへ， 9、 しからば 

此說 正しから す、 又 ある 說に は、 坊門內 府宣親 公の 

御 娘 は、 鎌 倉の 右 大ほ實 朝 卿の 北の 政所に てお は 

せし が、 實朝卿 は 鶴が 岡 社參の 夜、 惡禪師 ヘム 曉に殺 

され 給 ひし 後に、 御 n„ 宽は御 さが，. >  おろし 給 ひて、 都 

にの ぼり 此 所に 住 給へ り- yj かや、 此 故に 尼寺 ど號 

す VJ い へり、 尼寺の 西、 朱 雀の 末に、 来雀權 現の 社 

あり、 その 北に あたりて、 島^ 傾城 町 一 構 あり、 そ 

の 事は假 双紙お ほく、 口 々 に 沙汰し あへ り、 

【贜 小路 通】 此 筋の 鬼に は 町家な し、 田 畠の みあり、 

堀川 通 を 西へ 入 町、 

〇 か ぢゃ町 〇 木 律 や 町 〇 辻 子の 町 

此西は大宫通行ぁた^^な，.>、 

【八 條坊門 通】 此筋も 東 は ffl 畠に て、 町家な し、 ほり 

川 通の すゑ を 西へ ゆ < 叮、 
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〇 金替町  〇 みて つの 前 町 

この 西 は大宮 通に て、 猶 その 西 は 町家な し、 此 西の 

大宫 より 西の かた 三 町 四方 は、 いにしへ- キ 相國淸 

盛 公の 家 也、 西 八條の 御所 ビ號 せし、、」 かや、 鹽小 

路通朱 雀の わたりに、 水藥師 •>」 て 堂 あり、 堂の 前に 

淸水 のわき 出る iss^ 川 をな せり、 古老の 俾に、 その か 

み淸盛 入道 熟 病 をう けて、 { る しみに 堪 かね、 水 を 

まかせ て 侵り 給へば 、其 水 忽ち に？；^ に 成け り、/」 、平 

家 物語に 書たり、 此 水藥師 は靈微 にて、 淸水も 名 水 

也ければ、 この 水 を 汲せ て ひたり 給 は.. - しに、 御 心 

地 少し 凉し くお ぼし 給 ヘリ、/」 かや、 

【梅が 小路 通】 此筋もロ〈田^5のみにして町家なし、 

^隈 通の 西 一 町に、 稻 荷の 御旅 所 あり、 

【八條 通】 ^^<雀坊城通のゎたり、 八條 にす こし 家 あ 

すみか 

れど も、 在 鎖の ご V- く 農民の 椟 なり、 

【針 小路 通】 堀川 通の 末に 當り て、 西八條 VJ て家少 

しあれ せハ、 こ、 も 農民の 棲に て、 家居 も ひたすら 在 

鄉の 如く、 西の方 大宮， 通 東 寺の 北の 門前に ゆく、 其 

前にも^ 民の 家 あり、 都 方の 家居に は 似 もに す、 

【九 條坊門 通】 今 は 信 濃の 小路 どい へる 是な り、 堀 


. 四百 七十 八 

川の 西に 民家 あ，^，、」 雖も、 農 人の 樓 にて、 戴 やの 有 

樣、 在鄕の 村里の 如く、 人の 有樣 もい やしげ 也、 

【唐 橋 通】 古しへ は 多那井 小路 W いひし，.， - にや、 此 

筋 も 今 は 東 は 田 畠に て、 民家 もな し、 西 は 大宮通 東 

寺に て 行 あた b> 也、 柬 寺の 西に 農民の 家す こし あ 

,cs  、唐 橋 VJ 名づ く，、 J い へ ざ も、 家居 在鄉 なり、 

【九條 通】 大宫 通より 西の かた、 東 寺の 南の 円 北行 

に 民の 家 は あれ ざ も、 或は 耕作 人 或は 大坂 山崎往 

還の 茶 や 店屋の みに て、 町の 名 もな し、 

東 寺の 來歷は 京 童 部 物語に も 記せり、 又 東 寺の 西 

の 門 を ば 羅生門 ど名づ く  、古し へ 大內蟇 の 時に、 も 

ろ こし 周の 國門を かた V- れり、 むかし この 門に は、 

鬼祌 のす みける まか や、 都 長 香，.」 い へ る 人、 ある 時 

氣 霽風梳 一： 新 柳髮ー どい ふ 句 をつ くりて、 此後 句な 

かりければ、 案じ ゎづら ひて、 この 羅生門の 前 を 打 

通る どて、 吟詠せられ しかば、 門の 內 より 氷 消 波 

洗 二 葡苔鬚 Is つけたり VJ にや、 渡 邊の源 五 綱 どい 

ふ もの ゝふ、 この 門に して 鬼 を 返 治しけ. 9  VJ いふ、 
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京 雀卷第 七 寺 町よ. 9 東の 竪町 

寺 町 通 革 堂 観音の. 北の かたより 東へ 入 町 をば、 荒 

神 町 VJ 名 づけて 只 一 町 あ. 5、 その 町の 南行に 三齊 

荒神の 堂 あり、 其 町の 東 は 川原 表に 出る、. 一 古田、 /、 

ろ 谷、 みな 此 川原 口より ゆく、 川原に 出れば、 東 山 を 

1^ めて 北 南の 山々 殘 りなく 見え 渡る、 其 名所 舊跡 

は 京 童 部 物語に 記せり 、荒神 町の 東の、 辻より、 南 を 

さして 町 あり、 川原 町 通 VJ いふ、 ニ條 よ. 5 下にて 

は 角 倉 通"、」 いふ、 此 筋に 角 倉が 家ゐる 故な り、 

【角 倉 通〕 世に は 川原 町 通、 /」 いふ、 

くわう じん 町 下る 

〇 たか 宮町  〇 いけす 町 

右二 町 は、 中頃まで はけいせ い 町に て 侍. 5 し を、 宽 

永年 中に 追 立ら れた， 5、 

〇 出水 町  〇 ます や 町 〇 いせや 町 

〇 大 もん 町  P さし 物 町 

〇 淸水町 此町西 行に、 石 川 主 殿御 やしき 有. - 東行に 

高 田の 寺 有、 

ニ條 通な がつ じさが る 

〇 ふない.^ 一  町 此町 東行に 角 倉が やしき あり、 此 


町の 北の よこ 町 を 東へ 一 町 あり、 樋 口町，、」 名づ く、 

其 町の 東 は 二 條 川原な り 、柬 山南禪 寺永觀 堂、 み な 

此 川原より 道筋 あ. o、 

o^, 入 1. 一町め 此町 東行に 毛 利 殿御 やしき あう、 

〇 ふ，、 ろ 町 東行 は 加州 犬 千代 殿御 やしき あり、 

三條 わがる  三條さ，^>る 

〇 ゑび す 町  〇， 山 崎 町 

0 しちや 町 此町 東. 行に fef^  土 佐 守 殿御 屋敷 あり、 
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〇 なら や 町 此 よこ 町を豐 前 鳥の 町 どい ふ、 

四 條ぁ がる 

〇 こめや 町 

四條 さがる 

〇 ふろや 町 此町 北の 橫は 四條 の橋づ めの 町 也、 南 

のよ こ は 角 倉 町 VJ いふ、 これよ. 9 南 は 行 あたり 也- 

す こし 東の 方に ゆきて、 四條 さがる 町 を、 風呂 や 町 

ぐ」 いふ、 只 一 町 あ- 5、 

川原 町 逋生洲 町 を 半 町 東 へ ゆきて、 

【土手 町筋】 どて あり、 その かしら 町 は、 

〇 ふくろ 町  〇 たはら や 町 〇 小极町 

〇 まる や 町 

〇 そ みん 町 此町商 は 高 田の 寺に て 行當り 也、 

土手 町筋た はら や 町 を 東へ 半 町 ゆきて、 

【新 土手 町 通】 あり、 その かしら 町 は、 

〇 新 町  〇 大こ C 町  ， 

〇 つち や 町 此 町の 南 は、 ニ條 川原 口の 北行に ある 

淨土宗 の 寺 善： 導 寺 の 後に て 行 あたり 也、 

： ひ.' き  が は 

【樵 木 町 通】 ニ條 川原 口 北行に 善導 寺 あ.^、 此 寺の 

門前より 南へ さがる 町、 西 行に は 生 洲の魚 や 町 あ 

り 、東行に は賀茂 川の 流れ を堪 わけて、 南 を さして 


川筋 を 掘 通せり 、是 すみ の くらが 掘け る 所、 伏 見の 

高瀬舟 をの ぼす 川筋 也、 善導 寺 S 門霸 さがる 町、 

〇 わかさ 町 今い ふが ごどく、 此町西 行 は 生 洲の魚 

のた な 二 町ば かり あり、 東行 は 鯉 や、 蝕 やどて、 名 

も かくれな き はたご や あり、 その 二階 座敷より 柬 

のかた を みれば 、北東 南の 山 々隙な くみえ わたり、 

まこ，/」 に 絕景の 所 どて、 都の 人こゝ も， /」 に 來り遊 

ぶに、 宿の 隙な し" 


〇 わ $J さ 町 

〇 椎木町 中頃 この 町に もけいせ いやの 侍. 0 し を、 

荒神 町の 傾城 ビ 一 同に 追 立ら れし VJ にや、 今は此 

町筋の 上下 は、 樵 木、 柴、 炭、 材木 を あきな ふ、 

三條 さがる 

〇 木 や 町  〇 同 二 町め 〇 同 三 町め 

〇 同 四 町め 北 南 は 四條通 中島に 出る、 中島よ.. > 東 

の 方 を 見れば、 四條 川原い ろ，^ 見物の 芝居 あ， o、 

その 末 は 祇園 町、 北南兩 行ながら、 茶 や はたご やに 

て、 座敷に は 客の 絶る 時な し、 祇園 殿 西の 門 只 一 目 

にみ ゆ、 

【五條の 通 東へ 一 町 ゆきて さがる 町】 

〇 朱 雀 町  〇 上人 町  〇 橘 町 

この 南 は 行 あたり 也、 

【五條ば し 通 東へ 二 筋め】 

五條 橋 通さが ろ 

〇 中の 町 一町め 〇 大坂町 〇、、」 いら 町 

〇 正 めん 町 此 南の 撗行 あたり を、 亦 正面 町ビ いふ、 

大佛 正面の 町 VJ いふ 事 也、 

【五條ば し 通 東へ 三 筋め】 是は伏 見開 道な り、 

〇 本 町 一町め 〇 同 二 町め 〇 同 三 町め 
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〇 同 四 町め 〇 新 正面 町 〇 本 町 五町め 

〇 六 町め これより 南へ  〇 十一 町め 

潜 その 南 は 東 ふく 寺、 稻 荷の 前より 藤の もりまで、 

左に 見て 伏 見へ ゆく 也、 

【五條ば し 通 東へ 四 筋め】 此 町筋 北の かた、 五條 松 

原 通に あたって、 晴 明が 塚 あり、 その 柬の竪 町筋、 

〇 大 こく 町 〇 上石が き叮 

五條. はし 通さが る 

〇 ふくろ 町 

〇 ゑび す 町 晴 明が 塚の 東の よこ 町 を、 北み かざ 町 

ぐ」 いふ、 その 東の 町 をば、 坂 VJ 名づ く、 祇園の 犬 神 

人の 住 町 也、 弓、 箭、 弦、 ゆがけ、 沓な V- つぐり て 業 

にいた す、 坂の 北行に 愛 岩の 觀音 あ. o、 その 東 は 六 

道 VJ いふ 所 也、 每年 七月 九！！： 十： ：！ に は、 京 中の 貴賤 

^^靈むか へ のため參詣ぉびた  >し、 南の 方に は 六 

波 羅の觀 音お はします、 その 道の 末 は 三年 坂、 經書 

堂に 出る 淸水 坂な り、 

【五條ば し 通 五 筋め】 世に は 建 仁 寺 通 V」 いふ、 この 

筋の 北 は 三條通 、東の 橋づ めより 南へ 四 町 は、 祗圓 

繩 手の 堤な り、 右 は賀茂 川の 水流れ、 左 は 知 恩院に 

ゆく 道 あり、 四條 通さが る 所より- &屋 あ. cv、 

四百 八十 一 


0 


.  四 百 八. HI  11 

建 仁 寺 さがる 

〇 山 崎 町  〇 石 かき 町 

〇 上ビ うりやう 町 此 町の 南 は、 大佛 二王門の 前に 

出る 也、 二王門の 前なる 道の 右に 耳 塚 あり、 猶 その 

南に ゆけば、 三十 三 間 堂の 門前に いたる、 又 その 內 

に 入ば、 やうげ ん院、 智積院 、豊國 に ゆく 也、 

【三條通東の橋詰ょ.^東へ】 

〇 大橋づ めの 町 〇 大橋ニ 町め 〇 大橋三 町め 

〇 核 原 町  〇 さいかち 町 〇 豊 後町 

〇 大 井手 町 此町東 は 白 川ば し 也、 その 橋よ. 9 東 は、 

是東開 道に て 大津に ゆくな り、 白 川 橋の 東の つめ 

を 南へ さがれば、 知 恩院の 門前に 出る、 猶 南に 行 

ば、 祇圓の 西 門の 下に 出る 也、 

〇 五條 橋 通 橋の 柬へ入 町 を 橋づめ 町、、」 いふ、 

はしの 東づめ  ^^へニ町め 

〇 は しづめ 町 〇 橋 も W 二 町め 

逮仁寺 通！^ へ 入 町 

〇 佛師町 此町 北行に 常樂 寺^て、 日 逮宗不 受不施 

の 寺 あり、 その 東に は若宫 八幡の 社 あ. 9、 

〇 西お ち 町 

〇 遊行 町 こゝに 遊行の 寺 あり、 これよ.. > 東 は 鳥 部 

野に ゆく 道 也、 鳥 部 山鳥 部 野 は あだし 世の ためし 
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TO1 條通 さかろ  が-」 

〇 けんにん じ 町 此町 東行に 建 仁 寺 北の 門 あ. 9、 建 

仁 寺の 事 は 都 物語に しるせ， 9、 

〇 けんにん じ 二 町め 此町西 行に 夷の 社 あり、 その 

南に 墓所 あり、 多少の 人 死して 此慕 所に 送りす て 

られ、 夜半の 煙 ど 立の ぼる 事、 晝夜を わかす、 見き 

くにつ けて あはれ を 催す、 東行 は 建 仁 寺 也、 是 五山 

の ひ，/」 つ 也、 


にい へり、 西本願寺 開山の 墳墓 あり、 又 御 本 寺より 

一 宇の 阿 彌陀堂 を 建立し 袷 ふ、 その 奇麗 嚴淨 につ 

く..^みがゝれし粧ひ、 さながら 極樂 世界の 七寶の 

宫殿 VJ は是 成べ し V」 おも ほ ゆ、 

【五條 通 南 へ 1 一筋め 建 仁 寺 通 ひがし 入 町】 

〇 長刀 町 此後 北の方に、 櫻 町ビて ロハ 一 町 あり、 長刀 

町ビ いふ こ VJ は、 町 ：53 反 張 ゆがみた る 故な う、 南に 

冶錯 町、、.. て 又 只 一 町 有、 若宮 八幡の 前にて、 三 筋の 

町 通の 末 一 所に 行 合て、 其 東に 忠信 嗣 信が 石塔 北 

行に あ トノ、 

刀 町 東の 町 

〇 新 町 是は大 佛の北 也、 

〇 石塔 町 此 東の 末 は、 豐國の 北に あたる 滑 谷 越に 

出て、 山 科 追分より 大津に 出る 也、 大佛卅 三 間の 南 

東に は、 泉！^ 寺 新 熊 野阿彌 陀が峯 あり、 其 外 名所 舊 

跡 は、 大 かた 京 童 部 物語に しるし ぬれば、 今 はいふ 

に 及ばす、 

凡 京 城、 東西 南：^ 町々 の數、 大槪記 侍り、 猶 古しへ 大 

內 裏の 時には、 香に 替 りて 似るべく もな し VJ いへ， タ J 

も、 時世 今 さか ゆく 折から、 人の 家居 も 月に 日に 隨て 

廣く 立つ いき、 いく 千 萬 ども 數 知が たし、 其 間に 古跡 
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名所の 絕 たる もお ほし、 世の 人、、」 なへ 失な ふて、 後に 

は し らすな り な ん事も 本意な し、 さ れ V- 又 京 童 部 物 

語なん V- いへ る 文つ ぐり 出 侍れば、 其 名の 殘， 9 しこ 

ビも すくな からす、 又此京 雀七册 もお なじ 類ながら、 

かれに 泄 ぬる 事 ひ、、」 つ ふたつ 記ビ いめて、 田 舍の案 

內せ さする 少の輔 ごもな らん かし W いふ、 
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難 波鑑序 

難 波が た、 短き 盧の ふしの まも、 うき 身の よる ベ 定め 

ん VJ  、船路の 艫の かお 枕、 夢の 浮 橋の あやうき を、 渡 

,0  くら ベ て 住の 江の、 岸に よる 波よ る さ へ や、 ね覺驚 

く：^ の 戸に、 軒 もる 月 を 友 VJ なし、 垂 こめて 折節のう 

つり 行 を しらぬ も齢哀 深く、  くや この 花 ど 榮し春 

も、 声の 枯葉に 秋 をし り、 田 養の 島の 雪の 眺に、 釉打 

拂ふ 歳の 暮の煤 箒まで、 心 をめ ぐらし、 神社の 祭 鱧、 

佛閣の 御 法な どに 事よ せ、 其 志の 至る 處は、 鴨畏 明が 

四季 物語に 準へ、 かけ まく も 辱 も、 お ほやけ ご ビは年 

中 行事 を、 此彼 どり 交へ、 まだ 文 もみぬ 天の川、 遠き 

渡 雲井の 御有檨 は、 中々 眼の 餘所 なれば、 諸 書の 餘 

力 を 借て 今玆に 記し、 行末の 鑑迄は 無 共、 其 世に はか 

ぐ こそ あれな V> 、云む 便 共なら んか しど 、すぢ はか も 

なき 泉 良の、 藻屑 を かき 集めむ、,」、 硯の海 をなら し、 

摸 陵の 手の 拙き を も 恥す、 自ら 難波鑑 VJ 名 づけぬ、 是 

然しながら 直ちに 捨 べきに あらねば、 梓に 鏤め、 文 宇 

の 誤 は剖劂 氏に 讓り、 後見む 人た  > し 給 へ VJ 云爾、 

延寶八 申年 孟春 上句  一無軒 道冶輯 


難 波 鑑目錄 

第 一 

ひの^!め.し 

氷樣幷 若水 

nT,,,^ 幷 5 お 凝、 竹、 齒 1!:^ ゅづ" 

HI 菜、 飾 繩の事 

聖徳 太子 御 精進 供 

;fe 幷 胡鬼 板、 玻楚 弓、 

It  3 はれつく 事 

道 頓堀初 芝 li5 

大融寺 富 之 祈 幷卯杖 

今宮惠 比須祭 

住 吉御弓 

住 吉粥之 御供 

第 二 

住 吉甘菜 御供 

新 淸水觀 音 供 井 KS 

廿：： ！園 子 

天 王 寺 涅蹊會 

天 王 寺 彼岸 詣 

節 H 草餅并 曲水 宴 附鷄合 

住吉 大乘會 
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ひの ためし 

〇 氷 樣 正月 朔日 

難 波の 帝の 御 時より、 はじめて たてまつる 也、 仁德天 

皇六 十二 年 五月に、 額 田 太中彥 子、 聞鷄 i いふ 所に 

侍べ りしに、 出 行て 山に のぼり、 野中 を 見やり 給 ひし 

かば、 庵 をつ くりた る樣 なる 所 あ. o、 人 をつ か はし 見 

せ 給 ふに、 窟な. 9  W 申、 其 時 彼の 山の あたりに 侍べ る 

人 をめ して W はせ 給 ふに 、氷室な. o，、」 申、 皇子の 云、 

其 永 をば いか 檨に してお さめた るに か、 答て 云、 土 を 

一 丈餘ほ b て 、草 を 其 上に ふきて 、茅萱 な V- を あつく 

取し きて、 凍 を 置た るに、 氷て いかなる 大旱 にも ビけ 

す、 是 を，、. -りて 熟 月に 用る どなむ、 其 時 皇子 この 水 

を仁德 帝へ 奉らせ 給 ひければ、 叙感 あ. ^ し ど 也、 是 

則 氷 を 奉り しはじめ 也、 其 後季冬 ご どに 納て、 國々 に 

氷室 を 置れ し VJ 也、 今朝 家に いたりて、 氷樣 VJ 申是 

也、 則 氷の 御所 どて、 大法 秘法お こな はる ゝ VJ ぞ、 舊 

冬 納まる 氷の あっさ 薄 さに て、 豊年 凶年 を奏 開せ る 

事 V,; 也、 樣は こほりの 寸法 分際 ある ゆ へ ならし、 是を 
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凍らす 地 を、 氷 池 どもい へ b 、近頃 は 石 か はらの われ 

を 奉る ビ也、 延喜式 にも 氷 池 風神の 祭 ど 載た る も、 此 

こ V- なり VJ  ？て 

年中行事 歌合 

今：：：： ぞし る マ』 し はきの ふにくる すの ゝ 

永 池の 水の 深き めぐみ を 入道 大納言 

附 若水 

去年 御生氣 のかた の 井 を てんじ、 ふた をして、 其內く 

ます、 立春の： ：！ むすびて、 キ： 水 司內 裏に たてまつれ 

ば 、朝餉 にて きこしめし 給 ふ どなり 、年中 の 邪氣 を 除 

く、/ J いふ 本文 あり、 今 民家に、 元日の もの，/」 ばかり 

こ、 ろうる は あやまれり、 春の はじめに ぐめば、 若水 

,/J は 申に や、 . 

〇 正月 V」 云 事 

先、、」 しの 一羽 月 を 正月 VJ いふ は、 秦 の始皇 寅の 月に 誕 

生 あり、 されば、 降誕の 月なる によりて、 ^政 をお こ 

な はる、 ゆへ に、 政 月，、」 いひし を、 始 皇の緯 政なる ゆ 

へに、 後 改て旁 を 省て、 偏ば か b を 用い、 是 ひ，、」 へに 

天下 を 正しくな すべきな り V  J て、 正月 W せり、 今の 正 

月 は 震旦の 法に て、 ビらの 月 を もち ゆ、 夏の 世の 例な 

り、 殷の 代の 月 建 は 丑の 月、 今の 十二月に あたる、 周 

. 難 波鑑第 一 


の 代の 月 建 は 子の 月、 今の 十一 月 也、 冬至 を il" の 正 

月 VJ いふ は、 この ゆへ なる ベ し、 

〇 門 核 井 炭 藁、 竹、 齒朶、 ゅづリ は、 飾 繩の事 

む か し 素戔烏 I、 南海 へ かよ ひ 給 ひし 時、 を 巨旦將 

來 にかり 給 ひしに、 かし 奉らす、 蘇 民 將來宿 を かした 

てまつ る、 其 後 尊い かりて 巨旦を ころし、 其 家 を ほ 

ろぼ さる、 是を 後の世までの しるしに せん ビて、 巨旦 

が 墓の 上に、 生た る极を 年の 始に 門に 立る VJ 也、 

門松 をい ど なみた つる 夏 ほ W や 

春 あけがたに 夜 やなり ぬらむ 

また 炭 わら をかざる は、 巨旦を 火葬の 心、 是惡を こら 

し、 善 をす、 むる 義 なり、 かざり 竹 は、 すなをなる 君 

子の 徳に、 ながき よは ひ を こどぶ け h -、 齒朵、 ゅづり 

葉 は、 雪 霜に もな やまされす、 色 を も か へぬ めでたき 

もの也、かざh^繩は不淨を經だてゝ、正月の祌をまっ 

る義 なるべし、 

〇 住 吉明神 御供 幷內侍 所 御供 同朔日 

紳主 大晦 a より 神舘 殿に 参籠して、 元日 卯の 刻に、 

一 の 神殿へ 出仕して、 御 精進 供を獻 す、 むかし は攝律 

の國 司より 奉幣 ありて 饗應 あり、 每月  一 ：《 にも 供せ 

^  四百 八十 七  I 
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らるゝ VJ 也、 則 一 の 神殿 は、 底 筒 男 命に て、 天 照 太 神 

宮に てわたら せ 給 ふ ど 也、 是則內 侍 所の 御供に なぞ 

らふる か、 抑內 侍所ビ は、 三種の 舯 器の その 一 なり、 

天 照 太 神 あまの 岩戶を さし 籠 給 ふ 時、 鑄 うつさせた 

まふけ る、 日 祌の御 かたちの 鏡 な， 、是を 八^の 鏡 

VJ なづ く、 むかし 神鏡，、」 び 出て、 天に あがらん，/」 し 給 

ひし を、 女官の 衣の 釉 にかけ 奉りて、 VJ めけ るより し 

て、 今に 此 内侍 所 は 女官の 守護し 奉れる、、」 也、 御供 は 

宽， 半年 中に はじまる、 萬 治 四 年 正月 十五 H 禁裏 炎上 

の 時、 こビ ゆへ なく 白 河に 移 奉れば、 しばらく 此 所に 

皇居 を まふけ させ 給 ふて 遷幸、 近衞 殿に か， 0 殿 を あ 

ら ためられ、 同 二月 十 日 渡御、 

た-っぱ^-のき  一 

附 橘 木 之 事 

むかし 神 功 皇后、 三韓 をう ちした がへ 給 ひしょり、 後 

本朝に 歸 伏して、 三國 同心して、 八十 餘艘の 船に 數 

のた から をつ み、 我 朝に 至來 せし に、 橘は是 いは ゐの 

物 なれば ビて、 第 一 の 船の 上 積に して 奉りけ る ど 也、 

是 によりて、 社 內に植 を かしむ る V, かや、 かゝ るめ で 

たき 物 なれば、 正 H; の 蓬 萊の組 物に も、 橘 をかざる も 

ゆへ ある こ VJ に 5-、 


四百 八十 八  I 

我 園に はなた ち 花の いろ みれば 

こがねの 鈴 をなら すなり けり 顯仲 

〇 聖德 太子 御 精進 供 同朔 H 

正月  一 H より 同 十 一 日まで 、毎：：！ 御 精進 供を獻 す、 其 

職掌 嚴重 也、 また 元： n に は、 御 寶庫を ひらき、 靈寶を 

人に おがまし むる を 恒例，/」 せり、 されば 太子 は 用 明 

帝の 皇子、 推 古 女帝の 儲 君 也、 御 母 は 間 人皇 后、 御誕 

生 は欽明 天皇 三十 三年 正月  一 H、 御厩 月の 前にて 御 

誕生 也、 さるに よりて 廐屋の 王子 ど は 申き、 

〇 餅 鏡 居 事 

齒固 VJ いひて、 餅 か み をむ かふ こ W は、 人 は 齒を以 

て 命 W する が ゆへ に、 は どい ふ 文字 をば、 よは ひ ，、しも 

よむ 也、 齒固は 齢 を かたむる 心 也、 餅 は 近 江の 國火切 

の 餅 を 用 ベ き 事 也、 餅 鏡に むか ふ 時、 誦する 歌 あり、 

古今 集 

あ ふみの やか^み の 山 をた て たれば 

かねて ぞ見 ゆる 君が ち，/」 せ は 

此ぅ たは、 延 喜の 御門の 御 時、 近江國 より 大嘗會 の 御 

ベた てまつ りし 時、 大 伴の 黑 主が よめる 也、 また 餅 は 

SlEl 尤が 肉ビ名 づけて くふビ 云說も あり、 

〇 越 打玉幷 胡鬼 板、 破魔弓、 は 5； つく 事 
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ふくりん 三重に あ. 9 しゅ へ に、 弓い る 時の 的に、 三 l|Si 

に糟を かきて、 中の ひ VJ み をば のぞきた. 9  、 はね をつ 

く は、 その かみの たゝ かひに、 惡 鬼の 矢 を はら ふて 太 

1^ ならしむ る、 はね は 其 矢の かたち を かた V- り、 ふせ 

ぐ もの を 胡鬼 板，/」 いひ、 は ご 板 もい ふ 也、 破魔弓 も 

惡魔を やぶりし..^ ぞ かす 心な. 9、 なを また 千 町 や^ 

町の 鳥 追、 けさう 文な V- 云 もの、 本說 たしかなら や、 

〇 屠蘇 白 散 

五十二 代嵯峨 天皇の 御宇 弘仁 年中に 初め 給 ふ、 此藥 

は 一 人是 をのめば 一 家 無， 病、 一 家是 をのめば 一 里 無 

レ病、 自レ 少飮， 之 至レ老 無レ病 云云、 此藥を きこしめさ 

るゝ に、 未 レ嫁雅 童女に なめ そめさせ、 さ て 酒に いれ、 

淸凉 殿に て 主上へ たてまつる VJ 也、 よりて 此 少女 を 

藥子 VJ 云、 

ヾ」 しご VJ にけ ふなめ そむ るく すり 子 は 

わかえ っゝ 見む 君が 爲 VJ か 新 大納言 爲秀 

〇 道頓堀 1 观 芝居 

芝居 どい ふよりも、 其 名 め づ らしく、 心 も う き 立 物 

は、 道頓掘 江の 川 波、 うち はやす 太鼓の を VJ、 廣土は 

しらす、 日本 橋の はしの 上、 老若男女、 きせる ど火繩 


む か し 唐 に 黃帝 ど 申み か ざ 、炎 帝 VJ いふ 子孫 を ほろ 

ぼして、 位に つき 給へ h- 、炎 帝の 臣に、 尤 W いひて 

惡人 あり、 鹿 W いふ 所に て、 黃 帝の 爲 にう. たれし ゆ 

へ に 、其 惡靈 疫病 VJ いふ 磐に なりて 、國 土の 人民 を ほ 

ろぼせ. 5、 是 によって 末の 代に、 疫病 をお それし むる 

爲に、 sle^ 尤が 身分 をづ たくに わかちて、 ひ ビ つもの 

こさじの はかり ご VJ に、 正月に は、 彼 眼の 中の ひ、、 J み 

をぬ きて、 毬 打の 玉に してう つ こどに せ， 5、 彼 眼の 
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に 、辨當 提宽箱 の う へ に、 毛氈 綾む し ろ をから みつけ 

させ、、、」 ちゃ 通し 》} はせ 來る、 粧は 雲の ご どく 霞に 似 

た..^、 抑 役者の 名 はしらね V- も、 ビ しのうち の 顔み 

せの 頃よ， 9、 そんじゃう それ どかたり つ VJ ふる を、 き 

くよりも なつかしく、 鼠 戶 の あたりに 徘徊して、 こ、 

に來る 人々 のな り ふ，.^、 品 かたちの 異様なる 有さ ま 

を 見る に、 わが しれる 人 多く  、こなたより は それ ど お 

もへ ざ、 予 がすが た を 見 付ら れ じ、、」、 しのぶの 山の 山 

守 も、 人め の あみの しげきに もれ、 更に W が むる 人 も 

なし、 た ゾ 芝居の 見 もの 見む よ，^ は、 まされる 物 を ど 

おもへ V- 、物の 一 lt« に 心う つ， 9、 はやく も 一円に 入らん こ 

VJ をお も ふ、 されば 樂器を VJ れば音 をた て んこ VJ を 

,、」 い へ るも餘 所なら や、 內に入 侍. 5 て、 こ ゝらの 人に 

案内して ゐ ける に、 いまだ 狂言 も はじまらす、 其 中に 

人々、 7」 あ， かゝり VJ 四方 山の VJ はやが たり をな し 

ける が、 侧 なる 人の いひけ る をき けば、 此所を 道頓堀 

ビ いふ は、 人み な此 地に 來 b て 、歌舞 喜 若衆 の 遊與に 

入 事の 頓 きが ゆへ に、 かく 名 づけ 侍る ど 也、 其 む か し 

若衆 歌舞 喜の ありし 時 は 、僧俗 に よ ら す 、貴 ビ な く賤 

どなく、 惯を 以てな さけ を かけし ゆ へ 、餞 あれば 此巿 


に 立む こど 易し VJ、 御寺 法師 は 布施の つ、 みがね を 

ば 花代 VJ さ ゝげ、 町の 一番 子 は、 親の 巾着の かね ご 

ビに、 そ ひねの 床の 釉枕 口よ. り、 かね をす ひ，、 J られ、 

あるひ は 家， §を うしな ひ、 あるひ は 所 を 立ち さりて、 

身 を ほろぼす 人 多し、 是 みな 此 道の 長 じぬ る媒 なれ 

ば、 天に 口な し、 人 を 以てい はせ よ、、」、 誰？ "披露 はな 

けれ V- も、 去 じ承應 元年 一 初秋の 頃、 かぶき 若衆の 額髮 

を ど らせ、 悉 /、 野老 どなりし、 旅 芝居 を かける 子 *ど も 

まで、 さがし 出させ 給へば、 普 天の下 いづく にか、 か 

がま， 5 すむべき にあらねば、 をのが 生 綠に立 か へり、 

ゑ もい はれぬ こど わざの みに て • 落稳 ひろ ふ ありさ 

ま、 見る め もい VJ 堪が たし、 しかしよ， 0 此道 すこし こ 

ビ さめて けり、 しかれ Vj も、 芝居の こど は- yj ^ めさせ 

給 はねば、 その ゝち 能狂言，.」 品 を か へ、 右近 左 近が 

海道く だり を 舞し より、 人 また 二人 靜の まひ ぷりも 

f し、 はやして 群集し ぬ どかたる がう ちに、 はじめ 

よ）^ ど のゝ しれば、 追つ け はじめぬ、 さて はしが ゝ 

,9 のかた を 見やれば、 W しのよ は ひ は 二八ば かりの 

粧 にて、 なよ くど、 楊柳の はるかせ にした がふ 風情 

にて、 出る VJ いなや、 是々 おで やった、 あった^で は 


な い 、妙 音 菩薩の 御來迎 か，、」 ほむれば、 こなたに むか 

ひ、 釉 うちか ゝげ てめ くばせ して、 一 たび ゑめ るか ほ 

ばせ は、 さながら 李花の i 枝、 春雨に ほころ ぶる かぐ」 

おも はる、 また 二 九ば かりにも あま. 0 たる，、」 見えし 

が、 つかいて 出で ければ、 洞 底の 秋の 月 是々， 、J ほむる 

もお かし ふくる もよ し W い ふこ どに や、 其 外 色 を あ 

らそ ひ、 品 を わ かち、 いづれ もお VJ らぬ 中に、 霜 葉 は 

二月の 花よりも ぐれな ゐな り.,」、 いはま ほしき も あ 

れ V- 、其 名 をい はす、 凡人 間 百に みたす、 常に 千歳の 

うれ ひ をいだ ぐ 世の中に、 何ぞ 男色 にめ でゝ 遊 輿 を 

催し 侍ら んゃ、 され V- も 、狂言 の 其 品 々 を 見 るに、 ざ 

れ めきた る こ VJ^i ハに て、 おさなき 事 V- も 多し、 いにし 

へ は、 佛 神の 本 緣を もどり まじへ、 うた ひま ひけれ 

ば、 人 もお もしろ が. o、 あはれ が. 0 しに、 いつしかな r 

やう は 、むかしに を  >、」 b  、きの ふ 大 坂のう ちに あ. 0 し 

こど を、 け ふ はゝゃ ビ りくみ 、戀慕 密通せ しこ VJ をな， 

言に して、 其 人の 名 を さして、 それ ビ いひければ、 人 

また 是を おもしろが. 5 ぬ、 されば 大 坂のう ち は 云に 

及ばす、 國々 遠き 縣ま でも 聞った へ 、其 親に 恥 を あた 

へ ける こ，/ J 、いかばかりの 歎きなら やや、 かくった な 
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きこ，、 J をよ し W おも ひて、 人のお やの 娘なん V- 引つ 

れ きたりて 、物見 し る こど 心得られ や、 け ふよ 人の 

上、 あすの われらが 身 を しらで、 うか 役者に は 

かられけ る あさまし さよ ど、 ふ，、」 おも ひ 出る より、 

い ざ /\ 立む、、」 しける を、 傍なる 人の またし めよ VJ、 

ひざ をお さ へて、 尤 VJ 感じつ ゝ、 仰の ご VJ  くさまで 

候. - 惣 じて 娘なん V- 持た る 人の 心づ かひ あるべき は 

此 見物な り、 其 人に はよ る ぺけれ ざ も、 戀 慕の 手 だて 

を 見る よりも、 心なき もこ 、ろ をつ け、 我 もまた しゃ 

せまし、 しのびても 見 まほし、 情 も かけても や，、」、 色 

のな きも をの づ から 色 をつ くる は 此 見物な らん VJ、 

答して 立 わかれぬ、 い VJ おかし かう けり、 . 

あ をば のしん じ 

〇 住吉 白馬 神事 同 七日 

今 H 一  の 神殿へ、 御 精進 供 を備へ 奉る、 神前に を ひて 

白. it の 神事 ビて、 神 .ijl- の 乘-初 あ 、此時 神主 一 族、 綱 

宜-紕 僧、 伶人 以下に いたる まで、 出仕し ける ど 也、 抑 

白馬の 節會 VJ いふ こ，/」、 大內に をいて 今日お こな は 

るゝ、 此節曾 を かたどれる にや、 是 は天武 天皇 十 年よ 

b はじまれ. 5、 馬 は 陽の 獸な り、 靑は春 也、 是 により 

て、 正月 七 H に 靑馬を みれば、 年中の 邪氣を 除く  VJ い 
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ふ 本文 侍る 也、 されば 生 上 紫 11:^ 殿に 出御お はし まし 

て、 白：； il^ を御覽 ある 也、 夜に 入ての 事 也、 此 時の 出御 

をり から、 地下 人 も 玉 體を拜 みたて まつる、 され ども 

法 頂 は 今 S まで 御門に 入 事 停止、 節 會の義 式 さま ざ 

まあり -yj い へ Vj も、 本より 下 ざまの もの、 しるこ VJ 

にあらねば、 あら はす ベ き 節 もな し、 僻 耳に き、 なし 

侍る は、 內辨 のみこ ゑに て、 いし はま かり よんぬ るか 

ひのたまへば、 いし 若 座ビ いらへ、 又 開門な ざいへ 

る 事 有、 今の はらば へ の 春 駒 W いふ は、 是 より はじま 

h'SJH:- る に き、 

こよ ひ ある 節 會に馬 を 引 ぬれば 

ひらく  VJ いふ や 四つ足の 門 

附七葶 之 事 

七草の 若菜 を篛 にして 食す るビ は、 人に 三 魂 七 魂 ビ 

いふ 神 あり、 天に 七曜 VJ 現じ、 地に 七草 ビ なる、 是を 

どり て 服 すれば、 我 魂魄の 氣カを まし、 命を延 るな 

b  、大宋 文 王の 時より 始る事 也、 七草 v> いふ は、 

せりな づな 五行た びら こ 佛の座 

す， なみ ゝな しこれ を 七く さ 

〇 大融寺 富 之 祈 弁 卯 杖 同 七 H 


正月  一 ni より 七 =1 まで、 修正の 法會、 辨财 天女、 牛 玉 

寶印降 富の 執行 あ. 5、 是は 天下 太： 牛、 國土 安穩、 風雨 

順 時、 五穀 成就、 萬 民 豊饒 の 御祈禱 ビ 也 、 抑 降 富の 符 

札 は、 せ" ハ數 所々 不同な り、 當 寺に は 七 番の富 あ. CN、 七 

難即滅 七福即 生の 標 主な りご ぞ、 凡 牛 玉 寶印ビ は、 諸 

の 惡魔を はら ひ、 諸の 福德を 集む、 辨^ 天女の 內證を 

顯す IE 也、 此こビ いつ はじまりたり ど いふ こ VJ たし 

かなら す、 今：！； 當國 にも 所々 に 有、 いづれ か 前後なる 

こ，、」 を 知らす、 愛の みに も あらす、 諸 寺、 諸 山に 於て、 

正月に は 修正 あ. 5 て、 福杖ビ いふ もの を 物し 給 ふこ 

ビ あり、 是 みな 此 等の 類に ひ VJ しき か、 け ふまた 大內 

に 於ても、 卯 杖 VJ 申 こ W 侍りき、 是 は持絲 天皇 三年 正 

月の 卯 =1、 大學 寮よ. 9 是を 奉る よし 、日本 紀に 見えた 

り、 ある 人の いへ る は、 卯 杖 ど 申 は、 若 榮を備 へけ る 

時つ く 杖 をい ふ ど 也、 此卯杖 は 卯の かたへ 向 ひたる 

棒の 枝、 柳の 枝、 松の 枝、 此 三の えだ を、 いづれ も 三尺 

五 寸づ、 にきり て 削り、 五色の 糸に て 十二 所 ゆ ひ 付 

て 、若菜 を 君に 備へ 奉る ど 也、 是を卯 杖，、」 いふ ビ也、 

猶尋 べし、 

〇 神宮 寺 藥師講 附富士 が 事 同 八 =1 


正月 八 H 藥師 講筵義 あ-りて、 法 花 轉讀の 後、 いにし へ 

は管缺 あ. TNVJ 也、 むかし は住吉 にも 地 給の 樂人 あり 

て、 管 能の 役 を つ W めし ど 也、 往古 萩原 院の 御 時、 

大內に 七： n の 管 殺 ありし に、 ^の 國天王 寺に 淺 間ビ 

いふ 樂人 あり、 ならびなき 太鼓の 上手に て ありし ゆ 

へ、 禁裏に めされ 太鼓の 役 をつ ビ めし 也、 其 頃 番所に 

富士  VJ いふ 樂人 あり、 是 もお W らぬ 太鼓の 上手な り 

しゅへ、 管 被の 役 をつ ど めむ V」 、おなじく 京に のぼり 

しが、 帝叙閒 まし. c て、 富士、 淺間、 いづれ もお もし 

ろき 名な ひ、 うたに、 

信 濃なる 淺 間が 嶽も、 ゆる ビ いへば 

富士の 煙の かひ やなから む 

此こゝ ろ なれば、 名 こそう へ なき 富士 な， 5  VJ も、 あつ 

ばれ 淺間 はま さらん 物 を ど 勅 淀 あ， 5 しにより て、 そ 

の 後 は 富 士が名 をよ び 出す もの もなか. 9 き、 しかる 

に淺 間い かい や 思 ひけむ、 富士を あやまって うちぬ、 

此こビ 妻子 は 夢 だに しら や、 只富士 がかへ る こ，、」 の 

おそき を 待 かね、 京へ 尋 のぼ しに、 富 士は淺 間にう 

たれぬる、形見の色品ど..^ぃだし、これ見ょビさしぃ 

だす、 妻子き くより はや、 宮 古に のぼりし 夜の 間の 
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夢、 心に かゝる 月の 雨、 身 をし る 袖の なみだ かど、 あ 

かし かねた る 折からに、 かゝ る ものうき かた 見 どや、 

さし も 名. き Is 士は、 な V- けぶ りビ *± なり ぬらん VJ、 

いひ 悲しめる ありさま は、 よその 袂も ぬれぬ べし、 妻 

は 娘に 向 ひ、 あれに 夫の かたき あり、 いざう たん ど い 

ふ、 娘き、 て、 あれ は 太鼓に てこ そ あれ、 おも ひの 餘 

^に 心み だれ、 すぢ なき こ VJ をの 給 ふ 物 かな、 あら 

あさまし やどい へ ば、 あかで 別れし 我 妻の、 うせ にし 

こども 太鈹ゅ へ 、た y つらめ しき は太鈹 なり， yj 、夫の 

かたきよ うたん ビぃ へば、 實 にこ VJ は. 0 也、 父に わか 

れ しこ V」 も 太鼓 ゆ へ なれば、 さあ らば 親の か た きぞ 、 

うちて うらみ を はらさむ、/」、 持た るば ち を 叙 VJ し、 ひ 

た すら 噴 一圭 ^ を はらしけ るビ なり、 い- yj あは れ ならす 

や、 其 富 士が奮 跡 は 今に あり ビ ぞ 、 

〇 今宮惠 比須祭 同 十日 

西 宮を勸 請し ける ゆへ に、 當： ：！ を まつり VJ す、 殊に あ 

き 人の 家に、 ど しの 始に 若惠比 須，、 J いひて、 ビり わき 

いは ゐ 奉れば、 け ふの 參詣大 かたなら す、 また 市に ゑ 

びす を まつる こど、 聖徳 太子の 願に よりて、 商 を まも 

らせ給 ふゆへ ビ也、 
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〇 帳線視 同 十 一 日 

け ふ は il  口 書 W て、 商人の 家に 帳 を-/」 ぢ、 上書 をして い 

はふ 日 也、 しかれ V- も 近頃より、 大 坂の 內所々 に 帳 を 

綴、 上書 をして うりか ふ 事に なれ h- 、則 帳 を あきな ふ 

家に は、 門 に 竹 をた て、 慕な V- はりて、 う， 9 ての さい 

は ひ、 かふての よろこびな V- ゝ祝 しける VJ ぞ、 禁裏に 

も吉 書の 奏ど 申  一 J ど 侍り き、 

〇 住 吉御弓 同 十三： n 

今日 晝過 より、 神主 一 族禰宜 出仕して、 南の 存 殿に を 

いて、 饗 膳し を はりて、 其 後的塲 にさが りて、 二人 づ 

こまやか 

つか は. 0 くに 弓 をい る、 其義式 委細 也、 むかし は大 

社 御 狩の 神事，、， -て、 神 子 男の 形 W な. 9 て、 弓箭 を 持て 

狩 塲を出 る 脉の義 式 あり、、」、 舊 記に 見へ たり 、是等 の 

こ VJ 今 は 中絶せ るか、 尋 べし、 

〇 東 土 堪左義 長大 坂 中-」. 有 同 十四日 

東 土 場 は、 今の 大手の 上に あり、 むかし 太閤 御所の 御 

時、 此所 にて 左義長 ありし ゆへ に、 かくい ふ、/ J 也、 抑 

左義 長のお こり は、 漢の明 帝の 時、 はじめて 天竺よ. 

佛法 わたる、 五嶽の 道士 是を 破らん ビ祈 るに より、 其 

しるし を 見む ど、 佛經を ひだりに 置、 道士の 書 を 右に 


をき て 火 を かくる に、 道士の 書燒 失す、 されば 左の 

義長 せり W ありて、 左義長 どい へり、 また 西域 義長ゃ 

東 土 やど はやす は、 西域 佛 法の 義 まさりて 東 土 流布 

す./ J いふ こ W な，.^，、」 もい へ り 、 又 神 ssi ハ經 に 云、 西方の 

山中に 有， 人、 長 一 尺餘、 人 見：， 之 則 病，： 塞 熱； 名 曰 こ 山 

噪； 以， 竹燒レ 火、 爆 W 有， 聲、 則 驚 去不， 來 云云、 此を以 

て 正月に 燒 一一 爆竹 ー說々 おなじ、 

附萬 歲 


今 千 壽萬歲 VJ て、 門々 をうた ひ ありく もの あ h- 、是は 

踏 歌の かたち を あら はし、 萬歲樂 どうた ひ 侍る、 其濫 

觴を尋 ぬるに、 今： n 年始の 祝詞 を 作りて、 うた ひま ふ 

節會 を、 男 踏 歌 V」 いふ、 則 あられば し .o，、J もい ふ 也、 

是則 源氏物語 にも この こ、、」 あり、 高 巾 子 綿の 花 を つ 

くる こビ、 この、、 J のか ざしの わたな ぶ」 、よめ， 9  、 天 

武 天皇よ. 9 はじまる 節會 にや、^ 武 天皇 天平の 比 は、 

踏 歌の 義 はて ゝ祿 をた まふに、 仁義 禮智 信の 五つの 

題 を さ ぐ らし め て、 鍋 布 綿な V- 、それ. （.》 の 题 によ. 5 

てた ま は. 0 し 事 有 つる 也-、，； ぞ 、 

〇 住 吉粥之 御供 同 十五 日 

一 の 神殿へ、 今 HI 粥の 御供 を献ゃ 、されば 今： H 禁裏に 

も 御 粥 を献す る 也、 其來由 を尋 ぬるに、 むかし 尤 ビ 

いふ 惡人 を、 黃帝ビ 中 御門、 正月 十五 m にころ された 

b  、その、 ち 天狗 VJ な り 、せ- 〈身 は地靈 V」 なる、 是 より 

して、 け ふ 亥 力 時 小豆の 粥 を 煮て 天狗 を まつり、 是を 

食 すれ ば 年中 の 邪氣を 除く ビ な -^、 其 外の 異說も あ 

b 、尋 べし、 
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まなの VI  < 

〇 住 吉甘菜 御供 正月 十六 日 

住 吉四所 明 神へ 今 HL たてまつる を、 あまなの 御供 VJ 

申た てまつ る 也、 一の 神殿 は 御 精進 供 也、 今の ほか 

の三じゃ神へは^^：盃也、 尤鯉 鮒：^ 蠣 等に 海草の たぐ 

ひ 多し、 魚 御供の 御 神 詠に、 

伊豫の 國 うはの 浦 半の まで も 

われ こそ はくへ 罪 救 ふ，， J て 住 吉明神 

〇 新 御 靈御弓 幷射禮 同 十七： 《 

當社 は、 津 村のう ぢ祌 なり、 むかし は 今日い ろ /\ の 

ねりものに つくり 物 をいだ す VJ いへ V- も、 いつの こ 

ろよりか、 此こ W もお こた. 5、 今 はわ づ かに 社 內にを 

いて 的 をた て 弓 をい る、 人 これ を 御 弓 w なづ ぐ、 是 

則 御 靈宮の 門のう ちに 茶屋 あり、 此 あるじ 是 をつ，、」 

む、 今 H 禁裏 建禮 門院に をいて おこな はる ゝ射鱧 を 

準 やるなら し、 

〇 新 淸水觀 音 供 幷仁籌 殿 觀音供 同 十 日 

今 g 當寺 に 法事 等 有、 是は國 土 安 全 、當 所靜謐 の 祈願 
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也、 是則 禁裏 仁壽殿 の 観音 供 に準ャ るか 、此觀 昔 供 は 

應和 年中、 觀 昔の 像 二 林 を仁壽 殿に 安置 せらる、 宽 

穴ェ 僧正 開眼 供養 あり、 天子の 御 祈の ために、 加持 ある 

事な bvj ぞ、 當所 にも 近 曾より 三十 三番の 札所 あり 

て、 人々 巡禮 する こビに はなれり、 しかれ ども 此觀昔 

は、 わきて はやらせ 給 ひ、 け ふ は 殊更 參詣の 群集 釉を 

連ね、 下 寺 町の 通 筋 は、 人 はふば りて、 跡へ も 先へ も 

ゆかれぬ ほ ざ 多く  、長 町より 野道 を 出る 人 限な く  、舞 

臺の 上に はみ ぬ 人 多く、 西 海 を 遠見して た》 すみけ 

り、 

〇 法 然御忌 同 十九 日 

け ふより 廿五： M まで、 源 穴 H 上人 御 遷化の 御 忌 お 

こな はる、 寺々 、先知 恩院の 末寺 八十 六ケ 寺、 淨花院 

がた 廿ー ケ寺、 黑谷 光明 院派 十九 ケ 寺に をよ ベり、 サ； ハ 

寺々 に 、SR 女 老少 參詣の 詳集、 聲 をば か， 9 に 念佛す る 

こ V- 、十 萬 億 土の 西方 極樂 へ も、 手に，/ J る やうに きこ 

ゆらん ビ 、いどた 3  ，/」 し- 

C-M 子  廿 H 

今 = は、 武家に 具足の 餅 ひらきい はふ H にて、 だん 

ご を あ づ き にて 煮た る を、 俗 に 廿日 圑子ど 名づ く 、具 
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足 もたぬ 中間 足輕 ばら も、 け ふはい はふ 事に て、 餅の 

代に だんご はする こどな り W いふ、 土民の 家に する 

こ，、」 ゝぉも へ る はいぶ かし、 

〇 北 野 石 不動 參 廿 八日 

此尊は 弘法 大師の 御作に て、 靈驗 あらたな り、 當日 

錦 帳 を か ゝげ、 諸人に 拜 見せし む、 むかしより 尼の 住 

持せ し 寺 也、 

〇 天 王 寺 湼鍵會 同 十五 H 

當； M は * 天 王 寺の 堂塔み な ひらけて 、諸方 の 参詣 釉を 

つらねて 群集す、 御雜 鱧の 次第 は、 先 聖徳 太子 堂よ. 9 

御輿 を ふ， 0 いだして、 さきに は 梅の すわ ひ を 持た る 

人、 其つ いきに は、 獅子が しら 花 笠の 兒數十 人、 はた、 

面、 其 ほか (額 異形の 出立して、 管 絡 を 奏し、 仁王門 

の 前に 出で 給 ふ、 また 釋迦 堂よ. 5 御輿 を ふり いだす、 

行列 太子の 御輿に おなじく、 是も 仁王門の 前に 出で 

給へば、 兩輿 立む かひ 給 ふ 時、 兩 方より 梅の す は ひ 持 

たる 人、 のつ ビを あげ、 それより 太子の 御輿 は、 廻廊 

の 外 をに しへ ねりて、 六 時 堂へ いらせ 給へば、 釋迦の 

御輿 は 廻廊の 外 を ひがしへ ねりて、 是も六 時 堂へ い 

らせ給 ふ •/」、 伶人の 舞 はじまる、 まこ どに 天 王 寺の 舞 


樂 のみ 都に 恥す VJ いへ る も、 實 にさる 事ぞ かし * 抑 

此 舞の はじめは、 神代 佛 在世の はじめ、 月 氏、 震旦、 日 

域に 傅 はる 、狂言 綺語 を も つ て 、作 佛輪法 輪の 因緣を 

まもる、 ま ゑん をし，.^ ぞけ、 福 を まねき、 此舞を 奏し 

給へば、 國 ゆたかに 民 しづかに 毒 命 長 遠な りぐ」、 秦 

の 川 勝に つたへ、 六十 六 番の舞 をつ くりて ま はしめ 

袷 ふより、 今に 其 遺 法に よれる VJ かや、 此日 堂上が た 

に は、 涅藥 の赌ビ て、 尊影の 前に 鍋 布 あるひ は 墨 筆な 

にゝて も、 それ）.. I,- にかけ を はで、 晚に賭 をた が ひに 

ぐ」. 0 かふ こ VJ あ b  ，、二て、 今日 諸方の 寺々 にも 、湼藥 像 

を かけて、 諸人に おがまし むる 也、 

〇 聖德 太子^ 靈會 同廿 二日 

今日は 太子の 御 忌 HC 也、 其 職掌の 行列 は 湼藥會 の ご 

ビ くにして、 伶人の 舞 終 H 百 一 一十 番の舞 あ h-VJ ぞ、 い 

にし へ は、 廿ー H より 廿三 H まで、 三 H の あいだ これ 

ある よしを、 大 造の、 となり- yj て、 今 は  一 口に つ W む、 

〇 天 王 寺 彼岸 詣 

當 日の 彼岸 詣は、 赛 こそよ けれど 人 ご にい ふめれ 

Vj  、秋 はまた、 あ ふ 坂の 淸水も ひや ゝ かに、 龜 井の 水 

をむ すぶ 手も凉 しくて、 三 伏の 氣を はら ふ もまた お 

難 波鑑第 、二  . 


かし、 いつ の 頃よりか、 赛秋 VJ もに、 七 H のうち は、 人 

人 こゝに まふで 遊 宴 を 催し 侍る、 其 濫觴 を しらす、 

予 おも ふに、 此 寺の 石の 鳥居 は、 If 樂の 東門の 中心な 

れば、 彼岸の 時 正に は、 H 輪 樂の 東門に いらせ 給 ふ 

VJ て、 人々 是を おがまむ V -、 步を はこぶ 事な hs し を、 

な r は此こ VJ もな く、 身に はき よら を 儘して、 大 坂のう 

ちはい ふに 及ばす、 驟 よりも、 贵賤 上下 乘物 辨當、 さ 

すがに ひろき 道 野 一!^ も、 听せ くまで こみあ ひお し 合 


gllB 九十 七 
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て、 幾千 萬ビも 知が たく、 綾羅 綿繡 のよ そお ひ、 己れ 

おどら じど 嗜て、 風流 を こ のむ 人々 の あ さま は、 ま 

わざ ど  * 

たさら.^、 まこ まに 態なら ぬた きしめし うつ. 9 香 は 

花た ちば なよりも. のづ らしく、 行か ふ 人の 心 も 時め 

き、 色 をお もく する も、 猶 あはれ にな さけ ふかし、 廻 

廊 堂塔の 綠 もみち- 、こ ゝらの 芝 原、 池 水の ほ"、.. -り 

の/、 ま >s (^まで も、 あくまで 其 家々 の紋を 幕に あら 

はし、 これ 見よ W 云む 計に 潜 上す る もお かしく、 こ、 

に は 琴 三味線の を どづ るれば、 かしこに はおぐ」， 9、 あ 

そび、 笛、 太鼓、 ついみ、 尺八な ざの はやし ものに 

てうた ふ聲 もお かし、 また 花の木 陰に 並ゐ て、 あから 

め もせす まも. 0 て、 物く ひ 酒の み、 こ VJ うたの つけ あ 

ひお もしろ しな V- ゝ、 ひげぐ ひそら し、 肪杖 をつ き 

たる 體、 見る もさながら 絕が たく、 またお ほきなる 花 

の 枝、 こ、 ろな く 折，/」 りて、 地 生に はいから るゝも 

かたはらいたく、 地 水に をり て 手足 さしひた して、 見 

つけられ にげ ま はる こそ 無下に 口 をし けれ、 また 傍 

に は、 醉 なきして、 ゑ もい はれぬ こ，、」 のみして、 か 

しら を どらへ ゐる こそお かし けれ、 猶與 つき 終りて 

の 後に は、 人々 よりあ ひ むさぼ- 9、 つかみあ ひ、 口論 
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をして、 法 場 をけ がす を、 彼岸 詣 VJ いふべき や、 抑 二 

季の 彼岸 どい ふ は、 畫 夜の 長短な く、 相應 して 正き 時 

也、 されば 雨 岸なら びて 、左右 ひ ビ し き が ご ビし、 よ 

つ て 比 岸 マ」 いふ、 又 日出 月 沒の兩 岸 彼岸 云云 W ひ ど 

しき ゆ へ に、 彼岸 VJ も かく、 されば 佛 法に は 正しき を 

もち ゐ、 魔界に はたが へ る を 用る ゆ へ に、 正直の 時節 

に 弗 法は顯 現し、 魔界 は隱沒 する によ. 9 て、 此 時に 

あたりて 佛事 善根 をな す ど 也、 また 或說 に、 都卒天 

のかた はらに 靈所臺 あ h -、 そこに 樹ぁ， 5、  二月に 花 

開き、 七 H 七夜して 落、 秋 八月 七 y 果成、 摩醯、 首羅、 

梵天、 帝釋等 をの， C 集りて、 七 の 間 世間の 善人 惡 

人の 名 を 印 記す る，、」 もい  <  り， 

〇 瓢第町 夜見世 三月 朔日 

い にし へ は、 晝 夜の わかち もな く、 い W にぎやかな， 5 

し-か、 ひ W  、せの 火災の 難に か、， 9 しょり、 いは ゝし 

ならね ど 、夜る のちぎ り もた ゑ， ^に、 晝 ばかりの 出 

入 W なれば、 をの づか ら廓 のうちに は、 闇夜に 灯 をう 

しな ひたる 心ち して、 物の 榮は 夜に 入て こそ あれ ど、 

行か ふ 人. もな く、 い ノレ 心細げ に な ..^ゅ き て 、冬の 21 の 

短き を かなしみ、 夜の 長き を くるしむ も、 さながら 寒 


i_  ―  I  L^M=^  ,  i  I  I  I  I- ：：-^ 
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苦 鳥に ひ VJ しく、 あけなば 局 格子に 出む ビ いふ も あ 

はれな りしに、 去し 延寶 辰の年 春 三月の 初 月より、 

無靜 H: の 終 ：11 まで は、 どし ご VJ 夜見世 を か ざ る ベ し 

ビの仰 をう けた ま はり、 阿波座、 瓢簞、 越後、 三 筋の 

町、 よし はらまで、 局々 の靑 暖簾 を、、」 りて 燈を かゝ 

げし は 、M! 灯き にこ ど な らゃ 、入く る 人々、 こみあ ひ 

をし あ ひて， かちより ゆく 若き もの は、 农紋 ひきつぐ 

ろ い 、編 笠 を か ぶ り 、 羽織 を か づきて 、し の ぶす が た 

もい VJ おかし、 乘物は 揚屋の うちに 入る こど かな は 

ねば、 西 東の 門口に すへ させ、 內ょ 出る 面々、 i 伯の 

首尾し すました. O-VJ うれしげ に、 跡に つれたる 僕の 

なり ふ. 0 までに、 心 をつ けて 見 かへ る 人 もお か-く 

ぞ寺る 、そ も C 傾城 傾國 のこ，、」 は 、漢書 に も 見え た 

れば、 今こゝ にい はむ もむ つかし、 されば、 此 のう 

ち、 太夫 を はじめて、 天神、 かこ ひ、 はし 傾城まで、 凡 一 一 

千 一 一 ：白 餘 人に &べ り、 まこ VJ に それ.， の おもわく 

あ..^ て、 われ 鍋に どお ぶた、 たが ひに 情 を か はし、 肱 

を 曲て 枕ビ する たのしみ も、 おも ひ やられて おかし 

く、 されば さる 人、 長 崎の 寢 道具に て、 京の 上 藤に 江戶 

の は. 0 もたせ、 大 坂の 九 軒 町に て 遊びた しど、 ねが ひ 


波 • 魔 一 


五 百 


し、、」 かや， 此九 町 ほ .€ あそび ご ゝ ろよ き- W はなき 

ヾ J  、誰し もい ひける ぞ かし、 此 うちに あまたの 門 あれ 

Vj 、東西よ.. > 外 は 常に あか や、 名 づけて 蛤 門 V」 いふ、 

やけば あぐ、、」 にや、 火 寧の 時 は ひらきて、 人 を ど をし 

ける，/」.^、 

〇 節：" 草 餅 三月 三 H 

是は 周の 幽 王の 御 時より はじまれ h -、 むかし 三月 三 

日に、 幽 王に、 ある 人此 草の 餅 を 奉る、 御 感なゝ めなら 

す、 それよ，^ 献 一一 宗廟； 後人 今 H もち ゆる 也、 

幷 曲水の 宴 同 In 

是も 周の 世より はじま， 5 ける 事 也、 水上より K チゲ 7.:- 

が し、 人々 の 前 過 ざ る さきに 詩 をつ く. 9 て、 酒く める 

事 也、 御 溝に て ありし W 、康 保の 御 記に 見えたり、 

附银合 禁中 御 庭に て 有 

明 王"、」 申た てまつ る 帝、 まだ 宮に おはし まし さ ふら 

ふ 御 時、 鶴 合 を このませ 給 ふて、 今 H た、 か はしめ 給 

ひしに、 ほ V- なく 御 位に つかせた まひけ る 吉例に て、 

今 も 侍る 事 也、 徂明王 は 乙 酉の ビし御 誕生 ありつる 

也、 

〇 住 吉、. ^鞭 干 同 三日 


時 をた かへ ぬ もの は 鶴.、」 潮な り、 されば 西 東南 海に 

は 日 ご V」 に鹽干 ありて、 北海に はなし VJ いふ、 け ふ 

はこ こさら、 すみよし うらの ひあがる ゆ へ に、 廳干ぁ 

そび VJ て、 大坂は い ふに 及ばす、 京都の 好舉の ひど び 

ビ もく だり あつま. o、 大 坂の 川ぶ ねに 慕 はしら かし、 

ある はな がれの 女 を まねきよ せ、^ * 太鼓、 ついみ、 

三味線、 鈹弓、 いろくの 拍子 もの、 水 主梶， y」 りに 

檢 を させ、 VJ  V めきて 漕で たる、 すみよし 滞より さ 


かひう らまで、 濱も礎 も 沖 も 陸 も 人ば かりにて 、ざよ 

めく ほ どに 物 昔 もき こ へす、 驟の さも ある 女房 は、 

i 級 干 小袖，/」 て、 うる はしく こしら へ て、 今； I！ を晴 にて 

出立たる面々、孃の干ぁがるょり、舟の，o物をを-,^^た 

£3れ く 

ちつ ゝ、 裙をも かい V> らす、 沾々 V> したる 濱の眞 砂 

に 裳裙を 引、 眞 砂の 底に かぐれ たる 給 を ふむ、 ひ VJ 

つ ふたつ 手づ から 取 あげて、 なぐさみ よろ ごふ、 かく 

て 腱み ちくれば、 俄に 舟に こみの る、；^ あいだに みち 

かさなれば、 のりを くれてお ぼれ、 舟 をの. 9 か へら か 

して 水 をのむ、 一 の 谷の 落 あしに、 }^ 家の 一 門 女房た 

ち、 あはて ふためき て 舟に の.^ 給 ひけん も、 さ こそ 

ありつら め VJ ぞ おも ひやら る、 こど ゆへ なくの りゑ 

たる 舟に は、 小歌うた ひ 酒 盛して、 日く る、 まで あそ 

びて、 浦々 に 漕 わかれ、 家々 に 立 歸るも 、い，，」 さう <、 

しく また あるべき こ がら VJ は 見 ゑす、 おもしろく 

侍る、 

〇 住吉 大乘會 同 八 H 

是は 神主 前 攝律守 律 守 宿 瀰經國 、自筆 を.、」. 0 て、 十二 

箇 年に 五部の 大乘經 二百 餘軸 書寫 して、 去 じ 安貞 年 

中、 安居院 大和 尙位 ー覺法 印を囑 して、 唱道.、」 して、 
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北 白 河 女 院の御 願に 準じて、 供養の 宿望 を 達して、 种 

明の 法樂 をな したて まつる が ゆ へに、 今 ど しご ごの 

今日は 、此會 を 莊嚴し て 法事 有 VJ ぞ、 

〇 善導 忌 同 十四日 

惣 じて 當 所に は、 西 山 派の 寺 すくなく、 粟生 永觀 堂の 

末寺 三ケ 寺に 及べ. -、 此 H 善導 和尙の 法事 等 あ. OVJ 

い へ V- も、 さの みに 群集す る 程の 事 もなか. 9 き、 

〇 弘法 大師 御影 供 同廿 一 日 

此 H は 大師 御 入定の H なれば、 古儀 新 儀の わかちな 

ぐ、 眞言 十三 ケの 寺々 に をいて 法事 あり、 しかるに、 

み き 

當 H 大師の 御影へ 三寸 をた てまつ， 0 ける を、 ある 人 

見て、 神に こそ 三寸 は そな へけ るに、 佛に 奉る はいぶ 

かし ビ いふ、 予 がいはく、 是は 大師 御 入定の 後、 また 

御 伯母 高野山の 麓に ましく ける が、 御手 づ から 籾 

ど 云 もの を 一粒 づゝ はきき よめて 御酒に 造り、 御影 

堂に をく り 給 ひしょり、 其 遺 法に よ hs  、今に 高野山 御 

影 堂に、 つまむ きの 御酒 VJ て 奉ければ、 今 寺々 にたて 

まつ る も、 是 等の 事に よりて かど 申き、 尋ぬ べし、 
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〇 更衣 井 青葉 簾 之 事 四月 朔日 

宫中 所々 の 御 装束 寮 あらたむ、 御殿の 御 帳の かたび 

らおり て、 す 5- し 胡 粉に て 緒 かくどなん 、御疊 な， V- も 

あたらし きをし き かふ VJ 也 、天上 人 は 、け ふより ねり 

ぬきの 衣 を 着 給 ふ ど 也、 是を 白が さね または 衣が へ 

ヾ」 もい ふ ど 也、 さて また 靑 葉の すだれ ビて、 大內に を 

いて、 今 =1 南の ビに、 もろ 柳 どて 二 本 あり、 相 向て 生 

たるに、 靑 紫の すだれ を かけ 給 ひ、 其 日の くれに，、 J り 

給 ふ VJ 也、 猶尋 べし、 

ま 《- かの J. なん 

〇 孟夏 旬 

旬 VJ は 、夏 冬の 季 の あら たまる 始に、 臣下に 御酒 をた 

び、 政 をき こしめ さる ゝ義也 * 冬の 旬 は 十月 朔： H 也、 

また 內宴 あたらしく 作られて 後、 はじめて 南 殿に て 

おこな はせ たま ふ を、 新 所の 旬 ど 申 也、 御 位に つかせ 

仏 和 ひて、 始て 政に 望た ま へ る を、 萬 機の 旬 VJ 申 也、 是 

は天武 天皇 十一 一年より はじまる 也、 此 四月の 旬に は、 

内侍 所 扇 持て 上達部に 賜へば、 膝 をつ きて どり 給 ふ 


作法な、. -VJ ある ど 也、 

〇 天 王 寺灌佛 

今 H は、 余： 堂の 前に 金 佛の釋 迦三體 を 出し 置けば、 參 

詣の輩 水 を そ、 ぎて あぶせ 奉る、 こ、 のみに も あら 

す、 諸 寺に をいて 其義 あり、 されば 灌佛 どい ふ は、 释 

迦如來 の s^s^ 藍 城に て うまれさせた まふけ る 時、 天 

龍く だり て 水 をそゝ ぎ、 釋 尊に あぶせ 奉りし 義也、 伹 

此 佛生會 は、 推 古 天皇より はじまる、 また 宇多 天皇よ 

.5 はじまる ビ いふ 說有、 寬 1^ 三年 四月 於 一一 宫中, 有 一一 灌 

佛； 皇帝 太子 公卿 百 寮 皆 浴 像し 給 ふ VJ 云 々 、また 延喜 

十 年に 灌佛 あ， 5、 又 古き 書に、 佛 誕生 は 二月 八 nz ビぁ 

り、 今 卯月 八 H にお こな ふ は 誤 也、 二月 は 卯の 月なる 

ゆへ に、 卯の 月の 二月 を 四月 W こゝ ろえぬ る は、 ひ 

が こ ビ なれ ど も、 世 問 皆し か あるう へ は 、あやまりに 

つく べし、 

〇 玉 造 稻荷御 出 " 中の 午 日 

此 所を豊 津，、 J いふ 也、 四月 中の 午 U 、神輿 御 本社より 

いだし、 社 內を三 反 ま は. 0 給 ひて、 その ゝ ちまた 御 本 

宫 にいれ ま い らせ、 卯の H まで 十 ：" の あいだ まつり、 

諸人 に お がまし む 、そ. のかみ は 鉢 やうの ものな" V- わ 
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にあら す、 され V- も崇神 天皇す みよしに 行幸 ありて 、 

物お も ひし 給 ふ 時、 忘 草 を植給 ふより してい ふ.,」 也、 

猶し ゐて尋 しる ベ きこ ど 也、 

〇 土塔會 同 十五 日 

むかし は 天 王 寺 七 村より、 當 H は 山 鉢 をいだ しまつ 

りけ るビ 也、 しかれ V- もい つの ころよりか 中絶して、 

今は此 こ- yj もな ぐ、 其 時の ねりもの ゝ 一!J| 具、 面、 人形 

なソ V, 、村々 の 社內に お さめ をき し を、 け ふ はまい りて 

VJ,.y いだし 見る 人 も あり，、」 なん、 則 天 王 寺の 內に、 古 

塔 嫁 W て 于レ今 あり、 

〇 東 照 權現祭 同 十七 日 

當： o は、 宽照宫 の 御祭 禮 どて、 大 坂のう ちはい ふに 及 

ば や、 近 里 遠 村よりも 袖 を つらねて まい. 9、 御寶 前に 

うづく まひ、 此君 千代 萬 歲ビ御 武運 長久 をい の. 0 奉 

る、 まこ VJ に 普 天の下々 まで、 枕 を 民家の やすきに を 

くこ ど 、是 みな 此聖 君の 御恩澤 ならん や、 されば 此君 

竹 千世 公 VJ 申た てまつ り、 いまだ 七 歲の御 時、 三 州に 

をいて、 五月 五日 印 地う ちの ありし に、 人々 見に まか 

h- ける が、 一 方に は 二百 餘人、 また 一 方に は纔 三十 餘 

人に はすぎ じ ビ 見へ しが、 をのく 多勢の かたへ む 


たる どい へ V- も、 此事 も屮絕 して 今 はなし、 

〇 住吉 1 羽 卯 

俗にった へし は、 此 ni は 住 ii 口 明神此 所に 跡 を たれ 給 

ひし 最 1 羽： n なる が ゆへ に まつる yj 也、 則 神輿 一社 南 

の拜 殿より、 瑞籬の 外 を 北の 門まで 遷幸し、 神主 一 族 

出仕して、 漏宜 をのく 卯の 葉 を 持てね り 給 ふ、 其義 

式 ある、、」 也、 是を住 吉の忘 草 ど 云、 されば 住 吉の忘 草 

の MJ は、 古今 集 最上の 極秘 なれば、 たやすく しるべ き 
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らが. 9 あつまり しゅへ、 此の 君 をいだ きま いらせし 

, やっこ も、 多勢の 方 へ ゆかむ ビす、 公し ば < ^見 給 ひ 

て、 汝 多勢の かたへ ゆぐ ベから す、 小勢に つくべし、 

い か む どなれば 、今 多勢 は 少 ンを見 て 心に 油斷 あり、 

また 少勢は 多勢 を 見て まけ じ VJ いさむ 心 あれば、 終 

に は 勝つべし、 若 まけた らん 時 は、 加勢 どもな らん 

ど 仰 給 へば、 奴き、 て、 何 ご ど を か 仰た まふ ぞ、 人の 

ゆぐ かたに まか せ 給 はすして 、いらざる 仰 ご ど や ど 、 

しゐ てつれ 行 奉る、 旣に雙 方 立 あ ひ、 火 をち らして う 

ち あ ひける が、 少勢 のかた すこした るみて 見へ し 所 

へ、 後の 山よ..' かくし 勢 五十 餘人 かけ 出、 彼 二  餘人 

を悉 うち ちら して けれ ば 、見物の 人々 も、 こゝ かしこ 

に にげ 行たり、 公此 よしを 御覽 じて、 汝 いはざる こヾ J 

か 、奴が あたま をた、 き 給 ふ を、 傍なる 老人つ くづ 

く  VJ 始終の ありさまき ゝ奉 h -、 さても 我 命が ふたつ 

ほしき かな、 此^！；：君の天下をしろしめされん行末を 

見た し 、感涙 をな がしつぶ やきけ る VJ 也 、{ 是淺 か ら 

ぬ 御こゝ ろざし 、いど も 賢 こく、 予が 舌端に いひ 出む 

も を それ あれば、 先 は 筆 を ご いめぬ、 

0 五 H 節 會幷藥 玉 綜之事 
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生 上武德 殿に 出御 ありて、 宴會 をお こな はせ 給 ひ、 群 ) 

臣に酒 を 賜 ふビ也 、內辨 な ン V- も、 元：：： の 節會豊 明な ン 

ざ におな じきょし、 また 典藥寮 あやめの 机 をた てま 

つる、 群臣に 藥玉 をた まふ、 五色の 糸 を もって ひぢ. に 

力く れば惡 鬼 を はら ふ ど ある 本文 侍る にや、 また 今 

21 粽を 用る こ 、むかし 高 辛 氏の あくし、 五月 五：：： に 

船に 乘て海 を わたりし 時、 俄に 難 風 吹て 浪に しづみ 

ける が、 水神 VJ な. 9 て 常に 人 をな やます、 ある 人 五色 

の 糸に て粽 をして 海中に なげ 入し かば、 五色の 蛟龍 

VJ なる それよ.^ して 海神 人 をな やま さす、 こ ぎ ゆく 

船 も 災難に あはす ビ也、 また 屈 原 汨羅に しづ.^ し を 

»H つりし.^ の 供物 VJ もい へり、 

〇 住吉 御田 植幷 源平 合戦 之 事 

い. にし へ は、 堺の高 洲の倾 域の 役 VJ して、 色々 のかた 

びら に 衣 裏 ざしして 出た ち、 うつくしき 帶なざ 手す 

きにかけつ、、 田 面に おりたち、 早苗 を VJ りて う へた 

り、 神主 は 車に て W の 畔に來 る、 車 をた て \幣 を、/」 

り、 一 粒 萬 倍の 祈念 あり、 祉 人お ほく 出立て、 早苗 を 

はこび わたし、 田 歌お もしろ くうた ひける 早乙女の 

ありさま、 い ビ お もしろ か. o- ける を、 今 は 頃. Vj も は 


い で 侍らす、 人 を や VJ ひ て 代に たつが^に、 老 さら ぼ 

へ たる 婆 V- も、 继 かたびらの やぶれた るに、 軒 まばら 

なる 菅笠き て植る ど 也 、い，、」 見所な し、 末の世に なれ 

ば、 なにもかも 略義 にな. 0 て、 上代の 作法に たが ふこ 

ど、 上 も 下 も かくの ご VJ し、 さて また 田植 すぎて、 祌 

前に をいて、 源卒兩 家の 合戰 W て 、赤 白 の 旗 じる し を 

立、 弓箭 を 持てた ゝ かふ、 むかし はな かりし こ，、」 なる 

を、 巾與 よりこ ビ はじめけ る ど ぞ、 

〇勝«5 井水^ 之 事 

御本尊 愛染明王な るが ゆへ に、 今日 を緣日 VJ なし、 錦 

帳 を かゝげ てお がまし むる により、 參詣の 諸人 所せ 

くまでお し 合 群集す、 ま こ，， J に 此明王 は 、衆人 愛敬 を 

なし 給 ふなれば、 誰か 信 向 をな さ 5- らん や、 け ふまた 

民家に て 氷 餅 を かふ こ は、 今日 氷室の 御調 どて、 

帝 氷 をき こしめ すなり、 むかし は富士  Vi よし野より、 

ひむ ろま い け る 也、 延 喜の みか Vj より 此か た、 丹 波 

の いた 田 山より、 今 は あがる VJ な. 9、 かゝる ゆへ に 

や、 これ は仁德 天皇の 御宇より はじまる、 猶永 のた め 

しの 所に くわしぐ 見 へ たり、 

牛 頭 天皇 祭 同 十四ぶ 


難 波の 宮に まふで ゝ、 御 湯 まいらす るば かり、； t 輿 は 

まつらす、 むかし は！^ の 明 神 を 上の 宫 VJ いひ、 當社を 

ば 下の 宮 VJ いひて、 さかえ 給 ひし 時 は、， t 輿 をいだ し 

まつ. 0 ける よし、 今 は祌 さびて 其 さた もな し、 

〇sla^ 喰 同 十六 日 

禁中が た 米 をく ばりて、 百  一 口な にゝて も、 所望に ま 

かせて 買もビ めて 食 せらる、 いにしへ は錢の 文に 嘉 

定 V」 書た る、 是を 嘉定餞 VJ 名 づけて、 食物 を 買 も VJ 

めし を、 今 は 餞も絕 てな し、 米に て 買 侍べ る、 其 米 は 

禁中よ. 0  くださる V」 也、 な rZ! 武家に もい ろ のく 

わしな ン V- を、 嘉定 V J 名 づけた ま はる ビ なん、 

〇 新御靈 夏神樂 同 十七 H 

氏人 あつまりて 神樂を まいらせ ける ゆへ に、 夏神樂 

VJ いふ、 夜に 入て 舯輿 を社內 にいだ し、 しばらく あ. 5 

て 御 本 座に なをす、 神前より 門外に いたる まで、 氏 

子 V- も 祈願の ために 挑 灯 を VJ ぼしけ る こど、 萬 灯籠 

の ご どし、 

〇 稻荷 夏神樂 

是また 新 御 靈の宮 の ご，、 J  く、 夜宮よ， 0 社 內に祧 灯 を 

ど ぼし、 門前の 商人 は 夜もすがら 篝を たき、 聲 をば 
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か. 0 に、 曰 ま々 眛ょ き^ 糖 水 VJ よば ゝれ ば、 是々 こゝは 

よき，、」 ころ てん、 道 明 寺な り，、」 しい ふ もお かしく 参 

詣の 群集 は 野陣の 夜に 似た. 5、 

〇 座 摩 御藏 同廿 二日 

當 r« 御 神前 へ 、御供に そ へ て醬を 奉る を例ビ す、 是は 

神 功 皇后 三韓 御 返 治 ありて 御歸 帆の 時、 つかれに 及 

び、 渡邊 W いふ 所に 御 休息 ありし に、 一 人の 賤女 きた 

h- て、 ひし ほ を さ ゝげ飢 をす くひし よ h> 、其義 を 以て 

奉る VJ なり、 此賤女 は 天朔女 どて、 今宫祉 のうちに い 

はふ 所 也、 ねりもの、 母 衣掛 武者、 立 花、 砂の 物、 色々 

のつ くり 物に 美を盡 し、 今の 渡邊 筋より 本 町 さかい 

筋へ 出、 高麗 橋 を わたり、 大津 町の 御旅 所まで ねる、 

其 間 三十 餘 丁の 道筋に は、 やら ひ を ゆ ひて 幕す だれ 

な Vj はりて 祭 見し さま、 彼の 法師が いへ る ご どくに 

見 ご VJ 邇し、 其 ほ V- は 人の 行か ひみる めも耻 や、 酒 

のみ 物く ひ、 圍卷、 雙六な V； あそびて、 また わた け 

る 時には、 をの./ \- きもつ ぶる、 やうに、 あらそ ひ 

簾 は. 5 出 をし あ ひつ ゝ、 一事 も 見 もらさ じ VJ する、 

人々 の體 こそお かし けれ、 まつり わた. りすぎ て、 そ 

のゝ ちに 御輿 もお なじ 道に 出させ、 御旅 所に 御幸 あ 


1 \\\\  Y  \  \\ — 

れば、 神主 滅 なぶ」 ありて、 本社に 還 御 ある、 御 迎の挑 

灯 をいだ して まつ， 5 奉る こ w、 大形なら ぬ こ ど v~ も 

なり、 


〇 天滿 天神 御滅 同廿 五日 

菅 一 相、 筑 紫へ ながされ 給 ひし 道の 次で に、 しばし お 

はし ませし 舊跡 也、 llf き1^ 神 宫餘ょ 町. - 其時菅 1^ 一 相 あ 

まりに 飢 つかれ、 今の ゑの ころ 島 W いふに 立より、 翁 

嫗ー 一人 住け る 家に 入 給 ひ、 小麥餅 をた てまつ し を、 


開し めされし 例に より、 御旅 所ビ さだめ、 小麥の 御供 

を備へ 舉るビ 也、 御 神事 ねりもの、 引山 三方 面に し 

て、 內に 3^ あるひ は 花 笠 をき たる 子》」 もに お， さらせ、 

あるひ は異額 異形に 出立せ、 さまぐ の藝づ ぐし、 か 

ね 太戟を 笛に あはせ、 拍子 は 都 祇園 會 のまつ h- の ご 

VJ し、 また 引 舟な ぶ」 も あり、 內 にて おもしろき 小歌う 

たはせ、 また 母 衣 かけ 武者、 小道具、 いろ— 有、 天神 

橋 通 を わたりて、 難 波 橋の 道まで ゆく、 御輿 二 社、 

灘波 ばしょり 舟に めし、 いま は 惠比須 島に 漕 行、 御 

旅所に 遷幸 あり、 夜に 入て か へらせ 給 ふ、 御 迎の挑 

灯の 數々、 浪間を かい やかし、 蒼 波 もから くれな ゐ 

に 水く ゝり、 神代 もき かぬ 祭禮の ありさま、 ぃビ き 

ら し、 

〇 住 吉御被 

朝 まだき よ. CS  、方々 のね. 0 もの、 母 衣 かけ 武者、 小 具 

足、 いろ）/^ の 飾に 手 をつ くして わたる、 其 さま 奇麗 

也、 さて 叢 時分より、 鼻高、 鷹 帥、 馬に のり. てわたる、 

祉人 もお なじく 馬に の， 9、 社僧 は 茶 曰 笠 をき つれて 

にの り、 その 次に 禰宜も 馬に の，. y、 一  疋に數 百 人、 

長刀、 鐽、 なぎなた、 かつぎ つれ、 一組々々 引て わた 
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る、 聲ょ きもの V- も は 小^うた ひつれ た. 9、 さて そ 

れ よ. o、 神 a? に 笠 鉢 さし か け 引て わたる、 四 社，' 神輿 

を まつ， 0 たてまつる、 社務 は檳榔 毛の 車に て、 反 橋の 

本に 立る ゝ 、棘 輿 一社、 七 度の 濱に 出し、 潮に おり ひ 

た. 9 たま ふ を、 あがる まじき，、」 の 御 事 也 どて、 拍子た 

てゝ、 それより 宿院の 御旅 所へ 遷幸 ある、 神人の つど 

を あげ、 しばし ありて 還 御 ある、 御 送迎の 挑 灯、 まこ 

どに おびた，^ しきまつ. 5 ご VJ、 また > (^有べき.、」 も 

おも はれす、 されば 卸诚. いふ こ は、 今の さかい 

浦、 干 興七佛 のい にしへ より、 物 在 不思議の 龍宮 有、 

鎖 彼 g に 如意 寶珠 また 壺を埋 置 給 ひ、 住 吉明祌 

今日 幸 をな し 口 を ひらき 袷 ふゆ へ に、 祭禮 をな し、 

舯輿を こゝ にう つし 奉る ビ 也、 御 誓願 の 文に 、今此 三 

界皆是 我 有 乃至 唯 一 人能爲 救護 是 ある も 有りが た 

し、 さるに よりて 此 浦の 潮 を 浴す る簞 は、 必現當 一 5 

の 願 成就せ b ど、 をの- (-當 日 潮に 入て 水 を あびけ 

る も、 かゝ る ゆへ にや、 

附驟浦 ど 云 事 

開口 ー說 水村ミ 云、 十三 所の 神明 は、 外宮 金剛 界三 十七 

尊九會 まんだら 儆界 ど 衆生 界ど、 金 胎兩部 陰陽 不二 

.  1  51 七 ■. I 
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の 地 也、 是 1. 

與 ど もい へ 

る こど.^、 


よりて 滞 VJ 名づ く、 男子 盧島、 葦邊干 

リ、 また 八 祖の浦 VJ もい ふ、 rJ 也、 子細 あ 
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〇 法 善 寺墓參 七月 朔日 

千日 寺の たゝ きがね、 諸行無常の ひ ^き あり、 歌舞 喜 

若衆の 花の かほば せ も、 っゐに 必衰 を あら はせ..^、 さ 

れば あしたに は 紅顔 ありて 世. 路に ほこる 人 も、 夕に 

は此 墓所に きたりて 白骨 VJ な，. y て朽 る、 まこ ビ にけ 

ふ は 人の 上、 あすの 我 身 を しらす、 おも へ ば <. ^はか 

なき あだし の、 露よ h- もろき 世の中に、 たれ あ. 0 て 

殘 るべき、 鳥 部 山の 煙たち さらでの み 住 はつるなら 

ひなら ば、 いかに 物の あはれ もなからん VJ いへ る こ 

、； 0 なぶ、」 おも ひ やられて 心 ぼ そく ぞ 侍る、 抑 此法善 寺 

、/J 申せし は、 寬永 年中の ころ ほひよ. o、 千 ：11 の 念佛を 

VJh- たてしより、 人 こぞ， 9 て 千 曰 寺 どい へ， 9  、それよ 

りつ かひて、 今は不 斷念佛 の道塲 *、」 なれり、 い つの こ 

ろよりか、 此 寺の 墓參 VJ て、 七月  一 Ht よ. 9 其 月の くる 

るまで、 每夕大 坂の 男女、 老苦、 貴賤に よらす、 此 寺に 

まふで きたる ありさま、 いふ も 中々 くだ-,, ,\ 'し、 予も 

一 夕殘 暑の たえがた かりし 折から、 納凉の 陰 を もヾ」 


. めむ ビ、 こ \ に來 て、 堂の えんに 端 居して、 人々 のこ 

ころ をう か  > ひ 見る に、 予 がご./」 きの 人お ほくて、 實 

に 参 人 まれ にして、 わかき 人々 は 色に そみ、 あるひ は 

酒宴な シ V- を 催 し、 ざ れ め き 遊ぶ 人 が ち に し て、 あ る ひ 

は いき ほひ 猛 にの \ し..^、 はて は喧 if して 法塲 をけ 

がす 人 あり、 か ゝ る こど を 見る にっけても、ぃょ^» 

我 身 を かへ" み、 うけが た き 人 界に生 を 得 て 、有が た 

き 御 法 をう ぐる よろこび を わすれ、 後の世の くるし 

み を ま ふけ, ひ こ，、」、 おも へ ば A\  >の さ し， -、 ぞ： iH=- る、 

か、 る こ VJ をし て も 物詣， /J いふ べき や、 を そ るべ く 

つ、 しむ べし、 

〇 七 H 御 節 供 索 穌井仙 翁 花 送 事 

むかし 高 辛 氏の 小 子、 七月 七 H に 死せ b  、その 靈 鬼ビ. 

な-り、 人に 瘧病 をな やます、 彼存： n に 麥餅を このみし 

ゆへ、 索钸を 以て 是を まつれば 、年中 の 瘧病 を 除 く ビ 

い へり、 されば け ふの 御 節供に、 內膳 司より 是を 調進 

せり、 よりて すゑ < ^まで も 索麵を もち ゆる は此ゅ 

へ 也、 け ふまた 仙 翁 花 を 人に 送る こ VJ は、 乞巧奠 どて 

二 星 を まつり 香 花 を そな ふが ゆへ に、 花 を 人に も 送 

るに や、 仙 翁 花 は、 嵯峨の 仙 翁 寺より はじめて 出しに 
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よりて- ,i せる.、」 かや、 

き ，A-r て. r- 

〇 乞巧奠 七：：！ 

乞 巧 VJ いふ こ、/」 は、 もろこしより こ VJ おこれり、 七夕 

祭 V」 も 云 也、 け ふ は 御殿の 庭に 机 を 四 脚た て、 灯臺九 

本、 但 をの- (\ビ もし 火 あ，.^、 机の 上 火，/」， 0 に、 夜 も 

すがらた き 物く ゆる、 また 琴 をた てたら いに 水 を 入、 

大ぞら の 星 を うつせり、 天 } ^勝寶 七 年より はじめて 

行 はせ たま ふ，/」 也、 香 花 を そな へ 供 具 を W ゝの へて、 

庭 上に ふみを 置、 竿の はしに 五色の 糸 を かけて 一事 

をい のる に、 三年のう ちに かなら すかな ふ どい へ. 9、 

此ゅ へ に 乞 巧 ど 申 也、 郝隆は 腹中の 書 を さらし、 阮咸 

は 竿の 上の 镩を手 向した めし も： iS: る や、 

年中行事 歌合 

七夕に け ふ はたむ くる 琴の をの 

たえぬ や 秋の ちぎりな るらん 爲群 朝臣 

ちまの なくさ 

0 天 名 種 幷七姬 名 之 事 

同 七 U 、萬の 寶物を 舟 車に つみて、 七夕に 手 向た てま 

つ. る、 是を 天の 名稲ビ いふ、 

け ふ は，、」 て 天の 名 種の，、」 り < ^に 

舟，、」 車 や 七夕の もの 

さて また 七夕に 七 姬の名 あり、 


さ 、がに 姬 薰姬 百子姬 袖 かす 姬 

織女  梶葉姬 橫姬 

〇 天 王 寺 千： n 詣 同 十 H 

此：！ I 天 王 寺へ まいれば 千 = にむ かふ VJ て、 參詣の 群 

集大 かたなら や、 

〇 御城 御番代 同 十二 H 

四の 海浪 しづかに して、 江戶 をなら さぬ 時つ 風、 難 波 

のうら も を だ やかに、 民の 竈 もに き <^v」 、たかき 矢 

倉の 時の 太鈹 も、 うちお さまれ る 御城の、 白洲に をる 

る 友 鶴 は、 2^ にち どせ やちぎ るら ん、 猶 行末 も久堅 の 、 

雲 か，、」 の みぞ あやまた る、 しら 很たゝ む 石垣の、 堀の 

ビ ぅ龜 幾世經 て、 一- =1 々歲ゃ 待ぬ らん、 かゝる めでたき 

御代に また、 行 も か へる も あ ふ 坂の、 關の ひがしの あ 

なた より、 御 動 の諸士 隔年に か はらせた まふ、 そ 

のかみ は 仲秋の ころな. 5 しが、 ちかき よりして、 今 

n: を はじめ 十六 H まで か はらせ 給 ふ、 御 出入の 粧、 か 

いっくろ ふ 儀式 ，つるはしく、 まこ W にやん ご》 J なき 

御 ありさま、 中々 武士に 越た る 物 あら じ、 

人 は 武士 はしら は ひの 木魚 は 鯛 

小袖 は 紅梅 花 はみ よし野， 一 休 


U  、 五 百 十 

〇 盂蘭盆 同 十四日 

內藏寮 御盆 供 を そな ふ、 晝の 御座の 南の 間に、 菅の圓 

座 一 枚し かせ、 主上 是 にて 御 拜 あり、 幼 主にお はした 

まへ る 御 時 は、 此義 なし VJ 也、 盂蘭盆 いふ は 梵語 

也、 倒 憑 救 器 飜譯 せり、 倒懸 はさ かさまに かくる W 

い ふ 心 也、 餓鬼の くるしみ を 思 ふに、 さかさま にかけ 

たらん がご どし、 救 器 はこの がきの くるしみ をす く 

ふうつ はもの 也、 佛 弟子 目 連 はじめて 六 通 をえ て、 そ 

の 母の 有 所 を 見られし に、 餓鬼の 中に ありし かば、 是 

なげきて 釋 尊に まふで、 この くるしみ をす く はむ こ 

ビ を も，/」 めら れ しかば、 七月 十五 H に 自恣の 僧 を 供 

養 あらば 解脫を えられん VJ 說 たま ひしょし、 孟蘭盆 

經に 見えた， cs、  ， 

附躍之 事 

を V- りは佛 在世に も あ- 9、 すな はち 踊躍 歡 喜- yj て、 法 

門 を 悟道して は、 を を V> つて よろこぶ、、」 いふ こ 

VJ なり、 儒 經には 手の まひ あしの ふむ どころ を しら 

す VJ いへ る もこの こゝろ あり、 いま 町々 の を V> り は、 

秋 は 人の 氣分 下陷 する 故に 殺厲の I を はら ひ、 君 相 

1 1 火の 氣分を 引た てんた めに、 を v-hs は あ ビ こそ、 


[ 
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も 供物 灯明 を かゝげ てまつ る 也、 取 分 安堂寺 町柬堀 

壹丁 めの 門の 脇に、 あぶら かけの 地藏 どて、 いにし へ 

よりあり、 此地藏 よく 瘧病 をな をし 給 ふ VJ て、 其 宿願 

に は繩を かけ 置、 やま ひ 愈 時 はかなら す繩を どき ま 

いらす る、 {是 苦勞 なる 地 藏の體 、見る もさながら 堪が 

たくこ そ 侍れ、 

0 八朔 幷 禁中 御馬 

是は大 やけ ご どに て はなし、 されば たしかなる 本說 

あらや、 建 長の 頃よ 祝 來られ る VJ 也、 はじめは 田の 

みビ て、 土器に 米 を いれて 人の も，/」 へ 送け る VJ かや、 

其 後 次第々々 に、 世.^ さかんにけ ふ を 以て あっか へ 

る 事 也、 今 わら はの 行 器 を もて 遊びの 送 物 VJ せる も、 

今 VJ しの 米 をい るゝ うつ はもの Lf や、 ある 說に、 公事 

也、 田 面の 節會 どて、 その $5 みは 早 稻の燒 米 を、 諸國 

地；， g  本よ り 禁中に 車り し 也、 中手 奥手 田 も？  J の 

ごろ は 德並花 咬て、 科 戸の 風も靜 ならん こ，、」 を、 上下 

VJ もに いは ゐ まつる 節 なれば、 猶 武家に は領 田地 方 

の 滿作西 收の祝 をな し、 主君の 拜禮 をお もく する 也 

ヾ」 もい へり、 また 今；：：： は 禁中へ、 公方よ， 0 御- 進上 あ 

り、 た  >  し 昔 は 十四 M: より ゆ. B 月の 中、 國々 よりたて ま 


一 T3. ！  二  _ 三  I， 一 

〇 東 西本願寺 灯籠 同 十七 日 


洛陽御 本 寺に あ， 9 し 灯籠 を、 大 坂の 御堂に うつし、 十 

七日より 十九 日まで 諸人に 見せし む、 まこ どに いろ 

い るの っく，^^ばな、さま<\-VJし<\•にかはり、鳥け 

だもの ゝ つぐり ものな ぶ. -に、 こゝろ をつ けて 色 を あ 

らそ ふこ VJ  、東西 いづれ か を W り 侍らん や、 

〇 地藏祭 同廿 四日 

け ふ は 地藏の 御えん 日に て、 町々 の 辻に わら はべ V> 
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つる、/」 也、 

あ ふ 坂の 關の淸 水に かげ 見へ て 

いまや ひくらん 望月の 駒 

〇 三津寺 八幡 祭 同 十五 日 

け ふは當 社の 祭禮 ビ て 、氏人 V- も 神樂を 奏し て 、御輿 

はま っらす、：1^祭也、まこ VJ に； 1: は 人のう やま ふ に よ 

りて 威光 を まさしめ 給 ふ VJ かや、 此御肿 ほ V- 御械性 

も歷々 にて、 こど に 男 山 宇佐な V- に は、 おびた 3. しき 

ま つり ご VJ をな し泰 るに、 さの みの こ VJ なき は、 よき 

氏子 を もたせ 給 はぬ ゆへ にや、 此 日諸國 にて 放生會 

をな しけ. 9、 其 はじめ をき くに、 是は元 正 天皇の 御 

宇 養老 四 年 九： n; 、異 國襲來 の^、 八幡 大 菩薩の 神 力に 

て 、 た やす ぐ M 一 敵 をし ^ぞ けた まふ、 その、 ち 大 菩薩 

の 御 託宣に 、合戦の あいだお ほくの 人 ころされぬ、 か 

れが ために 放生會 をお こな ふべき な hN  VJ あ. 0 しによ 

りて、 石淸 水に て此事 あ b  、うたにい ける を はなつ ど 

よめ， 9、 

年中行事 歌合 

世に かくてつ ながる ゝ身 をす く はなむ 

生る を はなつ 神の めぐみに 新中納 1  一一 3 

〇 難 波 掘 江 月見 幷難 波御滅 同. 十五 H 


 五 百 十二 

月の グ  1 所 は須磨 あかしよ b はじめて、 更級、 姨捨、 田 

子、 都 は 廣澤、 ちかき は 若 吹 上、 諸 國に名 を 得し こビ 

なれば、 世々 の 歌人、 今宵の 月に あこがれて、 いろい 

ろの 歌 を 出しての こし を かれし ぞ、 こゝも 名に 

しあ ふたる 難 波 堀江の 月 こそ、 餘所 にて みるに はま 

さ れ ど 、棚 無 船 に蘼 はしら かし 、辨當 、提重 を 入 さ せ • 

曲水なら ね V- も、 手まづ さえぎる 盃の、 波に うかべ し 

遊 宴 も 、見所 有 て お もしろ く、 又 琴、 三味線、^ 、太鼓、 

つ ぃみ、鼓弓、VJり>^^^のはゃし物にて、船こぎぃづ る 

物の 音に、 水底の 魚鱗 もお V- り あがる か VJ おも はる、 

かゝる 遊興 またく あるべき や、 また 世の 好事の 輩 

は、 硯懷紙 VJhs もたせ、 堀江 づた ひに 傳法 あるひ は 一 

の洲の あたりまで も、 檢檝を させて あこがれ 出、 水の 

面に てる 月な み も しづかに て、 一 一千 里の 外まで も、 曲 

なき 月の 面影 は、 つねに まさりて 一 きはい さぎよ ぐ、 

心もう き 立 つ 物 は 今夜の 船遊び なり、、」 いひ けん もお 

かしく、 されば 彼 法師が、 月 花 はさの み 目に て 見る 物 

か は V- い へれ V- 、もし また 今夜 雨の ふらば、 いかば か 

,5 殘 多から め VJ 、つぶやき ける も實も VJ いひて、 酒の 

み 連歌して ゐる まに、 月 西 海に しづ めば、 難 波 寺の か. 


ね も あけぬ，/」 つげ わたる、 いざ- f-- 家路に かへ むな 

ん いざ VJ  、をの），. \ 船 を はやめて、 こぎ か へ る ありさ 

ま は、 また 與ぁ. 9 てお もしろ ぐぞ 侍る、 されば 難 波の 

御 被 VJ いふ こ VJ は、 源氏 月の 秋の 頃、 此 浦里に くだ. 0 

給 ひし ど き、 名月 の 夜に はら ひし 給 ふこ W あ. 9  、是を 

いまに 難 波の 御 威 ビ 申 傅へ り、 

〇 安居 天神 芝 原 祭 同廿ニ = 

み き 

當 社の 神事 を 芝 原 祭 ど 申て、 け ふ は 三寸 を そな へ て、 

钟盧ゃ J す  >  しめ，, W つ， 0 险 ふ&、 > のま， り AL.b ね ば、 參 

詣の人 もまれ 也、 
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〇 重陽 宴 井 菊 着 綿 

け ふ は 節： n にて 侍れば、 禁裏 にて 荼英の 壺を御 帳に 

かけて、 群臣に i 菊 酒 をた てまつ り、 銜 花の 宴 をお こな 

はる、 VJ 也、 是を 重陽の 宴，、」 はいふ 也、 九月 九； n は 共 

に 陽の 數 なる によ. 5 て、 重陽 VJ はいふ 也、 また 鄉をも 

ちゆる こビ 、諸 書に 見 へ たり、 む かし 費 長 房 VJ い ふ 仙 

人、 汝 南の 椬景 にかた b ていはく、 九月 九： n に は、 汝 

が 家に わざ は ひ あるべし、 茱ー 臾の壺 をぬ いて ひぢに 

かけ、 山に のぼ て 菊 酒 をの まば、 此 炎き ゆ べし VJ.S- 

ければ、 其 H にいた.. y て をし えの ごどくせ しかば、 其 

身 は つ、 がな くして 、家中 の 雞、 犬、 羊？  .-  W ぐく 死 

たり、 かやう のく の ふ 侍る によりて、 け ふ は將酒 をの 

む，、」 いひった へ たり、 又 後光明 樂寺 殿の 御抄 に は、 九 

月 九； n に 案  1 温ニ季 のさ かひ あ ひ あ ふ VJ き、 身 肉に わ 

かる ゝ也、 此時酒 をのめば 病 を 得す、 さてけ ふよ. 5 酒 

をば わかす ご い へ ，5、 寒 温の ニ季大 增大减 すれば、 か 

ならす 病の を こる 也、 故に 針 治 灸治 も、 みな 肉 別 をし 
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てす る 也、 ま た魏文 帝う ま れ た まふ 時、 紫雲 殿上に 現 

じて、 例に も 似す、 はたして 七歲 にして 位に つ き 給 ふ 

て け .9  、 其 時 天下 の 襟 命 十五 に 過ぎす、 こどに 帝 十五 

漸く 近く 時、 歎き を ふくして あゆまし め 給 はや、 其 時 

穀祖ビ いふ 仙人の、 ら きくえん の i!- の 花 を 折て、 九月 

九 H に持參 りて 奉. 0 ければ、 帝是を 服した まひて、 延 

稀 七十 歳 をた もち 給 ふよし 載らせたり、 漢の武 帝 も 

酒 をのみ て 長 壽を得 給 ひし こど 侍る 也、 また^の 

きせ 綿 をけ ふ VJ る 也、 是は 七月 一 日より、 菊に わた を 

きせて、 九：；：： 九： ：！ に 花 を さかせて、 大 S: へ かざしまい 

ら せむ が爲 也、 此綿 きする こ W 別に あらす、 花 を、、」 く 

さかせん が ゆ へ 也、 

〇 生 玉 祭 同 九；：！ 

當社 御祭 禮、 引 irtt 銘、 母 衣 武者な ど、 その かみ は あ 

ぶレ い へ ども、 今 は 神前の：^ 原に て やぶさめ あり、 御 

舆 一 社 を まつ. 0 奉る 也、 

〇 高 雞祭井 相撲 同 十：：！ 

御舯 前にて 御. 揚なン V- まいらせ 、神 樂を奏 しま つる 也、 

その かみよ.^ 氏人 立 寄、 相撲な..、」 はじめ 柳盧 をす い 

しめけ る 也、 抑 相撲 節，/」 て、 禁中に は、 七月 廿五； n よ 
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竹 九 ：《 まで あ hv、 是は垂 仁 天皇 七 年に はじめ 給へ 

る VJ 也、 諸 國の洪 御 人 をめ して、 すま ふ を ，、」 ら さしめ 

給 ひ、 天子 御覽 有事 也、 國々 より 相撲 人 をめ させら る 

る を 、ず：： 一 某 に 相撲 使 ど あ り 、 主上 仁 露 殿 に 出御な り、 

左右の 相撲 人、 犢 鼻の 上にから ぎ ぬ. はかま をき て、 す 

ま ひ を ，、」 勝 ぁ り 、 是 を 内 取 、/J い ふ 、 廿 八 tn に 召 合 

W い ふ あり、 天皇 街 殿に 出御なる、 卄 九：：： に 拔出ビ い 

ふ あ， 9、 その 中の 上手 をす ぐり て、 御覽 ある ゆへ に 


拔 出し，、」 云よ し、 それ 相撲のお こり は、 垂仁 天皇の 御 

時、 當 麻の むらに 蹶速ビ いひて、 角 を もさき ぬる 程の 

ちからづよ きもの あり、 此 よしき こしめ させられ、 是 

につが ふべき 人を尋 さ せ^ふに、 出 雲の 國に 野.. 見の 

宿谰 VJ 申す もの 寺る よし 奏せり、 則め して 相撲 を 御 

覽 せられ、 野 見 禰 ちから まさりて、 獸速が 腰 を う ち 

くじきて 踏 殺し 侍る.、 是 相撲の 始也、 

年中行事 默合 

かた 分て こ》 Jb つか ひの いそぎし は 

け ふの ぬきての □，、」 なりけ， 0 女 房 

〇 住吉 相撲 會幷寶 市 同 十三 H 

むかし は當 =： 住吉に をいて 相撲 競 .i? あり，/」 ぞ、 是は 

神 功 皇后 三韓 御 返 治 あ b し 時の 例 を うつしけ る VJ な 

b  、今 は 中絶し てこの こ ど もな かりき、 さて また 今：：： 

夜に 入て、 神前に をいて 市 を 立、 升 をう りか ふ、 是を 

たからの 市 どい ふ 也、 予 おも ふに、 住吉の 地主 神 は、 

侍者 御前 ビ て 女體 にて まし ま し、 是 を市姬 ど 申て、 す 

みよし は 日本 國の巿 の立始 なる が ゆへ に、 市の ある 

じ VJ し 侍れば、 是 等の こビに よりて か、 此市姬 に 御子 

七 人 あ. o、 すな はち 七 姓 を 給 ふて、 住吉の 氏人 ビなり 

給 ふ、 大領 氏、 板 55- 氏、 狗氏、 これら は 今の 津守 氏の 先 
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祖 也 、 そ の ほか 氏、 大宅 氏、 It 奴 氏、 高木 氏な ざ 、 て 

あり、 いづ れも祌 ど あがめ、 七 所に 鎮座な り 給 ふ、 尋 

べし、 

〇 天 王 寺 一 乗 會幷結 緣灌消 御念 俾始 同 十四：：！ 

當 H 夜に 入て、 一 乘會を VJ  .9 おこな ひ 給 ふ、 そのぎ し 

き は 、涅 龌會 、籠 靈會 におな じ く 、御輿な V- ふり 出、 伶 

人の 舞 あり、 まこ ど に 木の間 を も， 5 くる 月影 は舞毫 

にう つり、 物の 榮 ある 被 こそ、 たう V」 く殊擦 なれ、 一 

の もの ゝ きら かざ， -; >色 ふし も、 .5, 之の VJ^ こそめ で i.」 け 

れ、 夜 はきら ゝ かに 花やかなる 装束い ど よし どい へ 

る 人 をお も ひ 出、 人の けしき も、 夜の ほかげ ぞ よき 

はよ く、 物い ひたる に ほひ も 物の ね も， た^ょる ぞひ 

W き はめで たけれ 、む かし は 又此月 の 廿：： ： ご ビ に 、結 

綠灌現 を ，ヒり おこな はる、 ど 舊記 に ：15,〕 え たり、 猶御 

念 佛始な V- どい ふこ ビ も あり、 尋 ベ し 、 

〇 神明 祭 井 WIS 同 十六 c 

是 は暢燭 町に た、 せた まふ、 一 天 一太 神宮に て わ 

たらせ 給 ふが ゆへ、 常：：： を 御祭 禮 V」 し、 氏人 御； _ ぉ神樂 

を 奏し、 神慮 をす しめ 給 ふ 也、 されば 當：： ： 禁中に 

も例幣 どい ふこ VJ あり、 是は 勢 太 神宮へ 御幣 をた 
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てま つらせ 紛ふ義 也、 W しご，、」 の義 なれば、 例幣 VJ は 

中 VJ 也、 この こ ど 来 寄 院の御 時より はじめら る、 當月 

一 H より 今 n: にいた るまで、 僧尼 重輕 服の 人 、御門に 

いる こ .、」 ならす、 大祌 事な れば也 、； t 風 の 伊勢 の國に 

御 鎮座 ある こ，、」 は、 垂仁 天皇 二十 五 年 三月に、 倭姬命 

をし へに よって 五十鈴川 上に 祌宮を 立、 外宮に 內宫 

鎭 座の 後、 四百 八十 四 年 をへ て、 雄 略 天皇の 御宇に あ 

ヾ」 を たれさせた まふ、 養老 五 年 九月 十 一 ：：： に はじめ 

て官幣 をた てまつ りた まへ るな り、 いまに 神祇，： nn に 

てこれ をお こな はせ たま ふなり、 

〇 天皇 祭 同 十六：！：  一 

此天. は 難 波 村のう ぢ祌 也、 當 ：！： を 御 祭 禮 ど して 卸 

湯 をさゝ げ 、种樂 を 奏し て 是を ま つ， 9  て ま つ る 、 

. 〇 今宮祭 同 十八：：： 

當社 のま つ り は 今 Ml 也、 天王^より， 曾 §0 きたり て 、拜 

殿に をいて 法事 をな し、 すな はち 天 王 寺の 伶人 舞樂 

を 奏し、 舯慮 をす いしめ たてまつり、 その ゝち； 叩 輿 

一 社 を ふ. y 出、 天 王 寺の 西 門まで 遷幸し たてまつれ 

ば 、！ 德 太子の 御輿 出む か はせ たま ひて、 そ の 儀式 あ 

る こど 也、 
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〇 稻荷祭 同廿 一 日 

當社は 仁徳 天皇の 御廟 也、 むかし は 七堂伽藍の 地に 

て、 さし も はなやかに 、宮殿 玉 を たれ ^璃 を 鏤む ビ い 

へ V- も、 たびぐ の回祿 にか、 り、 今 はわ づ かの 宮井 

にて、 物 ふりに たるけ しき、 玉が きま ばらに ありし 

を、 此 W し 本社 を再與 ありて、 神の 威光 を か 3- やかし 

たま ふ、 まつ b は當 01 也、 その かみ は 男 舞 VJ て、 かみ 

難 波より いろくね. 9 物 をいだ し、 伶人の 舞な あ 


り しか V- も、 いつの ころよ， 9 かこの こども やみ 侍る 

-yj ぞ、 

〇 座 摩 祭 同廿ニ H 

當日を 御 祌事ビ て 、十一 一灯の 隙な く 祌樂を 奏し、 氏人 

の參詣 おびたい しく ぞ 侍る、 

〇 天 满鏑流 矢 IH^ 同廿五 B 

此； n 天神の 御 神事 也、 則 やぶさめ あり、 是 は天滿 天神 

の 門の 前に 茶屋 あむ 、茶屋 の あるじの 式，. J して、，、」 し 

ご VJ 是 をつ VJ む、 まづ 七日 以前よ. 9  、 拜殿 にあら ご 

をし きて 通夜いた し、 精進 潔齋 して、 其 日に いたれば、 

あたらしき なをし はかまに 釉くゝ b、 あかき 鉢卷し 

て かざりた る 馬に の， 5、 ゆみ V； かぶらや を 左右の 手 

にビ り、 社浪 をのり めぐる こビ 三度、 それ より 逸 散 を 

かけいだ し、 宮の 前； m 手 九 町 を 三 反 をの. 9 かへ す あ 

いだに、 六 所に 角の ま VJ を 立て 是を 射る 也、 手綱 を 

も W らす手 を はなちて 弓， Q る 問、 逸足 かくる：； 一;r をつ 

ゐに 落ざる こ VJ は、 此 天神の 御 はから ひ W  、いどたう 

ノ レレ， 

〇 津村祭 同廿 七日 

津衬 の宫に まふで、、 神樂 まいらす るば か 、御輿 は 


まつら や、 居 祭に て 過る 也、 され V- も 氏子 をの ？/^ 夜 

宮ま い， 0- のた め ビ て、 ちゃ うちん なぶ、. - VJ ぼして まつ 

.9 奉る 事、 いど にぎやかに、 社內も かいやく ばかり 也、 

〇 住 吉神送 同晦： 》 

今：" jl^ がた より、 四祉明 神の 御輿 を 北の 拜 殿に ふり 

いだし、 舯主 一族、 禰宜 以下、 をの {出 仕して、 お 

こな ひ あ b て、 出 雲への 神 をく りの のつ ど を あげ 給 

ふ、 儀式 殊勝に ぞ 見へ 侍る、 また 十月 晦 H に 

らの 式、 此日 におな じき ど 也、 


-カ" 
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玉 ほ 十七 
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五ぽ 十八 
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〇^^l冬旬井無祌月 

十月  一 1= は 先 御衣が へ あり、 掃 部 寮 夏の 御 装束 を撤 

して、 冬のに あらため 給 ふ、 天皇 南 殿に 出御 ありて 節 

會 あり、 是を孟 冬の 句./」 は 中な り 、ニ献 の 後 氷^ を 群 

臣 にた まふ W かや、 また 此月を かみなづき どい ふこ 

ぐ」 ノ說々 不同に して 一 决 しがた し、 ある 說に、 伊 鲜册尊 

崩御し 給 ふ 月な れば いふ どに や、 また 四方の 木末ち 

りす さむ 比な う ビ て、 葉み な 月 どい ふ 人 有、 ま た 諸 神 

出 雲の 大社へ くだり 給へば いふ VJ にや、 一 曰、 素 烏 

の 尊 常に 軍を發 して、 天 照太祌 をう ち たてまつらむ 

どし 給 ふ により 、太 神 素 烏 をす かさし めんが 爲、 汝 

我が 子，、」 なりたら ば、 一 年に 十月 を讓 り、 出 雲 石 見の 

兩國を あた へん VJ 宣 ひしに よ. て、 十月に は 諸 神 出 

雲に 行て つかへ たてまつる どな， り、 此こゝ ろ を、 

出 雲に は 神 在：：！； をい か いして 

神無月 VJ や 四方に いふら む 經 信 

〇 殘將宴 同 五 U 


^花 のえん は 九月 九： "にて、 また 殘菊 の 宴 ど て 、十月 

五 HI にお こな はせ 給へ る.、」 なり、 是も 群臣 詩 をつ く 

-9 酒 をた まふ こど、 重陽に ひ VJ しきょし、 

〇 十夜始 同 七 =：! 

今 B よ. c 十五 日まで、 寺 町の 淨土宗 の 諸 寺に をいて 

談義 念佛等 あり、 され ば 無量 壽經 に 千：：！ 十 夜の 語 あ 

り、 これに も，/」 づきけ るビ なり、 また 鼓 昔聲經 にも 本 

文 あり ビぞ、 

〇H 蓮 御名 講 同 十三 H 

物 ^ じて 大坂 のうちに、 21 蓮 一 派の 寺々 六十 四 ケ寺ぁ 

う、 此 寺に 盛 物、 花香、 灯明、 讀經、 談義な ど あ. 0 て、 ま 

い， りの 人 多し、 

〇 夷 祭 同廿 ：！： 

是其所 VJ さだめた る 社な し、 夷 三 郞殿は 商人 を まも 

らせ^ ふ 御神^て、 上下の 諸 商人、 面々 の 家に して 內 

祭す、 夷 棚 ある 家に は 色々 の 御供 を備 ふ、 

〇 豕子 亥の 日 

十月 亥の：：" 餅を贫 すれば 病な しどい ふ、 され V- も此 

こ ヾ」、 いつの 頃よ. り 始まる ども 見えす、 延喜式 gi 人 

にも 侍れば、 往古より ある なり、 今：：： 內藏 寮よ. O 賺 
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ビ しご ど 十：：： 、雨 本. g 寺の 御門 跡、 大 坂の 御堂に 來臨 

あ， 9 て、 開山 親覺墨 人の 御 佛事を ど，， ^おこな ひ 給 ふ、 

其う ち 東の 御門 跡 は 隔年に くだらせた まふ、 廿 二日 

一 より 廿 八：：： まで 一 七：：： の あいだ、 近 M 遠 村よりも 老 

- 若 男女 參^ して、 御堂の 內は 所せ くまでお し 合、 法談 

を聽 開して、 歡 喜の なみだ をな がし よろこぶ、 一 文不 

智のビ もがら 他力の 本願 をた のみ、 行住座臥に 彌陀 

の 御名 を唱 往生す べし W のす ゝ めの 程 も たう VJ し、 

また 東山佛 光寺の 御門 主 も 隔年に くだらせ、 是もー 

流の 他力 眞實の 信心 を はげみ だし、 佛恩 報謝の ため 

には稱 名念佛 を.、」 な へ 申せ ビ のお ほせの ほ V- も あり 

がた し、 あな かしこく、 

0 御 火 燒井內 侍 所 御神樂 

大坂 所々 の宮 社に をいて、 當月 は祌火 をた きて たて 

まつる 、是 を 御 火 燒.、 J て 、氏人 ざ も あつまり たてまつ 

I る、 其 社々、 

か • ゥづ 

篇津宫  八 H 

新從靈  十 日 

稻 荷明祌 十三 日 

座 摩明祌 十六 日 


玉 造稻荷 八 ：：！ 

生 玉 明 神 十二 H 

三 寺 八幡 十三 


を そな へたて まつる、 朝餉に て きこしめし たま ふ、 

また 此餅 をお けんで う VJ て 人々 にわかち たま へ るな 

h^、またぃの この說、ぁる書に、猪はょくぁまたの子を 

うむ な .^^、 さ る に よ .5 て 女人 是を うら やみ、 亥の 月の 

亥の：：！にぁたるゅ へ餅をぃはふ、/Jな..^、 亥 は，、」 しご 

ビ 十二の 子 をう む、 一 年 十一 一ヶ月 を かた V- る、 また 潤 

年に は 十三 子 をう む どなり、 

〇 東 西本願寺 御佛 一 ^井新 山 同廿八 H 


難 波 鑑 第 六  

朝 =: 宫 十六：" 同聚樂 町祌明 . 

神 明 g 燭町 十六 天滿 天神 十八 日 

さて また、 神樂 VJ て、 諸 神の 前にて 冬 かなら すし 侍る 

こ、、 J 、是等 を はじめ どやい ふべ からん、 抑 神樂ビ いふ 

は、 天 照 太 神の 岩戶を さして こもり 給 ひし 時、 諸 神の 

祈 り 申されけ るに、 鈿目命 まさきの かづら を かざし 

，、」 し、 ひか げ. を 手す きにして う た ひま ひ 、庭 火 を た さ 

しかば、 天 照太舯 天の 岩 戶を出 給 ひしょり、 諸 神此こ 

V」 このみ 給 ふ、 今 も內侍 所に て 行 はる ゝ御神 樂の事 

に てきるな，0、曰|4^は 一 條院の 御 時よう はじまるな. 9、 

まこ VJ に种樂 こそな まめかし くお もしろ けれ- y」 い へ 

る も、 寰 VJ おも ひ 出られ、 其 人 もな つかし、 

ri^ 中 行事 歌 <f。 

久 堅の あめのむ かしの かみあ そび 

今 も 雲井に うた ふなる かな 負 世 

〇 天 王 寺 道祖祭 同 十六 日 

此日は 天 王 寺の 村里の 辻々 に、 わら はべ ざ も 集 居て、 

寵の神 を ま つる ど て、 行 還の 人 々 に錢を マ」 る 、出さ い 

れば此 所 を 通さす して、 剩其 人に どり つき 難儀 させ 

し W かや、 是を道 祖祭ど 云、 是道祖 は 道の 神 まつる に 

や、 4 「し 此事 をし りたる 人 は、 此 H はこ ゝ に^らす、 


 五 百 二十 

0 納 庚申、 のえ さろ の B 

天 王 寺の 庚申 は 諸 國の本 寺な，.^、  一  せのう ちに 六 

度 づゝ、 潤 ある W し は 七 庚申 あり、 なに、 て も 所願 あ 

る 人、 一 色 をば かな へ 給 ふ どて、 參詣の 人々、 1 羽 庚申よ 

りち， 願 成就い はゐ おさめの 庚申 まふで よ VJ 群集し 

て、 十二 燈々々 々 ビ よば は 聲も喧 く、 七い ろの 菓子 

菓子 どうる こ ゑ もい そが はし、 さて また 今日 夜 をね 

ざる こど は、 三 尸 天に あがりて 人の 善 惡を吿 により 

て、 夜 を まもりて ね 侍らぬ VJ かや、 

牟屮 行事 ii 合 

出 やらで なを ぞ やすら ふかの えさ る 

蘆 分 を 船 こぎ やかぬ らん 爲邦 朝臣 

〇 神宮 寺佛名 同 十九 S 

當 寺に をいて、 むかしょ^^三千佛名經を誦し給ふビ 

かや、 是則 住吉明 神の 御 法 樂の爲 に.、」 りお こな はる 

る W なり、 されば 禁中の 御佛名 は、 十二月 十九 =3 より 

廿 一 日まで 三ケ H なり、 あるひ は 一 夜 も 例 あり、 此佛 

名、/」 いふ は、 三世 諸佛の 名號を どな へて、 六 根の つみ 

を 威す る 心な. o、 まこ VJ に 佛名經 に W かる ゝ 所の 功 

徳 はかりな きに や、 寶龜五 年 十 一 1 月より はじまる、 承 

和の ころ は、 W しご，、」 佛名 三ケ： "の 間、 諸國 にて 殺生 


禁斷 のよ し、 格に 見えたり、 また 釋の靜 安 V- 申せし は、 

比 良の 山に て 十二 佛名經 をよ みて 禮拜修 懺し給 ふ、 

其聲 帝闕に きこえ、 諸國の あいだに もき くもの あり、 

是 によって 勅して 僧官 をた ま はりけ るビ なり、 ぐ わ 

しく は 元亨釋 書に 見へ たり、 

六百番 

河 竹の なびぐ 葉風に VJ しぐれて 

三世の 佛の 御名 を きくかな 定 家 

〇 追 灘井節 〈刀大 t& 鰯 首大戟 さす 事 晦日 

禁中に は 十一 一月 晦； n に 行 はる、 今日はな やら ふ 夜な 

れば、 惡 鬼の 夜行す る ゆへ に、 陰陽 察さい もん をよ み 

て 上 卿 以下 是 をお ふ、 御所に どもし 火 を 多 VJ もして、 

四 目 ありて おそろしげ なる 面 をき て、 手に たて ほこ 

を も て 、內襄 の 四 門 を ま はるな り、 ま た 殿上人 V- も 

殿の かたに 立て、 桃の 弓よ もぎの 矢に てい はら ふ、 こ 

れらを かた ざり て、 節分に まめう ちて 鬼 を はら ふ 事 

はじまれる にや、 此內 裏に て 鬼 を を はれし こ V」 は、 慶 

雲 二 年 十二月、 百姓 多く 疫癘に なやまされ しゅ へ に、 

はじ^られ ける どなり、 また 鞍： のおく 僧正が 谷 御 

菩薩 池の 邊に、 方丈の 穴 あり、 藍 婆惣王 ど て 二 頭の 鬼 

出て 都に いるべ きょし、 毘 沙門の つげ あ， 0 し を、 くら 
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まの 別當 宇多の 帝に 奏しければ、 法 家に 仰ら れて、 四 

十九家の物をど.=^て、方丈の穴を封じ、三石三斗のま 

め をい. 0 て 鬼の 目 をう ちしよ し、 しるせし 書 あ. 5、 十 

二月 晦日の 夜の 鬼 を、 躬恒 のうた に、 

鬼す らも 都の うち yj みの かさ を 

ぬぎて や 今夜 人に み ゆらん 

今の 世に、 節分の 夜、 いはしの かしら、 大戟を 軒に さす 

- W  ノレ 、聞 鼻、 yJ い ふ、 鬼の 人 をく はん どす る を ふせぐ 術 

なり VJ いへ り、 

附 白. 1^ 燒事 同晦 H 

おなじく 此 夜白朮 をた くこ ビ は、 白朮は 風氣を さる 

藥 にて 侍る ゆへ、 群 驚 あしきが ゆ へに、 疫癘の 神の 夜 

行す る 夜 なれば、 是を たきて を それし めむ が爲 にて 

侍る VJ な h>、 


難 波 鑑第六 終 
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一 無 軒 道 治 先生 は、 己 をし るの 交り 異なりけ らし、 我 

住 方 は 南紀路 の關を 隔て、 年 ふれば 難 波津に 疾ゃ此 

花の 句 ひもな つかし く 尋來り て 、幾 宿 か たら ひ 侍. り 、 

かたへの 几 にかいや. 9 捨 たる 文 あり、 取て 見 侍りし 

に、 この 京の 昔より，、 J り 行 はる ゝ 言 草 を 結 び、 皇 i5 の 

事に よそ へ 名付けて、 難 波 鏡 年中 行 寧 ど いへ b 、元來 

家 翁 は 和歌の 道に 入 心 をみ がく、 玉 $i 島 神代の 書 も 

くらから ねば、 载籍 の編謌 て 流る ゝが 如し、 誠に 賢 

は猶 愚なる も、 眸を煩 はさす して 優な らん もの 也、 棠 

て 成せり ご は 蓋 此謂歟 、是し かしながら、 先生 は醫を 

以 家業 ビし 給へば、 是 等の 事 卑近 粗淺 なり、、」 辭し給 

ふ を、 予强て 乞、/」 b 梓に 鏤の、 婦人 小 子？ 翫 び？」 もな 

さん ど 思 ふから、 南 畔の旅 泊の 暇 魔々 硯 をなら して、 

老の筆 を 後に 加 ふるもの 也、 

延寶 八. S 親 月 H  南 陽 山人 自庵 齋 

f き §#fA 
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